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取扱 書 

よく お読みに なって ご 使用く ださい。 
取扱 書は 車の 中に 保管 しまし ょ ラ。 


® TOYOTA 


このたびは に STV へん A を お買い上げい ただき、 
あ 0 びと ラ ございまず。 


本書は エス テイ 7 の 取り扱い について ドライバーの 動作に そって 説 


明して います。 

安全で 快適に お使いいた だくた めに、 ご 使用の 前に 必ず お読みく だ 


さし、。 


- 運転は 交通 ルール- マナーを 守り、 自然環境 保護に も 気を くばりましょう。 

.メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システムを 装着され た 方は、 別冊の 「ナビ ゲー ショ ン 
システム 取扱 書」 も 併せて お読みく ださい。 

•サイド リフト アップ シートを 装着され た 方は、 別冊の 「エステ ィマ サイド リフト アップ シ 
ート 取扱 書」 も 併せて お読みく ださい。 

- トヨタ 販売店で 取りつ け 5 れた 装備 し 娘 売店 装着 オプション） の 取り扱いに ついては、 その 
商品に 付属の 取り扱い説明書を お読みく ださい。 

• 装備に ついては、 ，販売店で カタ □グを ご 請求く ださい。 

- ご 不明な 点は、 担当 営業 スタッフに おたずねく ださい。 


^  N 

参 保証 および 点検 整備に ついては、 「メンテナンス ノート」 に 記載して いまず ので、 併せ 
て お読みく ださい。 

♦トヨタ 販売店の 所在地 および 連絡 巧は、 サービス 網/お客様 相談 テレホン 網と して 「メ 
ンテ ナンス ノート」 に 記載して いまず。 

参 取扱 書は いつでも 見 5 れ るよう に、 メンテナンス ノー  ト とともに お 車に 大切に 保管して 
< ださい。 

参 お 車を ゆず 5 れ ると をは、 次の ユーザーの ために、 この 取扱 書 および メンテナンス ノー 
卜をお 車に つけて おいてく ださい。 

V _ J 

車の 仕様な どの 変更に より、 本書の 内容び お 車と 一致し ない 場合び ありまず ので ご了承く ださい。 


本書は 次の 8 章 か! 5 構成され ていまず。 

とくに 第 1 章の 「安全 ドライブ のために 必ず 守って いた 

だきたい こと」 は 重要で ず。 しっかりと お読みく ださい。 

V  J 


第 7 章： 安全 ドライブ のために 必ず 守って いただき たいこと 

「重大な 傷害 や 事故 •車両 乂災 におよ ぶ おそれび ある こと」 および 「一般的 
なま 意」 と、 その 回避 方法び この 章に 集約して 記載され ていまず。 重要で 
すので、 必ず お読みく ださい。 

第 2 章 •• 基本 操作 早 わかり 

はじめて この 車に お乗りい ただく かたのた めに、 基本 操作を 簡単に 説明し 
ています。 

第 3 章.. 運転 装置の 取り扱い 

スマート エン ト IJ 一  & スタート システム、 ドアの 開閉、 シート、 シートべ 
ルト、 エンジンの かけち、 シフト レバー、 メーター、 スイッチ などの 取り 
扱いを 説明して います。 

第 4 章 •• 室内 装備の 取り扱い 

エアコン、 ETC、 室内 装備 品 （時計、 ル 物入れな ど） の 取り扱いを 説明 
しています。 

第ち 章 ••ち 全 • 快適 装備の 解説と 注意 

SRS エアバッグ、 A 目 S など 安全- 快適 装備に ついての 機能 説明と 取り 
扱い 上のを 意を 説明 しています。 

第 6 章 •• 車との 上手な 付を 合い方 

季節に よる 取り扱い、 環境に やさしい 経済的な 運転ち 法な どに ついて 説明 
しています。 

第 7 章: メンテナンス 

車の 手入れの しかたと 曰 常 点検に ついて 説明して います。 

第 8 章 ••で一のとき 


故障 や パンクした とさな ど、 万一のと さに 必要な 処置ち 法に ついて 説明し 
ています。 
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表示に ごいて 


ち 全に 関ず る 表示 

r 運 輯をや ほかの 人が 傷害を 受ける 可能性の ある こと」 や 「車両の 
故障 や 破損に つながる おそれが ある こと」 と、 その 回避 方法を 下 
記の 表示で 記載して いまず。 これ 5 は 重要です ので、 必ず 読んで 
遵守して ください。 


r 


處醫宮 


記載事項を お守りいた だかない と、 重大な 
傷害 や 事故 •車両 义災 におよ ぶか、 最悪の 
場合 死 t につな びる おそれび ある こと。 


記載事項を お守りいた だかない と、 傷害、 
車両の 故障 や 破損に つながる おそれび ある 
こと。 


ノ 


その他の 表示 

「知って おくと 便利な こと」- 「知って おいていた だきたい こと」 
を 下記の 表示で 記載 しています。 

A-n  =Ab  知って おくと 便利な こと。 

—ム ホ U 日 助 知って おいてし、 ただきたい こと。 

^ - J 


イラストの マークに ついて 

しては な! 5 ない 行為を 示す イラ ス ト には、 下記の マークが 記載 さ 
れ ています。 


r 


0 


しては な 5 ない 行為。 


ノ 
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操作 説明 （3 〜 8 章） の 見方 

操作 説明 （3 〜 8 章） の 基本的な 読み方に ついて 説明して います。 

タイトル  ★  ヘッダー  ツメ タイトル 

階層に より 区別 グレード 等に より 装着の ページの 内容を 各 章の タイトルを 
してあります。  有無び 異なる ことを お 知 案内して います。 案内して います。 

b せし ま- 9  〇 - T  1  I 


> 八ン ドル、 S ラーの 調整 


— ►八ン ドル、 ミラー の 調整 

5 ラー の 調 壁  ) 


ドア ミラーの 調整の しかた 

- ■鏡面 調整の しかた 

メイン スイッチ •  ■ 


/  メイン スイッチを 巧し ます。 

メイン スイッチ のち 側 （R) または 左 
側 （L) を 押します。 

角度を 調整し まず。 

位置 調整 スイッチで ミラーの 角度を 調 
整し ます。 

〇 メイン スイッチを 中立に しまず。 

調整した あとは メイン スイッチを 中立 
の 位置に もどします。 

_ I 


A 醫曽 

走行 中は、 S ラーの 調整を しないで ください。 運転を 誤り 思わめ 事故に 
つながる おそれび あ 0 危険です。 

A 麵 

ミラーび 動いて いると きは 手を ふれたり しないで ください。 手を 挟んで 
けび をしたり、 5 ラーの 故障な どの 原因になる おそれび あります。 

知 識 - 

C  作動 案^に て  ） 

エンジン スイ ツチび A  C  C または 0  N のとを 使用で をます。 


154 


★は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


操作 要領  ---知識 

操作 要領び 記載され ています。 前 ページ 参照。 


注 思- - 


1! . 

III 


取 運 
り 転 
扱 操 
い 置 


取 至 

接 S 

ぃ 攫 

W 

と 快 


15も 


警告 


前 ページ 参照。 前 ページ 参照。 


■本書では 新 計量法の 施行に 伴い、 国際 単位 系 （略称 S  I 単位） を 基本に 記載し、 従来 
単位を { ) 内に 記載して ありまず。 
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《 この ページは サンプルで すので、 記載 内容は 実際の 車とは 異なります。 


巧 索 方法に ついて 


本書では、 お客様が 知り たいこと を 素早く お読みいた だける よう、 
次の ような 工夫が してあります。 


タイ トル か S さがず 

6 

■ 旧 次」 

■ 「ツメ タイ トル」 

■ 「各 章の はじめの 目次」 

K0 つけ 位置 か S さがず 

8 

■ 「イラスト 目次」 


名 荷; か S さがず 

672 

■ 「五十音 さ  <  いん」 


警告な か S さがず 

680 

■ 「警告な さくいん」 


症が か S さがず 

672 

■ 「五十音 さくいん」 

(色つ き 文字の 項目） 


• ジヤ ツキ- 工具- スペアタイヤ 
発 炎 筒 

•故障した ときは 
•パンクした ときは 


•各部の 開閉  10 目 

- シー トの 調整  108 

- シートベルトの 着用  110 


• スマ ー ト エントリ ー & スタ ー ト 

システム  124 

• ドア- ドア ガラスな どの 開閉  1目目 

•シートの 調整  217 

•シート アレンジ  241 

•シートベルトの 着用  271 


•エアコンの 取り扱い  426 


- SRS エアバッグ  496 

- シート ベルト 関係  日 10 

- £60付八63、 

ブレーキ アシスト  己 12 

•アクティブ トルク コント □-ル 4WD  515 


- 雨の 曰の 運 おにつ いて  日 42 

•寒冷 時の 取り扱い  日 43 


- 車の 手入れ  日日 8 

• 日常 点検  594 


安を ドライブの ため 
に 必ず 守って いただ： 
きたい こと  13 


安全 •快適 ドライブ のために 
安全 装備に ついて 


14 

41 


次 

イラスト 目次  8 


•五十音 さくいん  目 72 


基本 操作 早 わかり 

(はじめて この 車に お乗りになる ちへ） 

105 

運転 装置の 取り扱い 
122 


室内 装備の 取り扱い 
425 


安全- 快適 装備の 

解説と 注意 

495 

車との 上手な 

付き合い 方 

541 

メンテナンス 

557 

万一のと き 

621 

さく いん 

671 

2  91 
2  2  3 
6  6  6 


• 電子 制御 ス □ッ トル （ETCS-  i  )  己 29 
•  NAV  I  • A  I -SHIFT  己 30 

• デ イス チヤー ジへッ ド ランプ  己 31 

• プリ クラッシュ セーフ テイ システム  己 32 

•インテリジェント A FS  己 39 


• ミラー- ガラス 関係 
• 盗難 防止 システム 

•  Super  E  C  T 

•  Super  CVT-  i 

•  TRC  •  S-VSC 

• ヒル スター ト アシスト コント □—ル 


• マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイ  353 
• スイッチの 使い方  363 

•レ ー タ ー クル ー ズ コント □ — ル 

(ブレーキ 制御 付）  380 

•クル ー ズ コント □ — ル  406 

• レーン キーピング アシスト  412 


• チャイルド シー トの 固定 
•八ン ドル •ミラーの 調整 
• シフト レバーの 使い方 
• オー トマ チック 車の 運転の しかた 
• パーキング ブレーキ ペダルの 使い方 
•  メーター- 表示 打- 警告な の 見方 


• 経済的な 運転  日日 2 

• 環境保護 のために  己 日日 


•メンテナンス データ  目 10  •初期設定 項目 

•ユー ザー カスタマイズ 機能  目 17 


• バッテリーび あびった ときは  目 日 目 - けん 引に ついて 

• オーバー ヒートした ときは  目 目 0  - 事故び 起きた ときは 


•  ETC の 取り扱い  450  - 室内 装備 品の 使い方 


運輯 するとき は 
警告な 


112  - スイッチ 類の 取り扱い 

1 16  •エア] ン 


警告 丹 さくいん 


680 


引 


運 串ち 装置に ついて 
メンテナンス について 


66  •才 ー バ ー ヒ ー ト •万 一 の 事故  92 
80  - その他の 注意  95 


701358 
122222 
己 已己己 己 己 


541313 

890122 

223333 


[付 

さ 

方 

車 

と 

① 

上 

手 

な 

8 

メ 

y 

ン 

ス 

14 

18 

万 

の 

と 

を 

1  6  6 

6  6  6 


H 


謂！ ① 


8 

6 

4 


誦① 


基本 操作 
早 わかり 


8  0 
12 
1—1— 


イ ラス ト有次 

インストルメントパネル 


熱線 式 ウイン ド シール ド デ アイサー スイッチ  37 己 
I PA プレ サボートス イッチ - 

別冊 「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 参照 


アクセサリー コンセント メイン スイッチ 490 
パワー スライド ドア メイン スイッチ ] 77 
ライト スイッチ  363 
方向 指示 レバー  366 
フォグ ランプ スイッチ  369 
運輯席 アッノ くー ボ ッ クス  478 
メーター. 表示な. 警告な 323 
ワイ パ ー& ウォッ シャー スイッチ  370 
エンジン （イグ ニッシ ヨン） スイッチ ]  37 
非常 点滅な スイッチ 376 
シフト レバー  3 日]、 307 


4WD 才ー トモードス イッチ  37/ - 

チル トス テア リング レバー  294 - 

クルー ズ コント □— ルス イッチ  o80n  406 - 

ボ ノネ ッ 广才 ー プナ ー ^  I  I  - 

パワー スライド ドア スイッチ （助手席 側 パワー スライド ドア 装着 車） ]  79 — 

AFS  OF  F スイッチ （インテリジェント AFS 装着 車）  379 - - 

光軸 上下 調 壁 ダイヤル （ハ □ゲン ヘッド ランプ 装着 車）  367 - ' 

フュ ー エルリ ッ 。才 ー プナ ー - 

ドア ミラー調整/格納 スイッチ  297 - 


8 


※装備の 違い、 オプション 装備な ども 含んで います。 


- 発 炎 筒  627 

- グ □ーブ ボックス  478 

- 助手席 アッパー ボックス  478 

- 助手席 SRS エアバッグ 496 

- 助手席 シー ト ベルト 

非 着用 警告 好  352 

- ナビ ゲーシ ヨン システム 

別冊 「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 参照 

- エアコン 操作 部 426 

P 運転席 SRS 

エアバッグ 496 


シガレット ライター  468 - 

快適 溫熱 シー トス イッチ 225 —— 

カップ ホルダー  486 - 

灰皿  469 - 

アクセサリー コンセント  490 一 

LKA スイッチ  413 - 

運輯席 S  R  S 二ーエアバッグ 497 
ステアリング スイッチ  493  - 

ホ ー ン  〇/〇 - 

車間距離 切り替え スイッチ  381 - 
運輯席 アン ダーボックス  479 —— 


長 


00 


基本 操作 
早 わかり 


I 謂の 


關 if ① 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


《 装備の 違い、 オプ シヨ ン 装備な ども 含んで います。 
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イ ラス ト有次 

室  巧 


- サンバ イザー/ バニ ティ ミラー  468 

- イン ナー ミラー  296 

- 後 席 確認 ミラー  492 

- ルー ムラン プ ー 体フ □ント パー ソ ナル ランプ  4/3 

パワー スライド ドア スイッチ 佩 側 パワ- スライド ドア 装着き）  1 79 
_ パワー バック ドア スイッチ  ]  93 

_ リ ヤサン シエードス イッチ  202 

_ フ □ント サン シエード  201 

_ パワー ウインドゥ スイッチ （運転席）  197 

_ SRS 力ーテン シー ルド エアバッグ  497 

_ 後 席 9 型 ワイド ディスプレイ 

別冊 「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 参照 


- フ □ン トシー ト ベルト 

アジ ヤス タブ ル シー ト ベル ト アンカー 


274 
27 己 


リ ヤ エアコン/ リヤ クーラー 

操作 部  44 日、 446 

リ ヤサン シェード スイッチ  202 
- リ ヤサン シエード  202 


コンソール  483 


フ □ン トシー ト  21 9 - 

SRS サイド エアバッグ  497 

パヮー ウイン ドゥ 

スイッチ （リ ヤ）  197 —— 

セ カン ド シート  227 - 

リヤ アーム レスト  232 - 

サ ー ドシ ー ト  2c57 - 

分離 格納 式 シート ベルト  278 


10  ※装備の 違い、 オプション 装備な ども 含んで います。 


Y ラス ト 巨な 

車両 か 観 

- 番号 口  己 8。、 

- リヤ ワイ パー 

- ハイ マウント ストップ ランプ 己 8 日、 

- バック ドア 

- 尾 口、 後退 好 己 8。、 

—— 制動な/尾 丹、 リ ャ 方向 指示な 兼 非常 点滅! 打 己 80、 

- スライド ドア 

- チャイルド プ □テク ター 


フ □ント 方向 指示な 兼 非常 点滅な 己 80、 61 W 
ヘッド ランプ （八 イビー ム）  己 8 日、 611  — 

フ □ン トフ ォグ ランプ  己 80、 61 1 - 

ヘッド ランプ （□ — ビ ー ム）  己 8 日、 611 一 

車 幅な  己 8 日、 6] ] - 

タイヤ  己 6/、 じ)] 己 - 

補助 確認 装置  300  - 

サイド 方向 指示な 兼 非常 点滅！ 打 己 8 日、 61 1 
フユーエル リツ ド （燃料 補給 □)  208 - 


《 装備の 違い、 オプ シヨ ン 装備な ども 含んで います。 


長 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 索引 


I — 
I — 
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安全 ドライブ のために 
必ず 守って いただき 

たいこと 


r 重大な 傷害 や 事故- 車両 乂災 におよ ぶ おそれび ある こと」 および 
r 一般的な ま 意」 と、 その 回避 方法び この 章に 集約して 記載され て 
います。 重要です ので 必ず お読みく ださい。 


•14 

14 

15 
20 
22 

30 

33 

35 

38 

41 

41 


安を •快適 ドライブの 
ために . 

1 . 点検 整備 実施の お願い 

2.  お出かけ 前の 注意 

3.  燃料 補給 時の ま 意 

4.  走行 するとき の 注意 

5.  走行 中、 異常に 

気づいた 5 

目. 駐 停車す ると きの ま 意 

7.  排気ガス に対する ま 意 

8.  お 子 さまを 

乗せる ときの ま 意 

& 巧を 装備に ついて 

^  1. シート について のま 意 

2.  子供 専用 シー ト についての 

ま 意  46 

3.  シー ト ベルトに ついての 

ま 意  己 0 

4.  SRS エアバッグに ついての 

ま 意  己 目 

日. EBD 付 ABS  . ブレーキ 
アシス ト についての 
ま 意  目 3 

目. TRC  •  S-VSC についての 
ま 意  目 4 

7. プリ クラッシュ セーフ テイ 
システムに ついての 
ま 意  目 己 

運拓 装置に ついて ••••-  66 

1. オー トマ チック 車に ついての 
ま 意  目 目 


2.  4WD 車に ついての 
ま 意 


70 


3.  レーダー クルーズ 

コント □—ル （ブ レー キ 
制御 付） についての 
ま 意  73 

4.  クルーズ コント □ー ルに 

ついての ま 意  76 

5 . ヒル スター ト アシスト 

コント □ー ルに ついての 
ま 意  77 

6.  レーン キーピング アシスト 

について のま 意  78 

7 . スマ ー ト エントリ ー & 

スタート システム 
について のま 意  79 


がク メンテナンス にごいて 


80 

80 

82 


A 


1.  点検- 手入れ 時の ま 意 

2.  タイヤに ついての 注意 

3.  バッテリーに ついての 

ま 意  87 

4.  ジャッキ アップに ついての 

ま 意  89 

才ーバ ーヒー ト • 

万一の 事故 . 92 

1 . 才 ー バ ー ヒ ー ト についての 

ま 意  92 

2.  万一の 事故のと きの 

ま 意  目 3 


その他の ミ 主意 


13 


1. 点検 整備 実施の お願い 


① 点検 整備を 必ず 実施して く ださ 
し、。 


•曰 常 点検 整備 や 定期 点検 整備は、 お客様の 責任に おいて 実施して いただく ことび 
法律で 義務付けられて います。 

曰 常 点検 （P. 己 94 参照） や 定期 点検な ど、 点検 整備の 詳細に ついては、 「メンテ 
ナンス ノート」 を お読みく ださい。 

•定期 点検は、 安全の 確保 •公害 防止の 観点から、 定期的に 実施す る 点検です。 
定期 点検 整備は、 専用の 整備 機器、 指定の 油脂 類、 交換され た 部品- 油脂 類の 
適切な 処理な どび 必要な ため、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

•点検 整備は 自 動 車の 健康診断です。 

定期的な 点検を 行い、 その 結果 必要と なった 整備 や 部品 交換を 実施す る ことび、 
末永く 車と 付き合って いくうえ で 最も 大切な ことです。 

•点検 整備を 実施 しないと、 例えば エンジン オイルの 不足- 劣化に より エンジン 内 
部び 焼 さつ さな どを 起こす おそれび あります。 また、 ブレーキ パッド や ブレーキ 
ディスク など、 その 役割を 果たす と共に 摩耗して いく 部品に ついては、 使用 限度 
(摩耗 限度） を 越えての 使用は 故障を 引き起こす ばかり か、 事故に 結びつく おそれ 
ちあります。 

•曰 常 点検で 異常び あったり、 車の 調子び 悪い 場合には、 トヨタ 販売店に ご 相談く 
ださい。 


1’ 点検 整備 実施の お願い 
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巧イ 


2 - お出かけ 前の ま 意 


お出かけ 前に、 次の 事項を 必ず 守って く 
ださい。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
つながる おそれび ありまず。 


①窓 ごしな ど 車 外 か 5 の エンジン 始動は 絶対に 行わないで くださし、。 

参 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です ので、 必ず 運転席に 座って 行って < 
ださい。 


② 水温 計の 指針が 動 さ 出す までは、 
極端に アクセル ペダルを あお 5 
ないで  <  ださい。 


U 


♦暖機 不足の 状態では 触媒 装置び 未 燃焼 ガスに より 異常 燃焼を 起こし、 損傷す る お 
それび あります。 

♦暖 機は 水温 計の 指針び 動 さ 出す 程度で 十分です。 


③ 走行 前にす ベての ドアが 確実に 閉まって いる ことを 確認して くだ 
さい。 

参 ドアび 確実に 閉まって いないと、 走行 中に ドアび 突然 開き、 思わめ 事故に つなび 
る おそれび あり 危険です。 なお、 いずれ かの ドア （バック ドアを 含む） び 確実に 
閉まって いないと さは、 半 ドア 警告な （P.3 己] 参照） び 点な します。 


④フ □ント ガラス 前部の 外気 取り 
入れ □に 雪、 落ち葉な どが つい 
ている ときは 取り除いて くださ 
し、。 


♦外気び 導入で さず、 車内の 換気び 十分で さな < なり、 雨天 時な ど 車内の 湿度び 上 
びり、 ガラスび 曇ったり して 視界び 悪くなる おそれび あります。 


お出かけ 前のを 意 
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^ まを • 快適 ドライブ のために 


這) 停車 中に 八ン ドル 位置を 調整し 
たと きは、 確実に 固定され てい 
る ことを 確認して ください。 


•八ン ドルの 固定び 不十分 だと、 走行 中に 八ン ドルの 位置び 突然 かわり、 思わめ 事 
故につな びる おそれび あり 危険です。 


® 運転席 足元、 運転席 下にら のを 
置かないで  <  ださい。 


•空吿 などび あると、 ブレーキ ペダル や アクセル ペダルに 挟まり、 ブレーキ 操作び 
でさ なくなったり、 アクセル ペダルび もどらなくなる など、 思わめ 事故に つなび 
る おそれび あり 危険です。 また、 シートの 動 さび さまたげられたり、 シートび 固 
定 でさず、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
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まを •快適 ドライブ のために ^ 


⑦ 車に 合わない フ □アマ ッ トは 使用し ないで ください。 


•フ □アマ ッ トは 正しく 敷いて ください。 
フ □ア マットを 裏返して 敷いたり、 他の 
フ □ア マットと 重ねて 敷く と、 ブレーキ 
ペダルの 操作の さまたげに なったり、 ア 
ク セル ペダルの もどりび 悪く なったり し 
て、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 
危険です。 


•車に 合った ものを 正しく 敷いて くださし、 
また、 ずれない ように 固定 ク U ップ など 
で 必ず 固定して ください。 カーペットの 
穴は、 トヨタ 純正 フ □アマ ットの ずれを 
防止す るた めに 使用す る 固定 ク U ッ プ取 
0 つけ 用です。 


® 助手席 や 後 席に 荷物を 積み重ね 
たりし ないで  <  ださい。 


•急 ブレーキを かけた とき や 車び 旋回して いると きな どに 荷物び 飛び出して、 乗員 
に 当たったり、 荷物を 損傷したり、 荷物に 気を とられた りして、 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび あり 危険です。 

•荷物は ラ ゲージ ルームに 安定した 状態 （例えば、 ラ ゲージ ルーム 前方に 均等に） 
で 置いて ください。 必要に 応じ、 ラ ゲージ ルームの デッキ フックを 使用して、 荷 
物を ネッ トや □ープ などで 固定して ください。 （P.488 参照） 
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^ まを • 快適 ドライブ のために 


(D 燃料が 入った 容器 や スプレー 宙 
などは 積まないで ください。 


•万一のと さ 引火し、 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 


⑩ ボン ネッ トを 開けて 作業な どを したと きは、 走行 前に ボンネット 
が 確実に □ッ ク されて いる こと を $ 崔認 、してく ださい。 

•□ッ ク せずに 走行す ると、 ボン ネッ トび 開いて 思わめ 事故に つながる おそれび あ 
り 危険です。 


⑩ 次の 場合は 車が 故障して いる お 
それが あります。 そのまま にし 
て おくと 走行に 悪影響を およぼ 
したり、 思わめ 事故に つながる 
おそれが あり 危険です。 トヨタ 
P ぶ 売店で 点検を 受けて ください。 


•いつわと 違う 音 や 臭い や 振動び すると さ。 

•八ン ドル 操作に 異常を 感じた とき。 

•ブ レーキ 液び 不足 している とさ。 

•地面に 油の もれた あとび 残って いると さ。 

•メーター- 表示灯- 警告 灯- ランプ 類に 異常び あるとき。 
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まを •快適 ドライブ のために ^ 


⑩お 酒を 飲んでの 運 乾は 絶対にし 
ないで  <  ださい。 


♦飲酒運転は 法律で 禁止され ています。 

♦飲酒運転は 非常に 危険で、 ごく 少量の アルコールで わ 判断力- 視力- 注意力に 影 
響を およぼし、 重大な 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


⑩ エンジン ルーム 内 および 車体 巧 下に、 ネコ やネズ ミな どの ル 動物 
がいない ことを 確認して く ださい。 

♦エンジン 始動 時、 ファン や ベルトに ル 動物び 巻き込まれた りして、 機能 不具合の 
原因と なるお それび あります。 


お出かけ 前のを 意 
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3. 燃料 巧 給 時のを 意 


① 指定 燃料を ご 使用く ださい。 


•2GR-FE エンジン 搭載 車の 指定 燃料は 無鉛 プレミアム （無鉛 八 イオ ク） ガソ U 
ン です。 給油 時に 指定され ている 燃料で ある ことを 確認して ください。 2GR-F 
E エンジン 搭載 車で、 無鉛 レギュラー ガソ U ンを お使いに なること もで きます。 
その 場合 エンジン 本来の 性能を 発揮で さません。 

•2AZ-FE エンジン 搭載 車の 指定 燃料は、 無鉛 レギュラー ガソ U ン です。 給油 時 
に 指定され ている 燃料で ある ことを 確認して ください。 

•アルコール 系 燃料、 粗悪 ガソ U ン、 軽油、 灯油な どを 使用す ると、 エンジンの 始 
動 性び 悪く なったり、 ノッキングび 発生したり、 出力 低下す る 場合び あります。 
また、 そのまま 使う と エンジンの 故障 や 燃料 系 部品の 損傷に よる 燃料 もれな どの 
原因と なるお それび あります。 


⑤ 燃料 補給 時には、 次の ことを 必 
ず お守り  < ださい。 


•エンジンは 必ず 停止して ください。 

•車の ドア、 ドア ガラスは 閉めて ください。 
•タバコな ど乂 気を 近づけないで ください。 
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まを •快適 ドライブ のために 働 


参 フュー エル U ッ ド- フュー エル キャップを 開ける ときな ど 給油 操作を 行う 前に、 
車体な どの 金属 部分に 触れて 身体の 静電気 除去を 行って ください。 身体に 静電気 
を 帯びて いると、 放電に よる 乂 花で 燃料に 引乂 する 場合び あり、 やけどを する お 
それび あります。 

♦フュー エル キャップを 開ける 場合は、 必 
ず キャップの ツマ ミを 持ち、 ゆっくりと 
開けて  <  ださい。 

気温び 高い とさな どに、 燃料 タンク 内の 
圧力び 高く なって いると、 給油 □から 燃 
料び 吹 さ 返す おそれび あり ます。 

フュー エル キャップを 少し ゆるめた とき 
に、 "シュー" という 音び する 場合は、 

それ (上 開けないで ください。 

その 音び 止ま ってから ゆっくり 開けて く ださい。 

参 給油 中、 再び 車内の シートに もどったり、 帯電して いる 人 や ものに 触れない でく 
ださい （再 帯電の おそれび あります)。 

参 給油 □には 静電気 除去を 行った ち Li (外の 人を 近づけないで ください。 

♦給油す ると さは 給油 □に ノズルを 確実に 挿入して ください。 ノズルを 浮かして 継 
ざ 足し 給油を 行 ラと、 オートストップび 作動せ ず、 燃料び こぼれる 場合び ありま 
す。 

♦給油 終了後、 フュー エル キャップを 閉め 
る 場合、 "カ チッ" と 一度 音び する まで 
ちに まわして ください。 手を 離す と 若干 
ちどります。 

♦車に 合った トヨタ 純正の フュー エル キャ 
ッ プじ (外は 使用 しないで く ださい。 

参 その他、 ガソ U ン スタンド 内に 掲示され 
ている を 意 事項を 守って ください。 正常 
に 給油で さない 場合は、 スタンドの 係員 
を 呼んで 指示に したびって ください。 

③ 給油 時に、 気化した 燃料を 吸わない ようにして ください。 

♦燃料の 成分には、 有害物質を 含んで いるもの もあります ので、 を 意して ください。 


’ 燃料 補給 時のを 意 
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4 - 走行ず ると をのを 意 


走行 するとを は、 次の 事項を 必ず 守って 
< ださい。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
つながる おそれび ありまず。 


①走 行中は エンジンを 停止し ない 
で  <  ださい。 


•エンジンび かかって いないと、 ブレーキ 倍 力 装置 や パワー ステア U ングび 働かず、 
ブレーキの 効 さび 悪く なったり、 八ン ドルび 非常に 重く なったり して、 思わめ 事 
故につな びる おそれび あり 危険です。 

•走行 中、 誤って" エンジン スタート ストップ’’ スイッチを 押し 続け、 エンジン 
び 停止す ると、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 


⑤走 行中は 八ン ドル 位置 や ミラ 
一- 運輯席 シー トの 調整は しな 
いで  <  ださい。 


•調整 中に 運転を 誤ったり、 シートび 突然 動くな どして 思わめ 事故に つなび る おそ 
れび あり 危険です。 
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まを •快適 ドライブ のために 働 


③ ドアミラーを 倒した まま 走; 5 しないで ください。 

♦ドア S ラーに よる 後方 確認び でさず 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 


④ ブレーキ ペダルに 足を のせたり、 
パーキング ブレー 夺を かけた ま 
ま 走; 5 しないで  <  ださい。 


参 ブレーキ パッ ドび 早く 摩耗したり、 ブレーキび 過熱し ブレーキの 効 さび 悪くな り、 
思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 


® 下り坂では エンジン ブレー 夺を 
併用して ください。 


参 ブレーキ ペダルを 踏み 続ける と、 過熱に より ブレーキの 効 さび 悪 < なるお それび 
あり 危険です。 


•走行ず ると きのを 意 
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働 まを • 快適 ドライブ のために 


⑥ 車を 少し 移動させる とき も、 必ず エンジンを 始動して ください。 

♦エンジンび かかって いないと、 ブレーキ 倍 力 装置 や パワー ステア U ングび 働かず、 
ブレーキの 効 さび 悪く なったり、 八ン ドルび 非常に 重く なったり して、 思わめ 事 
故につな びる おそれび あり 危険です。 

♦エンジンを かけず、 坂道を 利用して 車を 動かす と、 思わめ 事故に つながる おそれ 
び あり 危険です。 


⑦八ン ドルを いっぱいに まねした 
状態を 長く 続けないで くださし、。 


♦停車 中や微 低速 走行 時に 八ン ドル 操作を 繰り返したり、 八ン ドルを いっぱいまで 
まわした 状態を 長く 続けた とさには、 モーター や コンピューターび 熱くな り 過 ざ 
る ことを 防ぐ ため、 八ン ドル 操作び 重くなる ことび あります。 

この場合、 しばらくの 間八 ン ドルを 操作し ないで おくと、 八ン ドル 操作び 正常に 
復帰し ます。 


® 八ンズ フリー 外の 自動車電話 
や 携帯電話を 運転者は 運 乾 中に 
使用し ないで ください。 


♦八 ンズフ U  —  iU 外の 自動車電話 や 携帯電話を 運転者び 運転 中に 使用す る ことは、 
法律で 禁止され ています。 

参 電話を かける とき や、 電話び かかって きたと きに、 注意び 電話機に 向いて しまい、 
思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 

八 ンズフ U —し ソ 外の 自動車電話 や 携帯電話を 運転者び 使用す ると さは、 安全な 場 
所に 停車して から 使用して ください。 


4 •走行ず ると さのを 意 
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まを •快適 ドライブ のために ^ 


(D 大 さな 段差が ある 場所では 慎重 
に 走行して  <  ださい。 


♦次の ような 場所を 走行 するとき は、 バンパーを 損傷す る おそれび あります ので、 
スピードを おとして 慎重に 走行して ください。 

•駐車場の 出入り □などの 段差の ある 場所を 通過す ると さ。 

•立体 駐車場の ス □ープ など 勾配び 急な 場所を 走行す ると さ。 

•輪 止めな どの ある 場所 や、 路肩に 沿って 駐 停車す ると き。 

• 凹凸 や わだちの ある 道を 走行 するとき。 

•  くぼみ （穴） などを 通過す ると さ。 

•平坦な 道から 上り坂- 下り坂に 進入 するとき、 または 上り坂- 下り坂から 平坦 
な 道に 進入す ると さ。 


⑩ ぬれた 路面 や 積雪 路- 凍結 路な 
どの すべりやすい 路面では、 と 
くに 慎重に 走行して ください。 


参 すべりやすい 路面での 急 ブレーキ. 急 加速- 急八ン ドルは タイヤび ス U ップ し、 
車を 制御で き なくなり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

参 シフ ト アップ- シフ ト ダウンに よる エンジンブレーキ や エンジン 回転 数の 急激な 
変化は、 車び 横 すべりす るな どして、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険で 
す。 

♦寒い とき、 橋の 上 や 日陰な ど 凍結し やすい 場所では あらかじめ 減速し、 慎重に 走 
行して ください。 

♦雨の 降りは じめ は 路面び よ りすべ り やすいた め、 慎重に 走行 してく ださい。 


4 •走行ず ると さのを 意 
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^ まを • 快適 ドライブ のために 


⑩ 冠水した 道路は 走行し ないで く 
ださい。 


参 冠水した 道路を 走行す ると、 エンスト する だけでなく、 電装 品の ショート、 水を 
吸い込んでの エンジン 破損な ど、 重大な 車両 故障の 原因と なるお それび あります。 
万一、 冠水した 道路を 走行し、 水中に 浸って しまった ときは、 必ず トヨタ 販売店 
で 下記の 項目な どを 点検して ください。 

•ブレーキの 効 さ 具合。 

•エンジン- トランス ミッション- トランスファー (4VVD 車） •デイ ファ レンシ 
ャル などの オイル 量 および 質の 変化。 （白濁して いる 場合、 水び 混入して います 
ので、 オイルの 交換び 必要です。） 

•プ □ペラ シャフト （4VVD 車） •各 ベア U ング •各 ジョイント 部な どの 潤滑 不良。 


⑩ 湿度が 非常に 高い ときに エアコンを 作動 させて いる 場合は、 フ〇 
ント デフ □スタース イッチを 押さないで < ださい。 

♦外気と ウインドウ ガラスの 温度 差で ウインドウ ガラス 外側 表面び 曇り、 視界を さ 
またげる 場合び あり ます。 


4 •走行ず ると さのを 意 
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まを •快適 ドライブ のために ^ 


⑩ スタック^した とさは 

《 めかる み- 砂地- 深雪 路 などで 駆動輪び 
空転したり、 埋まり 込んで 動け なくなつ 
た 状態。 


参 スタックからの 脱出を こころみる ときは、 必ず 周囲の 安全を 十分に 確認して くだ 
さい。 脱出の 勢いで、 ものを 損傷 させたり、 人身事故を 引き起こす おそれび あり 
危険です。 

♦タイヤを 高速で 回転 させないで ください。 タイヤび バースト （破裂） したり、 駆 
動 部品 （デイ ファレン シャル ギヤな ど） の 異常 過熱に より 思わめ 事故に つなび る 
おそれび あり 危険です。 

参 スタックからの 脱出の ために、 やむ を 得ず 前進 •後退を 繰り返す ときは、 ト ラン 
ス ミッション や デイ ファレン シャル ギヤな どに 損傷を 与える おそれび あるた め、 
次の ことにを 意して ください。 

•シフ トレバーを® または® に 確実に 入れてから、 アクセル ペダルを 軽く 踏んで 
ください。 また、 シフト レバー 操作 中は、 絶対に アクセル ペダルを 踏まないで 
< ださい。 

•過度の 空ぶ かしや タイヤの 空転を させないで ください。 

•過度に タイヤび 空転した 場合には、 エンジン 回転び 低く なって から 徐 々に ブレ 
ーキ 操作を してく ださい。 

•数回 行っても 脱出で きないと きは、 本 操作を 中止して ください。 

♦スタック 脱出には、 次の 方法び 有効です。 

• タイヤ 前後の ± や 雪を 取り除く。 

• タイヤの 下に 木 や 石な どを あてび う。 

参 けん 引 フック やヴス ペン ショ ン 部品な どに □ープ を かけて けん 引す ると、 けん 引 
フ ック やヴス ペン ショ ン 部品を 損傷す る おそれび あり ます。 無理に けん 引せ ず、 
トヨタ 販売店 や J  A  F などに 依頼して ください。 


4 •走行ず ると さのを 意 
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^ まを • 快適 ドライブ のために 


(0) 洗車 後 や 水たまり 走行 後は、 ブ 
レー 夺ぺ ダルを 軽 < 踏んで、 ブ 
レー 夺が 正常に 働く ことを 確認 
して  <  ださい。 


参 ブレーキ パッドび めれ ると、 ブレーキの 効 さび 悪く なったり、 めれ ていない 片方 
だけび 効いて 八ン ドルを とられ、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
♦効 さび 悪い 場合は、 周囲の 安全に 十分 注意して 効きび 回復す るまで、 数回 ブレー 
キ ペダルを 軽く 踏んで ブレーキび 正常に 働く ことを 確認して ください。 


® 走 行中、 シート 外の 場所への 
乗車 や 車内の 移動は しないで く 
ださい。 


参 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 身体び 飛ばされ、 頭な どを 強く 
巧ち、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 


⑩窓や 大型 ムーン ルーフの フ □ン 
ト ガラス か 5 手 や 顔を 出さない 
で  <  ださい。 


♦走行 中、 手 や 顔を 出して いると、 車 外 のちのな どに 当たったり、 急 ブレーキ 時に 
頭を 窓枠に ぶつけた りして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる 
おそれび あります。 


4 •走行ず ると さのを 意 
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まを •快適 ドライブ のために ^ 


⑩ ドア ガラス- 大型 ムーン ルーフ 
の サン シエ ー ドを 閉める とさは、 
ほかの 人の 手 や 頭な どを 挟まな 
いように 注意して ください。 


• ドア ガラス や 大型 ムーン ルーフの サン シエ ー ドに 挟まれる と、 重大な 傷害に およ 
ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

⑩グ □ーブ ボックス や ル 物入れの フタを 開けた まま 走行し ないで く 
ださい。 

♦急 ブレーキを かけた とさな どに 荷物び 飛び出し、 思わめ 事故に つながる おそれび 
あり 危険です。 


⑩ ウインドゥ ガラスに アクセサリ 
一を 取りつ けたり、 インスト ル 
メン ト パネル や ダッシュ ボード 
の 上に ものを 置いた まま 走行し 
ないで  <  ださい。 

♦運転者の 視界を さまたげたり、 発進 時 や 走行 中に 安全運転の さまたげ になり、 思 
わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


⑩走 行中は ドア レバーを 引かないで ください。 

♦走行 中は ドア レバーを 引かないで ください。 

ドアび 開き 車 外に 放り出された りして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t 
につな びる おそれび あり ます。 

とくに、 運転席は □ッ クレバーび 施錠 側に なって いてち ドアび 開く ため、 注意し 
て  <  ださい。 

⑩兰ち 表示板 収納 スペースに 兰角 表示 ホ 反を 収納した ときは、 兰角表 
示 板が 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 

♦確実に 固定され ていないと、 急 ブレーキを かけた ときな どに 兰角 表示板び 飛び出 
し、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 


•走行ず ると きのを 意 
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ドライ. 


已- 穀 技! 常に 


走行 中、 異常に 気づいた 5、 次の 事項を 
必ず 守って ください。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か 最悪の 場合 死 t につ 
なびる おそれが ありまず。 


の 警告な が 点な •点滅した 5、 ち 
全な 場所に 停車し、 ただちに 処 
置して ください。 


> 点灯 •点滅した まま 走行す ると、 思わめ 事故を 引き起こしたり、 エンジン などを 
損傷す る おそれび あります。 警告 巧の 内容を 確認し、 適切な 処置を してく ださい。 
(P. 33 日参 照） 


⑤ ブレーキ 警告な が 点な した まま 
走行し 続けないで ください。 


ブレーキ 警告な 


•警告 巧び 次のように なった ときは、 ただちに 安全な 場所に 停車して トヨタ 販売店 
へ ご連絡く ださい。 

•エンジン 回転 中に パーキング ブレーキを 解除して ち 点灯した ままのと き。 
この場合、 ブレーキの 効 さび 悪 < なり、 制動 距離び 長 < なるな ど、 思わめ 事故 
につな びる おそれび あり 危険です。 効 さび 悪い とさは、 ブレーキ ペダルを 強く 
踏んで ください。 

• ブレーキ 警告 巧び A 目 S  & ブレーキ アシス ト 警告な、 または A 目 S 警告 巧と 同 
時に 点 巧した ままのと き。 

この場合、 A 目 S、 または ブレーキ アシストに 異常び 発生して いる だけで な <、 
強めの ブレーキの 際に 車両び 不安定になる おそれび あります。 


U’ 走行 中、 異甫に 気づいた 5 
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まを •快適 ドライブ のために 働 


③ エンストした ときは、 落ち着いて 操作して ください。 

♦エンストした とさは、 ブレーキ 倍 力 装置 や パワー ステア U ングの モーター 装置び 
作動し なくなり、 ブレーキの 効 さび 悪く なったり、 八ン ドルび 重く なったり しま 
す。 

この場合は、 制動 力な どび なくなった わけではありません ので、 通常より 力を 入 
れて 操作し、 周囲の 安全を 確かめ、 路肩に 寄せて 停車して ください。 


④走 行中に タイヤが パンク や バー 
スト （破裂） しても、 あわてず 
対応して ください。 


参八ン ドルを しっかり 持ち、 徐 々に ブレーキを かけて スピードを 落として ください。 

急 ブレーキ や 急八ン ドルは 車両の コン ト □ー ルび できなくなる おそれび あります。 
♦次の ような ときは パンク や バース トび 考えられます。 

•八 ン ドルび とられる とさ。 

•異常な 振動び あると さ。 

•車両び 異常に 傾いた とき。 

参 パンクした まま 走行し ないで ください。 パンクした まま 走行し 続ける と、 走行 不 
安定と なり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 また、 タイヤ •ディ 
スク ホイール や サスペンション- 車体に 損傷を 与える おそれび あります。 ただち 
に 応急修理 （P. 63] 参照） をして ください。 また、 販売店 装着 オプションの スぺ 
ア タイヤ 装着 車は、 スペアタイヤに 交換 （P.646 参照） してく ださい。 


’走 行中、 異常に 気づいた 5 
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^ まを • 快適 ドライブ のために 


(D 車体 床下 や タイヤ- ディスク ホ 
イー ルに 強い 衝撃を 受けた 5、 

ただちにち 全な 場所に 車を 止め 
て、 下 まわりを 点検して くださ 
い。 

♦ブレーキ 液 や 燃料び ちれ、 漏電、 サスペンション 部品、 タイヤ •ディスク ホイ ー 
ル、 駆動 系 部品な どの 変形 や 損傷の 可能性び あるた め、 そのままの 状態で 使用す 
ると、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦もれ や 損傷び 見つかった 場合は、 そのまま 使用せ ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださ 
い。 


® 走 行中、 継続的に ブレー 夺 付近 
か 5 警告音 （"キー キー" 音） が 
発生した ときは、 ブレーキ パッ 
ドの 使用 限度で ず。 トヨタ 販売 
店で 点検を 受けて ください。 

♦警告音は、 ブレーキ パッド ウェア インジケーター による もので、 走行 中に 警告音 
("キー キー’’ という 金属 音） を 発生 させ、 ブレーキ パッドび 使用 限度に 近づいた 
ことを 運転者に 知らせます。 

警告音び 発生した とさは、 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
♦警告音び 発生した まま 走行し 続ける と、 ブレーキ パッドび なくなり、 ブレーキ 部 
品を 損傷 させたり、 効 さび 悪 < なって、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険 
です。 


U’ 走行 中、 異甫に 気づいた 5 
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駐 停車す ると さは、 次の 事項を 必ず 守つ 
て  <  ださい。 


お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
つながる おそれび ありまず。 


6. 駐 停車ず ると をのを 意 


①車 か! 5 離れる ときは、 パー 夺ング ブレー 夺を かけ、 シフト レバー 
を© にして か 5 必ず エンジンを 停止し、 施錠して ください。 

•車から 離れる ときは、 必ず エンジンを 停止して、 施錠す る ことび 法律で 義務付け 
られ ています。 また 車両 盗難 や 車内の わのを 盗まれる おそれび あります ので、 車 
内に 貴重品な どを 置かない ようにして ください。 

•車から 離れる とき、 じ (下の ことを 守って ください。 お守りいた だかない と、 車び 
無人で 動き 出し、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

•  ノ  く ー キング ブレーキを かける。 

•シフト レバーを© にす る。 

•エンジンを 停止す る。 

• ドアを 施錠す る。 


⑤ 可燃物 付近に 車を 止めたり しな 
いで  <  ださい。 


•車両 後方 や 排気管 付近に 燃え やすい ものび あると、 乂災 につな びる おそれび あり 
危険です。 

•木材、 ベニヤ板 などび 車両 後方に あると さは、 車両 後端を 十分 離して 止めて くだ 
さい。 すき 間び 少ない と、 排気ガス によって 変色 や 変形したり、 乂災 につな びる 
おそれび あり 危険です。 

参 枯れ草 や 紙く ずな ど 燃え やすいち のの 上を 走行したり、 車を 止めたり しないで く 
ださい。 排気管 や 排気ガスは 高温に なり、 可燃物び 近くに あると、 乂災 につな び 
る おそれび あり 危険です。 

③ 寒冷 時、 パーキング ブレー 夺を かけずに 駐車 するとき は、 必ず 輪 
止めを してく ださい。 （P •日日 0 参照） 

•輪 止めを しないと、 車び 動き 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 
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^ まを • 快適 ドライブ のために 


® 停車 中に 空ぶ かしを しないで く 
ださい。 


♦排気管び 過熱し、 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 


® 炎天下で 駐車 するとき は、 メガ 
ネ .ライター. スプレー 宙 •炭 
酸 飲料の 宙な どを 車内に 放置し 
たま まに しないで  <  ださい。 


♦車内び 大変 高温になる ため、 ライター や スプレー 吿の ガスび 自然に もれたり、 破 
裂したり して、 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 

参 炭酸飲料の 生び 破裂した りして 室内を 巧したり、 電気 部品の ショートの 原因と な 
る おそれび あります。 

参 車内び 大変 高温になる ため、 プラスチック レンズ や プラス チ ック 素材の メガ ネの 
変形- ひび 割れを 起こす ことび あります。 


⑥假 おする ときは、 必ず エンジン 
を 停止して ください。 


参 エンジンを かけた まま 仮眠す ると、 無意識に シフト レバーを 動かしたり、 アクセ 
ル ペダルを 踏み込んだ りして、 車の 急 発進に よる 事故 や、 エンジンの 異常 過熱に 
よる 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 

また、 排気管び 損傷して いたり、 風通しの 悪い 場所では、 排気ガスび 車内に 侵入 
し、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 


3’  駐 停車ず ると さのを 意 
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排気ガスには 無色- 無臭で 有 喜な 一酸化 
炭素 （C0) び 含まれて いるた め、 排気 
ガスを 吸い込む と ガス 中 養になる おそれ 
び ありまず。 

ガス 中毒を 防ぐ ために、 次の 事項を 必ず 
守って ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 健康 障害 
におよ ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる 
おそれが ありまず。 


① 換気が 悪い 場所では、 エンジン 
を かけた ままに しないで < ださ 
し、。 


♦車庫 内な ど 囲まれた 場所では、 排気ガスび 充満し、 排気ガスに 含まれる 一酸化 炭 
素 (C0) により、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れ びあります。 


⑤ 雪が 積もった 場所 や 降雪 時に 駐 
車ず ると さは、 エンジンを かけ 
たま まに しないで  <  ださい。 


♦エンジンを かけた 状態で 車の まわりに 雪び 積もる と、 まわりに 積もった 雪で 排気 
ガスび ミ帯留 して 車内に 入り、 重大な 健康 障害 や、 死!:: に 至る おそれび あり 危険で 
す。 


巧イ 


7 - が 気 ガスに 巧ず る ま 意 


■排気ガスに 巧ず るを 意 
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纖 まを • 快適 ドライブ のために 


③ 排気管 はとき どき 点検して くだ 
さい。 


♦排気管の 腐食な どに よる 穴 やさ 裂、 および 継ぎ手 部の 損傷、 また、 排気 音の 異常 
などに 気づいた 場合は、 必ず トヨタ 販売店で 点検 整備を 受けて ください。 その ま 
ま 使用す ると、 排気ガスび 車内に 侵入し、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場 
合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦排気管は 排気ガス により 高温になります。 点検な どで 排気管に 触れる 場合は、 十 
分に 排気管び 冷めて か ら にして ください 


④ バック ドアを 開けた まま 走行し 
ないで  <  ださい。 


♦開けた まま 走行す ると、 排気ガスび 車内に 侵入し、 重大な 健康 障害に およぶ か、 
最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 走行す る 前に、 必ず バック ドアび 
閉まって いる こと を 確認 してく ださい。 


/ ■排気ガスに 巧ず るを 意 
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まを •快適 ドライブ のために ^ 


⑥ 車内に 排気ガス が 侵入 してきた 
と 感じた 5、 次の 処置を してく 
ださい。 


•すべての 窓を 全開に してく ださい。 

•すみやかに トヨタ 販売店で 点検 整備を 受けて ください。 そのまま 放置す ると、 排 
気 ガスに より、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび 
あります。 
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百. おモさ を 胃 ませる とまの 


お 子 さまを 乗せる ときは、 次の 事項を 必 
ず 守って ください。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
つながる おそれび ありまず。 


①お子 さまは リ ヤシー トに座 5 せ 
て  <  ださい。 


•助手席で はお 子 さまの 動作び 気になり、 運転の さまたげになる だけで な <、 お 子 
さまび 運転 装置に 触れて 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 

•お 子 さまを U ヤ シートに 座らせた ときは、 チャイルド プ □テク ターを 使用して く 
ださい。 お 子 さまび 誤って 車内から ドアを 開ける ことを 防止で きます。 

チャイルド プ □テク ターの 使用ち 法は、 P. 184 を 参照して ください。 


38 


まを •快適 ドライブ のために ^ 


⑤おモ さまに も シー ト ベル トを必 
ず 着用 させて ください。 


♦ひざの 上で お 子 さまを 抱いて いると、 急 ブレーキ や 衝突した ときな どに 支え きれ 
ず、 お 子 さまび 放り出された りして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 こに 
つなび る おそれび あり ます。 

♦  U ヤシ ー ト でも 必ず シー ト ベル トを 着用して ください。 （P. 27] 参照） 


> シー ト ベル トの 肩部べ ル トび首 や あごに 
当たったり、 腰部 ベルトび 腰骨に かから 
ないような 小さ なお子 さまには、 お 子 さ 
まの 身体に 合った 子供 専用 シー トを 使用 
してく ださい。 子供 専用 シートに ついて 
は、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


@ お 子 さまを シー ト ベル トで絶 巧 
に 遊ばせないで ください。 


♦お 子 さまを シー ト ベル トで 遊ばせないで ください。 万一べ ル トび 首に 巻きつ いた 
場合、 窒息な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり 

On  9  〇 

誤って そのような 状態に なって しまい、 バックルち はずせない 場合は、 八ヴ S な 
どで シー ト ベル トを 切断して ください。 


お 子 さまを 乗せる ときのを 意 
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^ まを • 快適 ドライブ のために 


④ ドア- ドア ガラス- 大型 ムーン 
ルーフの サン シエー ドな どは お 
テ さま に 操作 させない でく ださ 
し、。 


♦お 子 さまび 操作す ると、 閉める とさ 手 •頭- 首な どを 挟んだり して 重大な 傷害に 
およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦走行 中に ドアを 開け、 お 子 さまび 車 外に 放り出された りして、 重大な 傷害に およ 
ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦チャイルド プ □テク ター （P.184) や ウインドゥ □ッ クス イッチ （P.197) を 
使用して、 お 子 さまび 誤って 操作し ないように してく ださい。 また、 ドア ガラス 
を 開ける とき や 閉める ときは、 ほかの 人の 手 •腕 •頭- 首な どを 挟んだり 巻き込 
ん だり しないよう にを 意 して 操作 してく ださい。 


® 車 か 5 離れる ときは、 お 子 さま 
を 車内 に 残さない でく ださい。 


参 炎天下の 車内は 大変 高温と なり、 お テ さまを 残して おくと、 熱射病 や 脱水症 状と 
なり、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

♦お 子 さまを 残して おくと、 マッチ •ライ 
ター- 発 炎 筒の 乂 遊びに よる 車両 乂災に 
つなび る おそれび あり 危険です。 

♦  “ エンジン スタート ストップ’’ ス イッ 
チを イグ ニッシ ヨン ON モードに した まま 
車内に お 子 さまを 残して おくと、 パ ワーウ 
イン ドウ や U ヤサン シエ ー ドの スイッチを 
操作し、 誤って 手 •頭- 首な どを 挟み、 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につ 
なびる おそれび あります。 

また、 運転 装置を 動かして 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび あり 危険です。 絶対に‘‘ 

エンジン スタート ストップ" スイッチを 
イグ ニッシ ヨン ON モードに した まま お 子 
さまを 車内に 残さないで ください。 


お 子 さまを 乗せる ときのを 意 
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. シー ト について のま 意 


シートに ついては、 次の 事項を 必ず 守つ 
て  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
つながる おそれび ありまず。 


① シー トは 正しい 運転 姿勢が とれ 
るよう に 位置を 調整して く ださ 
し、。 


♦正しい 運転 姿勢を とらない と、 運転 操作を 誤り 思わめ 事故に つながる だけで な <、 
シートベルト. SRS エアバッグ •ヘッド レストな どの 効果び 発揮され ず、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

正しい 運転 姿勢に ついては、 P. 2]  7 を 参照して ください。 


⑤ シートを 調整した あとは、 シー 
卜を 軽く 前後に ゆさぶり、 確実 
に 固定され ている ことを 確認し 
てくだ さい。 （マニュアル シート 
装着 車） 


♦固定され ていないと シートび 動 さ、 思わめ 事故の 原因と なって、 生命に かかわる 
重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


シ—卜 について のを 意 
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% まを 装備に ついて 


③ 走行 中は シー トの 操作を しないで < ださい。 

♦ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受け 
る おそれび あり 危険です。 


④背 もたれを 必要 上に 倒して 走 
巧し ないで ください。 


参 必要 I ソ 上に 背ち たれを 倒して いると、 衝突、 または 追突され たと き、 腰部 ベルト 
び 腰骨から ずれ、 身体び シートベルトの 下にち ぐり 込み、 強い 圧迫を 受け、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 


® 背 もたれと 背中の 間に クッシ ョ 
ン （座布団） などを 入れないで 
< ださい。 


♦正しい 運転 姿勢び とれない ばかり か、 衝突した とき シー ト ベル ト やへ ッ ドレ スト 
の 効果び 十分に 発揮され ず、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危 
険 です。 


1- シ—卜 について のを 意 
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まを装備にっぃて ^ 


⑥へッ ドレス ト をはず した まま 走 
巧し ないで ください。 


♦衝突した とさな どに 首に 大 さな 衝撃び 加わり、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受け 
る おそれび あり 危険です。 フ □ン トシ ー ト のへ ッ ドレス トの 中央び 耳の 後方に な 
るよう に 高さを 調整して ください。 

♦ヘッド レストは 各 列の シート 専用です。 取りつ ける ときは、 "カ チッ" と 音び して 固 
定 された ことを 確認して ください。 ヘッド レストを 間違って 取りつ ける と、 固定す 
る ことび でさず、 衝突した とさな どに 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび 
あり 危険です。 


⑦フ □ン トシー ト には S  R  S エアバッグが 内蔵され ています ので、 
取り扱いに 注意して ください。 （S  R  S サイ ド エアバッグ 装着 車） 

♦不適切に 扱う と 正常に 作動し なくなったり、 誤って ふくらみ、 重大な 傷害に およ 
ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 （P.2]7 の 「シートの 調整」 
の 警告 文を 参照 して  <  ださい。） 


©フロン トシー トを 一番う しろに スライ ド させて いると きは、 セ カ 
ン ド シー トに 座つ たげ 態で、 セ カン ド シー トを 一番 前まで スライ 
ド させないで < ださい 

参フ □ント シートの 背 もたれと セカンド シートの クッシ ヨン- オッ ト マンの 間で 足 
などを 挟みけ びを する おそれび あり 危険です。 特に、 床 面に 足の 届かない お子様 
び スライ ドレ バーを 引いた まま スライ ド 操作を した 場合、 自然に シー トび 動き 出 
す おそれび あります。 

⑨ヴー ド シー ト への 乗り おりに ついては、 次の ことを お守りく ださ 
い。 

参ヴー ド シー トへ柔 りおり した あとは、 必ず セ カン ド シー トを 固定 させて ください。 
固定 させて いないと 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに シートび 動 さ、 
乗員に 当たるな どして 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


シ—卜 について のを 意 
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% まを 装備に ついて 


⑩ シー ト アレンジを するとき は、 次の ことを お守りく ださい。 

参 シート アレンジを する、 および もとに もどす とさは、 必ず 平坦な 場所で パーキン 
グ ブレーキを 確実に かけ、 シフト レバーを© に 入れて エンジンを 停止 させて くだ 
さい。 不整 地 や 傾斜 地では 操作 中に 不意に シートび 動 さ、 手足な どを 挟まれ 重大 
な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦走行 中は シート アレンジ、 および もとに もどす 操作を しないで ください。 ブレー 
キを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそ 
れび あり 危険です。 

♦シート アレンジ をした あとは、 シートを 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている こと 
を 確認して ください。 固定され ていないと 走行 中に シートび 動き、 思わめ 事故 
の 原因と なって、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


⑩ 倒した 背 もたれの 上 や ラ ゲージ ルーム、 また シー ト アレンジ などに 
より 広げた スペースに 人を 乗せて 走行し ないで く ださい。 

♦急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受 
ける おそれび あり 危険です。 

⑩ フラッ ト シートに したと きは、 次の ことを お守りく ださい。 

参 シートを フラッ ト にした 状態で 人 や 荷物を のせて 走行し ないで ください。 急ブ 
レーキを かけた とき や 衝突した ときな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける 
おそれび あり 危険です。 

⑩ラ ゲージ スペースを 作る とき、 または もどした ときは、 次の こと 
を お守りく ださい。 

参 ラ ゲージ スペースに 人を のせて 走行し ないで ください。 急 ブレーキを かけた とき 
や 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険で 
す。 

♦シー ト ベル トび背 もたれに 挟まれて いない ことを 確認して ください。 シー ト ベル 
卜び背 もたれ や シート クッションに 挟まれて いると、 衝突した ときな どに シート 
ベル トび 十分な 効果を 発揮せ ず、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 
り 危険です。 


1- シ—卜 について のを 意 
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まを装備にっぃて ^ 


@ サード シートを 格納 するとき、 または もどす ときは、 次の ことを 
お守りく ださい。 

参 シートを もとに もどした とさは、 シートを 軽く ゆさぶり、 さらに シート クッシ ョ 
ン 全体を 軽く ゆさぶり、 シートび 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 
確実に 固定され ていないと、 走行 中に シートび 動き、 思わめ 事故の 原因と なって、 
生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦手動 格納 式 シー トで シー トを 格納 するとき は 必ず 八ン ドルを 持って 操作して くだ 
さい。 八ン ドル じ (外の 場所を 持って 格納す ると、 シートと 床との 間な どに 挟まり 
けび をす る おそれび あり 危険です。 

♦助手席 側ヴー ド シー トを 格納 したと きの ヴー ド シー トの 乗車 定員は 1 名です。 中央 
席には 絶対にす わらないで ください。 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな ど 
に、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

参 シー トを 格納 するとき、 または もとに もどす ときは シー ト などで 手 や 足 や ほかの 
乗員の 身体を 挟まない ように 注意して ください。 けがを する おそれび あり 危険で 
す。 

参 シートを 格納した あとで、 背ち たれの みを 起こして 座らないで ください。 急ブレ 
ーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける お 
それび あり 危険です。 

® 走 行中は オッ ト マンの 位置 調整を しないで ください。 

参 走行 中は オッ ト マンの 位置 調整を しないで ください。 急 ブレーキを かけた とき や 
衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 
♦オット マンの 上には 絶対に 乗らないで ください。 オット マンび 破損し、 転倒な ど 
して 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦乗降 時 および 使用 しないと きは、 シートの 下に 格納して ください。 格納して いな 
いと、 オット マンに つまずいて 転倒す るな ど、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受け 
る おそれび あり 危険です。 

⑩ 快適 温熱 シートを 使用 中、 熱すぎ たり 低温 やけど （紅 巧、 水ぶ く 
れ） を 起こす おそれが あります ので、 十分 ま 意して ください。 

(快適 温熱 シー ト 装着 車） 

参 次に 相当す るち び 使用され る 場合は、 使用 中、 熱す ざたり 低温 やけど （紅 斑、 水ぶ 
くれ） を 起こす おそれび あります ので、 十分を 意して ください。 

•乳幼児、 お 子 さま、 お年寄り、 病人、 体の 不自由な ち 
- 皮膚の 弱い ち 
•疲労の 激しい ち 

- 深酒 やねむ けを さそう 薬 （睡眠薬、 かぜ 薬な ど） を 使用され たち 
参 毛布 や 座ぶ とんな ど 保温 性の良い ちのを かけた 状態で 使用し ないで ください。 シー ト 
び 異常に 過熱し、 低温 やけど や シー トの 故障に つながる おそれび あり 危険です。 

♦仮眠 するとき は 使用し ないで ください。 シートび 異常 過熱し、 低温 やけどを する 
おそれび あります。 


シ—卜 について のを 意 
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2. 子供 専用 シー ト について 
る ま 意 


子供 専用 シー ト について は、 次の 事項を 
必ず 守って ください。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
つながる おそれび ありまず。 


① 車の シー ト ベル トが 正しく 着用で きない ル さ なお子 さまには、 身 
体に 台った テ 供 専用 シー トに座 5 せて ください。 

•乳児は、 頭 や 首を 含め 完全な 安全 保護 サポート （ベビー シート） び 必要です。 季し 
児の 首は 安定して いなくて、 また 頭は ほかの 部分に 比べて 極めて 重い からです。 
乳児は、 必ず 適切な ベビー シー トに 座らせて ください。 

•幼児の 体形は、 シー ト ベル トの 設計 巧 象と なって いる 大人とは 異なって います。 
幼児の 骨盤は 小さく、 通常の シートベルトでは 骨盤の 低い 位置に とどまらず、 腹 
部に かかって しまいます。 衝突した 場合に、 シートベルト によって 腹部に 強い 圧 
迫を 受け 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
幼児は 必ず 適切な 子供 専用 シー トに 座らせて ください。 


2 •子供 専用 シ—卜 について のを 意 
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②モ供 専用 シー トを 使用 するとき 
は、 必ず 商品に 付属の 取り扱い 
説明書を よく お読みの うえ、 確 
実に 取りつ け、 使用方法を 守っ 
て ご 使用く ださい。 

♦使用方法を 誤ったり、 確実に 固定され ていないと、 急 ブレーキ や 衝突 時な どに、 
子供 専用 シー トび 正しく 機能せ ず 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな 
びる おそれび あります。 

参 子供 専用 シー ト について は、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

参 子供 専用 シートに よっては、 取り つけびで さない、 または 取りつ けび 困難な 場合 
びあります。 


③テ供 専用 シートは 確実に 固定で きる ように 取りつ けて ください。 

子供 専用 シートは、 取りつ け 位置 や 取りつ けち 向に 注意を して 確実に 取りつ けて く 
ださい。 取りつ けび 不適切な 場合、 急 ブレーキ や 衝突した とさな どに、 子供 専用 シ 
- 卜び 正しく 機能せ ず 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび 
あります。 

■子供 専用 シー トはセ カン ド シー トに 取りつ けて ください。 

♦運転席 側 セカンド シートで、 運転席の 位 
置に より、 安全に 取りつ けられる 十分な 
スペースび 確保で さない 場合は、 子供 専 
用 シートを 無理に 取りつ けず、 助手席 側 
に 取りつ けて ください。 


2 •子供 専用 シ—卜 について のを 意 
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■助手席には、 子供 専用 シー ト をう しろ 向きに 絶対に 取りつ けないで くださし、。 

♦うしろ 向 さに 取りつ けた 場合、 助手席 S 
RS エアバッグび ふくらんだ とさ、 子供 
専用 シー トの 背面に 強い 衝撃び 加わり 危 
険 です。 助手席 側の サンバ イヴ ーに、 同 
内容の 警告 文び 表示され ています。 あわ 
せて ご覧く ださい。 


参 やむ を 得ず、 助手席に 前向きに 子供 専用 
シートを 取りつ ける 場合には、 助手席 S 
R  S エア バッ グ びふく らんだと さの 衝撃 
を 少しで も 緩和させる ため、 助手席 シー 
卜の 前後 位置 調整を いちばんう しろに し 
て 取りつ けて ください。 

お守りいた だかない と、 助手席 S RSI 
アバ ツグび ふくらん だとき、 お 子 さまに 
強い 衝撃び 加わり 危険です。 


■チャイルド シー ト 固定 専用 バー & トップ テ ザーアン カーで 固定す る 子供 専用 シ 
—卜 （チャイルド シート •ベ ビーシ ート） を 取りつ ける ときは、 チャイルド シ 
— 卜 固定 専用 バー & トップ テ ザーアン カー 周辺に 異物び ない こと、 シー ト ベル 
卜 などの かみ 込みび ない ことを 確認して ください。 

参 異物 や シートベルト などを かみ 込む と、 子供 専用 シートび 固定され ず、 衝突した 
とさな どに 飛ばされて 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれ 
びあります。 


量 


己 


2 •子供 専用 シ—卜 について のを 意 


48 


まを装備にっぃて ^ 


■子供 専用 シー トを 取りつ ける ときは、 必ず テ ザ ーべ ル トび ピンと 張る まで 張力を 
掛けて ください。 

参テヴ ーべ ル トび 正しく 張って いないと、 衝突した ときな どに 生命に かかわる 重大 
な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


0 


テ ザ ー ベルト 


— ベルト 


0 


■テ ザー ベル トは 必ずへ ッ ドレス トの 下へ 通して ください。 

♦ヘッド レストの 上に 掛ける と、 子供 専用 シートび しっかり 固定され ず、 衝突した 
とさな どに 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


ドレ スト 


0 


ドレ スト 


0 


® 子供 専用 シー トを 車両に 搭載す 
ると きは、 下の ことを お守り 
< ださい。 


お守りいた だかない と、 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに 飛ばされる 
などして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
♦車両に 子供 専用 シー トを 搭載 するとき は、 適切な 方法で 確実に シートに 取りつ け 
てくだ さい。 子供 専用 シート を 使用し ない 場合で も、 シートに しっかり 固定され 
ていない 状態で、 客室 内に 置く ことは 避けて ください。 

参 子供 専用 シート の 取りは ずしび 必要な 場合は、 車両から 降ろして 保管す るか、 ラ 
ゲージ ルーム 内に 収納し、 しっかりと 固定して おいてく ださい。 


2 •子供 専用 シ—卜 について のを 意 
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3 - シ-卜 トロいての 


シー ト ベル ト について は、 次の 事項を 必 
ず 守って ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に お 
よぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れび ありまず。 


① 車に 乗る ときは、 全員が シート 
ベルトを 正しく 着用して くださ 
し、。 


トン ート ベルトを 着用し なかったり、 正しく 着用して いないと、 急 ブレーキを かけ 
たと さや 衝突した とさな どに 身体び シートに 保持され ず、 身体を ぶつけたり、 S 
RS エアバッグび ふくらんだ ときに 強い 衝撃を 受け 危険です。 また、 車 外に 投げ 
出されたり して 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり 
ます。 

•背 もたれを 調整し、 上体を 起こし、 
深く 腰かけて 座る こと。 

肩部 ベルト 

♦肩に 十分 かける こと。 

(首に かかったり、 肩 か 5 はずれない こと。） 

トン ー ト ベル トの 着用は 法律で 義務づけら 
れ ています。 運転者は 乗員 全員び 次の 使 
用 方法に したびって、 シートベルトを 正 
しく 着用 している かを 確認して か ら 走行 
して  <  ださい。 


腰部 ベルト 

♦必ず 腰骨ので さる だ 
け おい 位置に 密着 さ 
せる こと。 


参ね じれて いない こと。 

〈正しい 着用の しかた〉 


シ—ト ベルトに ついての： 江 意 
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■シー ト ベル トは 上体を 起こし、 シー トに 深く 腰かけた 状態で 着用して くださし、。 

♦正しい 姿勢に ついては、 P.2]  7 を 参照して ください。 


■シー ト ベル トの 肩部べ ル ト は、 首に かかったり 脇の 下を 通したり して 着用 しない 
で  <  ださい。 

♦シートベルトの 肩部 ベルトは、 必ず 肩に 
十分 かかる ように 着用して ください。 

参 ベルトを 通す 位置び 間違って いると、 衝 
突 時に、 腹部な どに 強い 圧迫を 受け 危険 
です。 


■フ □ン トシー ト では、 アジ ャス タブ ル シー ト ベル ト アンカーを 確実に 調整して く 
ださい。 （P.27 日参 照） 

参 シートベルトび 首に 当たらない ように、 また 肩の 中央に 十分 かかる ようで さる だ 
け 高い 位置に 調整 してく ださい。 

♦調整 した あとは、 確実に 固定され ている こと を 確認 してく ださい。 

■セ カン ド シー トの アーム レス トを 使用ず ると きは、 必ず 腰部べ ル トを アーム レスト 
の 下に 通した 状態で 着用して ください。 

参 アーム レス ト にかかった 状態で 着用す ると 衝突した ときな どに シー ト ベル トび十 
分な 効果を 発揮せ ず、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


■シー ト ベル トの 腰部べ ル ト は、 必ず 腰骨の できるだけ 低い 位置に 密着 させて 着用 
して  <  ださい。 

♦シー ト ベル トの 腰部べ ル トび 腰骨から ず 
れ ている と、 衝突した とさに、 腹部な ど 
に 強い 圧迫を 受け 危険です。 


シ—ト ベルトに ついての を 意 
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■シー ト ベル トは 必ず 1 人で 1 本のべ ル トを 着用して くださし、。 

>2 人 Li (上で] 本の シー ト ベル トを 着用す 
ると、 シートベルトび 衝撃を 分散で きな 
いば かり か、 2 人び ぶつかり 合うな どし 
て 危険です。 


② 妊娠 中の 女性ら 必ず シー ト ベル トを 正し < 着用して < ださい。 

ただし、 医師に 注意事項を ご 確認く ださい。 

•妊娠 中の シー ト ベル トの 着用に ついては、 基本的に 通常 着用 するとき と 同様です 
び、 腰部べ ル トび 腰骨ので さる だけ 低い 位置に かかる ように お腹の ふく ら みの 下 
に 着用す るよう にして ください。 

また、 肩部べ ル トは 確実に 肩を 通し お腹の ふくらみを 避けて 胸部に かかる ように 
着用して ください。 

•ベルトを 正しく 着用して いないと、 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな ど 
にべ ル トび お腹の ふく ら みに 食い込むな どして、 母体 だけでなく 胎児まで び 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 


5 みの 下に 着用の こと 


® 疾患の あるかた も 必ず シー ト ベル トを 正しく 着用して ください。 

ただし、 医師に 注意事項を ご 確認く ださい。 


シ—ト ベルトに ついての を 意 
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©シートベルトは、 ねじれ やゆる 
みがな く 確実に □ッ ク され たげ 
態で 着用して ください。 


正しい 運転 姿勢で も シートベルトび ねじれて いたり、 ゆるんで いたり、 確実に □ッ 
ク をして いない 場合には、 衝突した ときな どに、 シートベルトび 十分な 効果を 発揮 
せず 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 
♦ねじれて いると、 衝突した ときな どに 衝撃 力を 十分に 分散させる ことび できず 危 
険 です。 

♦ベルトび ねじれて いる 場合は、 正しく 装着で さるよう ほどいて ください。 ねじれ 
びう まく ほどけない 場合は、 トヨ タ 販売店に ご 相談く ださい。 


■洗濯 ば さみ や クリップ などで シートベルトに たるみを つけて 使用し ないで くださ 
い。 

♦肩部 ベルトび ゆるす ざると、 衝突の 際、 

ベル トで 身体び 拘束され るまでの 移動 量 
び大 さくな り、 頭を 八ン ドルに ぶつけた 
り、 SRS エアバッグび 店、 くらんだ とさ 
に 強い 衝撃を 受け 危険です。 


■プレートを バックルに 差し込む ときは、 プレートと バックルび "カ チッ" 
して 確実に かみ 合って いる ことを 確認して ください。 

♦異物び 入る と、 プレートび バックルに 完 
全には まらない 場合び あり、 衝突した と 
さな どに シー ト ベル トび はずれて 危険で 
す。 


と 音び 


シ—ト ベルトに ついての を 意 
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⑥ シー ト ベル トを 損傷 させたり、 
損傷した シー ト ベル トは 使用し 
ないで  <  ださい。 


損傷した シー ト ベル トを そのまま 使用す ると、 衝突した ときな どに シー ト ベルトび 
十分な 効果を 発揮せ ず 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび 
あります。 

♦シー ト ベル トや プレー トを シート や ドアに 挟まない ように してく ださい。 挟まる 
と 傷び つく おそれび あり、 そのまま 使用す ると 危険です。 


■ほ つれ、 すりきれび できたり、 正常に 作動し なくなった シートベルトは、 すぐに 
交換して ください。 また、 事故に より 強い 衝撃を 受けたり、 傷ついた シートべ ル 
卜は 使用し ないで ください。 衝突した ときな どに 本来の 機能び 十分 発揮で きな く 
なります。 

参 このまま 使用す ると、 衝突のと きな どに 
ベルトび 切れる 可能性び あります。 また、 

正常に 働かず、 シートベルトび 十分な 効 
果を 発揮せ ず 危険です。 

♦シー ト ベル トび 正常に 機能し ない 場合 
は、 すぐに トヨタ 純正の 新品と 交換して 
< ださい。 


シ—ト ベルトに ついての を 意 
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■シー ト ベルトの 改造 や 分解 •取りつ け- 取りは ずしな どを しないで ください。 

♦衝突した ときな どに シー ト ベル トび 正常に 作動し なくなります。 シー ト ベルトの 
取りつ け- 取りは ずし- 交換に ついては トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


■シー ト ベルトの 改造 や 分解 •取りつ け- 取りは ずしな どは しないで くださし、。 

♦シートベルトを 不適切に 扱う と、 正常に 
作動 しな  <  なるお それび あ ります ので、 

修理は 必ず トヨ タ 販売店で 行 つて  <  ださ 
い。 


■プリ テン シ ヨナー 付 シー ト ベル トは再 使用し ないで ください。 

♦作動す る と S  R  S エア バッ グ / プ U テン シヨ ナー 警告 巧び 点な します。 その 場合 
は シートベルトを 再 使用す る ことび できない ため、 必ず トヨタ 販売店で 交換して 
< ださい。 


■シー ト ベル トの 清掃に ベンジン や ガソリン などの 有機 溶剤を 使用し ないで くださ 
し、。 また、 ベルトを 漂白したり、 染めたり しないで ください。 強度び 低下し ます。 

♦シートベルトの 性能び 低下し、 衝突した 
とさな どに、 シートベルトび 十分な 効果 
を 発揮せ ず 危険です。 

♦清掃す ると さは、 中性洗剤 かめる ま 湯を 
使用し、 乾く まで シートベルトを 使用し 
ないで  <  ださい。 
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4.  SRS エアバッグに 
ついての ま 意 


SRS エアバッグに ついては、 次の 事項 
を 必ず 守って ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害に お 
よぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそ 
れび ありまず。 


① S  R  S エアバッグは シー ト ベル トを 補助す る 装置で、 シー ト ベル 
卜 にげね る ものではありません。 

正しい 姿勢で シートに 座り、 シートベルトを 正しく 着用 しないと、 衝突した ときな 
どに S  R  S エアバッグの 効果を 十分に 発揮させる ことび できない だけでなく、 S  R 
S エアバッグび 店 \< らんだと さの 強い 衝撃で 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あり ます。 

シー ト ベル トの 正しい 着用に ついては、 P.27] を 参照して ください。 


■シー トを 正しい 位置に 調整し、 背ら たれに 背中を つけた 正しい 姿勢で シー トに座 
つて  <  ださい。 

•  S  R  S エア バッ グの 展開 部に 覆い かぶ さ つたり、 近づきす ざた 姿勢で 乗車して い 
ると、 S  R  S エアバッグ びふく らんだと さに 強い 衝撃を 受け 危険です。 


《運転者の かたは》 

運転 操作び でさる 範囲で、 でさる だけ 八 
ン ドルに 近づきす ざない ように して 座つ 
て  <  ださい。 


《助手席 乗員の かたは》 

助手席 S  R  S エアバッグから でさる だけ 
離れて 後方に 座って ください。 シート 前 
端に 座ったり、 インストルメントパネル 
にち たれ かかったり しないで < ださい。 
シー トの 調整- 正しい 姿勢に ついては、 
P.S]  7 を 参照して ください。 


4.  SRS エアバッグ について のを 意 
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まを装備にっぃて ^ 


■ひざの 上に ものを かかえる など、 乗員と SRS エアバッグの 間に ものを 置いた 状 
態で 走行し ないで ください。 

参 S  R  S エアバッグび ふくらんだ とさに も 
のび 飛ばされ 顔に 当たったり、 SRS エ 
アバ ッ グの 正常な 作動び さまたげられ 危 
険 です。 


■ドアに もたれかかったり、 フ □ント ピラー- センター ピラー- リヤ ピラー や ルー 
フヴイ ド 部に 近づかな いように してく ださい。 （S  R  S サイ ド エアバッグ &  SRS 
カーテン シールド エアバッグ 装着 車） 

> S  R  S エア バッ グ びふく らんだと き に 頭 
部な どに 強い 衝撃を 受け 危険です。 と < 

にお 子 さまを 乗せる ときには、 を 意して 
< ださい。 


■お 子 さまを 助手席 SRS エアバッグの 前に 立たせたり、 ひざの 上に 抱いたり した 
状態では 走行し ないで ください。 

参 S  R  S エア バッ グび店 \ く らんだと さ に 強 
い 衝撃を 受け 危険です。 


SRSH アバ ツグに ついての を 意 
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% まを 装備に ついて 


⑤ 車両の 整備 作業の 場合には、 必ず 次の ことを お守りく ださい。 

お守りいた だかない と SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなったり、 誤って ふく 
らみ 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

•  S R  S エアバッグ および インス トル メン 
ト パネルの 取りは ずし- 取りつ け •分 
解- 修理な どを するとき は 必ず トヨタ 販 
売店に ご 相談く ださい。 

不適切な 作業を 行う と、 SRS エア バッ 
グび 正常に 作動し なくなったり、 誤って 
ふぐ らみ 危険です。 


•  SR S サイ ドエ アバ ッグ 装着 車では、 フ □ン トシ ー トの 表皮の 張り替え やフ □ン 
ト シートの 取りは ずし- 取りつ け- 分解- 修理び 必要な ときは、 必ず トヨタ 販売 
店に ご 相談く ださい。 また、 フ □ント シートの 改造は しないで ください。 

•  S R  S カーテン シール ド エアバッグ 装着 
車では、 フ □ント ピラー •センター ピラ 
一- U ヤ ピラー、 および ルーフ サイド 部 
や 天井の 取りは ずし- 取りつ けな ど S  R 
S エアバッグ 格納 部 周辺を 分解- 修理し 
ないで  <  ださい。 


♦サスペンションを 改造し ないで くださ 
し^。 車 高び かわったり、 サスペンション 
の 硬さび かわる と、 SRS エアバッグび 
誤作動し 危険です。 


♦車両 前部、 または 車両 客室 部の 修理を す 
ると きは、 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く 
ださい。 不適切な 修理を 行う と、 SRS 
エアバッグ センサーに 伝わる 衝撃び かわ 
り、 SRS エアバッグび 正常に 作動し な 
くなる などして 危険です。 


4.  SRS エアバッグ について のを 意 
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まを装備にっぃて ^ 


③ カー 用品な どを 装着 するとき は、 必ず 次の ことを お守りく ださし、。 

お守りいた だかない と SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなったり、 誤って ふく 
らみ 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

•  S R  S エアバッグの 展開 部を カバー やス 
テッ カーな どで 覆わないで ください。 

S  R  S エア バッ グび 正常に 作動 しなくな 
るな どして 危睽 です。 


> インス トル メン ト パネル や ダッシュ ボー 
ドの 上に 芳香剤な どの ものを 置いたり、 
傘な どを 立て かけないで ください。 助手 
席 S  R  S エア バッ グび 正常に 作動 しなく 
なったり、 SRS エアバッグび 店、 くらん 
だと さに 飛ばされる などして 危険です。 


♦無線機の 電波な どは、 S  R  S エアバッグを 作動させる コンピューターに 悪影響を 
与える おそれび あり、 SRS エアバッグび 誤作動す るな どして 危険です。 無線機 
などを 取りつ ける ときは、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


> インス トル メン ト パネル 下部の S  R  S 二 
ー エア バッ グ 展開 部 周辺に ア クセヴ U — 
などを 取りつ けないで ください。 SRS 
ニー エアバッグび 店 \  くらんだ とさに 飛ば 
されて 危険です。 


SRS エアバッグに ついての を 意 
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% まを 装備に ついて 


>フ □ン トシ ー ト にこの 車 専用の トヨタ 純 
正 用品 （シートカバー など） iu 外の ちの 
を 取り つけない でく ださい。 

この 車 専用の トヨタ 純正 用品!;^ 外の ちの 
び S  R  S サイ ド エアバッグ 展開 部を おお 
うと、 SRS サイド エアバッグの 正常な 
作動の さまたげと なります。 

なお、 トヨタ 純正 シートカバー などを 装 
着す ると さには、 商品に 付属の 取扱 書を 
よく お読みに なり、 正しく 取りつ けて くださし、 


0 


参フ □ント ドア やその 周辺に カ ップ ホル 
ダーな どの カー 用品を 取りつ けないで 
ください。 SRS サイ ド エアバッグび 
ふくらんだ とさに 飛ばされて 危険で 
す。 


>フ □ント ウインドゥ ガラス、 サイド ドア 
ガラス、 フ □ント ピラー •センター ピラ 
一- U ヤ ピラー、 ルーフ サイ ド 部、 アシ 
ス トグ U ップ など S  R  S カーテン シール 
ド エアバッグ 展開 部 周辺に ア クセヴ U 
一、 八 ンズフ U — マイクな どを 取りつ け 
ないで ください。 前後 席 SRS カーテン 
シール ド エアバッグび 店 \ くらんだ とさに 
飛ばされて 危険です。 


SRS エアバッグ 展開 部 


ア クセヴ U —な ど 


►  U ヤ席 アシス トグ U ップ 部の コー トフ 
ック には、 八ン ガー •重い もの •とびつ 
たちのを かけないで ください。 服を かけ 
ると きは、 八 ンガー を 使用せ ずに 直接 コ 
ート フックに かけて ください。 SRS 力 
ー テン シールド エア バッ グび店 \  くらんだ 
ときに 飛ばされて 危険です。 


4.  SRS エアバッグ について のを 意 
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まを装備にっぃて ^ 


♦車両 前部に グ u ルガ ー ド や ウインチ など 
を 装着す る 場合は、 トヨタ 販売店に ご 相 
談 ください。 車両 前部の 改造を すると、 
S R  S エアバッグ センサーに 伝わる 衝撃 
びか わり、 SRS エアバッグび 誤作動す 
るな どして 危険です。 


④ S  R  S エア バッ グ 展開 部を 強く 
たたかないで  <  ださい。 

参 ステア U ング パッド、 インスト ル メント 
パネル、 フ □ント ピラー •センター ピラ 
一- U ヤ ピラー、 ルーフ サイド 部、 フロ 
ント シー ト 側面な どの S  R  S エアバッグ 
展開 部を 強 < たた < など、 過度の 力を 加 
えないで ください。 SRS エアバッグび 
正常に 作動し なくなるな どして、 重大な 
傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな 
びる おそれび あります。 


SRS エアバッグに ついての を 意 
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% まを 装備に ついて 


® S  R  S エアバッグ がふく  5 んだ 
直後は、 SRS エアバッグ 構成 
部品に 触れないで ください 


♦構成 部品び 大変 熱 < なって いるた め、 やけどな ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 
り 危険です。 


4.  SRS エアバッグ について のを 意 
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5.  E 巳 D 付 ABS  •ブレーキ 
アシス ト について のま 意 


EB D 付 A  B  S  • ブ レーキア シス ト につ 
いては、 次の 事項を 必ず 守って < ださい。 
お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 生 
命に かかわる 重大な 傷害に つなび る おそ 
れび あり 危険で ず。 


① E 巨 D 付 A  B  S や ブレーキ アシス トを 過信し ないで ください。 

•  EB D 付 A 目 S や ブレーキ アシス トび 作動した 状態で わス U ップの 抑制 や 八ンド 
ルの 効 さ 方には 限界び あります。 無理な 運転は 思わめ 事故に つなび り、 生命に か 
かわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

E 目 D 付 A 目 S や ブレーキ アシス トを 過信せ ず 速度を 抑え、 車間距離を 十分に と 
っ て 安全運転 に必 びけ てく ださい。 

•  E 目 D 付 A 巳 S は タイヤの グ U ップ 限界を こえたり、 八イ ド □プレーニング 現 
象’^ び 起こった 場合は、 効果を 発揮で さません。 

※雨天の 高速 走行な どで、 タイヤと 路面の 間に 水 膜び 発生し、 接地 力を 失って しまう 現象。 

♦  E 目 D 付 A 目 S は 制動 距離を 短く する ための 装置では あり ません。 

次の 場合な どは、 E 目 D 付 A 目 S のつ いていない 車両に 比べて 制動 距離び 長くな 
る ことび あります。 速度を 控えめ にして 車間距離を 十分に とってく ださい。 
•砂利道、 新雪 路を 走行して いると き。 

•タイヤ チェーンを 装着して いると き。 

•道路の 継ぎ目な どの 段差を 乗り こえる とさ。 

•凸凹 道 や 石 だた みな どの 悪路を 走行して いると き。 

♦ブレーキ アシス ト は、 ブレーキ 本来の 能力を こえた 性能を 引き出す 装置では あり 
ません。 車両- 車間距離 などに 十分 注意して 安全運転 に必 びけ てくだ さい。 


EBD 付 ABS •ブ レ— キア シストに ついての を 意 
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，卜 


- みを 渡 

6.TRC  •  S-VSC に 
ついての を 意 


®T  R  C を 過信し ないで < ださし、。 


TRC  .  S-VSC について は、 次の 事項 
を 必ず 守って ください。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 生 
命に かかわる 重大な 傷害に つなび る おそ 
れび あり 危険で ず。 


•  TR C び 作動した 状態で わ 車両の 方向 安定性の 確保には 限界び あります。 無理な 
運転は、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 常に 安全運転を 必 びけ、 ス 
U ップ 表示灯 （P.333 参照） び 点滅した ときは、 とくに 慎重に 運転して ください。 

② S-V  S  C を 過信し ないで ください。 

•  S-VS  C び 作動した 状態で も 車両の 方向 安定性の 確保には 限界び あります。 無理 
な 運転は、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 常に 安全運転を 必 びけ、 
S-VSC 作動 警告 ブヴー (断続 音） び 鳴ったり、 ス U ップ 表示灯 （P.333 参照) 
び 点滅した とさは、 とくに 慎重に 運転して ください。 


TRC  •  S-VSC について のを 意 


64 


- みを 栽 


，卜 


プリ クラッシュ セーフ テイ システム につ 
いては、 次の 事項を 必ず 守って < ださい。 
お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 生 
命に かかわる 重大な 傷害に つなび る おそ 
れび あり 危険で ず。 


7 •プ y クラッシュ セーフ テイ 
システムに ついての を 意 

①プ リク ラッシュ セーフ テイ システムを 過信し ないで < ださい。 

♦運転す ると さは 常に 周囲の 状況に 注意し、 進行 方向の 障害物な どを 認識して 安全 
運転に 必 がけて ください。 

⑤ 衝突を 避け 5 れな いが ミ 兄で プリ クラッシュ セーフ テイ システムが 
作動 状態のと きで も、 シートベルトを 着用して いないと プリクラ 
ッシュ シートベルトは 作動し ません。 また、 ブレーキ ペダルを 踏 
まない と プリ クラッシュ ブレーキ アシストは 作動し ません。 

③プ リク ラッシュ シー ト ベル トの 作動に より シー ト ベル トが 引き込 
まれた 状態で □ック した 場 含、 すみやか にち 全な 場所に 停車して 
シートベルトを はずし、 再度 装着して ください。 

♦シートベルトを ゆるませる ことび できる 場合は、 少し 巻き 取らせる ことで □ック 
を 解除す る ことび でさます。 


■プリ クラッシュ セ— フ ティ システム について のを 意 
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—# を 六っと' 户 

( /]  才ー トマ チック 車に ついては、 次の 事項 

\\  /  ^  を 必ず 守って < ださい。 

V け  お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 

大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
\ 飾  つながる おそれび あり まず。 

1. オー!^ チック まに 
つし^ぞのま意 

①才ー トマ チック 車の 特性 

■クリープ 現象 

エンジンび かかって いると さ、 シフト レバ 
一び©  •⑩じ (外に あると、 動力び つながっ 
た 状態に なり、 アクセル ペダルを 踏まな く 
て わ ゆっくり と 動 さ 出す 現象を ク U —プ現 
象と いいます。 

■キック ダウン （3 .己 L 車の み） 

走行 中に アクセル ペダルを いっぱいに 踏み込む と、 自動的に 低速 ギヤに 切り替わり、 
エンジンの 回転 数び 上昇して 急 加速させる ことび できます。 これを キック ダウンと 
いいます。 


⑤ 運転す ると きは、 ブレー 夺ぺダ 
ルと アクセル ペダルの 位置を 必 
ず 確認して、 踏み 間違いの ない 
よ 5 にして  <  ださい。 


•アクセル ペダルを ブレーキ ペダルと 間違えて 踏む と、 車び 急 発進し、 思わめ 事故 
につな びり、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび ありま 
す。 

•後退す ると さは、 身体を ひねった 姿勢と 
なる ため、 ペダルの 操作び しにくく なり 
ます。 ペダル 操作び 確実に でさる よう 注 
意して ください。 

•車を 少 し 移動させる ときち 正しい 運転 姿 
勢を とり、 ブレーキ ペダルと アクセル ぺ 
ダルび 確実に 踏める ようにして くださ 
し、 


1 .才— トマ チック 車に ついての を 意 
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運拓 装置に ついて^ 


③ ブレーキ ペダルは アクセル ぺダ 
ルと 同じち 足で 操作して く ださ 
し、。 


♦左足での ブレーキ 操作は、 緊急 時の 反応び 遅れるな ど、 思わめ 事故に つなび る お 
それび あり 危険です。 


④ エンジンを かける ときは、 ブレーキ ペダルを しっかり 踏んだ まま、 
エンジンを かけて < ださい。 

♦安全の ため シフ トレバーは 車輪び 固定され る© に 入れ、 ブレーキ ペダルを しっか 
り 踏み エンジンを かけて ください。 


® 発進す ると きは、 ブレーキ ペダルを しっかり 踏んだ まま シフト レ 
バーを 操作して  <  ださい。 

♦とくに エンジン 始動 直後 や エアコン 作動 時な どは、 ク U —プ 現象び 強くなる ため、 
より しっかりと ブ レーキ ぺダ J レを 踏んで ください。 

♦レバー 操作は 絶対に アクセル ペダルを 踏み込んだ まま 行わないで ください。 車び 
急 発進し、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


才— トマ チック 車に ついての を 意 
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運 面 装置に ついて 


⑥ 走行 中は シフ トレバーを ⑩に入 
れ ないで  <  ださい。 


•⑩ にす ると、 エンジンブレーキび まったく 効かない ため、 思わめ 事故に つながる 
おそれび あり 危険です。 

•⑩ にした まま 長時間 走行す ると、 オートマチック トランス ミッション 内の オイル 
の 潤滑び 悪くな り、 故障す る おそれび あります。 

⑦ 走 中は シフ トレバーを© に 入れないで ください。 

•オー トマ チック トランスミッションの 内部び 機械的に □ック され、 思わめ 事故に 
つながる おそれび あり 危険です。 

⑧  前進で 走行 中は、 シフ トレバーを® に 入れないで ください。 

•車輪び □ック して 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 また、 オート マ 
チック トランスミッションに 無理な 力び 加わり、 故障す る おそれび あります。 


(D 停車 中は、 空ぶ かしを しないで 
< ださい。 


•シフ トレバーび©  - ⑩ 外に あると、 車び 急 発進し 思わめ 事故に つながる おそれ 
び あり 危険です。 
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⑩ 駐車す ると きは、 シフ トレバーを© に 入れて ください。 

♦シフ トレバーび© じ (外に ある 場合、 ク U —プ 現象で 車び ひとりでに 動き 出したり、 
誤って アクセル ペダルを 踏み込んだ とさ 急 発進し、 思わめ 事故に つながる おそれ 
び あり 危険です。 

⑩ 坂道な どで、 2.4L 車では シフト レバーを®、 ⑩、 3 •日 L 車では シ 
フ トレバーを®、 ©に 入れた まま 惰性で 後退す る ことは 絶 巧に し 
ないで  <  ださい。 

参 同様に シフ トレバーび® に 入れた まま 惰性で 前進す る ことは 絶対にし ないで くだ 
さい。 エンストして、 ブレーキの 効 さび 悪く なったり、 八ン ドルび 重く なったり 
して、 故障 や 思わめ 事故の 原因と なるお それび あり 危険です。 

⑩ 状況に より 作動し ない ことがあり ますので、 NAVI  •  A  I  — 
SHIFT を 過信し ないで ください。 （NAVI  •  A  I  -SHIFT 装着 車） 

♦常に 道路 状況に を 意し、 安全な 速度で 走行 してく ださい。 

⑩ そのほか にも 下の 点に 注意して ください。 

参 少し 後退した あとな どは、 シフト レバーび® にある ことを 忘れて しまう ことがあ 
ります。 後退した あとは すぐ ⑩に もどす よう 習慣 づけましょう。 

♦切り返し などで シフト レバーを® から®、 ©から® と 何度ち レバー 操作を すると 
きは、 その都度、 ブレーキ ペダルを しっかり 踏み、 完全に 車を 止めてから 行って 
ください。 また シフ トレバーの 位置 も 忘れずに 確認して ください。 


才— トマ チック 車に ついての を 意 
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置に ごじ 


2.  4WD 


いてのを 意 


4WD 車に ついては、 次の 事項を 必ず 守 
つて  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
つながる おそれび ありまず。 


① 無理な 運転は 禁物です。 


•この 車の 4VVD  (アクティブ トルク コント □ー ル 4VVD) は、 オン □-ド 専用です。 
オフ □ー  ド 走行 や ラ U — 走行な どび 目的では なく、 一般 道での 走行 安定性の 確保 
を 目的と した 4VVD です ので、 無理な 運転は しないで ください。 


⑤ すべり やすい 路面での 走行は 慎 
重に 行って ください。 


•4VVD 車と いってち 万能 車ではありません。 アクセル、 八ン ドル、 ブレーキの 操作 
は 一般の 車と 同じく 慎重に 行い、 常に 安全運転を 必 がけて ください。 


4WD 車に ついての を 意 
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運拓 装置に ついて^ 


③ 脱輪 や スタック などに より、 車 
輪が 空転して いる 場 含は、 む や 
みに アクセル ペダルを 踏まない 
で  <  ださい。 


♦前- 後輪の 回転 差び 激しい 状態び 続く と、 駆動 部品に 無理な 力び 加わり 焼 さつ さ 
などの 損傷を 受けたり、 焼きつ きに より、 車両び 急に 飛び出し 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あり 危険です。 

♦タイヤび 空転 中に 急激な ブレーキ 操作を しないで < ださい。 


④ 渡河な どの 水中 走行は しないで 
< ださい。 


参 渡 巧な どの 水中 走行を すると、 エンスト する だけでなく、 電装 品の ショート、 水 
を 吸い込んでの エンジン 破損な ど、 重大な 車両 故障の 原因と なるお それび ありま 
す。 

参 万一、 水中に 浸 かってし まった ときは、 必ず トヨタ 販売店で 下記の 項目な どを 点 
検 してく ださい。 

•ブレーキの 効 さ 具合。 

•エンジン- トランス ミッション- トランスファー •デイ ファレン シャルな どの 
オイル 量 および 質の 変化。 （白濁して いる 場合、 水び 混入して いますので、 オイ 
ルの 交換び 必要です。） 

•プ □ペラ シャフト- 各 ベア U ング- 各 ジョイ ン ト部 などの 潤滑 不良。 


4 WD 車に ついての を 意 
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f 運拓 装置に ついて 


® タイヤは すべて、 必ず 指定 サイ 
ズで 同一 種類の タイヤを 装着し 
て  <  ださい。 


〈混在 使用の 例〉 

参 タイヤは すべて、 指定 サイズで 同 ー サイズ •同 ー メ ー カ ー •同 一 銘柄 および 同 一 
トレッド パターン （溝 模様） の タイヤを 装着して ください。 また、 摩耗 差の 著し 
い タイヤを 混ぜて 装着し ないで ください。 

♦タイヤを 混在 使用す ると、 前後左右の タイヤで 常時 異常な 回転 差び 発生し、 駆動 
系 部品 （ディ ファレン シャル ギヤ） に 無理な 力び かかり、 オイルの 温度び 上昇す 
るな どして オイル われ や 焼きつ きな どに より、 最悪の 場合、 車両 乂災 につな びる 
おそれび あり 危険です。 

♦次の 場合 も タイヤの 混在 使用と 同様、 駆動 系 部品に 悪影響を 与える ので、 タイヤ 
の 空気 圧の 点検は 必ず 実施 して  <  ださい。 

•  4 輪の 空気 圧の 差び 著 しいと さ。 

•空気 圧び 指定 値からは ずれて いると さ。 

参 タイヤの 摩耗を 4 輪と も 均等に し、 寿命を のばす ために タイヤの □ー テ ー シヨ ンを 
行って ください。 （P. 己 目 7 参照） 

参 ディスク ホイールを 交換 するとき わ、 指定 iU 外の ディスク ホイールを 装着し ない 
でく ださい。 （P. 6] 己 参照） 


4WD 車に ついての を 意 
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，户 


3 ■レ-ダ— クが でな コン ト □—ル 
口 V— キお厕 ¥ につし、 ての ま 意 


レーター クルーズ コン ト □ー ルに ついて 
は、 次の 事項を 必ず 守って ください。 
お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に つなび る おそれび あり 危険で 
ず。 


①レ ー タ’ ー クル ー ズ コント □ — ル 
を 使用 しないと きは、 メ インス 
イッチを OF  F にして < ださい。 


♦誤って レーダー クルーズ コント □ー ルを 作動 させて しまい、 思わめ 事故に つなび 
る おそれび あり 危険です。 

⑤車間 制御 モー ドを 過信し ないで ください。 車間距離 制御には 限界 
が ありまず。 運転 するとき は 常に 周囲の 状況に ま 意し、 状況に よ 
っては ブレー 丰 ペダルを 踏んで 減速したり、 アクセル ペダルを 踏 
んで 加速す るな どして、 先行 車 や 後続 車との 車間距離を 確保し 安 
全 運転に/ Lx がけて ください。 

♦車両を 停止させる まで 自動的に ブレーキ 操作を 行う モー ドではありません。 また、 
ブレーキ 制御を 行います び 減速には 限界び あり、 先行 車の 減速 度合いび 大 さい 場 
合や自 車の 前へ 他 車び 割り込んだ 場合な どは 十分な 減速び でさず、 先行 車に 接近 
する ことび あります。 この場合、 接近 警報び 作動して を 意を うなび します。 
(P.397 参照） また、 車 速び 約 4 日 km/hiU 下になる と 警告音び "ピッ ピッ" と 鳴 
ると 同時に 制御は 解除され ます。 （ブレーキ 制御 も 解除され ます。） 

♦わさ 見 運転 やぼん やり 運転な ど 前方 不を 意を 補助す るち のでは あり ません。 


•レ— ダ— クル— ズ n ント □1 ル (ブ レ— キ 制御 付) について のを 意 
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運 面 装置に ついて 


③ 次の ような が況の ときは、 レーダー クルーズ コント □ー ルを 使用 
すると、 思わめ 事故に つながる おそれが あり 危険で ず。 

♦悪天候 時 （雨 •霧 •雪- 砂嵐のと さな ど） では、 先行 車との 車間距離び 正確に 測 
定 でさない 場合び あるた め、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

なお、 ワイパーを 高速 作動させる と レーダー クルーズ コント □ー ルび 自動的に 解 
除され、 セット 待機 状態になります。 （低速 作動 もしくは 間欠 作動では 解除され ま 
せん。） 

♦レーダー センサー 前部に 雨滴、 雪な どび 付着して いる 場合では、 先行 車との 車 間 
距離び 正確に 測定で さない 場合び あるた め、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 
危険です。 

参 交通量の 多い 道 や 急カーブの ある 道では、 道路の 状況に 合った 速度で 走行で さな 
いため、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 

♦凍結 路や 積雪 路 などの すべりやすい 路面では、 タイヤび 空転し、 車の コント □一 
ルを 失う おそれび あり 危険です。 

♦急な 下り坂では、 エンジンブレーキび 十分 効かない ため、 セットした 速度を こえ 
てし まい、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦頻繁に 加速- 減速を 繰り返す ような 交通 状況では、 道路の 状況に 合った 速度で 走 
行で さないた め、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦急な 上り坂、 下り坂び 繰り返される 道路では、 先行 車を 検知 でさず、 先行 車に 接 
近し すざる おそれび あるた め、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

参 高速道路 などで、 自 車の セット 車 速より ち 遅い 車に 追従 走行 中に、 インター チェ 
ンジ •サービス エ U ア •パーキング エ U ア などへ 進入す る （本線から 出る） とさ 
は、 自 車び 本線から 出る ことにより 先行 車び いなくな り、 セット 車 速まで 加速し 
てし まい、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦停車 中の 車両 や自車 速より 極端に 遅い 車両に 対しては、 レーダー クルーズ コント 
□ー ルの 制御 わ 接近 警報ち 行わない ため、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危 
険 です。 料金所 や 渋滞の 最後 尾で 停車 中 や 極端に 車 速の 遅い 車両な どには 十分 注 
意して ください。 

♦近距離では レーダー センサーの 検知エ U アび 狭いた め、 間近で 割り 込んで くる 先 
行 車の 検 知び 遅れたり、 自 車線の 端を 走行す る 二輪車を 検知 でさない ため、 車 間 
距離び 適切に 保てずに、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦この システムでは、 先行 車の 後端 面の 反射 電波を 主に 検 知して 制御を 行って いま 
すので、 次の 場合は、 先行 車を 正確に 検知 でさない ため、 車間距離び 適切に 保て 
ずに、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

•先行 車 や 他 車線の 車両び 路上の 水 や 雪な どを まさ 上げて 走行して いると さ。 

• 先行 車び 空荷の ト レーラー など 極端に 車両 後端 面積び 少ない とさ。 

• ラ ゲージ ルーム や 後 席に 荷物な どを 積んで、 車び 傾いて いると き。 

♦やむ を 得ず 他 車を けん 引す る 場合 （P.666 参照） は、 クルーズ コント □ー ルを 使 
用し ないで ください。 クルーズ コント □ー ルの 機能を 損なう 可能性び あり、 制御 
性能の 低下 や、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり ます。 


4 レ— ダ— クル— ズ n ント □1 ル (ブ レ— キ 制御 付) について のを 意 
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♦レーダー センサーは センサーの 窓 部の 巧れ を 自動で 判定し、 お知らせ する 機能を 
備えて いますび 万能では あり ません。 

状況によっては センサー 前部び 巧れ ていても 判定で きない 場合び あります。 また、 
透明 や 半透明 （有色ち 含む） の ビニール 袋 （金属 コーティングされ たちのな ど) 
び 密着 した 場合 や 氷、 つら ら などび 付着 した 場合 も 判定で さない 場合び あ ります。 
このような 状況では、 車間距離び 適切に 保てずに、 思わめ 事故に つなび る おそれ 
び あり 危険です ので、 常に 前方に 注意して 走行して ください。 なお、 巧れ を 判定 
した 場合、 制御は 自動的に 解除され ます。 

また、 センサー 前部は いつもき れいに して おいてく ださい。 （P.399 参照） 

参 道路 形状 （カーブ 路、 左ち カーブの 連続して いる 道路、 カーブの 出入 □、 工事中 
や 車線 規制な どで 車線 幅び 狭い 道路な ど） や自 車の 状況 （八ン ドル 操作 や 車線 内 
の 位置、 事故 や 故障で 走行び 不安定な 状況な ど） によって は、 一時的に 隣の 車線 
の 車両 や 周辺の ちのを 検 知して、 制御 •接近 警報び 作動したり、 一時的に 先行 車 
を検 知で きず、 先行 車に 接近して、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 

® 接近 警報が 頻繁に 作動す るよう なが ミ 兄では、 レーダー クルーズ コ 
ント □ー ルを 使用し ないで ください。 

♦短い 車間距離 でも、 次の 場合には 警報び 作動し ない ことび あります。 

•先行 車との 相対速度び ル さいと き （ほぼ 同じ 速度で 走って いると き)。 

•先行 車の ちび 自 車より 速い とき （車間距離び 次第に 離れて いくとき)。 

•セッ ト 操作を した 直後。 

•アクセル ペダルを 踏んで いると き、 および アクセル ペダルを 離した 直後。 

参 料金所 や 巧 ミ 帯の 最後 尾で 停車 中 や 極端に 車 速の 遅い 車両な どに 対しては 警報び 作 
動し ません。 

♦道路 形状 （カーブな ど） や自 車の 状況 （八ン ドル 操作 や 車線 内の 位置） によって 
は、 一時的に 隣の 車線の 車両 や 周辺の 物を 検 知して、 接近 警報び 作動す る 場合び 
あります。 

⑥ レーダー クルーズ コン ト □ー ルを 定速 制御 モー ドで 使用ず ると き 
は、 次の ことに 注意して ください。 

♦定速 制御 モード 中は、 車 間 制御 モード 中の ように、 先行 車の 有無 •先行 車との 車 
間 距離を 判定して いないため、 接近 警報び 作動せ ず、 思わめ 事故に つなび る おそ 
れび あり 危険です。 先行 車との 車間距離に 十分 注意 してく ださい。 

♦次の ような 状況のと さは、 レーダー クルーズ コント □ー ル （定速 制御 モード） を 
使用し ないで ください。 使用す ると、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険で 
す。 

•交通量の 多い 道 や 急カーブの ある 道では、 道路の 状況に 合った 速度で 走行で さ 
ないた め、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

•凍結 路や 積雪 路 などの すべりやすい 路面では、 タイヤび 空転し、 車の コント □一 
ルを 失う おそれび あり 危険です。 

•急な 下り坂では、 エンジンブレーキび 十分 効かない ため、 セットした 速度を こ 
えてし まい、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


•レ— ダ— クル— ズ n ント □1 ル (ブ レ— キ 制御 付) について のを 意 
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4 •クルー 《タシ トロー ル 
につい その ま 意 


クルー ズ コント □— ルに ついては、 次の 
事項を 必ず 守って ください。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に つなび る おそれび あり 危険で 
す。 


① クルーズ コント □ー ルを 使用し 
ない とさは、 メイン スイッチを 
OF  F にして < ださい。 


•誤って クルーズ コント □ー ルを 作動 させて しまい、 思わめ 事故に つながる おそれ 
び あり 危険です。 


⑤ 次の ような 状況のと きは、 クルーズ コント □ー ルを 使用す ると、 
思わめ 事故に つながる おそれが あり 危険です。 


•交通量の 多い 道 や 急カーブの ある 道では、 道路の 状況に 合った 速度で 走行で さな 
いため、 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

•凍結 路や 積雪 路 などの すべりやすい 路面では、 タイヤび 空転し、 車の コント □一 
J レを 失う おそれび あり 危険です。 

•急な 下り坂では、 エンジンブレーキび 十分 効かない ため、 セットした 速度を こえ 
てし まい、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

•やむ を 得ず 他 車を けん 引す る 場合 （P.666 参照） は、 クルーズ コント □ー ルを 使 
用し ないで ください。 クルーズ コント □ー ルの 機能を 損なう 可能性び あり、 制御 
性能の 低下 や、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり ます。 
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- 誤を 六 ごじ' 六 - 

[( /]  ヒル スター ト アシスト コント □— ルに つ 

\\  /  いては、 次の 事項を 必ず 守って ください。 

乂 切  お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 

大な 傷害に つながる おそれび あり 危険で 

5. ヒル ス^ト アシスト  。 

コン トロー  J む f ついての ミち 意 


①  ヒル スター ト アシス ト コント □ー ルを 過信し ないで ください。 

♦極端に 急な 上り坂、 凍結した 上り坂、 ミ 尼 状の 上り坂では 発進び 困難な 場合び あり 
ます。 慎重に 運転して ください。 

♦ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは パーキング ブレーキ のように 車を 長時間 駐 
停車す るた めの 装置ではありません。 坂道での 長時間の 駐 停車の ために 使用し な 
いで < ださい。 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

②  ヒル スター ト アシス ト コント □ー ル 作動 中に 下記の 操作を しないで 
< ださい。 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 F F にしないで ください。 ヒ ルス 
ター ト アシス ト コン ト □ー ルび 解除され、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危 
険 です。 


ヒル スタ— ト アシスト n ント □1 ルに ついての を 意 
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置に ごじ 


，户 


目 •レーン キ令 @ シク アシスト 
につい そのを 意 


レーン キーピング アシス ト について は、 
次の 事項を 必ず 守って ください。 
お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に つながる おそれが あり 危険で 
ず。 


① レーン 夺ー ピン グ アシス トを 過信し ないで < ださい。 

•車線 逸脱を 警報したり、 車線 内 走行を 支援した りする システムで、 手放し 運転 や 脇 
見 運転な ど 前方 不を 意を 補助す るち のではありません。 常に 自ら 八ン ドル 操作を し 
て 進路を 修正し、 安全運転に 必 がけて ください。 

⑤ 次の ような 状況のと きに レーン キーピング アシス トを 使用ず ると、 シ 
ス テムが 正しく 機能で きない 場合が あり、 思わめ 事故に つながる おそ 
れが あり 危険です。 システムを OF  F にして 走行して ください。 

•白 馈） 線び かすれたり 巧れ たりして 見えに くいと さ。 

•雨、 雪、 霧、 逆光な どで、 白 （黄） 線び 見えに くいと き。 

•へッ ド ランプの レンズび 巧れ て 照射び 弱い とき や 光軸び ずれて いると き。 

•検札 所 や 料金所な ど、 白 （黄） 線び 途切れる とさ。 

•急激な 明るさの 変化び 連続す ると さ。 

•道路 補修の 消し 残り 線 •影 •残雪 •雨の たまった 輸 など、 白 （黄） 線と 紛らわし 
い 線び 見える とき。 

•高速道路 等の 本線 （走行車線、 追い越し 車線） Li (外の 車線を 走行す ると さ。 

•工事に よる 車線 規制 や 仮設の 車線を 走行す ると さ。 

•車線の 幅び 極端に 狭い とき や 広い とさ。 

•前車との 車間距離び 極端に 短 く なった とさ。 

♦重い 荷物の 積載 や タイヤ 空気 圧の 調整 不良な どで、 車両び 著しく 傾いて いると さ。 

•うねっ た 道路 や 荒れた 道路を 走行す ると さ。 

•雨天 時 や 積雪- 凍結な どで 滑り やすい 道路を 走行して いると き。 

③ 車線 逸脱 警報機 能は、 車線 逸脱を 自動的に 防止す る ものでは あり 
ません。 

•車線 逸脱 警報機 能は、 走行 中の 車線を 逸脱す ると システムび 判断した 場合に、 警報に 
よって 運転者の 八ン ドル 操作に よる 進路 修正を 促す 機能で、 車線 逸脱を 自動的に 防止 
する わので はありません。 常に 自らの 八ン ドル 操作で 進路を 修正し、 安全運転に 必び 
けて  <  ださい。 

•車線 維持 支援 機能は、 運転者の 八ン ドル 操作 力を 補助し、 運転を 支援す る 機能で、 
自動的に 車線の 中央を 走行す る ものではありません。 常に 自らの 八ン ドル 操作で 
進路を 修正し、 安全運転 に必 びけ てくだ さい。 

•走行 条件 や 道路 条件に より、 車線 逸脱 警報び 早く 作動 したり 作動 しなかった りする こ 
とびあります。 常に 進路の 確認を 行い、 安全運転に^^びけてください。 


レ— ンキ— ピン グ アシスト について のを 意 
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置に ごじ 


，户 


7 •ス 7 — トェ參 ろの 一& スタート 
システム たづいて のを 意 


スマ ー ト エントリー & スター トシス テム 
について は、 次の 事項を 必ず 守って < だ 
さい。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に つながる おそれび あり 危険で 
す。 


の 植え込み 型/ Lx 臓 ペースメーカー および 植え込み 型 除 細 動 器を 装着 
されて いるかた は、 車 室内 発信 器 •車 室外 発信 器 か 5 約 22  cm 
内に 植え込み 型/ Lx 臓 ペースメーカー および 植え込み 型 除 細 動 器 
が 近づかな いように してく ださい。 

♦電波に より 植え込み 型必臓 ペースメーカー および 植え込み 型 除 細 動 器の 作動に 影 
響を 与える おそれび あり ます。 

♦植え込み 型 臓 ペースメーカー および、 植え込み 型 除 細 動 器 iU 外の 医療用 電気 機 
器を 使用され る 場合は、 電波に よる 影響に ついて 医療用 電気機器 製造業 者な どに 
事前に 確認して く ださい。 電波に より 医療用 電気機器の 動作に 影響を 与える おそ 
れ びあります。 

参 スマート エン ト U —  & スタート システムを 作動し ないように する ことち でさ ま 
す。 詳しくは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


/ ■スマー ト エントリ 1& スタ— トシス テムに ついての を 意 
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点検- 手入れ 時は、 次の事項を(2、ず守っ 
て  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に つながる おそれび あり 危険で 
ず。 

点検 整備の 詳細に ついては 「メンテ ナン 

1 •点検- 手入れ 時の ま 意  ス ノート」 を お読みく ださい。 


① エンジン ルームを 点検 するとき 
は、 必ず エンジンを 停止して く 
ださい。 また、 乂 気を 近づけな 
いで  <  ださい。 


•エンジン 回転 中に ベルト や ファンな どの 回転 部分に 触れたり 近づいたり すると、 
手 や 衣服- 工具な どび 巻 さ 込まれたり して 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危 
険 です。 また、 エンジンび 停止して いても、 冷却水 温び 高い ときは、 冷却 ファン 
び 急に まわり 出す ことび あります ので、 を 意して ください。 なお、 乂 気を バッテ 
U — や 燃料 配管に 近づけないで ください。 爆発し、 重大な 傷害を 受ける おそれび 
あり 危険です。 


② エンジン 停止 直後は エンジン- 排気管- ラジエーター など 高温 部 
には 触れないで ください。 

•やけどを する おそれび あります。 なお、 オイル やその 他の 液体 も 高温に なって い 
る ことび あり ますので を 意 してく ださい。 


® エンジン ルーム 巧に 水を かけな 
いで  <  ださい。 


•エンジン ルーム 内に 水を かける と、 電装 品び ショートした りして、 故障 や 車両 乂 
災 につな びる おそれび あり 危険です。 


1’ 点検 •手入れ 時のを 意 
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メンテナンス にごいて を^ 


® 車の 清掃を するとき は、 車内に 
水を かけないで ください。 


♦オーディオ やフ □ア カー ぺッ ト下 にある 電気 部品な どに 水び かかる と、 車の 故障 
の 原因 となったり、 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 

ミ) 洗車す る 場合は、 ブレー 夺に 直接 水が かか 5 ないように 注意して 
< ださい。 

参 ブレーキ 装置 内に 水び 入る と、 凍結して ブレーキの 効 さび 悪く なったり、 鐘び て 
ブレーキの 固着に つながる おそれび あり、 走行で きなくなる 場合び あります。 

® ヒューズを 交換ず ると きは、 規定 容量 外の ヒューズを 使用し な 
いで  <  ださい。 

♦配線び 過熱- 焼 損し、 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 

⑦ 電球を 交換 するとき は、 電球が 冷えて か 5 交換して ください。 

参 電球を 交換 するとき は、 各 ランプを 消灯 させ、 電球び 冷えてから 交換して ください。 
やけどを する おそれび あります。 

® エンジンが 熱い とき や エンジンが かかって いると きは、 ウ ォッシ 
ャ ー 液を 補給し ないで く ださい。 

参 ウォッ シャー 液には アルコール 成分び 含まれて いるた め、 エンジン などに かかる 
と 出乂 する おそれび あり 危険です。 

⑨ エンジン ルームを 点検した あとは、 エンジン ルーム 内に 工具 や 巧 
を 置き忘れ ていない ことを 確認して ください。 

♦点検 や 清掃に 使用した 工具 や 布な どを エンジン ルーム 内に 置き忘れて いると、 故 
障の 原因と なったり、 また、 エンジン ルーム 内は 高温になる ため 車両 乂災 につな 
びる おそれび あり 危険です。 


点検 •手入れ 時のを 意 
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タイヤに ついては、 次の 事項を 必ず 守つ 
て  <  ださい。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
つながる おそれび ありまず。 


① 日常 点検と して、 必ず タイヤの 点検を 行って ください。 

•タイヤの 点検は、 法律で 義務付けられて います。 

•タイヤは じ (下の 点に ついて 点検して ください。 

•タイヤの 空気 圧。 

•タイヤの さ 裂- 損傷の 有無。 

•タイヤの 溝の 深さ。 

•タイヤの 異常な 摩耗。 （極端に タイヤの 片側の みび 摩耗して いる •摩耗 程度び ほ 
かの タイヤと 著しく 異なるな ど。） 

タイヤの 点検ち 法は、 「メンテナンス ノート」 を お読みく ださい。 


② タイヤ 空気 圧は、 必ず タイヤが 
冷えて いる 状態で 指定 空気 圧に 
調整して ください。 


•指定 空気 圧は、 運転席 ドアを 開けた ボディ 側に 貼られて いる 「タイヤ 空気 圧」 の 
表、 または P.6]  5 で 正しい 空気 圧を 確認のう え、 調整して ください。 

指定 空気 圧より 低い と、 車両の 走行 安定性を 損なう ばかりでなく、 タイヤび 偏 摩 
耗 したりし ます。 高速 走行 時に スタンディングウェーブ 現象’^ により タイヤび バ 
ー スト （破裂） したりして、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 曰 常 
点検で、 必ず タイヤ 空気 圧び 指定 空気 圧に なって いる ことを 点検して ください。 
※高速で 走行して いると さに、 タイヤび 波う つ 現象。 
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メンテナンス にごいて を^ 


③ タイヤは すべて、 必ず 指定 サイズで 同一 種類の タイヤを 装着して 
< ださい。 

•タイヤは すべて 指定 サイズで、 同ー サイズ- 同ー メーカー- 同一 銘柄 および 同一 
トレッド パターン （溝 模様） の タイヤを 装着して ください。 また、 摩耗 差の 著し 
い タイヤを 混ぜて 装着し ないで ください。 

•タイヤを 混在 使用す ると、 左ち タイヤ （4VVD 車の 場合は 前後 左ち タイヤ） で 常時 
異常な 回転 差び 発生し、 駆動 系 部品 （ディ ファレン シャル ギヤ） に 無理な 力び か 
かり、 オイルの 温度び 上昇す るな どして オイル ちれ や 焼きつ きな どに より、 最悪 
の 場合、 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 


•次の 場合 も タイヤの 混在 使用と 同様、 駆動 系 部品に 悪影響を 与える ので タイヤの 
空気 圧の 点検は 必ず 実施 して  <  ださい。 

•  4 輪の 空気 圧の 差び 著 しいと さ。 

•空気 圧び 指定 値からは ずれて いると さ。 

•タイヤの 摩耗を 4 輪と も 均等に し、 寿命を のばす ために タイヤの □ー テ ー シヨ ンを 
行って ください。 （P. 己 67 参照） 

•ディスク ホイールを 交換 するとき も、 指定 (外の ディスク ホイールを 装着し ない 
でく ださい。 （P.6]5 参照） 


タイヤに ついての を 意 
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タ メンテナンス にごいて 


♦指定 iU 外の タイヤ および 4 輪と も 同一で ない タイヤを 装着す ると、 車の 性能 （燃 
費 •車両の 安定性 •制動 距離な ど） び 十分に 発揮で さない ばかりでなく、 前後 左 
ちの タイヤに 回転 差び 発生す るな どして、 正確な 車両 速度び 検出で さなくなる 場 
合び あり、 下記の システムび 正常に 作動 しなく なるお それび あり ます。 

•  ABS 

•ブレーキ アシスト 

•  TRC  •  S-VSC 
•バック ガイ ド モニター 

•イン テ U ジェン トノ  く ー キング アシスト 

•  G  P  S ボイス ナビ ゲー シヨ ン 

• ワイ ド ビュー フ □ン ト & サイ ド モニター 

•ヒル スタート アシスト コント □ー ル （S-VSC 装着 車） 

• レーダークルー ズ コン ト □-ル 
•クルーズ コント □ー ル 
•7U クラッシュ セーフ ティ システム 
•イン テ U ジェン ト AFS 

•  NAVI  •  A  I  -SHIFT 

• レーン キーピング アシスト 

また、 下記の システムは 性能び 十分に 発揮で さない ばかりで な <、 駆動 系 部品に 
悪影響を 与える おそれび あ ります。 

• アクティブ トルク コン ト □ー ル 4VVD 

④ 摩耗 限度を こえた タイヤは 使用し ないで ください。 

♦タイヤの 溝の 深さび 少ない タイヤ やス U ップヴ イン （摩耗 限度 表示） び 出て いる 
タイヤを そのまま 使用す ると、 制動 距離び 長く なったり、 雨の 曰に 八 イド □プレ 
一ニ ング 現象^ 1 により、 八ン ドルび 操作で さなく なったり、 タイヤび バースト 
(破裂） したりして、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 ス U ップ サイ 
ンび 現れたら、 すみやかに 正常な タイヤと 交換して ください。 


〈例 ：ス リツ プ サイ ンび 出て いない 状態〉 x’2  〈例 ：ス リツ プヴイ ンび 出て いるが 態〉 X-2 

水の たまった 道路を 高速で 走行す ると、 タイヤと 路面の 間に 水び 入り込み、 タイヤび 路面 
から 浮いて しまい、 八ン ドル や ブレーキび 効かなくなる 現象。 

《2 イ ラス トは 説明の ための 例で あり、 実際とは 異なります。 


2 .タイヤに ついての を 意 
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メンテナンス にごいて を^ 


⑥  タイヤの 側面な どに 傷 やき 裂の あるよう な 異常な タイヤを 装着し 
ないで  <  ださい。 

♦異常び ある タイヤを 装着して いると、 走行 時に 八ン ドルび とられたり、 異常な 振 
動を 感じる ことび あります。 

また、 バースト （破裂） など 修理で さない ような 損傷を タイヤに 与えたり、 タイ 
ヤび横 すべりす るな ど、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

走行 中、 異常な 振動を 感じた 場合は、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受け、 正 
常な タイヤに 交換して ください。 

参 異常び ある タイヤを 装着して いると、 車の 性能 （燃費 •車両の 方向 安定性 •制動 距 
離な ど） び 十分に 発揮で さない ばかりでなく、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 
危険です。 また、 部品に 悪影響を 与えるな ど 故障の 原因と なること びあります。 

® 冬 用 タイヤ 装着 時は 下の 点を お守りく ださい。 

♦指定 サイズの タイヤを 使用して ください。 

♦指定 空気 圧に 調整 してく ださい。 

♦お使いになる 冬 用 タイヤの 最高 許容 速度 や 制限速度を 超える 速度で 走行し ないで 
< ださい。 

⑦  タイヤ チェーン 装着 時は、 速度を 控えて 慎重に 運転して くださし、。 

♦タイヤ チェーン 装着 時は、 約 3 日 km/h、 または チェーン メーカー 推奨の 制限速度 
(下で 走行して ください。 また、 走行 性に 影響を 与える ため 必ず 慎重に 走行して 
< ださい。 

♦タイヤ チェーンを 装着して 走行 するとき は、 突起 や 穴を 乗り こえたり、 急 八ンド 
ル や 車輪び □ック する ような ブレーキ 操作な どを しないで ください。 車両び 思わ 
め 動 さを して 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

また、 A 目 S 作動 時で ち 制動 距離び 長くなる 場合び あります ので、 慎重に 運転し 
て  <  ださい。 

® ディスク ホイール 取りつ け ボルト、 ナットの ネジ部 や、 ディスク 
ホイールの ボル ト 穴に つぶれ やさ 裂な どの 異常が ある 場合は、 卜 

ヨ タ 販売店な どで 点検を 受けて く ださい。 

参つ ぶれ やき 裂な どの 異常び あると、 ナットを 締めつ けて ち 十分に 締まらず、 ディ 
スク ホイールび はずれる など、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

(D 段差な どを 通過 するとき は、 できるだけ ゆっくり 走行して くださ 
い。 

参 段差 や 凹凸の ある 路面を 通過す ると さの 衝撃に より、 タイヤ- ディスク ホイール 
び 損傷す る 場合び あります。 

⑩ 歩道の 縁石な どに タイヤが 当た 5 ないように 注意して ください。 

参 タイヤ. ディスク ホイールび 損傷す る 場合び あります。 


タイヤに ついての を 意 
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タ メンテナンス にごいて 


⑩ タイヤを 交換した ときは、 ディ 
スク ホイール 取りつ け ナットが 
確実に 締まって いる ことを 確認 
して  <  ださい。 


♦確実に 締まって いないと、 ディスク ホイール 取りつ け ボルト や ブレーキ 部品を 破 
損したり、 ディスク ホイールび はずれる など、 思わめ 事故に つながる おそれび あ 
り 危険です。 タイヤ 交換 後は トヨタ 販売店で、 できるだけ 早く トルク レンチで 基 
準 値に ナッ トを 締めてく ださい。 

締めつ け トルク： 約] 日日 N  •  m り 050  kgf  -  cm} 

参 タイヤを 取りつ ける ナッ トや ボルトに オイル やグ U —スを 塗らないで ください。 
ナットを 締める ときに 必要 じ (上に 締めつ けられ、 ボルトび 破損したり、 ディスク 
ホイールび 損傷す る おそれび あります。 また、 ナットび ゆるんで 走行 中に タイヤ 
びは ずれるな ど、 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 

@応 急用 タイヤに ついては 下の 点に 注意して ください。 （販売店 装 
着オプ シヨ ンの スペアタイヤ 装着 車） 

参 応急 用 タイヤは 標準 タイヤび パンクした とさに、 一時的に 使用す る タイヤです。 
でさる だけ 早く 標準 タイヤに 交換して ください。 

参 応急 用 タイヤの 空気 圧は 必ず 点検して ください。 空気 圧び 不足して いる 状態で 走 
行す ると、 タイヤの 径の 違いび さらに 大 さくなる ため、 思わめ 事故に つなび る お 
それび あり 危睽 です。 応急 用 タイヤの 空気 圧に ついては、 P.6] 己を ご覧く ださい。 

♦車に 搭載され ている 応急 用 タイヤは、 お客様の 車 専用です。 ほかの タイヤ や ディ 
スク ホイールと 組み合わせたり、 ほかの 車に 使用したり、 ほかの 車の 応急 用 タイ 
ヤを お客様の 車に 使用し ないで ください。 走行に 悪影響び 出て 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あり 危険です。 

⑩ 走行 直後、 ディスク ホイール や ブレー 夺 まわりな どには 触れない 
で  <  ださい。 

♦走行 直後の ディスク ホイール や ブレーキ まわりは 高温に なって います。 タイヤ 交 
換 などで 手 や 足な どび 触れる と、 やけどを する おそれび あります。 


@ 装着され ている タイヤ サイズ 外の タイヤを 装着し ないで くだい。 

参 装着され ている タイヤ サイズ •Li (外の タイヤを 装着す ると、 車の 性能 （車両の 安定 
性な ど） び 十分に 発揮で さない ばかりでなく、 思わめ 事故に つながる おそれび あ 
り 危険です。 また、 部品に 悪影響を 与えるな ど 故障の 原因と なること びあります。 


タイヤに ついての を 意 


86 


ずンス た: 


バッテリーに ついては、 次の 事項を 必ず 
守って ください。 

お守りいた だかない と、 重大な 傷害を 受 
ける おそれび あり 危険です。 


3. バッテリーに ついての 
ミち 意 


① 日常 点検と して 必ず バッ テリーの 液量を 点検して ください。 

♦バッ テ U —の 液面び 各液槽 とも、 バッテ U — 側面に 表示され た LOWER  LEVEL 
(下限） iU 下の まま 使用、 充電す ると、 バッテ U —の 寿命び 短く なったり、 発熱 や 
爆発す る おそれび あり 危険です。 点検 方法は 「メンテナンス ノート」 を 参照し、 
液量び 少ない とさは 補給して く ださい。 


② バッテリー あがりで、 ブースター ケーブルを つなぐと きは、 接続 
順 や 接続 箇所を 間違えな いよう に 注意して く ださい。 

(P  .6 日 6 参照） 

♦バッ テ U —から 発生す る 可燃性 ガスに 引乂- 爆発し、 やけどな ど 重大な 傷害を 受 
ける おそれび あり 危険です。 


® エンジンが かかつ ている とさ や、 
充電 中は、 バッテリーに 近づか 
ないで  <  ださい。 


参 充電 中は、 バッテ U —から 有毒で 腐食 性の 高い 希硫酸を 含んだ バッテ U — 液び 吹 
さ 出す 場合び あり、 目 や 皮膚に 付着す ると、 失明な ど 重大な 傷害を 受ける おそれ 
び あり 危険です。 万一、 付着した 場合は、 すぐに 衣服を 脱ぎ、 液び 付着した 身体 
の 部分を 多量の 水で 洗浄し、 医師の 診察を 受けて く ださい。 


■バッ テリ— について のを 意 
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が^  メンテナンス にごいて 


④乂 気を バ ッ テリー に 近づけな いでく ださい。 

♦バッ テ U —から 発生す る 可燃性 ガスに 引乂- 爆発し、 やけどな ど 重大な 傷害を 受 
ける おそれび あり 危険です。 


⑥ バッテリーを 交換した ときは、 
正しい 位置に クランプを 取りつ 
け、 ナットを 確実に 締めつ けて 
< ださい。 


参 確実に 取りつ けたり、 締めつ けたり しないと、 走行 中に クランプび はずれて シヨ 
- 卜 するな どして、 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 


3 .バッ テリ— について のを 意 
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ジャッキ アップに ついては、 次の 事項を 
必ず 守って ください。 

お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
つながる おそれび ありまず。 

4. ジャッキ アップに 
ついての ま 意 


①ジ ャッ 夺 アップ するとき は、 平 
5 な 場所に 車を 止め、 対角の 位 
置に ある タイヤに 必ず 輪 止めを 
してく ださい。 また、 パー 夺ン 
グ ブレー 夺を しっかり かけて < 

ださい。 

♦車び 動 さ ジャッキび はずれ、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる 
おそれび あります。 なお、 輪 止めは トヨタ 販売店で 購入で きます ので トヨタ 販売 
店に ご 相談く ださい。 

♦輪 止めび ない 場合は、 タイヤを 固定で きる 大きさの 石な どで 代用で きます。 


②ジ ヤッ 夺 アップした 車の 下には、 
絶対に もぐ 5 ないで く ださい。 


♦万一、 ジャッキび はずれる と、 身体び 車の 下敷 さに なり、 重大な 傷害に およぶ か、 
最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦車 載 工具の ジャッキは、 タイヤ 交換 や タイヤ チェーン 脱 着 iU 外は 使用し ないで く 
ださい。 


ブツス に 


ジャッキ アップに ついての を 意 
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が^  メンテナンス にごいて 


③ジ ャッ夺 アップず ると きは、 次の 点に 注意 しないと、 車体が 損傷 
したり、 ジ ャッ夺 がは ずれ、 重大な 傷害を 受ける おそれが あり 危 
険 です。 

♦人を 乗せた まま ジャッキ アップを しないで ください。 

参 ジャッキ アップ するとき は、 ジャッキの 上 や 下に ものを 挟まないで ください。 
♦ジャッキ アップ するとき は、 ジ ャッキ び 確実に 車体 の ジャッキ セット 位置 
(P .648 参照） にか か つてい る こと を 必ず 確認 してく ださい。 

♦車体は、 タイヤ 交換に 必要な 高さ だけ 持ち上げて ください。 

参 ジャッキ アップして いると さは、 エンジンを かけないで < ださい。 

♦ジャッキ アップした 車体を おろす ときは、 周囲を 確認し、 十分を 意し なびら 作業 
して  <  ださい。 


® 車に 搭載され ている ジ ャッ 夺 は、 お客様の 車 専用です。 

参 ほかの 車に 使用したり、 ほかの 車の ジャッキを お客様の 車に 使用し ないで くださ 
し、 ジャッキの 取り扱いを 誤る と、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


® 工具 やジャ ッ夺を 使用 した あとは、 ミ 夫め 5 れた 場所に 確実に 格納 
して  <  ださい。 

♦室内な どに 放置す ると、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


4 .ジャッキ アップに ついての を 意 
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メンテナンス にごいて を^ 


⑥ 車に 搭載され ている ジャ ッキ 外の ジャ ッキを 使用 して ジャ ッキ アッ プ 
する 場 台は、 次の ことを お守りく ださい。 

♦車に 搭載され ている ジャッキ iu 外の ジャッキを 使用して ジャッキ アップす る 場合 
は、 特別な 工具び 必要に なったり、 取り扱いに 特別な 注意び 必要になる ため、 誤っ 
て 使用す ると 車両を 損傷したり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
また、 U ヤ サスペンション 部な どで ジャッキ アップす ると、 車両を 損傷す る こと 
びあります。 

車に 搭載され ている ジャ ッキ iu 外の ジャ ッキを 使用す る必  ダ 

要び ある 場合は、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 また、 ^  / 

ガレージ ジャッキを 使用 するとき は、 必ず しっかり とした 
傾 さの ない 平坦な 床 面で 使用 してく ださい。 下図の ガ レー 
ジ ジャッキ セット 位置に 当てて ください。 ガレー ジジ ャッ  ^ 

キを 使用す ると さは、 必ず ガレージ ジャッキに 付属の 取扱説明書を 十分に 確認の 
上、 使用して ください。 


4 .ジャッキ アップに ついての を 意 
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ついての ま 意 


① オーバー ヒー ト し、 ボンネット 
か 5 蒸気が 出て いると きは、 蒸 
気が 出なくなる まで ボンネット 
を 開けないで  <  ださい。 


•エンジン ルーム 内び 高温に なって いるた め、 やけどな ど 重大な 傷害を 受ける おそ 
れび あり 危険です。 また、 蒸気び 出て いない 場合で も、 高温に なって いる 部分び 
あります ので、 ボン ネッ トを 開ける ときは 十分 注意して ください。 


⑤ ラジエーター や 補助 タンクが 熱 
いとき は ラジエーター 補助 タン 
クの夺 ヤップを 開けないで < だ 
さい。 


•蒸気 や 熱湯び 吹 さ 出して、 やけどな ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 
•キャップを 開ける ときは、 ラジエーター や 補助 タンクび 十分に 冷えてから、 布き 
れ などで キャップを 包み、 ゆっくりと 開けて ください。 


1 .才 I" 八— ヒ—卜 について のを 意 
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次の 事項を 必ず 守って ください。 
お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に つなび る おそれび あり 危険で 
ず。 


2. 万一の 事 巧のと をのを 意 


① エンジンを かけずに けん 引され る 場 含は、 八ン ドル や ブレーキ 操 
作に 十分 注意して ください。 

♦エンジンび かかって いないと、 パワー ステア U ングや ブレーキ 倍 力 装置び 働かな 
いため、 操作 力び 非常に 重くな ります。 けん 引され る 車の 運転は、 十分 注意して 
行って ください。 


⑤ けん 引 中に、 急 発進な どけん 引 
フック や □ ー  プに大 さな 衝撃が 
加わる ような 運転を しないで く 
ださい。 


> けん 引 フック や □ープ び 破損し、 それび 周囲の 人な どに 当たり、 重大な 傷害を 与 
える おそれび あり 危険です。 


③ けん 引 中に" エンジン スタート ストップ" スイッチを OFF に 
しないで  <  ださい。 

♦八ン ドルび □ック され 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です 


① 事故のと をのを 意 
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才ー パー ヒート • 万一 の 事が 


④発炎 筒を 燃料な どの 可燃物の 近 
くで 使用し ないで ください。 ま 
た、 発 炎 筒を 使用 中は、 顔 や 身 
体に 向けたり、 近づけた りしな 
いで  <  ださい。 

♦可燃物の 近くで 使用す ると 引乂 する おそれび あり 危険です。 また、 使用 中に 顔 や 
身体に 向ける と、 炎で やけどす るな ど、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険で 
す。 


這) 事故 後、 エンジンを 始動す る 前 
に 燃料が もれて いない か 確認し 
て  <  ださい。 


♦車の 下の 路面な どを 確認し、 液体の ちれ （エアコンの 水 (外） び 見つかれば、 燃 
料 系統び 損傷して いる 可能性び あります。 そのまま エンジンを 始動す ると 燃料に 
引乂 し、 重大な 事故に つなび る おそれび あり 危睽 です ので、 エンジンを 始動し な 
いで  <  ださい。 

この場合は、 トヨタ 販売店に 状況を 連絡す ると さに 併せて お伝えく ださい。 


① 事故のと をのを 意 
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たの 他のを 鲁 


次の 事項を 必ず 守って ください。 
お守りいた だかない と、 思わめ 事故 や 重 
大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場 台 死 じに 
つながる おそれび あります。 


① 違法 改造は 絶対に しないで ください。 

• トヨタび 国 ± 交通 省に 届け出を した 部品 iu 外の ちのを 装着す ると、 違法 改造に な 
る ことび あります。 

•車 高を 落としたり、 ワイド タイヤを 装着す るな ど、 車の 性能 や 機能に 適さない 部 
品を 装着す ると、 故障の 原因と なったり、 事故を 起こし、 重大な 傷害に およぶ か、 
最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり 危険です。 

•八ン ドルの 改造は 絶対にし ないで ください。 八ン ドルには S  R  S エアバッグび 内 
蔵され ている ため、 不適切に 扱う と、 正常に 作動し なくなったり、 誤って 店 \ くら 
み、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あります。 

•次の 場合は トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

•タイヤ. ディスク ホイール. ディスク ホイール 取りつ け ナッ トの 交換。 

異なった 種類 や 指定 iU 外の わのを 使用す ると、 走行に 悪影響を およぼしたり、 
違法 改造 になる ことび あります。 

•電装 品 •無線機な どの 取りつ け、 取りは ずし。 

電子 機器 部品に 悪影響を およぼしたり、 故障 や 車両 乂災 など 事故に つなび る お 
それび あり 危険です。 

•フ □ント ガラス、 および 運転席 •助手席の 窓ガラスに 着色 フィルム （含む 透明 フ 
ィルム） などを 貼りつ けないで ください。 視界を 妨げる ばかりでなく、 違法 改造 
につな びる おそれび あり ます。 


⑤の 皿を 使用した あとは、 マツ 
チ- タバコの 乂を 確実に 消し、 
必ず 閉めて おいて  <  ださい。 


•開けた まま 放置す ると、 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 また、 灰皿 
の 中に 紙く ずな どの 燃え やすいちのを 入れないで ください。 
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③ カッ プ ホルダーには 、カッ プや 飲料 宙 外の ものを 入れない でく 
ださい。 

•カップ ホルダーには、 カップ や 飲料 あ iu 外の わのを 入れないで ください。 急ブレ 
ーキを かけた とさ や 衝突 時に 収納して いたちのび 飛び出し、 けがを する おそれび 
あります。 やけどを 防ぐ ために 温かい 飲み物には フタを してく ださい。 

•急 ブレーキを かけた とさ や 衝突 時に、 カップ ホルダーに 体び 当たるな どして、 思 
わめけび をす る おそれび あり 危睽 です。 カップ ホルダーを 使用 しないと さは フタ 
を 閉めて おいて  <  ださい。 


® ウイン ドウ ガラスな どには 吸盤 
をつ けないで  <  ださい。 


•ウインドウ ガラスに ア クセヴ U —の 吸盤を 取りつ けたり、 インス トル メント パネ 
ル や ダッシュ ボー ドの 上に 芳香剤な どの 容器を 置く と、 吸盤 や 容器び レンズの 働 
きをして 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 


©ラ ゲー ジ ルームに は 人を 絶 巧に 
乗せないで ください。 


•急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 身体び 飛ばされ、 重大な 傷害に 
およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 
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® バック ドアを 閉める ときは、 ほ 
かの 人の 手な どを 挟まない よう 
に 注意して ください。 また、 お 
モ さまには バック ドアの 操作を 
させないで  <  ださい。 

♦お 子 さまび 操作す ると、 閉める とさ 手 •頭- 首な どを 挟んだり して、 重大な 傷害 
におよ ぶか、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり ます。 

♦イー ジーク □ーヴ ー 装着 車では、 半 ドア 状態のと き イー ジーク □ーヴ ーび 働き バ 
ック ドアび 自動的に 閉まる ため、 指な どを 挟まない ようにを 意して ください。 重 
大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦イー ジーク □ーヴ ーは、 パワー バック ドアの メイン スイッチび 日 FF のとき にも 作 
動し ます。 

♦バック ドアは、 必ず 外から 押して 閉めて ください。 バック ド アグ U ップで 直接 バ 
ック ドアを 閉める と、 手 や 腕を 挟まれて 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険で 
す。 

参 バック ドアは 必ず 全開に して 使用して ください。 半開 状態で 使用す ると バック ド 
アび 落ち、 けがを する おそれび あります。 

参 バック ドア ステ ーを 持って バック ドアを 閉めたり、 ぶら さびらないで ください。 
手を 挟んだり、 ダン パース テ ーび 破損して はずれた りして、 思わめ 事故に つなび 
る おそれび あり 危険です。 

⑦ 走行 前に バック ドアを 軽く ゆさぶり、 確実に □ック されて いる こ 
とを 確認して ください。 

♦バック ドアび 確実に 閉まって いないと、 走行 中に バック ドアび 突然 開き、 思わめ 
事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

参 バック ドアを 開けた まま 走行し ないで ください。 開けた まま 走行す ると、 バック 
ドアび 車 外の ものな どに 当たり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


その他のを 意 
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■ 


⑥ パワー バック ドア 装着 車では、 次の ことを お守りく ださい。 お 
守りいた だかない と バック ドアで 指 や 手な どを 挟んだ リ、 思わめ 
事故に つながる おそれが あり 危険です。 

♦パワー バック ドアの 操作 時は、 iu 下の ことを 必ず お守りく ださい。 お守りいた だ 
かないと、 重大な 傷害に つなび る おそれび あり 危険です。 

•周辺の 安全を 確かめ、 障害物び ないか、 身の回りの 品び 挟み込まれる 危険び な 
いか 確認して ください。 

•人び いると きは、 作動させる 前に 安全を 確認し、 動かす ことを 知らせる 「声 か 
け」 をして ください。 

•バック ドアび 自動で 開いて いる 途中で パワー バック ドア スイッチを 押す と、 作 
動び 停止し ます。 坂道な どの 傾斜 地では、 停止 させた とき 急に 開いたり 閉じた 
りする おそれび あるた め、 十分 注意して ください。 

•自動 開閉 中に 作動 可能 条件を 満たさ なくなった とさは、 ブヴ ーび 鳴り、 作動び 
停止し 手動 操作に 切り替わる 場合び あります。 この場合、 坂道な どの 傾斜 地で 
は バック ドアび 不意に 動 さ 出す おそれび あるので 十分 注意して ください。 
•傾斜した 場所では、 自動で 開いた あとに バック ドアび 落ちる 場合び あります。 

バック ドアは 必ず 全開で 静止して いる ことを 確認して ください。 

•次の ような 場合、 システムび 異常と 判断し 自動 作動び 停止す る ことび あります。 
手動 作動に 切り替わり、 急に バック ドアび 落ちるな どして 思わめ 事故に つなび 
る おそれび あるた め、 十分に 注意して ください。 

- 自動 作動 中、 障害物に 干渉した とさ 

•エンジン 停止 時で パワー バック ドアび 自動 作動して いると さに、" エンジン 
スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに したり エンジン 
を 始動 したりして、 バッテ U — 電圧び 急に 低下 したと き 
•バック ドアに トヨタ 純正 品 じ (外の ア クセヴ U — 用品を 取りつ けないで ください。 
自動で 作動で さずに パワー バック ドアび 故障したり、 開いた あとに 落ちる おそ 
れ びあります。 

•タイヤ 交換な どを する 際は、 パワー バック ドア メイン スイッチを 日 FF にして く 
ださい。 日 FF にしない と、 いたずら や 誤って スイッチに 店 \れ たと さに パワー バ 
ック ドアび 動 さ、 指 や 手な どを 挟んで けび をす る おそれび あります。 

♦挟み込み 防止 機能 作動 中は iU 下の こと に 注意して く ださい。 注意 していた だかな 
いと、 重大な 傷害に つなび る おそれび あり 危険です。 

•挟み込み 防止 機能を 故意に 作動 させよう として、 体の 一部を 挟んだり しないで 
< ださい。 

•挟み込み 防止 機能は、 バック ドアび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し な 
い 場合び あ ります。 指な どを 挟まない よう に 注意 してく ださい。 

•挟み込み 防止 機能は、 挟まれる ものの 形状 や 挟まれ かたに よっては 作動し ない 
場合び あ ります。 指な どを 挟まない よう に 注意 してく ださい。 


その他の 注意 
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■ 


(D デ イス チャージへ ッ ド ランプを 交換 するとき （電球 交換を 含む) 
は、 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 （デ イス チャージ ヘッド 
ランプ 装着 車） 

♦電球 ソケットに 触れた 状態で 点な 操作を すると、 瞬間 的に 2 日， 0 日日 V の 高電圧び 
発生し、 感電して 生命に かかわる よう な 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険で 
す。 

⑩ 熱線 式 ウイン ド シール ド デ アイサ ーの 作動 中は ガラス 下部、 およ 
び 運転席 側フ □ン ト ピラー 部の 表面が 熱くな ります ので、 手を 巧 虫 
れ ないで ください。 （熱線 式 ウイン ド シール ド デ アイサ ー 装着 車） 

♦やけどを する おそれび あり 危険です。 

⑩ ミラー ヒーター 作動 中は ドアミラーの 表面が 熱くな ります ので、 
手を ふれないで < ださい。 （ミラー ヒーター 装着 車） 

♦やけどを する おそれび あり 危険です。 


⑩ プラズマ クラスター 発生 器は 高電圧を 利用 しています。 （プラズマ 
クラスター 装着 車） 

♦危険です ので、 修理な どは 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

⑩ 電子 夺 一の 電池 交換 時に、 取りは ずした 電池 や 部品を （とくに お 
テ さまが） 飲み込まな いように ごま 意く ださい。 

♦飲み込む と、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

@ アルミ ボディには、 磁石で 固定す る アクセサリーを 取りつ ける こ 
とはで さません。 

♦磁石は アル S につかな いため、 磁石 式の 初必者 運転 標識 や 高齢 運転ち 標識な どは 
取りつ ける ことは でさません。 


その他のを 意 
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©スライド ドアを 開閉す ると さは、 

ほかの 人の 手な どを 挟まない よ 
うに 注意して ください。 また、 

お テ さまには スライド ドアの 操 
作を させないで ください。 

参 走行 中は じ (下の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と 思いち よらず ドア 

び 開 さ、 外に 投げ出されるな どして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 こに 

つながる おそれび あ ります。 

• シー ト ベル トを 必ず 着用 してく ださい。 

• 全ての ドアを 施錠 してく ださい。 

•全ての ドアを 確実に 閉めて ください。 

•走行 中は ドア 内側の ドア 八ン ドルを 操作し ないで ください。 

• お 子 さまを 乗せる ときは、 チ ヤイ ル ドプ □テク ターを 使用 して ドアび 開かない 
ようにして ください。 

参 お 子 さまを 乗せて いると きは じ (下の ことを 必ず お守りく ださい。 お守り いただか 

ない と、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび あり 危険で 

す。 

•お 子 さまを 車内に 残さないで ください。 誤って 閉じ込められた 場合、 熱射病な 
どを 弓 I き 起こす おそれび あり ます。 

•お 子 さまには スライ ド ドアの 開閉 操作を させないで ください。 不意に スライド 
ドアび 作動したり、 閉める とさに 手 •頭- 首な どを 挟んだり する おそれび あり 
ます。 

♦スライド ドアの 操作に あたって は、 1;^ 下の ことを 必ず お守りく ださい。 お守りい 

ただかない と、 体を 挟むな どして 生命に かかわる 重大な 傷害に つながる おそれび 

あり 危険です。 

•スライ ド ドアを 開閉 するとき は、 十分に 周囲の 安全を 確かめて ください。 

• ドア ガラスを 開けた 状態で スライド ドアを 開閉す ると さは、 窓から 手 •足 •頭 
などを 出さないで < ださい。 

•人び いると きは、 安全を 確認し 動かす ことを 知らせる 「声 かけ」 をして くださ 
い。 

•半開 状態では スライド ドアび 静止し ないた め、 必ず 全開に してく ださい。 傾斜 
地での 停車 時に ドアび 開いて いると、 突然 動き 出す おそれび あります。 

•坂道では スライ ド ドアの 開閉 スピードび 早くなります。 ドアび 体に 当たったり 
挟んだり しないよう、 注意して ください。 

•下り坂での 停車 時に 乗り おり するとき は、 スライ ド ドアを 全開に して おいてく 
ださい。 また、 途中で ドア 八ン ドルを 操作し ないで ください。 ドアび 突然 動き 
出す おそれび あります。 

•スライ ド ドアを 閉める ときは、 指な どを 挟まない よう 十分 注意して ください。 


その他のを 意 
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■ 


⑩ パワー スライド ドア 装着 車では、 次の ことを お守りく ださい。 お 
守りいた だかない と スライ ド ドアで 指 や 手な どを 挟んだ リ、 思わ 
め 事故に つながる おそれが あり 危険です。 

参 パワー スライド ドアの 操作 時は、 Li (下の ことを 必ず お守りく ださい。 お守りいた 
だかない と、 重大な 傷害に つながる おそれび あり 危険です。 

• ドア 八ン ドルを 使って パワー スライド ドアを 開閉 するとき は、 操作 後す ぐに ド 
ア八ン ドルから 手を 離して ください。 ドア 八ン ドルを 握った まま スライド ドア 
び 作動す ると、 手 •指- 腕な どに 無理な 力び かかる おそれび あるので 十分 注意 
して  <  ださい。 

•周辺の 安全を 確かめ、 障害物び ないか、 身の回りの 品び 挟み込まれる 危険び な 
いか 確認して ください。 

•人び いると きは、 作動させる 前に 安全を 確認し、 動かす ことを 知らせる 「声 か 
け」 をして ください。 

•スライ ド ドアび 自動で 開いて いる 途中で パワー スライ ド ドア スイッチを 押す と、 
作動び 停止し ます。 坂道な どの 傾斜 地では、 停止 させた とき 急に 開いたり 閉じ 
たりす る おそれび あるた め、 十分 注意して ください。 

•傾斜した 場所では、 開いた あとに ドアび 閉まる 場合び あります。 ドアは 必ず 全 
開で 静止 している こと を 確認 してく ださい。 

•次の ような 場合、 システムび 異常と 判断し 自動 作動び 停止す る ことび あります。 
手動 作動に 切り替わり、 急に スライ ド ドアび 閉まるな どして 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あるた め、 十分に 注意して ください。 

- 自動 作動 中、 障害物に 干渉した とさ 

•エンジン 停止 時で パワー スライド ドアび 自動 作動して いると きに、" エンジン 
スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに したり エンジン 
を 始動した りして、 バッテ U — 電圧び 急に 低下 したと き 
•タイヤ 交換な どを する 際は、 パワー スライ ド ドア メイン スイッチを 日 FF にして 
ください。 日 FF にしない と、 いたずら や 誤って スイッチに 触れた ときに スライ 
ド ドアび 動 さ、 指 や 手な どを 挟んで けび をす る おそれび あります。 

•チャイルド プ □テク ターを 施錠 側に している とさは、 パワー スライ ド ドアの 誤 
操作 防止の ため、 パワー スライ ド ドア メイン スイッチを 日 FF にして ください。 
♦挟み込み 防止 機能 作動 中は iU 下の こと に 注意して く ださい。 注意 していた だかな 
いと、 重大な 傷害に つなび る おそれび あり 危険です。 

•挟み込み 防止 機能を 故意に 作動 させよう として、 体の 一部を 挟んだり しないで 
< ださい。 

•挟み込み 防止 機能は、 バック ドアび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し な 
い 場合び あ ります。 指な どを 挟まない よう に 注意 してく ださい。 

•挟み込み 防止 機能は、 挟まれる ものの 形状 や 挟まれ かたに よっては 作動し ない 
場合び あ ります。 指な どを 挟まない よう に 注意 してく ださい。 
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■ 


⑩ 車内の スイッチ などに 飲み物を こぼさな いよう 注意して ください。 

♦インストルメントパネル、 ドアな どに ある スイッチ などに 飲み物び かかる と、 故 
障の 原因と なったり、 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 万一、 スイ ッ 
チに 飲み物び かかった 場合は、 すみやかに トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


⑩ エンジンが かかって いると き、 または エンジン 停止 直後、 マフラ 
一に 触れない よう に ま 意して く ださい。 

参 エンジンび かかって いると き や エンジン 停止 直後の マフラーは 高温に なって いま 
す。 荷物の 積み おろし 時な どに 手 や 足び 触れる と、 やけどを する おそれび ありま 
す。 点検な どで 排気管に 触れる 場合は、 十分に 冷めてから にして ください。 


⑩ タイヤ パンク 応急修理 夺ッ トを 使用して パンク 修理した ときは、 
速度制限 ラベルを 下記の 位置に 貼 5 ないで ください。 

♦メーター や ドア ガラスな ど、 運転に 支障を きたす ところ 
思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険です。 

参 ステア U ング ホイール パッ ド 部な どの S  R  S エアバッグ 展開 部 

SR S エアバッグび 正常に 作動し なくなり、 重大な 傷害に およぶ か 最悪の 場合 死 
t につな びる おそれび あり ます。 


翅) ETC システムを 利用す る 際には、 安全の ため、 運転者は 走行 中 
に ETC カードの 抜き差し、 および ETC ユニッ トの 操作を 極力 
しないで ください。 （ETC システム 装着 車） 

♦走行 中の 操作は 八ン ドル 操作を 誤るな ど 思わめ 事故に つながる おそれび あり 危険 
です。 車を 停車 させてから 操作を してく ださい。 


その他のを 意 
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その他の ミ 主意 I 

■ 


⑩ シルバー 色な どの 金属 蒸着 フィルムを 曲面 ガラスに 貼った 場合は、 
ドア や ウインドウを 開けた まま 放置し ないで ください。 

♦ドア や ウインドウを 開けた まま 放置す ると、 直射日光び 曲面 ガラスの 内側に 反射 
し、 レンズの 働きを して 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 

透) ライターを 車内に 放置した ままに しないで ください。 

参 ライターを グ □ーブ ボックス などに 入れて おいたり、 車内に 落とした ままに しな 
いでく ださい。 荷物を 押し込んだり シートを 動かした とさに ライターの 操作 部び 
誤作動し、 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 


その他のを 意 
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I その他の ミ 主意 

■ 
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基本 操作 早 わかり 

(はじめて このまに お乗りになる かたへ) 


この 章では、 はじめて 車を 購入され たかた や トヨタ 車に はじめて 
お乗りになる かたのた めに、 この 車の 基本的な 運 お 装置 および 装 
備品を 簡単に 説明して います。 

詳 しい 取り 扱い 説明 やま 意 事項は 各 章を しっかり お読みく ださい。 


各部の 開閉 . 106 

シー トの 調整 . 108 

シー ト ベル トの 着用 . 11 0 

運 面する とまは . 112 

警告な . 116 

スイッチ 類の 取り扱い . 118 

エアコン . 120 
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各部の 開閉 


ドアの 施錠と 解 錠 


U モ コン スイッチで 


スマ ー ト エントリ ー & 
スタート システムで 

フ □ント ドア  バック ドア 
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各部の 開閉 


各部の 開閉に 関ず る 詳しい 紹介は 


フユーエル リッ ド （燃料 補給 口） の 開閉 208 
バック ドアの 開閉 134、 18 曰 
ドア ガラスの 開閉 197 飞 


ボンネットの 開閉 21 1 


フ □ント ドアの 開閉 130、 166 

スライド ドアの 開閉 172 

パワー スライド ドア- パワー バック ドアの 開閉 


妾 


U モ コン スイッチ 

スイッチを 1 秒 じ (上 押します。 


♦作動 開始 時に ブヴ ーび 鳴ります。 
♦開 作動 中は 断続 ブヴ ーび 鳴ります。 


•作動 開始 時に ブヴ ーび 鳴ります。 
•開閉 作動 中は 断続 ブヴ ーび 鳴ります。 
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基本 操作 
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議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 
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万-のと さ 


索引^ 
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シー ト① 調整 


運輯 席の 調整 機能 
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シー トの 調整 


シー ト に関する 詳しい 紹介は 


参 シー ト アレンジに ついては P.24] を 参照して ください。 

運転席の 調整 機能 

へッ ドレ スト  アー ムレ スト 


目次 
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誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万一のと さ 
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シー ト ベル トの 着用 


着用の しかた 

7 ベルトを 引き出します。  2 プレートを バックルに 差し込 


みます 


〇  "カ チッ" という 音び する まで 
差し込みます。 

©アンカーの 高さを 調整し ます。 
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シー ト ベル トの 着用 


はずし 方 


〇 バックルの ボタンを 押します。 
©ベルトを 巻 さ 取らせます。 


目次 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 
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運転ず ると きは 


"エンジン スタートス ト 
ップ" スイッチ のげ 態 

の 色 

エンジンの 

m 

各 状態の 働を 

OFF 

消な 

停止 

電装 品び 停止 している 状態です。 

アクセサリー 

モード 

糧色 

停止 

オーディ オ などの 電装 品び 使用で さます。 

イ グニ ッシ ヨン 
ON モード 

糧色 

停止 

すべての 電装 品び 使用で きます。 

消な 

回転 中 

すべての 電装 品び 使用で さます。 

通常 運転 中の 状態です。 

エンジン スタート ストップ" スイッチの 切り替え 方 


7 電子 キーを 携帯して 運転席に 座り ま 
す。 

2  “  エンジン スタート ストップ’’ ス 

イッチを 押します。 

スイッチを 押す ごとに スイッチび、 

OF  アクセサリー モー ド^イ グ 

ニッシ ヨン ON モ ー ド =>  OFF*** 

の 順に 切り替わります。 

•ア クセヴ U — モー ド または イグニ 
ッシ ヨン 0  Nf —  ドのと さは 作動 
表示灯び 穫 色に 点灯し ます。 
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運 おず ると をは 


エンジン 始動の しかた 

7 電子 キーを 携帯して 運転席に 
座り、 ブレーキ ペダルを しつ 
かり 踏みます。 


パーキング ブレーキび かかって い 
る ことを 確認し ます。 


3 シフト レバーの 位置を 確認し ま 
す。 


2 作動 表示灯び 緑色に 点灯し ま 
す。 


4 ブ レー キ ペダルを しっかり 踏 
んだ 状態で、" エンジン スタ 
ート ストップ’’ スイッチを 押 
し ふ 〇 


ゆっくり 確実に 押してく ださい。 
•エンジンび 始動す ると 作動 表示 
灯び 消灯し ます。 


目次 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵 備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万 ~ の とさ 


索引 


113 


運転ず ると きは 


シーケンシャル シフ トモー ドの 使い方 


2 


[2.4L 車  I 


シフト レバーを ⑩ にします。 

参 スポーツ シーケンシャル シフ トマ チック 表 
示 灯び 点灯し ます。 


r  3 .日 L 車 I 

シフト レノ  く一を® に します。 

参 シーケンシャル シフ トマ チック 表示灯び 点 
灯します。 


シフ ト アップす ると さは シフト レバーを + 
側、 シフトダウン すると さは シフト レバー 
を 一 側に 動かします。 

I  2.4L 車  I 

•] 〜7 の 間で 選択され ている 変速 段び シフ 
ト ポジ シヨ ン 表示灯に 表示され ます。 


r  3 .日 L 車 I 

•] 〜6 の 間で 選択され ている シフ ト レンジ 
び シフ ト ポジ シヨ ン 表示灯に 表示され ま 
す。 
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運 おず ると をは 


パ ー キング ブレ ー 夺の 使い方 

解除の しかた  かけ 方 


〇 ち 足で ブ レーキ ペダルを しっかり  〇 ち 足で ブ レーキ ペダルを しっかり 
踏みな びら、  踏みな びら、 

@ 左足で パーキング ブレーキ ペダル ©左足で パーキング ブレーキ ペダル 
を "カ チッ" と 音び する まで 踏み  を いっぱいまで 踏み込みます。 
込み、 ゆっくり 離します。 
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警告な 


警告な が 点な、 または 点滅した ままのと きは 


警告な 

警告 理由 

(©) 

A 巨 S  & ブレーキ 
アシス ト 警告な 

A 目 S、 または ブレーキ アシス トシス テム 
の 異常です。 （S-VSC 装着 車） 

(©) 

ABS 警告な 

A 目 S の 異常です。 （S-VSC 装着 車を 除 
<) 

が 

SRS エアバッグ/ 
プリ テン シヨ ナー 
警告な 

SRS エアバッグ システム、 または プ U テ 
ン シヨ ナー付 シー ト ベル トシス テムの 異常 
です。 

VSC 

V  S  C 警告な 

S-VSC  &  TRC システムの 異常です。 

松 

エンジン 警告な 

エンジン 電子 制御システム などの 異常です。 

デ イス チャージ ヘッド 
ランプ オート レべ リン 
グ 警告 打 

デ ィス チャージへ ッ ド ランプの オート レべ リング 
(上下 照射 方向 自動 調整） システムの 異常です。 

0! 

パワーステアリング 
警告 口 

ノ  V° ワース テア IJ ング 制御システムの 異常です。 

4WD 

4WD 警告な 

4WD システムの 異常です。 

油圧 警告 口 

エンジン 内の オイル 圧力の 異常です。 

A 

マスター ウ オー ニ 
ング 

マルチ イン フォ メー シヨ ンデ ィス プレイに 
警告 内容な どび 表示され ています。 
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警告 打 


警告な が 点な、 または 点滅した ままのと きは 


警告な 

警告 理由 

(①) 

ブレーキ 警告な 

•パーキング ブレーキび かかって います。 

•  E 目 D の 異常です。 

•パーキング ブレーキを 解除しても 消灯し 
ない とさは、 ブレーキ 液量の 不足です。 

巧 

巧電 警告な 

充電 系統の 異常です。 

PCS 

プリ クラッシュ 
セーフ テイ システム 
警告な 

プ IJ クラッシュ セーフ テイ システムの 異常 
です。 

一 

スマ ー ト エン ト u—  & 
スター トシス テム 警告な 

電子 キーび 車 室内 発信 機の 検知エ U ア 内に 
ありません。 

曲 

燃料 残 量 警告 口 

燃料 切れび 近づいて います。 

(約 1 日 Lii (下で 点灯） 

巧^ 

半 ドア 警告な 

いずれ かの ドア （バック ドアを 含む） び 確 
実に 閉まって いません。 

を 

運輯席 シー ト ベル 
卜非 着用 警告な 

運転者び シー ト ベル トを 着用 していません。 

み 

PASSENGER 

助手席 シートべ ル 
卜非 着用 警告な 

助手席の 乗員び シー ト ベル トを 着用 してい 
ません。 

※この 他に を、 表示灯の 点灯 または 点滅に より 異常を 知らせる 場合び あります。 
詳しくは、 P.327 を 参照して ください。 
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スイッチ 類の 取り扱い 


(がろ) 

夜間 や 雨天 時な どの 走行 

フ □ント ワイパーの 使い方 


スイッチ 類の 取り扱い 


c_ スィッ 


スイッチ に関する 詳しい 紹介は 


370 

ライト スイッチ 363 
方向 指示 レバー  366 
フォグ ランプ 
スイッチ 369 


夜間 や 雨天 時な どの 走行 


他 車への 合図 


ランプの つけ 方 

巧 了 

自動 点な •消な  （ヘッド ランプ/ 

(コン ライト 装着 車の み） 車 幅な/尾な/番号な） 


1 ち 巧 
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基本 操作 
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メンテナンス 
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エアコン 


才ー ト エアコンの 使い方 


7  AUTO スイッチを 押します。 


120 


2 希望 温度に 合わせます。 

上げる 


運転席- 助手席で それぞれの 温度 
に 設定す ると さは DU A  L スイ ッ 
チを 押してから、 運転席 側 スイ ッ 
チ、 助手席 側 スイッチを 押し 希望 
温度に 合わせます。 


エアコン 


ェ アコ ン に関する 詳しい 紹介は 


才ート エアコンの 使い方  - 

3 エアコンび 作動して いないと  4 作動を 停止したい ときは、  0 

さは、 エアコン スイッチを 押  FF スイッチを 押します。 

します 0 


目次 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 
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3 

運 乾 装置の 取り扱い 


ス 7 — ト エン ト y  —  & 

スタート システム . 124 

スマ ー ト エントリ ー & スタ ー ト 
システムに ついて  124 

電子 キー  126 

ドアの 施錠- 解 錠の しかた 

130 

バック ドアの 施錠 •解 錠の 
しかた  134 

エンジン （イグ ニッシ ヨン） 

スイッチの 切り替え 方 137 
エンジン 始動- 停止の しかた 


140 

節電 機能  147 

警報- 防止 機能 および 
警告 表示  148 

こんなと さは  1 曰 9 

電子 キーが 正常に 
作動 しないと きは  1 目 1 

ドア- ドア ガラスな どの 開閒 

. 166 

フ □ント ドアの 開閉  166 

スライド ドアの 開閉  172 

バック ドアの 開閉  18 曰 

ドア ガラスの 開閉  197 

フ □ン トムー ン ルー フ • 

リ ヤサン シエ ー ドの 
開閉  201 

ワイヤレス ドア □ック リモコン 
の 使い方  204 


フュー エル リツ ド （燃料 補給 □) 
の 開閉  208 

ボン ネツ トの 開閉  21 1 

盗難 防止 システム （オート 


アラーム） の 使い方 

213 

ジ トの 調整 . 

-  217 

正しい 運輯 姿勢 

217 

フ □ン トシー トの 調整 

219 

セカンド シー トの 調整 

227 

ヴー ド シー トの 調整 

237 

シー ト アレンジ . 

•••  241 

インデックス 

241 

車両 中央部に スペースを 

つ <  る 

246 

ヴー ド シー トを 格納す る/ 

テーブルに する 

248 

最大 荷 室 モードの 

つくり 方 

262 

スーパー リラックス モー 

ドの 

つくり 方 

264 

フラット シ ー トモ ー ドの 

つくり 方 

267 

シ ト ベル トの 着用 . 

•••  271 

シ ー トべル トの 

正しい 着用 

271 

シー ト ベル トの 着用の 

しかた 

274 

リヤ シー トべ ルトの 

格納の しかた 

282 

122 


チャイルド シー トの 固定 •-  285 

I SOF I X 対応 チャイルドシート 
固定 専用 バ ー & トップ テ ザー 
アンカーでの 固定  28 曰 
シート ベルトでの 固定  291 

A ン ドル • ミラーの 調整 •-  294 


ノ  V ン ドルの 調整 

294 

イン ナー ミラーの 調整 

296 

ドアミラーの 調整 

297 

補助 確認 装置 

300 

シフト レバーの 使い方 •• 

•-  301 

Super  CVT-  i 装着 車の 

シフト レバー の 

使い方 

301 

Super  ECT 装着 車の 

シフト レバー の 

使い方 

307 

才ー トマ チック 車の 

運 乾の しかた . 

••••  313 

発進の しかた 

313 

走行の しかた 

317 

イ旱 車- 駐車の しかた 

319 

パー キング ブ レー キ ペダルの 

巧い 方 . 321 

ノ  く ー キング ブレーキ ペダルの 

取り扱い . 321 

メ ■夕一 • 表 巧な • 

警告な の 見方 . 323 

メーター  323 

表示 口  327 

警告 口  335 

7 ル チイ ンフ オメーシヨ ン 
ディスプレイ . 353 

マルチ イン フ オメー シヨ ン 
ディスプレイで 
でさる こと  3 曰 3 

各 表示の 

切り替えの しかた  3 曰 4 

クルーズ イン フ オメー シヨ ン 
ディスプレイ  3 曰 曰 

警告 表示  357 


スイッチの 使い方 . 363 

ライト スイッチの 
使い方  363 

方向 指示 レバーの 使い方 366 
へッ ド ランプの 
光軸 上下 調整  367 

フォ グラン プの 使い方  369 
ワイパー & ウォッ シャース イッチ 
の 使い方  370 

リヤ ウインドゥ デフ ォッ ガー 
(墨り 取り） スイッチの 
使い方  374 

熱線 式 ウインド シールド 
デ アイサ ー スイッチ 
の 使い方  37 曰 

非常 点滅' JJ スイ ッチの 
使い方  376 

4WD オー トモー ドス イッチの 
使い方  377 

ホ ー ンの 使い方  378 

AFS  OFF スイッチの 
使い方  379 

レーダー クルー ズ コン ト □—ル 
(ブレーキ 制御が） ••••-  380 

レーター クルーズ コン ト □ー ル 
(ブレーキ 制御 付） の 
使い方  380 

車 間 制御 モード  38 曰 

レーダー センサー 前部の 
取り扱い  399 

定速 制御 モード  400 

警告 表示  404 

クルーズ コント □ー ル  •  406 
クル ー ズ コント □ ー ルの 
使い方  406 

レー ン キーピング アシスト 412 
レーン キーピング アシストに 
〇 いて  412 

レーン キーピング アシストの 
使い方  414 
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スマー ト エン ト u—  & スター トシス テム 

し スマ ー ト エン ト u—  & スター トシス テムに ついて） 


スマ ー ト エン ト U —  & スタ ー トシスて ムは電 テキ ー を 携帯して いる だけ 
で、 ドアの 施錠 •解 錠、 "エンジン スタート ストップ’’ スイッチの 切り 誓 
え、 エンジンの 始動 •停止を する ことび でさます。 

ドアの 施錠- 解 錠 （P. 1 30 参照） 


バック ドアの 施錠- 解 錠 （P.1 34 参照) 
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エンジン スタート ストップ" スイッチの 切り替え （Pil37 参照) 


エンジンの 始動 •停止 （P. 140 参照) 
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電子 キー 


電子 キーと 車両び 通信を 行い、 スマート エン ト U —  & スタート システムび 
作動し ます。 


電子 キーは 運輯 をが 必ず 携帯して  <  ださい。 


植え込み 型/ こ、 臓ぺー スメー カーを 装着され ている かたは、 車 
室内 発信 機 •車 室外 発信 機 か 5 約 22  cmiu 内に 植え込み 型 
^)、臓ぺ ー スメ ー カ ー が 近づかな いように してぐ ださい。 


♦植え込み 型必臓 ペースメーカー、 および 植え込み 型 除 細 動 器を 装着され ている ちは、 車 室 
内発 信 機 •車 室外 発信 機から 約 22  cml ツ 内に 近づかない ようにして ください。 電波に よ 
り、 植え込み 型必臓 ペースメーカー、 および 植え込み 型 除 細 動 器の 作動に 影響を 与える お 
それび あります。 


•植え込み 型必臓 ペースメーカー、 および 植え込み 型 除 細 動 器 外の 医療用 電気機器を 使用 
される 場合は、 電波に よる 影響に ついて 医療用 電気機器 製造業 者な どに 事前に 確認して く 
ださい。 電波に より 医療用 電気機器の 動作に 影響を 与える おそれび あり ます。 

•スマート エン ト U —  & スタート システムを 作動し ないように する こと もで さます。 詳し 
くは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
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電子 キーは 信号 発信 機を 内蔵して いる 電子 部品で ず。 故 
障の 原因と なりまず ので、 下の ことを お守りく ださい。 

参 ダッシュ ボードの 上な ど 高温になる 所に 置かないで ください。 

参 分解し ないで ください。 

•無理に 曲げたり、 落としたり、 強い 衝撃を 与えないで ください。 

♦水に めら さないで ください。 

♦磁気を 帯びた キーホルダー などを つけないで ください。 

参 電子 キーの 表面に シールな どを 貼らないで ください。 

♦テレビ、 オーディオ などの 磁気を 帯びた 機器、 または 低周波 治療 器な どの 医療 電気機器の 
近  <  に 置かないで  <  ださい。 

♦超音波 洗 ミき 機な どで 洗 ミき しないで ください。 

参 電子 キーに ガソ IJ ン などの 燃料 や ツヤ 出し 剤、 油脂 類び 付着す ると、 電子 キーび 変形した 
り、 ひび 割れたり する ことび あります。 

•車から 離れる ときは、 

1 . パーキング ブレーキを かけ、 

2 . シフト レバーを© にし、 

3.  "エンジン スタート ストップ" スイッチを OFF にして、 

必ず 電子 キーを 携帯 している ことを 確認 してから ドアを 施錠 してく ださい。 

♦スマート エン ト IJ  一  & スタート システムは 微弱な 電波を 使用して います。 次の ような 場 
合は 電子 キーと 車両 間の 通信を さまたげ、 スマート エン ト IJ  一  & スタート システム、 ワ 
イヤ レス ドア □ック U モ コンび 正常に 作動し ない 場合び あります。 その 場合は、 P.161 
の 「電子 キーび 正常に 作動 しないと さは」 を 参照して ください。 

•電子 キーの バッテ U — （電池） び 消耗して いると き 

•近くに テレビ塔 や 発電所、 ガソ IJ ン スタンド、 放送局、 大型 ディスプレイ、 空港び ある 
など 強い 電波 や ノイズを 発生す る 場所に いると さ 
•無線機 や 携帯電話、 コー ドレス 式 電話な どの 無線通信 機器を 一緒に 携帯して いると さ 
• 電子 キーび 金属性の ちのに 接したり、 覆われた りして いると さ 
• 複数の 電子 キーび 近くに あると さ 

•他の 車の 電子 キー、 電波 式 ワイヤレス キー、 パソコン、 市販の 電機 製品な どの 電波を 発 
信す るよう な 製品を 同時に 携帯 または 使用して いると さ 
• U ヤ ガラスに 金属を 含む フィルムび 貼って あるとき 
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' - 知識 - 

電子 キーに ついて 

•電子 キーは 2 個あります。 

•電子 キーは ドアの 施錠- 解 錠の 他、 エンジンの 始動- 停止な どに 使います。 

•ワイヤレス ドア □ック U モ コンの 操作に ついては P. 2 日 4 を 参照して ください。 

♦電子 キーを 紛失 しないよ ラに 十分を 意して ください。 電子 キーを 紛失した 場合は、 電子 
キーの 作製に コンピューターの 交換び 必要と なる ため、 ただちに トヨタ 販売店に ご 相談く 
ださい。 

•電子 キーの 作製には 特殊な 加工び 必要になります ので、 トヨタ 販売店 外では 購入で さま 
せん。 

♦スマート エン ト U —  & スタート システムの 故障 等で トヨタ 販売店に 車両を 持って いく 場 
合は、 車両に 装備され ている 電子 キーを すべて お持ちく ださい。 

♦盗難防止システムについてはド.213、 己 2 日を 参照して ください。 

電子 キーの バッテリーに ついて 

•電子 キーの バッテ IJ 一 （電池） は 常に 消耗して います。 

電子 キーは 車両との 通信の ために 常時 受信 動作を して おり、 電子 キーに 内蔵され たバッ テ 
U —を 消費して います。 電池の 寿命は 使用 状況に よります び 約]〜 2 年 程度です。 （まった 
く 使用し なくて ち 電池は 消耗し ます。） バッテ U — 電圧び 低下した 場合、 新しい 電池と 交 
換 してく ださい。 電池 交換は、 お 客 さま ご 自身で 交換す る ことび でさます び （P. 已 68 参 
照)、 交換の 際に 破損な どの おそれび あるた め、 トヨタ 販売店での 交換を おすすめ します。 

♦電池 残 量び 少なくな ると、 エンジンを 停止した 際に 車内から 警告音び なります。 （P.1 己 4 
参照） 

♦ "エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに してから 約 2 日 
分！; (上 経過し、 その後" エンジン スタート ストップ" スイッチを 0  F  F にした とき、 
電子 キーの バッテ U —び 低下して いると、 キー バッテ U — 低下 警告び 表示され ます。 
(P.1 己 4 参照） 


128 


スマ ー ト エン ト u—  & スター トシス テム 


' - 1^1 知識 - 

航空機 内への キーの 持ち込み について 

航空機に 電子 キーを 持ち込む 場合は、 航空機 内で 電子 キーの スイッチを 押さないで ください。 
また、 かばんな どに 保管す る 場合で も、 簡単に スイッチび 押されな いように 保管して くださ 
し、。 スイッチび 押される と 電波び 発信され、 航空機の 運行に 支障を およぼす おそれび ありま 
す。 

電子 キーの 保管に ついて 

電子 キーを 家電 製品の 近くに 保管し ないで ください。 家電 製品の 電磁波に より、 電子 キーび 
誤作動 したり、 常時 通信 状態と なり 電池び 著しく 消耗す る 場合び あ ります。 

影響の ある 主な 電化製品 （常時 約] ml；Lb 離す のび 望ましい ものの 例） 

テレビ、 パソコン、 電磁調理器、 電気スタンド、 充電 中の コードレス電話 器 および 携帯電話 

電子 キーの 使用 数に ついて 

同じ 車両で 使用で さる 電子 キーの 数を 変更す る ことび でさます。 詳しくは トヨタ 販売店に ご 
相談く ださい。 

キーナン パー プレー ト について 

^ キーナン バ~ お客様 じ (外に キーナン バーび わからな いよ ラに、 電 テキ 
[□  /I  - ではなく プ レー ト にキー ナン ノ （一を 巧 刻し ま した。 


♦キーナン バー プレートは 車両！; (外の 場所に 大切に 保管して ください。 

♦万 一 、 電 テキ ー を 紛失した 場合、 キ ー ナンパ' ー プレ ー トに巧 刻され たキ ー ナンパ' 一 と 残 
りの 電子 キーから、 トヨタ 販売店で トヨタ 純正 品の 新しい 電子 キーを つくる ことび でさ 
ます。 

♦万一、 電子 キーを 1 個で も 紛失した 場合、 盗難 •事故な どを 防ぐ ため、 ただちに トヨタ 販 
売店に ご 相談く ださい。 

スマー ト エントリー & スター トシス テムの 解除に ついて 

スマート エン ト U —  & スタート システムを 作動し ないように する こと もで さます。 詳しく 
は トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
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c ドアの 施錠 • 解 錠の しかた） 


J 施錠 •解 錠の しかた 


■施錠す ると さは 

電子 キーを 携帯し、 すべての ドア （バック ドアを 含む） び 開 
まっている 状態で、 フ □ント ドア 八ン ドルの □ッ クス イッ 
チを 押します。 

•すべての ドア （バック ドアを 含む） の 施錠び でさます。 
•施錠した とさは、 非常 点滅 灯び] 回 点滅し、 ブヴ ーび] 
回 鳴ります。 

•必ず 施錠され たこと を 確認 して  <  ださい。 


■解 錠ず ると さは 

電子 キーを 携帯し、 フ □ント ドア 八ン ドル 裏側の センサー 
部に 触れる ように ドア 八ン ドルを 握ります。 

•すべての ドア （バック ドアを 含む） の 解 錠び でさます。 
•解 錠した とさは、 非常 点滅 灯び 2 回 点滅し、 ブヴ ーび 2 
回 鳴ります。 
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車内に 電子 キーが ある 場合は、 □ッ クス イッチを 押さな 
いで  <  ださい。 

♦車内に 電子 キーび ある 場合は、 □ッ クス イッチを 巧さないで ください。 電子 キーび 車内に 
開 じ 込め られる 可能性び あり ます。 


•ドア 施錠 時に、 車 室外 発信 機の 検知エ U ア 内に 電子 キーび ある 場合は、 電子 キーと 車両は 
定期的に 通信を 行うた め、 長時間 その 状態で 放置す ると、 電子 キー および 車両の バッテ IJ 一 
び あびる おそれび あります。 車両を 使用 しないと さは、 電子 キーを 車両 付近 （約 2  ml； (内） 
に 置かないで  <  ださい。 


. ^ ^ 知識 - 

作動 節 囲に ついて 

車 室外 発信 機の 検知エ U ア内 （各フ □ント ドアから 
周囲 約 7 日 cmlU 内） 

♦ ドア ガラス や ドア 八ン ドルに 近づ さす ざた 場合な 
どは 作動し ない ことび あります。 


し.) 検知 エリア 

各 フロント ドア 八ン ドル か 5 周囲 約 70  cmL ソ内 


作動 条件に ついて 

♦車 室外 発信 機 （フ □ント ドア） の 検知エ U ア 内に 電 テキ ーを 携帯して 入る と、 自動的に 
ID コードの 照合を 行い、 照合び 一致した とさの み ドアび 解 錠され ます。 降車 後、 すべての 
ドアび 閉まって いる 状態で □ッ クス イッチを 押す と、 車 室内 外で の コー ドの 照合を 行い、 
車内に 電子 キーび なく、 車 外に 電子 キーび あると 判断され ると 施錠され ます。 

• 電子 キーを 検 知して いる ドア 八ン ドルでの み、 ドアの 施錠- 解 錠を 行う ことび でさます。 
•車 室外 発信 機 （フ □ント ドア） の 検知エ U ア内に 入って いても、 電子 キーび 地面の 近く 
や 高い 場所に あると さや ドア ガラス や ドア 八ン ドルに 近づ さす ざた とさは 正常に 作動し 
ない 場合び あります。 

•電子 キーび 車 室外 発信 機 （フ □ント ドア） の 検知エ U ア内 にあれば、 電子 キーを 携帯し 
ている 人！; (外で を 施錠- 解 錠で さます。 

•電子 キーの 持ちち により 作動し にくい ことび あります。 

• 車両の 形状に より 電子 キーび 作動し にく い 場所び あり ます。 

♦電波の 状況び 悪い とさ や 電子 キーの バッテ IJ 一び 切れた とさは、 スマート エン ト U —  & ス 
ター トシス テム や ワイヤレス ドア □ック U モ コンでの ドアの 施錠- 解 錠は でさません。 この 場 
合は、 P.161 の r 電 テキーび 正常に 作動 しないと きは」 を 参照して ください。 
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' - 知識 - 

施錠- 解 錠に ついて 

ック スイ ッチを 早 巧し した 場合、 施錠され ない ことび あり ます。 

♦施錠 後、 約 3 秒 間は スマ ー ト エン ト U —  & スター トシス テムで 解 錠す る ことは でさません。 
♦次の ような とさは、 □ッ クス イッチを 巧さないで ください。 □ッ クス イッチを 巧しても 
ドアは 施錠され ず、 半 ドア 警報 （P. 149 参照） び 鳴ります。 

•いずれ かの ドア （バック ドアを 含む） び 開いて いると き 
• ドアの 開閉 中 

•解 錠す ると さは、 フ □ント ドア 八ン ドル 裏側の センサー 部 
を 確実に 握り、 解 錠され たこと を 確認して から ドア 八ン 
ドルを 引いて ください。 

• ドア 八ン ドル 裏側の センサー 部！; (外に 触れても 解 錠 さ 
れ ません。 

•皮 手袋、 スキー 手袋な どを 手に 装着して ドア 八ン ドル 
裏側の センサー 部に 触れた 場合は、 解 錠び 遅れたり、 

解 錠され ない ことび あります。 

•他の 車の 電子 キー や、 電波を 発信す るよ ラな 製品な どを 同時に 携帯した 場合、 作動 時間 
び 通常よりも 長くなる ことび あります。 

♦確実に 解 錠させる ためには、 電子 キーび 車 室外 発信 機 （フ □ント ドア） の 検知エ U ア内に 
入って から 約 3 秒 内に ドア 八ン ドルを 握って ください。 約 3 砂を 経過す ると、 作動し な 
い 場合び あります。 

♦急な 車 室外 発信 機 （フ □ント ドア） の 検知エ U ア内 への 接近 や 急な ドア 八ン ドル 操作では、 
解 錠され ない 場合び あります。 その 場合は、 ドア 八ン ドルを 一度ち との 位置に ち どし、 
解 錠され たこと を 確認して から ドア 八ン ドルを 引いて ください。 

•電子 キーび 車 室内 発信 機の 検知エ U ア内 （車両 室内） にある 場合で も、 ワイヤレス ドア 
□ック U モ コン （P.2 日 4 参照）、 メカニカル キー （P.16] 参照）、 ドア □ッ クス イッチ 
(P.]  6 目 参照） での 施錠は できます び、 その後 スマート エン ト U —  & スタート システム 
での 解 錠は でさません。 

♦解 錠 後、 ドアの 開閉 操作び なければ、 約 3 日 砂 後に 自動的に 施錠され ます。 

♦電子 キーび 車 室外 発信 機 （フ □ント ドア） の 検知エ U ア内 にある とさ、 洗車 や 大雨な どで 
フ □ント ドア 八ン ドルに 多量の 水び かかる と スマート エン ト U —  & スタート システムび 
働き、 ドアび 解 錠す る ことび あります び、 ドアの 開閉 操作び なければ、 約 3 日 秒 後に 自動 
的に 施錠され ます。 
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' - 1^1 知識 - 

便利 機能に ついて 

イルミ ネー テッ ド エントリー システム 

ドアの 開閉、 解 錠- 施錠、" エンジン スター トス トップ" スイッチの 状態、 電子 キーを 携 
帯した 状態での 検知エ U ア内 への 進入と 連動して、 ルーム ランプ ー体 フ □ン ト パーソナル ラ 
ンプ、 U ヤ パーソナル ランプ （DO 日 R の 位置のと さ）、" エンジン スタート ストップ" 
スイッチ 照明び 点灯- 消灯し ます。 

♦電子 キーを 携帯し、 車 室外 発信 機 （フ □ント ドア） の 検知エ U ア 外から 検知エ U ア 内に 入 
ると 点灯し、 約] 已秒 後に 消灯し ます。 ただし、 検知エ U ア 内から 検知エ U ア外へ 出て、 
約 3 秒 内に 検知エ U ア内 にも どった 場合 や、 検知エ U ア内に 留まって いる 場合は 作動し 
ません。※ 

♦いずれ かの ドア （バック ドアを 除く） を 開ける と 点 打し、 すべてのドアを閉めると約1己砂 
後に 消 打し ます。‘^ 

♦ "エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 FF にす ると 点灯し、 約] 己 秒 後に 消灯し 
ます。※ 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチび 日 FF のと さ、 いずれ かの ドアを 解 錠す る 
と 点 好し、 約] 己 砂 後に 消 打し ます。※ 

参 次の よ ラな 場合は、 ただちに 消灯し ます。 

•すべての ドアを 閉め、" エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセヴ U — モード 
または イグ ニッシ ヨン 日 N モードに したと さ。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセヴ IJ ー モード または イ グニッ シヨ 
ン日 N モードに して、 すべての ドアを 閉めた とき。 

•すべての ドアを 閉め 施錠した とさ。 

※この 機能を 変更す る ことび でさます。 詳しくは、 P. 目 17 の 「ユー ヴー カスタマイズ 機能」 を 参照して 
< ださい。 

バッテリー あびり 防止 機能 

いずれ かの ドア （バック ドアを 除く） び 開いた 状態で、 ルーム ランプ ー体 フ □ント パー ソナ 
ル ランプ （スイッチび D 日日 R の 位置のと さ）、 U ヤ パーソナル ランプ （スイッチび D 日日 
R の 位置のと き）、" エンジン スタート ストップ" スイッチ 照明び 約 2 日 分 上 点 好し 続 
ける と、 バッテ U — あびり 防止 機能び 働き 自動的に 消灯し ます。 
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r バック ドアの 施錠- 解 錠の しかた^ 

J 施錠 •解 錠の しかた 


ノ〇 ック ドア □ッ クス イッチ 


■施錠ず ると さは 

電子 キーを 携帯し、 すべての ドア （バック 
ドアを 含む） び 閉まって いる 状態で、 バッ 
ク ドア □ッ クス イッチを 押します。 
•すべての ドアの 施錠び でさます。 
•施錠した とさは、 非常 点滅 灯び] 回 点滅し、 
ブヴ ーび] 回 鳴ります。 

•必ず 施錠 作動 した こと を 確認 して  <  ださ 
し、 


バック ドア オープン スイッチ 

■解 錠ず ると さは 

電子 キーを 携帯し、 バック ドア オープン ス 
イッチを 押します。 

•すべての ドアの 解 錠び でさます。 

•解 錠した とさは、 非常 点滅 灯び 2 回 点滅し、 
ブヴ ーび 2 回 鳴ります。 

参 バック ドアの 開閉に ついては、 P.18 己の 
「バック ドアの 開閉」 を 参照して ください。 
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盛 J 

is 

車内に 電子 キーが ある 場合は、 □ッ クス イッチを 押さな 
いで  <  ださい。 

♦車内に 電子 キーび ある 場合は、 □ッ クス イッチを 巧さないで ください。 電子 キーび 車内に 
開 じ 込め られる 可能性び あり ます。 


•ドア 施錠 時に、 車 室外 発信 機の 検知エ U ア 内に 電子 キーび ある 場合は、 電子 キーと 車両は 
定期的に 通信を 行うた め、 長時間 その 状態で 放置す ると、 電子 キー および 車両の バッテ IJ 一 
び あびる おそれび あります。 車両を 使用 しないと さは、 電子 キーを 車両 付近 （約 2  ml； (内） 
に 置かないで  <  ださい。 


. ^ ^ 知識 - 

作動 節 囲に ついて 

車 室外 発信 機の 検知エ U ア内 （バック ドア スイッチ 
から 周囲 約 7 日 cm じ (内） 

♦ドア ガラス や バック ドア スイッチに 近づ さす ざた 
場合な どは 作動し ない ことび あります。 


検知 エリア 

バック ドア スイッチ か 5 周囲 約 70  cmm 内 


作動 条件に ついて 

♦車 室外 発信 機 （バック ドア） の 検知エ U ア 内に 電 テキ ーを 携帯して 入り、 バック ドア オー 
プン スイ ッチを 巧す と、 I  D コー ドの 照合を 行い、 照合び 一致した とさの み ドアび 解 錠 さ 
れ ます。 降車 後、 すべての ドアび 閉まって いる 状態で バック ドア □ッ クス イッチを 巧す と、 
車 室内 外で ID コードの 照合を 行い、 車内に 電子 キーび なく、 車 外に 電子 キーび あると 判断 
される と、 施錠され ます。 

•車 室外 発信 機 （バック ドア） の 検知エ U ア内に 入って いても、 電子 キーび 地面の 近く や 
高い 場所に あると さ、 バック ドア ガラス や U ヤバン パーに 近づけ 過ぎた とさは 正常に 作 
動し ない 場合び あります。 

•電子 キーび 車 室外 発信 機 （バック ドア） の 検知エ U ア内 にあれば、 電子 キーを 携帯して 
いる 人 外で も 施錠- 解 錠で さます。 

•電子 キーの 持ちち により 作動し にくい ことび あります。 

• 車両の 形状に より 電子 キーび 作動し にく い 場所び あり ます。 

♦電波の 状況び 悪い とさ や 電子 キーの バッテ IJ 一び 切れた とさは、 スマート エン ト U —  & 
スター トシス テム や ワイヤレス ドア □ック IJ モ コンでの ドアの 施錠- 解 錠は でさません。 
この場合は、 P.161 の 「電子 キーび 正常に 作動 しないと きは」 を 参照して ください。 
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' - 知識 - 

施錠- 解 錠に ついて 

•バック ドア □ッ クス イッチを 早 押しした 場合、 施錠され ない ことび あります。 

♦施錠 後、 約 3 秒 間は スマ ー ト エン ト U —  & スター トシス テムで 解 錠す る ことは でさません。 
♦次の ような とさは、 バック ドア □ッ クス イッチを 押さないで ください。 バック ドア □ッ 
クス イッチを 押しても ドアは 施錠され ず、 半 ドア 警報 （P.149 参照） び 鳴ります。 
•いずれ かの ドア （バック ドアを 含む） び 開いて いると き 
• ドアの 開閉 中 

•急な 車 室外 発信 機 （バック ドア） の 検知エ U ア 内への 接近 や 急な バック ドア □ ック スイッチ 
および バック ドア オープン スイッチの 操作では、 施錠- 解 錠され ない 場合び あります。 
その 場合は、 もう 一度 ゆっくりと 操作して ください。 
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C エンジン （イグ ニツシ ヨン） スイッチの 切 D 替え 方〕 


/ 電子 キーを 携帯し、 運転席に 座りまず。 

こ ブレーキ ペダルを 踏まずに" エンジン 
スタート ストップ" スイッチを 押し ま 
す。 

スイッチを 押す ごとに、 スイッチび 

OF アクセサリー モー ド 与 イグニ 
ッシ ヨン ON モード 与 >0F  F … 

の 順に 切り替わります。 

参ア クセヴ IJ ー モード、 イ グニッ シヨ 
"ェンジン スタ-トス トップ" スィッチ  ン 0  N ドのと きは 作動 表示灯び 

穫 色に 点灯し ます。 

参イグ ニッシ ヨン ONf —  ド^ 0  F  F 
は 車両び 停止して いると さに 切り 誓 
わ 0 ます。 

参" エンジン スター トス トップ" ス 
イッチを 早く 押す と、 切り替わらな 
いこと びあります。 目的の スイッチ 
の 状態になる まで、 ] 回 ごとに 確実 
に 押してく ださい。 


"エンジン スタートス ト 
ップ" スイッチ のげ 態 

の 色 

エンジンの 

m 

各が 態の 働き 

OFF 

消な 

停止 

電装 品び 停止 している 状態です。 

アクセサリー 

モード 

憧色 

停止 

オーディ オ などの 電装 品び 使用で さます。 

イグ ニッシ ヨン 
ON モード 

糧色 

停止 

すべての 電装 品び 使用で さます。 

消な 

回転 中 

すべての 電装 品び 使用で きます。 

通常 運転 中の 状態です。 
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超 意 

" エンジン スタート ストップ" 
N モード または アクセサリー モー 
< ださい。 

スイッチが イグ ニッシ ヨン 0 
ドの まま 長時間 放置し ないで 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モード または ア クセヴ 
U ー モー ドの まま 長時間 放置す ると、 車両の バッテ U —び あびる 原因と な ります。 

♦- エンジン スタート ストップ" スイッチに 引っ掛かりび あると さは、 スイッチを 操作 
せず、 すみやかに トヨタ 販売店に 連絡して ください。 

♦- エンジン スタート ストップ" スイッチを 油な どのつ いた 手で さわらない ようにして 
< ださい。 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチに 飲料水な どをこ ぼさない ようを 意して くだ 
さい。 万一、 こぼした あと 異常を 感じたら、 すみやかに トヨタ 販売店に 連絡して ください。 

♦炎天下で 長時間 車両を 放置す ると、 "エンジン スタート ストップ" スイッチの 表面び 熱 
く なって いる 場合び あります。 やけどを しないよう 気をつけて ください。 

♦車 幅 灯び 点 好しても、" エンジン スター トス トップ" スイッチ 照明び 点 打 しないと きは、 
トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 


. ^ A 知識 - 

作動 節 囲に ついて 

車 室内 発信 機の 検知エ U ア内 （車両 室内） 

♦車 外で を ドア ガラスに 近づ さす ざた 場合な どは 
"エンジン スタート ストップ" スイッチの 切 
り 替えび 可能と なること びあります。 


検知ェ U ア 
車両 室内 
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' - 1^1 知識 - 

作動 条件に ついて 

♦車 室内 発信 機の 検知エ U ア内 （車両 室内） に 電子 キー びないと 判断す ると、" エンジン 
スタート ストップ" スイッチを 切り替える ことび でさません。 この場合、" エンジン ス 
タート ストップ" スイッチを 押す と、 キーな し 警告び 鳴ります。 （P.1 己] 参照） 

参 電子 キーを インストルメントパネル 上、 フ □ア 上、 収納 スペース 内 （P.478 参照)、 収納 
ポケット 内 （P.482 参照） などに 置かないで ください。" エンジン スタート ストップ" 
スイ ッチび 切り 替わらない ことび あ ります。 

♦電波の 状況び 悪い とさ や 電子 キーの バッテ IJ 一び 切れた とさは、 スマート エン ト U —  & 
スター トシス テム や ワイヤレス ドア □ック U モ コンでの ドアの 施錠- 解 錠は でさません。 
この場合は、 P.161 の 「電子 キーび 正常に 作動 しないと きは」 を 参照して ください。 
♦電子 キーの 持ちち により 作動し にくい ことび あります。 

♦車両の 形状に より 電子 キーび 作動 しにく い 場所び あ ります。 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチを 操作す ると さは、 奥まで 確実に 巧して くだ 
さい。 

参 "エンジン スタート ストップ" スイッチを 早 押しした 場合、 "エンジン スタート スト 
ップ" スイッチび 切り替わらない ことび あります。 

盗難 防止 システム について 

盗難 防止 システム により" エンジン スタート ストップ" スイッチび 切り替わらな いこと 
びあります。 (P.213, 己 2 日参 照） 

便利 機能に ついて 
オート OFF 機能 

シフト レバーび© にある とき、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセヴ U —モ 
ー ドに した 状態で 約] 時間 放置す ると バッテ IJ 一 あびり 防止の ために、 自動的に スイッチび 
0  F  F になります。 

車両 バッテリー 脱 着 時に ついて 

車両は 常に" エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態 （ア クセヴ U — モード または 
イグ ニッシ ヨン ON モード） を 記憶して いるた め、 車両 バッテ U —を 再 接続した とさは、 バ 
ッテ U —を はずす 前の スイ ッチの 状態に 復帰 します。 修理な どで 車両 ノ くッテ U —を はずす と 
きは、 必ず スイッチを 0  F  F にしてから 行って ください。 

車両 バッテ U — あびり 時に、 バッテ U —び あびる 前の スイッチの 状態び わからない ときは、 
とくにを 意して ください。 
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〔エンジン 始動 •停止の しかた） 


> エンジン 始動の しかた 


7 電子 キーを 携帯し、 運輯 席に 座ります。 

n? ペダルの 位置を 確認し ます。 

正しい 運転 姿勢 （P.217 参照） び とれ 
るよう に シートの 位置を 調整し、 ぺダ 
J レの 各位 置を 確認 します。 


〇 ブレーキ ペダルを 踏みな が! 5、 パー キ 
ングブ レーキが かか つてい る ことを 確 
認 します。 


4 シフト レバーの 位置を 確認し ます。 

シフト レバーび© にある ことを 確認し 
よ 9  〇 

•⑩ でも 始動で さます び、 安全の ため 
©で 行って ください。 


白 ブレーキ ペダルを しっかり 踏みます。 

“ エンジン スタート ストップ’’ スイ 
ッチの 作動 表示灯び 緑色に 点灯し ます。 
•作動 表示灯び 点灯す る ま で 強  <  踏ん 
でく ださい。 

•作動 表示灯び 緑色に 点灯して いない 
と、 エンジンは 始動し ません。 
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ブレーキ ペダルを 踏みな が! 5  " エン ジ 

ン スタート ストップ" スイッチを 押 

して、 エンジンを 始動し ます。 

エンジンび 始動す ると、 作動 表示灯は 

消灯し ます。 

•完全に エンジンび 始動す るまで、 ブ 
レーキ ペダルを 踏み 続けて ください。 

•ブレーキ ペダルを 踏みな びら" エン 
ジン スタート ストップ’’ スイッチ 
を 押せば、 どの スイッチの 状態から 
でも エンジンを 始動す る ことび でさ 
ます。 

•エンジンび 始動し ない 場合、 ブレー 
キ ペダルび 重 < なる 場合び あります 
び、 その 際には 通常よりも 強く ブレ 
ー キぺ夕 V レを 踏んで く ださい。 

•クラン キング ホールド 機能 （P.146 
参照） び 作動し ます。 
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J エンジン 停止の しかた 

車両を 完全に 停止 させ、 シフ トレバーを© に 入れて" エンジン スター トス 
トップ" スイッチを 押します。 

スイッチび OFF になり、 エンジンび 停止し ます。 

参 シフ トレバーび© じ (外で エンジンを 停止し ないで ください。 

万一、 シフト レバーび、 ©じ (外で エンジンを 停止した 場合、 "エンジン ス 
タート ストップ" スイッチび ア クセヴ U — ハードになります。 そのと さ 
は、 シフト レバーを© に 入れ、 スイッチを 2 回 押して、 スイッチを OFF 
にします。 （確実に スイッチび OF  F になって いる ことを 確認して ください。） 


^  pg  車 外 か! 5 の エンジンの 始動は 絶 巧に 行わないで くださし、。 


•車 外からの エンジンの 始動は 絶対に 行わないで ください。 思わめ 事故に つなび る おそれび 
あり 危険です ので、 必ず 運転席に 座 って 行って く ださい。 

•走行 中は、" エンジン スタート ストップ" スイッチに さわらないで ください。 誤って ス 
イッチを 押し 続け、 エンジンび 停止す ると、 ブレーキ 倍 力 装置 や パワー ステア U ングび 働 
かず、 ブレーキの 効きび 悪く なったり、 八ン ドルび 非常に 重く なったり して、 思わめ 事故 
につな びる おそれび あり 危険です。 

♦車を かし 移動させる とさ も、 必ず エンジンを 始動して ください。 エンジンを かけず、 坂道 
を 利用 して 車を 動かす と、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦エンジンの 始動 操作を したと さに、 "エンジン スタート ストップ" スイッチの 作動 表示 
好び 緑色に 点滅した とさは、 絶対に 車両を 走行 させないで ください。 ステア U ング □ック 
び 解除され ていない ため、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
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" エンジン スタート ストップ 
が糧色 に 点滅して いると きは、 
れ ます。 

" スイッチの 作動 表示な 
システムの 異常が 考え! 5 

♦- エンジン スタート ストップ" スイッチの 作動 表示灯び 憧 色に 点滅して いると きは、 
システムの 異常び 考えられます。 いったん スイッチを OF F にす ると、 エンジンを 再 始動 
でさなくなる ことび あります ので、 すみやかに トヨタ 販売店に 連絡して ください。 


•走行 中、 エンスト などで 車両び 滑走 状態に なった とさは、 安全な 状態で 車両び 停止す る ま 
で、 ドアを 開けたり しないで ください。 ステア IJ ング □ック び 作動す る 可能性び あり 危険 
です。 安全な 場所に 停車 させた あと、 すみやかに トヨタ 販売店に 連絡して ください。 

♦- エンジン スタート ストップ" スイッチに 引っ掛かりび あると さは、 スイッチを 操作 
せず、 すみやかに トヨタ 販売店に 連絡して ください。 

♦- エンジン スタート ストップ" スイッチを 油な どのつ いた 手で さわらない ようにして 
< ださい。 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチに 飲料水な どをこ ぼさない ようを 意して くだ 
さい。 万一、 こぼした あと 異常を 感じたら、 すみやかに トヨタ 販売店に 連絡して ください。 

♦炎天下で 長時間 車両を 放置す ると、" エンジン スタート ストップ" スイッチの 表面び 熱 
く なって いる 場合び あります。 やけどを しないよう 気をつけて ください。 

♦車 幅 灯び 点灯しても、" エンジン スター トス トップ" スイッチ 照明び 点灯 しないと きは、 
トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 
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' - 知識 - 

作動 節 囲に ついて 

車 室内 発信 機の 検知エ U ァ内 （車両 室内） 

♦車 外で も ドア ガラスに 近づ さす ざた 場合な どは 
エンジンの 始動び 可能と なること びあります。 


エンジンの 緊急 停止に ついて 

走行 中、" エンジン スタート ストップ" スイッチを 約 3 秒 じ (上 押し 続ける と、 エンジンを 
停止す る ことび でさます。 緊急 時 外は 走行 中に エンジンを 停止し ないで ください。 

♦ "エンジン スタート ストップ" スイッチは ア クセヴ U — モードになります。 

♦この 状態では オート 日 F  F 機能は 作動し ません。 （P.1 39 参照） 


エンジンの 緊急 始動に ついて 

通常の エンジン 始動 操作で エンジンび 始動 しないと さは、 シフト レバーを© にしてから、" エ 
ン ジン スタート ストップ" スイッチの 状態を アクセサリー モードに して ブレーキを 踏み、 ス 
イッチを 約] 已秒じ (上 押し 続ける と、 エンジンび 始動す る 場合び あります。 

♦緊急 時！; (外は、 このち 法で 始動 させないで ください。 


検知ェ U ア 
車両 室内 
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' - 1^1 知識 - 

作動 条件に ついて 

♦車 室内 発信 機の 検知エ U ア内 （車両 室内） に 電子 キー びないと 判断す ると、 エンジンを 始 
動す る ことは でさません。 この場合、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを 押す と、 
キーな し 警告び 鳴ります。 （P. T 已 1 参照） 

♦電子 キーを インストルメントパネル 上、 フ □ア 上、 収納 スペース 内 （P.478 参照)、 収納 
ポケット 内 （P.482 参照） などに 置かないで ください。 エンジンび 始動で さない ことび 
あります。 

参 電波の 状況び 悪い とさ や 電子 キーの バッテ IJ 一び 切れた とさは、 スマート エン ト IJ  一  & 
スター トシス テム や ワイヤレス ドア □ック U モ コンでの ドアの 施錠- 解 錠は でさません。 
この場合は、 P.161 の 「電子 キーび 正常に 作動 しないと さは」 を 参照して ください。 

♦エンジン 始動 操作を したと さに、 エンジンび 始動せ ず、" エンジン スタート ストップ" 
スイッチの 作動 表示灯び 緑色に 点滅して いると さは、 八ン ドルの 負荷に より、 ステア U 
ング □ック び 解除され ていません。 八ン ドルを 左ち に 動かしな びら、 ブレーキ ペダルを 
踏み、 スイッチを 巧し 直して ください。 

♦エンジンの 始動と 停止を 短い 間隔で 繰り返した 直後は、 エンジンを 始動で さない 場合び あ 
ります。 この場合は 約] 日 秒！; (上 待って から 再び エンジンの 始動 操作を してく ださい。 

♦車両の バッテ U —び あびって いる 場合は ステア IJ ング □ ックび 作動 しないの でを 意 してく 
ださい。 

♦電子 キーの 持ちち により 作動し にくい ことび あります。 

♦車両の 形状に より 電子 キーび 作動 しにく い 場所び あ ります。 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチを 操作す ると さは、 奥まで 確実に 押してく だ 
さい。 

♦- エンジン スタート ストップ" スイッチを 早 押しした 場合、 エンジンび 始動 •停止し 
ない ことび あります。 

盗難 防止 システム について 

盗難 防止 システム により、 エンジンび 始動し ない ことび あります。 (P.213, 已 2 日参 照） 

車両 バッ テリ ー脱着 時に ついて 

♦車両の バッテ U — 脱 着 後、" エンジン スタート ストップ" スイッチを 一度 巧す だけでは 
エンジンび 始動し ない ことび あります。 その 場合は、 ちう 一度 スイッチを 押してく ださい。 

♦車両の バッテ U — 脱 着 後、 すぐには エンジンび 始動し ない ことび あります。 その 場合は、 
バッテ U — 接続から 約 1 日 秒 じ (上 待って から エンジンを 始動 してく ださい。 
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' - 知識 - 

クラン キング ホール ド 機能に ついて 

エンジン 始動 操作を してす ぐに 手を 離す と、 エンジンび 始動す るまで スターターの 回転を 最 
大で約 18 秒 間 保持し ます。 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチを 押した ままで も、 スターターの 回転は 最大 
で 約 3 日 秒 間です。 

約 3 日 秒 経過しても エンジンび 始動し ない 場合は、 スターターの 回転を 停止し ます。 その 
場合は、 ち ラー 度 エンジンの 始動 操作を してく ださい。 
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車 室外 発信 機の 検知エ U ア内 （フ □ント ドア、 バック ドア） に 長時間 電 テキ 
一を 放置して いると、 電子 キーと 車両び 定期的に 通信を 行うた め、 電子 キー 
および 車両の バッテ U —び あびる おそれび あ ります。 

そのため、 電子 キー および 車両の バッテ U — あがりを 防止す るた め、 次の 
ときは スマート エン ト U —  & スタート システムび 自動で 停止し ます。 
♦14曰1^(上、 電子 キーから 応答 びないと さ 
♦1 日 分 (上、 車 室外 発信 機の 検知エ U ア 内に 電子 キーび あると さ 

スマート エン ト U —  & スタート システムを 復帰させる には、 次の いずれ か 
の 操作を 行って ください D 

参 車両に 近づいて 電子 キーの ワイヤレス ドア □ック Uf コン スイッチを 押 
す。 

♦フ □ント ドア 八ン ドル、 または バック ドアの □ッ クス イッチを 押し、 施錠 
操作を する。 
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G 警報- 防止 機能 および 警告 表 お;) 


スマート エン ト U —  & スタート システムでは、 予期せ め 車両の 動 さ 出し、 
車両 盗難な どを 而 せぐ ため、 警報音を 鳴らしたり、 マルチ イン フォ メー シヨ 
ン ディスプレイへの 警告 表示 （マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 
車)、 スマート エン ト U  —  & スタート システム 警告 灯の 点灯、" エンジン ス 
タート ストップ" スイッチの 作動 表示灯の 点滅で 注意を ラな びし ます。 
警報音び 鳴ったり、 警告の 表示び 点灯した とさは、 必ず 車両 および 電子 キー 
の 確認を 行って ください。 


車内 警報音 


J 警報音に よる 防止 機能 

■電源 切り 忘れ 防止 機能 

r  。  。車内 警報 盲  1 エンジン スター ト ストップ" スイ 

し ヒ — 、 ヒー •  •  • （断続 吹鳴）  ッチの 切り 忘れを お 知 5 せして います。 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ U  — f ー  ドのと さ、 
シフ トレバーび© で 運転席 ドアを 開ける と、 スイッチの 切り 忘れを 警告す 
る 車内 警報音び "ピー、 ピー…" と 鳴ります。 ただし、 スイッチび イグニ 
ッシ ヨン 0  N モー ドのと さは 鳴り ません。 

また、 スイッチび 0  F  F のと さに ステア U ングび □ック されて いないと さ 
にわ 車内 警報音び 鳴ります。 

警報び 鳴ったら、 スイッチを OF  F にして 運転席 ドアを 閉めて ください。 
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車の 警報音  エンジン スター ト ストップ" スイ 

ピ— （連続 吹鳴）  J ッチの 切り 忘れを お 知 5 せして います。 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび 0  F  F じ (外で、 シフト レバー 
び© (外のと さ 運転席 ドアを 開ける と、 スイッチの 切り 忘れを 警告す る 車 
内 警報音び "ピー" と 鳴ります。 

警報び 鳴ったら、 シフ トレバーを© に 入れて ください。 


" エンジン スタート ストップ" スイ 
ッ チの 切り 忘れを お 知 5 せ しています。 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび 0  F  F じ (外で、 シフト レバー 
び© のと さすべ ての ドアを 閉め、 スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テム 
を 使って フ □ント ドア 八ン ドル、 または バック ドアの □ッ クス イッチを 押 
して 施錠 しようと すると スイ ッ チの 切り 忘れを 警告す る 車 外 警報音び" ピ 
一" と 約 6 日 秒 間 鳴り、 施錠す る ことび でさません。 

警報び 鳴ったら、 スイッチを OF  F にして ください。 


いずれ かの ドアが 開いて いる ことを お 
知 5 せして いまず。 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび OFF のと さ、 いずれ かの ド 
ア （バック ドアを 含む） び 開いて いる 状態で、 スマート エン ト U  —  & スタ 
- トシス テムを 使って フ □ント ドア 八ン ドル、 または バック ドアの □ック 
スイッチを 押す と、 車 外 警報音び "ピー" と 約 1 □秒 間 連続して 鳴ります。 
次の いずれ かの 方法で 警報音び 止まり ます。 

参す ベての ドアを 閉めます。 

•電子 キーのを スイ ッチを 押します。 

警報び 鳴ったら、 すべての ドアを 閉めてから、 わう 一度 ドア □ック 操作を 
してく ださい。 

' — 知識 - " 

半 ドア 警報に ついて 

ドア （バック ドアを 含む） を 開閉 するとき に □ッ クス イッチに 触れる と、 半 ドア 警報び 作動 
します。 ドアを 開閉 するとき は □ッ クス イッチに 触れないで ください。 


■半 ドア 警報 


广 

車 外 警報音 

ピ— （約] 日 秒 間 連続 吹鳴） 

J 

f 

車 外 警報音 

V 

ピー （約 60 秒 間 連続 吹鳴） 

J 
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■キー 閉じ込み 防止 機能 
f  車 外 警報音 

し  ピー （ 約2 秒 間 連続 吹鳴）  J 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび OFF のとき、 車内に 電 テキ 
一を 置いた まま、 すべての ドアを 閉め、 スマート エン ト U  —  & スター トシ 
ス テムを 使って フ □ント ドア 八ン ドル、 または バック ドアの □ッ クス イッ 
チを 押して 施錠し ようとしても 車 外 警報音び "ピー" と 約 2 秒 間 鳴り、 施 
錠す る ことび でさません。 

警報び 鳴ったら、 車内に ある 電子 キーを 携帯して、 わう 一度 ドア □ッ ック 
操作を してく ださい。 

' - 知識 - ^ 

キー 閉じ込み 防止 機能に ついて 

•電子 キーを インストルメントパネル 上、 フ □ア 上、 収納 スペース 内 （P.478 参照)、 収納 
ポケット 内 （P.482 参照） などに 置いた 場合、 キー 閉じ込み 防止 機能び 作動し ない こと 
びあります。 

♦電子 キーび 車 外に あっても、 ドア ガラス や ドア 八ン ドルに 近づけす ざた 場合、 キー 閉じ込 
み 防止 機能び 作動す る ことび あ ります。 
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> 警告 好- 警報音- 警告 表示※ 1 による 防止 機能 


ディスプレイ※！ 


《 1 マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイ 装着 車の み 

車内に 電子 キー びないと さな ど、 (下の 状態のと さに 警報音び 鳴り、 スマ ー 
ト エン ト U  —  & スター トシス テム 警告 灯び 点灯し ます。 

♦車内に キー びないと さ （キーな し 警告)。 

♦  “ エンジン スタート ストップ’’ スイッチび 0  F  F じ (外で シフト レバー 
び© (外で 運転席 ドアを 開けた とさ （シフ トレバー 位置 警告)。 

♦キーの バッテ U —び 低下して いる と 判断 したと さ （キー バッテ U — 低下 警 

生 《2) 

マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車では 同時に マルチ イン フ オメ 
ー シヨ ン ディ ス プレイ に 警告 内容び 表示され 么 （マスター ウ オーニング） び 
点滅し ます。 

《2 キー バッテリー 低下 警告は スマート エントリー & スタート システム 警告 打は 点な しません。 


■キーな し 警告 


キーが 

見つかりません 


マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車で 
は、 左記の 表示び マルチ イン フオ メー シヨ ン デイ 
ス プレイに 表示され ます。 


じ (下のと さ、 車内に 電子 キーび ない ことを お知らせ します。 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチを 押して、 車 室内での I  D コ 
ー ドの 照合に より 電子 キーび 車内 にないと 判断した とさ。 

•スマート エン ト U  —  & スタート システム 警告 灯- 警告 表示 （マルチ イン 
フ ォメ ーシ ヨン ディスプレイ 装着 車） び 最大 約 8 秒 間 点灯- 表示し ます。 
• ( 車内 警報音 ） "ピー （1 回 吹鳴)" わ 同時に 鳴ります。 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵 備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万一のと さ 


索引^ 
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参" エンジン スタート ストップ" スイッチび 0  F  F じ (外で、 シフト レバ 
一び© にある とさに 運転席 ドアび 開閉され、 車 室内での I  D コードの 照合 
により、 電子 キーび 車内 にないと 判断した とさ。 

•C 車内 警報音 ） "ピー （1 回 吹鳴)"、 ( 車が 警報音 ) "ピ ッ、 ピッ 、ピ 
ッ （3 回 吹鳴)" わ 同時に 鳴ります。 

次の いずれ かの 方法で 警報音び 止まり ます。 

•電子 キーを 車内に 入れる。 （車 室内での I  D コードび 照合され、 電 テキ 
一び 車内に あると 判断した とさ） 

• "エンジン スタート ストップ" スイッチを OFF にす る。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチび OF  Fii (外で、 運転席 ドア 
(外の ドアび 開閉され、 車 室内での I  D コードの 照合に より、 電子 キーび 
車内 にないと 判断した とさ。 

♦( 車内 警報音） "ピ ~  (1 回 吹鳴）"、 し 車が 警報音 ） "ピ ッ、 ピッ 、ピッ 
(3 回 吹鳴)" わ 同時に 鳴ります。 

次の いずれ かの 方法で 警報音び 止まり ます。 

•電子 キーを 車内に 入れる。 （車 室内での I  D コードび 照合され、 電 テキ 
一び 車内に あると 判断した とさ） 

• "エンジン スタート ストップ" スイッチを OFF にす る。 

•  “ エンジン スタート ストップ’’ スイッチび 0  F  F じ (外で シフト レバー 
び© 外で、 運転席 ドアび 開閉され、 車 室内での I  D コードの 照合に より、 
電子 キーび 車内 にないと 判断した とさ。 

•  C 車内 警報音：) "ピー （連続 吹鳴)"、 C 車が 警報音 ） "ピー （連続 吹鳴)" 
わ 同時に 連続して 鳴ります。 

•マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイ 装着 車では lp レンジに 人れ てくだ さい I も 
交互に 表示され ます。 

次の いずれ かの 方法で 警報音び 止まり ます。 

•電子 キーを 車内に 入れる。 （車 室内での I  D コードび 照合され、 電 テキ 
一び 車内に あると 判断した とさ） 

•シフト レバーを© にして、 "エンジン スタート ストップ’’ スイッチを 
OF  F にす る。 
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■シフト レバー 位置 警告 


P レンジに 
入れて 下さい 


マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車で 
は、 左記の 表示び マルチ イン フオ メー シヨ ン デイ 
ス プレイに 表示され ます。 


" エンジン スタート ストップ" スイッチび 0  F  F じ (外で、 シフト レバーび 
©ii (外で、 運転席 ドアを 開ける と 表示され ます。 

• ( 車内 警報音 ） "ピー （連続 吹鳴)" わ 同時に 連続して 鳴ります。 

このと き、 キーを 持って 車 外に 出て ドアを 閉める と し 車が 警報音） "ピー 
(連続 吹鳴)" び 連続して 鳴ります。 

•  I キーび 見つかりません I ち) 交互に 表示され ます。 

次の いずれ かの 方法で 警報音び 止まり ます。 

•電子 キーを 車内に 入れる。 （車 室内での I  D コードび 照合され、 電 テキ 
一び 車内に あると 判断した とさ） 

•シフト レバーを© にして、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを 
OF  F にす る。 


知識 


車内 警報音に ついて 

走行 開始までに 車 室内での I  D コードの 照合に より、 車内に 電子 キー びないと 判断した とさ 
は、 走行 開始 時に 再度 警報音び 鳴ります。 


目次 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 
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■キー バッテリー 低下 警告 


マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車で 
は、 左記の 表示び マルチ イン フオ メー シヨ ン デイ 
ス プレイに 表示され ます。 


" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ONf — ドに し 
てから 約 2 日 分 じ (上 経過し、 その後 スイッチを 0  F  F にした とさに、 電 テキ 
一の バッテ U — 電圧び 低下して いると 判断した とさに お知らせして います。 
•警告 表示は、 約 己 秒 間 表示され ます。 （マルチ イン フォ メー シヨ ンデ ィス 
プレイ 装着 車） 

•  C 車内 觀音 ) "ピー （1 回 吹鳴)" び 鳴ります。 

•スマ ー ト エン ト U — & スター トシス テム 警告 灯は 点灯し ません。 
•警報音び 鳴った、 または 警告び 表示され たら、 電子 キーの バッテ U — （電 
池） を 交換して ください。 （P. 己 68 参照） 
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> 作動 表示' 打に よる 防止 機能 


■電源 システム 異常 警告 

" エンジン スター トス トップ" スイッチ システムの 異常を 検知 すると、 スイ 
ツチの 作動 表示灯び 穫 色に 点滅し ます。 


處沪爵 作動 表示灯び 点滅した とさは、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて く 


■ステ アリ ング □ッ ク未 解除 警告 

エンジン 始動 操作 時、 ステア U ング □ック び 解除され ず、 エンジンび 始動し な 
かった とさは、" エンジン スタート ストップ" スイッチの 作動 表示灯び 
15 秒 間 緑色に 点滅し ます。 

マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車で 
は、 左記の 表示び マルチ イン フォ メー シヨ ン ディ 
ス プレイに 表示され ます。 

. ^ A 知識 - ^ 

警告 表示に ついて 

♦スマ ー ト エン ト IJ  一  & スター トシス テムび 作動し ない 状態で を 異常び あれば 表示され ま 
す。 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチを 押して エンジンを 始動した とさに 表示び 消 
えます。 エンジンび 始動 しないと さは、 八ン ドルを 軽く 左ち に まわしな びら、 ブレーキ ぺ 
ダルを 踏み、 スイッチを 押しな おします。 


ステアリン ヴ 
□ック 
ホ 解 隙 


目次 


を 警告 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 
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■ステ アリ ング □ック システム 確認 警告 

ステア U ング □ック の システムに 異常を 検知 すると、" エンジン スタート 
ス トップ’’ スイッチの 作動 表示灯び 糧 色に 点滅し ます。 

マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車で 
は、 左記の 表示び マルチ イン フオ メー シヨ ン デイ 
ス プレイに 表示され ます。 


▲  ^ 胃 作動 表示灯び 点滅し、 警告 表示び でた とさは、 すみやかに トヨタ 販売店で 
点検を 受けて ください。 


. — A 知識 - 

警告 表示に ついて 

スマ ー ト エン ト U — & スター トシス テムび 作動し ない 状態で ち 異常び あれば 表示され ます。 
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スマ ー ト エン ト u—  & スター トシス テム 


> 警報音- 警告な- 警告 表示- 作動 表示 好の 作動 一覧表 B  A 

■警報音. 警告な. 警告 表示の 作動 一覧表  S 


車内 警報音 

車が 警報音 

警告 表示※ 

状況 

警告 〇 

ピ ー、 

(断続 吹鳴） 

— 

— 

■電源 切り 忘れ 防止 機能 （P. 148 参照） 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび 
ア クセヴ U — モードで、 シフト レバーび© のと 
さ、 運転席 ドアを 開けた。 

— 

ピ ー 

(約 2 秒 間 吹 
鳴） 

— 

■キ ー閉 じ 込み 防止 機能 （ P . 1 己 0 参照） 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび 
OF  F のと さ、 電子 キーを 車内に 置き忘れた 状 
態で □ ッ クス イッ チを 巧 した。 

— 

ピ _ 

(約 60 秒 間 吹 
鳴） 

— 

■電源 切り 忘れ 防止 機能 （P. 149 参照） 

"エンジン スタート ストップ" スイッチび 
日 FF じ (外で、 シフト レバーび© のとき、 □ッ 
クス イッチを 押した。 

ピー 

(連続 吹鳴） 

— 

— 

■電源 切り 忘れ 防止 機能 （P. 149 参照） 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび 
OF  F じ (外で、 シフト レバーび© じ (外のと き、 
運転席 ドアを 開けた。 

— 

ピ _ 

(約 10 秒 間 
吹鳴） 

— 

■半 ドア 警報 （P. 149 参照） 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび 
OF  F のと さ、 いずれ かの ドアび 半 ドアの 状 
態 または、 ドアを 開閉 中に □ッ クス イッチを 
押した。 

ピ _ 

(1 回 吹鳴） 

— 

表示 

■キ ーバッ テリー低下 警告 （P.1 己 4 参照） 

電子 キーの バッテ U — 電圧び 低下した。 

— 

ピ ー 

(連続 吹鳴） 

ピ ー 

(連続 吹鳴） 

表示 

■キー なし 警告 （P.1 己 2 参照） 

■シフト レバー位置 警告 （P.1 己 3 参照） 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび 
0  F  F じ (外で、 シフ ト レバーび© じ (外のと き、 
運転席 ドアを 開けて 電子 キーを 車 外に 持ち出 
した。 

点灯 

ピ _ 

(1 回 吹鳴） 

— 

表示 爆 大細 秒 間) 

■キー なし 警告 （P.1 己 1 参照） 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを 
巧した とさ、 車 室内の 1  D コード 照合で、 電 
テキ ー びないと 判断した。 

点 m 最大 細 秒 間) 

基本 操作 
早 わかり 


I 涵① 


關 if の 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索？！ 


《 マルチ イン フ オメー シヨ ン ディスプレイ 装着 車 
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■警報音. 警告な. 警告 表示の 作動 一覧表 


車内 警報音 

車が 警報音 

警告 表示※ 

状況 

警告 〇 

ピ _ 

(1 回 吹鳴） 

ピッ、 ピッ 、ピッ 
(3 回 吹鳴） 

表示 

■キー なし 警告 （P.1 已 2 参照） 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび 
日 FF じ (外で、 シフト レバーび© のと さ、 運 
転 席 ドアを 開けて 電子 キーを 車 外に 持ち出し 
た （ドアを 閉めた)。 

点な 

ピ ー 

(1 回 吹鳴） 

ピッ、 ピッ、 ピッ 
(3 回 吹鳴） 

表示 

■キー なし 警告 （P.1 己 2 参照） 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび 
日 FF じ (外で、 シフト レバーび© のと さ、 運 
転 席 外の ドアを 開けて 電子 キーを 車 外に 持 
ち 出した （ドアを 閉めた)。 

点な 

■作動 表示な- 警告 表示の 作動 一覧表 


" エンジン スタート スト 
ップ" スイッチ 
作動 表示 打 

警告 表示 

状況 

緑色に 点滅 
(約 1 己 秒 間） 

表示 

■ステアリング □ック 未 解除 警告 （P.1 己 己 参照） 

エンジン 始動 操作 時に ステア U ング □ ックび 解除 
されず、 エンジンび 始動し なかった。 

糧 色に 点滅 

表示 

■ステ アリ ング □ ックシ ス テム 確認 警告 
(P.1 己 目 参照） 

ステア IJ ング □ック システムの 異常を 検知 した。 

糧 色に 点滅 

— 

■電源 システム 異常 警告 （P.1 己 己 参照） 

" エンジン スタート ストップ" スイッチ シス テ 
ムの 異常を 検 知した。 

《 マルチ イン フ オメー シヨ ン ディスプレイ 装着 車 
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ここでは、 様々 な 「こんなと さは」 の 場面を 想定して、 操作 および 対処ち 法 
の 例を 記載して います。 スマート エン ト U —  & スタート システムを 扱う う 
えでの 参考に してく ださい。 

) 警報音が 鳴って しぶとき は/警告 好が 点 好して しぶとき は ■ 


> スマ ー ト エントリ ー & スタ ー トシス テムび 
作動 しないと きは 


•電子 キーび 通信で さない 状況に ある。 
(P.  ]  27 參 脂） 

•電子 キーの バッテ U — （電池） びない。 
•節電 機能び 働いて いる。 （P. 147 参照） 


> ガソリンスタンド やお 店な どで 車から 離れる ときは I 


f ク） 

r  ^ 

■  I 

じ (下の こと を 確認 してく ださい。 

" エンジン スタート ストップ’’ スイッチ 
を 日 FF にして、 電子 キーを 携帯し、 ドア 
を 施錠して ください。 

•必ず 施錠され ている こと を 確認 してく だ 
さい。 

_ y 


スマ ー ト エン ト U—  & スター トシス テム 


こんなと をは 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ ① 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万一のと さ 


索引^ 
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) 正規の 別の 電子 キーを 携帯した 人び 乗車す ると さは H 


スマート エン ト U —  & スタート システムで 
の 解 錠び できない ときは、 ワイヤレス ドア □ 
ック U モコ ン （P.2 日 4 参照） または メカ ニ カ 
ル キー （P.16] 参照） を 使って 解 錠して くだ 
さい。 


> 正規の 別の 電子 キーを 携帯した 人が 柔 車して いると さは™ 


スマート エン ト U —  & スタート システムで 
の 施錠び でさません。 

車 外から 施錠 するとき は、 ワイヤレス ドア □ 
ック U モコ ン （P.2 日 4 参照） または メカ ニ カ 


ルキ- 

さい。 


(P.161 参照） を 使って 施錠 してく だ 


、エンジン 始動 操作 後に 作動 表示 口び 
^ 緑色に 点滅して いると さは 


エンジン 始動 操作を したと さに、 エンジンび 始動 
せず" エンジン スタート ストップ’’ スイッチ 
の 作動 表示 巧び 緑色に 点滅して いると さは、 八ン 
ドルの 負荷に より ステア U ング □ ックび 解除され 
ていません。 

八ン ドルを 軽く 左ち に まわしな びら、 エンジン 
始動 操作を してく ださい。 
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G 電子 キーび 正常に 作動 しないと をは） 


電子 キーと 車両 間の 通信び さまたげられたり、 電子 キーの バッテ U —び 切 
れた とさは、 スマート エン ト U —  & スタート システム、 ワイヤレス ドア □ 
ック Uf コンび 使用で さなくな ります。 

) 運転席 ドアの 施錠- 解 錠の しかた 

電子 キーに 内蔵され ている メカニカル キーを 使用して、 運転席 ドアを 施錠- 
解 錠し ます。 

■メカニカル キーの 取り出し 方 

ノブの キー マークの ある 側を 押しな びら、 
メカニカル キーを 取り出します。 


ノブ 

メカニカル キー 

■メカニカル キーの 格納の しかた 

メカニカル キーを 図の よ ラに 差し込みます。 


■メカニカル キーでの 施錠- 解 錠の しかた 

前に まわす と 施錠、 うしろに まわす と 解 錠 
されます。 

•すべての ドア （バック ドアを 含む） の 施 
錠、 解 錠び 同時にで さます。 


' — 知識 - 

メカニカル キーに ついて 

参 メカニカル キーを 使用した とさは、 必ず 電子 キーに 格納して おいてく ださい。 電子 キーの 
電池び 切れた とさ や スマ ー ト エン ト U — & スター トシス テムび 正常に 作動 しないと さ、 メ 
カ ニ カルキ ーび 必要になります。 

♦メカニカル キーを 使用す るち 法は 一時的な 処置です。 電池び 切れた とさは、 ただちに 電池 
の 交換を おすすめ します。 （P. 已 68 参照） 
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> "エンジン スタートス トップ" スイッチの 切り替え 方 ■ 

"エンジン スタート ストップ" スイッチに 電子 キーの®  (トヨタ マーク） 
の ある 面で 触れる ことで、 スイッチの 切り替えび 可能になります。 

P.137 の 「" エンジン スタート ストップ" スイッチの 切り替え 方」 を 併 
せて お読みく ださい。 


ブレーキ ペダルを 踏みます。 

電子 キ ー の®  (トヨタ マ ー ク） の ある 
面で "エンジン スタート ストップ" ス 
イッチに 触れます。 

電子 キーを 認識す ると、 ブヴ ー音び 鳴 
り、 作動 表示灯び 緑色に 点灯し ます。 


電子 キー 認識 後、 約 曰 秒 L ツ内 にす ベて 
の ペダル か! 5 足を 離して、" エンジン 
スタート ストップ" スイッチを 押し ま 
ず。 

"エンジン スタート ストップ’’ ス イッ 
チを 押す ごとに、 スイッチび 

アクセサリー モー ド 与 > イグ ニツシ ヨン 


ON モード =^0F  F 


の 順に 切り替わります。 
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スマ ー ト エン ト u—  & スター トシス テム 


' - 1^1 知識 - 

" エンジン スタート ストップ" スイッチの 切り替え について 

♦いったん" エンジン スタート ストップ" スイッチを OF F にす ると、 スイッチを 巧し 
てち スイッチの 切り替えび でさません。 ち ラー 度 はじめから 操作して ください。 

♦電子 キー 認識 後、 約已 砂！; (上 たって から" エンジン スター トス トップ" スイッチを 押し 
て も、 スイッチは 切り替わりません。 もう 一度 はじめから 操作して ください。 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチに 触れる スイッチの 切り替えは 一時的な 処置 
です。 電池び 切れた とさは ただちに 電池の 交換を おすすめ します。 （P. 己 68 参照） 

" エンジン スタート ストップ" スイッチ 切り替え時の 警報に ついて 

"エンジン スタート ストップ" スイッチ 切り替え時に、 いずれ かの ドアを 開閉す ると、 警報 
び 鳴り ますび 異常では あり ません。 
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> エンジン 始動の しかた 

"エンジン スタート ストップ" スイッチに 電子 キーの®  (トヨタ マーク) 
の ある 面で 触れる ことで、 エンジンの 始動び 巧 能になります。 

P.140 「エンジン 始動 •停止の しかた」 を 併せて お読みく ださい。 


2 


ブレーキ ペダルを しっかり 踏みな が 5、 電 
子キ ー の®  (トヨタ マ ー ク） の ある 面で" 
エンジン スタート ストップ" スイッチに 
触れます。 

電子 キーを 認識す ると、 ブヴ ー音び 鳴り、 
作動 表示灯び 緑色に 点灯 します。 

•作動 表示灯び 緑色に 点灯して いないと、 
エンジンは 始動し ません。 

電子 キー 認識 後、 約 曰 秒 内に ブレーキ 
ペダルを 踏んだ まま" エンジン スタート 
ストップ" スイッチを 押します。 

•ブレーキ ペダルを いっぱいまで 踏み込 
まない と、 エンジンび 始動 しないよ ラ 
になって います。 

•エンジンび 始動す ると、 作動 表示灯は 
消灯し ます。 

参 完全に エンジンび 始動す るまで ブレー 
キぺ夕 V レを 踏み 続けて く ださい。 
•エンジンび 始動し ない 場合は、 ブレー 
キ ペダルを 踏まずに" エンジン スター 
トス トップ" スイッチを 押して、 一度 
スイッチを 0  F  F にした あと、 もう 一 
度、 手順 1 から やり直します。 このと き 


ブ レーキ ペダルび 重  <  なること び あり 


ますび、 その 際には 通常よりも 強く ぺ 
ダルを 踏んで ください。 


■エンジン 停止の しかた 

通常の エンジンの 停止の しかたと 同様です。 （P. 142 参照) 
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' - 1^1 知識 - 

エンジンの S 台 動に ついて 

♦電子 キー 認識 後、 約 己 秒 上 たって から" エンジン スタート ストップ" スイッチを 押し 
て も、 エンジンは 始動し ません。 も ラー 度 はじめから 操作して ください。 

♦- エンジン スタート ストップ" スイッチに 触れる エンジンの 始動ち 法は 一時的な 処置 
です。 電池び 切れた とさは ただちに 電池の 交換を おすすめ します。 （P. 已 68 参照） 

エンジン 始動 時の 警報に ついて 

エンジン 始動 時に、 いずれ かの ドアを 開閉す ると、 警報び 鳴ります び 異常ではありません。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 

C フ □ント ドアの 閲巧 ) 

> スマー ト 機能を 使った 施錠. 解 錠の しかた 

P.13 日の 「スマー ト エン ト U-& スタートシス テム」 の 「ドアの 施錠 •解 
錠の しかた」 を 参照して ください。 


J メカニカル キーでの 施錠- 解 錠の しかた 

P.16] の 「電子 キーび 正常に 作動 しないと さは」 の 「運転席 ドアの 施錠- 
解 錠の しかた」 を 参照して ください。 


ドア □ツ クス イッチでの 施錠- 解 錠 
のし かた 


谭転席 ドア 


スイ ツチの ち 側を 押す と 施錠、 左側を 押す と 解 錠され ます。 

•すべての ドア （バック ドアを 含む） の 施錠 •解 錠び 同時にで さます。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


' - 知識 - 

作動 条件に ついて 

♦- エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態に 関係な く 使用で さます。 

♦ドア □ッ クス イッチを 押し 続ける と、 作動し ない ことび あります。 いったん ドア □ッ クス 
イッチから 指を 離し、 押しな おしてく ださい。 

セキュリティ 機能に ついて 

車両 盗難な どを 防ぐ ため、 ドア □ッ クス イッチでの 解 錠 作動を 停止す る 機能です。 

(窓枠と ドア ガラスの す さ 間から ドア □ッ クス イッチを 巧して 解 錠され るのを 防止し ます。） 

1;( 下の 方法で 施錠した とさ 自動的に 機能し ます。 

♦ドアに キーを 差し込んでの 施錠 （P. 161 参照） 

•ワイヤレス ドア □ック U モ コンを 使っ ての 施錠 （ P . 2 日 4 参照） 

参 ワイヤレス ドア □ック U モ コンで 解 錠した あと ドアを 開けなかった ときの 約 3 日 秒 後の 自 
動 施錠 （P. 207 参照） 

参 スマート 機能に よる 施錠 （P. 13 日参 照） 

♦スマ ー ト 機能で 解 錠した あと ドアを 開けなかった とさの 約 3 日 砂 後の 自動 施錠 （P.1 32 参 

昭） 

♦  □ッ クレバーを 使っての 施錠 （P. 169 参照） 


便利 機能に ついて 
車 速 感応 オートドア □ック 

車 速び 約 2 日 上になる と、 すべての ドアび 自動的に 施錠され ます。 

♦この 機能を 解除す る こと もで きます。 詳しくは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

衝撃 感知 ドア □ ック 解除 システム 

車両び 前後左右から 強い 衝撃を 受ける と、 自動的に すべての ドアの □ック び 解除され ます。 
♦  SR  S エアバッグび 作動し ないような 弱い 衝撃のと さや、 事故の 形態に よっては 作動し な 
いこと びあります。 
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' - 知識 - 

ユーザー カスタマイズ について 

ドア □ッ クス イッチの 各 機能の 設定を お客様の ご 希望に より 変更す る ことび できます。 
すべての ドアを 閉め、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 F F または ア クセヴ U 
ー モードから イグ ニッシ ヨン ON モードに して、 約1日秒じ(内に下表の変更ち法にしたびっ 
て シフ トレバーと ドア □ッ クス イッチを 操作して ください。 

♦下表の 変更ち 法に したびって 操作す るた びに、 各 機能の 設定び 有効- 無効に 切り替わり ま 
す。 （現状の 各 機能の 設定び 有効なら ば 無効に、 無効なら ば 有効に 切り替わります。） 
•変更 操作び 完了す ると、 施錠- 解 錠 動作び 1 回 繰り返されます。 


機能 

内容 

変更 方法 

シフ トレ パー 位置 

ドア □ッ クス イッチ 

シフ ト 連動 
オー ト □ッ ク※ 

エンジン 回転 中で、 すべての 
ドアび 閉まって いると さ、 シ 
フ トレバーを© から© じ (がに 
すると、 すべての ドアを 施錠 
する。 

©の 位置 

スイッチの 施錠 側を 
約 己 砂 巧して 離す。 

シフ ト 連動 
オー ト アン □ック 

“ エンジン スタート ストップ" 
スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N 
モードで、 シフト レバーを© じ ( 
外から© にす ると、 すべての 
ドアを 解 錠す る。 

スイッチの 解 錠 側を 
約 己 砂 押して 離す。 

車 速 感応 
オートドア □ック 

車 速び 約 2 日 km/hlU 上に な 
ると すべての ドアを 施錠す 
る。 

©1^( 外の 位置 

スイッチの 施錠 側を 
約 己 砂 押して 離す。 

※の 機能は、 初期設定 （工場 出荷 時） では 無効に 設定され ています。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


J  □ック レノ （一での 施錠- 解 錠の しかた 

■車内での 施錠. 解 錠 


□ック レノ  く 一を 前方に 押 し 込む と 施錠、 後方に 弓 I さ 出す と 解 錠され ます 

■車 外 か! 5 の 施錠の しかた 


□ック レノ く 一を 施錠 側に して、 ドア 八ン ドルを 引いた まま ドアを 閉めます。 
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' - 知識 - 

便利 機能に ついて 

運転席 ドアは、 □ッ クレバーび 施錠 側に なって いても、 車内の ドア レバーを 引く と、 ドアび 
開 さます。 


、ワイヤレス ドア □ツ クリ モコ ン での 
^ 施錠 •解 錠の しかた 


P.2 日 4 の 「ワイヤレス ドア □ック Uf コンの 使い方」 を 参照して ください。 


▲群:^ 走行 前にす ベての ドアが 確実に 閉まって いる ことを 確認し 
胃 S  I てくだ さい。 

•走行 前にす ベての ドアび 確実に 閉まって いる ことを 確認して ください。 ドアび 確実に 閉ま 
って いないと、 走行 中に ドアび 突然 開 さ、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
♦走行 中は ドア レバーを 引かないで ください。 

ドアび 開 さ 車 外に 放り出された りして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび 
る おそれび あります。 

とくに、 運転席は □ッ クレバーび 施錠 側に なって いてち ドアび 開く ため、 ミ 主意して ください。 
♦お テ さまに ドアの 操作を させないで ください。 

•閉める とさ 手 •頭- 首な どを 挟んだり して 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つ 
なびる おそれび あります。 

•走行 中に ドアを 開け、 お テ さまび 車 外に 放り出された りして、 重大な 傷害に およぶ か、 
最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


' - 1^1 知識 - 

便利 機能に ついて 

イルミ ネー テッド エントリー システム （P.476 参照） 

ドアの 状態 や" エンジン スタート ストップ" スイッチ、 シフト レバーの 位置に よって 各 
部の 照明び 点 好- 消 好し ます。 

乗車 中の 施錠. 解 錠の 効果に ついて 

乗車 中の 施錠、 解 錠に ついては それぞれ 次の よ ラな 効果び あります ので、 選択して ください。 

〈乗車 中、 施錠して いる 場合〉 

♦同乗者び 誤って ドアを 開ける ことを 防ぎます。 

♦車 外 か らの 不意の 侵入者を 防ぎます。 

♦シー ト ベル トの 着用と 併せて、 事故 時に 車 外に 投げ出される 可能性び 少なくな ります。 

〈乗車 中、 解 錠して いる 場合〉 

♦万一の 場合に 車 外 か らの 救援活動び 受け やす くなります。 

車から 離れる とさは、 必ず エンジンを 止め 施錠す る ことび 法律で 義務づけられて います。 ま 
た 車両 盗難 や 車内の 物を 盗まれる おそれび あります ので、 車内に 貴重品な どを 置かない よう 
にして ください。 
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c スライド ドアの 開閉 ） 


J  □ック レノ （一での 施錠- 解 錠の しかた 

■車内での 施錠. 解 錠 


□ック レノ く 一を 前方に 押す と 施錠、 後方に 引く と 解 錠され ます。 

■車 外 か 5 の 施錠 


□ッ クレバーを 施錠 側に して、 ドアを 閉めます。 

. ^ A 知識 - 

施錠- 解 錠に ついて 

ワイヤレス ドア □ック U モ コン スイ ッチ や 運転席 ドアに ある キー シ U ン ダー、 ドア □ ッ クス 
イッチ、 スマート エン ト U  —  & スタート システム により、 全 ドアの 施錠 •解 錠を 行 ラ ことび 
でさます。 P.2 日 4 の 「ワイヤレス ドア □ック U モ コンの 使いち」、 P.16] の 「メカ ニ カルキ 
一での 施錠 •解 錠の しかた」、 P.166 の 「ドア □ッ クス イッチでの 施錠 •解 錠の しかた」、 
P.13 日の 「ドアの 施錠 •解 錠の しかた」 を 参照して ください。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


J 開閉の しかた 

■車内 か! 5 の 開閉 


スライ ド ドアを 動かしたい 方向に イン サイ ド八ン ドルを 操作し ます。 

参 □ッ クレバーび 施錠 側のと さは （P.172 参照） スライド ドアは 開けられ 
ません。 

♦チャイルド プ □テク ターレ バーび 施錠 側のと さは （P.]  84 参照） スライ 
ド ドアは 開けられません。 


■車 外 か! 5 の 開閉 


開ける とさは、 アウ トヴイ ド八ン ドルを 引いて スライ ド ドアを 車両 後方に 操 
作し ます。 

閉める とさは、 アウ トヴイ ド八ン ドルを 引いて ス トッパーを 解除 させてから、 
スライド ドアを 車両 前方に 操作し ます。 

♦  □ッ ク レバーび 施錠 側のと きは （P.172 参照） スライド ドアは 開けられ 
ません。 
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座議 

走行 中 は 下の ことを お守りく ださい。 

•走行 中は I ツ 下の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と 思い も よらず ドアび 開 さ、 
外に 投げ出されるな どして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび 


あります。 

• シー ト ベル トを 必ず 着用 してく ださい。 

•全ての ドアを 施錠して ください。 

•全ての ドアを 確実に 閉めて ください。 

•走行 中は ドア 内側の ドア 八ン ドルを 操作し ないで ください。 

• お テ さまを 乗せる とさは、 チ ャイ ル ドプ □テク ターを 使用して ドアび 開かない ようにし 
て  <  ださい。 

♦お テ さまを 乗せて いると さは！; (下の ことを 必ず お守りく ださい。 お守りいた だかない と、 
重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり 危険です。 

•お テ さまを 車内に 残さないで ください。 誤って 閉じ込められた 場合、 熱射病な どを 引 さ 
起こす おそれび あります。 

•お テ さまには スライド ドアの 開閉 操作を させないで ください。 不意に スライド ドアび 作 
動したり、 閉める ときに 手 •頭- 首な どを 挟んだり する おそれび あります。 

♦スライド ドアの 操作に あたって は、 1；( 下の ことを 必ず お守りく ださい。 お守りいた だかな 
いと、 体を 挟むな どして 生命に かかわる 重大な 傷害に つなび る おそれび あり 危険です。 

•スライド ドアを 開閉 するとき は、 十分に 周囲の 安 
全を 確かめて ください。 

• ドア ガラスを 開けた 状態で スライ ド ドアを 開閉す 
ると さは、 窓から 手 •足- 頭な どを 出さないで くだ 
さい。 

•人び いると さは、 安全を 確認し 動かす ことを 知ら 
せる 「声 かけ」 をして ください。 

•半開 状態では スライ ド ドアび 静止し ないた め、 必 
ず 全開に してく ださい。 傾斜 地での 停車 時に ドアび 
開いて いると、 突然 動 さ 出す おそれび あります。 
•坂道では スライド ドアの 開閉 ス ピー ドび 早くな り 
ます。 ドアび 体に 当たったり 挟んだり しないよう、 
ミ 主意して  <  ださい。 

•下り坂での 停車 時に 乗り おり するとき は、 スライ 
ド ドアを 全開に して おいてく ださい。 また、 途中で 
ドア 八ン ドルを 操作し ないで ください。 ドアび 突然 
動 さ 出す おそれび あります。 

•スライド ドアを 閉める ときは、 指な どを 挟まない 
よう 十分 注意して ください。 
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スライド ドアを 開閉す る 前に 付近の 状態を 必ず 確認して 
< ださい。 


•スライド ドアを 開閉す る 前に、 運転者は スライド ドアび 安全に 開閉で きる よ ラに 車 外 およ 
び 車内の スライド ドア 付近の 状態を 必ず 確認して ください。 

•走行 するとき や ドアを 開閉 するとき は、 ジュース などび 入って いる 紙 コップ や ガラス 製の 
コップな どを 収納し ないで ください。 ジュース などび こぼれたり、 ガラス 製品び 割れたり 
する おそれび あります。 

♦スライド ドアの U ヤ ステップ 下の □ー ラー ll 
滑走 面に、 石な どの 異物び 入り込まな いよ 
ラを 意して ください。 異物び 入り込ん だま 
ま スライド ドアを 開閉す ると、 スライド ド 
アの 故障の 原因になります。 


U ヤ ステップ 音 15 


□— ラー滑走 面」 


- A 知識 


安全 機能に ついて 
中間 ストッパー 

•スライド ドアの ドア ガラスび 大 さく 開いて いたり、 フュー エル IJ ッド （燃料 補給 □) び 開 
いている と、 スライ ド ドアは 途中まで しか 開きません。 

(中間 ストッパー 位置で 停止し ます。） 

♦中間 ス トッパー 位置で 停止した スライド ドアを 全開に するとき は、 ドア ガラス および フュー 
エル U ッ ドを 閉じ、 ドア ガラスび 開いて いる 場合は いったん スライ ド ドアを 全開に して か 
ら 再度 ドアを 開けて ください。 
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' - 知識 - 

開閉に ついて 

傾斜した 場所では、 平坦な 場所よりも ドアの 開閉び しにくかったり、 急に 開閉して しまう 場 
合び あります。 


スライド ド アイー ジーク □— ザー 

スライド ドアを 半 ドアの 位置まで 閉じる と、 イー ジーク □ーヴ ーび 働 さ、 自 
動的に 全閉 になります。 イー ジーク □ーヴ ーは" エンジン スタート スト ッ 
プ" スイッチの 状態に 関係な く 作動し ます。 


A 驅 

半 ドア 状態のと き イー ジーク □ー ザ ーが 働き スライド ドア 

び 自動的に 閉まる ため、 指な どを 挟まない ように ま 意して 

< ださい。 

♦半 ドア 状態のと さ イー ジーク □ーヴ ーび 働 さ スライ ド ドアび 自動的に 閉まる ため、 指な ど 
を 挟まない ようにを 意して ください。 骨折な ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦半 ドア 状態から イー ジーク □ーヴ ーび 作動す るまでに 
数秒 かかります。 指な どを ドアの 間に 挟まないで くだ ィ- シ-ク 〇-ブ -の 装着 部位 
さい。 骨折な ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険 
です。 

•イー ジーク □ーヴ ーは、 パワー スライド ドアの メイン 
スイッチび 0  F  F のと さに も 作動し ます。 

参 □ッ クレバー や チャイルド プ □テク ターレ バー 
(P.]  84 参照） び 施錠 側のと さ、 イー ジーク □ーヴ ー作 
動 中に イン サイ ド八ン ドルを 引いて ち 作動は 停止し ま 
せん。 指な どを 挟まれない ように ミ 主意して ください。 

重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


^ 洗 巧  イー ジーク □ー ザ ーの 作動 中は 無理な 力を かけない でく 

L ださい。 

♦イー ジーク □ーヴ ーの 故障を 防ぐ ために イー ジーク □ーヴ ーの 作動 中は スライド ドアに 
無理な 力を かけないで ください。 

♦ドアの 開け 閉めを 短時間に 繰り返す と イー ジーク □ーヴ ーび 作動し ない ことび あります。 
この場合、 ] 度 ドアを 開け、 少し 時間を おいてから 閉めな おすと 作動し ます。 
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' - 知識 - 

スライド ドア イー ジーク □ー ザ ーにつ いて 

スライド ドアを 半 ドアの 位置まで 閉める と、 イー ジーク □ーヴ ーび 働 さ、 自動的に 全開に な 
ります。 "エンジン スタート ストップ" スイッチに 関係な く 作動し ます。 

♦イー ジーク □ーヴ ーの 作動 中で ち イン サイド 八ン ドル、 アウト サイド 八ン ドル (P.173 
参照） を 引く ことにより ドアを 開ける ことび できます。 （□ッ クレバー、 または チ ヤイ ル 
ドプ □テ クタ ーび 施錠 側の とさは 除く。） 

♦スライド ドア 八ン ドルを 引いた まま ドアを 閉める と イー ジーク □ーヴ ーは 作動し ない こと 
びあります。 

♦イー ジーク □ーヴ ーを 使わずに 手動で ドアを 全開に する ことち でさます。 


> パワー スライド ドアの 自動 開閉の しかた 

■メイン スイッチ 


メイン スイッチを 押す ごとに、 イグ ニッシ ヨン ON モードと 0  F  F に 切り 誓 
わ 0 ます。 

•メイン スイッチび 0  F  F のと さは、 パワー スライ ド ドアを 自動で 開閉 させ 
る ことは でさません。 

'  知識  ^ 

メイン スイッチ について 

♦メイン スイッチび 日 F  F のと さで も イー ジーク □ーヴ ーは 作動し ます。 （P.]  76 参照） 
♦メイン スイッチを 日 F  F にす ると、 同時に パワー バック ドア （P. 192 参照） も 自動で 開 
開で さな  <  なります。 
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■スライド ドア 八ン ドルでの 自動 開閉 

〈アウ トヴイ ドノ V ン ドル〉  〈イン サイ ドノ V ン ドル〉 


パワー スライド ドアび 全開 状態のと さ、 八ン ドルを 操作して ブヴ ーび 鳴る 位 

置まで 開ける と 自動で 全開し ます。 

また、 パワー スライド ドアび 全開 状態のと さ、 ブヴ ーび 鳴る 位置まで 八ンド 

ルを 操作す ると、 自動で 全開し ます。 開 作動 中は、 断続的に ブヴ ーび 鳴り ま 

す。 

•アウト サイド 八ン ドルでは、 全開 （全開） 作動 中に 再度 八ン ドルを 操作す 
ると、 全開 （全開） 作動に 切り替わります。 ただし、 全閉 （全開） 状態 か 
ら 自動 開閉 作動び 開始して 約] 秒 間は、 再度 八ン ドルを 操作しても 全閉 
(全開） 作動に 切り替わりません。 

•イン サイ ド八ン ドルでは、 全開 作動 中に 再度 八ン ドルを 車両 前方に 操作す 
ると、 全開 作動に 切り替わります。 全開 作動 中に 再度 八ン ドルを 車両 後方 
に 操作す ると、 全開 作動に 切り替わります。 ただし、 全開 （全開） 状態 か 
ら 自動 開閉 作動び 開始して 約 1 秒 間は、 再度 八ン ドルを 車両 前方 （車両 後 
方） に 操作しても 全閉 （全開） 作動に 切り替わりません。 

•チャイルド プ □テク ターレ バーび 施錠 状態 （P. 184 参照） になって いる 
と、 イン サイ ド八ン ドルに よる 自動 開 操作は でさません。 
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■パワー スライ ド ドア スイッチでの 自動 開閉 


I 両側 パワー スライド ドア 装着 車 

I 助手席 側 パワー スライド ドア 装着 車 I 

パワー スライド ドアび 全閉 （全開） 状態のと き、 パワー スライド ドア スイ ッ 

チを 約] 秒 じ (上 押し 続ける と、 自動で 全開 （全 閉） します。 

•両側 パワー スライド ドア 装着 車では、 運転席 側 パワー スライド ドアを 自動 
開閉す ると さは、 運転席 側 スイッチを 押します。 助手席 側 パワー スライド 
ドアを 自動 開閉す ると さは、 助手席 側 スイッチを 押します。 

•助手席 側 パワー スライド ドア 装着 車では、 パワー スライド ドアを 自動 開閉 
すると さは、 スイッチを 押します 

•開閉 作動 開始 時に ブヴ ーび 鳴ります。 （開 作動 中は、 断続的に ブヴ ーび 鳴 
ります。） 

•全開 （全 閉） 作動 中に 再度 スイッチを 押す と、 全開 （全開） 作動に 切り 誓 
わります。 ただし、 全閉 （全開） 状態から 自動 開閉 作動び 開始して 約] 秒 
間は、 再度 スイッチを 押しても 全閉 （全開） 作動に 切り替わりません。 


■ワイヤレス ドア □ック リモコンでの 自動 開閉 

操作 方法に ついては、 P.2 日日の 「パワー スライド ドアの 開閉の しかた」 を 
参照して ください。 
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A 驅 

次の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と スラ 

イド ドアで 指 や 手な どを 挟んだり、 思わめ 事故に つなが 

る おそれが あり 危険です。 

•パワー スライド ドアの 操作 時は、 下の ことを 必 
ず お守りく ださい。 お守りいた だかない と、 重大 
な 傷害に つなび る おそれび あり 危険です。 

• ドア 八ン ドルを 使って パワー スライ ド ドアを 開 
開す ると さは、 操作 後す ぐに ドア 八ン ドルから 
手を 離して ください。 ドア 八ン ドルを 握った ま 
ま スライド ドアび 作動す ると、 手 •指- 腕な ど 
に 無理な 力び かかる おそれび あるので 十分を 意 
してく ださい。 

•周辺の 安全を 確かめ、 障害物び ないか、 身の 回 
り の 品び 挟み込まれる 危険び ないか 確認して く 
ださい。 

•人び いると きは、 作動させる 前に 安全を 確認し、 動かす ことを 知らせる 「声 かけ」 をし 
て  <  ださい。 

•スライ ド ドアび 自動で 開いて いる 途中で パワー スライ ド ドア スイッチを 巧す と、 作動び 
停止し ます。 坂道な どの 傾斜 地では、 停止 させた とさ 急に 開いたり 閉じたり する おそれ 
び あるた め、 十分を 意して ください。 

•傾斜した 場所では、 開いた あとに ドアび 閉まる 場合び あります。 ドアは 必ず 全開で 静止 
している こと を 確認 してく ださい。 

•次の ような 場合、 システムび 異常と 判断し 自動 作動び 停止す る ことび あります。 手動 作 
動に 切り替わり、 急に スライ ド ドアび 閉まるな どして 思わめ 事故に つなび る おそれび あ 
るた め、 十分に ミ 主意して ください。 

- 自動 作動 中、 障害物に 干渉した とさ 

•エンジン 停止 時で パワー スライド ドアび 自動 作動して いると さに、" エンジン スタ 
ート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに したり エンジンを 始動した 
りして、 バッテ U- 電圧び 急に 低下した とき 

•タイヤ 交換な どを する 際は、 パワー スライ ド ドア メイン スイッチを 日 FF にして ください。 
日 FF にしない と、 いたずら や 誤って スイッチに 触れた ときに スライド ドアび 動き、 指 や 
手な どを 挟んで けび をす る おそれび あります。 

•チャイルド プ □テク ターを 施錠 側に している ときは、 パワー スライ ド ドアの 誤 操作 防止 
のた め、 パワー スライ ド ドア メイン スイッチを OFF にして ください。 

♦挟み込み 防止 機能 作動 中は 下の ことを 必ず お守りく ださい。 お守りいた だかない と、 重 
大な 傷害に つなび る おそれび あり 危険です。 

•挟み込み 防止 機能を 故意に 作動 させよ ラと して、 体の 一部を 挟んだり しないで ください。 
•挟み込み 防止 機能は、 スライ ド ドアび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し ない 場合 
びあります。 指な どを 挟まない ようにを 意して ください。 

•挟み込み 防止 機能は、 挟まれる ものの 形状 や 挟まれ かたに よっては 作動し ない 場合び あ 
ります。 指な どを 挟まない ようにを 意して ください。 
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パワー スライド ドア 前端 部の センサーを 刃物な どの 鋭利 
な もので 傷つけな いよう に ま 意して く ださい。 


パワー スライド ドア 前端 部の センサーを 刃物な どの 鋭利な をの 
で 傷つけな いよう にを 意 してく ださい。 セ ンヴ ーび 切断され る 
と 自動で 閉める ことび でさな < なります。 また、 自動で 閉めて 
いると さに センサーび 切断され ると、 ドアは ただちに 停止し ま 
す。 
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' - 知識 - 

パワー スライド ドアの 作動に ついて 

(" エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態に 関係な く 使用で さます。） 

•メイン スイッチび 日 N で、 次の 作動 可能 条件を すべて 満た している と さに 自動で 開閉で さ 
ます。 

〈作動 可能 条件〉 

•パワー スライ ド ドアび 解 錠され ている とさ。 （開 作動を 除く） 

•フュー エル U ッ ドび 閉まって いると さ （助手席 側 パワー スライ ド ドアの み)。 

•車 速び 約 3  km/h 未満のと さ。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの ときは、 上 
記に 加え、 次の いずれ かの 条件を 満たして いる ことび 必要です。 

- パーキング ブレーキび かかって いると さ。 

- シフ トレバーび© のとき。 

. ブレーキ ペダルを 踏んで いると さ。 

♦作動 可能 条件を 満たして いないと さに （フュー エル IJ ッ ドび 開いて いると さを 除く）、 手 
動に より ドアを 閉める （開ける） と 約 8 秒 間 スライド ドアに ブレーキを かけ ドアの 速度を 
抑制し ます。 

•メイン スイッチび 日 F  F のと さは、 パワー スライ ド ドアは 作動し ません び 手動で 開閉で さ 
ます。 

♦パワー スライド ドアの 自動 開閉 中に、 人 や 異物な どに より 異状を 感知す ると、 ブヴ ーび 鳴 
り、 その 位置から 自動的に ドアは 反対ち 向に 動 さます。 ただし、 自動で 開けて いると さに 
全開 位置から 約 2 日 cm 手前の 範囲で 異状を 感知す ると、 その 位置で 作動を 停止し ます。 
•連続して 2 回目 上 同ち 向への 異状を 感知す ると、 ブヴ ーび 鳴り、 手動 操作に 切り替わり 
ます （約 8 秒 間 スライド ドアに ブレーキを かけ ドアの 速度を 抑制し ます）。 ちう 一度 ドア 
を 自動で 作動させる とさは、 メイン スイッチを 日 F F にした のち、 ドアを いったん 手動 
で 全開 または 全開に してから 行って ください。 

♦バッテリーの 電圧び 低下して いると きは、 パワー スライ ド ドアび 作動し ない 場合び あります。 

安全 機能に ついて 

挟み込み 防止 機構 （パワー スライド ドア 装着 車） 

パワー スライド ドアの 前端 部には、 センサーび 
ついています。 ドアを 自動で 閉めて いると さ 
に、 挟み込み などに より センサーび 圧縮され 
ると 挟み込み 防止 機構び 作動し、 その 位置から 
ドアは 自動的に 反対ち 向に 動 さ、 全開 位置で 停 
止します。 
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' - 知識 - 

安全 機能に ついて 

給油 □開 警告 ブザー （パワー スライド ドア 装着 車） 

•フュー エル IJ ッド （燃料 補給 □) び 開いて いると きに、 自動で 助手席 側 パワー スライド ド 
アを 開けよう とすると 作動を 中止し ます。 

♦助手席 側 パワー スライ ド ドアの 自動 開閉 中に フュー エル IJ ッド （燃料 補給 □) を 開ける と、 
ブヴ ーび 鳴り、 作動を 停止し （約 8 秒 間 スライド ドアに ブレーキを かけ ドアの 速度を 抑制 
します)、 手動 作動に 切り替えます。 

中間 ストッパー （パワー スライド ドア 装着 車） 

♦パワー スライ ド ドアの ドア ガラスび 大 さく 開いて いると さに、 パワー スライ ド ドアを 自動 
で 開 作動させる と パワー スライド ドアは 中間 ストッパー 位置で 停止し、 その 位置で 保持 
されます。 

♦中間 ストッパー 位置で パワー スライ ド ドアび 停止して いると さに、 パワー スライ ドド アス 
イッチ、 スライド ドア 八ン ドル、 パワー スライド ドア U モ コン スイッチの いずれ かを 操作 
すると ドアは 開 作動し ます。 

♦中間 ストッパー 位置での パワー スライド ドア 停止 後は、 約 3 日 分 間 ドアを 保持し ます。 そ 
の 後、 8 砂 間で 徐 々に その 保持を 解除し、 下り坂な どで ドアび 急激に 動 さ 出す のを 防 ざま 
す。 

サイ ド リフト アップ シー ト 装着 車に ついて 

サイド IJ フト アップ シートび 完全に （シート 昇降 スイッチを 上側に 巧し 続け、 "ピ ピッ "と 
音び する まで） 上昇し きってない 状態で、 パワー スライド ドアを 閉めようと しても、 ブヴー 
び 鳴り ドアは 閉まりません。 

初期設定に ついて 

ヒューズ 切れ やバッ テ U — あびり などび おさた とさは、 パワー スライ ド ドアの 初期設定 をし 
てくだ さい。 （パワー スライ ド ドアび 全開 時に ヒューズ 切れ やバッ テ U — あびり などび おさ 
たと さは 初期設定を する 必要はありません。） パワー スライ ド ドアの 初期設定 びされ ていな 
いと、 次の 機能は 作動し ません。 

♦パワー スライ ド ドア 
♦挟み込み 防止 機構 

■初期設定の しかた 
〈設定 手順〉 

スライド ドアの アウト サイ ド ハンドルを 操作して、 手動で 一度 全閉 にします。 （P. 173 参照） 
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J チャイルド プ □テク ターの 使い方 


チャイルド プ □テク ターレ バーを 施錠 側に して ドアを 閉めます。 

♦車内の イン サイ ド八ン ドルで スライ ド ドアを 開ける ことび でさ なくなり ま 
す。 

' — 知識 - " 

チ ャイ ル ドプ □テク ターに ついて 

走行 中な どに、 お テ さまび 誤って ドアを 開けたり しないよ うに、 □ッ クレバーの 位置に 関係 
なく、 車内の イン サイ ド八ン ドル 操作では スライド ドアび 開かない ように 施錠で きます。 
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C バック ドアの 開閉 ) 


ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


J 開閉の しかた 

■開け 方 


バック ドア オープン スイッチを 押した まま、 そのまま バック ドアを 持ち上げ 
ます。 

♦バック ドアを 開ける とさは、 最上 部まで 持ち上げて ください。 

♦バック ドアび 自然に 降下し ない ことを 確認して ください。 

■閉め 方 


バック ド アグ U ップを 持って バック ドアを おろし、 バック ドア 下端を 押さえ 
つけ □ック します。 
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走行 中は バック ドアを 閉じて ください。 また、 ラ ゲージ 
ルームには 絶対に 人を 秉 せないで ください。 


♦走行 中は バック ドアを 閉じて ください。 開けた まま 走行す ると、 バック ドアび 車 外の もの 
に 当たったり 荷物び 投げ出されたり して、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
また、 排気ガスび 車内に 侵入し、 重大な 健康 障害 や 死亡に つなび る おそれび あり 危険です。 
走行す る 前に 必ず バック ドアび 閉まって いる ことを 確認して ください。 

♦走行 前に バック ドアび 完全に 閉まって いる ことを 確認して ください。 バック ドアび 完全に 
閉まって いないと、 走行 中に バック ドアび 突然 開 さ、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 
危険です。 

•ラ ゲージ ルームには 絶対に 人を 乗せないで ください。 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した 
とさな どに、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり 危険です。 
•お テ さまを 乗せて いると さは、 下の ことを 必ず お守りく ださい。 お守りいた だかない と、 
重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり 危険です。 

•ラ ゲージ ルームで お テ さまを 遊ばせないで ください。 誤って 閉じ込められた 場合、 熱 射 
病な どを 弓 I さ 起こす おそれび あり ます。 

•お テ さまには バック ドアの 開閉 操作を させないで ください。 不意に バック ドアび 作動し 
たり、 閉める ときに 手 •頭- 首な どを 挟んだり する おそれび あります。 

•バック ドアの 操作に あたって は、 下の ことを 必ず お守りく ださい。 お守りいた だかない 
と、 体を 挟むな どして 重大な 傷害に つなび る おそれび あり 危険です。 

•バック ドアを 開ける 前に、 バック ドアに 貼りつ いた 雪 や 氷な どの 重量 物を 取り除い てく 
ださい。 開いた あとに 重みで バック ドアび 落下す る おそれび あります。 

•バック ドアを 開閉す ると さは、 十分に 周囲の 安全を 確かめて ください。 

•人び いると きは、 安全を 確認し 動かす ことを 知らせる 「声 かけ」 をして ください。 

•強風 時の 開閉には 十分を 意して ください。 バック ドアび 風に あおられ、 勢いよ く 開いた 
り 閉じたり する おそれび あります。 

•半開 状態で 使用す ると、 バック ドアび 落ちて 重大な 傷害を 受ける おそれび あります。 と 


くに 傾斜 地では、 平坦な 場所よりも バック ドアの 開閉び し 
^ こくく、 急に バック ドアび 開いたり 閉じたり する おそれび 
f あります。 必ず バック ドアび 全開で 静止して いる ことを 確 
認 して 使用して ください。 
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走 巧 中は ノ。 y ク ドアを 閉じて < ださい。 また、 ラゲー ジ 
ルームには 絶対に 人を 乗せないで ください。 


バック ドアを 閉める ときは、 指な どを 挟まない 
よう 十分を 意して ください。 


> バ ック ドアは 必ず 外 か ら 軽く 巧 して 閉めて くだ 
さい。 バック ド アグ U ップで 直接 バック ドアを 
閉める と、 手 や 腕を 挟む おそれび あります。 

>バ ック ドア ダン パース テ ーを 持って バック ドア 
を 閉めたり、 ぶら さびったり しないで < ださい。 
手を 挟んだり、 バック ドア ダン パース テ ーび 破 
損したり して、 思わめ 事故に つなび る おそれび 
あり 危険です。 

>バ ック ドアに トヨタ 純正 品 外の アク セヴ U — 
用品を 取りつ けないで < ださい。 バック ドアの 
重量び 重くなる と、 開いた あとに 落ちる おそれ 
びあります。 
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バック ドアを 開閉す る 前に 付近の 状態を 必ず 確認して く 
ださい。 


♦バック ドアを 開閉す る 前に、 運転者は バック 
ドアび 安全に 開閉で さるよう に 車 外 および 車 
内の バック ドア 付近の 状態を 必ず 確認して く 
ださい。 

•バック ドアを 閉める ときは、 ス トライ カーバー 
に 異物び かみこまない よ ラに してく ださい。 

バーび 破損し、 バック ドアび 閉まらなくなる 
おそれび あります。 

♦傾斜した 場所では、 平坦な 場所より ち ドアの 
開閉び しにくかったり、 急に 開閉 してし まう 場合び あり ます。 


ストライカー バー 


> 走 行中 （車 速び 己 km/hl； (上） に バック ドア オープン スイッチを 押しても バック ドアは 開 
さません。 

、) 又 ック ドアには バック ドアを 支える ための ダン パース テ ーび 取りつ けられて います。 ダン 
パース テ ーの 損傷 や 作動 不良を 防ぐ ため、 次の ことを お守りく ださい。 

• ビニール 片- ステッカー- 粘着 材 などの 異物び ステ ーの □ッド 部 （伸縮 部） に 付着し な 
いように してく ださい。 また、 繊維な どの 付着を 防止す るた め、 □ッド 部を 軍手な どで 
触れないで ください。 異物び 付着す ると、 ステ ーび 円滑に 動か なくなったり、 開けた と 
さ 保持 力び 損なわれる おそれび あり ます。 

•バック ドアに トヨタ 純正 品！; (外の ア クセヴ U — 用品を 取りつ けないで ください。 バック 
ドアの 重量び 重くなる と、 開けた とさに ステ ー 
び 支えされ なくなる おそれび あります。 

•ステ ーに 手を かけて 乗り おりしたり、 横ち 向に 
力を かけたり しないで < ださい。 ステ ーび 曲び 
り、 バック ドアび 開閉で さな < なるお それび あ 
ります。 
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' - 知識 - 

施錠- 解 錠に ついて 

ワイヤレス ドア □ック U モ コン スイッチ や 運転席 ドアに ある キー シ U ンダ ー、 ドア □ッ クス 
イッチ、 スマート エン ト U  —  & スタート システム により、 全 ドアの 施錠 •解 錠を 行う ことび 
でさます。 P.2 日 4 の 「ワイヤレス ドア □ック U モ コンの 使いち」、 P.16] の 「メカ ニ カルキ 
一での 施錠 •解 錠の しかた」、 P.16 目の 「ドア □ッ クス イッチでの 施錠 •解 錠の しかた」、 
P.134 の 「バック ドアの 施錠 •解 錠の しかた」 を 参照して ください。 


便利 機能に ついて 

ラ ゲージ ルーム ランプ （P.474 参照） 

ラ ゲージ ルーム ランプの スイッチび 日 N のと さ、 バック ドアを 開ける と ラ ゲージ ルーム ラン 
プび 点灯し ます。 夜間な どの 荷物 確認に 便利です。 
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知識 


エマ ー ジ I ンシ ー レバ ー について 

バッテ U- び あびった ときな ど、 車 外から バック ドアを 開けられ なくなった ときには、 ェ マー 
ジ エンシー レバーを 操作して 車内から  ドア  □ック を 解除す る ことび できます。 


7 エマージェンシー レバーの カバーを 開けます。 

車内へ 入り、 カバー 上部の 切り 欠 さに マイナス ド 
ラ イノ  く一などを 差 し 込み、 カノ  く一を 取りは ずします。 
参 マイナス ドライバーの 先端に カバーな どの 傷つ 
さ 防止の ために 薄手の テープを 巻いて おさます。 


パワー バック ドア 装着 車を 除 < 


S エマージェン シー レバーを 巧し ます。 

レバーを 矢印の ち 向に 押す と、 ドア □ック び 解除 
されます。 

参 パワー バック ドア 装着 車を 除く 車両では、 レバ 
一を マイナス ドライバー などで 巧して < ださい。 


エマ ー ジェ ンシ ー レバ ー 


パワー バック ドア 装着 車 


エマージェン シー レバー^  3 バック ドアを 開けます。 

故障して いると さは、 早めに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
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》 バック ド アイ ー ジ ー ク〇 — ザ ー ★ 

バック ドア イー ジーク □ーヴ ー 装着 車は、 バック ドアを 半 ドアの 位置 ま 
で 閉める と イー ジーク □ーヴ ーび 働 さ、 自動的に 全開になります。 イー ジ 
ーク □ーヴ ーは" エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態に 関係な 
く 作動し ます。 


▲ 


旨 因 


バック ドア イー ジーク □ー ザ ー 装着 車では、 半 ドア 状態 
のとき イー ジーク □ー ザ ーが 働き バック ドアが 自動的に 
閉まる ため、 指な どを 挟まない ように ま 意して ください。 


♦半 ドア 状態のと さ イー ジーク □ーヴ ーび 働 さ バック ド 
アび 自動的に 閉まる ため、 指な どを 挟まない ように ま 
意して ください。 骨折な ど 重大な 傷害を 受ける おそれ 
び あり 危険です。 

•イー ジーク □ーヴ ーは、 パワー バック ドアの メ インス 
イッチび 日 F  F のと さに も 作動し ます。 

♦半 ドア 状態から イー ジーク □ーヴ ーび 作動す るまでに 
数秒 かかります。 指な どを バック ドアの 間に 挟まない 
でく ださい。 骨折な ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 
り 危険です。 


盛 超 意 

バック ド アイ ー ジ ー ク〇 — ザ ー 装着 車では、 イ ー ジ ー ク 
□ー ザ ーの 作動 中は 無理な 力を かけないで ください。 

> イー ジーク □ーヴ ーの 故障を 防ぐ ために イー ジーク □ーヴ ーの 作動 中は バック ドアに 無 
理な 力を かけないで ください。 

>バ ック ドアの 開け 閉めを 短時間に 繰り返す と イー ジーク □ーヴ ーび 作動し ない ことび あ 
ります。 この場合、 ] 度 ドアを 開け、 少し 時間を おいてから 閉めな おすと 作動し ます。 


知識 


バック ド アイ ー ジ ー クロ ー ザ ー について 

バック ドアを 半 ドアの 位置まで 閉める と、 イー ジーク □ーヴ ーび 働 さ、 自動的に 全開に なり 
ます。" エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態に 関係な く 作動し ます。 

♦パワー バック ドアの メイン スイッチび 0  F  F のと さで を イー ジーク □ーヴ ーは 作動し ま 
す。 

参 イー ジーク □ーヴ ーの 作動 中で も、 バック ドア オープン スイッチ （P.18 己 参照） を 巧す 
ことにより パック ドアを 開ける ことび でさます。 

♦バック ドア オープン スイッチを 押した まま ドアを 閉める と イー ジーク □ーヴ ーは 作動し な 
いこと びあります。 

♦イー ジーク □ーヴ ーを 使わずに 手動で バック ドアを 全開に する ことち でさます。 


★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 
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> パワー バック ドアの 自動 開閉の しかた ★ 

■メイン スイッチ 


メイン スイッチを 押す ごとに、 ON と OF  F に 切り替わります。 

•メイン スイッチび 0  F  F のと さは、 パワー バック ドアを 自動で 開閉させる 
ことは でさません。 

' - 知識 - ^ 

メイン スイッチ について 

•メイン スイッチを 日 F  F にす ると、 同時に パワー スライ ド ドアち 自動で 開閉で さなくな り 
ます。 

♦メイン スイッチび 日 F  F のと さで も イー ジーク □ーヴ ーは 作動し ます。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


■パ ワー バック ドア ク □-ズ スイッチ による 自動 閱 作動 


パワー バック ドア ク □ー ズ スイッチ 

バック ドアび 全開 状態のと さ パワー バック ドア ク □ー ズ スイッチを 押す と、 
バック ドアび 自動で 閉まります。 

•閉 作動 開始 時に ブヴ ーび 鳴り、 非常 点滅 灯び 2 回 点滅し ます。 

•開 作動 中は、 断続的に ブヴ ーび 鳴ります。 

•開 作動 中に 再度 スイッチを 押す と、 全開 方向に 反転 作動し ます。 

■パワー バック ドア スイッチ による 自動 開閉 


パワー バック ドア スイッチ 

バック ドアび 全閉 （全開） 状態のと さ パワー バック ドア スイッチを 約] 秒 
上 押し 続ける と、 自動で 全開 （全開） します。 

♦開閉 作動 開始 時に ブヴ ーび 鳴り、 非常 点滅 灯び 2 回 点滅し ます。 

♦開閉 作動 中は、 断続的に ブヴ ーび 鳴ります。 

♦開閉 作動 中に 再度 スイッチを 押す と、 反転 作動し ます。 

■ワイヤレス ドア □ック リモコンでの 自動 開閉 

操作 方法に ついては、 P.2 日 6 の 「パワー バック ドアの 開閉の しかた」 を 参 
照して ください。 
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パワー バック ドア 装着 車では 次の ことを お守りく ださい。 
お守りいた だかない と バック ドアで 指 や 手な どを 挟んだ 
り、 思わめ 事故に つながる おそれが あり 危険です。 


•パワー バック ドアの 操作 時は、 下の ことを 必ず 

お守りく ださい。 お守りいた だかない と、 重大な 

傷害に つなび る おそれび あり 危険です。 

•周辺の 安全を 確かめ、 障害物び ないか、 身の 回 
りの 品び 挟み込まれる 危険び ないか 確認して く 
ださい。 

•人び いると きは、 作動させる 前に 安全を 確認し、 

動かす ことを 知らせる 「声 かけ」 をして くださ 
い。 

•バック ドアび 自動で 開いて いる 途中で パワー バ 
ック ドア スイッチを 巧す と、 作動び 停止し ます。 坂道な どの 傾斜 地では、 停止 させた と 
さ 急に 開いたり 閉じたり する おそれび あるた め、 十分を 意して ください。 

•自動 開閉 中に 作動 可能 条件を 満たさ なくなった とさは、 ブヴ ーび 鳴り、 作動び 停止し 手 
動 操作に 切り替わる 場合び あります。 この場合、 坂道な どの 傾斜 地では バック ドアび 不 
意に 動 さ 出す おそれび あるので 十分 注意して ください。 

•傾斜した 場所では、 自動で 開いた あとに バック ドアび 落ちる 場合び あります。 バック ド 
アは 必ず 全開で 静止 している こと を 確認 してく ださい。 

•次の ような 場合、 システムび 異常と 判断し 自動 作動び 停止す る ことび あります。 手動 作 
動に 切り替わり、 急に バック ドアび 落ちるな どして 思わめ 事故に つなび る おそれび ある 
ため、 十分に 注意して ください。 

- 自動 作動 中、 障害物に 干渉した とさ 

•エンジン 停止 時で パワー バック ドアび 自動 作動して いると さに、" エンジン スター 
ト ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに したり エンジンを 始動したり 
して、 バッテ U- 電圧び 急に 低下した とさ 

•バック ドアに トヨタ 純正 品！; (外の ア クセヴ U — 用品を 取りつ けないで ください。 自動で 
作動で さずに パワー バック ドアび 故障したり、 開いた あとに 落ちる おそれび あります。 

•タイヤ 交換な どを する 際は、 パワー バック ドア メイン スイッチを 日 FF にして ください。 
日 FF にしない と、 いたずら や 誤って スイッチに ふれた とさに パワー バック ドアび 動 さ、 
指 や 手な どを 挟んで けび をす る おそれび あり ます。 

♦挟み込み 防止 機能 作動 中は！; (下の ことにを 意して ください。 を 意して いただかな いと、 重 

大な 傷害に つなび る おそれび あり 危険です。 

•挟み込み 防止 機能を 故意に 作動 させよ ラと して、 体の 一部を 挟んだり しないで ください。 

•挟み込み 防止 機能は、 バック ドアび 完全に 閉まる 直前に 異物を 挟む と 作動し ない 場合び 
あります。 指な どを 挟まない よう にを 意して く ださい。 

•挟み込み 防止 機能は、 挟まれる ものの 形状 や 挟まれ かたに よっては 作動し ない 場合び あ 
ります。 指な どを 挟まない ようにを 意して ください。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


パワー バック ドア 装着 車では 次の ことを お守りく ださい。 
お守りいた だかない と バック ドアで 指 や 手な どを 挟んだ 
り、 思わめ 事故に つながる おそれが あり 危険です。 

•バック ドアを 開ける 前に、 バック ドア 上の 重量 物 （雪な ど） を 取り除いて ください。 開い 
た あとに、 重みで バック ドアび 落下して くる おそれび あります。 

•バック ドアび 全開で 静止して いる ことを 確認して ください。 とくに 傾斜 地では 急に バック 
ドアび 開 じる おそれび あり 危険です。 


パワー バック ドア 左ち 端 部の センサーを 刃物な どの 鋭利 
な もので 傷つけな いよう に 注意して く ださい。 


♦パワー バック ドアの 故障を 防ぐ ために、 1;( 下の ことを 必ず お守りく ださい。 

•パワー バック ドアを 作動させる 前に、 凍結に よる バック ドアの 貼りつ きびない ことを 確 
認 してく ださい。 バック ドアに 無理な 力び かかって いる 状態で 作動させる と、 故障の 原 
因になります。 

•パワー バック ドアの 作動 中は、 バック ドアに 無理な 力を かけないで ください。 

•パワー バック ドア 左ち 端 部の センサー （P. 196 ページ 参照） を 刃物な どの 鋭利な もの 
で 傷つけな いように ミ 主意して ください。 センサーび 切断され ると 自動で 閉める ことび で 
さなくな ります。 
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' - 知識 - 

パワー バック ドアの 作動に ついて 

(" エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態に 関係な く 使用で さます。） 

•メイン スイッチび 日 N で、 次の 作動 可能 条件を すべて 満たして いると さに 自動で 開閉で さ 
ます。 

〈作動 可能 条件〉 

•パワー バック ドアび 解 錠され ている とさ。 

•車 速び 約 己 km/h 未満のと さ。 

• "エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 開 作動 
する には、 上記に 加え、 シフト レバーび© となって いる ことび 必要です。 

•メイン スイッチび 日 F  F のと さは、 パワー バック ドアは 作動し ません び 手動で 開閉で さま 
す。 

♦パワー バック ドアの 自動 開閉 中に、 バック ドア オープン スイッチを 押す と、 手動 作動に 切 
り 替わります。 

♦パワー バック ドアの 自動 開閉 中に、 人 や 異物な どに より 異状を 感知す ると、 ブヴ ーび 鳴り、 
その 位置から 自動的に ドアは 反対ち 向に 動 さます。 

•連続して 2 回目 上の 開ち 向の 異状を 感知す ると、 ブヴ ーび 鳴り 手動 作動に 切り替わり ま 
す。 

♦バッ テ U —の 電圧び 低下して いると きは、 パワー バック ドアび 作動し ない 場合び あります。 

安全 機能に ついて 
挟み込み 防止 機構 

パワー バック ドアの 左ち 端 部には、 センサーび 
ついています。 

ドアを 自動で 閉めて いると さに、 挟み込み など 
により センサーび 圧縮され ると 挟み込み 防止 機 
構び 作動し、 その 位置から ドアは 自動的に 反対 
方向に 動 さ、 全開 位置で 停止し ます。 


初期設定に ついて 

ヒューズ 切れ やバッ テ U — あびり などび おさた とさは、 パワー バック ドアの 初期設定 をして 
ください。 （パワー バック ドアび 全開 時に ヒューズ 切れ やバッ テ IJ 一 あびり などび おさた と 
さは 初期設定を する 必要はありません。） パワー バック ドアの 初期設定び されて いないと、 
次の 機能は 作動し ません。 

•パ ワー パック ドア 
♦挟み込み 防止 機構 

■初期設定の しかた 
〈設定 手順〉 

バック ドアの バック ドア グリップを 持って、 手動で 一度 全閉 にします。 （P. 18 曰 参照） 
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c ドア ガラスの 開閉 ) 


ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


J パワー ウインドウの 使い方 

L 運 お 席 スイッチ I 


運転席 スイッチで すべての ドア ガラスの 開閉び 行えます。 


I 助手席 スイッチ 

I 

I 

後 席 スイッチ I 

自席の ドア ガラスの 開閉び 行えます。 
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■ ドア ガラスの 開閉の しかた 

スイ ッチを 下に 押 している 間は 開 さ、 上に 弓 I いている 間は 閉まり ます。 
スイッチから 手を 離す と、 その 位置で 停止し ます。 

■ ドア ガラスの 自動 開閉の しかた 

•全開す ると さは、 スイッチを 下に 強く 押して 手を 離します。 

途中で 止めたい とさは、 スイッチを 軽く 引き上げます。 

•全開す ると さは、 スイッチを 上に 強く 引 さ 上げて 手を 離します。 
途中で 止めたい とさは、 スイッチを 軽く 押します。 


' - 1^1 知識 - 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 使用で さます。 
ただし、 助手席 •後 席 スイッチは ウインドウ □ッ クス イッチ （P.199 参照） び 日 N になつ 
ている とさは 開閉し ません。 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに すると、 各ス 
イ ッチの 作動 表示灯び 点灯し ます。 

♦各 スイ ッ チの 作動 表示灯び 点滅して いると さは、 パワー ウインドウ の 初期設定を してく だ 
さい。 （次 ページ 参照） 

安全 機能に ついて 
挟み込み 防止 機構 

ドア ガラスを 閉める ときに、 窓枠と ドア ガラスの 間に 異物の 挟み込みを 感知す ると、 ドア ガ 
ラスの 上昇を 停止し、 自動で 少し 開き、 止まります。 

参 環境 や 走行 条件に より、 異物を 挟んだ とさと 同じ 衝撃 や 荷重び ドア ガラスに 加わる と、 挟 
み 込み 防止 機構び 作動す る ことび あり ます。 


便利 機能に ついて 
電源 0  F  F 後作 動機 能 

ドア ガラスは、" エンジン スタート ストップ" スイッチを 0  F  F にした あとでち、 約 4 己 
秒 間は 開閉す る ことび できます。 ただし、 約 4 己 秒 間に 運転席 ドアを 開けてから いったん 開 
める と、 ドア ガラスの 開閉は でさな < なります。 

♦電源 0  F  F 後作 動び 機能して いる 間は、 各 スイッチの 作動 表示灯び 点灯し ます。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


' - 1^1 知識 - 

初期設定に ついて 

パワー ウインドゥの 開閉 中に バッテ U —との 接続び 断たれた とさは、 パワー ウインドゥの 初 
期 設定を してく ださい。 

♦パワー ウイン ドゥの 初期設定び されて いないと、 次の 機能は 作動し ません。 

• 運転席 スイ ッチでの 助手席、 後 席 ドア ガラスの 開閉 
• ドア ガラスの 自動 開閉 
•挟み込み 防止 機構 
•電源 日 FF 後作 動機 能 

♦パワー ウイン ドゥの 初期設定び されて いない ドア ガラスは、 スイッチの 作動 表示 好び 点滅 
します。 

■初期設定の しかた 

パワー ウインドゥの 初期設定は、 各 ドア ガラス ごとに、 各 席 スイッチで 行います。 

運転席 スイッチで 助手席、 後 席 ドア ガラスの パワー ウイン ドゥの 初期設定を する ことは でさ 
ません。 

〈設定 手順〉 

7  " エンジン スタート ストップ" スイ ッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに します。 

含 スイッチを 上に 引き続け、 ドア ガラスを 全閉 します。 

全開 後、 約] 秒 間 スイッチを 上に 引き続けて ください。 

パワー ウイン ドウの 初期設定び 完了す ると、 スイッチの 作動 表示灯び 点滅から 点 好に かわり 
ます。 


J ウインドウ □ッ クス イッチの 使い方 

ウインドウ □ッ クス イッチを 押す ごとに、 ON と 0  F  F に 切り替わります。 
スイッチを ON にす ると、 運転席 ドア ガラス じ (外の パワー ウインドウと U ヤ 
サンシェード （大型 ムーン ルーフ 装着 車） は 開閉し ません。 


ウイン ドゥ 
□ッ クス イッチ 

運転席 スイッチ 

助手席 スイッチ、 

後 席 スイッチ 

リ ヤサン シェード 
(大型 ムーン ルーフ 装着 車） 

ON 

運転席 ドア ガラスの 
開閉び でさます。 

開閉で さません。 

開閉で さません。 

OFF 

すべての ドア ガラス 
の 開閉び でさます。 

開閉で さます。 

開閉で さます。 
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座^ 


走行 中は 窓 か! 5 手 や 顔を 出さないで ください。 また、 ドア 
ガラスを 開閉 するとき は 手 •腕 •頭- 首な どを 挟まない よ 
うにして  <  ださい。 


•走行 中は 窓から 手 や 顔を 出さないで ください。 車 外の ものな どに 当たったり、 急 ブレーキ 
を かけた とさな どに、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび ありま 
す。 

•ドア ガラスを 開閉 するとき は、 ほかの 人の 手 -腕- 
頭 •首な どを 挟まない ようにを 意して ください。 とく 
にお テ さまへは 手な どを 出さない よう 声 かけを してく 
ださい。 お守りいた だかない と、 重大な 傷害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 

♦お テ さまに ドア ガラスの 操作を させないで ください。 

開ける とさ や 閉める とさに 手 •腕 •頭- 首な どを 挟ん 
だり 卷さ 込まれた りして、 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり ます。 

参 ドア ガラスを 確実に 閉める ため、 閉じ 切り直 前の 部分 
では 挟み込みを 感知 していない 領域び あ ります。 指な 
どを 挟まない ようにを 意して ください。 重大な 傷害を 
受ける おそれび あり 危険です。 

•挟み込み 防止 機構は、 スイッチを 強く 引 さ 続けた 状態では 作動し ません。 指な どを 挟まな 
いように ミ 主意して ください。 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦挟み込み 防止 機構を 故意に 作動させる ため、 手な どを 挟んだり しないで ください。 重大な 
傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦万一、 挟み込み 防止 機構び 作動して しまい、 ドア ガラスを 自動で 閉める ことび でさない と 
さは、 スイッチを 引 さ 続ける と、 閉める ことび でさます。 


運転席 スイッチ とほかの ドアの スイッチを 同時に 逆 方向に 
動かさな いでく ださい。 ノ く ワーウ イン ドウ の 故障の 原因と 
なりまず。 


参 運転席 スイッチ とほかの ドアの スイッチを 同時に 逆ち 向に 動かさないで ください。 パワー 
ウイン ドウの 故障の 原因と なります。 

参 ドア ガラスの 全開- 全開 後に 同じち 向に スイッチを 押し 続けないで ください。 パワー ウイ 
ン ドウ の 故障の 原因 となります。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


r フ □ント ムーン ルーフ • リ ヤサン シェードの 開閉 J 

I 大型 ムーン ルー フ 装着 車 I 

、フ □ン トムー ン ルー フの 
J チル トアッ プ /ダウンの しかた 


■チル ト アップ するとき は 

ボタンを 押 しなびら 八ン ドルを 上に 押 し 上げます。 

■チル ト ダウン するとき は 

八ン ドルを 持って "カ チッ" と 音び する まで 引 さ 下げます。 
•八ン ドルび 確実に □ック されて いる ことを 確認して ください。 
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) リ ヤサン シエ ー ドの 電動 開閉の しかた 


[前 席 スイッチ I 


後 席 スイッチ 


■開ける とさは 

スイッチの OPEN 側を 押す と、 自動で 開 さます。 

•作動を 途中で 止める とさは、 スイッチを わう 一度 押します。 
•スイッチを 押し、 すぐに 手を 離す と、 少し 開ける ことび でさます。 

■閉める とさは 

スイッチの CLOSE 側を 押す と、 自動で 全開し ます。 

•作動を 途中で 止める とさは、 スイッチを わう 一度 押します。 
•スイッチを 押し、 すぐに 手を 離す と、 少し 閉める ことび でさます。 


A 驅 

走行 中は フ □ント ムーン ルーフ か 5 手な どを 出さない でく 
ださい。 また フ □ント ムーン ルーフ やリ ヤサン シェードを 
閉める ときは ほかの 人の 手な どを 挟まない ようにし てくだ 
さい。 

♦走行 中は フ □ン ト ムーン ルーフから 手な どを 出さない 

でく ださい。 車 外の ものな どに 当たったり、 急 ブレー - 

キを かけた とさに 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 
死亡に つなび る おそれび あり ます。 

•フ □ント ムーン ルーフ、 IJ ヤサン シェードを 閉める と 
きは、 ほかの 人の 手な どを 挟まない ようにを 意して く  =B1\\ 

ださい。 フ □ント ムーン ルーフ や U ヤサン シェードに  ^ 

挟まれて、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

S 

貪 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


^  リ ヤサン シエ ー ドの 挟み込み 防止 機構を 故意に 作動させる 

曰 I ために、 手な どを 挟んだり しないで ください。 

•  U ヤサン シエ ー ドの 挟み込み 防止 機構を 故意に 作動させる ために、 手な どを 挟んだり しな 
いでく ださい。 骨折な ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•  U ヤサン シエ ー ドの 挟み込み 防止 機構は、 スイ ッ チを 押 し 続けた 状態では 作動 しません。 
指な どを 挟まない ようにを 意して ください。 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•  U ヤサン シエ ー ドを 確実に 閉める ため、 閉じ 切り直 前の 部分では 挟み込みを 感知して いな 
い 領域び あります。 指な どを 挟まない よ ラに を 意して ください。 重大な 傷害を 受ける おそ 
れび あり 危険です。 


•お テ さまに フ □ント ムーン ルーフ、 U ヤサン シェードの 操作を させないで ください。 閉め 
ると さに 手な どを 挟んだり して、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


A 超 意 

車 か! 5 離れる ときは フ □ン ト ムーン ルーフが 完全に 閉まつ 
ている ことを 確認して く ださい。 

♦車から 離れる とき や、 洗車 時には フ □ン ト ムーン ルーフび 完全に 閉まって いる ことを 確認 
してく ださい。 また、 ルーフ 上に 水 や 雪び ない ことを 確認して から 開けて ください。 雨 や 
水び 室内に 入り、 オーディオ 類やフ □ア カーペット 下の 電気 部品な どに 水び かかる と、 乂 
災や 故障の 原因と なるお それび あり ます。 

•  U ヤサン シェードび 全開、 全開した あとに スイッチを 押し 続けないで ください。 IJ ヤサン 
シェ ー ドの 故障の 原因 となります。 

♦故障な どで 挟み込み 防止 機構び 作動して しまい、 U ヤサン シェ ー ドを 自動で 閉める ことび 
でさない とさは、 スイッチを 押し 続ける と、 閉める ことび でさます。 


. ^ A 知識 - 

リ ヤサン シェー ドの 作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とさ 使用で さます。 
ただし、 ウインドゥ □ッ クス イッチび 日 N  (P.199 参照） になって いると きは 作動し ませ 
ん/。 

フ □ン トヴン シェー ドに ついて 

フ □ン トは 手動で 開閉で さます。 

安全 機能に ついて 
挟み込み 防止 機構 

IJ ヤサン シェードを 閉める ときに、 窓枠と シェードの 間に 異物の 挟み込みを 感知す ると、 シ 
ェー ドび 閉まる 作動を 停止し、 自動で 少し 開 さ 止まります。 

参 環境 や 走行 条件に より、 異物を 挟んだ とさと 同じ 衝撃 や 荷重び シェードに 加わる と、 挟み 
込み 防止 機構び 作動す る ことび あり ます。 
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〔ワイヤレス ドアロック リモコンの 使い方） 


) ドアの 施錠 •解 錠の しかた 


©スイッチを 押す とすべ ての ドア （バック ドアを 含む） び 施錠され ます。 

を スイッチを 押す とすべ ての ドア （バック ドアを 含む） び 解 錠され ます。 
•施錠した とさは、 非常 点滅 灯び] 回 点滅し、 ブヴ ーび] 回 鳴ります。※ 

•解 錠した とさは、 非常 点滅 灯び 2 回 点滅し、 ブヴ ーび 2 回 鳴ります。※ 
•スイッチを 押す と キーの L  E D び 点灯し ます。 

•スイッチは、 ゆっくりと 確実に 押してく ださい。 

•施錠 操作を したと さは、 必ず 施錠 作動した ことを 確認して ください。 

※この 機能を 変更す る ことび でさます。 詳しくは、 P.617 の 「ユー ヴー カスタマイズ 機能」 を 参照して くだ 
さい。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


J パワー スライド ドアの 開閉の しかた 


パワー スライド ドアび 全開 （全開） 状態のと き スライド ドア スイッチを 約] 
秒 じ (上 押し 続ける と、 自動で 全開 （全開） します。 

♦運転席 側 パワー スライド ドアを 開閉させる とさは、 Uf コン スイッチ 
の 段 側 （運転席 側 スイッチ） を 押してく ださい。 （両側 パワー スライド ド 
ア 装着 車の み） 

♦助手席 側 パワー スライド ドアを 開閉させる とさは、 Uf コン スイッチ 
の 沼 側 （助手席 側 スイッチ） を 押してく ださい。 

♦開閉 作動 開始 時に ブヴ ーび 鳴ります。 

♦開 作動 中は、 断続的に ブヴ ーび 鳴ります。 

♦全開 （全開） 作動 中に 再度 スイッチを 押す と、 全開 （全開） 作動に 切り 誓 
わります。 ただし、 全開 （全開） 状態から 自動 開閉 作動び 開始して 約] 秒 
間は、 再度 スイッチを 押しても 全開 （全開） 作動に 切り替わりません。 
♦スイッチを 押す と キーの L  E D び 点灯し ます。 

♦スイッチは、 ゆっくりと 確実に 押してく ださい。 
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> パワー バック ドアの 開閉の しかた 


[パ ワー バック ドア 装着 車] 


パワー バック ドアび 全開 （全開） 状態のと さ バック ドア スイッチを 約] 秒 
上 押し 続ける と、 自動で 全開 （全開） します。 

•開閉 作動 開始 時に ブヴ ーび 鳴り、 非常 点滅 灯び 2 回 点滅し ます。 

•開閉 作動 中は、 断続的に ブヴ ーび 鳴ります。 

•全開 （全開） 作動 中に 再度 スイッチを 押す と、 全開 （全開） 作動に 切り 誓 
わります。 ただし、 全開 （全開） 状態から 自動 開閉 作動び 開始して 約] 秒 
間は、 再度 スイッチを 押しても 全開 （全開） 作動に 切り替わりません。 
•スイッチは、 ゆっくりと 確実に 押してく ださい。 

•スイ ツチを 押す と L  E  D び 点灯し ます。 


^ を^ 胃 リモコンは 電子 部品です。 強い 衝撃な どを 与える と 故障の 原 
I 因と なります ので、 下の 点に ご注意く ださい。 

•ダッシュ ボードの 上な ど 高温になる 所に 置かないで ください。 

参 分解し ないで ください。 

♦落としたり、 強い 衝撃を 与えないで ください。 

•水に めら さないで ください。 


' - 知識 - 

作動 条件に ついて 

♦リモコンは、 周囲の 状況に より 作動 可能 距離び かわる ことび あります。 確実に 作動させる 
ためには、 車から 約] m まで 近づいて 操作して ください。 

♦ワイヤレス IJ モ コンは 微弱な 電波を 使用して いるた め、 状況によっては 正常に 作動し ない 
場合び あ ります。 詳しくは P . 1 27 を 参照 してく ださい。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


' - 1^1 知識 - 

作動 条件に ついて 

♦バック ドア ガラスに 次のを のを 貼りつ ける と、 車両 後方から IJ モ コンの 操作を した 場合、 受 
信 器への 電波び さえぎられて 受信 感度び 低下し、 作動 可能 距離び 短くなる おそれび あり ます。 
•金属を 含有す る ウインドゥ フィルム。 

•その他の 金属 物。 （トヨタ 純正 品！; (外の アンテナ など） 

♦  U モ コン スイッチは、 "エンジン スタート ストップ" スイッチび 日 F  F1； (外では 作動し 
ません。 

♦a スイッチは、 いずれ かの ドア （バック ドアを 含む） び 開いて いると きは 作動し ません。 
♦面 スイッチ- を スイッチを 巧し 続けて ち、 ドアの 施錠 •解 錠は 繰り返されません。 スイ 
ッ チを 巧 しなお して  <  ださい。 

♦を スイッチを 押して 解 錠 操作を した あと、 約 3 日 秒 じ (内に ドアを 開けなかった ときは、 自 
動的に 施錠され ます。 （非常 点滅 灯び] 回 点滅し ます。）^ 

♦パワー スライ ド ドア IJ モ コン スイッチ、 パワー バック ドア IJ モ コン スイッチは、 運転席に あ 
る メイン スイッチび 日 F  F になって いると さは 作動し ません。 

参 パワー スライド ドア IJ モ コン スイッチ、 パワー バック ドア IJ モ コン スイッチを 巧して、 ラ 
まく 開閉 作動され なかった とさ、 スイッチを 約] 砂 上 押し 続けても 開閉 操作は 繰り返さ 
れ ません。 スイッチを 押しな おして < ださい。 

便利 機能に ついて 

イルミ ネー テッド エントリー システム （P.476 参照） 

ドアの 状態 や" エンジン スタート ストップ" スイッチ、 シフト レバーの 位置に よって 各 
部の 照明び 点灯- 消灯し ます。 

電池 交換に ついて 

IJ モ コンを 操作しても 作動し ない 場合 や、 著しく 作動 可能 距離び 短く なった 場合、 または L 
ED び 暗く なったり、 点 好し なくなった 場合、 電池の 消耗び 考えられます。 電池を 交換して 
< ださい。 

電池の 交換は 市販の 精密 ドライバーを 使用 すれば、 お客様 自身で 交換で さます。 P. 己 68 の 
「キーの 電池 交換」 を 参照して ください。 （トヨタ 販売店で ち 交換で さます。） 

航空機 内への キーの 持ち込み について 

航空機に 電子 キーを 持ち込む 場合は、 航空機 内で 電子 キーの スイッチを 押さないで ください。 
また、 かばんな どに 保管す る 場合で も、 簡単に スイッチび 押されな いよ ラに 保管して ください。 
スイ ッチび 押される と 電波び 発信され、 航空機の 運行に 支障を およぼす おそれび あります。 

紛失に ついて 

IJ モ コンを 紛失した ときは、 盗難- 事故な どを 防ぐ ため、 ただちに トヨタ 販売店に ご 相談く 
ださい。 


※この 機能を 変更す る ことび でさます。 詳しくは、 P.617 の 「ユー ヴー カスタマイズ 機能」 を 参照して くだ 
さし、。 


目次 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵 備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


207 


G フユー エル リツ ド （燃料 巧 給 口） の 開閉） 

> フュー エル リツ ドの 開閉 


運転席 インパネち 下に ある フュー エル U ッド オープナー （曲） を 引く と 開 
さます。 

閉める とさは、 フュー エル U ッ ドを 手で "カ チッ" と 音び すると ころまで 開 
めます。 


> フ ユーエル キヤ ッ プの 開閉 


■開ける とさは 

キャップの ツマ S を 持ち、 左に まわして 開 
けます。 


■閉める とさは 

キャップの ツマ ミを 持ち、 "カ チッ" と 音び 
する までち に まわして 閉めます。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


> フュー エル キャ ッ プの置 さ 場所 

給油 中は、 フュー エル キャップを 八ン ガー 
にかけ て おさます。 


燃料 補給 時には、 次の ことを 必ず お守りく ださい。 


•燃料 補給 時には、 次の ことを 必ず お守りく ださい。 

•エンジンは 必ず 停止して ください。 

•車の ドア、 ドア ガラスは 閉めて ください。 

•タバコな ど 火気を 近づけないで ください。 

•フュー エル IJ ッ ド、 フュー エル キャップを 開けるな ど 給油 操作を 行 ラ 前に、 車体な どの 
金属 部分に 触れて 身体の 静電気 除去を 行って ください。 身体に 静電気を 帯びて いると、 
放電に よる 乂 巧で 燃料に 弓 I 乂 する 場合び あり、 やけどを する おそれび あり ます。 

•フュー エル キャップを 開ける 場合は、 必ず キャップの ツマ ミを 持ち、 ゆっくりと 開けて 
ください。 気温び 高い ときな どに、 燃料 タンク 内の 圧力び 高く なって いると、 給油 □か 
ら 燃料び 吹 さ 返す おそれび あります。 フュー エル キャップを 少し ゆるめた とさに "シュ 
一" という 音び する 場合は、 それ！; (上 開けないで ください。 その 音び 止まって から ゆっ 
< り 開けて < ださい。 

•給油 中、 再び 車内の シートに もどったり、 帯電して いる 人 や ものに 触れないで ください。 
(再 帯電す る ことび あります） 

•給油 口には 静電気 除去を 行った ち (外の 人を 近づけないで ください。 

•給油す ると さは 給油 □に ノズルを 確実に 挿入して ください。 ノズルを 浮かして 継ぎ足し 
給油を 行う と、 オートストップび 作動せ ず、 燃料び こぼれる 場合び あります。 

•給油 終了後、 フュー エル キャップを 閉める 場合、 "カ チッ" と 音び する までち に まわし 
てくだ さい。 手を 離す と 若干 もどります。 

•車に 合った トヨタ 純正の フュー エル キャップ 外は 使用し ないで ください。 

•その他、 ガソ U ン スタンド 内に 掲示され ている ミ 主意 事項を 守って ください。 正常に 給油 
でさない 場合は、 スタン ドの 係員を 呼んで 指示に したびって ください。 

♦給油 時に、 気化した 燃料を 吸わない よ ラに してく ださい。 燃料の 成分には、 有害物質を 含 

んで いるち のびあります ので、 ごを 意く ださい。 
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A 超 意 

指定 燃料を ご 使用く ださい。 

•2GR-FE エンジン 搭載 車の 指定 燃料は 無鉛 プレミアム （無鉛 八 イオ ク） ガソ U ンで す。 

給油 時に 指定され ている 燃料で ある ことを 確認して ください。 2GR-F E エンジン 搭載 
車で、 無鉛 レギュラー ガソ U ンを お使いに なること もで さます。 その 場合 エンジン 本来の 
性能を 発揮で さません。 

•2AZ  —  FE エンジン 搭載 車の 指定 燃料は、 無鉛 レギュラー ガソ U ンで す。 給油 時に 指定 
されて いる 燃料で ある ことを 確認して ください。 

♦アルコール 系 燃料、 粗悪 ガソ U ン、 軽油、 灯油な どを 使用す ると、 エンジンの 始動 性び 悪 
く なったり、 ノッキングび 発生したり、 出力 低下す る 場合び あります。 また、 そのまま 使 
うと エンジンの 故障 や 燃料 系 部品の 損傷に よる 燃料 ちれな どの 原因と なるお それび ありま 
す。 

♦給油 中に 燃料を 車に こ ぼさない よ うにして く ださい。 塗装 面を 侵す おそれび あ ります。 

♦車両 助手席 側の スライド ドアび、 全開 または フュー エル IJ ッ ド 近くまで 開いて いると きは、 
フュー エル IJ ッ ドを 開けないで ください。 フュー エル U ッ ドび スライド ドアに 当たり 傷 や 
巧れ びつ <原 因と なるお それび あります。 


. — ^ 知識 - 

フュー エル リッ ドの 位置に ついて 

フュー エル IJ ッド （燃料 補給 □) は 助手席 側 車両 後ち にあります。 

燃料 タンク 容量に ついて 

燃料 タンク 容量は 約 6 己 L です。 
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C ボン ネッ K の 開閉  ） 


ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


J 開け 方 


ボン ネッ ト オープナーを 引 さます。 

運転席 インス トル メン ト パネルち 下に 
ある ボン ネッ ト オープナーを 引 < と、 
ボン ネッ トび 少し 浮 さ 上び ります。 


2 


ボン ネッ ト フックを はずします。 

ボンネット のす さ 間に 手を 入れ、 レバ 
一を 押し上げ、 ボンネット フックを は 
ずして、 ボンネットを 持ち上げます。 


〇 ボンネット ステ ーを 差し込みます。 

ボン ネッ トス テ ーを ステ ー穴に 差し込 
んで ボン ネッ トを 支えます。 


ステ ー穴 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 
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J 閉め 方 

7 ボン ネッ トス テ ーを はずします。 

ボン ネッ トス テ ーを はずし 固定し ます。 

£? ボン ネッ トを 閉めます。 

ボン ネッ トを約 2 日〜 2 日 cm の 位置から 静かに 落として 閉めます。 

〇  □ック されて いる ことを 確認し ます。 

ボン ネッ トの 前端を 上下に ゆすり、 確実に □ック されて いる ことを 確 
認 します。 


走行 前には ボン ネッ トが □ック されて いる ことを 確認して 
ください。 ボンネットを 閉める ときは、 手な どを 挟まない 
ように ま 意して ください。 思わめ 事故に つながる おそれが 
あり 危険です。 


•ボン ネ ットび しっかり □ック されて いる こと を 確認 
してく ださい。 □ック せずに 走行す ると、 走行 中に 
ボンネットび 突然 開いて、 死亡 事故 や 重大な 傷害に 
つなび る おそれび あり ます。 

♦ボンネットを 閉める ときは、 手な どを 挟まない よう 
にを 意して ください。 重大な 傷害を 受ける おそれび 
あり 危険です。 


A 超 意 

ボン ネッ トを 閉める ときは、 体重を かけるな どして 強く 押 
さないで  <  ださい。 

参 ボンネットを 閉める とさは、 体重を かけるな どして 強く 押さないで ください。 ボン ネッ 
びへ こむ おそれび あり ます。 

♦長時間 走行した あとに ボン ネッ トを 開ける ときは、 ボン ネ 
ッ トス テ ーの樹 脂 部分を 持って ステ ー穴に 差し込んで くだ 
さい。 樹脂 部分！; (外を 持つ と、 ステ ーび 熱く なって いるた 
め、 やけどを する おそれび あります。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


C を 難 防止 システム （オー ト アラーム） の 使い方*) 

J システムの 作動 （警報 作動） について^^^™ 

不正な 侵入を 検 知した 場合、 音と 光で 警報し ます。 

システム 作動 可能 状態 中に iU 下の いずれ かび 行われた 場合、 盗難の おそれび あると 
判断し、 警報を 作動させます。 

♦いずれ かの ドアび 開けられた とさ 

♦スマ ー ト エントリー & スター トシス テム、 ワイヤレス ドア □ック リモコン じ (外の 
方法で、 いずれ かの ドアび 解 錠され たと さ 
♦ボン ネッ トび 開いた とさ。 

♦バッテリー ターミナルを 脱 着した とき （バッテリーび あびった ときの 再 充電、 新 
品 交換 時な ど 含む） 

♦スマ ー ト エントリー & スター トシス テムを 使わずに、" エンジン スター トス トッ 
プ" スイッチび イグ ニッシ ョン 日 N モードに なった とさ 


ドアの 施錠 •解 錠、 は スマート エントリー & スタート システム、 
または ワイヤレス ドア □ック リモコンで 行います。 


♦ドアの 施錠 •解 錠は、 スマート エン ト U  —  & スタート システム （P. 13 日参 照)、 または ワ 
イヤ レス ドア □ック U モ コン （P.2 日 4 参照） により 行う ことを おすすめ します。 

キー （メカニカル キー） での 施錠では、 オート アラームは 作動 可能 状態に なりません。 
♦スマ ー ト エン ト|」 一 & スター トシス テム、 または ワイヤレス ドア □ック U モ コンで ドアを 
施錠した あと、 キー （メカニカル キー） で ドアを 解 錠す ると、 オート アラームび 作動し ま 
す。 

•オート アラーム システムの 改造 や 取りは ずしを しないで ください。 システムび 正常に 作動 
しない おそれび あ ります。 
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—— A- 知識 - 

オー ト アラーム 作動に よる ドア □ック 機能に ついて 

♦オー ト アラームび 作動した とさ ドアび 解 錠され ている と 車内への 不正な 侵入を 防止す るた 
め 自動的に 施錠され ます。 

♦オート アラームび 作動した とさに 車内で キーを 閉じ込めない ように、 バッテ IJ 一 あびり な 
どで 充電- 交換す る 場合は 車内に キーび ないかを 確認して ください。 
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ドア- ドア ガラスな どの 開閉 


> システムを 作動 可能 状態に する には 

車 外に 出た あと、 すべての ドア- ボン ネッ 
卜が閱 まっている ことを 確認し、 スマート エ 
ン トリー & スタート システム、 または ワイヤレス 
ドア □ック リモコンで ドアを 施錠し ます。 

•セキ ュ U ティ 表示灯び 点灯し ます。 （シス 
テム 待機 状態） 

•しばらく 経過す ると、 セキュリティ 表示灯 
び 点灯から 点滅に かわり、 自動的に シス テ 
ム 作動 可能 状態に なり ます。 


' — 知識 - 

システム 作動 可能 状態に ついて 

•スマ ー ト エン ト IJ 一 & スター トシス テム、 または ワイヤレス ドア □ック リモコンで ドアを 
施錠した あと、 約 3日 秒!^ ソ内 （表示 打点 灯 中の システム 待機 状態） に!^ ソ 下の いずれ かを 行 
った 場合、 システム 作動 可能 状態には なりません。 （待機 状態を 解除し ます） 

•いずれ かの ドア、 または ボン ネッ トを 開けた とさ。 

•いずれ かの ドアを 解 錠した とさ。 

•八' ッテ U —を 再 接続した とさ。 

• "エンジン スタート ストップ" スイッチを 押した とさ。 

メンテナンス について 

オー ト アラーム システムの メンテナンスは 不要です。 


目次 


書告 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


215 


> オー ト アラームの 解除- システムを 停止す るには 国 

(下の いずれ かの 操作を 行います。 

•スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テム、 または ワイヤレス ドア □ック リモコン 
で ドアを 解 錠す る 

•エンジンを 始動す る （数秒 後に 解除 •停止し ます） 


'  "¢1 知識 

ドアを 施錠す ると さは 

オート アラームの 思わめ 作動を 防ぐ ため、 ドアを 施錠す ると さは、 車内に 人び のって いな 
いか、 ドア ガラスな どび 開いて いない か 確認して ください。 

バッテリーを 取りは ずす ときは 

バッテ U —端 テの 取りは ずし や、 バッテ U —を 交換す ると さは、 オート アラームび 解除 さ 
れ ている ことを 確認して ください。 解除し ない まま バッテ U —端 テを 取りは ずす と、 再 接 
続 したと さに オー ト アラームび 作動す る ことび あり ます。 

セキ ュ リ ティ 表示な について 

"エンジン スタート ストップ" スイッチを OFF にす ると、 エンジン イモ ビラ イヴ ー シス 
テム (P.213, 己 2 日参 照） び 作動 中で ある ことを 知らせる ために、 オート アラームび 作 
動 可能 状態で な くても、 セキ ュ U ティ 表示灯び 点滅 します。 
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シー トの 調整 
し 正しい 運 巧 姿勢  J 

正しい 運輯 姿勢が とれる ように、 次の 事項に ま 意して シー トを 調整し ます。 


走行 中は 運輯席 シートの 調整を しないで くださし、。 


♦走行 中は 運転席 シー トの 調整を しないで ください。 調整 中に シー トび 突然 動くな どして、 
運転を 誤り、 思わめ 事故の 原因と なるお それび あり 危険です。 

♦シートを 調整した あとは、 シートを 軽く 前後に ゆさぶり、 確実に 固定され ている ことを 確 
認 してく ださい。 固定され ていないと シートび 動 さ、 思わめ 事故の 原因と なって、 生命に 
かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•シートの 下に ものを 置かないで ください。 ものび 挟まって シートび 固定され ず、 思わめ 事 
故の 原因と なるお それび あり 危険です。 また、 □ック 機構の 故障の 原因と なります。 

♦背 もたれと 背中の 間に クッション （座布団） などを 入れないで ください。 正しい 運転 姿勢 
び とれない ばかり か、 衝突した とさ、 シートベルト や ヘッド レストの 効果び 十分に 発揮 さ 
れ ず、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•助手席 や 後 席に 荷物を 積み重ねたり しないで ください。 急 ブレーキを かけた とさ や 車び 旋 
回して いると さな どに 荷物び 飛び出して、 乗員に 当たったり、 荷物を 損傷したり、 荷物に 
気を とられたり して、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦走行 中、 シート 1;( 外の 場所への 乗車 や 車内の 移動は しないで ください。 急 ブレーキを かけ 
たと さや 衝突した とさな どに、 身体び 慣性 力で 飛ばされ、 頭な どを 強く 巧ち、 生命に かか 
わる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 
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A 驅 

SRS サイド エアバッグ 装着 車では、 必ず 次の ことを お 守 
り  <  ださい。 

•  SRS サイド エアバッグ 装着 車では、 必ず 次の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかな 
いと S  R  S エア バッ グび 正常に 作動 しなく なったり、 誤っ て ふく らみ 重大な 傷害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 


•フ □ント シートに この 車 専用の トヨタ 純正 用品 （シートカバー など） 外の ものを 取り 
つけないで ください。 この 車 専用の トヨタ 純正 用品 外の ものび S  R  S サイ ドエ アバ ッ 
グ 展開 部を 覆う と、 SRS サイド エアバッグの 正常な 作動の さまたげと なります。 なお、 
トヨタ 純正 シー ト カバーな どを 装着す ると さには、 商品に 付属の 取扱 書を よく お読みに 
なり、 正しく 取りつ けて ください。 

•フ □ント シート 表皮の 張り替え やフ □ント シートの 取りつ け- 取りは ずし- 修理び 必要 
なと きは、 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 また、 フ □ント シートの 改造な どは し 
ないで  <  ださい。 

• フ □ン トシ ー ト 側面な ど S  R  S サイ ドエ アバ ツグ 展開 部を 強く たたくな ど 過度の 力を 加 
えないで  <  ださい。 


SRS サイド エアバッグび 正常に 作動し なくなるな どして、 重大な 傷害に およぶ か、 最 
悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり ます。 


A 超 意 

シー トを 調整 するとき は 同乗を や 荷物な どま わりの 状況に 
注意して ください。 

•シートを 調整す ると さは、 同乗者 や 荷物、 または 前後の シート •横の シートに 当てない よ 
うにを 意して ください。 同乗者び けび をしたり、 荷物を こわしたり、 シートを 破損す る お 
それび あります。 


♦シー トを 調整して いると さは、 シー トの下 や 動いて いる 部分の 近くに 手を 近づけな いでく 
ださい。 指 や 手を 挟み、 けび をす る おそれび あります。 

♦室内を 清掃す ると さや、 シートの 下に 落とした ちのを 拾う とさな どは、 シートの 下に 手を 
入れる と、 シート レール •シート フレーム （シートの ± 台 部分） などに 当たり、 けび をす 
る おそれび あります ので、 十分に ミ 主意して 行って ください。 

♦パワー シー ト 装着 車では、 シー トの 前後 位置- 背を たれの U クラ イニング 位置- シートの 
上下 位置び 終点まで 移動した あとに、 スイッチを 同一ち 向に 巧し 続けないで ください。 パ 
ワーシー トの 故障の 原因と なります。 

•シート レールの 上に マッ ト などを 敷かないで ください。 

シー トを 移動させる ときに、 シート レール 内の ゴム 部分を 損傷させる おそれび あります。 


218 


〔フ □ン トシ ー トの 調整） 


シー トの 調整 


J シー ト 調整の しかた 

■前後 位置 調整 

[  パワー ゾート  I 


スイッチを 前後に 操作して いる 間作 
動し ます。 


■リク ライニング 調整 

[  パワー ゾート  I 


スイッチを 前後に 操作して いる 間 
作動し ます。 


マニュアル シート] 


スライド レバーを 引いた まま、 シー 
卜を 前後に 動かして 調整し ます。 


マニュアル シ ート] 


U クラ イニング レバーを 引いた まま、 
背 わたれを 前後に 動か して 調整し ま 
す。 


重 口 


基本 操作 
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■運輯 席 シート クッシ ョ ンの 上下 調整 


I  ノ^ "37 — こ ノ~卜  ] 


スイ ツチ 前 側の 上下 操作で シー トク 
ッシ ヨン 前端の 高さを 調整し ます。 


マニュアル シート 


八ン ドルを まわして シー トク ッ シヨ 
ン 前端の 高さを 調整し ます。 


スイッチ ラ しろ 側の 上下 操作で シー； レバーを 上 または 下に 動かす ごとに、 
卜 全体の 高さを 調整し ます。  ： シート 全体の 高さを 調整し ます。 
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シー トの 調整 


Am 

走行 中は 前後 位置 調整を しないで ください。 

急 ブレーキを かけた とさな どに シー トび 突然 大 さく 移動し、 放り出された 
り、 思わめ 事故の 原因と なって、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそ 
れび あり 危険です。 

A 超 意 

前後 位置 調整を ずると きは、 フ □ント シートと オット マン 
の 間で 足を 挟まない ようま 意して く ださい。 

♦7 人 乗り 車で フ □ン トシ ー トの 前後 位置 調整を するとき に、 セ カン ド シー ト でオッ ト マン 
(P. 234 参照） を 使用して いると きは、 セカンド シートの 乗員び フ □ント シートと オット 
マンの 間で 足を 挟まない よ ラ 十分を 意して ください。 


参 マニュアル シートの 背ち たれを もどす とさは、 背 もたれに 手を そえな びら、 IJ クライ ニン 
グレ バーを 操作して ください。 

背ち たれを 巧 さえずに レバーを 操作す ると、 背ち たれび 急に ちどり、 けび をす る おそれび 
あります。 
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> へッ ドレス ト 調整の しかた 


•上げる とさは、 そのまま 引 さ 上げます。 

•下げる とさは、 ボタンを 押した まま 押し下げます。 

参 取りは ずす とさは、 ボタンを 押 した まま 弓 I さ 抜 さます。 


▲  へッ ドレ ストを はずした まま 走行し ないで くださし、。 


♦ヘッド レストを はずした まま 走行し ないで くださし、 衝突した ときな どに、 首に 大きな 衝 
撃び 加わり、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 ヘッド レスト 中 
央び 耳の 後ち になる ように 高さを 調整して ください。 

♦フ □ント シートの ヘッド レストは フ □ント シート 専用です。 取りつ ける ときは、 "カ チッ" 
と 音び して 固定された ことを 確認して ください。 ヘッド レストを 間違って 取りつ ける と、 固 
定 する ことび でさず、 衝突した とさな どに 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 
り 危険です。 


■アクティブへ ッ ドレ スト 


背 わたれに 強い 衝撃を 受ける と、 フ □ン ト席 乗員の むち 打ちの 症状を 軽減 さ 
せる ためにへ ッ ドレス トび 少し 前方 上側に 動 さます。 
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シー トの 調整 


' - 1^1 知識 - 

アクティブへ ッ ドレ ストに ついて 

♦背 もたれに 弱い 衝撃を 受けても へッ ドレ ストび 動く 場合び あります び、 故障では ありませ 
ん。 

♦ボタンを 巧さずに へッ ドレス トを 無理に 押し上げようと すると、 へッ ドレス トス テ ーの ヴ 
ポートび 見えます び、 故障ではありません。 
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J アーム レス トの 使い方 


7 アーム レストを 一度、 一番 上まで 上げ 
まず。 


三 アーム レストを 一番 下まで 下 ばます。 


〇 お好みの 位置まで 上げる と 固定され ま 
ず。 

•アーム レストび 固定され ると、 その 
位置から 下げる ことは でさません。 
•下 げたい とさは 7 の 手順 か ら やり直 
してく ださい。 
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シー トの 調整 


J 快適 温熱 シー トの 使い方 ★ 

運転席、 助手席を 暖めます。 


■使用 するとき は 

スイッチの H  I  (強） 側また は L0  (弱） 側を 押します。 

♦スイッチの H  I  (強） 側を 押す と、 シートの 肩部 分と 背 わたれ 全体、 および ク 
ッシ ョン 部を 暖めます。 

- 作動 表示灯び 黄色に 点灯し ます。 

♦スイッチの L0  (弱） 側を 押す と、 シートの 肩部 分と 背 わたれ 中央部の 
みを 暖めます。 

- 作動 表示灯び 緑色に 点灯し ます。 

■停止ず ると きは 

スイッチを 中立に もどします。 

♦作動 表示灯び 消灯し ます。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 
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Am 

智 

快適 温熱 シートを 使用 するとき は、 次の 点に 注意して く 
ださい。 

•下記に 相当され るち び ご 使用になる 場合は、 熱す ざたり 低温 やけど （紅 斑、 水ぶ くれ） を 


起こす おそれび あります ので、 十分を 意して ください。 

•季し 幼児、 お テ さま、 お年寄り、 病人、 体の 不自由な ち 
- 皮膚の 弱い ち 
- 疲労の 激しい ち 

- 深酒 やねむ けを さそう 薬 （睡眠薬、 かぜ 薬な ど） を 使用され たち 
♦毛布 や 座布団な ど 保温 性の良い ものを かけた 状態で 使用し ないで ください。 シー トび 異常 
過熱し、 低温 やけど や シー トの 故障に つなび る おそれび あります。 

♦仮眠す ると さは 使用し ないで ください。 シートび 異常 過熱し、 低温 やけどを する おそれび 
あります。 


盛 超 意 

凹凸の ある 重量 物を シートの 上に 置いたり、 針金 や 針な 
ど 鋭利な ものを 突き刺したり しないで ください。 

•凹凸の ある 重量 物を シー トの 上に 置いたり、 針金 や 針な ど 鋭利な ものを 突き刺したり しない 
で < ださい。 故障の 原因になります。 


•シー トの 清掃に ベンジン やガソ U ン などの 有機 溶剤を 使用し ないで ください。 ヒーター や 
シー トの 表面を 損傷す る おそれび あります。 

♦バッ テ U — あびり を 防止す るた めに、 エンジンび 停止して いると きは スイッチを 0  F  F 
(中立） にして ください。 


' - 知識 - 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とさ 使用で さます。 
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〔セカンド シートの 調整） 


シー トの 調整 


J シー ト 調整の しかた 

■前後 位置 調整 


1  7 人秉〇 

1  8 人柔〇  1 

スライ ドレ バーを 引いた まま、 シー トを 前後に 動かして 調整し ます。 調整 後、 
シートを 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている ことを 確認し ます。 


■左ち 位置 調整 


左ち スライ ドレ バーを 引いて、 シートを 左ち いっぱいまで 動かして 調整し ま 
す。 調整 後、 シー トを 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている ことを 確認し ます。 
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■リク ライニング 調整 
L7 人柔り I 


函人 乗り I 


U クラ イニング レバーを 引いた まま、 背 もたれを 前後に 動かして 調整し ます。 
調整 後、 シートを 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている ことを 確認し ます。 


走行 中は 前後 位置 調整、 左ち 位置 調整を しないで ください。 


♦走行 中は 前後 位置 調整、 左ち 位置 調整を しないで ください。 

急 ブレーキを かけた とさな どに シートび 突然 大 さく 移動し、 放り出されたり、 思わめ 事故 
の 原因と なって 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦フ □ン トシ ー トを 一番う しろに スライ ド させて いると きは、 セ カン ド シー トに 座った 状 
態で、 セカンド シートを 一番 前まで スライド させないで ください。 フ □ント シートの 背 
もたれと セカンド シートの クッシ ヨン- オッ ト マンの 間で 足な どを 挟みけ びを する おそ 
れび あり 危険です。 とくに、 床 面に 足の 届かない お子様び スライド レバーを 引いた まま 
スライ ド 操作を した 場合、 自然に シートび 動き 出す おそれび あります。 
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シー トの 調整 


A 超 意 

背 もたれを もどす ときは、 背 もたれに 手を そえな が! 5 操作 
して  <  ださい。 

♦背を たれを ち どす とさは、 背 もたれに 手を そえな びら、 U クラ イニング レバーを 操作して 

ください。 背ち たれを 押さえずに レバーを 操作す ると、 背ち たれび 急に ちどり、 けび をす 
る おそれび あります。 

•左ち 位置 調整は、 必ずち 側 いっぱい か、 左側 いっぱいまで スライド させて ください。 中間 
位置では 左ち 位置を 固定す る ことは でさません。 


' - ミ^ 知識 - 

スライド ストッパーに ついて 

7 人 乗り 車では セカンド シート 後ち の スライド レールに スライド ストッパー に 本） び あり 
ます。 これは セカンド シートを 後ち ヘス ライド させた とき、 セカンド シートの 後端と サード 
シー トの クッシ ヨンの 間で、 ヴー ド シー トの 乗員び 足を 挟まない よ ラに する ための ものです。 
サード シートに 人び 乗って いると きは、 取りつ けた 状態に して おいてく ださい。 
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> へッ ドレス ト 調整の しかた 

■左ち 席 

I  7 人 乗り I  L8 人柔り I 


■中央 席 ★ 

L8 人 乗りの み I 


•上げる とさは、 そのまま 引 さ 上げます。 

•下げる とさは、 ボタンを 押した まま 押し下げます。 
•取りは ずす とさは、 ボタンを 押 した まま 弓 I さ 抜 さます。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


シー トの 調整 


座驅 

へッ ドレ ストを はずした まま 走行し ないで ください。 

•ヘッド レストを はずした まま 走行し ないで ください。 衝突した ときな どに、 首に 大きな 衝 
撃び 加わり、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 ヘッド レスト 中 
央び 耳の 後ち になる ように 高さを 調整して ください。 


•セカンド シートの ヘッド レストは セカンド シート 専用です。 取りつ ける ときは、 "カ チッ" 
と 音び して 固定された ことを 確認して ください。 ヘッド レストを 間違って 取りつ ける と、 固 
定 する ことび でさず、 衝突した とさな どに 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 
り 危険です。 


. ^ ^ 知識 - 

中央 席へ ッ ドレス ト について 

中央 席へ ッ ドレ ストの 上下 位置 調整は、 引 さ 上げた とさと 押し下げた とさの 2 段階の みに な 
ります。 中央 席 ヘッド レストは、 引き上げた 状態で 使用して ください。 
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J アーム レス トの 使い方 


アーム レストを 一度、 一番 上まで 上げ 
ます。 


三 アーム レストを 一番 下まで 下 ばます。 


〇 お好みの 位置まで 上げる と 固定され ま 
す。 

•アーム レストび 固定され ると、 その 
位置から 下げる ことは でさません。 
•下 げたい とさは 7 の 手順 か ら やり直 
してく ださい。 


田 人柔り I 


•使用す ると さは、 一番 下まで 下げます。 
•使用 しないと さは、 一番 上まで 上げます。 
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シー トの 調整 


> サード シー ト への 乗り降り 

■乗り降り するとき は 


U クラ イニング レバーを 引き上げ るか、 または シートう しろ 側の 前倒し ぺダ 
ルを 踏む と、 背 わたれび 前に 倒れて、 シートを 前方へ 移動させる ことび でさ 
ます。 

♦8 人 乗り 車の 前倒し ペダルは、 セ カン ド シー トを チップ アップ 状態 
(P.236 参照） にして いると さ、 通常よりも 強く 踏み込んで ください。 

■乗り降りした あとは 

•背 わたれを "カ チッ" という 音び する まで 起こし、 前後 位置を 調整し ます。 
•調整 後、 シー トを 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている ことを 確認し ます。 


ヴー ド シー トへ 乗り降り した あとは、 必ず セ カン ド シー トを 固定 させて く 

A 

ださい。 固定 させて いないと 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな ど 

に シー トび動 さ、 乗員に 当たるな どして 生命に かかわる 重大な 傷害を 受け 

る おそれび あり 危険です。 
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A 超 意 

背ら たれを もどす ときは、 背 もたれに 手を そえな が! 5 リク 
ライニング レバー を 操作して ください。 

♦背を たれを を どす とさは、 背 もたれに 手を そえな びら、 U クラ イニング レバーを 操作して 

ください。 背ち たれを 押さえずに レバーを 操作す ると、 背ち たれび 急に ちどり、 けび をす 
る おそれび あります。 

♦8 人 乗り 車の 前倒し ペダルは、 セカンド シート を チップ アップ 状態 （P. 236 参照） にし 
ている とき、 チップ アップ 状態に していない ときと 同じ 力で 前倒し ペダルを 踏んでも、 セ 
カン ド シートは 前方へ 移動し ません。 チップ アップ 状態に している ときは、 前倒し ペダル 
を 通常よりも 強く 踏み込んで ください。 

♦7 人 乗り 車では、 前倒し ペダル- U クラ イニング レバーで シートを 前方へ 移動させる とき 
は、 アーム レストを 格納して から 操作して ください。 アーム レストを 格納せ ずに シートを 
前方へ 移動させる と、 アーム レストび シート クッシ ヨンに 当たり、 シート クッシ ヨンに ア 
ーム レス トの あとび のこる ことび あります。 


> オッ ト マン （フッ トレ スト） の 使い方 ★ 


足を のばして 楽な 姿勢を とる ことび でさ ま 
す。 

シート クッシ ヨ ン 下に 格納され ています。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


シー トの 調整 


■取り出し かた 


オッ ト マンを 取り出します。 

レバーを 引 さな びら、 オット マンを 取 
り 出し、 お好みの 角度に 調整したら レ 
バーを もどし、 オット マンを 固定 させ 
ます。 


必要に応じて オッ ト マンを 前方に 伸ば 
しまず。 


画 格納の しかた 
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走行 中は オッ ト マンの 位置 調整を しないで ください。 


•走行 中は オッ ト マンの 位置 調整を しないで ください。 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した 
とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•オット マンの 上には 絶対に 乗らないで ください。 オット マンび 破損し、 転倒な どして 生命 
にか かわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


•乗降 時 および 使用 しないと きは、 シートの 下に 格納して ください。 格納して いないと、 オッ 
ト マンに つまずいて 転倒す るな ど、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険 
です。 


A 麵 

オット マンを 格納ず ると きは、 オット マンを 一番う しろに 
もど して か 5 格納 してく ださい。 

♦オッ ト マンを 格納 するとき は、 オッ ト マンを 一番う しろに もどしてから 格納して ください。 
一番う しろに ち どさずに 格納す ると、 オッ ト マンび 床 面に 当たり オッ ト マンび 損傷す る お 
それび あります。 


♦フ □ン トシ ー トの 調整を している とさは、 足を 挟まれな いよう 足元に 十分を 意して くださ 
い。 


> シー ト クッシ ヨンの チップ アップの しかた 

L8 人秉 りの み I 


チップ アップ レバー 


チップ アップ レバーを 引いて、 クッションを 持ち上げます。 持ち上げた あと、 
クッションを 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている ことを 確認し ます。 
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c ヴー ド シー トの 調整） 


シー トの 調整 


J シー ト 調整の しかた 

■リク ライニング 調整 
L  手動 格納 式」 


背 わたれに 手を そえて、 U クラ イニング レバーを 手前に 引 さな びら、 背 わた 
れを 前後に 動かして 調整し ます。 

調整 後、 背 わたれを 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている ことを 確認し ます。 


G  電動 格納 式] 


スイッチを 操作して いる 間作 動し ます。 


を 警告 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 
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サード シートを 調整 するとき は、 次の 点に 注意して くださ 

し - -  し、© 

♦背を たれを を どす とさは、 背 もたれに 手を そえな びら、 U クラ イニング レバーを 操作して 
ください。 背ち たれを 押さえずに レバーを 操作す ると、 背ち たれび 急に ちどり、 けび をす 
る おそれび あります。 

♦  U クラ イニング 調整を すると さは、 背 もたれを バック ドアに 当てない ようにを 意して くだ 
さい。 バック ドアな どを 破損す る おそれび あります。 
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シー トの 調整 


J へッ ドレス ト 調整の しかた 

■左ち 席 


参上げ ると さは、 そのまま 引 さ 上げます。 

♦下げる とさは、 固定 ボタンを 押した まま 押し下げます。 
♦取りは ずす とさは、 固定 ボタンを 押 した まま 弓 I さ 抜 さます。 


か 重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 
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A 籠 

へッ ドレ ストを はずした まま 走行し ないで ください。 

•ヘッド レストを はずした まま 走行し ないで ください。 衝突した ときな どに、 首に 大きな 衝 
撃び 加わり、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 ヘッド レスト 中 
央び 耳の 後ち になる ように 高さを 調整して ください。 


•サード シートの ヘッド レストは サード シート 専用です。 取りつ ける ときは、 "カ チッ" と 音 
びして 固定された ことを 確認して ください。 ヘッド レストを 間違って 取りつ ける と、 固定す 
る ことび でさず、 衝突した とさな どに けび をす る おそれび あり 危険です。 


' - 知識 - 

ヴー ド シー ト のへ ッ ドレス ト について 

ヴー ド シー ト のへ ッ ドレス トの 上下 位置 調整は、 引 さ 上げた とさと 押し下げた とさの 2 段階 
のみになります。 ヘッド レストは、 引き上げた 状態で 使用して ください。 
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シー ト アレンジ 

C インデックス  ) 


シートは 状況に 応じて 次の よ ラな アレンジを 行 ラ ことび でさます。 それぞれ 
の 説明 ページを よく 読んで か ら 行って く ださい。 


目次 
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サー ド シー トを 格納す る/テーブルに する 


•248 


G  手動 格納 式] 


■格納 状態 


■テーブル 状態 
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シート アレンジ 


f 


最大 荷 室モー ドの つく り 方 . 262 


1  7 人 乗! 3 

8 人柔〇  1 

V 


スー パーリラ ツク スモー ドの つく り 方 . 264 


7 人 乗りの み 


V 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 
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f フラット シー トモー ドの つくり 方 . 267 

■セ カン ド シート- ヴー ド シー トフ ラツ ト 状態 


■フ □ン ト シート- セ カン ド シー トフ ラッ ト 状態、 ヴー ド シー ト 格納 状態 
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シート アレンジ 


> シー ト アレンジを する まえに 


車両を 安全で 平坦な 場所に 駐車し、 シフト レバーを© に 入れ、 パーキング ブ 
レーキを 確実に かけます。 


A 


シート アレンジを するとき は、 必ず 平坦な 場所で パー キ 
ング ブレーキを 確実に かけて、 シフ トレバーを© に 入れ 
て  <  ださい。 

♦シート アレンジを すると さは、 必ず 平坦な 場所で パーキング ブレーキを 確実に かけ、 シフ 
トレバーを© に 入れて ください。 不整 地 や 傾斜 地では 操作 中に 不意に シートび 動 さ、 手足 
などを 挟まれ、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•走行 中は シート アレンジ 操作を しないで ください。 

ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれ 
び あり 危険です。 

♦倒した 背 もたれの 上 や ラ ゲージ ルームに 人を 乗せて 走行し ないで ください。 急 ブレーキを 
かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険 
です。 

♦お テ さまび ラ ゲージ ルームに 入らない ようにを 意して ください。 ボディの 突起に 当たるな 
どして、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦シー トを 操作した あとは、 シー トを 軽く ゆさぶり 確実に 固定され ている ことを 確認して く 
ださい。 固定され ていないと 走行 中に シートび 動 さ、 思わめ 事故の 原因と なって、 生命 
にか かわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦  U ヤ シートを 操作す ると さは、 シートベルトを 挟み込まな いよ ラに してく ださい。 シート 
ベルトび 傷つく おそれび あり、 傷ついた まま 使用す ると、 衝突した とさな どに シートべ ル 
卜び 十分な 効果を 発揮せ ず、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび 
あります。 


シートを 操作 するとき は、 同乗を や 荷物に 当てない よう 
に ま 意して ください。 

トン ートを 操作す ると さは、 同乗者 や 荷物に 当てない ようにを 意して ください。 同乗者び け 
びを したり、 荷物を こわした りする おそれび あります。 

> シートを 操作す ると さは、 シートの 下 や □ック 機構 部分、 動いて いる 部分の 近くに 手 や 足 
などを 近づけないで ください。 指 や 手、 足な どを 挟みけ びを する おそれび あります。 


基本 操作 
早 わかり 


I 涵① 


關 if の 
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メンテナンス 
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c 車両 中央部に ス ぺース をつ < る） 


セカンド シートの クッシ ヨンを チップ アップ させて、 前後に スライ ドさせる 
ことにより、 車両 中央部に スペースを つくる ことび でさます。 


) 車両 中央部に スペースを つくる ときは 

7 シートベルトを 格納し まず。 

中央 席 2 点 式 シートベルト 装着 車は、 シ 
- ト ベル トを 格納 ポケッ トに 格納し ます。 
(P. 282 参照） 


三 背 もたれを 前方へ 倒します。 

U クラ イニング レバーを 引いて 背 もた 
れを 前方に 倒し、 "カ チッ" と 音び する 
位置まで 少し 後方に もどして 固定 させ 
ます。 
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シート アレンジ 


3 シート クッションを 持ち上げます。 

チップ アップ レバーを 引いて、 クッシ ョ 
ンを 持ち上げます。 


4 スライド レバーを 引いて、 シートの 前 
後 位置を 調整し、 固定し ます。 

シー ト 全体を 軽く 前後に ゆさぶり 確実 
に 固定され ている ことを 確認し ます。 


> ちとに ち どす とさは 

逆の 手順で 行います。 


A 議 

シート アレンジで つくった 車両 中央部の スペースに 人を 乗せて 走行し ない 
でく ださい。 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かか 
わる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

A 超 意 

シート クッシ ヨンを チップ アップ させた ときは、 次の 点に 
ま 意して ください。 

♦シート クッシ ヨンを チップ アップ させた とさは、 シート クッシ ヨンの ± 台 部分に 乗らない 
でく ださい。 ± 台 部分び 損傷す る おそれび あ ります。 


•シート クッシ ヨ ン をチッ プア ッ プ させた ときは、 シー トク ッ シヨ ンの ± 台 部分と シー トク 
ッシ ヨンの 間に 手 や 足を 入れないで ください。 シートに 挟まれて けび をす る おそれび あり 
ます。 
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c ヴ— ドシ— 卜を 格納ず る/テー ブルに ずる） 


G  手動 格納 式] 


■テー ブル 状態 


ヴー ド シー トをラ ゲージ ルーム 内に 手動で 格納す る ことび でさます。 また、 
テーブル 状態に して 使用す る ことわで さます。 


> 操作す る まえに 

# バック ドアを 開けます。 

シー トの 操作は 必ず バック ドアを 開け、 
車両 後方から 行って ください。 


三 デッキ フックを 格納し まず。 （P.488 
参照） 


〇 販売店 装着 オプションの デッキ ボード 
を 装着され た 方は、 デッキ ボードを は 
ずします。 


4 左ち 席の シー ト ベル トを ベル ト 八ンガ 

一に 挟みます。 

& 中央 席 シートベルト、 バックルを 収納 
しまず。 （P.282 参 P 寫） 

分離 格納 式 中央 席 シー ト ベル ト 装着 車 
は、 シートベルトを シートから 取りは 
ずして 天井へ 収納し ます。 （P.283 参 
照） 
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シート アレンジ 


> 格納す ると さは 


6 ヘッド レストを 下げます。 

P.239 参照 

7 セカンド シー トを 前方に 移動させます。 

P.227 参照 


ノ V ン ドル A を 引 さなが 5 背 もたれを 前 
倒し させ、 □ック させます。 

シート 全体を 軽く 前後に ゆさぶり、 確 
実に 固定され ている ことを 確認し ます。 
•この 状態で テーブルと して 使用す る 
ことち でさます。 


八ン ドル A 


こ 八ン ドル B を 引きな が 5 シート 全体を 
後方へ 引き上げます。 

シー ト 後端び シー ト 格納 部の 後端に 当 
たるまで 引 さ 上げます。 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 
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3 背 もたれに 手を そえて、 シート 全体を 
押し下げて □ック します。 

シート 全体を 軽く ゆさぶり、 確実に 固 
定 されて いる ことを 確認し ます。 


4  ノ V ン ドル A、 B を 格納 部に もどします。 

"カ チッ" と 音び する まで 八ン ドルを 押 
し、 固疋 します。 


白 販売店 装着 オプションの デッキ ボード 
を 装着され た 方は、 デッキ ボードを 取 
0 つけます。 


> ちとに ち どす まえに 


# バック ドアを 開けます。 

シー トの 操作は 必ず バック ドアを 開け、 
車両 後方から 行って ください。 

£? デッキ フックを 使用して いたと きは、 
デッキ フックを 格納し ます。 （P.488 
参照） 

3 販売店 装着 オプションの デッキ ボード 
を 装着され た 方は、 デッキ ボードを は 
ずしまず。 

4 左ち 席の シー ト ベル トを ベル ト 八ンガ 

一に 挟みます。 

〇 セカンド シー トを 前方に 移動 させまず。 

P.227 参照 


250 


シート アレンジ 


> ちとに ち どす とさは 


八ン ドル B を 引きな が 5 シー ト全化 を 
引き上げます。 

シー ト 後端び シー ト 格納 部の 後端に 当 
たる 位置で いったん 止めます D 


に? シート 全体を 前方に 押し出し、 背 もた 
れに 手を そえて、 シート 全体を 押し 下 
ばて □ック します。 

•シー ト 全体を 押 し 下げて □ック する 
とさは、 シートび もとの 位置に もど 
つたこと を 確認して から 押し下げて 
ください。 

•シート 全体を 軽く ゆさぶり、 確実に 
固定され ている ことを 確認し ます。 

背 もたれに 手を そえて、 八ン ドル A を 
引きな が 5、 背 もたれを 起こし □ック 
させます。 

シート 全体を 軽く 前後に ゆさぶり、 確 
実に 固定され ている ことを 確認し ます。 


4 販売店 装着 オプションの デッキ ボード 
を 装着され た 方は、 デッキ ボードを 取 
0 つけまず。 


シー トを もとに もどす とさの 手順 2 で、 シー トを 前方へ 巧し 出して いる 途中 
に シートを 巧し 下げないで < ださい。 途中で シートを 押し下げ ると、 シート 
の 脚部で 床 面を 損傷す る おそれび あります。 シートを □ック すると さは、 シ 
ートび もとの 位置に もどった ことを 確認して から 巧し 下げて ください。 
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G 電動 格納 式 I 


ヴー ド シー トをラ ゲージ ルーム 内に 自動で 格納す る ことび でさます。 また、 
テーブル 状態に して 使用す る ことわで さます。 


■サード シー ト 操作 スイッチ 


助手席 側 ラ ゲージ ルームと サード シート クッション 両端に あります。 

•ラ ゲージ ルーム 内 スイッチの R 側は 運転席 側ヴー ド シート、 L 側は 助手席 
側ヴー ド シー トの スイッチになります。 
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シート アレンジ 


J 電動 格納 シー トを 操作す る まえに 


2 


" エンジン スタート ストップ" スイ 
ッチを OFF、 または イグ ニッシ ョン 
ON モー ドのと きは シフ トレバーを© 
にします。 

この 条件を 満たして ない と シー トは格 
納 作動し ません。 

(U クラ イニング スイッチで テーブルを 
わと にわ どす 場合を 除く） 

バック ドアを 開けます。 

シー トの 操作は 必ず バック ドアを 開け、 
車両 後方から 行って ください。 


3 左ち 席の シー ト ベル トを ベル ト 八ンガ 

一に 挟みまず。 


J 電動 格納す ると さは 


7 操作す る 側の 格納 スイッチを 押し 続け 
ます。 

•ブヴ ーび 2 回 鳴り、 シートの 格納 作 
動び 始まります。 

•背 わたれび 倒れ、 シー ト 全体び 後方 
へ 格納され ます。 


書告 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 
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車との 上手な 
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2 格納 作動が 終了し、 シートが 固定され 
ます。 

ブヴ ーび 2 回 鳴り、 シートの 格納 作動 
び 終了した ことを お知らせ します。 


〇 背 もたれに ある カバーを 起こして 固定 
部を おおいまず。 


. ^ A 知識 - 

ヴー ド シー トの 電動 格納に ついて 

♦サード シートの 格納 作動 中に、 下記の ことを した 場合、 格納 作動は 中断され、 作動 表示 打 
び 点灯し、 ブヴ ーび 約] 日 秒 間 鳴り 格納 作動び 中断され たこと を お知らせ します。 （マルチ 
イン フォ メー ショ ン ディスプレイ 装着 車では、 ブヴ ーび 鳴る のと 同時に マルチ イン フ ォメ 
-シ ョン ディスプレイに 「31X1  SEAT」 と 表示され ます。） 

•格納 スイッチから 手を 離す。 

•格納 作動して いる 側の テーブル スイッチ、 または U クラ イニング スイッチを 押す。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ョン ON モードの とさで シフ 
ト レノ  く 一を© から© じ (外にす る。 

上記の 中断 条件を 解消し、 作動を 再開 させた とさに、 作動 表示灯は 消灯し ます。 

•サード シートの 格納 作動 中に、 無理に シートの 動きを 止めたり、 シートび 故障した ときは、 
作動 表示 好び 点滅し ブヴ ーび 約] 日 秒 間 鳴り 格納 作動び 中断され ます。 （マルチ イン フ ォメ 
ーシ ョン ディスプレイ 装着 車では、 ブヴ ーび 鳴る のと 同時に マルチ インフォメーション デ 
イス プレイに 「3「cl  SEAT」 と 表示され ます。） 作動び 再開され たと き、 作動 表示灯は 消 
灯します。 
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シート アレンジ 


J ちとに ち どす とさは 

ベル ト 八ンガ — 


左ち 席の シー ト ベル トを ベル ト 八ンガ 
一に 挟みまず。 


着座 スイッチ 


n? 操作ず る 側の 着座 スイッチを 押し 続け 
まず。 

ブヴ ーび 2 回 鳴り、 シート 全体び 前方 
にわ どり 始めます。 

" エンジン スター トス トップ’’ ス 
イッチを 0  F  F にして いない、 また 
は シフ トレバーを© にして いないと 
さは、 スイッチを 押してい る 間、 作 
動 表示灯び 点滅し、 復帰 作動で さな 
いこと を お知らせ します。 


シー トが巧 面に 固定され 背ち たれが 後 
方に もどり 始めます。 

ブヴ ーび 2 回 鳴り、 背 わたれび もどり 
始めます。 

•背 わたれび もどり 始めて からは、 着 
座 スイッチから 手を 離しても、 作動 
は 継続され ます。 


4 背 もたれが 直角ぐ 5 いの 位置まで もど 
ると 作動が 終了し ます。 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 
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' - 知識 - 

ヴー ド シー トの 電動 復帰に ついて 

•サード シートの 復帰 作動 中に、 下記の ことを した 場合、 復帰 作動は 中断され、 作動 表示灯 
び 点灯し、 ブヴ ーび 約] 日 秒 間 鳴り 復帰 作動び 中断され たこと を お知らせ します。 （マルチ 
イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車では、 ブヴ ーび 鳴る のと 同時に マルチ イン フ ォメ 
-シ ヨン ディスプレイに 「31X1  SEAT」 と 表示され ます。） 

•着座 スイッチから 手を 離す （背ち たれび 後方に ちどり 始めて からは、 スイッチから 手 
を 離 してち 作動は 中断され ません)。 

•復帰 作動して いる 側の テーブル スイッチ、 または U クラ イニング スイッチを 巧す。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とさで シフ 
トレバーを© から© 1； 1外 にす る。 

上記の 中断 条件を 解消し、 作動を 再開 させた とさに、 作動 表示灯は 消灯し ます。 

♦サード シートの 復帰 作動 中に、 無理に シートの 動きを 止めたり、 シートび 故障した ときは、 
作動 表示 好び 点滅し ブヴ ーび 約] 日 秒 間 鳴り 復帰 作動び 中断され ます。 （マルチ イン フ ォメ 
ーシ ヨン ディスプレイ 装着 車では、 ブヴ ーび 鳴る のと 同時に マルチ イン フォ メー シヨ ンデ 
イス プレイに 「3「cl  SEAT」 と 表示され ます。） 作動び 再開され たと き、 作動 表示灯は 消 
好し ます。 
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J 自動で テーブルに すると さは 


ヴ ー ドシ ー トのク ッ シヨ ンが 固定され 
ている ことを 確認し ます。 

シート 全体を 軽く ゆさぶり、 確実に 固 
定 されて いる ことを 確認し ます。 


テーブル スイッチ 


n? テーブルに ずる 側の テーブル スイッチ 
を 押す と 背ら たれが 前倒しされ ます。 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 
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> ちとに ち どす とさは 


7 ヴ ー ドシ ー トのク ッ シヨ ンが 固定され 

ている ことを 確認し まず。 

シート 全体を 軽く ゆさぶり、 確実に 固 
定 されて いる ことを 確認し ます。 


三 もとに もどす 側の テーブル スイッチ ま 
たは、 リク ライニング スイッチ 
(P.2 曰 2 参照） を 押す と 背ら たれ がら 
ど 0 まず。 


〇 背 もたれが 直角ぐ 5 いの 位置まで もど 
ると 作動び 終了し ます。 
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' - 知識 - 

ヴー ド シー トの テーブル 作動 • 復帰 作動に ついて 

♦ヴー ド シー トの テーブル 作動- 復帰 作動 中に、 同じ ヴー ド シー トの 他の スイッチを 巧した 
場合、 テーブル 作動 •復帰 作動は 中断され、 作動 表示灯び 点 好し、 ブヴ ーび 約] 日 秒 間 鳴 
り テーブル 作動- 復帰 作動び 中断され たこと を お知らせ します。 

テーブル 作動- 復帰 作動を 再開 させた とさに、 作動 表示灯は 消灯し ます。 

♦ヴー ド シー トの テーブル 作動- 復帰 作動 中に、 無理に シー トの動 さを 止めたり、 シートび 
故障した とさは、 作動 表示灯び 点滅し ブヴ ーび 約] 日 秒 間 鳴り テーブル 作動- 復帰 作動び 
中断され ます。 作動び 再開され たと さ、 作動 表示 好は 消 好し ます。 


リク ライニング スイッチ について 

U クラ イニング スイッチで 背 もたれを を もどす 場合、 「電動 格納 シートを 操作す る まえに」 
(P. 2 己 3 参照） の 手順 7 の "エンジン スタート ストップ" スイッチ、 シフト レバーの 条件 
は 満た していな く て も 作動し ます。 
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シートは 確実に 固定され ていないと、 衝突した ときな どに 
^ 胃 g  L 重大な 傷害を 受ける おそれが あり 危険です。 

•シートを もとに もどした ときは、 シートを 軽く ゆさぶり、 さらに シート クッシ ヨン 全体を 
軽く ゆさぶり、 シートび 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 確実に 固定され 
ていないと、 走行 中に シートび 動 さ、 思わめ 事故の 原因と なって、 生命に かかわる 重大な 
傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•手動 格納 式 シー トで シー トを 格納す ると さは 必ず 八ン ドルを 持って 操作して ください。 八 
ン ドル 外の 場所を 持って 格納す ると、 シー トと 床との 間な どに 挟まりけ びを する おそれ 
び あり 危険です。 

♦助手席 側ヴー ド シー トを 格納した とさの ヴー ド シー トの 乗車 定員は] 名です。 中央 席には 
絶対にす わらないで ください。 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かか 
わる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

♦シー トを 格納す ると さ、 または もどす とさは シー ト などで 手 や 足 や ほかの 乗員の 体を 挟ま 
ないよう にを 意 してく ださい。 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•シートを 格納した あとで、 背 もたれの みを 起こして 座らないで ください。 急 ブレーキを か 
けたと さや 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険で 
す。 


A 超 意 

シー トク ッ シヨ ンの 上に 荷物 や 座布団な どを のせた まま、 
シー トを 格納 または テーブルに しないで ください。 

•シー ト クッションの 上に 荷物 や 座布団な どを のせた まま、 シー トを 格納 または テーブルに 
しないで ください。 荷物 や 座布団な どを 挟んで しまう と、 シート や シート 表皮び 破損す る 
おそれび あります。 


参 シー トを 格納す ると さは シー ト 格納 部に 物び ない ことを 確認して ください。 物び ある 状態 
で シー トを 格納す ると、 シー トび 破損す る おそれび あります。 

♦シー ト をを どす とさは 床 面に 物び ない ことを 確認して ください。 物び ある 状態で シートを 
をと にを どす と、 シー ト 固定 部な どを 破損す る おそれび あります。 

♦販売店 装着 オプ シヨ ンの スペアタイヤを 装着され たちは、 ヴー ド シー ト 格納 スペースに、 
その スペアタイヤび 搭載され るた め、 サード シートの 格納び でさません。 をし、 無理に ヴ 
- ド シー トを 格納し ようとす ると ヴー ド シー トを 破損す る おそれび あります。 
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知識 


車い す 固定べ ル ト 付き 車の ヴー ド シー トの 格納に ついて 

ヴー ド シー トの 格納を する 前に 次の 準備を して、 車い す 固定べ ル トびヴ ー ド シー トに 挟み込 
まれない よ ラに してく ださい。 

♦ラ ゲージ ルーム 側の 車い す 固定 ベルトは、 ベルトの 付け根の U ングに フックを 引っかけて 
お <。 

♦背 もたれ 側の 車い す 固定べ ル ト は、 手前 側と 奥 側の ベル トの 長さを 同じく らいに 調整し、 
重ねて マジックテープで 背を たれに 貼りつ けて おく。 


マジックテープ' 
奥 側の ベルト 


手前 側の ベルト 


背ち たれ 側 ベルト 


ジ ルーム 側 ベルト 


リング 


フック 
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〔最大 巧 まモー ドの つ <0 方） 


1  7 人柔〇 

1  8 人 乗 0  1 

セ カン ド シー トとヴ ー ド シー トを 組み合わせて、 荷 室を 最大限に 広く する こ 
とびでさます。 


> 最大 荷 室 モー ドに するとき は 


口人 乗り I 


I  □ング スライド コンソール 装着 車は、 □ング スライド コンソールを 前 
方へ スライ ドさせます。 

P.484 参照 

こ セカンド シートの 前後 置を 一番 前へ スライドさせます。 

P.227 参照 


〇 ヴード シート を 格納し ます。 

P.248 参照 
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巧 人秉り I 

7 セ カン ド シー トのク ッ シヨ ン をチッ プア ッ プ させ 車両 中央部に ス ペー 
スを 作ります。 

P.246 参照 

こ セカンド シートの 前後 位置を 一番 前へ スライドさせます。 

P.227 参照 

〇 サード シートを 格納し ます。 

P.248 参照 

> ちとに ち どす とさは  — 1 

逆の 手順で 行います。 


ラ ゲージ スペースに 人を 乗せて 走行し ないで く ださい。 急 
ブレーキを かけた とき や 衝突した ときな どに 生命に かかわ 
る 重大な 傷害を 受ける おそれが あり 危険です。 


> ラ ゲージ スペースに 人を 乗せて 走行し ないで ください。 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突し 
たと さな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

> シー ト ベル トび背 もたれに 挟まれて いない ことを 確認して ください。 シー ト ベル トび背 も 
たれ や シー ト クッシ ヨンに 挟まれて いると、 衝突した とさな どに シー ト ベル トび 十分な 効 
果を 発揮せ ず、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

> シートを をと にも どした とさは、 シートを 軽く ゆさぶり、 さらに シート クッシ ヨンを 持ち 
上げ、 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 固定され ていないと 走行 中に シー 
卜び動 さ、 思わめ 事故の 原因と なって 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危 
険 です。 

> 走 行中に ラ ゲージ スペースを 作ったり、 もとに もどす 操作を 行わないで ください。 ブレー 
キを かけた とさ や 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 
危険です。 


シート レールの 上に マツ ト などを 敷かないで ください。 シートを 移動 させ 
ると さに、 シート レール 内の ゴム 部分を 損傷す る おそれび あります。 
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〔スー パー リラックス モー ドの つく  0 方） 


G7 人 乗りの み I 


セ カン ド シー トとヴ ー ド シー トを 組み合わせて、 セ カン ド シー トの スペース 
を 広く し、 さらに オット マンを 使用す る ことで、 より くつろげる スペースを 
つ  <  る ことび でさます。 

》ス ー パ ー リラックス モ ー ドに するとき は 

1 サード シートを 格納し まず。 

P.248 参照 

こ センタ ー テ ー ブル 付き 車では、 テ ー ブ 
ルを 格納し ます。 

P.472 参照 

左ち スライ ド レバー 

^ セ カン ド シー トの 左ち 位置を 左ち スラ 
イ ドレ バーを 引いて 中央 いっぱいまで 
スライ ドさせます。 
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4 スライド ストッパーを はずします。 

セカンド シ ー ト 後方の シ ー トレ ー ル か 
ら、 スライド ストッパー (2 本） をは 
ずします。 


ら セカンド シートの 前後 位置を 前後 スラ 
イ ドレ バーを 引いて 後方へ スライド さ 
せます。 


前後 スライド レバー 


b オット マンを 引 さ 起こします。 

P.235 参照 
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> ちとに ち どす とさは 

逆の 手順で 行います。 

•スライド ストッパーを 取りつ ける とさは、 シート レール 内の 穴 （3 ケ 所) 
に スライ ドス トッパーの ツメを 差し込み 取りつ けて ください。 


' - スロ識 - 

スライド ストッパーに ついて 

♦はずした スライ ドス トッパーは 紛失し ないように 大切に 保管して くださし、 工具 袋に 入れ 
て おく ことを おすすめ します。 （工具 袋に ついては P.622 をご覽 ください。） 

♦スライド ストッパーの 取っ手 部には 矢印び 表示して あります。 その 矢印は、 販売店 装着 才 
プシ ョンの フ □アマ ッ トを 装着した 場合に、 スライ ドス トッパーを 取りつ ける 際の 目安と 
なる 矢印です。 販売店 装着 オプションの フ □ア マットに 表示され ている 矢印に、 スライド 
ス トッパーの 取っ手 部の 矢印を あわせて スライ ドス トッパーを 取りつ けて ください。 


卜側 矢印 


ドス トツ パー側 矢印 
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〔フラット シー トモードの つくり 方） 


シート アレンジ 


■セ カン ド シート- ヴー ド シー トフ ラッ ト 状態 
7 人 乗り I  I  I  8 人柔り 


■フ □ン トシー ト- セ カン ドシー トフ ラッ ト 状態、 ヴー ドシー ト 格納 状態 


7 人 乗り 


8 人 乗り 


セ カン ド シー トとヴ ー ド シート、 または フ □ン ト シート- セ カン ド シー ト¬ 
サー  ド シートを 組み合わせて、  車内に フラッ トな スペースを つくる ことび で 
さます。 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 
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> フラッ トシ ート モードに すると さは 

■セ カン ド シート- ヴー ド シー トフ ラッ ト 状態 

1 7 人柔り 車で □ング スライド コンソール 装着 車は、 □ング スライド コン 
ソールを 前方へ スライド させて おく （P.484 参照）、 センター テーブ 
ル 装着 車では テーブルを 格納して おきます。 （P.472 参照） 

と セカンド シー トの 前後 位置を 一番 前へ スライドさせます。 

P.227 参照 

〇  7 人 乗り 車では、 セカンド シートの 左ち 位置を 中央に スライド させ ま 
ず。 

P.227 参照 

4 セカンド シートの ヘッド レストを 取りは ずします。 

P.23 □参照 

h セ カン ド シー トの 背ら たれを 後方 いっぱいまで 倒しまず。 

P.228 参照 


6 ヴー ド シー トの背 もたれを 後方 いっぱいまで 倒します。 

Pi237 雌昭 

•ヴー ド シー ト のへ ッ ドレス ト は、 一番 下まで 下げて おいてく ださい。 
下げて おかないと 背 もたれを ラし ろに U クラ イニング させた とさに、 
へッ ドレス トび バック ドアに 当たります。 
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■フ □ン トシー ト- セ カン ドシー トフ ラッ ト 状態、 ヴー ドシー ト 格納 状態 

> サード シートを 格納し ます。 

P.248 参照 

こ フ □ン トシー ト を一 番 前へ スライドさせます。 

P.2 1 9 参照 

〇 フ □ント シートの ヘッド レストを 取りは ずしまず。 

P.222 参照 

4 フ □ン トシー トの背 もたれを 後方 いっぱいまで 倒します。 

P.2 1 9 参照 

&  7 人 乗り 車で □ング スライド コンソール 装着 車は、 □ング スライド コン 
ソールを 前方へ スライド させて おく （P.484 参照）、 センター テープ 
ル 装着 車では テーブルを 格納して おきます。 （P.472 参照） 

b  7 人 乗り 車では セカンド シートの 左ち 位置を、 中央に スライド させ ま 
す。 

P.227 参照 

/ セカンド シートの シート クッシ ヨンが、 フ □ント シートの 背ら たれに 
当たる 位置まで 移動させます。 （P.227 参照） 

セ カン ド シー トの クッシ ヨンと フ □ン トシ ー トの背 もたれび フラット 
になる ように フ □ン トシ ー トの U クラ イニング 位置を 調整し ます。 

b セ カン ド シー トの背 もたれを 後方 いっぱいまで 倒します。 

P.228 参照 

9 必要に応じて セ カン ド シー ト のへ ッ ドレス トを 取りは ずします。 

P.23 □参照 
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> ちとに ち どす とさは 

逆の 手順で 行います。 


盛 


シートを フラット にした とさ、 またはら と にら どした とさ 
は、 シートを 軽く 前後に ゆさぶり 確実に 固定され ている こ 
とを 確認して ください。 


♦シートを フラット にした とき、 または もとに もどした ときは、 シートを 軽く 前後に ゆさぶ 
り 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 固定され ていないと 走行 中に シートび 
動 さ、 思わめ 事故の 原因と なって 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険で 
す。 

♦シートを フラッ ト にした 状態で 人 や 荷物を のせて 走行し ないで ください。 急 ブレーキを か 
けたと さや 衝突した とさな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険で 
す。 

♦走行 中に フラッ ト シートの 操作を しないで ください。 ブレーキを かけた とさ や 衝突した と 
さな どに、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


▲を^ 胃 背 もたれを もどす ときは、 背ら たれを 押さえな が 5 リク ラ 
J イニング 調整を 行って ください。 

♦背 もたれを もどす ときは、 背 もたれを 押さえな びら U クラ イニング 調整を 行って ください。 
背を たれを 巧 さえずに U クラ イニング 調整す ると 背ち たれび 急に もどり、 けび をす る おそ 
れ びあります。 

•フ ラッ ト にした 状態で シートの 上を 走り まわらないで ください。 また シートの 上を 移動す 
ると きは、 シートの 中央を 踏んで ゆっくりと 移動して ください。 シートを 踏みは ずしたり、 
シー トの 間に 足な どを 挟んだり してけ びを する おそれび あります。 

♦シートに 人び 乗って いる 状態で フラッ ト 操作を しないで ください。 シートび 当たるな どし 
てけ びを する おそれび あり ます。 


' — 知識 - 

サイ ド リフト アップ シー ト 装着 車に ついて 

サイ ド IJ フト アップ シートは、 フラッ ト 状態に する ことび でさません。 
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G シー ト ベル トの 正しい 着用 


シー ト ベル トは 正しく 着用 しないと 効果が 半減したり、 危険な 場合が ありま 
す。 次の 使用方法に したがって 走 巧 前に 運 輯割ホ 必ず 着用し、 同乗を にも 必 
ず 着用 させて ください。 


肩部 ベルト 
肩に 十分 かける こと。 （首に かか 
つたり、 肩からは ずれない こと。） 


ねじれて いない こと。 


背 もたれを 調整し、 上体を 起こし、 
深く 腰かけて 座る こと。 


腰部 ベルト 

必ず 腰骨の できるだけ 低い 
位置に 密着させる こと。 


必ず シートベルトを 着用して ください。 また、 着用す ると 
き は 必ず 次の ことを お守りく ださい。 


♦車に 乗る 場合は、 全員び シートベルトを 着用して ください。 ベルトを 着用 しないと、 急ブ 
レーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに 身体び シー トに 保持され ず、 身体を ぶつけたり、 
ふくらむ SRS エアバッグに 飛ばされたり、 車 外に 投げ出された りして、 重大な 傷害に お 
よぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 

•シートベルトを 着用す ると さは、 必ず 次の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と 
衝突した とさな どに シー ト ベル トび 十分な 効果を 発揮せ ず 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 
場合 死亡に つなび る おそれび あり ます。 

• シー ト ベル トは 上体を 起こして、 シー トに 深く 腰かけた 状態で 着用して ください。 

正しい 姿勢に ついては、 P.2]  7 を 参照して ください。 

•肩部 ベルトは、 首に かかったり 脇の 下を 通したり して 着用し ないで ください。 必ず 肩に 
十分 かかる よう に 着用 してく ださい。 

•腰部 ベルトは、 必ず 腰骨ので さる だけ 低い 位置に 密着 させて 着用して ください。 腰部べ 
ル トび 腰骨から ずれて いると、 衝突した とさ 腹部な どに 強い 圧迫を 受ける おそれび あり 
ます。 

•シートベルトは ねじれび ないように 着用して くださし、 ねじれて いると、 衝突した とさ 
などに 衝撃 力を 十分に 分散させる ことび でさません。 

• シー ト ベル トは 1 人 用です。 2 人 上で 1 本のべ ル トを 使用し ないで ください。 

• シー ト ベル トを 着用す る 場合は、 洗た くば さみ やク U ップ などで たるみを つけない でく 
ださい。 
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必ず シートベルトを 着用して ください。 また、 着用ず ると 
き は 必ず 次の ことを お守りく ださい。 


盛醫曽 


• シー トの背 もたれを 必要 上に 倒して 走行し ないで ください。 衝突した とさな どに 身体 
び シー ト ベル トの 下にち ぐり、 腹部な どに 強い 圧迫を 受ける おそれび あります。 

•八ン ドル や インス トル メン ト パネルに 必要 上に 近づいて 運転し ないで ください。 

• アーム レス トを 使用す ると さは、 必ず シー ト ベル トを アーム レス トの 下に 通した 状態で 
正しく 着用して ください。 アーム レストに かかった 状態で 着用す ると、 衝突した とさな 
どに シー ト ベル トび 十分な 効果を 発揮せ ず、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれ 
びあります。 

♦シー ト ベル トや プレー トを シート や ドアに 挟まない ように してく ださい。 シー ト ベルトび 
傷ついた 場合、 十分な 効果を 発揮せ ず 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る 
おそれび あります。 

♦お テ さまに も シー ト ベル トを 必ず 着用 させて ください。 ひざの 上で お テ さまを 抱いて いる 
と、 急 ブレーキ や 衝突した とさな どに 支えされ ず、 お テ さまび 放り出された りして、 重大 
な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 

•妊娠 中の 女性ち 必ず シー ト ベル トを 着用 してく ださい。 

(ただし、 医師に ミ 主意 事項を ご 確認く ださい。） 

•妊娠 中の シートベルトの 着用に ついては、 基本的に 通常 着用す ると さと 同様です び、 腰 
部べ ル トび 腰骨ので さる だけ 低い 位置に かかる ように お腹の ふく ら みの 下に 着用す るよ 
ラに してく ださい。 

また、 肩部 ベルトは 確実に 肩を 通し、 お腹の ふくらみを 避けて 胸部に かかる ように 着用 
してく ださい。 

•ベルトを 正しく 着用して いないと、 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに ベル 
卜び お腹の ふく ら みに 食い込むな どして、 母体 だけでなく 胎児まで び 重大な 傷害に およ 
ぶか、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり ます。 


•疾患の あるかた も 必ず シー ト ベル トを 着用して ください。 
(ただし、 医師に ミ 主意 事項を ご 確認く ださい。） 
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シー ト ベル トの 着用 


^  必ず シートベルトを 着用して  <  ださい。 また、 着用す ると 

墨 音に] I きは 必ず 次の ことを お守りく ださい。 

•シートベルトび 首 や あごに 当たったり、 腰骨に かからない ような 小さな お テ さまには、 チ 
ャイ ルド シート •ジュニア シートを 使用して ください。 使用し ない 場合、 衝突した とさな 
どに 強い 圧迫を 受け、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび ありま 
す。 また、 ひとり 座りので さない ル さな お テ さまは、 ベビー シートを 使用して ください。 
なお、 テ 供 専用 シー ト について は トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

♦シートベルトの バックルには 異物び 入らない ようにして くださし、 異物び 入る と、 プレー 
卜び バックルに 完全には まらない 場合び あり、 衝突した とさな どに シートベルトび 十分な 
効果を 発揮せ ず、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 

♦ほ つれ •すりされ びで さたり、 正常に 作動し なくなった シートベルトは、 すぐに トヨタ 純 
正の 新品と 交換して ください。 また、 事故に より 強い 衝撃を 受けたり、 傷の ついた シート 
ベルトは、 使用し ないです ぐに 新品と 交換して ください。 そのまま 使用す ると、 衝突した 
とさな どに 正常に 働かず、 シー ト ベル トび 十分な 効果を 発揮せ ず 重大な 傷害に およぶ か、 
最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり ます。 

♦シートベルトの 改造 や 分解. 取りつ け. 取りは ずしな どを しないで ください。 衝突した と 
さな どに シートベルトび 十分な 効果を 発揮せ ず、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡 
につな びる おそれび あります。 シートベルトの 取りつ け- 取りは ずし- 交換に ついては、 
トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

♦シー ト ベル トの 清掃に ベンジン やガソ IJ ン などの 有機 溶剤を 使用し ないで ください。 また、 
ベルトを 漂白したり、 染めたり しないで ください。 シートベルトの 性能び 落ち、 衝突した 
とさな どに、 シートベルトび 十分な 効果を 発揮せ ず、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける 
おそれび あり 危険です。 清掃す ると さは、 中性洗剤 かめる ま 湯を 使用し、 乾く まで シート 
ベルトを 使用し ないで ください。 
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r シー ト ベル トの 着用の しかた） 

>3 点 式シー ト ベル トの脱 着の しかた 


r フ □ント シート I 
I セカンド シート 左ち 席 I 

I サイド エアバッグ 装着 車の セカンド シート 中ち 原 

[ヴー トソー ト i: も 席] 


シー ト ベルトを 引き出します。 

プレートを 持って 引 さ 出し、 ねじれて 
いない ことを 確認し ます。 
シートベルトび □ック した まま 引き出 
せない とさは、 一度 ベルトを 強く 引い 
てから ベルトを ゆるめ、 再度 ゆっくり 
と 引 さ 出します。 


三 プレー トを バックルに 差し込みます。 

プレートを "カ チッ" と 音び する まで 
バックルに 差し込みます。 

フ □ント シートベルトは、 シートべ ル 
卜非 着用 警告 灯 （P. 352 参照） び 消灯 
した こと を 確認 してく ださい。 


〇 腰部べ ル トを 密着させます。 

腰部 ベルトは、 必ず 腰骨ので さる だけ 
低い 位置に かかる よ ラに し、 肩部べ ル 
卜を引 さ、 腰部に 密着させます。 
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シー ト ベル トの 着用 


4 肩部 ベルトを かけます。 

肩部 ベルトは、 必ず 肩に 十分 かかる よ 
ラに します。 

このと さ、 ベルトび 首に 当たったり、 
肩からは ずれない よ ラに してく ださい。 


5 


フ □ント シートでは、 ベルトの 高さを 
調整し ます。 

アジ ヤス タブ ル シー ト ベル ト アンカー 
でべ ル トの 高さを 調整し ます。 

調整す ると さは、 ベルトび でさる だけ 
肩の 中央に かかる よ ラに してく ださい。 
•上げる とさは アンカー 部を 持ち、 そ 
のま ま 動かします。 

•下げる とさは、 □ック ボタンを 押し 
たま ま アンカー 部を 動かし、 最適な 
位置に 調整し ます。 

"カ チッ" と 音び し、 確実に 固定され て 
いる ことを 確認し ます。 


U はずす ときは、 バックルの ボタンを 押 
します。 
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シートベルト アンカーを 調整す ると さは、 次の ことを お守りく ださい。 お 
守りいた だかない と、 衝突した とさな どに シー ト ベル トび 十分な 効果を 発 
揮せ ず、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり 
ます。 

•シートベルトび 首に 当たらない ように、 また 肩の 中央に 十分 かかる よう 
でさる だけ 高い 位置に 調整して ください。 

•調整した あとは、 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 
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J 長さ 調整 式 2 点 式 シー ト ベル トの脱 着の しかた 

I サイ ド エアバッグ 非 装着 車の セ カン ド シー ト申 英^ 

けイ ド エアバッグ 非 装着 車の ヴー ド シー ト 中央 席 I 


ベルトの 長さを 調整し ます。 

プレー トを 図の ように 持って ベルトを 
引 さ、 必要な 長さより 少し 長め にし ま 
す。 


三 プレー トを バックルに 差し込みます。 

ベルトに ねじれ びないよ ラに し、 プレ 
ートを "カ チッ" と 音び する まで バッ 
クルに 差し込みます。 

※左記の イラストは サード シートの イラストで、 セ カ 
ン ド シー トは 左記の イ ラス トと プレー ト 形状び 若干 
異なります。 


3 


ベルトを 密着させます。 

ベルトを 引いて、 必ず 腰骨ので さる だ 
け 低い 位置に かかる ように 密着 させ ま 
す。 


4 はずす ときは、 バックルの ボタンを 押 

しまず。 

はずした ベルトは、 バックルに はめて 
おいて  <  ださい。 
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J 分離 格納 式シー ト ベル トの 使い方 

L サイ ドエ アバ ツグ 装着 車の ヴー ド シー ト 中央 席 j 


■脱 着の しかた 


プ レー ト A 


シー ト ベルトを 引き出し ねじれて いな 
いこと を 確認し ます。 

シー ト ベル トび 固定された まま 引 さ 出 
せない とさは、 一度 ベルトを ゆるめ、 
再度 ゆっくりと 引 さ 出します。 


三 プレート A を "カ チッ" と 音が する ま 
で バックル A に 差し込みます。 
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4 腰部べ ル トを 密着させます。 

腰部 ベルトは、 必ず 腰骨ので さる だけ 
低い 位置に かかる よ ラに し、 肩部べ ル 
卜を引 さ、 腰部に 密着させます。 


〇 肩部 ベルトを かけます。 

肩部 ベルトは、 必ず 肩に 十分 かかる よ 
うにし ます。 

このと さ、 ベルトび 首に 当たったり、 
肩からは ずれない よ ラに してく ださい。 


b はずす ときは、 バックル B の ボタンを 
押します。 


- ボタン 
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■分離- 格納の しかた 


7 シートベルトを 分離し ます。 

バックル A の ボタンを メカニカル キー 
などを 使って 押します。 

(P. 161 劍訪 


^ シートベルトを 巻き 取 5 せ、 プレート 
を 差し込み 格納し ます。 

プレート 目 の 先端 部を ホルダーの 穴 部 
目に 差し込ん でから、 プレート A の 先 
端 部を ホルダーの 穴 部 A に 差し込み プ 
レートを 格納し ます。 
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シー ト ベル トの 着用 


ヴー ド シー トを 格納ず ると きは、 必ず シー ト ベル トを 分離 
格納して  <  ださい。 


>ヴ ー ド シー トを 格納す ると さは 必ず シー ト ベル トを 分離 格納して ください。 分離 格納し な 
いま まヴー ド シー トの 格納 操作を 行う と、 シー ト ベル トび背 もたれな どに 挟まれて 傷つく 
おそれび あり、 傷ついた まま 使用す ると シートベルトび 十分な 効果を 発揮せ ず、 重大な 傷 
害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 

> 分離 格納 式 シー ト ベル トを 使用す ると さは、 必ず プレ 
- 卜 A と バックル A を 結合して ください。 結合し ない 
状態で 使用す ると、 シートベルトび 十分な 効果を 発揮 
せず、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つな 
びる おそれび あります。 


知識 


セ カン ド シー ト / ヴー ド シー ト 中央 席 シー ト ベル トの 結合に ついて 

中央 席 用の シートベルトは バックルに 「CENTER」 の 刻印び あるち のと 結合して くださ 
い。 左ち 席 用の ベルトとは 結合で さません。 


I —※ 1 


「CENTER」 ① 刻印 
い （ッ クル 側） 

プ レー トのお 状は セカンド シート •ヴ ードシ ート、 3 点 式 シート ベルト •  2 点 式 シート ベルトに より 
異なりまず。 

《2  2 点 式 シート ベルトには、 プ レー ト側 にも 「CENTER」 ① 刻印び ありまず。 （3 点 式には ありませ 
ん 〇) 
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〔リ ヤシー ト ベル トの 格納の しかた） 


> セ カン ド シー ト ベル トの 格納 
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シー ト ベル トの 着用 


J ヴ ー ドシ ー ト ベル トの 格納 

い^^央席分離格納式シートべルト装着車 I 


A 
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r 中央 席 分離 格納 式 シー ト ベル ト 装着 車を 除 < 

下図の ように 格納し ます。 


U ヤシ ー ト ベル トは バックルを シー トの 中に 押し込んだ 状態で 使用し ない 
でく ださい。 押し込んだ ままの 状態で 使用す ると、 衝突した とさな どに シ 
- ト ベル トび 十分な 効果を 発揮せ ず、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける 
おそれび あり 危険です。 


' - 知識 - 

中央 席 用 シートベルト （2 点 式） の 格納に ついて 

中央 席 用 シートベルト （2 点 式） を 格納す ると さは、 ベルトを プレートに 巻 さつけ てから 格 
納 して  <  ださい。 
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を カン ド シート 左ち 席 （サイド リフト アップ シートを 除く） I 

I  S 〇※ F  I  X 対応 チャイルドシート 固定 専用 バー & トップ テヴー アンカー 
には、 I  SO  F  I  X 対応 チャイルドシート 固定 専用 パ ー & トップ テヴー アン 
カー 対応の チ ャイ ル ド シート- ベビー シー ト のみ 取りつ ける ことび でさます。 
お テ さまに 最適な テ 供 専用 シー ト について は、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

《 International  Organization  for  Standardization の 略で 「国際 標準化 機構」 の 意味。 

》 取りつ け 位置に ついて 

■  I  SOF  I  X 対応 チャイルド シート 固定 専用 パ'- の 取りつ け 位置 


1  7 人 乗! 3 

8 人柔〇  1 

《 グレー ド 等に より タグの 取りつ け 位置び 異なる 場合び あります。 

シー トク ッ シヨ ンと背 もたれの 間に あり ます。 

•固定 専用 バーび 装備され ている ことを 示す タグ 读面 「LATCH」 •裏面 
nsoFixj) び シート について います。 


チャイルド シー トの 固定 

ClSOFI  X 巧応 チャイルド シ-卜 固 規用バ -& トップ テ ザ-アンカ-での 固ま) 這 
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チャイルド シー トの 固定 


■ トップ テ ザーアン カーの 取りつ け 位置 


1  7 人 乗! 3 

8 人 乗! 3  1 

シー ト クッシ ヨンう しろ 側に あります。 

•トツ プテヴ ー アンカーび 装備され ている ことを 示す マークび あり ます。 
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シー ト ベル トの 着用 


) 取りつ ける ときは  — I 

# セカンド シートの 前後 位置を 一番う しろに 調整し ます。 

P.227 参照 

之 セカンド シートの ヘッド レストを "カ チッ" と 音が すると ころまで 引 
き 上げまず。 （P. 230 参照） 

へッ ドレス トび 固定され ている ことを 確認して ください。 

〇 フ □ント シートの ヘッド レスト 前 側が 
センター ピラー 前 側 （A 部） より 前に 
なる ように シートの 前後 位置- リク ラ 
イニング 調整を してく ださい。 

P.219 参照 


フ □ント シート」 

4 固定 専用 パ'— と トップ テ ザーアン カーの 位置を 確認し ます。 

P.28 己、 286 参 貝 負 
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5 子供 専用 シート （チャイルドシート、 ベビー シート） を セカンド シー 
卜に 取りつ けます。 

適合す る テ 供 専用 シー トの 取りつ け 金具を、 固定 専用 バーに 取りつ け 
ます。 次に テヴー ベルトを トップ テヴー アンカーに 取りつ けます。 

* 取りつ けち 法 および 取りは ずしち は、 それぞれの 商品に 付属の 取り扱い説明書を お 読 
み  <  ださい。 

•シー トの背 わたれ および シー トク ッ シヨ ンとテ 供 専用 シー ト との 間 
にす さ 間び でさない よ ラに、 シー トの背 もたれの 角度を 調整して か 
ら 取りつ けて ください。 

•テヴ ー ベルトび ねじれな いように 下図の ようにへ ッ ドレス トの 間に 
通し、 テヴー フックを 車両 側 トップ テヴー アンカーに 掛けます。 
•テヴ ー ベルトび ピンと 張る まで A 部を 強く 引っ張って、 テ 供 専用 シ 
ートを 固定し ます。 

■子供 専用 シー トの 取りつ け 例 


[べビ ー ソ ー ト] 


目 ■ヤイ J レ トソ ート] 


《 イ ラス トは 説明の ための ちので あり、 実際の テ 供 専用 シー トの 形状とは 異なります。 
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チャイルド シー トの 固定 


b 確実に 固定され ている ことを 確認し まず。 

取りつ けた テ 供 専用 シートを 軽く ゆさぶり、 確実に 固定され ている こ 
とを 確認し ます。 


子供 専用 シー トが 固定され ている ことを 必ず 確認して くだ 
さい。 


> 正しく 取りつ けられて いないと、 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに 飛ばされ 
るな どして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 

なお、 テ 供 専用 シートに よっては、 取り つけびで さない、 または 取りつ けび 困難な 場合び 
あります。 

> テ 供 専用 シートを 取りつ ける ときは、 I SOF I X 対応 チャイルドシート 固定 専用 バー & 
トップ テヴー アンカー 周辺に 異物び ない こと、 シー ト ベル ト などの かみ 込みび ない ことを 
確認して ください。 異物 や シートベルト などを かみ 込む と、 テ 供 専用 シートび 固定され ず、 
衝突した とさな どに 飛ばされて 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれ 
びあります。 

> テ 供 専用 シー トを 取りつ ける とさは、 必ず テヴ ーべ ル トび ピンと 張る まで 張力を 掛けて く 
ださい。 テヴー ベルトび 正しく 張って いないと、 衝突した とさな どに 生命に かかわる 重大 
な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


テ ザ ー ベルト 


0 
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A 驅 

テ ザ ーべ ル トは 必ずへ ッ ドレス トの 下を 通して ください。 

•テヴ ーべ ル トは 必ずへ ッ ドレス トの 下へ 通して ください。 へッ ドレス トの 上に かける と、 
テ 供 専用 シー トび しっかり 固定され ず、 衝突した とさな どに 生命に かかわる 重大な 傷害を 
受ける おそれび あり 危険です。 


テ ザーベルト  テ ザー ベルト 


♦テ 供 専用 シートの 取り扱いに ついては、 下の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかな 
いと、 急 ブレーキを かけた とさ や 衝突した とさな どに 飛ばされるな どして、 重大な 傷害に 
およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり ます。 

•車両に テ 供 専用 シー トを 搭載す ると さは、 適切な 方法で 確実に シートに 取りつ けて くだ 
さい。 テ 供 専用 シートを 使用し ない 場合で も、 シートに しっかり 固定され ていない 状態 
で、 客室 内に 置く ことは 避けて ください。 

•子供 専用 シートの 取りは ずしび 必要な 場合は、 車両から 降ろして 保管す るか、 ラ ゲージ 
ルーム 内に 収納し、 しっかりと 固定して おいてく ださい。 


. ^ A 知識 - 

I  so  F  I X 対応 チャイルドシート 固定 専用 バー & トップ テ ザーアン カーに ついて 

この I  S 日 F  I  X 対応 チャイルドシート 固定 専用 パ ー& トップ テヴー アンカーには、 エステ 
ィマ 指定の 道路 運送 車両の 保安 基準に 適合す る テ 供 専用 シート ( I  SOF  I  X 対応 チ ャイ ル 
ド シー ト 固定 専用 バー & トップ テヴー アンカー 対応の トヨタ 純正 チ ャイ ル ド シート- ベビー 
シート） のみ 取りつ ける ことび できます。 詳しくは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


サイ ド リフト アップ シー ト 装着 車に ついて 

サイド U フト アップ シートには、 固定 専用 バーと トップ テヴー アンカーはありません。 シー 
ト ベルトで 固定して ください。 （次 ページ 参照） 
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c シー ト ベル ト での 固定） 


チャイルド シー トの 固定 


J 取りつ ける ときは 


チ ャイ ル ド シー トに シー ト ベル トを 取りつ 
け、 プレートを バックルに "カ チッ" と 音 
びす るまで 差し込みます。 

その 際 ベルトび ねじれて いない ことを 確認 
します。 

•チ ャイ ル ド シー トに 付属の 取扱 書に した 
びい、 シートベルトを チャイルドシート 
に しっかりと 固定 させて ください。 


チャイルド シ ー トにシ ー ト ベルトの 
固定 装置び 備わつ ていない 場合は 


チ ヤイ ル ド シー トに シー ト ベル トの 固定 装 
置び 備わって いない 場合は、 □ッ キング ク 
U ップ （別売） を 使用して 固定し ます。 
•□ッ キング ク U ップの 購入に あたって は、 
トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 （□ッキ 
ングク IJ ップ 品番：  731 19-22010) 


取りつ けた あとは チャイルドシートを 軽く ゆさぶり、 しっかりと 固定され て 
いる ことを 確認して ください。 


[3 点 式シー ト ベルト I 
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《 イ ラス トは 説明の ための ちので あり、 実際の テ 供 専用 シー トの 形状とは 異なります。 
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▲  gm 子供 専用 シートの 取りつ けは、 必ず 商品に 付属の 取り扱い 
胃 日 説明書を よく お読みの うえ、 正しく 取りつ けて ください。 


•正しく 取りつ けられて いないと、 急 ブレーキを かけた とき や 衝突した ときな どに 飛ばされ 
るな ど して 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり ます。 

なお、 テ 供 専用 シートに よっては、 取り つけびで さない、 または 取りつ けび 困難な 場合び 
あります。 

•お テ さまを シー ト ベル トで 遊ばせないで ください。 お テ さ 
まび シー ト ベル トで 遊んで 万一べ ル トび 首に 卷 さついた 場 
合、 窒息な ど 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つ 
なびる おそれび あります。 誤って そのよ ラな 状態に なって 
しまい、 バックルを はずせない 場合は、 八 サミな どで シー 
ト ベルトを 切断して ください。 

♦テ 供 専用 シー トの 取り扱いに ついては、 1;( 下の ことを お 守 
りく ださい。 お守りいた だかない と、 急 ブレーキを かけた 
とさ や 衝突 したと さな どに 飛ばされるな どして、 重大な 傷 
害に およぶ か、 最悪の 場合 死 t につな びる おそれび ありま 
す。 

•車両に テ 供 専用 シー トを 搭載 するとき は、 適切な 方法で 確実に シートに 取りつ けて くだ 
さい。 テ 供 専用 シートを 使用し ない 場合で も、 シートに しっかり 固定され ていない 状態 
で、 客室 内に 置 < ことは 避けて ください。 

•子供 専用 シートの 取りは ずしび 必要な 場合は、 車両から 降ろして 保管す るか、 ラ ゲージ 
ルーム 内に 収納し、 しっかりと 固定して おいてく ださい。 
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チャイルド シー トの 固定 


道路 運送 車両の 保安 基準に 適合す る I  SOF  I  X 対応 チャイルドシート 固定 
専用 バー & トップ テヴー アンカー 対応の トヨタ 純正 テ 供 専用 シートは、 I  S 
OF  I  X 対応 チャイルドシート 固定 専用 バー & トップ テヴー アンカーで 固定 
し、 この 車の シートベルトでは 固定し ないで ください。 

(I  SOF  I  X 対応 チャイルドシート 固定 専用 バー & トップ テヴー アンカー 
について は、 P.28 己の 「I  SOF  I  X 対応 チャイルドシート 固定 専用 バ 
一 & トップ テヴ ー アンカ ー での 固定」 を 参照して ください。） 
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八ン ドル *2 ラー の 調整 

C ~~ 八ン ドルの 調整 ~ ) 


レ バー 


レ バーを 押し下げ、  八ン ドルを 上下、 前後に 動かし 適切な 位置に して、 レバ 
一を 引 さ 上げる と 固定され ます。 
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八ン ドル- ミラーの 調整 


A 驅 

走行 中は 八ン ドル 位置の 調整を しないで ください。 

♦走行 中は 八ン ドル 位置の 調整を しないで ください。 調整 中に 運転を 誤り、 思わめ 事故に つ 
なびる おそれび あり 危険です。 


•八ン ドル 位置を 調整した あとは、 確実に 固定され ている ことを 確認して ください。 固定び 
不十分 だと 八ン ドルの 位置び 突然 かわり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


八ン ドル 位置を 調整した あとは、 確実に 固定され ている ことを 確認して く 
ださい。 確実に 固定され ていないと、 ホーンび 鳴らない 場合び あります。 

' - 1^1 知識 - 

ノ  ワース テ アリ ングの 作動 音に ついて 

八ン ドル 操作を 行った とさ、 "ウイーン" という モーター 音び 聞こえる ことび あります。 こ 
れは 、ノ  く ワース テア IJ ングび 作動 している とさの 音で 異常では あり ません。 


基本 操作 
早 わかり 


I 涵① 


si 備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引 
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广 イン ナー ミラーの 調整^ 

> 上下 調整の しかた 


イン ナー ミラー 本体を 持って、 上下 方向に 調整し ます。 

J 防 眩 切り替えの しかた 


通常は ミラー 下側の レバーを 前方に 押した 状態で 使用し ます。 

後続 車のへ ッ ド ランプび まぶしい とさは、 レバーを 手前に 引 さます。 


走行 中は、 イン ナー ミラーの 調整を しないで ください。 運転を 誤り 思わめ 
事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
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J 鏡面 角度 調整の しかた  — ' 

7 調整す る 側の メイン スイッチを 押し ま 
す。 

R  •••ち 側 ドアミラー 
L  •••左側 ドアミラー 

三 角度を 調整し まず。 

位置 調整 スイッチで S ラーの 角度を 調 
整し ます。 

〇  メイン スイッチを 中立に します。 

調整した あとは、 メイン スイッチを 中 
立の 位置に もどします。 


> 格納の しかた 


スイッチの 状態 

S ラーの 状態 

ON 

(格納） 

1 

对 

II 

杉 

OFF 

(復帰） 

1 

格納 スイッチを 押す ごとに、 ON  (格納） と OFF  (復帰） に 切り替わり ま 
す。" エンジン スタート ストップ" スイッチび 0  F  F のと さは、 手で 格 
納- 復帰させる ことわで さます。 


八ン ドル- ミラーの 調整 

C  ドア 5 ラーの 調整 ~ ) 


を 警告 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 
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走行 中は、 ドアミラーの 調整を しないで ください。 


参 走行 中は、 ドアミラーの 調整を しないで ください。 運転を 誤り 思わめ 事故に つなび る おそ 
れび あり 危険です。 

参 ドアミラーを 倒した まま 走行し ないで ください。 ドアミラー による 後ち 確認び できず、 思 
わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


^ 約 芦 ドアミラーび 動いて いると きは 手を 触れたり しないで ください。 手を 挟ん 
(Mk ^ 胃 でけ びを したり、 ドアミラーの 故障な どの 原因と なるお それび あります。 


' — 1^1 知識 - 

作動 条件に ついて 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ IJ ー モード または イグ ニッシ ヨン 
0  N モー ドのと さ 使用で さます。 

♦ドアミラー 格納 作動 中に、" エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 F  F にす ると、 
格納 作動び 停止し ます。 

♦次の 場合は、 ドアミラーを 手で 格納 •復帰 させて ち、 ミラーは 格納 スイッチの 状態に ち ど 
ります。 

•手動で 操作した あとに、" エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセヴ U — モー 
ド または イグ ニッシ ヨン 日 N モードに したと さ。 

♦格納 スイッチび 日 FF  (復帰） の 状態で、 手で ドア ミラーを 前方に 倒した ときは、" エン 
ジン スタート ストップ" スイッチを ア クセヴ U — モード または イグ ニッシ ヨン ON モー 
ドに しても、 ミラーは 復帰し ません。 一度 格納 スイッチを ON  (格納） にしてから、 再度 
格納 スイッチを 日 F  F にして 復帰 させて ください。 
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八ン ドル- ミラーの 調整 


J ミラー ヒー ターの 使い方 

I 寒冷地 仕様 車] 

I- 作動 表示 口 


U ヤ ウインドウ デフ オッ ガー スイ ツチを 押す と 約] 己 分 間作 動し、 
わう 一度 押す と 停止し ます。 

♦作動 中は 作動 表示灯び 点灯し ます。 


' - 知識 - 

S ラー ヒーター について 

♦ドアミラーの 鏡面を 暖めて、 霜、 露、 雨滴な どを 取り除 さます。 

♦ミラー ヒーターと 同時に U ヤ ウインドゥ デフ ォッ ガー （P. 374 参照） も 作動し ます。 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とさ 使用で さます。 


A 響 営 

作動 中は ドアミラーの 表面び 熱くな ります ので、 手を 触れないで ください。 
やけどを する おそれび あり 危険です。 

座 超 意 

連続して 長時間 使用す ると、 バツテ U — あびり の 原因と な ります。 

目次 


を 警告 


基本 操作 
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誦① 
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c  巧 巧 確認 装置  ) 


補助 確認 装置び 助手席 側 ドア S ラー 下部に あります。 


補助 確認 装置に 巧れ が 付着して いると きは、 } 式き 取って く 
/c- さし、。 


♦補助 確認 装置の 鏡面 部に ミちれ などび 付着して いると さは、 やわらかい 布な どを 使用して 
巧れ を} 式き 取って ください。 そのまま にしておくと 視界の さまたげと なるお それび ありま 
す。 

♦車両 直前 •直 左 部 や 後方の 確認は 直接 確認す るか、 イン ナー ミラー、 ドアミラーな ども 
併用して 十分 行って ください。 
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2.4L  車 1 

> シフト レバーの 働き 


口 

駐車 および エンジン 始動 

ド 

駐車のと きは、 必ず この 位置に して 

(パーキング） 

< ださい。 

R 

(リバ— ス） 

後退 

ギヤび 後退に 固定され ます。 

ブヴ ーび 鳴り、 ©にある ことを 運 
転を に 知らせます。 

/  ^ シフト □ック 解除 ボタン （P.30 目 参照） 

N 

動力び 伝わ 5 ない 状態 

この 位置で ち エンジンは 始動で さ 

じユ- トラ ル) 

まず ひ、 女王の 7L の 巧 C 行つ C 
ださい。 

通常 走行 （前進） 

ス ピー ドと アクセルの 踏み 加減に 
応じて 変速し ます。 


スポー ツシー ケン シャル シフト 
走行 （前進） 

スポーツ シーケンシャル シフ トモ 
ー ドになります。 （P.3 日 3 参照） 


シフ トレ パー の ほい 方 

(Super  CVT-  i 装着 車の シフ トレ パーの 使い方 3  這 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 
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) シフト レバーの 取り扱い 

■シフト レバーの 操作 

©と® の 間の 操作は、 ブレーキ ペダルを 踏 
み、 車を 完全に 止めてから 行って ください。 


I  ブレーキ ペダルを 踏んだ まま、 シフト レ 

^  バーを ゲートに そって 動かします。 


シフ トレバーを ゲー トに そって そのまま 
動かします。 
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シフト レバー の 使い方 


J スポー ツシー ケン シャル シフ トモー ドの 使い方 

■ス ポー ツシー ケン シャル シフ トモー ドへの 切り替え 方 


シフ トレバーを ⑩に すると、 スポーツ シーケンシャル シフ ト f ー ドに なり、 
シフ トレバーを + 側また は 一 側に 操作す る ことによって、 変速 段を 切り替え 
る ことび でさます。 

参 スポーツ シーケンシャル シフ ト f ー  ドに すると、 スポーツ シーケンシャル 
シフ トマ チック 表示灯び 点灯し ます。 （P.329 参照） 

参 シフト レバーを® にす ると、 スポーツ シーケンシャル シフ ト f ー ドび 解除 
され、 通常の 制御に もどります。 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万一のと さ 
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■シフト チェンジの しかた 


シフト アップ 


シフト アップす ると さは、 シフト レバー 
を + 側に 動かします。 

シフトダウン すると さは、 シフト レバーを 
一 側に 動かします。 

•シフト レバーを 操作す る ごとに、 ] 段 ずつ 
変速します。 

1 ち2 ち3 ち4 ち5 ち 6 ち7 

•] 〜7 の 間で 選択され ている 変速 段び シフ 
ト ポジ シヨ ン 表示灯に 表示され ます。 
(P.329 参照） 


■各 変速 段の 働 さ 


1 

変速 段び 7 に 固定され ます。 

S 

変速 段び 6 に 固定され ます。 

S 

変速 段び 日に 固定され ます。 

タグ 

i 

変速 段び 4 に 固定され ます。 

q 

w 

変速 段び 3 に 固定され ます。 

ぶ？ 

変速 段び 2 に 固定され ます。 

I 

変速 段び] に 固定され ます。 
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シフト レバー の 使い方 


' - 知識 - 

スポーツ シーケンシャル シフ トモ ー ドの 変速 段に ついて 

♦  ソ 外で 走行した あと、 停車す ると 自動的に M] へ シフトダウン されます。 停車 後、 走 
行 するとき は Ml からの 発進と なります。 

参 停車 時は M] に 固定され ます。 

♦走行 中に シフ トレバーを 動かして 変速 させなくても、 エンジン 回転 数び 規定の 回転 数！; (上 
になった 場合は 自動的に] 段 シフト アップし ます。 また、 規定の 回転 数！; (下に なった 場合 
は 自動的に] 段 シフトダウン します。 

警告 ブザーに ついて 

安全の ため、 または 走行 性能を 確保す るた め、 シフト 操作には 制限び あり、 希望す る 変速 段 
に シフ ト されない 場合び あります。 シフ ト 操作に よる シフ ト ダウンび 行われない 場合は 警告 
ブヴ ーび 鳴ります。 

システムの 異常つ いて 

シフ トレバーを ⑩ にしても、 スポーツ シーケンシャル シフ トマ チック 表示 好び 点灯 しないと 
さは、 システムの 異常び 考えられます。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 こ 
の 場合、 シフト レノ く 一を® に している ときと 同じ 制御になります。 


目次 
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' - 知識 - 

安全 機能に ついて 
シフト □ックシ ス テム 

オー トマ チック 車の シフ トレバーの 誤 操作を 防ぐ システムです。 

参 ブレーキ ペダルを 踏んだ 状態で なければ、 シフ トレバーを© から レバー 操作で さません。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ U — モード または 0 F F のと さ 
は、 ブレーキ ペダルを 踏んでも 操作で さません。 

•シフ トレバーを 助手席 側に 倒した まま ブレーキ ペダルを 踏む と、 操作で さない ことび あ 
ります。 先に ブレーキ ペダルを 踏み込んで、 操作して ください。 

♦シフト レバーび© じ (外では" エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 FF にす る こ 
とはで さません。 

• "エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 F F に するとき は、 シフト レバーを© 
に 入れて  <  ださい。 

©じ (外で スイッチを 押す と スイッチは ア クセヴ U — モードになります。 

参® にす ると、 ブヴ ーび 鳴ります。 

•ブヴ ーび 鳴り、 ©にある ことを 運転者に 知らせます。 

•車 外の 人には 音は 聞こえません ので ごを 意く ださい。 （車 外の 人に 対する 警告音では あ 
りません。） 

シフ ト □ック 解除 ボタンの 使い方 

万一、 シフ トレバーび© から 操作で きないと きに 使用し ます。 

♦ブレーキ ペダルを 踏んだ 状態で、" エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセヴ U 
-モー ドに して、 シフ ト □ック 解除 ボタンを 押しな びら レバーを 操作して ください。 

•シフ ト □ツクシ ス テムな どの 故障び 考えられ ますので、 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受 
けて  <  ださい。 
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シフト レバー の 使い方 


3 .日 L 車 1 

> シフト レバーの 働き 


口 

駐車 および エンジン 始動 

駐車のと きは、 必ず この 位置に して 

(パーキング） 

< ださい。 

シフト □ック 解除 ボタン （P.312 参照） 


R 

(リバ— ス） 

後退 

ギヤび 後退に 固定され ます。 

ブヴ ーび 鳴り、 ©にある ことを 運 
転 者に 知らせます。 

N 

じユ- トラ ル) 

動力び 伝わ！ 5 ない 状態 

この 位置で ち エンジンは 始動で さ 
ますび、 安全の ため© で 行って く 
ださい。 

D 

(ドライブ） 

通常 走行 （前進） 

ス ピー ドと アクセルの 踏み 加減に 
応じて 変速し ます。 

S 

(シ- ケン シャル) 

シーケンシャル シフ ト 走行 （前進） 

シーケンシャル シフ トモ ー ドに な 
ります。 （P.3 日 9 参照） 

CSuper  EC T 装着 車の シフ トレ パーの 使い方） 


書告 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 
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) シフト レバーの 取り扱い 

■シフト レバーの 操作 

©と® の 間の 操作は、 ブレーキ ペダルを 踏 
み、 車を 完全に 止めてから 行って ください。 


I  ブレーキ ペダルを 踏んだ まま、 シフト レ 

^  バーを ゲートに そって 動かします。 


シフ トレバーを ゲー トに そって そのまま 
動かします。 
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シフト レバー の 使い方 


J シーケンシャル シフ トモ ー ドの 使い方 

■シー ケン シャル シフ トモー ドへの 切り替え 方 


シフト レバーを® にす ると、 シーケンシャル シフト f ー ドに なり、 シフト レ 
バーを + 側また は 一 側に 操作す る ことによって、 シフト レンジを 切り替える 
ことび でさます。 

♦シーケンシャル シフ トモ ー ドに すると、 シーケンシャル シフ トマ チック 表 
示 灯び 点灯し ます。 （P.329 参照） 

参 シフト レバーを® にす ると、 シーケンシャル シフト f ー  ドび 解除され、 通 
常の 制御に ちどります。 


■シフト チェンジの しかた 

シフト アップ 


シフト アップす ると さは、 シフト レバー 
を + 側に 動かします。 

シフトダウン すると さは、 シフト レバーを 
一 側に 動かします。 

•シフト レバーを 操作す る ごとに、 ] 段 ずつ 
変速します。 


^2 暑 3141516 


ち 


M 〜 6 の 間で 選択され ている シフ ト レンジ 
び シフ ト ポジ シヨ ン 表示灯に 表示され ま 
す。 （P.329 劍詢 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 
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■各 シフト レンジの 働き 


ィ—>  スピー ド や 走行 条件に 応じて、 1 速から 6 速の ギヤび 自動的に かわ 
〇  ります。 


ス ピー ド や 走行 条件に 応じて、 1 速から 日 速の ギヤび 自動的に かわ 
ります。 


IJ  ス ピー ド や 走行 条件に 応じて、 1 速から 4 速の ギヤび 自動的に かわ 

ぶ  ります。 


ス ピー ド や 走行 条件に 応じて、 1 速から 3 速の ギヤび 自動的に かわ 
ります。 

•下り坂では 軽い エンジンブレーキび 得られます。 

•上り坂では 変速 回数の 少ない なめらかな 走行び でさます。 


ス ピー ド や 走行 条件に 応じて、] 速 または 2 速の ギヤび 自動的に 
かわります。 

•エンジンブレーキび 必要な 場合に 使います。 


ギヤび 1 速に 固定され ます。 

•強力な エンジンブレーキび 必要な 場合に 使います。 
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シフト レバー の 使い方 


' - 知識 - 

シフ ト レバー を® か 5® へ 切り替えた ときの シフ ト レンジ 表示に ついて 

通常は©、 または 〇 び 表示され ます。 

ただし、 A  I  -SH  I  FT  (P. 己 2] 参照） び 作動して いると きに® にす ると、 A  I  -SH 
I  FT び 解除され、 そのと き 自動的に 選択され ていた シフト レンジ （©、か ©のい ずれ か) 
び 表示され る 場合び あり ます。 
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' - 知識 - 

警告 ブザーに ついて 

安全の ため、 または 走行 性能を 確保す るた め、 シフト 操作には 制限び あり、 希望す る 変速 段 
に シフ ト されない 場合び あります。 シフ ト 操作に よる シフ ト ダウンび 行われない 場合は 警告 
ブヴ ーび 鳴ります。 


システムの 異常つ いて 

シフト レバーを® にしても、 シーケンシャル シフト マチック 表示灯び 点灯 しないと きは、 シ 
ス テムの 異常び 考えられます。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 この場合、 
シフト レノ （一 を® に している ときと 同じ 制御になります。 


安全 機能に ついて 
シフ ト □ックシ ス テム 

オー トマ チック 車の シフ トレバーの 誤 操作を 防ぐ システムです。 

参 ブレーキ ペダルを 踏んだ 状態で なければ、 シフ トレバーを© から レバー 操作で さません。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ U — モード または OF F のと さ 
は、 ブレーキ ペダルを 踏んでも 操作で さません。 

•シフト レバーを 助手席 側に 倒した まま ブレーキ ペダルを 踏む と、 操作で さない ことび あ 
ります。 先に ブレーキ ペダルを 踏み込んで、 操作して ください。 

•シフト レバーび© じ (外では" エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 FF にす る こ 
とはで さません。 

• "エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 F F に するとき は、 シフト レバーを© 
に 入れて ください。 

©じ (外で スイッチを 押す と スイッチは ア クセヴ U — モードになります。 

♦©にす ると、 ブヴ ーび 鳴ります。 

•ブヴ ーび 鳴り、 ©にある ことを 運転者に 知らせます。 

•車 外の 人には 音は 聞こえません ので ごを 意く ださい。 （車 外の 人に 対する 警告音では あ 
りません。） 

シフ ト □ック 解除 ボタンの 使い方 

万一、 シフ トレバーび© から 操作で きないと さに 使用し ます。 

•ブレーキ ペダルを 踏んだ 状態で、" エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセヴ U 
ー モードに して、 シフ ト □ック 解除 ボタンを 押しな びら レバーを 操作して ください。 
•シフ ト □ツクシ ス テムな どの 故障び 考えられ ますので、 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受 
けて  <  ださい。 
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才ー トマ チック 軍の 運 面の しかた 

C  発進の しかた  ) 


> 通常 発進の しかた 


ブ レーキ ペダルを ち 足で しっかり 踏ん 
だま ま、 シフト レバーを® に 入れます。 


2, 左足で パーキング ブレーキを 解除し ま 
す。 

P. 321 象 照 


ブレーキ ペダルを 徐 々に ゆるめて か 5、 
ち 足で アクセル ペダルを ゆつ く り 踏み 
発進し ます。 
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J 上り坂の 発進の しかた 

7 パーキング ブレーキが しっかり かかっ ている ことを 確認して か 5、 シ 
フ トレ 八'— を® に 入れまず。 

三 ち 足で アクセル ペダルを ゆっくり 踏みまず。 

〇 車が 動き 出ず 感触を 確認して か 5、 左足で パーキング ブレーキを 解除 
し、 発進し ます。 


▲爵 ブレーキ ペダルを ち 足で しっかり 踏んだ まま、 シフト レバ 
胃 g  I —を 操作して ください。 

•発進す ると さは、 ブレーキ ペダルを ち 足で しっかり 踏んだ まま、 シフト レバーを 操作して 
ください。 とくに エンジン 始動 直後 や エアコン 作動 時な どは、 ク U —プ 現象び 強くなる た 
め、 より しっかりと ブ レーキ ぺ夕 J レを 踏んで く ださい。 

•運転す ると さは、 ブレーキ ペダルと アクセル ペダルの 位置を 必ず 確認して、 踏み 間違いの 
ないように してく ださい。 アクセル ペダルを ブレーキ ペダルと 間違えて 踏む と、 車び 急 発 
進し、 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれ 
びあります。 

♦アクセル ペダルを 踏み込んだ ままでの シフト レバー 操作は 絶対に 行わないで ください。 車 
び 急 発進し、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


[S-VSC 装着 車] 


S-VS  C 装着 車には、 ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルび 装備され てい 
ます。 （次 ページ 参照） 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは、 急な 上り坂 やすべり やすい 上り坂を 
発進す ると さに、 車両の 後退を 防止し 発進を 容易に 行う ことび でさます。 詳 
しくは、 P. 3] 己を 参照して ください。 
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オー トマ チッ ク 車の 運輯の しかた 


3 ヒル スター ト アシス ト コント □ー ルの 使い方 

LS-VSC 装着 車」 


# 車両が 完全に 停止して いる 状態で、 要 
に ブレーキ ペダルを 踏み込みます。 

ブレーキ ペダルを 更に 踏み込む と "ピ ッ" 
とブヴ ーび 鳴り、 ス U ップ 表示灯 
(P.333 参照） び 点滅し ます。 

三 ブレーキ ペダル か 5 足を 離す と、 ヒル 
スター ト アシス ト コン ト □— ルが 作動 
し、 車両の 後退を 防止し ます。 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルの 
作動 時間は、 ブレーキ ペダルから 足を 
離してから 約 2 秒 間です。 

•ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルび 
解除され ると "ピッ ピッ" とブヴ ーび 
鳴り、 ス U ッ プ 表示灯び 消灯 します。 


〇 アクセル ペダルを 踏む と、 ヒル スタート 
アシス ト コン ト □ー ルは 解除され ます。 

ヒル スタート アシストは、 徐 々に 作動 
を 解除し ます。 

•このと さ、 制御 終了を 知らせる ブヴ 
一は 鳴らず、 ス U ップ 表示灯は 消灯 
し よ 9  〇 
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A 驅 

ヒル スター ト アシス ト コント □ー ルを 過信し ないで くださ 
い。 

♦ヒル スタート アシスト コント □ー ルを 過信し ないで ください。 極端に 急な 上り坂、 凍結し 
た 上り坂、 泥状の 上り坂では 発進び 困難な 場合び あります。 慎重に 発進して ください。 


♦ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは パーキング ブレーキ のよ ラに 車を 長時間 駐 停車す る 
ための 装置ではありません。 坂道での 長時間の 駐 停車の ために 使用し ないで ください。 思 
わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦ヒル スタート アシスト コント □ー ル 作動 中に、 "エンジン スタート ストップ" スイッチ 
を OF F にしないで ください。 ヒル スタート アシスト コント □ー ルび 解除され、 思わめ 事 
故につな びる おそれび あり 危険です。 


. ^ A 知識 - 

ヒル スター ト アシス ト コント □ー ルに ついて 

♦ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルび 作動して いると さは、 ブレーキ ペダルを 踏んで いな 
くても 制動灯び 点灯し ます。 

•ブレーキ ペダルを 踏み込んでも ス U ップ 表示灯び 点滅せ ず、 ブヴ ーび 鳴らない とさは、 一 
度ブ レーキ ぺ夕 J レの 踏む 力を 弱めて く ださい。 その後 も ラ ー度 ブレーキ ぺ夕 J レを 踏み込ん 
で  <  ださい。 

それでち 作動 しないと さは！; (下の 作動 条件を 確認して ください。 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □— ルの 作動 条件に ついて 

•じ (下の 状態のと さに、 ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは 作動し ます。 

•シフト レノ （一び© 外の 位置のと さ 
•パーキング ブレーキび かかって いないと さ 
• アクセル ペダルを 踏んで いないと さ 

♦ス U ップ 表示 打び 点 打して いると きは、 ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは 作動し ませ 
ん。 

ヒル スター ト アシス ト コント □ー ル 制御 ブザーに ついて 

参 ヒル スタート アシスト コント □ー ルび 制御 開始 状態に なると "ピ ッ" とブヴ ーび] 回 鳴り 
ます。 （シフト レバーび® の 位置 じ (外） 

♦ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルび 作動 中に！; (下の 状態に なると、 制御 終了 状態に なり 
"ピッ ピッ" とブヴ ーび 2 回 鳴ります。 （シフト レバーび® の 位置！; (外） 

• ブレーキ ペダルから 足を 離して、 約 2 秒 間 運転 操作を 行わなかった とさ 
• シフト レノ （一を© の 位置に したと き 
•  ノ （ー キング ブレーキを かけた とさ 
• ブレーキ ペダルを 再度 踏み込んだ とさ 

♦シフト レバーび® での 使用 時は、 ヒル スタート アシスト コント □ー ルの 制御 開始、 終了を 
知らせる ブヴ ーは 鳴らず、 ス U ップ 表示灯の 点滅、 消 好で 作動 状態を お知らせ します。 
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オー トマ チッ ク 車の 運 乾の しかた 


C  走行の しかた  ） 


) 通常の 走行  n 

シフ トレバーを® に 入れた まま 走行し ます D 
•アクセルと ブレーキの 操作 だけで、 加速- 減速し ます。 

> 急 加速す るには  - ! 

アクセル ペダルを いっぱいに 踏み込みます。 キック ダウンし、 急 加速し ます。 

> 坂道で 走行 するとを は 

■上り坂 
I2.4L 車  I 

シフ トレバーを ⑩ にして、 坂道に 応じた 変速 段で 走行す る ことにより なめら 
かな 走行び でさます。 

I3.5L 車  I 

アクセル ペダルを 踏み込んで いくと キック ダウンし、 急に エンジン 回転び 上 
びる ことび あります。 

必要に応じて シフト レバーを® にして 4 速 または 3 速 にしておくと、 エン ジ 
ン 回転 数の 変化を 抑える ことび でさます。 

■下り坂 

フッ ト ブレーキを 使いす ざると、 ブレーキの 効 さび 悪くなる おそれび ありま 
す。 

シフ トレバーび® のままで スピードび 出す ざると きは、 

I2.4L 車  I 

シフ トレバーを ⑩ にして、 坂道に 応じた 変速 段で エンジンブレーキを 併用し 
ます。 

|3 .日 L 車 I 

シフト レバーを® にして、 3 速、 2 速 または] 速で 走行し ます。 

•シフト レバーを 4 速に する ことに よっても 軽い エンジンブレーキび 得られ 
ます。 
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A 驅 

走行 中には シフト レノ （一 を⑩に 入れない でく ださい。 

•走行 中には シフ トレバーを ⑩に 入れないで くださし、 エンジンブレーキび まったく 効かな 
いため、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


参 前進で 走行 中は、 シフト レバーを® に 入れないで ください。 車輪び □ック して 思わめ 事故 
につな びる おそれび あり 危険です。 また、 オートマチック トランス ミッションに 無理な 力 
び 加わり、 故障す る おそれび あります。 

♦ブレーキ ペダルは アクセル ペダルと 同じち 足で 操作して ください。 左足での ブレーキ 操作 
は、 緊急 時の 反応び 遅れるな ど 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦坂道な どでは、 シフト レバーを 2.4  L 車では®  •⑩、 3 .己 L 車では®  •©にした まま 惰 
性で 後退したり、 ©にした まま 惰性で 前進す る ことは 絶対にし ないで ください。 エンス 
卜 して、 ブレーキの 効 さび 悪く なったり、 八ン ドルび 重く なったり して、 故障 や 思わめ 
事故の 原因と なるお それび あり 危険です。 


▲粒 芦 シフ トレバーを ⑩ にした ままで 走行す ると、 トランス ミッションの 故障の 
^ のぶ 原因と なるお それび あり ます。 


. ^ A 知識 - 

レーダー クルー ズ コント □—ル • クルー ズ コン ト n—JU ま 用 時の エンジン ブ レー キ について 

レーダー クルーズ コント □ー ル- クルーズ コント □ー ルを 使用して いると さに、 シフト レバ 
一を 3 .己 L 車では®-®、 2.4  L 車では®  - ⑩ にしても クルーズ コント □ー ルび 解除され 
ていない ため、 エンジンブレーキは 効 さません。 減速び 必要な とさは クルーズ コント □ー ル 
スイッチで 設定 速度を かえる （P.4 日 2、 4 日 7、 408) か ブレーキ ペダルを 踏みます。 
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オー トマ チッ ク 車の 運輯の しかた 


G 停車 •駐車の しかた^ 


> 停車の しかた  — 

# 車を 止めます。 シフト レバーは® のま ま、 ち 足で ブレーキ ペダルを し 
っかり 踏みます。 

エアコンは 温度 変化に より 断続的に 作動し ます。 作動 中は 自動的に ア 
イド ル アップし、 ク U —プ 現象び 強くな ります ので、 車び 動 さ 出さな 
いよ ラに とくに 注意して ください。 

三 必要に応じて、 パーキング ブレーキを かけます。 

上り坂での 停車は、 ク U —プ 現象で 前へ 進もうと する 力よりも、 車び 
後退し よ ラ とする 力の ほ ラ び大さ くな り、 車び 後退す る おそれび あり 

ち 足で ブレーキ ペダルを しっかり と 踏み、 左足で しっかり と パー キ 
ングブ レーキを かけて  <  ださい。 

〇 長時間 停車す る 場合は、 シフト レバー を© または ⑩に 入れます。 
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J 駐車の しかた 

7 車を 完全に 止めます。 

三 パーキング ブレーキを かけます。 

ち 足で ブレーキ ペダルを しっかりと 踏んだ まま、 左足で パーキング ブ 
レーキを しっかり かけます。 


〇 シフト レバー を© に 入れます。 

車び 動 さ 出さない ために わ、 必ず© に 入れて ください。 

4  "エンジン スタート ストップ" スイッチを 押して、 エンジンを 停止し 
ます。 

車を 離れる とさは、 必ず エンジンを 停止して、 ドアを 施錠して くださ 
い。 


走行 中は、 シフト レバーを© に 入れないで くださし、。 


♦走行 中は シフト レノ  く 一を© に 入れない でく ださい。 オー トマ チック トランス ミッ シヨ ンの 
内部び 機械的に □ック され、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦停車 中は 空ぶ かしを しないで ください。 シフト レバーび©  •⑩ 外に あると、 車び 急 発進 
し 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


▲觀留 車 か! 5 離れる ときは、 必ず エンジンを 停止して ドアを 施錠 
して <  ださい。 


•エンジンを かけた まま にしておくと、 万一、 シフト レバーび© じ (外に あるときに、 ク U — 
プ 現象で 車び ひとりでに 動 さ 出したり、 誤って アクセル ペダルを 踏み込んだ とさに 急 発進 
する おそれび あります。 

•アクセル ペダルと ブレーキ ペダルを 同時に 踏んだり、 上り坂で シフ トレバーを® のま まア 
ク セルを ふかしな びら 止まらないで ください。 オートマチック トランス ミッションび 過熱 
し、 故障の 原因と なります。 
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/  キング ブ レー キ ペダルの ほい 方 

( パー キング ブ レー キ ペダルの 取り 巧い） 

> パーキング ブレーキを かける には 


ち 足で ブ レーキ ぺダ j レを しっかり 踏みな びら、 左足で ノ  く ー キング ブ レーキ ぺ 
例 レを いっ ぱいまで 踏み込みます。 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モード 
のと さは ブ レーキ 警告 灯 び 点灯 します。 

> パーキング ブレーキを 解除す るには 


ち 足で ブ レーキ ぺ夕 レを しっかり 踏みな びら、 左足で ノ （ー キング ブ レーキ ぺ 
ダルを "カ チッ" と 音び する まで 踏み込み、 ゆっくり 離します。 

•ブレーキ 警告 灯び 消灯し ます。 
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^ 粒留 パーキング ブレーキを かけた まま 走行し ないで くださし、 ブレーキ 部品び 
早く 摩耗したり、 ブレーキび 過熱し 効 さび 悪くなる おそれび あります。 


. ^ A 知識 - 

かけな おすと さは 

パーキング ブレーキを かけた あと、 かけな おしたい 場合は、 一度 解除して から 踏みな おしま 
す。 

警告 ブザーに ついて 

パーキング ブレーキを 解除し ない まま 車を 発進 させ、 車 速び 約已 km/h になる と、 警告 ブヴ 
一び 鳴 0 ます。 

冬季の パーキング ブレーキの 使用に ついて 

P. 己 己 日の 「駐車 するとき は」 を お読みく ださい。 
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メ— 夕— • 表示の • 警告 巧の 見方 
C  ゾ— 夕—  ) 


オ ドメ ー タ ー / トリップ メ ー タ ー 切り替え ボタン 32 已一 
(トリ ッ プメー ターリセ ッ ト ボタン） 


ー オ ドメ ー タ ー / トリップ メ ー タ ー  32 已 

メー ター照度 調整 ボタン 326— 

' - 知識 - 

メーター について 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに したと さな どに、 
メーター 内の 指針び ゼ □目盛り 付近で 短時間 微動す る 場合び あります び、 異常では ありませ 
ん。 
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厕斗計 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードのと 
さ、 燃料 残 量を 示します。 

燃料 タンク 容量は 約 6 日 L です。 

'  知識  ^ 

燃料 計に ついて 

♦坂道 や カーブな どでは、 タンク 内の 燃料び 移動す るた め、 指針び ふれる ことび あります。 
♦燃料 補給 後、 指示び 安定す るまで 少 し 時間び かか ります。 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの まま 燃料を 補 
給す ると、 正しい 燃料 残 量び 表示で さません。 

♦燃料 計に ある イ曲 印は フュー エル IJ ッド （燃料 補給 □) び 助手席 側に ある ことを 示して 
います。 


J スピ ー ドメ ー タ ー 

車両の 走行 速度を 示 します。 

J エンジン 回転 計 

毎分の エンジン 回転 数を 示します。 


A 超 意 


指針び レッド ゾーン （エンジンの 許容 回転 数を こえて いる 範囲） に 入らな 
いよ ラに 運転して ください。 指針び レッ ド ゾーンに 入る 運転を 続ける と、 
エンジン などに 悪影響を およぼし、 損傷す る おそれび あります。 


J 水温 計 

“ エンジン スタート ストップ’’ スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードのと 
さ、 エンジン 冷却水の 温度を 示します。 


超 意 


指針び H の レツ ド ゾーンに 入った とさは、 オーバーヒートの おそれび あり 
ます。 ただちに 安全な 場所に 停車し、 P.66 日の 「オーバーヒートした とさ 
は」 にした びって 処置を してく ださい。 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


) オドメーター/トリップメーター 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードのと 
さ、 次の 表 7J\ を します。 

■オ ド メーター 

走行した 総 距離を km の 単位で 示します。 

B トリ ッ プ メーター 

2 種類の 区間 距離 （卜 U ップ A、 卜 U ップ 目） を km の 単位で 示します。 


、オ ドメ ー タ ー / トリ ッ プメ ー タ ー 切り替え 
ク ボタン （トリップ メ ー タ ー リセット ボタン） 

■オ ド メーターと トリ ップ メーターの 表示の 切り替え 方 

切り替え ボタンを 押す ごとに、 次の よ ラに 表示び 切り替わります。 

オドメーター ィ - 

i 

卜 U ップ メーター A 

i 

卜 U ップ メーター 目 - 

■トリップメーターを 0  (ゼロ） にも どす とさは 

卜 U ップ メーター A、 卜 U ップ メーター 目のう ち 日に したい ほうを 表示 させ 
てから、 U セッ ト ボタンを 表示び 日になる まで 押し 続けます。 

バッテ U —との 接続び 断たれた とさは、 卜 U ップ メーターは 日になります。 
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> メーター 照度 調整 ボタン 

I  X グレードを 原^ 

メーター 照度 調整 スイッチを 押す ごとに、 メーター 照明の 明るさを 調整で さ 
ます 0 

•5 段階で 明るさの レベルを 調整す る ことび でさます。 

•ライ ト 消灯 時と 点灯 時で、 それぞれの 明るさの レベルを 設定で さます。 

. ^ ® 知識 - ^ 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とさ 使用で さます。 

減 光に ついて 

周囲び 暗い とさに ライトを 点灯す ると、 メーター 照明び 減 光され ます。 周囲び 明るい とさに 
(昼間な ど） ライトを 点灯しても、 メーター 照明は 減 光され ません。 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


C  表 おな  ) 


3 .已 L 車は® ① 表示で シー ケン シャル シフト マチック 表示な （P.329 参照） になり まず。 

《2 マルチ イン フ オメー シヨ ン ディスプレイ 非 装着 車は クルーズ コント □ー ル 表示 打 （P. 330 参照） になり 
まず。 


図では すべての グレー ドに おける 表示灯を 掲載して います。 実際の 車に 設定 
される 表示灯は グレー ド 等に より 異なります。 
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〈表示な 一覧表〉 


表示な 

表示な 名 

表示な 

表示' 打 名 

D 

シフト ポジション 表示な 

A 

セキ ュ u ティ 表示な 

M 

スポーツ シーケンシャル 
シフト マチック 表示な 

CRUISE 

クルーズ コント □ー ル 
表示な 

S 

シーケンシャル 
シフト マチック 表示な 

AFS 

OFF 

AFS  日 FF 表示 巧 

方向 指示 表示な 

LKA 

LKA 表示な 

ID 

へッ ド ランプ 上向き 
表示な 

h-t 

AUTO 

4VVD オート モード 
作動 表示な 

車 幅な 表示灯 

国 

ス U ップ 表示な 

犯 

フ □ン トフ ォグ ランプ 
表示な 

iTOf 

エコ ドライブ 
インジケーター ランプ 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


、シつ ト ポジ ショ ン 表示 口 

選択して いる シフ ト ポジションび 次のように 表示され ます。 
参 2.4L 車：©® ⑩®  (〇 〜〇※ 1) 

参 3 .日 L 車 ： ©  © ⑩ ®  (〇〜©-《2) 

シフト ポジションび ⑩① とき 表示され まず。 

《2 シフ ト ポジ シヨ ン び® のとき 表示され まず。 


スポーツ シーケンシャル 
シフ トマ チック 表示' 打 


2.4  L  車 


シフ トレバーを ⑩ にして スポーツ シーケンシャル シフ ト モード 
にす ると 点灯し ます。 （P.303 参照） 


> シー ケン シャル シフ トマ チック 表示 口  H 


3 .日 L 車 


シフ トレバーを® にして シーケンシャル シフ ト f ー ドに すると 
点灯し ます。 （P.3 日 9 参照） 


) 方向 指示 表示 口 

ち 向 指示 灯、 非常 点滅 灯を 作動させる と 点滅し ます。 
(P.366、 376 参照） 


- A 知識 


点滅び 異常 に 速く なった ときは 

方向 指示 灯の 電球 切れび 考え られ ます。 すべての 方向 指示 好び 点滅す るか 確 
認 してく ださい。 
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) へッ ド ランプ 上向き 表示' 打 

へッ ド ランプを 上向 さに すると 点灯し ます。 （P.36 己 参照） 


> 車 幅 口 表示 好 

こ 車 幅 灯、 尾灯を 点灯させる と 点灯し ます。 （P.363 参照) 


ID 


沁 


>フ □ン トフ オグ ランプ 表示 口 

フ □ン トフ オグ ランプを 点灯させる と 点灯し ます。 （P.369 参 
照） 


) セキュリティ 表示 丹 

盗難 防止 システムび 作動 状態に なると 点滅し ます。 （P.213、 
52 □劍? J 


) クルー ズ コン ト □-ル 表示' 打 

クルーズ コント □ー ル メイン スイッチを 押して システムを ON 
にす ると 点灯し ます。 

その後、 システムに 異常び あると 点滅し ます。 （P.381、 41 1 
参照） 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


>AFS  OF  F 表示' 打 

I インテリジェント A FS 装着 お 

AFS  OF  F スイッチを 押して イン テ U ジェン ト A FS を 作 
動 停止 状態に すると 点灯し ます。 （P. 379 参照） 

イン テ U ジェン ト A  F  S または デ ィス チャージへ ッ ド ランプの 
オート レべ IJ ング システムに 異常び あると 点滅し ます。 （ディ 
ス チャージへ ッ ド ランプに ついては P.53] 参照） 

AFS  OF  F 表示灯び 点滅して いると さは、 イン テ U ジェン 
卜 A  F  S または オート レべ U ング システムは 作動し ません びへ 
ッ ド ランプは 点灯し ますので 通常 走行には 支障ありません。 


表示 打び 点滅して いると さは、 システムの 異常び 考えられ 
ますので、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


- A 知識 


表示' 打に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モード または エ 
ン ジンを 始動す ると 点灯し、 数秒 後に 消灯し ます。 


)LKA 表示 好  — 1 

I レーン キーピング アシスト 装 看 軍 

レーン キーピング アシス トスイ ツチを 押 して システムを 0  N に 
すると 点灯し ます。 

その後、 システムに 異常び あると 点滅し ます。 （P.423 参照） 
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AUTO 


>4WD 才ー トモー ド 作動 表示' 打 


r4WD 車  I 

•  F  Ft- ドのと きに 4WD オー ト f ー  ド スイ ッチを 押す と 数 
回 点滅した あと、 4WD オート f ー  ドに なり 点灯し ます。 
(P. 377 参照） 

参 4WD オート モードの とさ、 4WD オート モード スイッチを 
押す と FF モードに なり、 消灯し ます。 


/ ^ A 知識 - 

表示' 灯に ついて 

参 FF モードの とさは、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを イグニ 
ッシ ヨン 日 N モードに すると 点灯し、 数秒 後に 消灯し ます。 4WD オート 
モードの ときは、 スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに すると 点灯し ま 
す。 

♦4WD オー トモ ー ドで 走行 中、 前後 輪の 回転 速度の 差び 大 さい 状態び 長 時 
間 続いた 場合な どには、 4WD オー トモ ー ド 作動 表示 打び 点滅し ます。 

作動 表示灯の 点滅 中は 駆動 系 部品の 保護の ため、 後輪への 駆動力 配分を 
休止し、 FF モードと なります。 

この場合は、 エンジンを かけた まま 下の 対応を 行って ください。 

• 警告 灯び 消灯す るまで 車 速を 落とす。 

•警告 灯び 消灯す るまで 停車す る。 （エンジンは 停止し ない） 

♦4WD システムに 異常び 発生した ときには、 4WD オー トモ ー ド 作動 表示 
好び 消 打す る ことび あります。 この場合には、 4WD オート モード スイ ッ 
チの 状態に かかわらず F  F モードと なります。 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


> ス リツ プ 表示' 口 


^s-vsc装着車| 

エンジン 回転 中の 次のと さに 点滅し ます。 

•  TRC システムび 作動した とさ。 （TRC システム） 

一  P. 525 参照。 

♦車両び 横 すべりし そうに なった とさ。 （S-VSC システム） 
一  P. 527 参照。 

•ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルび 作動した とさ 
一  P. 528 参照。 


" エンジン スタート ストップ" スイッチを イ グニッ シヨ 

A 約留 

ン日 N モードに しても 点灯 しないと きは、 システムの 異常 

超 嵐 

び 考えられ ますので、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて くださ 

い。 

- A 知識 


表示' 打に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに す 
ると 点灯し、 数秒 後に 消灯し ます。 


■  S-VSC 作動 警告 ブザー 

車両び 横 すべりし そうに なった とさに 断続 音び 鳴ります。 


- A 知識 


作動に ついて 

運転 状況によっては、 ス U ップ 表示灯の 点滅の みで 警告す る 場合び あります。 
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> エコ ドライブイン ジケーター ランプ^™ 

こ 酸化炭素 排出 量の 少ない 運転を している とさに 点灯して お 知 
らせ します。 （シフト ポジションを D で 走行 時） 


/ ^ A 知識 - 

表示' 灯に ついて 

必要！; (上に ア クセ >1 レペタ' >1 レを 踏む と 消灯 します。 
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C  警告な  J 


■メーター 巧 

P デ イス チヤー ジへッ ドラン プオー トレべ リング 警告 打 344 
pABSS ブ レーキア シスト 警告 打 338 
-ABS 警告な 339 

pSRS エアバッグ & プリ テン シ ヨナー警告な 340 
P 巧電 警告 打 349 
P 油圧 警告 打 350 
广 ブレーキ 警告 打 346 


燃料 残 量 警告な 3 已 1」 

4WD 警告な 342」 
VSC 警告 打 341- 


プリ クラッシュ セー フ テイ システム 警告 打 348」 

エンジン 警告 打 343」 

運転席 シー ト ベル ト非 着用 警告 灯 352 J 

半 ドア 警告 打 351^ 

パワー ステアリング 警告 打 34 己」 
スマー ト エントリ ー & スター トシス テム 警告 打 351- 


図では すべての グレー ドに おける 警告 灯を 掲載して います。 実際の 車に 設定 
される 警告 灯は グレー ド 等に より 異なります。 
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■インパネ 中央 


^ 助手席 シー ト ベル ト非 着用 警告な 352 
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〈警告な 一覧表〉 


警告 丹 

警告な 名 

警告な 

警告な 名 

(©) 

A 巳 S& ブレーキ 
アシス ト 警告な 

A 目 S 警告 灯 

PCS 

プ IJ クラッシュ 

セーフ ティ システム 警告 巧 

が 

SRS エアバッグ/ 

プ U テン シヨ ナー 警告な 

- + 

充電 警告 灯 

VSC 

VSC 警告 灯 

油圧 警告 灯 

4WD 

4VVD 警告 灯 

曲 

燃料 残 量 警告 灯 

四 

エンジン 警告 巧 

普 

半 ドア 警告 巧 

雨。 

デ イス チャージ 
へッ ド ランプ 
オート レべ IJ ング 警告 打 

一  Im 

スマート エン ト U —  & 
スタート システム 警告 灯 

©! 

パワー ステア 1」 ング 警告 打 

を 

運転席 シー ト ベルト 
非 着用 警告な 

(©) 

ブレーキ 警告な 

を 

PASSENGER 

助手席 シー ト ベルト 
非 着用 警告な 

么 


早 基 
わ 本 
お、 操 
り 作 


取 運 
り 転 
扱 装 
い 置 
① 


取 室 
0内 
扱 装 
い備 
の 


のま 
解 全 
説. 

と 快 
を 適 
意 装 


付 車 
さと 
合の 
い 上 
方 手 
な 


万 

の 

と 

さ 
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次の 警告な が 点な した ままのと きは、 システムの 異常が 考え 5 れ ますの 
で、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


優)) 


>ABS& ブ レーキア シスト 警告 口 

I  S-VSC 装着^ 

A 目 S& ブレーキ アシスト システム （P. 日]  2 参照） に 異常び あ 
ると 点灯し ます。 

•警告 灯び 点灯して いると さは、 ABS & ブレーキ アシス トシ 
ス テムは 作動し ません び、 通常の ブレーキと しての 性能は 確 
保され ています。 

•警告 灯び 点灯して いると さは、 A 目 S び 作動し ないた め急ブ 


レーキ 時 やすべり やすい 路面での ブレーキ 時には、 タイヤび 


□ック する ことび あります。 


▲齡留 ブレーキ 警告 口と 同時に 点な した ままのと き 
[ は ただちに 停車して ください。 

参 警告 打び ブレーキ 警告 打と 同時に 点灯した ままのと さは、 ただちに 安全な 
場所に 停車し、 トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 この場合、 A 目 S に 異常 
び 発生して いる だけでなく、 強めの ブレーキの 際に 車両び 不安定に なるお 
それび あります。 

参 警告 打び 次のように なった とさは、 システムの 異常び 考えられ ますので、 
トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モー 
ドに しても 点灯 しないと き。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モー 
ドで 点 好した まま 消灯 しないと き、 または 走行 中点 灯した ままのと き。 
なお、 走行 中に 点 好しても、 その後 消灯 すれば 異常ではありません。 ただ 
し、 同じ 現象び 再度 発生した 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて くださ 
い。 


' - 知 識 - 

警告な について 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに す 
ると 点灯し、 数秒 後に 消灯し ます。 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


次の 警告な が 点 ホ 了した ままのと きは、 システムの 異常が 考え 5 れ ますの 
で、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


>ABS 警告 口 


r  S-VSC 装着 車を 除く  I 

ABS  (P.512 参照） に 異常び あると 点灯し ます。 

•警告 灯び 点灯して いると さは、 A 目 S は 作動し ません び、 通 
常の ブレーキと しての 性能は 確保され ています。 

•警告 灯び 点灯して いると さは、 A 目 S び 作動し ないた め急ブ 
レーキ 時 やすべり やすい 路面での ブレーキ 時には、 タイヤび 
□ック する ことび あります。 


ブレーキ 警告な と 同時に 点な した ままのと き 
は ただちに 停車して ください。 


参 警告 好び ブレーキ 警告 好と 同時に 点灯した ままのと さは、 ただちに 安全な 
場所に 停車し、 トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 この場合、 A 目 S に 異常 
び 発生して いる だけでなく、 強めの ブレーキの 際に 車両び 不安定に なるお 
それび あります。 

♦警告 打び 次のように なった とさは、 システムの 異常び 考えられ ますので、 
トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 

•  エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モー 
ドに しても 点灯 しないと き。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モー 
ドで 点灯した まま 消灯 しないと き、 または 走行 中点 打した ままのと さ。 
なお、 走行 中に 点灯しても、 その後 消灯 すれば 異常ではありません。 ただ 
し、 同じ 現象び 再度 発生した 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて くださ 
し、 


- A 知識 


警告 丹に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに す 
ると 点灯し、 数秒 後に 消 好し ます。 


目次 
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次の 警告な が 点な した ままのと きは、 システムの 異常が 考え 5 れ ますの 
で、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


が 


、 S  R  S エアバッグ/ 

，プリ テン シ が-警告 口^^^^" 

SRS エアバッグ システム （P.496 参照)、 または プ U テン シ 
ヨナ ー 付 シートベルト システム （P. 5] 日参 照） に 異常び ある 
と、 点灯し ます。 


警告 灯び 次の よ ラに なった とさは、 システムの 異常び 考え 

られ ますので、 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて くだ 

さい。 衝突した とさな どに SRS エアバッグ、 または プ U 

Ails 

テン シヨ ナー付 シー ト ベル トび 正常に 作動せ ず、 けび をす 

る おそれび あります。 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチを イ グニッ 

シ ヨン 0  N モードに しても 点灯 しないと き、 または 点 打 

した ままのと さ。 

♦走行 中に 点灯した とき。 

/ ^ A 知識 - 

警告' 打に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに す 
ると 点 打し、 数 砂 後に 消灯し ます。 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


VSC 警告 好 


I  S-VSC 装着 車 （マルチ イン フ オメー シヨ ン ディスプレイ 装着 車を 除く） I 

S-V  S  C システム、 T  R  C システムに 異常び あると 点灯し ます。 
警告 灯び 点灯して いると さは、 S-VSC、 ヒル スタート アシス 
ト コン ト □ー ル および T  R  C は 作動し ません び、 通常の 走行に 
は 支障ありません。 


警告 打び 次の よ ラに なった とさは、 システムの 異常び 考え 

られ ますので、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

A 超 意 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチを イ グニッ 

シ ヨン 日 N モードに しても 点灯 しないと き。 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチび イ グニッ 

シヨ ン日 N モードで、 点 好した まま 消灯 しないと き、 ま 

たは 走行 中点 灯した ままのと き。 

-"gSl 知識 


警告 好に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに す 
ると 点灯し、 数秒 後に 消灯し ます。 


次の 警告な が 点 ホ 了した ままのと きは、 システムの 異常が 考え 5 れ ますの 
で、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


基本 操作 
早 わかり 


I 涵① 


關 if ① 


si 備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 
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次の 警告な が 点な した ままのと きは、 システムの 異常が 考え 5 れ ますの 
で、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


》4WD 警告 口 

4WD  I4WD 車 （マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車を 除く） I 

_  4WD システムに 異常び あると 点灯し ます。 


座 超 意 


点：): 了した ときは、 システムの 異常が 考え 5 れ 
ますので、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて くだ 
さい。 


警告 灯び 次のように なった とさは、 システムの 異常び 考えられ ますので、 卜 
ヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モード 
にしても 点 打 しないと さ、 または 点灯した ままのと さ。 

参 走行 中に 点 打した とき。 

なお、 走行 中に 点灯しても、 その後 消灯 すれば 異常ではありません。 ただし、 
同 じ 現象び 再度 発生 した 場合は、 トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 


. ^ A 知識 - 

警告な について 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに す 
ると 点灯し、 数秒 後に 消灯し ます。 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


次の 警告な が 点な または 点滅した ままのと きは、 システムの 異常が 考え 
5 れ ますので、 すみやかに トヨタ 販売店で ，点検を 受けて ください。 


> エンジン 警告' 打 

エンジン 回転 中、 エンジン 電子 制御システム、 または オート マ 
チック トランス ミッション 電子 制御システムに 異常び あると 点 
灯 または 点滅し ます。 


エンジン 回転 中に 点 好また は 点滅した とさは、 ただちに 卜 
ヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 


- A 知識 


警告な について 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに す 
ると 点 好し、 エンジンを かける と 消 好し ます。 


目次 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 
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次の 警告な が 点な した ままのと きは、 システムの 異常が 考え 5 れ ますの 
で、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 


デ イス チャージへ ッ ド ランプ 
オート レべ リング 警告 好 


デ イス チャージへ ッ ド ランプ 装着 車 
(インテリジェント A  FS 装着 車を 除く） 

デ イス チャージへ ッ ド ランプの オート レべ U ング （上下 照射 方 
向 自動 調整） システムに 異常び あると 点灯し ます。 （P.53] 参 
照） 


磯 じ 


走行 中に 警告 好び 点 好した とさは、 ただちに 安全な 場所に 
停車し、 いったん エンジンを 止めて ください。" エンジン 
スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モー 
ドに したと さに、 警告 灯び 数秒 点 好した あとに 消灯 すれば 
そのまま 使用で さます。 消灯 しないと さ、 または 再度 点灯 
すると さは、 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受けて くださ 
い。 


. ^ A 知識 - 

警告 丹に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに す 
ると 点 打し、 数 砂 後に 消灯し ます。 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


' — 知 言 哉 - 

警告な について 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに す 
ると 点 好し、 数 砂 後に 消灯し ます。 


)) く ワース テ アリ ング 警告 口 

パワー ステア U ング 制御システムに 異常び あると 点灯し ます。 


警告 灯び 点灯した ままのと さは、 ただちに トヨタ 販売店で 

点検を 受けて ください。 この場合、 八ン ドル 操作 力び 重く 

起磁 

なって いる ことび あります ので、 八ン ドルを しっかり 持っ 

て 操作を してく ださい。 

取 運 
0 転 
扱 装 
い 置 


次の 警告な が 点 ホ 了した ままのと きは、 システムの 異常が 考え 5 れ ますの 
で、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
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次の 警告な が 点な した ままのと きは、 ただちにち 全な 場所に 停車し、 卜 
ヨ タ 販売店へ 連絡して く ださい。 


> ブレーキ 警告 好 

“ エンジン スタート ストップ’’ スイッチび イグ ニッシ ヨン 0 
Nt- ドで 次のと さに 点灯し ます。 

•パーキング ブレーキを かけた ままのと さ。 

•パーキング ブレーキび 解除され ていても、" エンジン スタ 
ート ストップ’’ スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに 
すると、 数秒 間 点灯し ます。 

•ブ レーキ 液び 不足 している とさ。 

•  EBD  (P. 5 14 参照） に 異常び あると 点灯し ます。 

■パーキング ブレーキ 未 解除 警告 ブザー 

パーキング ブレーキび かかった まま、 車 速び 約 日 km/hii (上に な 
ると、 警告 ブヴ ーび 鳴ります。 

•マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車では、 マルチ 
イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ にも 警告 内容び 表示され ま 
す。 （P.353 劍? J 


A 響 旨 


警告な が 次のように なった ときは、 ただちに 
安全な 場所に 停車して トヨタ 販売店へ ご連絡 
< ださい。 


♦エンジン 回転 中に パーキング ブレーキを 解除しても 点灯した ままのと さ。 
この場合、 ブレーキの 効 さび 悪くな り、 制動 距離び 長くなる など、 思わめ 
事故に つなび る おそれび あり 危険です。 効 さび 悪い とさは、 ブレーキ ぺダ 
ルを 強く 踏んで ください。 

♦警告 灯び A 目 S  & ブレーキ アシス ト 警告 灯、 または A 目 S 警告 灯と 同時に 
点灯した ままのと き。 

この場合、 A 目 S、 EBD、 または ブレーキ アシスト （S-VSC 装着 車） 
に 異常び 発生して いる だけでなく、 強めの ブレーキの 際に 車両び 不安定に 
なるお それび あります。 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


警告な が 次のようにな つたと きは、 システム 
の 異常が 考え 5 れ ますので、 トヨタ 販売店で 
点検を 受けて ください。 

♦警告 打び 次のように なった とさは、 システムの 異常び 考えられ ますので、 
トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モー 
ドで、 パーキング ブレーキを かけても 点 好 しないと さ。 

•パーキング ブレーキび 解除され た 状態で、" エンジン スタート スト ッ 
プ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに しても 点灯 しないと き。 
なお、 走行 中に 点灯しても、 その後 消灯 すれば 異常ではありません。 ただし、 
同じ 現象び 再度 発生した 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
♦パーキング ブレーキを 解除し ない まま 車を 発進 させ、 警告 ブヴ ーび 鳴った 
とさは、 すみやかに 停車し、 パーキング ブレーキを 解除して ください。 パ 
ー キング ブレーキを かけた まま 走行す ると、 ブレーキ 部品び 早く 摩耗した 
り、 ブレーキび 過熱 し 効 さび 悪くなる おそれび あり ます。 
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次の 警告な が 点 ホ 了 または 点滅した ままのと きは、 システムの 異常が 考え 
5 れ ますので、 すみやかに トヨタ 販売店で ，点検を 受けて ください。 


、プリ クラッシュ セーフ テイ 
PCS  J システム 警告' 打 


r プリ クラッシュ セー フ ティ システム 装着 車 1 

プ IJ クラッシュ セーフ ティ システムに 異常び あると 点灯. 点滅 
します。 （P. 己 32、 己 37 参 貝 貝） 

•マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車では 同時に マ 
ル チイ ンフ オメ ーシ ヨン ディスプレイ にも 警告 内容び 表示 さ 
れ ます。 （P. 537 参照） 


A 粒留 

エンジン 回転 中に 点灯した ときは、 ただちに トヨタ 販売店 

超 嵐 

で 点検を 受けて ください。 

' — A ム 知識 - 

警告 好に ついて 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モード 
にす ると 点 打し、 数 砂 後に 消 好し ます。 

参プ U クラッシュ ブレーキ 日 F  F スイッチを 押す と 点滅し ます。 （P. 己 3 已参 

昭） 


348 


メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


AH® 

エンジン 回転 中に 点灯した とさは、 V ベル トの 切れな どび 

考えられます。 ただちに 安全な 場所に 停車し、 トヨタ 販売 

店へ ご連絡く ださい。 

/ ^ ^ 知識 - 

警告' 打に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに す 
ると 点灯し、 エンジンを かける と 消 好し ます。 


> 巧電 警告 好 

エンジン 回転 中、 充電 系統に 異常び あると 点灯し ます。 


次の 警告な が 点 ホ 了した ままのと きは、 ただちに 安全な 場所に 停車し、 卜  i 
ヨ タ 販売店へ 連絡して く ださい。 


I 涵① 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 
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次の 警告な が 点な した ままのと きは、 ただちにち 全な 場所に 停車し、 卜 
ヨ タ 販売店へ 連絡して く ださい。 


》 油圧 警告 口 

エンジン 回転 中、 エンジン 内部を 潤滑して いる オイルの 圧力に 

_ 異常び あると 点灯し ます。 

この 警告 灯は オイル 量を 示す わので はあり ません。 オイル 量の 
点検は オイル レベル ゲージに より 行って ください。 

(点検 方法は P. 6 日日を 参照して ください。） 


エンジン 回転 中に 点灯した とさは、 ただちに 安全な 場所に 
停車し、 エンジンを 停止して、 エンジン オイル 量を 点検し 
てく ださい。 点灯した まま 走行 し 続ける と エンジンを 損傷 
する おそれび あり ます。 エンジン オイルび 減って いないの 
に 点 打して いると さや、 エンジン オイルを 補給しても 点 好 
するとき は、 トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 


' - & ム 知識 - 

警告 丹に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに す 
ると 点灯し、 エンジンを かける と 消灯し ます。 
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メーター- 表示な- 警告 打の 見方 


次の 警告 口が 点! 打した ときは、 すみやかに 対処して ください。 


> 燃料 残 量 警告' 打 


“ エンジン スタート ストップ’’ スイッチび イグ ニッシ ヨン 0 
Nf —  ドのと さ、 残 量び 約] 日 Lii (下になる と 点灯し ます。 点 
灯した とさは、 すみやかに 燃料を 補給して ください。 

•坂道 や カーブな どでは、 タンク 内の 燃料び 移動す るた め、 警 
告 灯び 早めに 点灯す る ことび あり ます。 


> 半 ドア 警告 好 


いずれ かの ドア （バック ドアを 含む） び 確実に 閉まって いない 
とさに 点灯し ます。 

•マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイ 装着 車では 同時に マ 
ル チイ ンフ オメ ーシ ヨン ディスプレイ にも 警告 内容び 表示 さ 
れ ます。 


警告 灯び 点灯 した まま 走行し ないで く ださい。 ドアび 確実 
に 閉まって いないため、 走行 中に ドアび 突然 開 さ、 思わめ 
事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


、スマ ー ト エントリ ー & 
スター トシス テム 警告な 

P.1 日] を 参照して ください。 
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次の 警告 口が 点滅した ときは、 すみやかに 対処して くださし、。 


> 運転席 シー ト ベル ト非 着用 警告 口 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 0 
N f —  ドのと さ、 運転席 シー ト ベル トを 着用 していな いと 点滅 
します。 ただちに シートベルトを 着用して ください。 

■運輯 席 シー ト ベル ト非 着用 警告 ブザー 

警告 灯び 点滅して いる 状態で、 車 速び 約 2 日 km/hii (上になる 
と、 断続 音び 約]  2 日 秒 間 鳴ります。 （ブヴ ーび 鳴り はじめて か 
ら、 約 3 □秒 後に ブヴ ーの 音び かわります。） 

•シー ト ベル トを 装着す ると 消音し ます。 


み 

PASSENGER 


> 助手席 シートベルト 非 着用 警告な 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 0 
N モー ドで、 かつ 助手席 シー ト座 面の 乗員 検知 センサーび 乗員 


を検知 したと さに、 助手席 シー ト ベル トを 着用 していな いと 点 
減し ます。 ただちに シートベルトを 着用して ください。 


■助手席 シー ト ベル ト非 着用 警告 ブザー 

警告 灯び 点滅して いる 状態で、 車 速び 約 2 日 km/hii (上になる 
と、 断続 音び 約]  2 日 秒 間 鳴ります。 （ブヴ ーび 鳴り はじめて か 
ら、 約 3 □秒 後に ブヴ ーの 音び かわります。） 

•シー ト ベル トを 装着す ると 消音し ます。 


' — 知識 - 

警告' 打に ついて 

参 センサーは、 助手席 シート 座 面 （ラし ろ 半分） に、 ある 一定 上の 重量び 
かかった とさに 検知 します。 したびって、 荷物な どを 置いた 場合に を検知 
し、 警告 灯び 点滅す る ことび あります。 

•助手席 シート 座 面 上に クッション （座布団） などを 敷く と、 重量び 分散 さ 
れ、 センサーび 乗員を 検知 しない 場合び あります。 
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マルチ イン フ オメー シヨ ンデ イス プレイ ★ 

G マルチ インフォメーション デ イス プレイで で まること ) 


マ) レ チイ ンフ オメ ーシ ヨン ディスプレイに、 次の 情報び 表示され ます。 

クルー ズ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイ . P.3 曰 曰 参照 

警告 表示 . P. 3 曰 7 参照 


クルー ズ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイ . P.3 曰 曰 参照 

警告 表示 . P. 3 曰 7 参照 
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c 各 表 おの 切り替えの しかた ) 


D I SP スイッチ 


D  I  SP スイッチを 押す ごとに、 「クルーズ イン フォ メー シヨ ン ディ スプレ 
イ」 の 表示を 切り替える ことび でさます。 （次 ページ 参照） 

また、 レーダー クルーズ コント □ー ル、 レーン キーピング アシストの メイン 
スイッチを ON にす ると 「レーダー クルーズ コント □ー ル」 の 表示に も 切り 
替える ことび でさます。 （レーダー クルーズ コント □ー ル 装着 車、 レーン キ 
ー ピン グ アシス ト 装着 車） 


' - 知識 - 

ディスプレイの 表示に ついて 

なの 場合は、 ディスプレイの 表示び 自動的に 切り替わります。 

♦警告す る 項目び 発生す ると、 「クルーズ インフォメーション ディスプレイ」 の 項目び 表示 
されて いてち、 警告 表示に 切り替わります。 

•レーダー クルーズ コン ト □ー ル、 レーン キーピング アシス トの メイン スイ ツチび 日 N の 
とさ、 それぞれの 表示に 変更び あると、 「クルーズ インフォメーション ディスプレイ」 の 
項目び 表示され ていて ち、 それぞれの 表示に 切り替わります。 

(レーダー クルーズ コン ト □ー ル 装着 車、 レーン キーピング アシス ト 装着 車） 
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マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイ 


C クルーズ イン フ オメー シヨ ンデ イス プレイ） 

D  I  SP スイッチを 押す ごとに、 次のように 表示び 切り替わります。 

表示な し一 ► 航続 可能 距離一 ► 平均 燃費一 ► 瞬間 燃費一 ► 平均 車 速 

T  」 


肺 続 可 旨 即巨部 

200  kn 


) 航続 可能 距離 （000  km)i 


現在の 燃料 残 量と 燃費から 航続 可能 距離を 算出して 表示し ます。 


座 ミ 


航続 可能 距離び まだ 十分 走行で さる 数値で あっても、 燃料 計び E に 近づ < 
か、 燃料 残 量 警告 好び 点灯した ら 早めに 燃料を 補給して く ださい。 


知識 


航続 可能 距離 表示に ついて 

♦新車を 受け取った 際に、 航続 巧 能 距離と して 表示され る 数値は 正しい 数値を 表示し ない こ 
とびあります。 

♦表示され る 航続 可能 距離は、 過去の 燃費を もとに 計算して いるた め、 運転ち 法 •道路 状況 
により 増減す る ことび あります。 

♦燃料 給油 量び 少量の 場合、 表示び 更新され ない ことび あり ます。 

♦燃料 計び 異常 検出した とさは、 しばらく 表示び 「km」 になる ことび あります。 

♦バッ テ U — ターミナルの 脱 着を 行った とさは、 学習した 燃費は U セッ ト されます。 
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平均：！ 畳 

0  0  km/L 


) 平均 燃費 （00.0  km/L) 


u セッ ト してからの エンジン 回転 中の 平均 燃費を、 約] 日 秒 ごとに 更新して 

- ~ 2. — j — J- 

•現時点からの 数値を 計測したい 場合 （U セットしたい 場合） は、 D  I  SP 
スイ ツチを 約] 秒 じ (上 押 し 続けます。 


>  瞬間 燃費 （00.0 


エンジン 始動して、 走行を 開始して から 約 日. 5 秒 間 ごとの 瞬間 燃費を バーグ 
フフで 表 巧し ます D 

' づ^ i 知識 - " 

瞬間 燃費 表示に ついて 

次の 場合、 バーグ ラフび 表示び されません。 

♦エンジンび 回転して いないと さ。 

♦燃費の 計測び でさな か つたと さ。 

参 停車して いると さ。 


) 平均 車 速 （00.0 


U セッ ト してからの エンジン 回転 中の 平均 車 速を、 約] 日 秒 ごとに 更新して 

JI  一  主  J 

•現時点からの 数値を 計測したい 場合 （U セットしたい 場合） は、 D  I  SP 
スイ ツチを 約] 秒 じ (上 押 し 続けます。 
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警告 表示 


マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイ 


車両の 各 システムに、 システムの 異常な ど 
の お知らせしたい 情報び 発生す ると、 "ポー 
ン" という 警告音び 鳴る とともに マスター 
ウ ォーニングび 点灯 または 点滅して、 マル 
チイ ンフ ォメ ーシ ヨン ディスプレイに 警告 
内容な どの 情報び 表示され ます。 

なお、 システムに よっては、 マルチ イン フォ 
メー シヨ ン ディスプレイに 情報び 表示され 
るの みの 場合 もあります。 

•警告 表示び 2 つ (上 ある 場合には、 自動的 
に 表示び 切り替わり、 繰り返して 表示し 
9  〇 

•警告 表示の 要因び 解消され ると、 警告 表 
示は 消えます。 


》 半 ドア 警告 表示 


いずれ かの ドア （バック ドアを 含む） び 開いて いると、 開いて いる ドアび 文 
字と 絵で 表示され ます。 


A 警曽 

警告 表示び でた まま 走行し ないで ください。 ドアび 確実に 閉まって いない 
ため、 走行 中に ドアび 開 さ、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

A 超 意 

警告 表示び でた とさは、 車を 止め、 ドアを 確実に 閉めてから 走行して くだ 
さい。 
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エンジン 赃動 日を 
ブレーキを 
陆 4；。； ださい 


) エンジン 始動 時 警告 表示^^^^ ■ 


ブレーキを 踏まずに" エンジン スタート ストップ" スイッチを 押して ス 
イッチの 切り替えを 2 回 繰り返す と、 警告 内容び 数秒 表示され ます。 ただし、 
マスター ウ オーニングは 点滅 または 点灯し ません。 


バー キンク ブレーキ 
ホ 解除 


パ ー キング ブレ ー キ 
未 解除 警告 表示 


パーキング ブ レー キ びかかった まま、 車 速び 約 己 km/hl^( 上になる と、 警告 ブ 
ヴ ーび 鳴る とともに マスター ウ オーニングび 点灯し、 警告 内容び 表示され ま 
す。 


A 超窗 


警告 表示び でた とさは、 車を 止め、 パーキング ブレーキを 解除して から 走 
行して ください。 


エンジン 油圧 
不足 


> エンジン オイル 油圧 警告 表示^^™ 


エンジン 回転 中、 エンジン 内部を 潤滑して いる オイルの 圧力に 異常び あると、 
"ポー ン" とい ラ 音び 鳴る とともに マスター ウ オーニングび 点灯し、 警告 内容 
び 表示され ます。 


警告 表示び でた とさは、 ただちに 安全な 場所に 停車して エンジンを 停止し、 

盛 粒 肖 

エンジン オイル 量を 点検して ください。 （P.6 日日 参照） エンジン オイルび 

超 嵐 

減って いないのに 表示して いると さや、 エンジン オイルを 補給しても 表示 

される ときは、 トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 
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マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイ 


VSC 

システム チ: 


VSC 警告 表示 


S-VSC 装着 車 


S-VSC システムに 異常び あると、 "ポー ン" という 音び 鳴る とともに マス 
ター ウ ォーニングび 点灯し、 警告 内容び 表示され ます。 

♦警告 表示び でて いると さは、 S-VSC、 TRC は 作動し ません び、 通常 
の 走行には 支障ありません D 


警告 表示び でた とさは、 システムの 異常び 考えられ ますので、 トヨタ 販売 
店で 点検を 受けて ください。 


4WD 

トス テム 于こ 


>4WD システム 警告 表示 


r4WD 車  I 

4WD システムに 異常び あると、 "ポー ン" という 音び 鳴る とともに マスター 
ウ オーニングび 点灯し、 警告 内容び 表示され ます。 


警告 表示び でた とさは、 システムの 異常び 考えられ ますので、 トヨタ 販売 
店で 点検を 受けて く ださい。 


> ヴー ドシー ト 警告 表示 


3rd  SEAT 


r 電動 格納 式 ヴード シート 装着 車 I 

ヴー ド シー トの 格納- 復帰 作動び 途中で 中断され たと さ、 ブヴ ーび 鳴り 警告 
内容び 表示され ます。 

♦ブヴ ーは 約] 日 秒 間 鳴り 続けます。 


目次 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


359 


PCS 

システム 于エ ツク 


プリ クラッシュ 

セーフ テイ システム 警告 表示 


ppc- 

現を 博 用 

できません 


r プリ クラッシュ セーフ ティ 装着 車 I 

プ IJ クラッシュ セーフ テイ (PCS) システムの 警告 表示に ついては、 
P. 己 37 を 参照して ください。 


360 


マルチ イン フ オメーシヨ ン ディスプレイ 


レ-ザ-; ちれ 
清掃 必要 


レーダー クルーズ 
コント □-ル 警告 表示 


クルー: X' 

システム 于 エック 


悪天候 
クルー 式 
できません 


レーター クルーズ コン ト □ー ル 装着 車 


レーダー クルーズ コン ト □ー ルの 警告 表示に ついては、 P.4 日 4 を ご覧く だ 
さし、 


警告 表示び でても、 走行 上 支障はありません び、 トヨタ 販売店で 点検を 受 
けて  <  ださい。 
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キーが 

見つかりません 


スマ ー ト エントリ ー & 
スター トシス テム 警告 表示 


キー バッテ U 
残り わす か 


P レンジ I に 
入れて 下さい 


ステアリン ヴ 
□ック 

システム 確認 


ステアリン ヴ 
□ック 
ホ 解 隙 


スマ ー ト エン ト U  —  & スター トシス テムの 警告 表示に ついては、 P.1 日] を 
ご覧く ださい。 


条件 確認 中 
LKA できません 


レーン キーピング 
アシス ト 警告 表示 


LKA 

システム 于 エック 


r レーン キーピング アシス ト 装着 車 I 

レーン キーピング アシス トの 警告 表示に ついては、 P.423 を ご覧く ださい。 
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スイッチの ほい 方 

( ライト スイッチの ほい 方） 

> コン ライ トの 使い方 ★ 


AUTO  (自動） 


ツマ ミを AUTO に まわす と 周囲の 明るさに 応じて、 へッ ド ランプ* 車 幅 灯 
などび 自動で 点灯- 消灯し ます。 

•エンジンを 停止し、 運転席 ドアを 開ける と、 自動的に 消灯し ます。" エン 
ジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ONf — ドに すると、 
再び 点灯し ます。 


. — ^ 知識 - 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 使用で さます。 


コン ライ ト センサー について 

♦自動で 使用して いると さの ランプの 点 打- 消 打び 早い または 遅い と 感じた とさは 感度の 調 
整び でさます ので トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

♦コン ライ トの センサーの 上に ものを 置いた 
り、 ガ ラスク U —ナ ーな どを 吹 さかけ ると、 

セ ンヴ ーび 正常に 作動 しなく なること び あり 
ます。 
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) ランプの 点 口. 消 口 

L コン ライト 装着 車 I  I コン ライト 装着 車を 除く 


ツマ ミの 位置 

点！ 打す る ランプ 

点な ① 

車 幅 灯- 尾灯- 番号 灯- 各 スイッチ 照明- メーター 照明^ 

点な ⑨ 

①の ランプ + へツ ド ランプ 

たン ライト 装着 車 I 


※乂 グレード のみ 


ツマ ミを 点灯 ① •点灯 ⑥に まわす と、 点灯し ます。 

•  AUTO に まわす と、 自動で 点灯 •消灯し ます。 （前 ページ 参照) 


r コン ライト 装着 車を 除く 1 

ツマ ミを 点灯 ① •点灯 ⑥に まわす と、 点灯し ます。 


▲約戶 完全に 充電され たバッ テ U —で ち、 エンジンを 停止した 状態で 長時間 ラン 
^ なぶ プ 類を 点 打す ると、 バッテ IJ 一 あびり の 原因と な ります。 
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スイッチの 使い方 


' - 知識 - 

作動 条件に ついて 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 使用で さ 
ます。 （AUT 日で 使用 するとき） 

♦- エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態に 関係な く 使用で さます。 （点灯 ① •点 
好②で 使用す ると さ） 

便利 機能に ついて 
ライ ト 消し 忘れ 警告 ブザー 

ライ トス イッチび 点灯 ①- 点好③ のま ま、" エンジン スター トス トップ" スイッチを 0  F 
F にして、 運転席 ドアを 開ける と、 ランプ 類の 消し 忘れを 警告す るブヴ ーび 鳴ります。 

ランプ オー ト カッ トシス テム 

ライト スイッチび 点灯 ① •点灯 ② または A UT 日の まま、" エンジン スタート ストップ" 
スイッチを 日 FF にして、 運転席 ドアを 開ける と 自動的に 消灯し ます。 次の いずれ かの 操作 
をす ると、 再び 点灯し ます。 

♦ "エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン ON モードに する。 

♦ライト スイッチを 日 F  F にし、 もう 一度 日 N にす る。 （この場合、 ドアを 開けても ランプ 
は 消 好し ません。） 


J 前方を 遠くまで 照 5 したいと きは 


上向き 


•へッ ド ランプび 点灯して いると さ、 レバーを 前方に 押します。 

•ヘッド ランプび 消灯して いても、 レバーを 手前に 引いて いる 間、 ヘッド ラ 
ンプび 上向 さになります。 

•へッ ド ランプび 上向 さのと さは、 メーター 内のへ ッ ド ランプ 上向 さ 表示灯 
び 点灯し ます。 （P.33 □参照） 
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〔方向 指 お レバー の 使い方つ 


た  車線 変更 （左) 


•レバーを 上 または 下へ 操作す ると、 左 またはち 側の 方向 指示 灯び 点滅し、 
メーター 内に ある 方向 指示 表示灯 わ 点滅し ます。 

レバーは 八ン ドルを もどす と 自動的に もどります。 もどらない とさは、 手 
でも どして ください。 

♦車線 変更のと さには、 レバーを 軽く 上 または 下へ 押さえて いる 間、 それ ぞ 
れの 方向 指示 灯 および 方向 指示 表示灯び 点滅し、 手を 離す と 消灯し ます。 

' づ^ i 知識 - ^ 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 使用で さます。 


点滅び 異常に 速く なった ときは 

方向 指示 打の 電球 切れび 考えられます。 すべての ち 向 指示 灯び 点滅す るか 確認して ください。 
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スイッチの 使い方 


G へッ ド ランプの 光軸 上下 調整つ 


Ga □ゲンへ ッ ド ランプ 装着 車 


ダイヤル 


へッ ド ランプの □ー ビームに 装着され ています。 

ダイヤルを まわす と、 へッ ド ランプ （□ー ビーム） の 光軸 （光の 照らす 方向) 
を 下向 さに 調整で さます。 

•通常は 日 （ゼ □) の 位置 （光軸び 一番 上向 さの 位置） で 使用し ます。 


. ^ ^ 知識 - 

光軸 上下 調整に ついて 

♦荷物 や 人を のせる ことにより 車両 前面び 上を 向いて、 へッ ド ランプの 照らす 範囲び いつも 
と 違う （いつもより 上向きに なって いる） ときに、 ダイヤルを まわして ヘッド ランプの 光 
軸を 下向きに します。 荷物 や 人を おろした あとには、 必ず ダイヤルを 日 （ゼロ） の 位置に 
ち どして おいて  <  ださい。 

♦車検な どで 光軸 調整を すると さは、 ダイヤルを 日 （ゼロ） の 位置 （一番 上向 さの 位置） に 
してから 行って ください。 

♦乗員 数 や ラ ゲージ ルームの 積載 状況に 応じて 次 ページの 表を 目安に ダイヤル 位置を 調整し 
て  <  ださい。 
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' - 知識 - 

ダイヤル 位置の 目 ミに ついて 


乗員 や ラゲージルー ムの 積載 状況 

ダイヤル 位置 

運転席の み 乗車 時 

0 

運転席と 助手席に 乗車 時 

0 

運転席と 助手席、 および サード シートに 

3 名乗 車 時 

1.5 

7、 8 名乗 車 時 

2 

7、 8 名乗 車 時で かつ ラゲージルー ム 満載 時 

2 .已 

運転席の み 乗車 時で かつ ラ ゲージ ルーム 満載 時 

3.5 

作動 条件に ついて 

へッ ド ランプ （□ー ビーム） び 点灯して いると さに 使用で きます。 
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スイッチの 使い方 

し フォグ ランプの 巧い 方） 


>フ □ン トフ オグ ランプの 点！ 口  •消 口 


点 打 
消 打 


ツマ ミを 《0 の 位置に まわす と 点灯し、 OF  F に まわす と 消灯し ます。 

参フ □ン トフ ォグ ランプび 点灯して いると さは、 メーター 内の フ □ン トフ ォ 
グ ランプ 表示灯 （P.33 □参照） び 点灯し ます。 

. — A 知識 - > 

フ □ン トフ ォグ ランプに ついて 

雨 や 霧な どで 視界び 悪い とさに、 へッ ド ランプの 補助と して 使用し ます。 

作動 条件に ついて 

ライ トスイ ッチび 点灯 ①- 点灯 ⑨ のとき、 および A  U  T  0 で 車 幅 打 またはへ ッ ド ランプび 点 
好して いると き 使用で きます。 
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〔ワイパー & ウオツ シャース イッチの 使い方 J 


J ワイパーの 動かし 方 

■フ □ント 


-時 作動 


レバー 


高速 作動 
(HI) 


ク 


レバーを 操作す ると、 上図の ように 作動し ます。 

•間欠 作動 （I  NT) の 位置のと さ ツマ S を まわす と、 間欠 時間を 約 3 〜 
1 2 秒の 間で 調整で さます。 

•一時 作動 （M  I  ST) は、 レバーを 停止 (OFF) の 位置から 押し上げて 
いる 間、 ワイパーび 低速 作動し ます。 手を 離す と 停止 (OFF) にわ どり 
ます。 


■  U ヤ 


ツマ ミを まわす と、 上図の ように 作動し ます。 
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スイッチの 使い方 


▲免^ 留 ワイパー ゴムが ガラスに 張りつ いていない ことを 確認して 
(1|胃 I  ください。 

•ウインドゥ ガラスび 凍結して いると さや 長時間 ワイパーを 使用し なかった とさは、 ワイ パ 
ー ゴムび ガラスに 張りつ いていない ことを 確認して ください。 ガラスに 張りつ いたま ま 作 
動させる と、 ワ イノ （ー ゴムを 損傷す る おそれび あり ます。 

•積雪な どに より、 ワイパーび 途中で 止まった とさは、 車を 安全な 場所に 止めて、 ワイパー 
スイッチを OFF、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセヴ U — モード また 
は 日 FF にし、 ワイパーび 作動で さるよう に、 積雪な どの 障害物を 取り除いて ください。 


. ^ ^ 知識 - 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 使用で さます。 


保護 機能に ついて 

ワイパー モーターには、 保護 機能と して ブレーカーを 内蔵して います。 モーターの 負担び 大 
さい 状況び 続いた とさな どには、 ブレーカーび 作動し、 一時的に モーターび 止まる ことび あ 
ります。 約] 日 分 ほどす ると、 ブレーカーび 復帰して、 通常 どおり 使用で きる ようになり ま 
す。 

ワイパーの L0、 HI 作動に ついて 

フ □ン ト側 ワイパーと U ヤ側 ワイパー とでは、 作動 状態び 異なります。 


目次 


A 靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


371 


> ウオッ シヤー 液の 噴射の しかた 

■フ □ント 


レバーを 手前に 引いて いる 間、 ウォッ シャー 液び 噴射され ます。 
•ウオ ッシャ ー 液 噴射 後、 ワ イノ く 一び 数回 作動 します。 


■  U ヤ 


ツ 7 三 


ウォッシャー 液 噴射 


•作動 中に ウォッ シャー 液を 噴射させる とさは、 ツマ ミを 通常 作動 （H  I) 
から 上の 回 側に まわします。 

•ツマ ミを 停止 （OFF) から 下の 呀 側に まわして いる 間、 ウオッ シャー 
液び 噴射され ます。 
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スイッチの 使い方 


A 超 意 

寒冷 時は ウォッ シャー 液を 使用 しないで く ださい。 視界 不 
良を 起こす おそれが あります。 

♦寒冷 時は、 ウインドゥ ガラスび 暖まる まで ウォッシャー 液を 使用し ないで ください。 ウォ 

ッ シャー 液び ウインドゥ ガラスに 凍りつ き 視界 不良を 起こす おそれび あります。 

•必ず ウォッ シャー 液を 噴射して から ワイパーを 作動 させて ください。 ガラスび 乾いて いる 
とさに ワイパーを 作動させる と、 ガラスを 傷つける おそれび あります。 

参 ウォッ シャー 液び 出ない とさ、 ウォッシャー スイッチを 操作し 続ける と、 ポンプび 故障す 
る おそれび あります。 ウォッシャー 液量 や ノズルの つまりを 点検して ください。 また、 ノ 
ズ ルび つまって 噴射 状態び 悪い 場合は、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


' - 知識 - 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 使用で さます。 

ガラスに ついた 油 膜に ついて 

油 膜び あると、 雨の 夜は 対向車の ライトな どび 乱反射し ます。 ガ ラスク IJ ーナ ーを 使って ガ 
ラスの 表面を されい にして ください。 


ウォッ シャー 液の 補給に ついて 

ウォッ シャー 液の 補給に つい 口 ま、 P.6 日 1 を 参照して ください。 
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(曇り 取り） スイッチの 使い方 


スイッチを 押す と 約] 己 分 間作 動し、 作動 中に わう 一度 押す と 停止し ます。 
•作動 中は 作動 表示灯び 点灯し ます。 


處を自 烏 連続して 長時間 使用す ると、 バッテ U 一 あびり の 原因と なります。 


' - 知識 - 

リヤ ウインドゥ デフ ォッ ガーに ついて 

♦バック ドア ガラスを 熱線で 暖めて 曇りを 取ります。 

♦寒冷地 仕様 車は、 ミラー ヒーター （P.299 参照） も 同時に 作動し ます。 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 使用で さます。 
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スイッチの 使い方 


デ アイサー スイ ッ チの 使い方 


[寒冷地 仕様 車 


スイッチを 押す と 約] 己 分 間作 動し、 作動 中に わう 一度 押す と 停止し ます。 
•作動 中は 作動 表示灯び 点灯し ます。 


處を赫 連続して 長時間 使用す ると、 バッテ U 一 あびり の 原因と なります。 


. ^ ^ 知識 - 

熱線 入り ウイン ド シール ドガ ラスに ついて 

フ □ン トウ イン ドゥ ガラス 下部、 運転席 側 ピラー 周辺 部の 表面を 暖めて ガラスと ワイ パーブ 
レー ドの 凍結を 防 ざます。 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とさ 使用で さます。 
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G 巧 常 点滅な スイ ッ チの 巧い 方） 


スイッチを 押す とすべ ての 方向 指示 灯び 点滅し、 点滅 中に わ ラー 度 押す と 消 
灯します。 

•点滅 中は メーター 内に ある 方向 指示 表示灯 わ 点滅し ます。 


A 糧意 


バッテ IJ 一び あびるのを 防ぐ ため、 エンジンび 停止して いると さに 長時間 
使用し ないで ください。 


' — 知識 - 

非常 点滅な について 

故障な どで やむ を 得ず 路上駐車 する 場合、 他 車に 知らせる ため 使用し ます。 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態に 関係な く 使用で さます。 
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[4WD 車  I 


4WD オート f ー  ドス イッチを 押す ことにより、 4WD オート モードと F  F 
モー ドを 切り替える ことび でさます。 

•スイッチを 押す と メーター 内の 4WD オー ト f ー  ド 作動 表示灯び 点灯し ま 
す。 


モード 

スイッチの 状態 

表示な 

4WD 才ート 
モード 

1 

数回 点滅した あと 点灯 

F 巧ード 

1 

消灯 

. ^ ^ 知識 - 

モードに ついて 

4WD 才 ー トモ ー ド 

通常 走行から コーナ IJ ング 時、 登坂 時、 発進 時、 加速 時 や 雪 や 雨な どで すべりやすい 路面な 
ど 様々 な 走行 状態に 応じて、 後輪への 駆動力 （トルク） 配分を 自動的に 制御し ます。 

参 脱輪 や スタック などに より、 車輪の 空転 状態び 長時間 継続した 場合、 駆動 系 保護の ため 4 
WD システムび 停止 状態 （FF モード 固定） になります。 

F  F モード 

F F 走行 状態です。 F  F モードに する ことにより 燃費 性能を 高めます。 


スイッチの 使い方 

し 4WD 才ー トモー ドス イッチの 使い方） 
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c ホーンの 使い方 ) 


八ン ドルの マーク 周辺 部を 押す と、 ホーン （警音 器） び 鳴ります。 

' 知 言 哉 - 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態に 関係な く 使用で さます。 
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スイッチの 使い方 


Gafs《  off スイッチの 使い方） 


G インテリジェント A  FS 装着 車 


スイッチ 


AFS  OF  F スイッチを 押す と イン テ U ジェン ト A  F  S の 作動び 停止し、 
作動 停止 中に わ ラー 度 押す と 作動 可能 状態に もどります。 

•停止 中は メーター 内の A  F  S  OF  F 表示灯 （P.331 参照） び 点灯し ま 
す。 


Ails 

雪 壁な どの ある 道路では イ ンテ IJ ジェン ト A  F  S を 使用 しないで く ださい。 

雪の 斜面な どに へッ ド ランプび 反射して 運転の さまたげになる 可能性び あ 

ります。 

. — ^ 知識 - 

作動 条件に ついて 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードで ヘッド ランプ 
(下向き） び 点灯して いると き 使用で きます。 

♦車 速び] 日 km/hlU 上で 作動 開始と なり、 車 速び 己 km/h 未満に なると 作動は 停止し ます。 
♦左 旋回 時は、 左側 ヘッド ランプび 最大] 日 ° 、 ち 側 ヘッド ランプび 最大 已° まで 照射 軸び 
左へ 移動し ます。 

♦ち 旋回 時は、 ち 側 ヘッド ランプび 最大] 已° 、 左側 ヘッド ランプび 最大 7 .已 ° まで 照射 軸 
びち へ 移動し ます。 

♦  AFS  日 FF 表示 好び 点滅 （P. 331 参照） している とき、 イン テ U ジェン ト A  FS は 
作動し ません。 

作動 チェック について 

"エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに すると、 ヘッド ラ 
ンプ （下向 さ） び 動 さます。 これは システムの 作動を チェックして いるので 異常では ありま 
せん。 


《Adaptive  Front-Lighting  System  (ア タ’ プ ティブ フ □ン トライ テ ィング システム） の 略 
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レー ダー クルー ズ コント □—ル （ブ レー キ制細 付） ★ 

G レ— ダ— クル— ズ コント □—ル （ブ レー キ 制御 付） の 使い方 3 


》 レ ー タ ー クル ー ズ コント □ — ルとは 

シフト レバーび® または®  (成©、 〇 のい ずれ か） のとき、 アクセル ぺダ 
ルを 踏まなくても、 次の 2 通りの 制御に よる 走行び でさます。 


•レータ’ー センサー による 車 間 制御 モード . P.38 曰 参照 

•—定 の 速度で 走行す る定速 制御 モード . P. 400 参照 


先行 車との 車間距離び 確保し やすい 高速道路 や 自動車 専用 道路な どで ご 使用 
ください。 

、レ ー タ ー クル ー ズ コント □ — ルを 
J 使用す る にち た 〇 てのを 装備 

■クル ー ズ コント □ ー ル スイ ツチ 


操作 方向  スイ ッ チ 表示 


— 

ON-OFF  4 

- レーダー クルーズ コント □ー ル システムの 日 N  •  OFF 

① 

- 車 間 制御 モー ドから 定速 制御 モー ドへの 切り替え 

② 

▼  CANCEL 

- 制御の 一時 解除 

③ 

▲  +  RES 

- もとの セツ ト車 速での 制御 状態に もどす 
•セツ ト車 速を 上げる 

④ 

▼  -  SET 

- 制御の 開始 
- セツ ト車 速を 下げる 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


スイッチの 使い方 


■車間距離 切り替え スイッチ 


クルーズ コント □ー ル 表示な 

メイン スイッチを 押して システムを ON にす ると 点灯し ます。 

スつ々 — 。寸 一 — 、/ヴ 

マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイに 警告 内容び 表示され たと さに 点 
灯します。 

マルチ イン フ オメー シヨ ン ディスプレイ 

•レーダー クルーズ コント □ー ル 使用 中に セット 車 速、 車間距離、 先行 車 
検 知の 有無な どを 表示し ます。 

•悪天候 や 何ら かの 異常で レーダー クルーズ コント □ー ルび 使用で さない 
とさに、 警告 内容を 表示し ます。 


座^ 


レーダー クルーズ コン ト □ー ルを 使用 しないと さは メイン スイッチを 日 
F  F にして ください。 誤って レーダー クルーズ コント □ー ルを 作動 させて 
しまい、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
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悪天候 （車 間 制御 モード） や システムの 異常 （すべての モード） などで レ 
ー ダーク ルーズ コン ト □ー ルを 使用で さない と 判断され たと さ "ポー ン" 
と 警告音び 鳴る とともに メーター 内の マスター ウ ォーニングび 点灯し、 ク 
ルーズ コント □ー ル 表示 打び 点滅し ます。 このと さ、 マルチ インフォ メー 
シヨ ン ディ ス プレイ に 警告 内容び 表示され ます。 

このと さ、 制御は 自動的に 解除され ます。 

詳しくは P.4] 日を ご覽 ください。 


A 超 意 


> 車 間 制御 モード- 定速 制御 モー ドの 切り替え 方 国 

■車 間 制御 モー ドで 使用ず ると きは 


メイン スイッチを 押す と 車 間 制御 モードになります。 

•メーター 内の レーダー クルーズ コン ト □ー ル 表示灯び 点灯し ます。 また 
同時に、 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイの 「RADAR  READ 丫」 
び 表示され、 車 間 制御 f ー  ドの セッ ト 待機 状態になります。 

車 間 制御 f ー  ドで 使用す る 場合は、 この 状態で 使用し ます。 


382 


スイッチの 使い方 


■定速 制御 モー ドで 使用 するとき は 


メイン スイ ツ チを 押 して 0  N に します。 

•スイ ツチを 押す と 車 間 制御 モードに 
なります。 

•メーター 内の クルーズ コン ト □ー ル 
表示灯び 点灯し ます。 また 同時に、 
マルチ イン フオ メー シヨ ン ディ スフ 
レイに 「RADAR  READ 丫」 び 表示 
され、 車 間 制御 モードの セット 待機 
状態になります。 


三 コント □ー ルス イッチを 約 1 秒 上前 
方に 押し 続けます。 

定速 制御 f ー  ドに 切り替わります。 

参 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディ スプ 
レイの 「RADAR  READ 丫」 の 表示 
び 消灯し、 定速 制御 f ー  ドの セット 
待機 状態になります。 
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表示な し 


モー ドの 切り替え について 

セッ ト 操作を して 車 間 制御 モードを 使用した とさは、 定速 制御 モードに 切り替える ことは で 
きません。 また、 定速 制御 モードから 車 間 制御 モードへは 切り替えられません。 一度 メイン 
スイッチを 押して、 システムを 日 F  F にしてから、 再度 操作を してく ださい。 

マルチ イン フ オメー シヨ ン ディスプレイ について 

レーダー クルーズ コン ト □ー ル 使用 中に マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイを 他の 画面 
に 切り替える ことび できます。 （P.3 己 4 参照） ただし、 セット 車 速を 変更した とき や、 先行 
車の 有無な ど 制御に 変更び あった とさは 自動的に レーダー クルーズ コント □ー ル 画面に もど 
ります。 


知識 


作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの ときに 車 間 制御 モ 
- ドと 定速 制御 モー ドに 切り替える ことび できます。 

エンジンを 停止 させた ときは 

レーダー クルーズ コント □ー ル システムは 自動的に 日 F  F になります。 モード 設定と 車間距離 
設定は それぞれ 博 間 制御 モー ド」、 「島 に もどります。 


モードに ついて 

車 間 制御 モー ドと 定速 制御 モー ドは 制御 内容び 異なります。 レーダー クルーズ コン ト □ー ル 
を 使用す ると さは、 どちらの モードび 選択され ている かを しっかり 確認して ください。 各モ 
ー ド 使用 時の マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイの 表示は 1ソ下 のようになります。 


車 間 制御 モード 


定速 制御 モード 


®  100 

~  km/h 

台 


ち娃 の〇 


セット 待機が 態 


制御 中 
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スイッチの 使い方 


車 間 制御 モード 


> 車 間 制御 モードに ついて 

この f ー  ドは レーダー センサー により 車両 前ち 約] 日日 mli (内の 先行 車を 検 
知して、 先行 車の 有無- 先行 車との 車間距離を 判定して います。 

くく 先 車が いないと き义 

運転者び セットした 車 速 （約 己 日 km/h 〜 10日 km/h) で定速 走行し ます。 

くく 先行 車が いると き》 

運転者び セットした 車 速 （約 己 日 km/h 〜] 日日 km/h) を 上限と して、 車 
速に 比例した 車間距離 ※を 保つ ように 車 間 制御を 行い 走行し ます。 したびつ 
て、 先行 車の 車 速 変化に 合わせた 追従 走行び でさます。 また、 先行 車び いな 
く なった 場合は、 ゆっくり 加速し、 セットした 車 速になる と定速 走行を 行い 
ます。 


定速 走行 

(先行 車び いないと 
さ） 


減速 走行 

(セツ ト した 車 速よ 
り 遅い 先行 車び 現 
れた とを） 


追従 走行 

(セツ ト した 車 速よ 
り 遅い 先行 車に 追 
従ず ると き） 


加速 走行 

(セツ ト した 車 速よ 
り 遅い 先行 車び い 
な  <  なつた とさ） 


例： 100  km/h に セツ I 


例： 100  km/h で定速 
走行 時に、 80  km/ 
h の 先行 車び いる 
場合 


例： 100  km/h にセッ 
卜 している とさに、 
80  km/h の 先行 車 
びいる 場合 


例： 100  km/h に セット 
している とさに、 
80  km/h の 先行 車 
びい なくなった 場合 


未棱知 


100  km/h 
(セツ ト車 速） 


I  I 

先行 車検 知 


80  km/h 


100  km/h  一  80  km/h 
(セツ ト車 速） 


80  km/h 


80  km/h 


80  km/h 


80  km/h 


*  100  km/h 
(セツ ト車 速) 


※車間距離は 車 速に 比例して かわり、 車 速び 低くなる ほど 短くな ります。 
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レーター クルーズ コント □ー ルを 過信し ないで ください。 
^ 胃 g  I 思わめ 事故に つながる おそれが あり 危険です。 

•レーダー クルーズ コン ト □ー ルを 過信し ないで ください。 車間距離 制御には 限界び ありま 
す。 運転す ると さは 常に 周囲の 状況に 注意し、 状況によっては ブレーキ ペダルを 踏んで 減 
速したり、 アクセル ペダルを 踏んで 加速す るな どして、 先行 車 や 後続 車との 車間距離を 確 
保し 安全運転に むびけ てくだ さい。 

•車両を 停止させる まで 自動的に ブレーキ 制御を 行 ラモー ドではありません。 また、 ブレ 
ーキ 制御に より 車間距離を 確保し ますび 減速には 限界び あり、 先行 車の 減速 度合いび 大 
さい 場合 や自 車の 前へ 他 車び 割り込んだ 場合な どは 十分な 減速び でさず、 先行 車に 接近 
する ことび あります。 この場合、 接近 警報び 作動して を 意を うなび します。 （P.397 参 
照） また、 車 速び 約 4 日 km/hl； (下になる と 警告音び "ピッ ピッ" と 鳴る と 同時に 制御 
は 解除され ます。 （ブレーキ 制御ち 解除され ます。） 

•わさ 見 運転 やぼん やり 運転な ど 前ち 不を 意を 補助す る ものではありません。 

•次の ような 状況のと さは レーダー クルーズ コント □ー ルを 使用し ないで ください。 使用す 
ると 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

また、 システムび 悪天候と 判断した とき、 レーダー クルーズ コント □ー ルび 自動的に 解除 
される 場合 もあります。 

I 悪天候 時 （雨 •霧 •雪- 砂嵐のと きな ど） I 

先行 車との 車間距離び 正確に 測定で さない おそれび あります。 なお、 ワイパーを 高速 作動 
(HI) させる と レーダー クルーズ コント □ー ルは 自動的に 解除され ます。 

(低速 作動ち しく は 間欠 作動では 解除され ません。） 

I レーダーセンサー前部 ガラスに 雨滴、 雪な どび 付着して いると さ I 

先行 車との 車間距離び 正確に 測定で さない 場合び あ ります。 

I 交通量の をい 道 や 急カーブの ある 道 I 

道路の 状況に あった 速度で 走行で さない おそれび あります。 

I 凍結 路や 積雪 路 などの すべりやすい 路面 I 

タイヤび 空転し、 車の コン ト □ー ルを 失う おそれび あります。 

I 急な 下り坂] 

先行 車び いないと さは、 エンジンブレーキび 十分 効かない ため、 セットした 速度を こえて 
しま ラ おそれび あります。 

また、 先行 車び いて 追従 制御び 行われて いると さで を、 エンジンブレーキび 十分 効かず、 
減速す る タイミングび 遅れる おそれび あります。 

I 頻繁に 加速- 減速を 繰り返す ような 交通 状沉 をと^ 

交通 状況に 合った 速度で 走行で さない おそれび あります。 
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スイッチの 使い方 


I 急な 上り坂、 下り坂び 繰り返される 道路 I 

先行 車を 検知 でさず、 先行 車に 接近 しすざる おそれび あり ます。 


高速道路 などで レー ター クルー ズ コン ト □—ル 使用 中に インター チェ 
ンジ. サービスエリア. パーキングエリア などへ 進入ず る （本線 か 5 
出る） とを 


本線 上で レーダー クルーズ コン ト □ー ルに より セツ ト車 速より も 遅い 車 
に 追従 走行して いたと さは、 自 車び 本線から 出る ことにより 先行 車び い 
なくなり、 セツ ト車 速まで 加速して しまう おそれび あります。 


他 車を けん 引ずる 場合 


やむ を 得ず 他 車を けん 引す る 場合 （P. 666 参照） は、 クルーズ コント 
□ー ルを 使用し ないで ください。 クルーズ コント □ー ルの 機能を 損なう 可能性び あり、 制 
御 性能の 低下 や、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり ます。 

♦停車 中の 車両 や自車 速より 極端に 遅い 車両に 対しては、 レーダー クルーズ コン ト □ー ルの 
制御 も 接近 警報 も 行わない ため、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 料金所 や 
巧 ミ 帯の 最後 尾で 停車 中 や 極端に 車 速の 遅い 車両な どには 十分を 意して < ださい。 


•近距離では レーダー センサーの 検知エ U アび 狭いた め、 間近で 割り込 
んで くる 先行 車の 検 知び 遅れたり、 自 車線の 端を 走行す る 二輪車を 検 
知で さないた め、 車間距離び 適切に 保てずに、 思わめ 事故に つなび る 
おそれび あり 危険です。  二輪車- 

♦この システムでは、 先行 車の 後端 面の 反射 電波を 主に 検知 して 制御を 
おこなって いますので、 次の 場合は、 先行 車を 正確に 検 知で さないた 
め、 車間距離び 適切に 保てずに、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 
危険です。 

•先行 車 や 他 車線の 車両び 路上の 水 や 雪な どを まさ 上げて 走行して い 
ると さ。 

• 先行 車び 空荷の ト レーラー など 極端に 車両 後端 面積び 少ない とさ。 

• ラ ゲージ ルーム や 後 席に 荷物な どを 積んで、 車び 傾いて いると さ。 


I 


レ ー タ ー クル ー ズ コント □ ー ルを 過信し ないで く ださい。 
思わめ 事故に つながる おそれが あり 危険です。 
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レーター クルーズ コント □ー ルを 過信し ないで ください。 
^ 胃 g  I 思わめ 事故に つながる おそれが あり 危険です。 

•レーダー センサーは センサー 前部の ミちれ を 自動で 判定し、 お知らせ する 機能を 備えて いま 
すび 万能ではありません。 

状況によっては センサー 前部び ミちれ ていても 判定で さない 場合び あります。 また、 透明 や 
半透明 （有色ち 含む） の ビニール 袋 （金属 コーティングされ たちのな ど） び 密着した 場合 
や 氷、 つららな どび 付着した 場合 も 判定で きない 場合び あります。 このような 状況では、 
車間距離び 適切に 保てずに、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です ので、 常に 前ち 
にを 意して 走行して ください。 なお、 巧れ を 判定した 場合、 制御は 自動的に 解除され ます。 
また、 センサー 前部は いつもき れいに して おいてく ださい。 （P.399 参照） 

♦道路 形状 （カーブ 路、 左ち カーブの 連続して いる 道路、 カーブの 出入 □、 工事中 や 車線 規 
制な どで 車線 幅び 狭い 道路な ど） や自 車の 状況 （八ン ドル 操作 や 車線 内の 位置、 事故 や 故 
障で 走行び 不安定な 状況な ど） によって は、 一時的に 隣の 車線の 車両 や 周辺の ものを 検知 
して、 制御 •接近 警報び 作動したり、 一時的に 先行 車を 検知 でさず、 先行 車に 接近して、 
思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
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J セツ トの しかた 


メイン スイ ッ チを 押 して 0  N に します。 

メーター 内の クルーズ コン ト □ー ル 表示 
灯び 点灯し ます。 また 同時に、 マル チイ 
ンフ オメ ーシ ヨン デ ィス プレイに 
「RADAR  READ 丫」 び 表示され、 車 間 
制御 モードの セツ ト 待機 状態に なり ま 
す。 


2 


希望 速度まで 加速 また は 減速 します。 


3 コント □ー ルス イッチを 下げ、 手を 離 

します。 

マルチ イン フォ メー シヨ ン ディ スプレ 
イび セッ ト 状態 表示 （セッ ト車速 •先 
行 車検 知の 有無- 設定され ている 車 間 
距離） になります。 

上の 操作で 制御を 開始し ます。 


先行 車検 知¬ 


-セツ  卜 車間距離 
(現在は 「長」） 


ちの 0 

—  km/h 

台 


-セッ ト車透 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 
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' - 知識 - 

セッ ト 条件に ついて 

参 セット 車 速は 約 己 日 km/h 〜] 日日 km/h の 間で 設定で きます。 ただし、 セット 時に、 セ 
ッ ト 上限 車 速を こえて 走行して いた 場合、 セッ ト車 速は 約 1 日日 km/h になります。 
♦次のと さは セッ ト でさません。 

•シフト レバーび® または®  (©、 ©、 〇 のい ずれ か） じ (外に あるとき。 

•ワイパーを 高速 作動 （H  I  ) させて いると さ。 

なお、 悪天候な どに より レーダー センサーでの 正確な 検 知び でさない よ ラな 状況では、 シ 
ス テムび 作動し ない 場合び あります。 詳しくは P. 4 日 4 の 「警告 表示」 を 参照して くださ 
い。 


エンジンを 停止した ときは 

メイン スイッチは 自動的に 0  F  F になります。 


車間距離 設定に ついて 

車間距離 設定は、 エンジンを かける たびに 「長」 になります。 「中」 または 「短」 に 切り か 
えたいと きは、 車間距離 切り替え スイッチを 操作し ます。 詳しくは P.394 の 「車間距離 設 
定 のかえ ち」 を 参照して ください。 


レーン キーピング アシス ト について 

レーン キーピング アシストの 状態び 表示され る ことび あります。 詳しくは、 P.4]2 の 「レ 
ーン キーピング アシスト」 を 参照して ください。 
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> 制 御中の 作動 

アクセル ペダルを 踏まなくても、 セツ ト した 車 速で 定速 走行し ます。 

■先行 車が いる 場合 


先行 車検 知 


セツ ト 車間距離 
(現在は 「長」） 


セツ ト車速 


先行 車との 車間距離を 保つ よ ラに 車 速を 
制御し、 追従 走行し ます。 

•セットした 車 速 （約 己 日〜] 日日 km/h) 
を 上限と する 範囲で 制御し ます。 
•マルチ イン フオ メー シヨ ン ディ スプレ 
ィに セッ ト 状態 （セッ ト車 速* 先行 車 
検 知の 有無* 設定され ている 車間距離) 
び 表示され ます。 


セツ ト 車間距離 
(現在は 「長」） 


-セッ ト車速 


■先行 車が いな くな つ た 場合 

セット 車 速まで ゆっくり 加速し、 定速走 
行し ます。 

参 マルチ イン フオ メー シヨ ン ディ スプレ 
イに セッ ト 状態 （セッ ト車 速* 設定 さ 
れ ている 車間距離） び 表示され ます。 
♦セッ ト車 速までの 加速 中に 先行 車び 現 
れれ ば、 再び 追従 走行を 行います。 


知識 


素早く セツ ト車 速まで 加速す るには 

先行 車び いなく なった 場合は セツ ト車 速までは 自動的に 加速し ますび、 素早く 加速した いと 
きは、 コン ト □ー ル スイ ツチを 上げ、 手を 離す か、 アクセル ペダルを 踏んで 加速して ください。 
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> 一時的に 加速- 減速した いとき ^ 

■加速した いとき 

アクセル ペダルを 踏みます。 

アクセル ペダルを 離せば、 わとの 制御 状態に もどります。 


■減速した いとき 

ブレーキ ペダルを 踏みます。 

•ブレーキ ペダルを 踏む と、 制御び 解除され ます。 

•マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに 「RADAR  READ 丫」 び 表示 さ 
れ、 セット 待機 状態になります。 


' - 知識 - 

加減 速に ついて 

追従 走行 中は 先行 車の 車 速に 合わせて 自動的に 加速- 減速を 行います び、 車線 変更な どで 加 
速び 必要な とさ、 および 先行 車び 急減 速、 他 車び 割り込む などして 先行 車に 接近し そ ラに な 
つたと さな どは ブレーキ ペダルで 減速、 または アクセル ペダルで 加速を 行って ください。 


エンジンブレーキ について 

レーダー クルーズ コント □ー ルを 使用して 走行して いると きは、 シフ トレバーを® から® に 
操作して ち 制御び 解除され ないた め、 エンジンブレーキは 効 さません。 

減速び 必要な とさは、 コント □ー ルス イッチで 減速の 操作を する か、 または ブレーキ ペダル 
を 踏んで ください。 
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車 間 制御 （追従 走行） している とさは、 先行 車に 合わせた 車 速に 制御され 

るた め、 コント □ー ルス イッチを 上げて セッ ト車 速を 上げても 加速し ませ 

ん。 ただし、 このと さに セット 車 速は 上 びって いるた め、 先行 車び いなく 

なった あと、 加速し 続ける ことになります。 セット 車 速は マルチ イン フ 

オメ ーシ ヨン ディスプレイの セッ ト車速 表示で 確認 してく ださい。 

J セツ ト車 速の かえ 方  一 

P.389 の 「セットの しかた」 の 2、 3 の 手順で かえる 方法と、 次の コント □ 
ー ルス イッチで かえるち 法び あります。 


セツ ト車 速び 上がる 


セツ ト車速 表示が 増減し まず- 


®  100 

~  km/h 

台 


/ コント □ー ルス イッチを 操作し ます。 

参上げ 続ける と セッ ト車 速び 上び り ま 
す。 

•下げ 続ける と セッ ト車 速び 下び り ま 
す。 

ただし、 セット 車 速は スイッチ 操作 
を 開始した とさの 車 速から 下び り始 
めます。 

と マルチ イン フ オメー シヨ ン ディ スプレ 
イに 表示され る セッ ト車 速が 希望 速度 
になった 5、 コント □ー ルス イッチ か 
5 手を 離しまず。 

コント □ー ルス イッチを 下げ 続け、 セ 
ッ ト車 速び 約 己 日 km/hiU 下に なった と 
さは、 警告音び "ピッ ピッ" と 鳴り 自 
動的に 制御び 解除され ます。 マル チイ 
ンフ オメ ーシ ヨン デ ィス プレイに 
「RADAR  READY」 び 表示され、 セッ 
卜 待機 状態になります。 このと さ セッ 
卜 下限 車 速 （約 日日 km/h) び セット 車 
速と して 記憶され ます。 


^万 _ のとさ 
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J 車間距離 設定の かえ 方 

先行 車との 車間距離を 「長」、 「中」、 「短」 の 3 段階から 選択す る ことび でさ 
よ ^  〇 

各 制御 車間距離は 車 速に 比例 して かわり、 車 速び 低くなる ほど 短くな り ます。 


マ) レ チイ ンフ オメ ーシ ヨン ディスプレイ に セッ ト 車間距離 マークび 表示され 
ている とさに、 車間距離 切り替え スイッチを 押す ごとに 「長」 ^ 「中」 ^ 
「短」 ^ 「見 の 順に 切り替わります。 

' - づ^ i 知識 - " 

車間距離 について 

♦交通 状況に 応じて 車間距離を 選択して ください。 

車 速 8 日 km/h で 走行して いると さ、 各 車間距離 設定での 制御 車間距離の 目安は 次の 通り 
です。 

•「長」… 約 日日 m 
• 「中」… 約 4 日 m 
•「短」… 約 3 日 m 

なお、 車 速び 低くなる ほど、 上記の 車間距離よりも 短くな ります。 

♦長い 下り坂な どでは、 セッ ト した 車間距離よりも 制御 車間距離び 短くなる ことび あります。 
♦エンジンを 止める と、 車間距離は 「長」 に U セットされ ます。 （エンジンを かける たびに 
初期設定は 「長」 になります。） 

•車 間 制御 モードを 選択して いると さの み 車間距離を 切り替える ことび でさます。 
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J 解除の しかた 

ブレーキ ペダルを 踏む と、 制御び 解除され ます。 

■使用を 一時的に 中断 するとき は 


コン ト □ー ルス イッチを 手前に 引 さます。 

♦マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに 「RADAR  READ 丫」 び 表示 さ 
れ、 セット 待機 状態になります。 

わとの セット 車 速での 制御 状態に もどす には、 車 速び 約 4 日 km/hl^(上でコ 
ント □ー ルス イッチを 上げ、 手を 離します。 

■使用を 中止 するとき は 


メイン スイッチを 押して 0 F  F にします。 

♦メーター 内の クルーズ コン ト □ー ル 表示灯び 消灯し、 マルチ イン フォ メー 
シ ヨン ディスプレイに 「CRUISE  OFFJ び 表示され、 その後、 他の 画面 
に 切り替わります。 
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J 制御の 自動 解除 

次のと さは、 自動的に 制御び 解除され ます。 制御び 解除され たと さの 状況び 
改善され てから、 車 速び 約 4 日 km/ hii (上で コント □ー ルス イッチを 上げ 手 
を 離す と、 もとの 制御 状態に もどり、 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディ スプレ 
イび 再び セッ ト 状態 表示になります。 

♦車 速び 制御 解除 車 速の 約 4 日 km/hii (下に なった とさ。 

(警告音び "ピッ ピッ" と 鳴ります。） 

•コン ト □ー ルス イッチを 下げ 続けて 車 速び 約 己 日 km/hii (下に なった とき。 
(警告音び "ピッ ピッ" と 鳴ります。） 

•XU ップ 表示灯び 点滅 するとと わに S-V  S  C 作動 警告 ブヴ ーび 鳴った と 
さ。 （S-VSC の 作動に ついては P.527 を 参照して ください。） 
•レーダー センサー 前部の 巧れ び 判定され たと さ。 

•ワ イノ （一を 高速で 作動 させた とさ。 

•- エンジン スター トス トップ" スイッチを 日 FF にす ると 記憶 車 速は 消 
去され ます。 

' — づ^ ム 知識 - ^ 

横す ベり しそうに なった ときは 

S-VSC 装着 車は、 運転 状況によっては 横 すべりし そうに なった とさ、 ス U ップ 表示灯 や 
S-VS  C 警告 ブヴ ーで 警報す る 前に 制御び 解除され る ことび あります。 
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J もと の 制御 状態に もどす ときは 

制御び 解除され た あとわ、 マルチ イン フォ メー シ ヨン ディスプレイに 
「RADAR  READ 丫」 び 表示され ていれば、 わとの セット 車 速での 制御 状態 
にち どす ことび でさます。 

車 速び 約 4 日 km/hii (上のと さ、 コント □ 
ー ルス イッチを 上げ、 手を 離します D 
参 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 
び 再び セツ ト 状態 表示になります。 


> 接近 警報 


追従 走行 中に 先行 車の 減速 度合いび 大 さい 場合 や 他 車の 割り込み などに よっ 
て、 十分な 減速び でさない 状態で 先行 車に 接近した とさは、 警報 ブヴ ーと マ 
ル チイ ンフ オメ ーシ ヨン ディスプレイ によって 運転者に 注意を うなび しま 
す。 

この場合は、 ブレーキを 踏むな どして 減速し、 適切な 車間距離を 確保して く 
ださい。 

♦警報 ブヴ ーび "ピ ピピ ピッ" と 鳴ります。 

参 マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイの 画面び 明暗の 反転を 繰り返し ま 
す。 
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A  接近 警報が 頻繁に 作動す るよう な 状況では、 レーダー クル 

^ 胃 d  I  — ズ コント □— ルを 使用し ないで ください。 

•接近 警報び 頻繁に 作動す るよう な 状況では、 レーダー クルーズ コン ト □ー ルを 使用し ない 
で  <  ださい。 

•短い 車間距離 でも、 次の 場合には 警報び 作動し ない ことび あります。 

•先行 車との 相対速度び ル さいと さ （ほぼ 同じ 速度で 走って いると さ）。 

•先行 車の ちび 自 車より 速い とさ （車間距離び 次第に 離れて いくと さ）。 

•セッ ト 操作を した 直後。 

•アクセル ペダルを 踏んで いると さ、 および アクセル ペダルを 離した 直後。 

♦料金所 やお ミ 帯の 最後 尾で 停車 中 や 極端に 車 速の 遅い 車両な どに 対しては 警報び 作動し ませ 
ん。 

♦道路 形状 （カーブな ど） や自 車の 状況 （八ン ドル 操作 や 車線 内の 位置） によって は、 一時 
的に 隣の 車線の 車両 や 周辺の 物を 検知 して、 接近 警報び 作動す る 場合び あり ます。 


398 


スイッチの 使い方 


C レー ダー センサー 前 SB の 取り 巧い） 

レーダー センサーは フ □ン トバン パー 内に あります。 

レーダー クルーズ コント □ー ルの 正しい 作動の ため、 次の ことを お守りく だ 
さし、 


• レーダー センサー 前面 および カノ  く 一の 前後 面を いつもされ いに して おいて 
ください。 また、 清掃す ると さは、 やわらかい 布な どを 使用して、 傷を つ 
けない よ ラに ご注意  <  ださい。 

♦レーダー センサー やその 周辺 部に 強い 衝撃 や 力を 加えないで ください。 ま 
た、 分解な ど わしないで ください。 故障、 誤作動の 原因と なります。 

• レーダー センサー や カノ  く 一の 周辺に ステ ッカ ーやア クセヴ U — 用品な どを 
取りつ けないで ください。 

とくに カバー 前面には ステッカーび 透明で あっても 貼りつ けないで くださ 
し、 誤作動の 原因と なります。 

♦カバーの 改造、 塗装、 交換な どは しないで ください。 故障、 誤作動の 原因 
となります。 


バンパーを ぶつけた とさは、 センサーの 故障な どに より 装置び 正常に 作動 
しなく なって いる おそれび あります。 早めに トヨタ 販売店で 点検を 受けて 
ください。 
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c 定速 制御 モード ） 


シフト レバーび® または®  (6 レンジ、 己 レンジ、 4 レンジの いずれ か） の 
とさ、 アクセル ペダルを 踏まなくても、 セットした 一定の 速度 （約 日日 km/ 
h 〜] 日日 km/h) で 走行で きます。 


瓜^^ 先行 車との 車間距離に 十分 注意して ください。 

♦定速 制御 モード 中は、 車 間 制御 モード 中の ように、 先行 車の 有無 •先行 車との 車間距離を 
判定して いないため、 接近 警報び 作動せ ず、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
先行 車との 車間距離に 十分を 意して < ださい。 

•次の ような 状況のと さは レーダー クルーズ コント □ー ル （定速 制御 モード） を 使用し ない 
でく ださい。 使用す ると 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

I 交通量の をい 道 や 急カーブの ある 道 I 

道路の 状況に あった 速度で 走行で さない おそれび あります。 

I 凍結 路や 積雪 路 などの ずべ り やず い 路面 I 

タイヤび 空転し、 車の コン ト □ー ルを 失う おそれび あります。 

I 急な 下り坂] 

急な 下り坂では エンジンブレーキび 十分 効かない ため、 セッ ト した 速度を こえて しまう お 
それび あります。 

I 他 車を けん 引す る 場合 I 

やむ を 得ず 他 車を けん 引す る 場合 （P. 666 参照） は、 クルーズ コント □ー ルを 使用し な 
いでく ださい。 クルーズ コント □ー ルの 機能を 損なう 可能性び あり、 制御 性能の 低下 や、 
思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 


> セツ トの しかた 


#  メイン スイッチを 押して ON にします。 

メーター 内の クルーズ コン ト □ー ル 表 
示 灯び 点灯し ます。 また 同時に、 マル 
チイ ンフ オメ ーシ ヨン デ ィス プレイに 
「RADAR  READY」 び 表示され ます。 

合 コント □ー ルス イッチを 約 1 秒 上前 
方に 押し 続けます。 

定速 制御 f ー  ドに 切り替わります。 

〇 希望 速度まで 加速 または 減速し まず。 
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スイッチの 使い方 


4 コント □ー ルス イッチを 下げ、 手を 離 

します。 

マルチ イン フォ メー シヨ ン ディ スプレ 
イに 「定 速」 と セット 車 速び 表示され 
セツ ト 状態 表示になります。 

(上の 操作で 定速 走行を 開始し ます。 


. ^ A 知識 - 

セツ ト 条件に ついて 

セツ ト車 速は 約 己 日 km/h 〜 1 日日 km/h の 間で 設定で きます。 ただし、 セツ ト車速 設定 時、 
セツ ト 上限 車 速 （約 1 日日 km/h) を こえて 走行して いた 場合、 セツ ト 上限 車 速を セツ ト車速 
として 記憶し ます。 


" エンジン スター トス トップ" スイッチ や メイン スイッチを 0  F  F にした とさは 

システムは 日 F  F になり、 定速 制御 モード も キャンセル されます。 


J 一時的に 加速、 減速したい ときは 

■加速した いとき 

アクセル ペダルを 踏みます。 

アクセル ペダルを 離せば、 わとの 定速 走行 状態に もどります。 


■減速した いとき 

ブ レーキ ぺ夕 'j レを 踏みます。 

ブレーキ ペダルを 踏む と、 定速 走行び 解除され ます。 

わとの セッ ト車 速での 制御 状態に もどした 
いとき は、 車 速び 約 4 日 km/hl^( 上で コント 
□ー ルス イッチを 上げ、 手を 離します D 
参 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 
び 再び セット 状態 表示に なり、 セット 車 
速に もどります。 
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J セッ ト車 速の かえ 方 

P.4 日日、 401 の 「セットの しかた」 の 3、 4 の 手順で かえる 方法と、 次の 
コント □ー ルス イッチで かえる 方法び あります。 


増減 しまず 


# コント □ー ルス イッチを 操作し ます。 

•上げ 続ける と セッ ト車 速び 上び ります。 
•下げ 続ける と セッ ト車 速び 下び ります。 
参 コン ト □ー ル スイ ッチを 上 または 下に 
軽く 操作して 手を 離せば、 設定 速度の 
微調整 （約 1 .己 km/h) びで きます。 

に? マルチ イン フ オメー シヨ ン デイ スプレ 
イに 表示され る セッ ト車 速が 希望 速度 
になった 5、 コント □ー ルス イッチ か 
5 手を 離しまず。 


J 解除の しかた 

ブレーキ ペダルを 踏む と、 制御は 解除され ます。 


■使用を 一時的に 中斷 するとき は 


コン ト □ー ルス イッチを 手前に 引きます。 
わと の定速 走行 状態 にわ どしたい とさは、 
コン ト □ー ルス イッチを 上げ 手を 離します。 


■使用を 中止 するとき は 

メイン スイッチを 押して 0  F  F にします。 

参 メーター 内の クルーズ コン ト □ー ル 表示 
灯び 消灯し、 マルチ イン フォ メー シヨ ン 
ディスプレイに 「CRUISE  0FFJ び 表示 
され、 その後、 他の 画面に 切り替わり ま 
す。 
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スイッチの 使い方 


> 制御の 自動 解除  - 1 

次の 場合は、 自動的に 定速 走行び 解除され ます。 

参 ブレーキ ペダルを 踏んだ とさ。 

♦セッ トした速度より車速び約]6  km/hl^(上低下したとき。 

♦車 速び 約 4 日 km/hl^(下になったとき。 

♦コン ト □ー ルス イッチを 下げ 続けて 車 速び 約 己 日 km/hii (下に なった と 
さ。 

•  S-VSC 装着 車は、 S-VSC の 作動に よ りス U ッ プ 表示灯び 点滅す ると 
とわに S-V  S  C 作動 警告 ブヴ ーび 鳴った とさ。 (S-V  S  C の 作動に つい 
ては P.527 を 参照して ください）。 

»  " エンジン スター トス トップ" スイッチを 日 FF にす ると 記憶 車 速は 消 
去され ます。 

—— A 知識 - 

横す ベり しそうに なった ときは 

S-VSC 装着 車は、 運転 状況によっては 横 すべりし そうに なった とさ、 ス U ップ 表示 打 や 
S-VS  C 警告 ブヴ ーで 警報す る 前に 制御び 解除され る ことび あります。 

エンジンブレーキ について 

レーダー クルーズ コント □ー ル （定速 制御 モード） を 使用して 走行して いると さは、 シフト 
レバーを® から® に 操作しても 制御び 解除され ないた め、 エンジンブレーキは 効 さません。 
減速び 必要な とさは、 コン ト □ー ルス イッチで 減速の 操作を する かまた は ブレーキ ペダルを 
踏んで ください。 


> もと の 制御 状態に もどす ときは  n 

次の 方法で 制御び 解除され た 場合は、 わとの セツ ト車 速での 制御 状態に わ ど 
す ことび でさます。 

参 コン ト □ー ル スイ ツチを 手前に 引いての 解除 
♦ブレーキ ペダルを 踏んでの 解除 
♦  S-VSC の 作動に よる 解除 


車 速び 約 4 日 km/hiU 上のと さ、 コント □ 
ー ルス イッチを 上げ、 手を 離します。 
•マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイ 
び 再び セッ ト 状態 表示になります。 
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警告 表 お 


次の 場合には、 警告音び ポ ー ン と 鳴る とともに マスタ ー ウォ ー ニンクび 
点灯し、 自動的に 制御び 解除され ます。 また、 同時に クルーズ コント □ー ル 
表示灯び 点滅し、 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに 警告 内容び 表示 
されます。 

■ 「レーダー 巧れ 清掃 必要」 


レ-ザ-; ちれ 
清掃 必要 


車 間 制御 モー ドで、 レーダー センサー 前部び 巧れ て 車間距離の 測定び 困難に 
なった とさ 表示され ます。 

•この場合は レーダー センサー 前部を やわらかい 布な どで 清掃して から 再度 
セッ ト してく ださい。 

•巧れ び 自然に とれた 場合、 セッ ト 待機 状態になります。 

車 間 制御 モー ドでは このと き 車 速び 約 4 日 km/hii (上で コン ト □ー ル スイ 
ッチを 上げ 手を 離す と、 わとの セット 車 速での 制御 状態に もどり、 マルチ 
イン フオ メー シヨ ン ディスプレイび 再び セツ ト 状態 表示になります。 


■ 「悪天候 クルーズで きません」 


悪天候 
クルー ス| 
できません 


車 間 制御 モー ドで (下のと さ、 車間距離の 測定び 困難と 判断され、 表示され 
ふ ^  〇 

•ワ イノ （一を 高速で 作動 させた とさ。 

•悪天候の ため 測定び 困難と システムび 判断した とさ。 

制御び 解除され たと さの 状況び 改善され ると、 セッ ト 待機 状態になります。 
このと さ、 車 速び 約 4 日 km/hii (上で コント □ー ルス イッチを 上げ、 手を 離 
すと、 もとの セット 車 速での 制御 状態に もどり、 マルチ イン フォ メー シヨ ン 
ディスプレイび 再び セツ ト 状態 表示になります。 
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スイッチの 使い方 


■ 「クルーズ システム チェック」 


クルー式 
システム チェック 


レーダー クルーズ コン ト □ー ルの セツ ト 待機 中 または 制御 中に システムの 異 
常び 発生した とさ 表示され ます。 

ただ し 通常の 走行に 支障は あり ません。 

この場合は 安全な 場所に 停車して、 一度 エンジンを 停止して から 再度 セット 
してく ださい。 


^ 超 意 次の 場合は トヨタ 販売店で 点検を 受けて < ださし、。 


次の 場合は システムの 異常び 考えられます。 通常の 走行に 支障はありません び トヨタ 販売店 
で 点検を 受けて ください。 

参 「レーダー ミちれ 清掃 必要」 び 表示され た あと、 レーダー センサーを 清掃しても セットで さ 
ない または 警告 表示び 消えない とさ。 

参 「悪天候 クルーズで きません」 び 表示され た あと、 天候び 回復しても セットで さない また 
は 警告 表示び 消えない とさ。 

♦ 「クルーズ システム チェック」 び 表示され た あと、 停車して エンジンを かけな おしても セツ 
卜 でさない または 警告 表示び 消えない とさ。 


' - 知識 - 

マルチ イン フ ォメー シヨ ン ディスプレイ について 

警告 表示び 点灯して いると きに、 メイン スイッチを 0 F F にす ると、 マルチ インフォ メー 
シ ヨン ディスプレイの 警告 表示は 消 打し、 他の 画面に 切り替わります。 
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クルー ズ コン ト □—ル ★ 

L クルー ズ コント □— ルの 使い方） 


シフト レバーの 位置び、 3.5  L 車では® または®  (©、 ©、 〇 のい ずれ か） 
のと さ、 2.4L 車では® または ⑩ （〇、 ©、 ©のい ずれ か） のと さ、 アクセ 
ル ペダルを 踏まなくても、 セットした 一定の 速度 （約 4 日 km/h 〜] 日日 
km/h) で 走行で さます。 

■クル ー ズ コント □ ー ル スイ ツチ 


メイン スイッチ 


— 

ON-OFF  4 

- クルーズ コント □ー ル システムの 日 N  •  OFF 

① 

▼  CANCEL 

- 制御の 一時 解除 

② 

▲  +  RES 

- もとの セツ ト車 速での 制御 状態に もどす 
•セツ ト車 速を 上げる 

③ 

▼  -  SET 

- 制御の 開始 
- セツ ト車 速を 下げる 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


スイッチの 使い方 


J セット （定速 走行） のし かた 


ル チイ ンフ オメー シ ヨン ディスプレイ 非 装着 車 I 

クルー ズ コン ト □—ル 表示な 一] 


2 


希望 速度まで 加速 また は 減速 します。 


3 希望 速度に なった 5、 コント □ー ルス 

イッチを 下げ、 手を 離します。 

上の 操作で 定速 走行を 開始し ます。 
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J 一時的に 加速、 減速したい ときは 

■加速した いとき 

アクセル ペダルを 踏みます。 

アクセル ペダルを 離せば、 わとの 定速 走行 
状態に もどります。 


■減速した いとき 

ブレーキ ペダルを 踏みます。 

ブレーキ ペダルを 踏む と、 定速 走行び 解除 
されます。 


わとの 定速 走行 状態に もどしたい とさは、 
コント □ー ルス イッチを 上げ、 手を 離し ま 
す。 


J セツ ト車 速の かえ 方 


前 ページの 「セットの しかた」 の 2、 3 の 手順で 替える 方法と、 次の コント 
□ー ルス イッチで 替える 方法び あります。 


セツ ト車 速び 上がる 


セツ ト車 速び 下がる 


7 コント □ー ルス イッチを 操作し ます。 

•上げ 続ける と セッ ト車 速び 上び り ま 
す。 

•下げ 続ける と セツ ト車 速び 下び り ま 
す。 


之 希望 速度に なった 5、 コント □ー ルス 
イッチ か! 5 手を 離しまず。 

•コン ト □ー ル スイ ッチを 上 または 下に 
軽く 操作して 手を 離せば、 設定 速度の 
微調整 （約 1 .己 km/h) びで きます。 


408 


スイッチの 使い方 


J 解除の しかた 


コン ト □ー ルス イッチを 手前に 引 さます。 

♦作動 待機 状態に もどります。 

♦もとの 定速 走行 状態に もどしたい とさは、 コン ト □ー ルス イッチを 上げ 手 
を 離します。 

) クルーズ コント □ー ルを 0  F  F にす るには^™ 


メイン スイッチを 押して 0 F  F にします。 

♦メーター 内の クルーズ コント □ー ル 表示灯び 消灯し ます。 

♦再度、 定速 走行す るには、 P.4 日 7 の 「セット （定速 走行） のし かた」 を 
お読みく ださい。 
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クルー ズ コント □— ルを 使用 しないと きは、 メイン スイ ッ 
^ 胃®  J チを OF  F にして ください。 

•クルーズ コント □ー ルを 使用 しないと さは メイン スイッチを OF  F にして ください。 誤っ 
て クルーズ コント □ー ルを 作動 させて しまい、 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 
•次の ような 状況のと さは クルーズ コント □ー ルを 使用し ないで ください。 使用す ると 思わ 
め 事故に つなび る おそれび あり ます。 

• 交通量の 多い 道 や 急カーブの ある 道 

道路の 状況に あった 速度で 走行で さないた め 事故に つなび る おそれび あります。 

• 凍結 路や 積雪 路 などの すべりやすい 路面 
タイヤび 空転し、 車の コン ト □ー ルを 失う おそれび あります。 

•急な 下り坂 

急な 下り坂では エンジンブレーキび 十分 効かない ため、 セッ ト した 速度を 越えて しまい、 
思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 

•他 車を けん 引す る 場合 

やむ を 得ず 他 車を けん 引す る 場合 （P. 66 目 参照） は、 クルーズ コント □ー ルを 使用し 
ないで ください。 クルーズ コント □ー ルの 機能を 損な ラ 可能性び あり、 制御 性能の 低下 
や、 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 
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スイッチの 使い方 


定速 走行 中に 表示 打び 点滅した ときは、 メイン スイッチを 一度 0  F  F にし 

An 意 

てから 再度 セッ ト してく ださい。 

じ (上の 操作を しても、 セッ ト でさない または セッ ト しても すぐ 解除され る 

場合は システムの 異常び 考えられます。 走行 上 支障はありません び トヨタ 

販売店で 点検を 受けて く ださい。 

. ^ A 知識 - 

定速 走行の 自動 解除に ついて 

次の 場合は、 自動的に 定速 走行び 解除され ます。 

参 ブレーキ ペダルを 踏んだ とさ。 （この場合は、 コント □ー ルス イッチを 上げ、 手を 離す と、 
もとの 定速 走行 状態に もどります。） 

♦セッ ト した 速度より 車 速び 約]  6  km/hlU 上 低下した とき。 

♦車 速び 約 4 日 km/hl； (下に なった とき。 

♦コン ト □ー ルス イッチを 下げ 続けて 車 速び 約 4 日 km/hl； (下に なった とさ。 

♦  S-VSC 装着 車で 車両び 横 すべりし そうに なった とき。 （S-VSC の 作動に より スリッ 
プ 表示灯び 点滅 するとと をに、 S-VSC 作動 警告 ブヴ ーび 鳴った とさ。 運転 状況に よっ 
ては 横 すべりし そうに なった とさに、 ス U ップ 表示灯 や S-VSC 作動 警告 ブヴ ーで 警報 
する 前に 制御び 解除され る ことび あり ます。） 

♦- エンジン スター トス トップ" スイッチを OFF にす ると 記憶 車 速は 消去され ます。 

エンジンブレーキ について 

クルーズ コント □ー ルを 使用して 走行して いると きは、 シフ トレバーを 3 .己 L 車では® から 
©、 2.4 L 車では® から ⑩に 操作しても 制御び 解除され ないた め、 エンジンブレーキは 効 さ 
ません。 

減速び 必要な とさは、 コン ト □ー ルス イッチで 減速の 操作を する かまた は ブレーキ ペダルを 
踏んで ください。 
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レー ンキー ピン グ アシスト ★ 

C レーン キーピング アシストに ついて^ 


) レーン キーピング アシス ト とは 

レーン キーピング アシストは、 白 （黄） 線の 整備され た 高速道路、 自動車 専 
用 道路を 走行 中に、 白線 認識 用 カメラの 映像を 用いて 車線を 認識 させ、 車線 
内 走行を 支援す る システムです。 車線 逸脱 警報機 能と 車線 維持 支援 機能の 2 
つの 機能び あり、 レーダー クルーズ 機能と わ 連携した 運転 支援を 行い、 高速 
走行 時の 運転者の 負担を 軽減し ます。 


■車線 逸脱 警報機 能 

車線 逸脱 警報機 能^は、 レーン キーピング アシストび ON で、 車 速び 己 日 
km/h (上で 走行 中に、 車線から 逸脱す る 可能性び あると システムび 判断し 
た 場合に、 ブヴ ー音、 マルチ イン フォ メー ショ ン ディスプレイ による 表示と 
電動 パワー ステア U ング システムを 介して 操 蛇 力を 短時間 付加す る ことで 八 
ン ドルを 通して 体感 警報し、 注意を 促す 警報機 能です。 

※車線 維持 支援 機能 中の 車線 逸脱 警報は、 ブヴ ー音と マルチ インフォメーション ディスプレイ 
による 表示の みになります。 

■車線 維持 支援 機能 

車 速び 6 日 k^^/hi^iJIでレ ー ダ ー クル ー ズ コント □ ー ル （車 間 制御 モ ー ド) 
び セッ ト され、 制御 走行 中に なった ときには、 車線 維持 支援 機能び 付加され、 
車両び 車線 中央 付 おを 走行す るよう に八ン ドルに ル さい 操 蛇 力を 与えて 運転 
者の 八ン ドル 操作を アシスト します。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


スイッチの 使い方 


> 各部の なまえと 機能 


白線 認識 用 カメラに ついては、 P.422 を ご覧く ださい。 


装備 

機  能 

LKA  (レーン キーピング アシスト） 
スイッチ 

システムの ON -OFF 

LKA  (レーン キーピング アシスト） 
表示 好 

消 好； システム 日 F  F/ 点 打： システム 日 N/ 

点滅； システム 異常 

マルチ イン フォ メー シヨ ン 
ディスプレイ 

システム ON 時の、 LKA の 状態を 表示 

か 重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 
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c レーン キーピング アシストの 使い方） 


L  K A スイッチを 押す と システムび ON に 
なります。 もう 一度 スイッチを 押す と 0 F 
F になります。 

•メーター 内の L  K A 表示灯び 点灯し ます。 
システムの 状態び マルチ イン フォ メー シ 
ヨ ン ディスプレイに 表示され ます。 


システムを ON にす ると、 白 （黄） 線の 認識 状態、 車 速、 レーダー クルーズ 
コント □ー ル （車 間 制御 f ー  ド） の セット 状況な どの 条件に 応じて 車線 逸脱 
警報機 能と 車線 維持 支援 機能び 自動的に 作動し ます。 

(レーダー クルーズ コン ト □ー ルの 使い方は、 P. 38 日を ご覧く ださい） 


•各 機能の 作動 条件 


〇 : 作動  X : 非 作動 


' - 知識 - 

作動 車 速に ついて 

各 機能び 作動を 開始す ると、 作動 車 速は 上限 下限と も已 km/h 扳: 張して 作動を 維持し ます。 

ハンドルの 手 ごた えに ついて 

車線 逸脱 警報び 作動した とさ や 車線 維持 支援 機能の 手 ごた えは、 横風の あると さ、 左ち に 傾 
いた 道路 や カーブを 走行 中のと さな ど、 走行 条件 や 道路 条件に より 異なって 感じる 場合び あ 
ります。 
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スイッチの 使い方 


A 驅 

レーン キーピング アシス トを 過信し ないで < ださい。 

•レーン キーピング アシストを 過信し ないで ください。 車線 逸脱を 警報したり、 車線 内 走行 
を 支援 したり する システムで、 手放 し 運転 や 脇見 運転な ど 前ち 不ミ 主意を 補助す る ものでは 
ありません。 常に 自ら 八ン ドル 操作を して 進路を 修正し、 安全運転に むびけ てくだ さい。 
•次の 場合は、 レーン キーピング アシストび 正しく 機能し ない 場合び あります ので、 LKA 
スイッチを 押し、 システムを OF  F にして 走行して  < ださい。 

•白 （黄） 線び かすれたり 巧れ たりして 見えに くいと さ。 

•雨、 雪、 霧、 逆光な どで、 白 （黄） 線び 見えに くいと を。 

•へ ッ ド ランプの レンズび 巧れ て 照射び 弱い とさ や 光軸び ずれて いると さ。 

•検札 所 や 料金所 手前な ど、 白 （黄） 線び 途切れる とさ。 

•急激な 明るさの 変化び 連続す ると さ。 

•道路 補修の 消し 残り 線 •影 •残雪 •雨の たまった 輸 など、 白 横） 線と 紛らわしい 線び 
見える とき。 

•高速道路 等の 本線 （走行車線、 追い越し 車線） 外の 車線を 走行す ると さ。 

• 工事に よる 車線 規制 や 仮設の 車線を 走行す ると さ。 

• 車線の 幅び 極端に 狭い とさ や 広い とさ。 

• 前車との 車間距離び 極端に 短 く なった とさ。 

•重い 荷物の 積載 や タイヤ 空気 圧の 調整 不良な どで、 車両び 著しく 傾いて いると さ。 

• ラ ねった 道路 や 荒れた 道路を 走行す ると さ。 

•雨天 時 や 積雪- 凍結な どで すべりやすい 道路を 走行して いると さ。 
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) 車線 逸脱 警報機 能 

レーン キーピング アシストび ON で、 車 速び 己 日〜 約]  2 日 km/h のと さ、 
白線 認識 用 カメラび 走行 中の 車線の 白 （黄） 線を 認識す ると マルチ イン フォ 
メー シ ヨン ディスプレイの 車線 表示び 太く 表示され、 車線 逸脱 監視 状態に な 
ります。 システムび 車線を 逸脱す ると 判断した とさ、 車線 逸脱を 警報し ます。 
(車線 逸脱 警報に ついては、 P.42] を ご覧く ださい） 


▲  車線 逸脱 警報機 能は、 車線 逸脱を 自動的に 防止す るら ので 

胃 g  I はありません。 

♦車線 逸脱 警報機 能は、 走行 中の 車線を 逸脱す ると システムび 判断した 場合に、 警報に よって 
運転者の 八ン ドル 操作に よる 進路 修正を 促す 機能で、 車線 逸脱を 自動的に 防止す る ものでは 
ありません。 常に 自らの 八ン ドル 操作で 進路を 修正し、 安全運転に/じびけ てくだ さい。 

♦走行 条件 や 道路 条件に より、 車線 逸脱 警報び 早く 作動したり 作動し なかった りする ことび あ 
ります。 常に 進路の 確認を 行い、 安全運転に/じび けて < ださい。 

♦白線を はみ出て 車線 逸脱 警報機 能び 一度 働いた 際、 再度 白線を 認識す るまでに 数 砂 間 時間 
びか かるため、 短時間の ラち に 連続して 白線を はみ出た 場合、 車線 逸脱 警報機 能び 作動し 
ない 場合び あります。 
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スイッチの 使い方 


> 車線 維持 支援 機能 

レーン キーピング アシス トび ON で、 白線 認識 用 カメラび 走行 中の 車線の 白 
(黄） 線を 認識して いると さ、 レーダー クルーズ コント □ー ル （車 間 制御 モ 
ー ド） により 車 速び 6 日〜 約] 日日 km/h で セットされ ると、 車線 逸脱 警報 
機能に 加え 車線 維持 支援 機能び 作動し ます。 車線 維持 支援 機能は、 車線 中央 
付近を 走行す るた めの 運転者の 八ン ドル 操作 力の 一部を、 電動 パワー ステア 
U ングを 介して 補助す る ことで、 運転を 支援す る 機能です。 


車線 維持 支援 機能は、 運転者の 八ン ドル 操作 力を 補助し、 運転を 支援す る 
機能で、 自動的に 車線の 中央を 走行す る ものではありません。 常に 自らの 
八ン ドル 操作で 進路を 修正し、 安全運転に むびけ てくだ さい。 


- A 知識 


手放し 運転 警告に ついて 


- 点滅 


車線 維持 支援 機能 中に、 一定 時間！; (上 （直 線路で 約 1 已 砂、 カーブ 
路で約 己 砂） 八ン ドル 操作び 行われて いないと システムび 判断した 
とさ "ピ ピッ" とブヴ ー音び 鳴り、 マルチ イン フォ メー シヨ ンデ 
ィス プレイの 表示び 点滅して 警告し ます。 このと さ 車線 維持 支援 
機能は 一時的に 解除され ます。 

♦八ン ドルに 軽く 手を 添えた 運転び 続く とさは、 警告び 作動す る 
場合び あります。 

♦平坦で ない 道路では、 警告び 作動す るまでの 時間び 長くなる 場 
合び あります。 
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> 機能の 一時 解除 

次の いずれ かのと さは、 機能を 一時的に 解除し ます。 解除した とさの 状況び 
改善され ると、 機能の 作動を 再開し ます。 

•方向 指示 レノ  く 一び 操作され ている とさ。 

♦車線 変更 相当 量の 八ン ドル 操作び された とさ。 

•ブレーキ ペダルを 踏んだ とさ。※] 

作動 条件 外の 車 速 になった とさ。 

•45  km/h 未満、 または 約]  2 日 km/h を こえた とさ。 

〇 車線 維持 支援 機能 中に 6 日 km/h 未満、 または 約] 日日 km/h を こえた と 
さ。 

〇 走行 中の 車線の 白 （黄） 線び 認識で さなく なった とさ。 

〇 車線 変更を 検出 したと さ。 

〇 ワイパー スイッチを L0  (低速） または H  I  (高速） にした とさ。※ 2 
〇 車線 維持 支援 機能 中に 手放 し 運転 警告び 作動 したと さ。 

〇 の 項目で 車線 維持 支援 機能び 一時的に 解除され たと さは、 "ピ ピッ" とブヴ ー音び 鳴り 
ます。 

《 ] 車線 維持 支援 機能 中に ブレーキ ペダルを 踏む と レーダー クルーズ コン ト □ー ルび 解除され 
るた め、 ブレーキ ペダルの 操作を 止めても 車線 維持 支援 機能は 再開し ません。 

《2 レーダー クルーズ コント □ー ル 解除の お知らせを 優先し、 車線 維持 支援 機能 解除 時の ブヴ 
一び 鳴らない 場合び あり ます。 
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スイッチの 使い方 


. ^ ^ 知識 - 

表示に ついて 

参 車 速び 己 日 km/h 未満 または 約]  2 日 km/h を こえて いると き、 マルチ イン フォ メー シヨ 
ン ディ ス プレイに レーン キーピング アシス トの 状態は 表示され ません。 

♦レーダー クルーズ コン ト □ー ルの 表示に ついては、 P.381 をご覽 ください。 


表示 


システム のが 態 


L  1<八び日1\1で、 車 速び 日日 km/hl； (上のと き 
•白 （黄） 線び 認識で さていない 
•機能を 一時 解除して いる 


車線 逸脱 警報機 能 作動 中 


車線 維持 支援 機能び 開始 可能な 状態 

•  L K  A スイ ツチを 0  N する または レーダー クルーズ コン ト □ー ル 
を 6 己 km/hl； (上で セツ ト すると 車線 維持 支援 機能を 開始し ます。 


車線 維持 支援 機能 作動 中 


J マルチ イン フ オメー シヨ ン ディスプレイ 

LK A び ON のと さ、 車線 表示と 八ン ドル 表示に よって、 レーン キーピング 
アシストの 状態を 表示し ます。 車線 表示で 車線 逸脱 警報機 能、 八ン ドル 表示 
で 車線 維持 支援 機能の 状態を 示します。 


八ン ドル 表示 


レー タークル ー ズ 表示 


車線 表示 


A 
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■表示の 例 
車線 逸脱 警報機 能 時 

車線 表示に より 白 （黄） 線の 認識 状態な どを 表示し ます。 


表示 

内容 

1 

■ 

作動 条件 外車 速 時 

車 速び 日日 km/h 未満、 または 約]  2 日 km/hli (上の 

+ 曰厶 

而口 

■ 

車線 逸脱 警報機 能 中断 時 

•車 速び 日日〜 約]  2 日 km/h で、 白 （勤 線を 認識 
でさない 場合 

•車線 逸脱 警報機 能を 一時 解除 している とさ 
(P.418 参照） 

1 

車線 逸脱 警報機 能 中 

車線 逸脱を 監視 している 状態 

車線 維持 支援 機能 時 

車線 表示に 加え、 八ン ドル 表示に より 車線 維持 支援 機能の 状態を 表示し ます。 


表示 

内容 

1 

Hi 

LKA  OFF 時 

L  K A を 日 N する ことで 車線 維持 支援 機能び 作動す 
る 状態 （白線の 認識 状態に よる） 

車線 維持 支援 機能 開始 可能 時 

レ ー タ ー クル ー ズ コント □ ー ルの 車 間 制御 モ ー ドを 
セツ ト する ことで 車線 維持 支援 機能び 作動す る 状態 

国 

1 

車線 維持 支援 機能 中 

レ ー ダ ー クル ー ズ コント □ ー ル （車 間 制御 モ ー ド） 
び セツ ト され 制御 走行を 開始し、 車線 逸脱 警報機 能 
に加え 車線 維持 支援 機能び 作動 している 状態 

作動 条件 外車 速 時 

車 速び 6 日 km/h 未満、 または 約] 日日 km/h を こえ、 
車線 維持 支援 機能び 一時的に 解除され て 車線 逸脱 警 
報 機能び 作動して いる 状態 
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スイッチの 使い方 


》 車線 逸脱 警報 

車線 逸脱 警報は、 自 車び 走行 中の 車線を 逸脱す ると システムび 判断した 場合、 
ブヴ ー音び "ピ ピピピ ピ…" と 鳴る とともに、 マルチ イン フォ メー シヨ ンデ 
ィス プレイに よる 表示び 点滅し、 電動 パワー ステア U ング システム により 操 
船 力を 短時間 付加し、 八ン ドルを 通して 運転者に 体感 警報して 注意を 促し ま 
す。 


■車線 逸脱 警報機 能 時  ■車線 維持 支援 機能 時 


' - 知識 - 

警報に ついて 

参 約] 秒 後の 自車 位置を 演算に より 推定して います。 白 （黄） 線に 接近しても、 車両び ほぼ 
平行に 走行して いる 場合は 車線 逸脱 警報び 作動 しない ことび あり ます。 

♦車線 維持 支援 機能 中に 車線 逸脱 警報び 作動 したと さは、 電動 ノ く ワース テア U ング システム 
による 体感 警報は 行われません。 


J ブザー 音に よる 告知  — 1 

下記のと さ、 マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイの 表示と 同時に ブヴー 
音に よっても 運転者に 告知し ます。 


状態 

ブザー 音 

ぺージ 

車線 逸脱 警報 時 

"レ。 レ》 レ >ピ ピ…" 

上記 

車線 維持 支援 機能び 一時的に 解除され たと さ 

"ピレ 》 、ソ" 
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警告 表示した とさ 

"ボン" 
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) 白線 認識 用 カメラに ついて 

白線 認識 用 カメラは、 車内 （フ □ント ウインドゥ ガラス 内側） に 取りつ けら 
れ ています。 レーン キーピング アシストの 正しい 作動の ため、 次の ことを お 
守りく ださい。 


参フ □ン トウ イン ドウ ガラスは、 いつもされ いにして おいてく ださい。 雨滴、 
結露、 氷雪な どの 付着に よっても、 性能び 低下す る 場合び あります。 

•カメラに 強い 衝撃 や 力を 加えないで ください。 また、 分解な どもし ないで 
ください。 故障、 誤作動の 原因になります。 

•カメラの 向 さは、 厳密に 調整され ています。 取りつ けを 変更したり、 取り 
はずしたり しないで ください。 故障、 誤作動の 原因になります。 

•イン ナー ミラー （ルーム ミラー） の 位置を カメラの レンズ 前に 調整す ると、 
白 （黄） 線 認識び でさ なくなり レーン キーピング アシストを 使用す る こと 
びで さません。 

•寒冷 時な どに ヒーターを W •モー ドで 使用 している と、 フ □ン トウ インド 
ウ ガラスの 上部び 曇り、 映像に 影響を 与えます。 その 場合は、 フ □ント デ 
フ □スタース イッチで ガラスの 曇りを 取って ください。 

•ダッシュ ボー ドの 上に 物を 置かないで ください。 フ □ン トウ イン ドウ ガラ 
ス への 映り こみを 白 （黄） 線と 誤 認識す る 場合び あります。 

•カメラの レンズを 巧したり、 傷を つけたり しないで ください。 

•カメラ 付 おの フ □ン トウ イン ドウ ガラスに ステッカー などを 貼らない でく 
ださい。 
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スイッチの 使い方 


> 警告 表示 （作動 制限 時 表示- システム 異常 時 表示) ■ 

マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに 次の 表示び された 場合には、 レー 
ン キーピング アシス トを 使用で さません。 


■  r 条件 確認 中 L  K  A できません」 


藥件 確認 中 
LKA できません 


レーン キーピング アシスト、 または 電動 パワー ステア U ング システムび 次の 
状態のと さは、 "ポ ン" とブヴ ー音び 鳴る とともに 「条件 確認 中 LK  A でさ 
ません」 び 表示され ます。 

♦白線 認識 用 カメラび 極端に 高温 または 低温に なって いて、 システム 保護の 
ため 一時的に レーン キーピング アシストの 使用を 制限す ると さ。 

♦電動 ノ （ワース テア U ング システムび 作動 制限を していて、 一時的に レーン 
キーピング アシス トの 使用を 制限す ると さ。 

この場合は、 LK  A スイッチを 押して システムを OF  F し、 しばらくして か 
ら 再度 ON にして ください。 この 操作で 制限 条件の 解除び 確認され ると、 通 
常の 作動 状態と なります。 

■ 「LKA システム チェック」 


LKA 

システム 于 エック 


レーン キーピング アシスト システムの 異常を 検出した ときは、 "ポ ン" とブ 
ヴ ー音び 鳴る とともに、 「LK A システム チェック」 び 表示され、 LKA 表 
示 灯び 点滅し ます。 

この場合は、 L  K  A スイッチを 押して システムを 0  F  F し、 安全な 場所に 停 
車して、 一度 エンジンを 停止して から 再度 セットして ください。 この 操作で 
システムの 正常び 確認され ると、 通常の 作動 状態と なります。 「LKA シス 
テム チェック」 び 再度 表示され ると さは、 システムを OF F にして トヨタ 販 
売店で 点検を 受けて ください。 なお、 通常の 走行に 支障はありません。 
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MEMO 
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室内 装備の 取り扱い 

エアコンの 取り扱い . 426 き 内装 備品の 巧い 方 . 468 


フ □ント エアコンの 

サンバイザー 

468 

使い方 
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シガ レッ トライ ター 

468 
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469 

調整 

437 

時計 

470 
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471 

使い方 
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センター テーブル 
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リヤ エアコンの 使い方 
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室内' 灯 

473 

リヤ クーラーの 使い方 
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イルミ ネー テッド 

リヤ 吹き出し □の 調整 

448 

エントリー システム 

476 
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451 
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482 
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□ング スライド 
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464 

コンソール 

483 

カッ プホ ルター 

486 

ボ トル ホルター 

487 

買物 フック 

488 
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488 
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490 
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畢引 


425 


エアコンの 取 D 扱い 

C フ □ント エアコンの 巧い 方） 


J 才ート （AUTO) での 使い方 


AUTO スイッチを 押す と、 フアンび 作動し、 吹き出し □•風 量び 自動的に 
調整され、 外気 導入と 内気 循環び 自動的に 切り替わり、 設定 温度と なります。 


自動 調整に ずる 


AUTO スイッチを 押します。 
•作動 中は スイッチの 作動 表示灯 
び 点灯し ます。 


温度を 調整ず る 


温度 調整 スイ ッ チで 調整し ます。 
上げる とさは A 側、 下げる とさ 
は V 側を 押します。 

(日. 5 たずつ 調整で さます。） 

•設定 温度を]  8 む〜 32 むの 間で 
調整す る ことび でさます。 

•最大 冷房に すると L0 
•最大 暖房に すると H I 
の 表示になります。 

•設定 温度は 表示 部に 表示され ま 
す。 
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エアコンの 取り扱い 


運転席- 助手席で 
それぞれ 温度 調整を ずる 


DU  A  L スイッチを 押す ごとに、 
連動 モー ドと 独立 モー ドに 切り 誓 
わります。 

作動 表示灯び 

♦消灯して いると さは 連動 f ー  ド 
♦点灯して いると さは 独立 f ー  ド 
になります。 


表示 


FRONT 

DUAL 


消な 


;RGN  ス 

DUAL 


り 

点' 灯 


モード 


連動 モード 

運転席 側 スイッチ 操作 
により 運転席と 助手席 
の 設定 温度を 同じに し 
ます。 


独立 モード 

運転席と 助手席の 設 
定温 度を 独立して か 
える ことび でさます。 


独立 モー ドのと さに 運転席は 運転 
席 側 スイッチ、 助手席は 助手席 側 
スイッチを 押して、 希望す る 室内 
温度に 設定す る ことび でさます。 
上げる とさは スイッチの A 側、 下 
げる とさは スイッチの V 側を 押し 
ます。 （日. 5 むず つ 調整で さます。） 
•運転席と 助手席で それぞれ 独立 
した 温度 調整を する ことび でさ 
ます。 
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ファンび 作動 中のと さ、 エアコン 
スイッチを 押す ごとに、 エアコン 
(冷房、 除湿 機能） び ON と 0  F  F 
に 切り替わります。 

•作動 中は スイッチの 作動 表示灯 
び 点灯し ます。 

•外気 温び 日む 近  <  まで 下び ると、 
エアコンは 作動し ません。 


OF  F スイッチを 押します。 
•フアンを 停止させる ことび でき 
ます。 
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エアコンの 取り扱い 


激 鮮 g バッテリー あがりを 防ぐ ために、 エンジン 停止 中に 作動 さ 
せないで  <  ださい。 

•バッ テ U — あびり を 防ぐ ために、 エンジン 停止 中に 作動 させないで ください。 

•エアコン スイッチの 作動 表示灯び 点滅した 場合は、 システムの 異常び 考えられ ますので、 
安全な 場所に 車を 止めて、 いったん エアコン スイッチを 日 F F にしてから、 もう 一度 日 N 
にして ください。 点滅び さらに 続く 場合は、 スイッチを 日 F F にして トヨタ 販売店で 点検 
を 受けて ください。 


' - づ^ 知識 - 

車内の 温度が 高い ときは 

駐車の あと 車内 温度び 高い とさは、 窓を 開けて 熱気を 逃び してから エアコンを 作動 させて く 
ださい。 

便利 機能に ついて 

AUT 日 スイッチを 日 N にして いると き、 次の ような 機能び あります。 

参 吹 さ 出し □び* ツ または* パのと さ、 冬場な どの 寒い とさには 温 風の 準備び でさる まで、 
しばらくの 間 ファンを 停止し ます。 

♦吹 さ 出し □び ツ または* ツ のと さ、 夏場な どの 暑い とさには 冷 風の 準備び でさる まで、 
数秒 間 ファ ンを 停止し ます。 


AUTO スイッチに ついて 

AUT 日 スイッチび 日 N のとき に MODE スイッチ （P.43 日参 照）、 および フアン スイッチ 
(P.43 日参 照） を 操作す ると、 AUT 日 スイッチは 日 F  F になります。 


温度 調整に ついて 

♦独立 モー ドから 連動 モー ドに を どす とさ、 運転席と 助手席で 設定 温度び 異なる 場合は 運転 
席 側の 設定 温度になります。 

♦連動 モードの とさ、 助手席 側 温度 調整 スイッチを 操作す ると、 自動的に 独立 モードに 切り 
替わります。 
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) お好みの 状態に する には 


各 スイッチを 押す ことで、 それぞれの 設定で 使用す る ことび でさます。 


風 量を かえる 


ファ ンス イツ チで 風 量を 7 段階に 切 
り 替えます。 

風 量を 強く すると さは > 側、 弱く 
すると さはく 側を 押します。 
•選択して いる 風 量び 表示 部に 表 
示されます。 

•ファンび 停止して いると きに、 
スイッチを 押す と、 フアンび 作 
動し ます。 


吹 さ 出し □を かえる 


MOD  E スイッチで 吹 さ 出し □を 
切り替えます。 （次 ページ 参照） 
•スイッチを 押す ごとに 吹 さ 出し 
□び 切り替わります。 

•選択して いる 吹 さ 出し □び 表示 
部に 表示され ます。 
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エアコンの 取り扱い 


■吹き出し □選択の 目ち 


上半身に 送風ず る 
とさは 


上半身と 足元に 
送風 するとき は 


足元に 送風す る 
とさは 


足元への 送風と 
ガラスの 屢 りを 
取る とさは 


表示 部の 表示 


^  • 


表示 部の 表示 


W 


表示 部の 表示 


W 
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外気 導入 • 内気 循環の 
切り替えを ずる 


内外 気 切り替え スイッチを 押す ご 
とに、 外気 導入と 内気 循環に 切り 
替わります。 

•選択した 側の 作動 表示灯び 点灯 
します。 


表示 

モード 

外気 導入 

外気を 導入して いる 
状態です。 通常は こ 
の 位置で お使い < だ 
さい。 

— 

内気 循環 

外気を しゃ 断して いる 
状態です。 トンネル や 
巧 ミ 帯な ど 外気び 巧れ て 
いると さや 早く 冷 暖房 
したいと さ、 外気 温度 
び 高い とさの 冷房 効果 
を 高めたい とさに お 使 
い  <  ださい。 

" P 百-。 - 
K 、、觀 冷/ 

一--- 卜 - - 

つ 、百— 

ガラスの 墨り を 取る 


_  作動 表示 打 

j 

ロ  ロ 

戶 一 & 

フ □ン ト デフ □スタース イッチを 
押し、 内外 気 切り替え スイッチを 
外気 導入に します。 

•ファンび 停止 中のと さ、 スイ ッ 
チを 押す と、 ファンび 自動的に 
作動し ます。 

•スイッチを 押す と、 エアコンび 
自動的に ON になります。 

•作動 中は スイッチの 作動 表示灯 
び 点灯し ます。 


く 吹き出し 口 > 
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エアコンの 取り扱い 


外気 温度を 表示ず る 


1 

ぉ®] 

[outside  ( 

外気 温度 表示 スイッチを 押す と 表 
示 部に 外気 温度び 表示され ます。 
•設定 温度 表示に もどす とさは、 
わう 一度 スイッチを 押します。 


A 籠 

湿度び 非常に 高い とさに エアコンを 作動 させて いる 場合は、 フ □ン ト デフ 
□スタース イッチを 押さないで ください。 外気と ウインドゥの 温度 差で ウ 
イン ドゥ 外側 表面び 曇り 視界を さまたげる 場合び あ ります。 

超 意 

バッテ U — あびり を 防ぐ ため、 エンジン 停止 中に 作動 させないで ください。 
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' - 知識 - 

内外 気 切り替えに ついて 

•トンネル 内 や 巧 滞な どで、 巧れ た 外気を 車内に 入れた くないと さや、 早く 冷 暖房した いと 
さ、 外気 温度び 高い とさの 冷房 効果を 高めたい とさに 内外 気 切り替え スイッチを 内気 循環 
にす ると 効果的です。 

♦長時間、 内気 循環に すると ガラスび 曇り やすくなります。 

♦最大 暖房 および 吹 さ 出し □び* パ' または'^ パ’ で、 内外 気 切り替えび 外気 導入のと さ、 室内 
上層び 外気 導入、 室内 下層び 内気 循環と なり、 内気 循環 時と 同じく らいの 暖房 性能を 維持 
しなびら、 ガラスの 曇りを 防止し ます。 

•設定 温度 や 室内 温度- 外気 温度な どに より 自動的に 内気 循環、 または 外気 導入へ 切り替わ 
る ことび あります。 

PTC ヒーターに ついて 


r 寒冷地 仕様 車 I 

エンジン 始動 直後から エンジンび 暖まる まで、 通常の ヒーター に加えて 暖房を 補います。 
次の 条件を すべてみ たす と、 自動的に 作動し ます。 

♦ファンび 作動して いると さ。 

参 最大 暖房 時。 

•エンジンび 冷えて いると き。 

♦外気 温度び 低い とさ。 

エンジンび 暖まる と 自動的に 補助 ヒーターは 停止し ます。 


より 早く ガラスの 屢 りを 取る には 

ガラスの 曇りを 取る 操作 （P.432 参照） と 併せて、 次の 操作を 行います。 
参 風 量を 増す。 （ファン スイッチを 操作す る。） 

参 設定 温度を 上げる。 （温度 調整 スイッチを 操作す る。） 
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エアコンの 取り扱い 


' - 知識 - 

外気 温度 表示に ついて 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 表示 させ 
る ことび でさます。 

♦ほかの 計測 装置に より、 計測 した 外気 温度とは 異なる ことび あり ます。 

♦次の 場合は、 正しい 外気 温度び 表示され なかったり、 温度 表示の 更新び 遅く なったり する 
ことび あります び、 故障ではありません。 

• 外気 温度び 約 一 3 び CIU 下、 または 約己ぴ CIU 上のと き。 

•停車して いると き や 低速 走行 （約 2 日 km/hlU 下） している とき。 

•外気 温度び 急激に 変化した とさ 佳 庫、 トンネルの 出入 □付近な ど)。 

♦実際の 外気 温度び 変化して いなくても、 車両の 状態 （車 速 •風向 さな ど） により、 外気 温 
度 表示び 変動す る ことび あります。 


モーターの 作動 音に ついて 

参バッ テ IJ ー ターミナルを 脱 着した あとに" エンジン スタート ストップ" スイッチを イ 
グ ニッシ ヨン 日 N モードに したと き、 フ □ント デフ □スタース イッチの 表示 打び 点滅し、 
モーターの 作動 音び する ことび あります び、 これは 正常な 作動で あり、 異常では ありませ 
ん。 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードから 日 F F にし 
たと さ、 数秒 後に モーターの 作動 音び する ことび あります び、 これは 正常な 作動で あり、 
故障ではありません。 
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) 花粉 除去 スイ ッ チの 使い方 

中央、 左側、 ち 側 吹 さ 出し □から フィルターを 通った されい な 風を 顔 周辺に 
送風し、 乗り降り する 時 や ドア ガラスを 開けて 走行した ときな どに 車 室内に 
入った 花粉を 早期に 除去し ます。 


スイッチを 押す と 花粉 除去 f ー ドに 切り替わり、 わう 一度 押す と 通常 制御に 
ち ど 0 ます。 

•花粉 除去 f ー  ド 時は スイ ッチの 作動 表示灯び 点灯し ます。 

•車 室内の 花粉び 除去され ると、 自動的に 通常 制御に もどります。 

(通常は 約 3 分 後、 外気 温び 低い ときは 約] 分 後に 通常 制御に もどります。） 
•フアンび 作動して いない 状態で 使用した とさは、 AUTO 制御に なり ま 
す。 

'  知識  ^ 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさに 使用で さま 
す。 

巧 粉 除去 スイッチ について 

•花粉 除去 スイッチを 押す と 次のように 制御され ます。 

•エアコンび 0 N になる 場合び あります。 

•フアンび 作動し ます。 

•内気 循環に 切り替わります。 

(外気 温び 低い とさは、 ガラスの 曇り 防止の ため 切り替わらない 場合び あります。） 
•吹き出し □はツ に 切り替わります。 

(外気 温び 低い とさは、 ガラスの 曇り 防止の ため 切り替わらない 場合び あります。） 

♦雨天 時に 花粉 除去 スイッチを 巧す と、 ガラスび 曇る ことび あります。 そのと さは、 フ □ン 
ト デフ □スタース イッチ （P.432 参照） を 巧して ください。 

参 通常 制御で も、 フィルターを 通った されい な 空気び 送風され ます。 
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エアコンの 取り扱い 


C フ □ント 巧を 出し □の 調整  ） 


) 風向きの かえ 方- 吹き出し 口の 開閉の しかた 


伸央 吹き出し nH  I ちち 吹き出し □」 


•吹 さ 出し □の ノブを 動かす と、 風向 さの 調整び でさます。 

•左ち 吹 さ 出し □では ダイヤルを まわす と、 吹 さ 出し □を 開閉で さます。 

' — 知識 - 

吹き出し □について 

冷房 時、 まれに 吹き出し □から 霧び 吹き出し たように 見える ことび あります び、 これは 湿つ 
た 空気び 急に 冷やされた とさに 発生す る もので あり 異常ではありません。 
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〔プラズマ クラスター @の 使い方 ★ ) 


エアコンの 吹 さ 出し □ (運転席 側 吹 さ 出し □) からの 送風に プラズマ クラ 
スター イオンを 含ませ、 車内の 空気 質を 整えます。 

) 作動させる には 

フアンび 作動す ると 自動的に プラズマ クラスターび 作動し ます。 

参ク U — ンモ ー ド、 イオ ン コント □ ー ルモ ー ドび 約] 日 分 ごとに 自動的に 切 
り 替わります。 

•エアコン 表示 部に f ー  ドび 表示され ます。 


n  ION 
□  CLEAN 


Ion 

0 •参 

か ON 

□  CLEAN 

クリーン モード 

同量の プラス イ オンと マイナス イ 
オンを 放出して、 車内に 浮遊す る 
カ ビ菌の 活動を 抑制し ます。 


) 作動を 停止させる には 


イオン コント □ ー ルモ ー ド 

マイナス イオンの 比率を 高く 放出 
して 空気 中の イオン バランスを 整 
えます。 


OFF スイッチを 押します。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


エアコンの 取り扱い 


プラズマ クラスターの 取り扱いに ついては、 次の 点に ご 
ま 意く ださい。 


♦プラズマ クラスター イオンの 吹き出し □ (運転席 側 吹き出し □) には、 スプレー （洗 ミき 剤、 
整髪料な ど） の 噴 霧、 また 棒な どの 異物を 挿入し ないで ください。 故障の 原因と なります。 
•運転席 側 吹 さ 出し □付近に 巧れ び 付着す る ことび あります。 この場合は、 フアンを 日 FF 
にしてから 清掃して ください。 


- A 知識 


作動 条件に ついて 

ファンび 作動 中、 次の 条件で 効果を 発揮し ます。 

♦吹 さ 出し □び、 ツ または* ツ のと さ 

(ツ、 *ツ1；( 外のと さに も 送風され ますび、 高い 効果は 得られません。） 

プラズマ クラスター について 

プラズマ クラスター、 プラズマ クラスター イオン および 円 asmacluster は シャープ 株式会社 
の 商標です。 

作動 音に ついて 

プラズマ クラスター イオン 発生 器 作動 時には、 微少な 作動 音び 発生す る 場合び あります び、 
これは プラズマ クラスター イオン 生成 時に 電子び 電極に 衝突す る 際に 発生す る もので、 故障 
ではありません。 

プラズマ クラスター イオン/マイナス イオンに ついて 

•プラズマ クラスター イオンは、 「除菌 イオン」 とよ ばれ、 車内に 浮遊す る カ ビ菌の 活動を 
抑制し ます。 

♦一般的に マイナス イオンは、 誤 流、 山林 部、 滝な どの 周辺の 空気 中に 多くを 在して おり、 
人に 安らぎを 与える ちのと されて います。 

参 非常に 高い 電圧で 作動し ますので、 吹き出し □付近で 静電気を 感じる ことび あります。 


プラズマ クラスター イオン 発生 器は 高電圧を 利用 しています。 危険です 

旨 甘 

ので、 修理 等は 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 
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〔リヤ エアコンの 巧い 方） 


ru ヤ エアコン 装着 車 I 

U ヤ エアコンは 前 席 または 後 席から 別々 に 操作す る ことび でさます。 

J 操作 部の 位置 

r 前 席 1  Lj 矣席 I 


> 前 席 操作 部 


U ヤ エアコンの 吹 さ 出し □について は P.448 の 「U ヤ吹さ 出し □の 調整」 
を 参照して ください。 
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エアコンの 取り扱い 


前 席 操作 部 か！ 5 の 操作 モー ドを 切り替え るには 


前 席 操作 部の R  E  A  R スイ ツチを 押す ごとに、 操作 f ー  ドを フ □ン トエ アコ 
ン f ー  ド または U ヤ エアコン f ー  ドに 切り替える ことび でさます。 


前 席 表示 部 

モード 

V  I  / 

フ □ント エアコン モード 

FR 日 NT の 表示び 出ます。 

•前 席 操作 部で、 フ □ント エア 
コンの 操作び でさます。 

\  i  / 

PASSENGER  — FRONT^ 

リヤ エアコン モード 

REAR の 表示び 出ます。 

参 前 席 操作 部で、 U ヤ エアコン 
の 操作び でさます。 

•助手席 側 設定 温度の 表示 部び 

U ヤエ アコ ンの 設定 温度の 表 
示に 切り替わります。 

— U/—  — 、Ri/- 

?5.[r  パが 5l 

' — 知識 - 

前 席 表示 部に ついて 

REAR スイッチを 押して U ヤ エアコン モードに したと き、 約 6 秒 間 操作を しないと、 フロ 
ン ト エアコン モー ドに ちどります。 
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J 通常の 使い方 


g  矣席 操作 部 


AUTO スイッチを 押します。 

•作動 中は、 後 席 表示 部に A  U  T  0 の 表示び 出ます。 

•前 席 操作 部び U ヤ エアコン f ー ドのと さは、 AUTO スイッチの 作動 表示 
灯び 点灯し ます。 
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エアコンの 取り扱い 


温度を 調整ず る 


〈前 席 スイッチ〉  〈後 席 スイッチ > 


っ 

/い‘ 靴/ 

円 

1  TEMPI 

^  っ 

TEMP 

温度 調整 スイ ッ チで 調整し ます。 
上げる とさは 上側、 下げる とさは 
下側を 押します。 

(日. 5 むず つ 調整で さます。） 

•設定 温度を]  8 む〜 32 での 間で 
調整す る ことび でさます。 

•最大 冷房に すると L0、 

•最大 暖房に すると H I 
の 表示になります。 

•設定 温度は 表示 部に 表示され ます。 


フアンを 止める 


〈前 席 スイッチ〉  〈後 席 スイッチ〉 

皆^： 

4 qJ  ク  - 

OFF 

こ 

OFF スイッチを 押します。 
•作動を 停止させる ことび でさ ま 
す。 


バッテ U — あびり を 防ぐ ため、 エンジン 停止 中に 作動 させないで ください。 


' - 知識 - 

エアコンの 作動 条件に ついて 

フ □ント エアコンび 停止して いると さは、 冷房、 除湿 機能は 作動せ ず、 送風の みとなります。 
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> お好みの 状態に する には 

各 スイッチを 押す ことで、 それぞれの 設定で 使用す る ことび でさます。 


MODE スイッチ」  ^ フアン スイ ツチ 


風 量を かえる 


吹を 出し □を かえる 


〈前 席 スイッチ〉 


〈後 席 スイ ツチ〉 


巧 

み 


〈前 席 スイッチ〉 

^MODEj 


〈後 席 スイッチ〉 


ファ ン スイ ツチで 風 量を 設定し ます。 
風 量を 7 段階に 切り 替える ことび で 
さます。 

風 量を 強く するとき は アップ 側、 
弱くする とさは ダウン 側を 押します。 
•風 量は 表示 部に 表示され ます。 


MOD  E スイッチで 吹 さ 出し □を 
選択し ます。 

スイッチを 押す ごとに、 吹 さ 出し 
□び 切り替わります。 

(次 ページ 参照） 
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エアコンの 取り扱い 


■吹き出し □選択の 目安 


上半身に 送風ず る 
とさは 


^  • 


上半身と 足元に 
送風 するとき は 


W 


足元に 送風す る 
とさは 


\ 

参 

/ 

W 
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c リ ヤクー ラー の ほい 方 ） 

I リヤ クーラー 装着 車 I 

> 操作 部 

■前 席 操作 部 


■後 席 操作 部 


U ヤ クーラーの 吹 さ 出し □について は P.448 の 「U ヤ吹さ 出し □の 調整」 
を 参照して ください。 
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エアコンの 取り扱い 


:> 通常の 使い方 

リヤ クーラーを 
ON にず る 


作動 表示 打- 


フ □ント エアコン 作動 中に、 前 席 
操作 部の R  EAR スイッチを 押し 
9  〇 

♦作動 中は スイッチの 作動 表示灯 
び 点灯し ます。 

参 U ヤ クーラーの 作動を 停止した 
いと さは、 もう 一度 R  EAR ス 
イッチを 押します。 


風 量を かえる 


HI な 


I し— ■=creo3(^=' 》 


後 席 操作 部の ファ ン 調整 レノ  く 一で 
調整し ます。 

•風 量は 4 段階に 切り替える ことび 
でさます。 


バッテ IJ 一 あびり を 防ぐ ため、 エンジン 停止 中に 作動 させないで ください。 


- A 知識 


エアコンの 作動 条件に ついて 

フ □ント エアコンび 停止して いると さは、 冷房、 除湿 機能は 作動せ ず、 送風の みとなります。 

前 席 操作 部の R  E  A  R スイ ッチに ついて 

前 席 操作 部の REAR スイッチを 巧す ことにより、 前 席から U ヤ クーラーを 作動- 停止す る 
ことび でさます。 


目次 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


謂！ ① 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


447 


c リヤ 巧を 出し 口の 調整 ） 


> 風向きの かえ 方 

Lu ヤ エアコン. リ ヤクー ラー 吹き出し □」 


吹 さ 出し □の ノブを 動かす と 風向 さの 調整び でさます。 

' — 知識 - 

吹き出し □について 

冷房 時、 まれに 吹き出し □から 霧び 吹き出し たように 見える ことび あります び、 これは 湿つ 
た 空気び 急に 冷やされた とさに 発生す る もので あり 異常ではありません。 
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エアコンの 取り扱い 
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£了ごの取0扱い女 

C ETC システムに ついて） 


[メー カー オプションの ETC 装着 車 I 


ETC  (曰 ectronic  Toll  Collection) システムは、 有料道路の 通過を スムー ズに行 
うため に、 自動で 料金を 精算す る システムです。 

路側 無線 装置と 車両の ETC ユニッ ト との 間で 無線通信を 行い、 料金は お客様び 登 
録 した 銀行 □座から 後日 弓 I さ 落とされます。 


料金所の ETC レーンに 設置され ています。 進入 車両に 対し、 適切に 通行した か 
どう かな どの メッ セージび 表示され ます。 

⑨ 発進 制御装置 （開閉 パ’一） 

料金 精算を 確実に する ために、 料金所の E  T  C レーンに 必要に応じて 設置され て 
います。 通過 車両の 発進を 制御す るち ので、 踏み切りの 遮断機の ような ちので す。 
通信び 正常に 行われる と 開 さます。 

③  ETC ユニット 

車両に 装着され ています。 E  T  C カー ドに 格納され ている 料金 精算に 必要な デ ー 
夕を路 側 無線 装置と 通信す るた めの 機器です。 

④  ETC 力ード 

ETC ユニットに 装着し ます。 I  C チップを 搭載した、 ETC 機器 用 カードの こ 
とです。 ETC カードでは、 この I  C チップに 料金 精算に 必要な データび 保持 さ 
れ ています。 

⑥路側 無線 装置 

料金所の ETC レーンに 設置され ています。 料金 精算の ため、 車両の ETC 機器 
との 通信を 行うた めの アンテナです。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


ETC ① 取り扱い 


) E  T  C カー ドを 挿入ず る 前に 


ET C カー ドの 有効期限 切れに ごを 意 < ださい。 E  T  C 力ー ドの 有効期限 
び 切れて いると、 開閉 バーび 開 さません。 お 手持ちの ETC カードに 記載 
された 有効期限を、 あらかじめ 確認して ください。 


E TC 力ー ドを 挿入した あとに 


ETC カードを 確実に 挿入し、 正常に 作動して いる ことを 
確認して ください。 


>E  T  C を 利用す る 際は、 あらかじめ E  T  C カー ドび 確実に E  T  C ユニッ トに 挿入され てい 
る ことと、 ETC ユニッ トび 正常に 作動して いる ことを 確認して ください。 

に T  C ユニッ トび E  T  C カー ドを 認証す るまでに は 数 砂 かかります ので、 料金所 手前での 
E  T  C カー ドの 挿入は エラーの 原因と なる 場合び あります。 


) 料金所を 通過ず ると をは 


ETC レーンに 進入 するとき は、 十分な 車間距離を とり、 約 
20  km/h じ TF のち 全な 速度で 進入して ください。 


>ETC レーンに 進入す ると さは、 十分な 車間距離を とり、 約 2 日 km/hlU 下の 安全な 速度 
で 進入して ください。 

IETC レーンに 設置され ている 開閉 バーは、 E  T  C ユニッ トと路 側 無線 装置の 間の 通信、 
あるいは E  T  C ユニットと E  T  C カー ドとの 通信び 正常に 行われなかった 場合は、 開かない 
ことび あります ので、 ごを 意く ださい。 

IETC レーンを 通行 するとき は、 前車との 車間距離を 保持した 上で、 開閉 ノ く 一の 手前で 安全 
に 停止で きる ように 十分に 減速し、 開閉 パーび 開いた ことを 確認して から 通行して ください。 


その他、 ETC ユニットを 用いた サービス （スマート I  C など） には、 

Ails 

様々 な 制約び あります。 サービス 提供者び 案内す る 利用ち 法を ご 確認く だ 

さい。 

ETC を 利用ず る 前に 


ETC システムを 利用す る 際には、 じ (下の 点に を 意して ください。 


安全の ため、 運転者は 走行 中に ETC カードの 抜き差し、 および ETC ユ 

ニッ トの 操作を 極力し ないで ください。 

era 

走行 中の 操作は 八ン ドル 操作を 誤るな ど 思わめ 事故に つなび る おそれび あ 

り 危険です。 車を 停車 させてから 操作を してく ださい。 

早 基 
わ 本 
お、 操 


—0 


關 if ① 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万一のと さ 
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C  ETC の 使い方  ) 


本書では、 メーカー オプションの E T C ユニットの 操作の みを 説明して います。 こ 
の E  TC ユニッ トを メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システムと セッ トで 装着 
された 方は、 ナビ ゲー ショ ン システムの 画面で、 現在の ETC システムの 状態、 E 
T  C 登録 情報 や 利用 履歴の 表示、 E  T  C の 設定 変更な どび でさます。 

詳しくは、 別冊の 「ナビ ゲー シヨ ン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 


>  ETC ユニツ ト について 


ETC ュニッ ト は、 
スの 中に あります。 


運転席 アッパー ボック 


はじめて ETC システムを ご 利用され る 前に、 ETC ユニッ トの セッ ト アップ 手続 
きび 必要です。 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 （セットアップ 手続きには 別途 費用 
び 発生し ます。） 


ETC ユニッ トの 内部に 異物な どを 入れないで くださし、。 


♦  ETC ユニッ トの 内部に 異物な どを 入れないで ください。 ETC ユニッ トび 故障す る おそ 
れ びあります。 

♦  ETC ユニットに 衝撃を 与えないで ください。 ETC ユニットび 故障、 破損す る おそれび 
あります。 

♦濡れた 手で ETC ユニットに 触れたり、 水 （液体な ど） を 付着 させないで ください。 

ETC ユニッ ト 内部に 水び 入り、 故障- 破損す る おそれび あります。 

•巧れ たと きは、 柔らかい 乾いた 布で 巧れ を ふき 取って ください。 ワックス、 シンナー、 ア 
ル コールな どは 絶対に 使用し ないで ください。 E  T  C ユニッ トび 変形- 故障す る 場合び あ 
ります。 

♦車両 1 台に 対して 複数の ETC ユニッ トを 取りつ ける と、 ゲートの 開閉 バーび 開かない 場 
合び あります。 
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' - 知識 - 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ U — モード、 または イグ ニッシ ヨン 
日 N モー ドのと さ 使用で さます。 

製品に 貼 5 れ ている シールに ついて 

本 製品は 電波法の 基準に 適合して います。 製品に 貼りつ けられて いる シールは その 証明です 
ので、 はび さないで ください。 また、 本 製品を 分解 •改造す ると 法律に より、 罰せられる こと 
びあります。 

車の ナンバー プレー トを 変更す る 場合は 

車の ナンバープレートび 変更に なった 場合は、 再度 ETC ユニッ トの セッ ト アップ 手続 さび 
必要と なります ので、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


ETC アンテナ について 

インス トル メン ト パネル 内 中央 付近に あります。 


^  路側 無線 装置との 通信の さまたげに ならない よう、 ETC アンテナ 上ち 

(インス トル メン ト パネル 中央 付近） には、 物を 置かないで ください。 


' - 知識 - 

フ □ン ト ガラスの 巧れ などに ついて 

フ □ン ト ガラスの 巧れ や 積雪び ひどい 場合は、 それらを 取り除いて ください。 
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) 各部の 名称 

IETC ユニッ ト について 


IETC カードに ついて 


金属 端子 （ I  C チップ） 

ETC 力ード 


▲  ETC 力ードの 取り扱いに ついては、 ETC 力ード 発行 会 

^ 胃」 社の 提示ず る 注意事項に したがってく ださい。 

♦  E  T  C カー ドの 取り扱いに ついては、 E  T  C カー ド 発行会社の 提示す るを 意 事項に したび 
ってく ださい。 

♦  E  T  C カー ドには 有効期限び あります。 有効期限 内の E  T  C カー ドを ご 利用く ださい。 
♦セ □八ン テープ •シールな どび 貼って ある ETC カード や、 金属 端 テ （I  C チップ） 桥ち 
れ ている E  T  C カー ドは 使用 しないで ください。 E  T  C ユニッ トび 正常に 作動し なくなっ 
たり、 ETC カードび 取り出せなくなる など、 故障の 原因と なるお それび あります。 
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ETC ① 取り扱い 


J 使用 するとき は 

■乗車 時の 操作 


エンジンを 始動し ます。 

ETC ユニットの 電源び 入り、 緑 ランプと 憧ラ 
ンプび 同時に 点灯した あと、 しばらく すると 消 
灯します。 

左 図の ように 正しい 挿入 方向で ETC カードを 
ETC ユニッ ト にしつ かりと 挿し 込みます。 

「ピ ッ」 と 音び して、 緑 ランプび 点滅し ます。 


•正しく 認証され た 場合 


音声 案内^ 

「ポ ーン ETC 力ー ドび 
挿入され ました」 

ETC ユニット 

緑 ランプび 点 巧した まま 

ETC システムは、 この 状態で ご 利用く ださい。 

※メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車では、 
エンジン 始動 後 しばらくの 間は、 E  T  C カー ドを 挿入して 
も 音声 案内され ない 場合び あり ます。 

•正 しく 認証され なかった 場合 

憧 ランプび 点滅し、 統 ー エラ ー コ ー ド (P.464 
参照） を 音声で お知らせ します。 


E  T  C ユニット や E  T  C カー ドに エラーび 発生した 場合は、 憧 ランプび 点 

約留 

滅 し、 統ー エラー コードを 音声で お知らせ します。 

超 嵐 

r 統ー エラー コード ー覽」 （P.464 参照） の 記載に したびって 対処して くだ 

さい。 

知識 


ETC ユニッ ト について 

> 程 ランプび 点灯して いると さは、 E  T  C ユニッ トの セッ ト アップ 手続 さびで さていな いので 
使用で さません。 

> 有効期限 切れ や 解約 済みの E  T  C 力ー ドは 使用で さません。 これらの カー ドを E  T  C ユニット 
に 挿入しても エラー 表示は されません び、 開閉 ノ く 一は 開 さません。 
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■降車 時の 操作 


イジ ェク トス イッチ 


安全な 場所に 停車し、 エンジンを 停止す る 前に 
ETC ユニッ トの イジ ェク トス イッチを 巧し ます。 

E  T C カー ドを 抜く 前に エンジンを 停止す ると、 
カー ドの 抜き 忘れを お知らせ する 音声 案内び 
ET C ユニッ ト より 出力され ます。 

(P.4 日 8 参照） 


cd  ETC ユニッ ト か！ 5  ETC カードを 抜きます。 


ETC 力 


- ド’  3 エンジンを 停止し ます。 


^  ng 緑 ランプが 点滅 中は E  T  C 力ー ドを 抜かないで くださし、。 


♦緑 ランプび 点滅 中は E  T  C カー ドを 抜かないで ください。 E  T  C カー ド 内の データび 破損 
する おそれび あります。 

♦  ETC ユニット や ETC カードに エラーび 発生した 場合は、 憧 ランプび 点滅し ます。 状況 
に応じて、 次の よ ラに 対応して ください。 

•統 ー エラー コード （日]〜 日 7) び 音声 出力され た 場合は、 「統 ー エラー コード ー 覧」 
(P.464 参照） に 記載され ている 処置に したびって ください。 

•エンジン 始動 時に エラーび 発生した 場合は、 いったん エンジンを 停止 させ、 再度 始動し 
てみ てくだ さい。 それでち エラーび 続く とさは、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
•  ETC 力ード 挿入 時に エラーび 発生した 場合は、 いったん ETC 力ードを 抜き、 挿入ち 
向を 確認して 再度 挿し 込んで みて ください。 それでち エラーび 続く とさは、 トヨタ 販売 
店で 点検を 受けて ください。 

•  E  T  C カー ドを 放置して 車から 離れないで ください。 

車内の 温度 上昇に より、 ETC カードび 変形したり、 ETC カード 内の データび 破損す る 
おそれび あります。 
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IE  TC の 作動 状態を 知る には 


ETC ユニッ トの 作動 状態 


ランプの 点' 打 状態 


• "エンジン スタート ストップ" スイ ッ 
チが 0  F  F のとき （エンジンび 停止） 

• "エンジン スタート ストップ" スイ ッ 
チび イグ ニッシ ヨン ON モードで、 ET 
C カードび 未 挿入のと き 


-緑 ランプ： 消 打 


S 

▲ 

□□□□□□□□□□□  r 
□□□□□□□□□□□ 

化  是 TC 

づ 

V0L 

V 

い  1  — — ' 

E T  C び 正常に 作動して いると き 

•  E  T  C カー ドび 正しく 認証され たと き 

•  E  T  C ゲー トで 正常に 通信で きたと き 

参 E  T  C ゲー トで 正常に 精算 処理び でさた とさ 


广緑 ランプ： 点な 


履歴 

□  □□□□□□□□□□  rU  1— 1  芒  Tr 

□□□□□□□□ □□□ 

VOL 

▲ 

V 

1  1 

ET C の 作動に 異常び あった とき 

•  E  T  C カー ドとは 種類の 異なる カー ドを 挿入し 
たと さ 

参 挿入した E  T  C カー ドび 正しく 認識され なかっ 
たと さ 

•  E  T  C システムに 異常び あるとき 

•  ET C ゲー トで 正常に 通信で きなかった とき 
参 E  T  C ゲー トで 精算 処理び でさなかった とさ 
•ET C の アンテナに 異常び あるとき 


I- 憧 ランプ： 点滅 


ii 

□  □□□□□□□□□□  口  A  是 TC 

□□□□□□□□□□□ 

VOL 

▲ 

而 T 

V 

'  1  1  " 

桓 ランプ： 点な 


ETC び セッ ト アップ 手続きされ ていない 
とさ 


へ 靈口 
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■有効期限 切れ 通知 

E T  C と 連動す る ナビ ゲー シヨ ン システムを 装着され ている 場合、 E  T  C カー ドを 挿入 
したと さ、 または ETC カード 挿入 状態で" エンジン スタート ストップ" スイッチを 
ア クセヴ IJ ー モード または イグ こッシ ヨン 日 N モードに すると、 次のように 有効期限 切 
れ 通知び 行われます。 ただし、 装着され た ナビ ゲー シヨ ン システムの 機種に よっては 通 
知び 行われない 場合び あ ります。 

[有効期限まで 1 ヶ月 拟 内の 場合] 

pg 

「ポー ン ETC カードの 有効期限は 今月末です カードを お確かめく ださい」 

画面 表 巧 

「E  T  C カー ドの 有効期限は 今月末です 力ー ドを お確かめく ださい」 

[有効期限 切れの 場合] 

pg 

「ポー ン ETC カードの 有効期限び 切れて います」 

画面 表 TF 

「E  T  C カー ドの 有効期限び 切れて います」 

* エンジン 始動 後、 すぐに ETC カードを 挿入す ると 音声 案内 および 画面 表示び されない こと 
びあります。 


▲於产 有効期限 切れ ETC カードでは 開閉 バーは 開 さません。 有効期限 内の ET 
C カー ドを ご 利用く ださい。 


. ^ A 知識 - 

ETC 力ー ドの 取り扱い について 

♦  E  T  C カー ドを 放置して 車から 離れないで ください。 E  T  C カー ドび 盗難に あ ラ おそれび あります。 

♦  E  T  C カー ドを 挿入して いると さは、 盗難を 防止す るた め 運転席 アッパー ボックスを 閉め 
ておいて  <  ださい。 

♦  E  T  C カー ドを 紛失して しまった 場合は、 すみやかに E  T  C カー ド 発行会社に 連絡して ください。 

カー ド 抜き 忘れ 警告に ついて 

♦ETC カードを 抜く 前に エンジンを 停止す ると、 ETC ユニットから 「ピー カードび 残 
ってい ます」 と 音声び 出力され ます。 

•カード 抜 さ 忘れ 警告の 音声を 出力し ないように する ことち でさます。 

•音声を 出力を させない 場合は、 車を 停車 させ、 ETC ユニットに ETC カードび 挿入 さ 
れ緑 ランプび 点 打して いる 状態で、 「履 固と 「麻 L」 スイッチを 同時に 約 2 砂 間 巧し 続 
けます。 操作を する ごとに 「音声 出力す る/音声 出力し ない」 び 切り替わり、 選択した 
設定び 保持され る （設定び 切り替わる） と ETC ユニットから 「ピッ ピッ」 と 音び しま 
す。 なお、 メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お乗りの ちは、 ET 
C 設定 画面で を 行えます。 詳しくは、 別冊の 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 書」 をご覽 ください。 

•  ETC ユニットの 音声 案内を 中止 （音量 日） に 設定した 場合は、 「ピー」 とブヴ ー音の 
み 出力され ます。 
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J 走行 中の 表示と 音声 案内 について 


走行 中は、 次のように E  T  C ユニッ トの ランプ 表示と 音声 案内び 行われます。 
ただし、 安全の ため 運転者は 走行 中に ランプ 表示を 見ないで ください。 

■  ETC ゲート （入口）、 検 ホし 所、 予告 アンテナ/ ETC カード 未 挿入 お 知 
5 せ アンテナを 通過し ます。 


予告 アンテナ /n 

E  T  C カー ド 未 挿入 お 知 5 せ アンテナ 


ETC ゲート （入口） 


車両 


進行 方向 

I- 緑 ランプ 
I- 憧 ランプ 


履歴 

□  □□□□□□□□□□  r-Li  r-L  广 

□  □□□□□□□  □□□ ― ― 

痛 

▲ 

VOL 

V 

II  1  1  つ' 

通信び 正常に 行われた かどう かにより、 
通知され る 内容び それぞれ 次のように 異 
なります。 

•通信び 正常に 行われた 場合 


ランプ 表示 

緑 ランプび 点 巧した まま 

通知 音※ 1 /※を 

「ピンポン」 

《 1 E  T  C カー ド 未 挿入 お知らせ アンテナを 通過 
したと さは、 通知され ません。 

《2 メーカー オプ シヨ ンの ナビ ゲー シヨ ンシ ステ 
ム 装着 車では 通知され ません。 

•通信び 正常に 行われなかった 場合 

憧 ランプ び 点滅し、 統 ー エラ ー コ ー ド 
を 音声で お知らせ します。 

「統 ー エラー コード ー 覧」 （P. 464 参照) 
の 記載に したびって 対処 してく ださい。 


ETC カード 未 挿入 お知らせ アンテナ、 ETC ゲート、 検札 所、 予告 アン 
テナ 付近では、 ETC カードを 抜かないで ください。 ETC カード 内の デ 
一夕び 破損す る おそれび あり ます。 


-"¢1 知識 


ETC ゲートを 通過 するとき は 

E  T  C カー ドび 未 挿入の 状態で、 予告 アンテナ や E  T  C カー ド 未 挿入 お知らせ アンテナを 通 
過した 場合は、 憧 ランプび 点滅し、 「ピー ETC を ご 利用で をません 气 I と 案内され ます。 
これは ETC び 利用で さない ことを お知らせす るち ので、 ETC ユニッ トび 故障した わけで 
はありません。 

※メーカー オプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車では、 「ポー ン ETC ゲートを 通過で さません」 
または r ポーン ETC 力ードび 挿入され ていません」 という 音声になります。 
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I  ETC ゲート （出 □/ 精算 用） を 通過した とき 


ETC ゲート （出口/精 算用)- 


車両 


R 

4 … ■ 進行 方向 


通信び 正常に 行われた かどう かにより、 
通知され る 内容び それぞれ 次のように 異 
なります。 


•通信び 正常に 行われた 場合 


ランプ 表示 

緑 ランプび 点 巧した まま 

通知 音 

「ピンポン」 

音 芦 案内 

通行 料金を 通知 

•通信び 正常に 行われなかった 場合 

憧 ランプび 点滅し、 統 ー エラ ー コ ー ドを 
音声で お知らせ します。 

「統 ー エラー コード ー 覧」 （P. 4 目 4 参照) 
の 記載に したびって 対処 してく ださい。 


^超 意 ETC ゲート 進入 時は、 十分 減速して < ださし、。 


参 ETC ゲート 進入 時は、 十分 減速して ください。 

♦  E  T  C ゲー ト 通過 時は、 E  T  C ゲー ト 付近に 表示され ている 案内に したびって 走行して く 
ださい。 

♦  E  T  C ゲー トの 開閉 バーび 開かない 場合は、 料金所 係員の 指示に したびって ください。 
♦その他、 道路 事業者の 発行す る 利用ち 法に したびって ください。 

♦必ず、 ETC ゲート （入口） で 使用した ETC カードで、 ETC ゲート （出 □/ 精算 用) 
または 検札 所を 通過して ください。 

♦  ETC カード 未 挿入 お知らせ アンテナ、 ETC ゲート、 検札 所、 予告 アンテナ 付近では、 
E  T  C カー ドを 抜かないで < ださい。 

E  T  C カー ド 内の データび 破損す る おそれび あります。 


' - 知識 - 

通行 料金の 音 芦 案内に ついて 

♦通知され る 通行 料金は、 割り 弓 I きな どに より 実際と 異なる 場合び あり ます。 

•他の ナビ 案内な どと 重なった ときは、 通行 料金び 案内され ない ことび あります。 

《 メー カーオプションの ナビ ゲーシ ヨン システム 装着 車 
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' - 知識 - 

ゲー ト 通過 時の 通知に ついて 

道路 側 システム により 通信び 正常に 行われた 場合、] つの ゲー トで 2 回 通知され る ことび あ 
ります。 

道路 設備に ついて 

♦予告 アンテナは、 料金所の 手前に 設置され、 ETC ユニットと 通信し、 ETC ゲートを 利 
用で さる かどう かを E  T  C ユニッ トを通 じて 運転者に あら か じめ 通知す るた めの アンテナ 
です。 

♦  ETC カード 未 挿入 お知らせ アンテナは、 料金所の 手前に 設置され、 ETC ユニットと 通 
信し、 正しく  ETC カー ドび 挿入され ていない 場合に E  T  C ユニッ トを 通じて 運転者に あ 
ら かじめ 通知す るた めの アンテナです。 

♦予告 アンテナ- ETC カード 未 挿入 お知らせ アンテナは、 道路 側の システム により、 設置 
されて いる 場合と 設置され ていない 場合び あり ます。 


目次 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


謂！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


461 


) 利用 履歴の 確認に ついて 

ETC ユニッ トの 利用 履歴 確認 スイッチで、 有料道路の 利用 曰 および 通行 料金を 
音声で 確認で さます。 

ETC カードび 挿入され、 緑 ランプび 点 巧した 状態で、 停車 中に 利用 履歴 確認 
スイッチを 押す と、 最新の 利用 履歴び 音声で 案内され ます。 

•利用 履歴 確認 スイッチを 押す ごとに、 
ちい 利用 履歴に 切り替わります。 なお、 
最 ちちい 利用 履歴の 次は、 最新の 利用 
履歴に 切り替わります。 

•案内 終了後、 約] 秒 iU 上 たって から 
スイッチを 押した 場合は、 最新の 利用 
履歴から 案内され ます。 


超 意 


ETC ゲート、 検札 所、 予告 アンテナ/ ETC カード 未 挿入 お知らせ アン 
テナ 付近では、 利用 履歴の 確認を 行わないで ください。 路側 無線 装置と 
通信び でさなくなる おそれび あります。 


' - 知識 - 

利用 履歴に ついて 

♦利用 履歴は E  T  C カー ドに 記録され るた め、 記録 件数は 使用す る E  T  C カー ドに より 異な 
ります。 爆大 1 日日 件） 

♦利用 履歴の 最大 記録 件数を 超えた 場合は、 最もち い 利用 履歴び 消去され ます。 

♦利用 履歴び ない 場合は、 r 利用 履歴はありません」 と 案内され ます。 

♦利用 曰の 情報び 正しくない 場合は、 r 利用 日付は 不明です」 と 案内され ます。 

♦通行 料金の 情報び 正しくない 場合は、 r 料金は 不明です」 と 案内され ます。 
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J 音量 調整に ついて 

ETC ユニッ トの 音量 調整 スイッチで、 ETC ユニッ ト から 出力され る 音声 
案内の 音量を 調整す る ことび でさます。 

E  T  C ユニッ トの 音量 調整 スイッチで、 
E T  C ユニッ ト から 出力され る 音声 案内 
の 音量を 8 段階に 調整す る ことび でさます。 


履歴 

□  □□□□□□□  □□□  1— 1 1 ― ,  ^jr 

□□□□□□□□ □□□ ― ― 

へ 

/VOL 

▲ 

"  1  1 バ 

音量を 

•大き く するとき は スイ ッ チの V ぶ L 側 

•ル さ くす ると さは スイッチの 載 L 側 
を 押します。 

音量を 調整す ると、 調整 結果び 音声で 案内 
されます。 


音量 

音声 案内 

1 〜 8 

「音量 〇〇 です」 

0 

「音声 案内を 中止し ます」 

^ 知識 


音量 調整に ついて 

♦音量 調整は、 1；( 下の ような 案内に 有効です。 

•未 セッ ト アップ 状態の 通知 
•エラー 発生 時の ブヴ ー音 
• 力ー ド 抜 さ 忘れ 警告 （P.4 己 8 参照） 

•利用 履歴の 確認 
• 音量 調整 時の 案内 

♦音量 調整を 中止 （音量 日） に 設定して あっても、 エラー 発生 時には 音量 1 で 出力され ます。 
♦  ETC ユニッ トび未 セッ ト アップ 状態 （セッ ト アップ 手続きを していない 状獻 の 通知は、 
ETC ユニットを 消音 （音量 日） にす ると 出力され ません。 
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c エラー コー ドに ついて ） 


) 統ー エラー コー ドー 覧 

エラーび 発生す ると、 憧 ランプび 点滅 するとと もに 統ー エラー コー ドび 音声 出力 さ 
れ ます。 この場合は、 しソ 下の 表に ち とづ さ、 処置を してく ださい。 

(例） エラー 日 3 び 発生した ときは、 次のように 音声で 案内され ます。 

音 芦 案内： 「ピ ッピッ カードを 読めません エラー 03」^ 

※メーカー オプションの ナビ ゲーシ ョン システム 装着 車では、 「ポー ン  ETC カードび 読め ませ 
ん 0 3」 という 音声で 車両の スピーカーから 通知され ます。 併せて ナビ ゲー ショ ン 画面に 「E 

TC カードび 読めません カードを お確かめ ください 03」 と 表示され ます。 


コード 

異常 状態 

想定され る 要因 

処置 

01 

ETC 力ード 
挿入 異常 

♦  E  T  C カー ドび 通信 時に 
挿入され ていない 
参 ETC カードの 挿入 状態び 
悪い 

E  T  C カー ドの 挿入 状態を ご 確認 
のうえ、 再度 挿入して ください。 

02 

データ処理 異常 

参 ETC カードへの 読出し、 
書込み エラー 

参 E  T  C カー ドと ユニット 
の 接点 不良 （ETC カード 
アクセス 中の 瞬断） 

♦読出し 中、 書込み 中 カード 
の イジ ェクト 

ETC 力ード 挿入 時： 

挿入され た E  T  C カー ドの データ 
び 読み出せませんでした。 再度 
挿入して ください。 

エラーび 解消し ない 場合は、 トヨタ 
販売店へ お問い合わせく ださい。 
ETC ゲー ト 通過 前： 

料金所に て 車両の 停止び 案内 さ 
れる ことび あります。 

車両 停止 後、 料金所 係員の 指示 
にした びって  <  ださい。 

ETC ゲー ト 通過 後： 

なの 料金所に て 車両の 停止び 案 
内され る ことび あります。 

料金所 係員の し''  る 一 般 レーン 
(ETC/ —般 共用 レーンを 含 
む） へ 進入して ください。 

03 

ETC 力ード 
異常 

参 ETC カードび 故障して いる 
参 1  C カード 1；( 外の カードび 
挿入され、 通信し ない 
参 ETC カードの 誤挿入 
(裏面、 挿入ち 向 違い） 

挿入され た カー ドび E  T  C カード 
であると 認識で さません でした。 
正しい E  T  C カー ドで ある こと、 
および 挿入ち 向な どを ご 確認の 
うえ、 再度 挿入して ください。 
エラーび 解消し ない 場合は、 トヨタ 
販売店へ お問い合わせく ださい。 
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コード 

異常 状態 

想定され る 要因 

処置 

04 

ETC ユニッ h 

故障 

自己 診断の 結果、 ETC 
ユニッ トび 故障して いると 
判断され た 

再度 エンジンを 始動して みて くだ 
さい。 

エラーび 解消し ない 場合は、 トヨタ 
販売店へ お問い合わせく ださい。 

05 

ETC 力ード 
情報の 異常 

♦ETC カードとの 認証 

フ ー 

♦  ETC カード じ (外の 1  C 
カー ドび 挿入 
♦認証 中 ETC カードの 
イジ ェクト 

参 未 セッ ト アップ 状態での 
ETC カードの 挿入 

挿入され た カー ドび E  T  C カード 
であると 認識で さません でした。 
正しい ETC カードで ある こと、 
および 挿入ち 向な どを ご 確認の 
うえ、 再度 挿入して ください。 
エラーび 解消し ない 場合は、 トヨタ 
販売店へ お問い合わせく ださい。 

06 

ユニッ ト 情報の 
異常 

路側 無線 装置との 認証 エラー 

ュニッ トと 料金所 間に おける 
データ処理に エラーび 発生し ま 
した。 

料金所 係員の 指示に したびって 
< ださい。 

07 

通信 異常 

路側 無線 装置との 通信び 途中 
で 終了 

' - 知識 - 

統 ー エラー コー ドに ついて 

•  ETC カード 未 挿入 お知らせ アンテナ などと 通信した ときに、 統ー エラー コード (07) 
と 通知され る ことび あります び、 ETC ユニッ トの 故障ではありません。 

♦  ETC ユニットの 無線通信を 利用して、 駐車場 管理 システムび 運用され ています。 有料 道 
路の 料金 支払いと 異なる 通信を 行った 場合、 統ー エラー コード （日 1) または （日 7) と 通 
知され る ことび あります び、 ETC ユニッ トの 故障ではありません。 

E  T  C ゲー ト 通過 後の エラー 発生 時は 

ET C ゲー ト 通過 後に エラーび 発生した 場合、 E  T  C カー ドを 抜く と エラー 音び 停止し ます。 
再度、 ETC カードを 挿入す ると 「ボーン ETC カードび 挿入され ました」 の 音声と 同時 
に 緑 ランプび 点 打し ますび、 次の 料金所に て 車両の 停止び 案内され る ことび あります。 
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》 記録され ている エラ ー コ ー ドを 確認す るには 

ET C ユニッ ト は、 最後に 発生した 統ー エラー コー ドを 記録して います。 
コードの 確認を する 場合は、 次の よ ラに 行います。 


7 イジ ェク トス イッチを 押し、 ETC 力 

- ドを 抜きます。 


利用 履歴 確認 スイッチを 約 2 秒 上 押 
します。 

最後に 案内され た 統ー エラー コードび 
音声で 案内され ます。 
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ま 内装 備品の ほい 方 

C サンバ イザー  ) 


曰 差しび まぶしい とさに 使用し ま 
す。 

側面に まわして 使用す る ことわで 
さます。 

' - づ^ム 知 識 - ^ 

便利 機能に ついて 

バニ テイ （化粧 用） ミラー 

サンバ イヴ ーの 裏側に ミラーび ついてい 
ます。 


♦ " エンジン スタート ストップ" ス 
イ ッチび イ グ ニッシ ヨン 0  N モードの 
ときに フタを 開ける と ランプび 点灯し 
ます。 

チケッ ト ホルダー 

運転席 サンバ イヴ ーの 表側に あります。 チ 
ケッ ト などを 収納す る ことび でさます。 


C シガ レツ トライ ター） 


シガ レッ トライ ターを 押し込んで 
手を 離します。 

ちとの 位置に もどったら 使用で さ 
ます。 

AIM 

♦シ ガレ ッ トライ ターの 金属 部分に 触れ 
ないで < ださい。 やけどを する おそれ 
びあります。 

♦シ ガレ ッ トライ ターの 故障 や 周辺 部の 
焼 損を 防ぐ ため、 次の ことを お守りく 
ださい。 

•シ ガレ ッ トライ ターを 押さえた まま 
にしないで ください。 

•他 車の シガ レッ トライ ターを 差し込 
まないで  <  ださい。 

•ソ ケッ ト から トヨタ 純正 品！; (外の 電 
気 製品の 電源を 取り出さないで くだ 
さい。 トヨタ 純正 品！; (外の 電源を 取 
り 出した 場合、 シガレット ライター 
を 使用す ると、 赤熱した シガレット 
ライターび 飛び出したり、 押し込ま 
れた まま 出て こない おそれび ありま 
す。 

' - づ^ム 知 識 - ^ 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイ ッ 

チび アク セヴ U — モード または イ グニッ 

シヨ ン日 N モー ドのと さ 使用で さます。 
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室内 装備 品の 使い方 


C  灰皿  ) 


■フ □ント 


•使用す ると さは、 フタを 押して 
開けます。 

•取りは ずす とさは、 プ □テク タ 
一を 押さえた まま 取りは ずし ま 
す。 

■  U ヤ 


使用す ると さは、 フタを 起こして 
開けます。 

出乂を 防ぐ ため、 次の ことを お守りく だ 
さい。 

♦マッチ、 タバコな どの 乂は 完全に 消し 
てから 灰皿の 中に 入れ、 確実に 閉めて 
< ださい。 

•灰皿の 中に 紙く ずな どの 燃え やすい も 
のを 入れないで  <  ださい。 


' — Ai 知識 - 

灰皿の 収納 場所に ついて 

次の 場所に 収納す る ことび でさます。 


r セカンド シート 1 
■スライド ドアの ボ トル ホルダー 
(P.487 参照） 


「 ヴー h ゾ—卜  1 
■クオ ータ ー トリムの ボ トル ホル ター 
(P.487 参照） 
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c  時計  ） 


) "時"" 分" を 調整 するとき は^^^^™ 

H ボタンを 押す と "時"、 M ボタンを 押す と" 分" び 早送りされ ます。 


) 正 時に 合わせる ときは 

時報と 同時に： 日日 ボタンを 押す と 正 時に 合わせる ことび でさます。 

•日〜 29 分は 切り下げられます。 

参 3 日〜 日 9 分は 切り上げられます。 

(例） 1 :〇〇 〜] :  29 の 場合は] :  00 に、] :30 〜] :己 9 の 場合は 2: 00 にな 
ります。 

'  知識  、 

時計の 表示に ついて 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 時刻び 表 
示されます。 

•秒 表示は あり ません び、 次の 場合は 日 砂 か ら 作動を 開始し ます。 

•  M ボタンを 押して 分を 調整 後、 M ボタンから 手を 離した とき 
• : 日日 ボタンを 押した とさ 
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C  ア クセヴ u— ソケット  ) 


室内 装備 品の 使い方 


車内で 電気製品を 使用す る ことび でさる ソケッ ト です。 
使用す ると さは フタを 開けます。 


▲免^ 昏^ アクセサリー ソケットを 使用 しないと きは、 フタを 閉めて 

^ 胃 I おいて  <  ださい。 

♦ア クセヴ U — ソケットを 使用 しないと さは、 フタを 閉めて おいてく ださい。 異物び ソケッ 
卜に 入ったり、 飲料水 等び かかったり すると、 故障したり、 ショート する おそれび ありま 
す。 

♦ エンジンび 止まった 状態で 長時間 使用す ると バッテ U —び あびる ことび あります。 また、 
エンジンび かかって いてち アイ ド U ング 状態で 長時間 使用す ると バッテ U —び あびる こ 
とびあります。 


. ^ ^ 知識 - 

アクセサリー ソケッ ト について 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチび ア クセヴ U — モード または イグ ニッシ ヨン 
0  N モー ドのと さ 使用で さます。 

♦使用す る 電気製品は、 必ず DC]  2  V で 最大 電流 1 日 A  (最大 消費 電力]  2 日 W)  下の 
電気製品を 使用 してく ださい。 

♦規定 容量を こえる 電気製品を 使用す ると、 車両 ヒューズび 切れる ことび あります。 
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c センター テー ブル ） 


レ バー 


口 人 乗りの み  ★  I 


上げます。 

•テーブルを 引 さ 上げたら、 確実 
に 固定された ことを 確認して く 
ださい。 

•カップ ホルダーと しても、 使用 
する ことび でさます。 

参 センター テーブルは、 セカンド 
シー トの 左ち 位置 調整び 外側に 
あると さの み 使用す る ことび で 
さます。 


もとに もどす とさは、 レバーを 引 
いて テーブルび 固定す るまで おろ 
します。 


A 響曽 


カップ ホルダーには、 カップ や 飲料 吿 外 
のちのを 入れないで ください。 急 ブレー 
キを かけた とさ や 衝突 時に、 収納して い 
たもの び 飛び出しけ びを する おそれび あ 
り 危険です。 やけどを 防ぐ ために 温かい 
飲み物には フタを してく ださい。 


テーブルの 上に 乗ったり、 重い 物を 置く 
など 無理な 力を かけないで ください。 破 
損 や 変形の 原因と なります。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


室内 装備 品の 使い方 

C  mm  ) 


》 ル ー ム ランプ ー 体フ □ン トパ ー ソ ナル ランプ 


■ルーム ランプ スイッチ 

•ルーム ランプ スイッチび ON の 位置のと さ 点灯し ます。 

•ルーム ランプ スイッチび 0  F  F の 位置のと さ 消灯し ます。 

•ルーム ランプ スイ ッチび D  0  0  R の 位置のと さは、 フ □ント ドア および ス 
ライド ドアを 開ける と 点灯し ます。 

詳しい 作動は P.476 の 「イルミ ネー テッド エン ト U — システム」 を 参照 
してく ださい。 

■フ □ント パーソナル ランプ スイッチ 

フ □ント パーソナル ランプ スイッチを 押す と、 押した 側の フ □ント パー ソナ 
ル ランプび 点灯し、 わ ラー 度 押す と 消灯し ます。 
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JIJ ヤ パーソナル ランプ 


G セカンド シート、 サード シート 上部] 


スイッチ 


•スイッチを 押す と 点灯し、 わう 一度 押す と 消灯し ます。 

参 ルーム ランプ ー体 フ □ント パーソナル ランプの ルーム ランプ スイッチび D 
0  OR の 位置のと さは、 スライ ド ドアを 開ける と 点灯し ます。 

詳しい 作動は P.476 の 「イルミ ネー テッド エン ト U — システム」 を 参照 
してく ださい。 


> ラ ゲージ ルーム ランプ 


スイッチを ON にしておくと、 バック ドアを 開けた とさ 点灯し、 閉める と 消 
灯します。 
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室内 装備 品の 使い方 


> ドア カー テシ ランプ ★ 

L フ □ント ドア J 


フ □ント ドアを 開けた とさ 点灯し、 閉める と 消灯し ます。 

>フ □ン トフ □ア まわり 照明 


車 幅 灯を 点灯させる と 点灯し ます。 


處 尸 打 バッテ U — あびり を 防ぐ ために、 エンジン 停止 中に 長時間 点 好 させないで 


' — 知識 - 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態に 関係な く 使用で さます。 
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c イルミ ネー テッド エントリー システム） 


> イルミ ネー テッ ド エントリー システムに ついて 国 

ドア □ック の 施錠 •解 錠、 ドアの 開閉、 "エンジン スタート ストップ" ス 
イッチの 状態、 シフト レバーの 位置に よって、 各部の 照明び 点灯 •消灯す る 
システムです。 


⑤ ルーム ランプー 化フ □ント パーソナル ランプ※ 

③リヤ パーソナル ランプ※ 

® フ □ント ドア 間接照明 ★ 

® スライド ドア 間接照明 ★ 

※ルームラン プ ー体フ □ント パー ソ ナル ランプの スイッチび DO OR のとき 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


室内 装備 品の 使い方 


J 作動の しかた  ^ 

下記の 作動は、 条件び 1 つし か 成立し ない 場合の 例です。 実際には、 いくつ  置 
かの 条件び 同時に 成立す る ことにより、 下記の 作動と 異なる 場合び あり ます。 


① •⑥ •③ 

④ •⑥ 

電子 キーを 携帯して 検 
知エ U アに 入った とさ 

消巧^約1日秒間点巧 

消 巧の まま 

ド' 

ア 

□ 

ツ 

ク 

いずれ かを 
解 錠した とさ 

消灯^約]己秒間点灯 

消灯^約]己秒間点灯 

いずれ かを 
施錠した とさ 

点巧^消灯 

消灯^消巧のまま 

消灯^ 消 巧の まま 

ド' 

ァ 

いずれ かを 
開けた とさ 
(バック ドアを 除く） 

すべてを 
閉めた とさ 
(バック ドアを 除く） 

点灯^約1己秒後に消巧 

点巧^約1己秒後に消巧 

エ 

ン 

ジ 

ン 

ス 

夕 

1 

卜 

ス 

卜 

ツ 

プ 

ス 

イ 

ツ 

チ 

の 

状 

有 旨 

OF  F ーア クセヴ 
U- モード 

点灯^消巧 

点灯^約1己秒後に消巧 

消な^ 消 巧の まま 

消な^ 消 巧の まま 

ア クセヴ U — モー 
ド- ►イ グニッ シヨ 
ン ON モード 

消灯の まま 

消灯^点巧 

エンジン 回転 中 

消灯の まま 

点灯の まま 

イグ こッシ ヨン ON 
モー ドー OFF 

消灯^約]己秒間点灯 

点灯^約1己秒後に消灯 

シ 

フ 

卜 

レ 

バ 

1 

の 

位 

置 

©から© じ (外 
にした とさ 

点 巧- ►点 巧の まま 

点打^減光状態で点打 

消灯^消灯のまま 

基本 操作 
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I 漏の 


關 if ① 
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索引^ 


477 


c  収納 スぺ ース  ) 


> 助手席 アッパー ボックス 


ボタンを 押して フタを 開けます。 
•閉める とさは そのまま フタを 下 
におろ し 確実に 閉めます。 


レバーを 引いて 開けます。 

•閉める とさは "カ チッ" と 音び 
する まで 確実に 閉めます。 


> 運転席 アッパー ボックス 


ボタンを 押して フタを 開けます。 

参 閉める とさは そのまま フタを 下 
におろ し 確実に 閉めます。 


rETC 装着 車を 除 < 1 

ボックスの 中に カー ド ホルダーび 
あ 0 ます。 

I  メーカー オプションの ETC 襄 是^ 

ボックスの 中に ETC ユニッ トび 
あります。 （P. 454 参照） 
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室内 装備 品の 使い方 


> 運転席 マルチボックス ★ 


-運輯 席 マルチボックス 


> 運転席 アンダー ボックス 


ツマ 5 を 引いて 開けます。 
•閉める とさは 確実に 閉めます。 


収納 ボックスの フタを 開けた まま 走行し ないで ください。 


W 又納 ボックスの フタを 開けた まま 走行し ないで ください。 

急 ブレーキを かけた とさな どに 荷物び 飛び出し、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険 
です。 

> 運転席 アッパー ボックスは、 走行 中に フタの 開閉を しないで ください。 とくに 八ン ドルの 
中に 手を 入れて フタを 開ける ような ことは しないで ください。 八ン ドル 操作に 支障を さた 
し、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


目次 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


謂！ ① 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


479 


c  = ち 表 おお 収納 ス ぺース ) 


G  販売店 装着 オプションの スペアタイヤ 装着 車を 除く] 


7 兰角 表示板を 収納 スペースに 置きます。 

兰角表 7J\ 板を ラゲ ー ジス ぺ ー スラし ろ 
側の < ぼみ にある 収納 スペースに 置 さ 
ふ ^  〇 


収納 スペース 


之 固定 用 ストラップを 穴に 差し込みまず。 

固定 用ス トラップの A 部を 穴 部 A に 差 
し 込みます。 

•固定 用ス トラップは 工具 袋の 中に 入 
つてい ます。 

•A 部を 差し込む 穴を 間違えな いよ ラ 
に 注意して ください。 
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室内 装備 品の 使い方 


固定 用ス トラップの フックを 引っかけ 
まず。 

固定 用ス トラップの フックを 穴 部 目に 
引っかけます。 

♦ス トラップの フックび 確実に ボディ 
側の 穴 部 巳に かかって いる ことを 確 
認 します。 


兰角 表示板 収納 スペースに 兰角 表示板を 収納 したと さは、 兰角 表示板び 確 

▲瞬 zp 与 実に 固定され ている ことを 確認して ください。 確実に 固定され ていないと、 
急 ブレーキを かけた とさな どに 兰角 表示板び 飛び出し、 思わめ 事故に つな 
びる おそれび あり 危険です。 


' - 知識 - 

収納に ついて 

兰角 表示板の ケースの 大 ささ、 形に よっては 収納で さない 場合び あります。 

固定 用 ストラップ について 

固定 用 ストラップは 工具 袋の 中に あります。 また、 使用 しないと きは、 工具 袋 （P.622 参 
照） にも どして おいてく ださい。 
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c  収納 ポケット ) 


J 各 席 ドア ポケット 

■フ □ント ドア 


■ヴー ド シート 
埋転席 側の み I 


収納 ポケッ ト 内に 転びり やすいちの や 凹面より 高さの あるち のを 置かな 

いで  <  ださい。 

曽目 

急 ブレーキ、 急 旋回した とさな どに 置いた ものび 飛び出し、 思わめ 事故 

につな びる おそれび あり 危険です。 
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c  □ング スライド コン ソー ル） 


室内 装備 品の 使い方 


口 人 乗りの み ★ I 

物入れ 


□ング スライ ド コンソールの 前 側に ル 物入れび あります。 
•ル 物入れは レノ  く 一を 弓 I いて 開けます。 


J テーブル 


トップ ボードを テーブル として 使用す る ことわで さます。 


を 靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


謂！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 
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) □ング スライ ド コンソールを 前後に スライ ドさせる ときは 画 


レバーを 引 さながら スライ ドさせます。 

•□ン グ スライ ド コンソールを フ □ン トシ ー トとセ カン ド シー トの 間で 固定 
する ことび でさます。 

•スライ ド させた あと、 □ング スライ ド コンソールを 軽く ゆさぶり 確実に 固 
定 された ことを 確認し ます。 


484 


室内 装備 品の 使い方 


ル 物入れの フタを 開けた まま 走行し ないで くださし、。 


•ル 物入れの フタを 開けた まま 走行し ないで ください。 急 ブレーキを かけた とさな どに 荷物 
び 飛び出し、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

•カップ ホルダーには、 カップ や 飲料 吿 がの ちのを 入れないで ください。 急 ブレーキを かけ 
たと さや 衝突 時に、 収納して いた ものび 飛び出しけ びを する おそれび あり 危険です。 また、 
使用して いないと さは フタを 閉めて おいてく ださい。 

♦走行 中は テーブルを 使用し ないで ください。 テーブルの 上に 物を 置いた まま 走行す ると、 
急 ブレーキを かけた とさな どに 物び 飛び出し、 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 


幽 i 


□ング スライ ド コンソールの スライ ド 操作 時に、 コンソール 内 カップ ホ 
ル ダー （P.486 参照） の カップ や 飲料 吿の ジュースな どをこ ぼさない 
よ ラを 意して ください。 
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カップ ホルダー 


[フ □ント I 


フタを 押す と 開 さます。 
•ホルダーの 幅を、 カップな どの 
大 ささに 合わせて 調整す る こと 
びで さます。 

•使用 しないと さは 格納 して おい 
てくだ さい。 


図の 方向に カップ ホルダーを 引 さ 
出します。 

•ホルダーの 幅を、 カップな どの 
大 ささに 合わせて 調整す る こと 
びで さます。 

•使用 しないと さは 格納 して おい 
てくだ さい。 


[セ カン ドシー ト アーム レス ト (8 人秉 り）] 


アーム レストに あります。 

•使用 しないと さは、 アーム レストを 格 
納し ておいて ください。 

♦7 人秉り 車の セ カン ド シー ト用 カップ 
ホルダーは、 センター テーブル にあり 
ます。 （P. 472 参照） 


カツ プ ホルダーには 、カツ プや 飲料 吿 外 のらのを 入れな 
いで  <  ださい。 


♦カップ ホルダーには、 カップ や 飲料 吿 1；( 外のを のを 入れないで ください。 急 ブレーキを か 
けたと さや 衝突 時に 収納して いたを のび 飛び出し、 けび をす る おそれび あります。 やけど 
を 防ぐ ために 温かい 飲み物には フタを してく ださい。 

♦急 ブレーキを かけた とさ や 衝突 時に、 カップ ホルダーに 体び 当たるな どして、 思わめ けび 
をす る おそれび あり 危険です。 カップ ホルダーを 使用 しないと さは 収納して おいてく ださ 
い。 


A 渥 意 

カップ ホルダーを 破損から 守る ため、 カップ ホルダーに 手を ついたり しな 
いで  <  ださい。 
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(  パ ミト ル Tlwl/ 夕一  ) 


室内 装備 品の 使い方 


■フ □ント シート 


フ □ント ドア （両側） にあります。 

■ヴー ド シート 


クオ ー タート U ム （両側） にあります。 


■セカンド シート 


スライド ドア （両側） にあります。 


走行 するとき や ドアを 開閉 するとき は、 ジュース などび 入って いる 紙 
コップ や ガラス 製の コップな どを 収納し ないで ください。 ジュース など 
び こぼれたり、 ガラス 製品び 割れたり する おそれび あり ます。 


- A 知識 


ボ トル ホルダ ー について 

♦ぺッ ト ボトルの フタを 必ず 閉めてから、 収納して ください。 

♦走行 するとき、 ドアを 開閉 するとき は、 ジュース などび はいって いる 紙 コップ や ガラス 製 
の コップな どを 収納し ないで ください。 ジュース などび こぼれたり、 ガラス 製品び 割れた 
りする おそれび あります。 

♦ぺッ ト ボトルの 大 ささ、 形に よっては 収納で さない ことび あります。 


A 


靈口 
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万-のと さ 
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買物 フック 


デッキ フック 


買物袋な どを 吊り 下 げて おく こと 
びで さます。 

•使用 しないと さは フック を 格納 
してく ださい。 


A 起 意 

♦フックを 使用 しないと さは、 格納して 
おいてく ださい。 指を 挟むな どして 思 
わめけび をす る おそれび あり ます。 
♦とく に 重たい もの や大 さな ものを フッ 
クに 吊り下げないで ください。 

フックび 折れたり、 走行 中には ずれた 
りする おそれび あります。 

最大 荷重 . 4  kg 


使用す ると さは、 フックを 取り出 
します。 


フックを 使用 しないと さは、 格納して お 
いてく ださい。 指を 挟むな どして 思わめ 
けび をす る おそれび あり ます。 


. ^ A 知識 - 

デッキ フックに ついて 

荷物の 固定 用と して 使用す る ことび でさ 
ます。 

♦フックは 2 力 所あります。 
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コート フックには、 八ン ガー- 重い もの- とびった ものを かけない でく 

A 驅 

ださい。 服を かける とさは、 八ン ガーを 使用せ ずに 直接 コート フックに 

かけて  <  ださい。 

S R S カーテン シールド エアバッグび 展開した とさに 飛ばされて 思わめ 

事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

ヴー ド シー ト 天井に コー ト フックび あります。 


コー ト フック 


室内 装備 品の 使い方 


謂！ の 


A 
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—0 
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C ア クセヴ u— コンセント ★ ) 


j アクセサリーコン セン トの 使い方^^^^^^ 


メイン スイッチを 押します。 

•作動 表示灯び 点灯し、 ア クセヴ U — 
コン セン トび 使用可能な 状態に なり 
ます。 

•スイッチを 押す ごとに "エンジン ス 
タート ストップ" スイッチび イグニ 
ッシ ョン ON モードと 0  F  F に 切り 
替わります。 

•ア クセヴ U — コン セン トを 使用し な 
いと さは、 メイン スイッチを OFF 
にして、 作動 表示灯び 消灯して いる 
ことを 確認して ください。 


三 アクセサリー コンセントの フタを 開け 
ます。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


室内 装備 品の 使い方 


▲免^ 昏^ アクセサリー コンセントを 使用 しないと きは フタを 閉めて 

^ 胃 I おいて < ださい。 

•ア クセヴ U — コンセントを 使用 しないと きは、 コンセントから 電気製品の プラグを はずし、 
フタを 閉めて おいてく ださい。 異物び コンセントに 入ったり、 飲料水な どび かかった りす 
ると、 故障したり、 ショート する おそれび あります。 

♦エンジンを 停止した 状態で 長時間 使用す ると バッテ U —び あびる ことび あり ます。 また、 
エンジンび かかって いても、 アイド IJ ング 状態で 長時間 使用す ると、 バッテ U —び あびる 
ことび あります。 

♦  A C アダプターを 直接 アク セヴ U — コンセントに 接続し ないで ください。 フタを 損傷した 
り、 A C アダプターび 目な 落す る おそれび あります。 


. ^ A 知識 - 

作動 条件に ついて 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン 日 N モードの とさ 使用で さます。 


アクセサリー コン セン ト について 

♦車内で 電気製品を 使用す る ことび でさます。 

•  AC100  V で 最大 消費 電力] 日日 W1； (下の 電気製品を 使用 してく ださい。 

•最大 消費 電力び 1 日日 W を こえる 電気製品を 使用す ると、 保護 回路び 働 さ、 使用で さな 
くなります。 この場合、 コンセントを はずして 消費 電力び] 日日 W1； (下に なれば 使用す 
る ことび でさます。 

♦消費 電力び 1 日日 W1； (下で あっても 次の ような 機器は 正常に 作動し ない 場合び あります。 
•起動時の 消費 電力び 大 さい 機器 （ブラウン管 式 テレビ、 コンプレッサー 式; 令 蔵 庫、 電気 
ポンプ、 電動 工具な ど)。 

•電源 周波数の 切り替え （己 日/ 6 日 Hz) の ある 機器 （時計、 オーディオな ど)。 

•精密な データを 計測す る 機器 （医療機器、 計量器な ど)。 

•その他 （マイコン 制御 式 電気毛布、 タッチ センサー 付 ランプな ど） 

♦使用す る 電気製品に よっては、 ラジオ や テレビに 雑音び 入る ことび あります。 

♦ア クセヴ U — コンセントの 電圧は、 市販の テスターでは 正確な 電圧を 測定で さません。 電 
圧の 確認び 必要な 場合は、 トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 
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C をな 確認 5 ラー J  

L レーン キーピング アシスト 装着 車を 除く  I 


ボタンを 押して 5 ラーを 開 さます。 

•使用 しないと さは ミラーを 収納し ます。 


後 席 確認 ミラーは、 走行 中に 使用し ないで ください。 走行 中に 使用す 
ると わさ 見 運転と なり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
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室内 装備 品の 使い方 


こステァリングスィッチ ^ 


A ン ドル 左側に ある スイッチで、 オーデ イオな どを 操作す る ことができます。 

f ー  ドの 切り替え や、 CD、 ラジオな どの 操作に ついては、 装着され た オー 
デ イオに より 異なる 場合 や、 操作で さない 場合び あります。 
•メーカーオプションの ナビ ゲー ショ ン システム 装着 車に お乗りの 方は、 別 
冊 「ナビ ゲー ショ ン システム 取扱 書」 を ご覧く ださい。 

•販売店 オプ シヨ ンのナ ビ ゲー シヨ ン システム や、 オーディオの 操作 方法は、 
各 取扱 書を ご覧く ださい。 


J 電源を入れる  ~ 1 

MODE 切り替え スイッチを 押します。 

スイッチを 押し 続ける と オーデ ィオの 電源び 0  F  F になります。 

•装着され た オーディオ により "ピ ッ" と 音び 鳴る ことび あります。 

J 音量を 調整す る  n 

音量を 大 さくす ると さは 音量 調整 スイッチの + 側、 ル さくす ると さは一側を 
押します。 

•スイッチを 押してす ぐに 手を 離す と、 音量を] ステップ ずつ 調整で さます。 
•スイ ッ チを 1 秒 (上 押 し 続ける と、 音量を 連続 して 調整で さます。 

安全運転に 支障び ないように 適度な 音量で お 聞 さく ださい。 

) モードを 切り替える  — I 

M 日 DE 切り替え スイッチを 押します。 

•電源び ON のと さ M 日 DE 切り替え スイッチを 押す ごとに （CD、 ラジオ 
など） び 切り替わります。 

> 選局- 選曲す る  — ! 

TUNE • TRACK スイッチを 押します。 

•スイッチを 押して、 お 聞 さに なりたい 放送局 や CD などで 再生したい 曲を 
選択し ます。 
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MEMO 
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安全- 快適 装備の 
解説と ミ 主意 


SRS エアバッグ . 496 

SRS エアバッグとは？  496 
SRS エアバッグの 
作動の しくみ  498 

SRS エアバッグが 
作動 するとき  499 

シート ベルト 関係 . 已 10 

シートベルトの 働 さ  曰 10 

EBD 巧 ABS、 

ブレーキ アシスト . 512 

ABS、 ブレーキ 
アシストとは？  曰 12 

AB S や ブレーキ アシストが 
作動して いると き  曰 13 

EBD の 働き  曰 14 

アクティブ トルク コン トロール 
4WD . 515 

アクティブ トルク コント □ー ル 
4WD とは？  曰 1 曰 

ミラー •ガラス 関係 . 517 

レイン クリア リング 
ミラー  曰 17 

撥 水 機能 付 ガラス  曰 19 

を 難 防止 システム . 520 

エンジン イモビ ライザー 
システムとは？  曰 20 

Super  ECT  . 521 

6Supe「ECT  とは？ 曰 21 


Super  CVT-i  •• 523 

Super  CVT-i  とは？ 曰 23 

TRC  •  S-VSC  . 525 

TRC とは？  曰 2 曰 

S-VSC とは？  曰 27 

ヒル スター ト アシスト 
コント □-ル . 528 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ル 
とは？  曰 28 

電子 制御 スロット ル 

(ETCS-  i  ) . 已 29 

電子 制御 

ス □ッ トルとは？  曰 29 

NAV  I  •  A  I  -SHIFT 
. 530 

NAV  I  •  A  I  -SHIFT 
とは？  曰 30 

デ イス チャージ 
ヘッド ランプ . 531 

デ イス チャージ 
へッ ド ランプとは？  曰 31 

プ ij クラッシュ セーフ テイ 
システム . 532 

プリ クラッシュ セーフ テイ 
システムとは？  曰 32 

イン テ IJ ジェン ト AFS  -  539 

インテリジェント 
AFS とは？  曰 39 
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SRS ※エアバッグ 

^SRS エアバッグとは？） 


SR S エアバッグは、 あくまでも 乗員 保護の 補助 装置で シー ト ベル トの 補助 
をす る わので、 SRS エアバッグの 効果を 発揮させる ためには、 正しい 姿勢 
と 正しい シー ト ベル トの 着用び 絶対 条件です。 

また、 正しく 取り扱えば 効果の ある SRS エアバッグ わ、 誤った 取り扱いを 
すると 効果を 発揮し ない ばかり か、 かえって 乗員に 傷害 または 死 t の 危険を 
与える おそれび あります。 

> デュアル SRS エアバッグ 

デュアル （運転席 •助手席） SRS エアバッグは、 運転者、 または 助手席 乗 
員に 重大な 危害び およぶ ような 強い 衝撃を 車両 前方から 受けた とさに 兩 くら 
み、 シートベルトび 身体を 拘束す る 働 さと 併せて、 乗員の 頭 や 胸な どに 作用 
する 衝撃を 分散- 緩和させる 働 さを する ものです。 


《 Supplemental  Restraint  System の 略で 「乗員 保護 補助 装置」 の 意味。 
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SRS エアバッグ 


、 S  R S ヴイ ド エアバッグ & S  R S カーテン シールド _ 
クェァ バッグ &SRS 二-ェァバッグ*  ■ 

SRS サイ ド エアバッグ*  SRS カーテン シールド エアバッグは、 フ □ント 
シ ー ト および' セカンド シ ー ト 、ヴ ー ドシ ー ト 左ち 席の 柔 員に 重大な 危害び お 
よぶ よ ラな 強い 衝撃を 車両 客室 部に 側 方から 受けた とさに、 衝撃を 受けた 側 
の SRS サイ ド エアバッグ*  SRS カーテン シールド エアバッグび 兩 くら 
み、 シートベルトび 身体を 拘束す る 働 さと 併せて、 SRS サイド エアバッグ 
はフ □ン トシ ー ト 乗員の 胸な どの 上体に、 S  R  S カーテン シール ドエ アバ ッ 
グはフ □ン トシ ー ト および セ カン ド シー ト 左ち 席 乗員の おもに 頭部に 作用す 
る 衝撃 力を 分散. 緩和させる 働 さする ものです。 

SRS ニー エアバッグは、 運転者の 挙動の 適性 化に より、 乗員の 衝撃 緩和を 
補助す るち のです。 

SRS サイ ド エアバッグ*  SRS カーテン シールド エアバッグは 乗員び いな 
くて ち而ぐ ら みます 0 


S R S カーテン シールド エアバッグ 
SRS サイド エアバッグ^ 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 
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Gs  R  s エアバッグの 作動の し  <  みリ 


、 デュアル S  R  S エアバッグ/ 

ク S  R  S 二ーエア バッ グの 作動 ★ 

車両 前ち 左ち 約 3 ぴ (内の ち 向か ら 乗員に 重大な 危害び およぶ よう な 強い 
衝撃を 受けた とさに 作動し ます。 

衝撃は 車両 前方- 車両 中央 床 部に 取りつ けられた センサーで 感知し、 SRS 
エアバッグを 兩 くらませ るよう コンピューターに 信号を 送り、 SRS ェ アバ 
ツグび 作動し ます。 


車両 前方に グ U ルガ ー ドな どを 装着す ると、 センサーび 正常に 衝撃を 感知で 
さなくな り、 S  R  S エア バッ グの 正常な 作動を 損な ラ おそれび あ ります。 


、 S  R  S ヴイ ド エアバッグ &  S  R  S 力ーテン __ 
ク シール ドエ アバ ッ グの 作動 ★ 

車両 側面 方向から 乗員に 重大な 危害び およぶ ような 強い 衝撃を 受けた とさに 
作動し ます。 

衝撃は 左ち センタ ー ピフ ー - 左ち スフ イド ドア* 左ち クオ ー タ ー ピフ ー •フ 
□ン トフ □ア. U ヤフ □アに 取りつ けられた センサーで 感知し、 SRS エア 
バッグを 兩 くらませ るよう コンピューターに 信号を 送り、 SRS エアバッグ 
び 作動し ます。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


C SRS エアバッグび 作動ず ると を） 


SRS エアバッグ 


シー ト ベル トを 正し < 着用して いる 乗員び、 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 
るよ ラな 強い 衝撃び あった 場合に 作動し、 重大な 傷害を 受ける おそれの 少な 
い 衝撃では 作動し にくく なって います。 

J 作動す る 場合 

車両 前ち 左ち 約 30°  内の 方向から 乗員に 
重大な 危害び およぶ よ ラな 強い 衝撃を 受け 
たと さに 作動し ます。 


SRS サイ ド エアバッグ- SRS カーテン 
シールド エアバッグは、 車両 側面 方向から 
乗員に 重大な 傷害び およぶ よ ラな 強い 衝撃 
を 受けた とさに 作動し ます。 


> 作動し にくい 場合  — ' 

■デュアル S  R  S エアバッグ /S  R  S ニー エアバッグ ★ 

次の ような ボディび 受ける 衝撃び 弱い 場合には、 作動し ない 場合び あります。 

•衝突 時に 変形* 移動し ない コンク U —卜の 
よ ラな 固い 壁に 正面衝突した とさであって 
わ、 衝突 速度び 約 2 日 km/h じ (下のと さは 
作動 しない 場合び あ ります。 


•衝突 時に 変形- 移動し ない 電柱 や 立 木な 
どの 狭い 範囲 に 正面衝突 したと さで あつ 
て わ、 衝突 速度び 約 3 日 下の 場合 
は 作動 しない 場合び あり ます。 


★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 
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次の よ ラな 場合に わ 衝突に よる 衝撃び 緩められる ため、 作動し ない 場合び あ 
ります。 


衝突した ものび 変形したり 移動した 場合は、 衝突に よる 衝撃び 緩められ るた 
め、 作動す る 車 速は 高くな ります。 


•例えば、 停車 中の 同程度の 重さの 車へ 正 
面から 衝突した 場合には、 約 日日 km/h 程 
度の 速度であって わ、 作動し ない 場合び 
あ 0 ます。 


•衝突の 方向 （角度） や 片側 衝突 （オフ セ 
ット 衝突） などに よっては、 さらに 高い 
速度であって わ、 作動し ない 場合び あり 
ます 0 
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SRS エアバッグ 


■  S  R  S サイ ド エアバッグ •  S  R  S カーテン シール ド エアバッグ 

次の ような ボディび 受ける 衝撃び 弱い 場合には、 作動し ない ことび あります。 


•斜め 側面 か ら 衝撃を 受けた 場合。 


•客室 部 (外の 側面に 衝撃を 受けた 場合。 
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> 本来の 効果を 発揮 しない 場合 

次の よう な 場合は 作動す る 場合ち あり ますび、 本来の 効果を 発揮し ません。 

•側面 や 後方 か ら 衝撃を 受けた 場合。 
(運転席* 助手席 SRS エアバッグ） 


> 車両び 横転- 転覆した 場合。 


> 車両 下部に 衝突を 受けた 場合 

次の ような 車両 下部に 強い 衝撃を 受けた とさには、 作動す る 場合び ありま 
す。 


•縁 F [な 尸し— ぶつかった 原 合。 
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SRS エアバッグ 


A 驅 

SRS エアバッグの 効果を 十分に 発揮させる ために、 

下の 項目を 必ず お守りく ださい。 

♦  S  R  S エアバッグは シー ト ベル トを 補助ず る 装置で、 シー ト ベル ト にげね る ものでは あり 
ません。 


乗車す ると さには、 必ず 次の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と 衝突した とさ 
などに S  R  S エアバッグの 効果を 十分に 発揮させる ことび できない ばかりでなく、 SRS 
エアバッグ びふく らんだと さの 強い 衝撃で 生命に かかわる 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 
場合 死亡に つなび る おそれび あり ます。 

•シートベルトを 正しく 着用して ください。 シートベルトを 着用して いないと、 急 ブレー 
キ などで 前ち に 放り出され ると 同時に SRS エアバッグび ふくらみ、 強い 衝撃を 受け 危 
険 です。 シートベルトの 正しい 着用に ついては、 P.27] を 参照して ください。 

• シー トを 正しい 位置に 調整し、 背ち たれに 背中を つけた 正しい 姿勢で シー トに 座って く 
ださい。 SRS エアバッグに 近づ さす ざた 姿勢で 乗車して いると、 SRS エアバッグび 
ふく らんだと さに 強い 衝撃を 受け、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危 
険 です。 

く 運転者の かたは > 

運転 操作び でさる 範囲で、 でさる だけ 八ン ドルに 近づ さす ざない ようにして 座って くださ 
い。 

く 助手席 乗員の かたは > 

助手席 S  R  S エアバッグから でさる だけ 離れて 後ち に 座って ください。 シー トの 前端に 座 
ったり、 インストルメントパネル にち たれ かかったり しないで ください。 シートの 調整、 
正しい 運転 姿勢に ついては P.2 ]  7 を 参照して く ださい。 


• ドアに もたれかかったり、 フ □ント ピラー- センター ピラー- U ヤ ピラー、 ルーフ サイド 部 
や 天井に 近づかない ようにして ください。 SRS サイド エアバッグ- SRS カーテン シール 
ドエ アバ ッグび ふくらんだ ときに 頭部な どに 強い 衝撃を 到ブ、 生命に かかわる ような 重大な 
傷 喜を 受ける おそれび あり 危険です。 とくに お テ さまを 乗せる とさには ミ 主意して ください。 


目次 


个呈 量。 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


H 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


503 


A 驅 

SRS エアバッグの 効果を 十分に 発揮させる ために、 下 
の 項目を 必ず お守りく ださい。 

•ひざの 上に ものを かかえる など、 乗員と S  R  S エアバッグの 間に ものを 置いた 状態で 走 
行し ないで ください。 SRS エアバッグび ふくらんだ とさに ものび 飛ばされ 顔に 当たつ 
たり、 SRS エアバッグの 正常な 作動び さまたげられ、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受 
ける おそれび あり 危険です。 

♦お テ さまを 乗せる とさには、 必ず 次の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と SR 

S エアバッグ びふく らんだと さの 強い 衝撃で 生命に かかわる 重大な 傷害に およぶ か、 最悪 

の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 

• お テ さまは U ヤシ ー トに 座らせて、 必ず シー ト ベル トを 着用 させて ください。 

• シー ト ベル トを 正しく 着用で さない ル さな お テ さまには、 テ 供 専用 シー トを U ヤ シート 
に 装着して ご 使用く ださい。 

•助手席には テ 供 専用 シートを うしろ 向 さに 絶対に 取りつ けないで くださし、 助手席 SR 
S エアバッグ びふく らんだと さ、 テ 供 専用 シー トの 背面に 強い 衝撃び 加わり 危険です。 
助手席 側の サンバ イヴ ーに、 同 内容の 警告 文び 表示され ています。 あわせて ご覧く ださ 
し、。 （P.48 参照） なお、 やむ を 得ず 前向きに して 助手席に テ 供 専用 シートを 取りつ ける 
場合には、 シートの 前後 調整 位置を いちばん うしろに して 取りつ けて ください。 


•お テ さまを 助手席 S  R  S エアバッグの 前に 立たせたり、 ひざの 上に 抱いたり した 状態で 
は 走行し ないで ください。 
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SRS エアバッグ 


A 驅 

SRS エアバッグの 効果を 十分に 発揮させる ために、 下 
の 項目を 必ず お守りく ださい。 

♦車両の 整備 作業の 場合には、 必ず 次の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と SR 
S エア バッ グび 正常に 作動 しなく なったり、 誤って ふく らむ など して 重大な 傷害に およぶ 
か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 これらの 作業び 必要な とさは、 必ず 卜 
ヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

•  SRS エアバッグ および インス トル メント パネルの 取りは ずし- 取りつ け- 分解- 修理 
などを しないで < ださい。 


• SR S サイ ドエ アバ ッグ 装着 車は、 フ □ン トシ ー トの 表皮の 張り替え やフ □ン ト シート 
の 取りは ずし- 取りつ け- 分解- 修理な どび 必要な とさは、 必ず トヨタ 販売店に ご 相談 
ください。 また、 フ □ント シートの 改造は しないで ください。 

• SRS 力ーテン シー ルド エアバッグ 装着 車は、 フ □ント ピラー •センター ピラー- U ヤ 
ピラー、 および ルーフ サイ ド 部 や 天井の 取りは ずし- 取りつ けな ど S  R  S カーテン シー 
ルド エアバッグ 格納 部 周辺を 分解- 修理し ないで ください。 


•サスペンションを 改造し ないで ください。 車 高び かわったり、 サスペンションの 硬さび 
かわる と、 S  R  S エアバッグの 誤作動に つなび ります。 

•車両 前部、 または 車両 客室 部の 修理を しないで ください。 不適切な 修理を 行う と、 SR 
S エアバッグ センサーに 伝わる 衝撃び かわり、 S  R  S エアバッグび 正常に 作動し なくな 
ります。 
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A 驅 

SRS エアバッグの 効果を 十分に 発揮させる ために、 下 
の 項目を 必ず お守りく ださい。 

•カー 用品な どを 装着す ると さは、 必ず 次の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と 
S  R  S エア バッ グび 正常に 作動 しなく なったり、 誤っ て ふく らむ など して 重大な 傷害に お 
よぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 

•SR S エアバッグの 展開 部を カバー や ステッカー などで 覆わないで ください。 


•インストルメントパネル 上に 芳香剤な どの ものを 置いたり、 傘な どを 立て かけない でく 
ださい。 助手席 SRS エアバッグび 正常に 作動し なくなったり、 ふくらんだ ときに 飛ば 
されて 危険です。 


•インス トル メン ト パネル 下部の S  R  S ニー エアバッグ 展開 部 周辺に ア クセヴ U —な どを 
取りつ けないで ください。 S  R  S ニー エアバッグ びふく らんだと さ 飛ばされて 危険です。 


506 


SRS エアバッグ 


SR  S エアバッグの 効果を 十分に 発揮させる ために、 下 
の 項目を 必ず お守りく ださい。 


>SRS サイド エアバッグ 装着 車は、 フ □ント シートに この 車 専用の トヨタ 純正 用品 （シ 
ート カバーな ど） 外の ものを 取りつ けないで ください。 この 車 専用の トヨタ 純正 用品 
外の ものび SRS サイ ドエ アバ ッグ 展開 部を 覆う と、 SRS サイ ドエ アバ ッグの 正常 
な 作動の さまたげと なります。 なお、 トヨタ 純正 シートカバー などを 装着 するとき には、 
商品に 付属の 取扱 書を よく お読みに なり、 正しく 取りつ けて く ださい。 


>  S  R  S サイ ドエ アバ ッグ 装着 車は、 フ □ント ドア やその 周辺に カップ ホルダー などの 力 
一 用品を 取りつ けないで ください。 SRS サイ ドエ アバ ツグび ふくらんだ とさに 飛ばさ 
れて 危険です。 


•  SRS カーテン シールド エアバッグ 装着 車は、 フ □ント ウインドゥ ガラス、 サイド ドア 
ガラス、 フ □ント ピラー •センター ピラー •  U ヤ ピラー および ルーフ サイド 部、 アシス 
トグ U ップや 天井な ど S  R  S カーテン シール ドエ アバ ッグ 格納 部 周辺に ア クセヴ U —- 
八  ンズフ  U  — マイク  •八ン ガーな どを 取りつ けないで ください。 SRS カーテン シール 
ドエ アバ ッグび ふく らんだと さに、 飛ばされて 危険です。 
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A 驅 

SRS エアバッグの 効果を 十分に 発揮させる ために、 下 
の 項目を 必ず お守りく ださい。 

•無線機の 電波な どは、 S  R  S エアバッグを 作動させる コンピューターに 悪影響を 与える 
おそれび あります ので、 無線機な どを 取りつ ける ときは、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださ 
い。 


•車両 前部に グ U ルガード や ウインチ などを 装着 するとき は、 トヨタ 販売店に ご 相談く だ 
さい。 車両 前部の 改造を すると、 SRS エアバッグ センサーに 伝わる 衝撃び かわり、 S 
RS エア バッ グの 誤作動に つなび り ます。 

♦ステア IJ ング パッド- インストルメントパネル 上部な ど SRS エアバッグ 展開 部は、 強く 
たたくな ど 過度の 力を 加えないで ください。 S  R  S エアバッグび 正常に 作動し なくなるな 
どして、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あります。 

♦  S  R  S エアバッグ びふく らんだ 直後は、 S  R  S エアバッグ 構成 部品に 触れないで ください。 
構成 部品び 大変 熱く なって いるた め、 やけどな ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険で 
す。 


S R S エアバッグが 正常に 作動した 場合 でら 次の ような 場 
合が あります。 

♦  S  R  S エアバッグは 非常に 速い ス ピー ドで ふく らむ ため、 S  R  S エアバッグとの 接触に よ 
り 打撲 やすり 傷な どを 受ける ことび あります。 


♦  SRS エアバッグび 作動す ると、 作動 音と とちに 白い 煙の ような ガスび 発生し ますび、 乂 
災 ではありません。 この ガスを 吸う と、 喘息な どの 呼吸器系を 患った 経緯の ある 人は、 呼 
吸び 苦 しくなる ことび あります。 

この場合は、 乗員び 車 外に 出ても 安全で ある ことを 確認して、 車 外に 出て ください。 なお、 
車 外に 出れ ない 場合は、 窓 や ドアを 開けて 新鮮な 空気を 入れて ください。 

また、 SRS エアバッグ 作動 時の 残留 物 （カスな ど） び 目 や 皮膚に 付着した とさは、 でさ 
る だけ 早く 水で 洗い流して ください。 皮膚の 弱い ちは、 まれに 皮膚を 刺激す る 場合び あり 
ます。 
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SRS エアバッグ 


S R S エアバッグが 正常に 作動した 場合で も 次の ような 場 
合が あります。 


♦衝突した ときな どに、 助手席 SRS エアバッグび ふくらむ ことによって、 車両の フ □ント 
ウインドゥ ガラスび 破損す る ことび あります。 

•一度 作動した SRS エアバッグは、 2 回目 降の 衝突では 再 作動し ません。 必ず トヨタ 販 
売店で 交換して ください。 同様に 連続して 衝突した 場合、 ] 回目の 衝突で SRS エア バッ 
グび 作動 すれば、 2 回目の 衝突では S  R  S エアバッグは 作動し ません。 

♦車 や SRS エアバッグを 廃棄す ると さは、 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 SRS エ 
アバ ッ グび 思いび けなく 作動し、 けび をす る おそれび あ ります。 

♦  S  R  S エアバッグび 収納され ている パッ ド 部 および フ □ン ト ピラー- センター ピラー •  U 
ヤ ピラー、 ルーフ サイド 部に 傷び ついていたり、 ひび 割れび あると さは、 そのまま 使用せ 
ずト ヨタ 販売店で 交換 してく ださい。 衝突 したと さな どに SRS エア バッ グび 正常に 作動 
せず、 けび をす る おそれび あります。 


>エ ン ジン 停止 時 および SRS エアバッグ 作動 時は、 フュー エル ポンプ 制御び 作動し、 燃料 
供給を 停止し、 燃料 もれを 最ル 限に おさえます。 燃料 供給の 停止を 解除す ると さは、 燃料 
もれび ない ことを 十分 確認して から、" エンジン スタート ストップ" スイッチを 一度 0 
F  F にします。 
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シー ト ベル ト 関係 

C シー ト ベル トの 働を^ 


プリ テン シヨ ナー & 

フオ ー ス リミッタ ー 付シ ー ト ベルト 


[フ □ン トシ ー ト ベルト I 


•プ U テン シヨ ナー 機構は、 前 席の 乗員に 重大な 危害び およぶ よ ラな 強い 衝 
撃を 車両 前方から 受けた とさに、 シートベルトを 瞬時に 巻 さ 取り、 適切な 
乗員 拘束 効果の 確保に 役立ちます。 

•フ オース U ミ ッ ター 機構は、 シー ト ベル トの 荷重を 規定値に 維持す る こと 
で 胸部への 衝撃を 緩和し ます。 


【衝突 ネリ 期に シー ト ベル トを 瞬時に 巻き 取る】 


【衝突 時 規定 荷重を 維持し なびら シー ト ベル トを引 
さ 出ず】 


) E  L  R 機構 付シー ト ベルト 

シー ト ベル トは 身体の 動 さに 合わせて 伸縮し ますび、 強い 衝撃で 身体び 前に 
倒れ そ ラな とさは、 ベルトび 自動的に □ック され 身体を 固定し ます。 

> プリ クラッシュ シート ベルト 

プ U クラッシュ シー ト ベルトに ついては P.532、 己 34 を 参照して くださし、 
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シー ト ベル ト 関係 


プリ テン シヨ ナー付 シートベルトを 着用 するとき は、 必ず 
次の ことを お守りく ださい。 


>プ|」 テン シヨ ナー付 シートベルトを 着用す ると さは、 必ず 次の ことを お守りく ださい。 お 
守りいた だかない とプ U テン シヨ ナ ーび 十分な 効果を 発揮せ ず、 重大な 傷害に およぶ か、 
最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり ます。 

•シ ート ベルトを 正しく 着用す る。 （P.271 参照） 

• シー トを 正しい 運転 姿勢の とれる 位置に 調整す る。 （P.21 7 参照） 

>プ|」 テン シヨ ナー付 シートベルトの 取りつ け- 取りは ずし- 分解な どを しないで くださ 
し、 また、 プ U テン シヨ ナー付 シートベルトを 修理す ると さは、 必ず トヨタ 販売店で 行っ 
てくだ さい。 プ U テン シヨ ナー付 シートベルトを 不適切に 扱う と、 正常に 作動し なくなっ 
たり、 誤って 巻 さ 取り、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり 
ます。 

>プ|」 テン シヨ ナー付 シー ト ベル トび 作動す る と S  R  S エア バッ グ / プ U テン シヨ ナー 警告 
好び 点灯し ます。 その 場合は シートベルトを 再 使用す る ことび できない ため、 必ず トヨタ 
販売店で 交換して ください。 


車 や プリ テン シヨ ナー付 シー ト ベル トを 廃棄 するとき は、 
必ず トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


>プ|」 テン シヨ ナー付 シートベルトび 作動す ると、 作動 音と とちに 白い 煙の ような ガスび 発 
生し ますび 乂災 ではありません。 また、 人体への 影響 もありません。 

> 車やプ U テン シヨ ナー付 シートベルトを 廃棄 するとき は、 必ず トヨタ 販売店に ご 相談く だ 
さし、 プ U テン シヨ ナー付 シートベルトび 思いび けなく 作動し、 けび をす る おそれび あり 
ます。 


- A 知識 


プリ テン シヨ ナー付 シー ト ベル トの 作動 条件に ついて 

プ U テン シヨ ナー付 シートベルトは、 車両 前方から 強い 衝撃を 受けた とさに 作動し ます。 次 
のよう な 衝撃び 弱い とさには、 作動し ない 場合び あります。 

♦コンク U —卜の 壁に 約 2 己 km/hiu 下の 速度で 正面衝突した とさ。 

なお、 次の よ ラ な 場合は 作動す る 場合 も あり ますび、 本来の 効果を 発揮 しません。 

参 側面 や 後方から 衝撃を 受けた とさ。 

♦車両び 横転、 転覆した とさ。 

作動 後に ついて 

プ U テン シヨ ナー付 シー ト ベル トは 一度し か 作動し ません。 玉 突 さ 衝突な どで 連続して 衝撃 
を 受けた 場合で ち、 一度 作動した あとは、 その後の 衝突では 作動し ません。 
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ブ レー キア シスト 

Cabs、 ブレーキ アシストとは 


>A目Sの働き 

A 目 S は、 急 ブレーキを かけた とさ や、 すべりやすい 路面で ブレーキを か 
けたと きに 起こる タイヤの □ック （回転び 止まる こと） を 防ぐ ことにより 
ス U ップを 抑制し ます。 


>ブ レーキア シストの 働 さ 


ブレーキ アシス ト は、 緊急 制動 時の 運転に 不慣れな 運転者び パニック 状態に 
陥った とさな どに、 ブレーキ ペダルび 強く 踏めず、 ブレーキ 性能を 十分に 発 
揮で さない 場合 や、 定員 乗車で 坂道を 降りる とさな どに 運転者の ペダル 踏 力 
を 増加 させ、 制動 力を 確保す る 装置です。 しかし、 A 目 S& ブレーキ アシス 
卜はス U ップの 抑制 や八ン ドルの 効 さ 方には 限界び あります ので、 過信す る 
ことなく 安全運転を/こ \ びけ ま しよう。 


また、 A 目 S や ブレーキ アシスト （S-VSC 装着 車） は、 車輪に 取りつ け 
られた センサー により タイヤの □ ックを 検出 します。 タイヤの 状態び シス テ 
ムに大 さく 影響し ますので、 タイヤの 状態には 細/こ \ の 注意を してく ださい。 
詳しくは、 P.82 の 「タイヤに ついての 注意」 をよ く お読み < ださい。 


《 1 Electronic  Brake  force  Distribution の 略で 「電子 制動 力 配分 制御」 の 意味。 
《2  Antilock  Brake  System  (アンチ □ッ ク. ブ レー キ. システム） の 略。 


512 


£6  0付八6  3、 ブ レーキア シスト 


A BS や ブレーキ アシス トび 作動して いると を 


> 運転に ついて 

> 急 ブレーキ 時は、 A 目 S や ブレーキ アシ 
ストび 効果を 発揮す るよ ラに、 ブレーキ 
ペダルを でさる だけ 早く、 強く 踏み 続け 
る ことび 必要です。 


参 急 ブレーキ 時に ポン ピン グ ブレーキ※ をし ないで < ださい。 ポン ピン グブ 
レーキを する と 制動 距離び 長くな ります。 

《 ブレーキ ペダルを 数回に 分けて ル 刻みに 踏む ブレーキ のかけ 方。 


思いき り 踏む。 


踏み 続ける。 


ゆるめたり、 ポン ピン グ はしない。 


> 作動に ついて 

A 目 S び 作動す ると、 次の よ ラな 現象び 発生す る ことび あります び、 異常で 
はありません。 

♦  A 目 S の 作動 音と とわに ブレーキ ペダルび ル 刻みに 動いたり、 車体 や八ン 
ドルに 振動を 感じたり、 車両 停止 後 わ f 一夕 一音び 聞こえる ことび ありま 
す。 

♦A 目 S の 作動び 終了す ると、 ブレーキ ペダルび 少し 奥に 入ったり する こと 
びあります。 

ブレーキ アシス トび 作動す ると、 次の よ ラな 現象び 発生す る ことび あります 
び、 異常ではありません。 


^s-vsc装着車1 

ブレーキ ペダルを 急速 度で 踏んだ とさ ブレーキび 強く かかる よ ラに なり、 作 
動 音と ともに ブレーキ ペダルび ル 刻みに 動く ことび あります。 また、 ABS 
び 作動す る こと び あ ります。 


S-VSC 装着 車を 除く 


ブ レーキ ペダルを 急速 度で 踏んだ とさ、 ブ レーキび 強 < かかる よ ラに なり、 
A 目 S び 作動す る ことび あります。 
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EBD の 働を 


A 目 S の 制御 技術を 応用 して、 車両の 走行 状態に 応じた 適切な 制動 力を 前後 
輪に 配分し ます。 これにより、 積載 時 や 減速 度に よる 荷重 変化に 応じ、 4 輪 
の 制動 力 配分を 適切に 行い、 高い ブレーキ 性能を 確保し ます。 さらに、 旋回 
中の 制動 時に わ 左ち 輪の 制動 力を コン ト □ー ルして 走行 安定性を 確保し ま 
す。 

處 爲 E  B  D 付 A  B  S や ブレーキ アシス トを 過信し ないで く ださ 

♦  E  B D 付 A B  S やブ レーキア シス トを 過信し ないで ください。 

E 目 D 付 A 目 S び 作動した 状態で もス U ップの 抑制 や八ン ドルの 効 さちには 限界び ありま 
す。 無理な 運転は 思わめ 事故に つなび り、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あ 
り 危険です。 E 目 D 付 A 目 S や ブレーキ アシストを 過信せ ず 速度を 抑え、 車間距離を 十分 
にと っ て 安全運転に/こ \ びけ てく ださい。 

•  E 目 D 付 A 目 S は タイヤの グ U ップ 限界を こえたり、 八イ ド □プレーニング 現象^び 起 
こった 場合は、 効果を 発揮で さません。 

※雨天の 高速 走行な どで、 タイヤと 路面の 間に 水 膜び 発生し、 接地 力を 失って しま ラ 
現象。 

•  E  B D 付 A B  S は 制動 距離を 短く する ための 装置では あり ません。 

次の 場合な どは、 E 目 D 付 A 目 S のつ いていない 車両に 比べて 制動 距離び 長くなる ことび 
あります。 速度を 控えめ にして 車間距離を 十分に とってく ださい。 

•砂利道、 新雪 路を 走行して いると き。 

• タイヤ チェーンを 装着して いると さ。 

• 道路の 継ぎ目な どの 段差を 乗り こえる とさ。 

• 凸凹 道 や 石 だた みな どの 悪路を 走行して いると さ。 

♦ブレーキ アシス ト は、 ブレーキ 本来の 能力を こえた 性能を 引き出す 装置ではありません。 
車両- 車間距離 などに 十分を 意して 安全運転に f こ、 びけ てくだ さい。 


' - 知識 - 

作動 条件に ついて 

♦  E 目 D 付 A 目 S、 ブレーキ アシスト （S-VSC 装着 車） は、 車 速び 約] 日 km/h を こえる 
と 作動で きる ようになります。 また、 車 速び 約 己 km/h まで 下び ると 作動を 止めます。 
♦雨の 曰に、 マンホールの フタ- 橋の 継ぎ目- 工事中の 鉄板な どの 上で ブレーキを 踏む とす 
ベり やすいた め、 E 目 D 付 A 目 S び 作動し やすくなります。 

作動 音に ついて 

•エンジン 始動 時 や 始動 後の 発進 直後に、 エンジン ルームから モーター 音 や "カ チッ" とい 
う 音び 聞こえる ことび あります。 これは、 E 目 D 付 A 目 S の 作動を チェック している とさ 
の 音で 異常ではありません。 

♦ブレーキ ペダルを 踏んだ とさ ル さな 巧 音び 聞こえる ことび あります。 これは、 ブレー キア 
シストの 機構び 作動して いると さの 音で 異常ではありません。 （S-VSC 装着 車を 除く） 
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アクティブ トルク コント □—ル 4WD 

し アクティブ トルク コント □ー ル 4WD とは？） 


r4WD  車 1 

コンピューター により、 通常 走行から コーナ U ング 時、 登坂 時、 発進 時、 加 
速 時 や 雪 や 雨な どで すべりやすい 路面な ど 様々 な 走行 状態に 応じて、 F  F 走 
行状 態から 直結 4WD 走行 状態まで 自動的に 制御し、 安定した 操縦 性と 走行 
安定性を 発揮す ると とわに、 良好な 燃費 性能を 実現 した 4W D です。 

•4WD オート モード スイッチを ON にす ると 制御を 行います。 スイッチに 
ついては、 P.377 の 「4WD オート モード スイッチの 使い方」 を 参照し 
てくだ さい。 

アクティブ トルク] ント □ー ル 4WD の 取り扱い 上の 注意び P. 7 日の 「4W 
D 車に ついての 注意」 に 記載され ています。 よく お読みに なり、 正しい 取り 
扱いを 理解して 安全運転に/こ \ がける ようにし ましょう。 

)4WD 走行  一 i 

4WD オート f ー ドス イッチび ON のと さに 作動し ます。 


安定 走行 （平坦な 郊外の 道路を 一定の 
速度で 走行して いると きな ど） は、 ほ 
ぼ F  F 状態で 走行し ます。 


■加速 時 や 雪道な どの 走行 （4WD 走行） 

コーナ U ング時 や 登坂 時、 発進 時、 加 
速 時、 雪 や 雨な どで すべりやすい 路面 
など 様々 な 走行 状態に 応じて、 最適な 
駆動力 （トルク） を 後輪へ 配分し、 F 
F 走行から 4WD 走行までを 自動的に 
制御し ます。 


■安定 走行 （ほぼ F  F 走行) 
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>F  F 走行 

4WD オート モード スイッチび 0 F  F の 状態です。 
より 燃費の いい 走行び 巧 能です。 


J タイヤに ついて 

アクティブ トルク コント □ー ル 4WD は、 タイヤの 状態び 車の 性能に 大 さく 
影響し ますので、 タイヤの 状態には 細/こ \ の 注意を してく ださい。 詳しくは、 
P.82 「タイヤに ついての 注意」 をよ く お読み < ださい。 


宙に 浮いた タイヤを、 むやみに 空輯 させないで ください。 


•脱輪な どに より、 いずれ かの 車輪び 苗に 浮いて いると さは、 むやみに 空転 させないで くだ 
さい。 前 •後輪の 回転 差び 激しい 状態び 続く と、 駆動 部品に 無理な 力び 加わり 焼 さつ さな 
どの 損傷を 受けたり、 焼 さつ さに より、 車両び 急に 飛び出し 思わめ 事故に つなび る おそれ 
び あり 危険です。 

♦タイヤは すべて 指定 サイズで、 同 ー サイズ •同  ー メ ー カ ー •同 一 銘柄 および' 同 ー トレッド 
パターン （溝 模様） の タイヤを 装着して ください。 また、 摩耗 差の 著しい タイヤを 混ぜて 
装着し ないで ください。 タイヤを 混在 使用す ると、 前後左右の タイヤで 常時 異常な 回転 差 
び 発生し、 駆動 系 部品に 無理な 力び かかり、 オイルの 温度び 上昇す るな どして オイル 漏れ 
や 焼 さつ さな どに より、 最悪の 場合、 車両 火災に つなび る おそれび あり 危険です。 

•次の 場合 も タイヤの 混在 使用と 同様、 駆動 系 部品に 悪影響を 与える ので、 タイヤの 空気 圧 
の 点検は 必ず 実施して く ださい。 

•  4 輪の 空気 圧の 差び 著 しいと さ。 

•空気 圧び 指定 値からは ずれて いると さ。 

♦タイヤの 摩耗を 4 輪と も 均等に し、 寿命を のばす ために タイヤの □ー テーシ ヨンを 行って 
ください。 （P. 己 67 参照） 

♦ディスク ホイールを 交換す ると さを、 指定！; (外の ディスク ホイールを 装着し ないで くださ 
し、 （P. 61 己 参照） 
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ミラー •ガラス 関係 

( レイン クリア リング 5 ラー つ 

> レイ ン クリア リ ング ミラーとは？ 

ドアミラーの 鏡面には 親 水 膜の コーテ ィングび して あり、 雨天 時な ど 鏡面に 付 
着した 水滴を 膜状に 広げる （親 水 効果） ことにより、 後方を 見やす くします。 

(  普通の ドアミラー  ) ( レイン クリア リング ミラー ~ 1 


※イ ラス トは イメージで 表わした もので、 実際 のちのとは 異なります。 


参 ミフ ー ヒ ー タ ー 装着 車は、 ミフ ー ヒ ー タ ー を 作動させる と、 水 膜び 晴れ、 
より ク U アな 視界び 得られます。 ミラー ヒーターの 操作に ついては、 
P. 299 を お読みく ださい。 

•通常の 手入れは 水洗いを する だけで 十分です。 

•霧雨 や ル 雨な どの 少量の 水滴に 対しては 親 水 効果び 低下し ます。 

•次の 場合、 一時的に 親 水 効果び 失われ ますび、 徐 々に 回復し ます。 

• ミラーの 巧れ を おさ 取った とさ 

• ミラーび 曇った とさ 

•自 動 洗車 機で ワックス 洗車を したと さ 

•長期 間、 地下 駐車場な ど 曰の 当たらない 場所に 駐車して いたと さ 
•回復 時間は、 巧れ の 量 や 種類に わより ますび、 晴天 時に 太陽光を] -2 曰 
間 当てる と 回復し ます。 親 水 効果を 早く 回復 させたい とさは、 鏡面を 中性 
洗剤 （シ U コーン •研磨 剤を 含まない わの） で 洗浄した あと、 多量の 水で 
洗い流して ください。 （力 ー シヤン プ ー やガ ラスク U — ナ ー の 中には、 シ 
U コーン* 研磨 剤び 入って いるもの わあります ので、 成分 表を よく お読み 
ください。） 
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▲が^ 胃 親 水 効果を 持続させる ため、 また ドアミラーの 傷つきを 防 
^ 胃 I 止す るた め、 次の 注意事項を 必ず 守って ください。 

♦撥 水 剤 （シ IJ コーン 入りの スプレー •溶剤な ど） •油 膜 取り 剤 （コン パウンド 入りの スプ 
レー •溶剤な ど） は 使用し ないで ください。 また、 ドア ガラス や ボディに 撥 水 剤 •油 膜 取 
り 剤 •ワックスを 使用す ると さは、 ドアミラーの 鏡面を タオルな どで 覆い、 ドアミラーに 
付着し ないように してく ださい。 万一 付着した とさは、 カーシ ャン プー やガ ラスク IJ ーナ 
一な どで 洗 ミき した あと、 多量の 水で 洗い流して ください。 （カーシ ャン プー やガ ラスク U 
ーナ ーの 中には、 シ U コーン •コンパ ウン ドび 入って いるもの もあります ので、 成分 表を 
よく お読みく ださい。） 

♦親 水 膜の 効果を 持続させる ため、 ドアミラーび 凍結した とさは プラスチックの 板な どで 削 
り 落とさずに、 温水を かける か、 ミラー ヒーターを 作動させる （ミラー ヒーター 装着 車の 
み） などして 解氷して ください。 

♦ ドアミラーの 巧れ を} 式 さ 取る とさは、 されい な タオルで} 式 さ 取って ください。 
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ミラー- ガラス 関係 

し 撥 化 機能 付 ガラス ~ ) 


> 撥 水 機能 付 ガラスとは？  一 

フ □ント ドア ガラスには、 撥 水 膜の コーテ ィングび して あり、 ガラスに つ 
いた 雨水な どを はじさ、 雨天 時の 視界を 良くし ます。 また、 コーティング 
により、 ミ 尼 •油 膜 •水ア カび つ さに くくな り、 霜 や 着氷 わ 落とし やすくな 
ります。 


※イ ラス トは イメージで 表わした もので、 実際の ものとは 異なります。 


▲  ^ 胃 水滴を はじく 持続 期間には 限りが あります。 長持ちさせる 
^ なぶ 1 ために 次の 注意事項を 必ず 守って ください。 

♦撥 水 機能 付 ガラスび 巧れ ている とさは、 なるべく 早めに やわらかい 湿った 布な どで 清掃し 
て  <  ださい。 

•ガラスの 泥な どの ミちれ び ひどい とさは、 巧れ を 取り除い てから、 フ □ント ドア ガラスの 開 
開を 行って ください。 

•撥 水 機能 付 ガラスを 清掃す ると さは、 コン パウンド （みび さ 粉） の 入った ガ ラスク U —ナ 
一 や ワックスは 使用し ないで ください。 また、 ガ ラスク U —ナー 使用 時に 白 曇りす る 場合 
は、 湿った 布で おさ 取って ください。 

♦自動 洗車 機を 使用す ると さは、 撥 水 機能 付 ガラス 表面の ミ 尼な どの 巧れ を 落と してから 洗車 
して  <  ださい。 

♦金属製の ちので 霜 取 りな どを しないで く ださい。 

♦撥 水 機能 付 ガラスは 消耗品です。 水滴のは じさび 悪く なった とさは、 補修び 必要です。 ま 
た、 コーテ ィングを 除去す る ことを でさます。 詳しくは、 トヨタ 販売店に おたずね くださ 
い。 
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盜難 防止 システム 

L エンジン イモビ ライザー システムとは？） 


車両の 盗難 防止の ために、 電子 キーに 信号 発信 機を 内蔵して おり、 あら かじ 
め 登録され た 電子 キー (外では エンジンを 始動で さない ようにした システム 
です。 

♦電子 キーに 登録され た 信号は 車 ごとに 異なります。 

参" エンジン スタート ストップ" スイッチを 0  F  F にす ると、 システム 
び 作動し、 セキ ュ U ティ 表示灯 （P.33 □参照） び 点滅し ます。 

•登録され た 電子 キーを 携帯し、" エンジン スター トス トップ" スイッチ 
を 押す と、 システムび 解除され、 セキ ュ U ティ 表示灯び 消灯し ます。 
♦車両から 離れる 場合は、 車内に 電子 キーを 残さないで ください。 


處超琶 盗難 防止 システムの 故障を 防ぐ ために 次の ことを お守り 下 

♦電子 キーは 信号 発信 機を 内蔵して いる 電子 部品です。 故障を 防ぐ ために 次の ことを お守り 
<だ さい。 

•電子 キーを 無理に 曲げたり、 強い 衝撃を 与えたり しないで ください。 

• ダッシュ ボー ドの 上な ど 高温になる 場所に 置かないで ください。 

•磁気を 帯びた キーホルダー などを つけないで ください。 

•電子 キーを 超音波 洗 ミき 機な どでは 洗 ミき しないで ください。 

♦エンジン イモ ビラ イヴ ー システムの 改造 や 取りは ずしを しないで ください。 システムび 正 
常に 作動 しない おそれび あり ます。 


. ^ A 知識 - 

メンテナンス について 

エンジン イモ ビラ イヴ ー システムの メンテナンスは 不要です。 
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Super  ECT 

C  6  Super  ECT とは？  3 


r3.5L 車  I 

6  Super  ECT は、 フレックス □ック アップ システム や A  I -SHIFT など 
により、 燃費 性能と 快適な 走行を 両立した 電子 制御 オートマチック トランス 
S ッシ ョンです。 

> フレックス □ック アップ システムの 働き 

トランスミッションの 伝達 効率を 上げ、 燃費 性能を 高める システムです。 
•シフト レバーび® のす ベての ギヤ 段、 および® の 6、 日、 4 速に あれば、 
自動的に 作動し ます。 

>A  I  ※一 SHIFT の 働き 

A  I  一 SHIFT には、 1^(下のシステムから運転者の意思と道路状況を推定し、 
最適な 走行 パターンへ 自動的に 切り替える ことにより、 快適で 安全な 走りを 
実現した システムです。 

•シフト レバーび® にあれば、 自動的に 作動し ます。 
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■登 降 坂 変速 制御システム 

アップダウンの ある ワイン ディン グ路 などを 走行して いると さに、 登坂して 
いると 判断され た 場合、 己 速への シフト アップを 制限し、 4 速に よる スムー 
ズな 走行を 実現し ます D 

また、 降 坂 時では 日 速で 走行して いると さに、 降 坂して いると 判断され た 場 
合、 ブレーキを 踏む と 自動的に 4 速に シフトダウンし、 エンジンブレーキび 
かかります。 


A 超 意 


走行 中、 エンジン 警告 灯 （P.343 参照） び 点 打した とさは、 オート マチ ッ 
ク トランス ミッション 電子 制御システムの 異常び 考えられ ますので、 トヨ 
夕 販売店で 点検を 受けて ください。 
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Super  C  VT—  i 

G  Super  CVT— i  とは？） 


を 4L 車 I 

Super  CVT-  i は、 無 段 変速 システム や □ック アップ システム、 登 降 
坂 変速 制御システムとの 統合 制御な どに より、 なめらかで 快適な 走行と 燃費 
性能を 両立 させた 電子 制御 無 段 変速機です。 


J 無 段 変速 システムの 働き 

無 段 変速 システムは、 一対の プー U —と 金属べ ル ト によって 無 段に 変速を 行 
います。 そのため、 変速 ショックの 少ない スムーズな 走行び 可能です。 

また、 エンジンの 出力を 効率よ く 引 さ 出す ことび でさる ため、 優れた 低 燃費 
性を 実現して います。 


J  □ック アッ プ システムの 働き 

トランスミッションの 伝達 効率を 上げ、 燃費 性能を 高める システムです。 
参 シフト レバーび® または ⑩ にあれば、 自動的に 作動し ます。 
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) 登 降 坂 変速 制御システムの 働き 

アップダウンの ある ワイン ディン グ路 などを シフ トレバーを® にして 走行し 
ている とさに 登坂して いると 判断され た 場合、 シフト アップを 制限し、 スム 
ーズな 走行を 実現し ます D 

また、 降 坂 時では 降 坂して いると 判断され た 場合、 ブレーキを 踏む と 自動的 
に シフ ト ダウンし エンジンブレーキび かかります。 


超 意 


走行 中、 エンジン 警告 灯 （P.343 参照） び 点灯した とさは、 オート マチ ッ 
ク トランス ミッション 電子 制御システムの 異常び 考えられ ますので、 トヨ 
夕 販売店で 点検を 受けて く ださい。 
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TRC  •  S-VSC* 

C TRC  ^ とは？  ) 


> TRC の 働き 

すべりやすい 路面での 発進 時 や 加速 時に、 過剰な 駆動力に より 生ずる 駆動輪 
の ホイール スピンを 抑え、 車両の 方向 安定性と 駆動力を 確保し ようとす る 装 
置です D 

参 車輪び ス U ップ しはじめ ると 車輪 速 センサーからの 情報で コンピューター 
びス U ップを 感知し、 エンジン に対して 出力を 一瞬 下げる ようにし、 また、 
必要に応じて ブレーキを かけます。 これにより、 過剰な 駆動力を 抑え、 ス 
U ップを 防止し ます。 

•  TRC び 作動す ると、 ス U ップ 表示灯 （P.333) び 点滅し ます。 この 
とさ、 車両の 振動を 感じる ことび あります び、 これは ブレーキ 制御に よ 
る もので、 異常ではありません。 

)TRC のしく み  — ! 


タイヤの ス U ップは 4 輪に 取りつ けられた センサーからの 信号を 比較し、 い 
ずれ かの 信号の みほ かの 車輪より 多い 場合、 XU ップ している と コン ピュー 
ターび 判断し ます。 それに よって、 ス U ップ している タイヤの 駆動力を 抑え 
よ ラと ブレーキを かけたり、 エンジンの 出力を 一時的に 抑えたり して、 XU 
ップを 抑制させます。 


《 Traction  Control  (トラ クシ ヨン •コント □— ル） の 略。 
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>TR C と タイヤの 関係に ついて 

T  R  C は、 車輪に ついている センサーからの 信号を 基準に 作動させる ため、 
4 輪の 中で] 輪で わ タイヤの 種類び 異なる と、 信号の 出方び かわり、 コン ピ 
ユー ターび ス U ップと 判断し ます。 

•タイヤの 状態び システムに 大 さく 影響し ますので、 タイヤの 状態には 細/こ \ 
の 注意を してく ださい。 詳しくは、 P.82 の 「タイヤに ついての 注意」 を 
よく お読み  <  ださい。 


TR C を 過信し ないで ください。 T  R  C び 作動した 状態で も 車両の 方向 安 
^  定性の 確保には 限界び あります。 無理な 運転は 思わめ 事故に つなび る おそ 

れび あり 危険です。 常に 安全運転に/こ \ びけ、 ス U ップ 表示灯 （P.333 参 
照） び 点滅した ときは、 とくに 慎重に 運転して ください。 


' - 知識 - 

作動 条件に ついて 

♦通常は "エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに すると、 
TRC び 作動 可能 状態に なり ます。 

♦  VSC 警告 灯 （P.341 参照） び 点 打して いると きは、 TRC は 作動し ません。 

作動 チェック について 

エンジン 始動 時 や 始動 後の 発進 直後に エンジン ルームから "カ チカ チ、 トン" とい ラ 音び 聞 
こえる ことび あります。 これは システムの 作動を チェック している 音で、 異常では ありませ 
ん。 
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TRC  •  S-VSC 


s-vsc ※とは？ 


S-VSC は、 電動 パワー ステア u ングと 協調 制御し、 急激な 八ン ドル 操作 
やすべり やすい 路面での 旋回 時の 横 すべりな どを 抑制す るた め、 自動的に ブ 
レーキ や エンジンの 出力な どを 制御して、 車両の 安定性を 確保し ようとす る 
システムです。 

♦  S-VSC び 作動す ると、 ス U ップ 表示灯 （P.333 参照） び 点滅し ます。 
♦タイヤの 状態び システムに 大 さく 影響し ますので、 タイヤの 状態には 細/こ \ 
の 注意を してく ださい。 詳しくは、 P.82 の 「タイヤに ついての 注意」 を 
よく お読みく ださい。 


S-V  S  C を 過信し ないで ください。 S-V  S  C び 作動した 状態で も 車両の 
方向 安定性の 確保には 限界び あります。 無理な 運転は 思わめ 事故に つなび 
る おそれび あり 危険です。 常に 安全運転に /こ\ びけ、 S-VSC 作動 警告 ブヴ 
- (断続 音） び 鳴ったり、 ス U ップ 表示灯 (P.333) び 点滅した ときは、 
とく に 慎重に 運転して く ださい。 


知識 


作動 条件に ついて 

♦  S-V  S  C は 車 速び 約] 已 km/h を こえる と 作動で きる ようになります。 

参 VSC 警告 好 （P.341) び 点灯して いると きは、 S-VSC は 作動し ません。 

V  S  C 作動 警告 ブザーに ついて 

車両び 横 すべりし そうに なった とさに 断続 音び 鳴ります。 

♦運転 状況によっては、 ス U ップ 表示 好 （P. 333 参照） の 点滅の みで 警告す る 場合び あり 
ます。 

作動 チェック について 

エンジン 始動 時 や 始動 後の 発進 直後に エンジン ルームから "カ チカ チ、 トン" という 音び 聞 
こえる ことび あります。 これは システムの 作動を チェック している 音で、 異常では ありませ 
ん。 


《 S-VSC  は、 Steering-assisted  Vehicle  Stability  Control  (ステアリング アシス テッド‘ 
スタ ビ U テイ- コント □- ル） の 略。 


ビーク ル • 
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ヒル スター ト アシス ト コン ト □—ル 

L ヒル スター ト アシスト コント □— ルとは？） 


[s-vsc 装着 車] 


：> ヒル スタート アシスト コント □ー ルの 働き 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは、 急な 上り坂 やすべり やすい 上り坂を 
発進す ると さ、 ブレーキから アクセルへ 踏み かえる 際に 発生す る 車両の 後退 
を 自動的な ブレーキで 防止し、 発進を 容易に する 装置です。 

> 制御の 切り替え 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは、 ブレーキ ペダルを 踏んで 停車 中に 要 
に ブレーキ ペダルを 踏み込む と、 作動 条件 （P. 3]  6 参照） び 満たされ てい 
たと さに "ピ ッ" とブヴ ーび 一回 鳴り 作動 状態になります。 

•ヒル スタート アシスト コント □ー ル 作動 中は、 ス U ップ 表示灯 （P.333 
参照） び 点滅し ます。 また、 同時に 制動灯 わ 点灯し ます。 

•作動 時間は、 ブレーキ ペダルから 足を 離して 約 2 秒 間です。 


瓜 ヒル スター ト アシス ト コント □ー ルを 過信し ないで くださ 

♦ヒル スタート アシスト コント □ー ルを 過信し ないで ください。 極端に 急な 上り坂、 凍結し 
た 上り坂、 ミ 尼 状の 上り坂では 発進び 困難な 場合び あります。 慎重に 発進して ください。 
♦ヒル スター ト アシス ト コン ト □ー ルは パーキング ブレーキ のよ ラに 車を 長時間 駐 停車す る 
ための 装置ではありません。 坂道での 長時間の 駐 停車の ために 使用し ないで ください。 思 
わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
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電子 制御 スロット ル （ETCS— い） 

C 電子 制御 ス □ッ トルとは？） 

電子 制御 ス □ッ トルは、 各 運転 条件に おいて アクセル 開 度に 対する エンジン 
出力を 最適に コン ト □ー ルし、 車両の 優れた 操作 性を 確保す る 装置です。 
エンジン 電子 制御システム などとの 統合 制御に より、 様々 な 運転 領域に わた 
つて、 良好な アクセル コント □-ル 性と 優れた 車両 安定性を 実現して います。 


エンジン 警告 打 （P.343 参照） び 点灯し アクセル ペダルを 踏んでも エン ジ 
ン 回転 数の 上昇び 鈍い とさは、 電子 制御 系の 異常び 考え られ ます。 

このと さは、 低速で 走行び でさます。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 受け 
て  <  ださい。 

なお、 この 低速 走行 中に 万一、 電子 制御 系の 異常び 解消した 場合で も、 エ 
ン ジンを 停止す るまでは、 正常 状態に 復帰す る ことはありません。 


《 E  T  CS—  i  は、 Electronic  Throttle  Control  System— intelligent  (エレ ク ト □ニック- ス □ッ トル • 
コント □- ル. システムーイン テ U ジェン ト） の 略。 
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NAV  I  •  A  I  ※- SHIFT* 

CNAVI  •  A  I 《一SHIFT  とは？^ 


シフト レバーび®、 車 速び 約] 己〜 1 日日 km/h のと さ、 作動し ます。 

作動 中は、 ナビ ゲー シ ヨンの 道路 形状 情報 （コーナー •交差点)、 道路 勾配 
情報、 運転者の アクセル •ブレーキ 操作の 情報を もとに、 オートマチック ト 
ランス ミッションの 変速 比を 自動的に 切り替えます。 


シフトダウン 


状況に より 作動し ない ことび あります ので、 NAVI  •  A  I  -SHIFT を 過信 
胃 S  せず、 常に 道路 状況に を 意し、 安全な 速度で 走行して ください。 


' - 知識 - 

作動 条件に ついて 

下のと きは、 NAVI  •  A  I  -SHIFT は 作動し ません。 

•NAVI  -  A  I  -SHIFT を 「しない」 にした とき。 

♦シフト レバーび® じ (外のと さ。 

♦スポーツ シーケンシャル シフ トモ ー ドに 切り替えた とさ。 

♦車 速び 約 巧 km/hl； (下、 または 約] 日日 km/hl； (上のと き。 

•GPS ボイス ナビ ゲー シ ヨンの 地図の 道路 上に 自車 位置 マークび のって いないと き。 

•  GPS ボイス ナビ ゲー シ ヨンび 目的地 案内を していない とさの 交差点 走行 時。 ただし、 交 
差 点 走行 時で も 走行 状況に より NAVI  •  A  I  -SHIFT び 作動す る 場合び あります 


※八け げ icial  Intelligence の 略で、 「人工知能」 の 意味。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


デ イス チヤー ジへッ ド ランプ* 

G デ イス チヤ— ジ ヘッド ランプとは？） 


. ^ A 知識 - 

オート レべ リング （上下 照射 方向 自動 調整） システム について 

♦加減 速 時 や （AFS 装着 車の み） 荷物の 積載 状況な どに よる 車両 姿勢の 変化に 対応して、 
へッ ド ランプの 光軸を 自動的に 調整す る 装置です。 

•  AF  S 装着 車では、 エンジンを 始動して はじめてへ ッ ド ランプを 点 好した とき、 ヘッド ラ 
ンプの 光軸び 動く ことび あります び、 これは システムの 正常な 作動を チェックして いると 
さの 現象で 異常では あり ません。 


デ ィス チャージ ヘッド ランプを 交換す ると さ （電球 交換を 含む） は、 必ず 

A 議 

トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

電球 ソケットに 触れた 状態で 点灯 操作を すると、 瞬間 的に 2 日， 日日 日 V の 

高電圧び 発生し、 感電して 生命に かかわる よ ラ な 重大な 傷害を 受ける おそ 

れび あり 危険です。 

デ イス チャージへ ッ ド ランプは、 バルブ 管内の ガスと 金属 ヨウ 化物を 使って  A 
発光 させ、 通常の ランプより 白い 光と 伸び、 広び りのある 配 光を 持つ ランプ  靈 
です。  ° 


I 漏の 


關 if の 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万一のと さ 
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プ IJ クラッシュ 七ー フ ティ システム* 

C プ! J クラッシュ 七ー フ ティ システムとは？  J 


プ IJ クラッシュ セーフ テイ システムは、 衝突び 避けられない 状況を プ U クラ 
ッシュ センサーで 予測し、 シートベルトの 早期 巻 さ 取り （プ U クラッシュ シ 
ー ト ベルト） や 衝突 前の ブレ ー キ 制御 （プ U クフ ッシ ュブレ ー キ） やブレ ー 
キの 踏み込みに 応じた 制動 補助 （プ U クラッシュ ブレーキ アシスト） により 
乗員の けび や 車両 損傷の 低減に 寄与し ます。 

> プリ クラッシュ セー フ テイ システム 警告 口につ いて 

プ IJ クラッシュ セーフ テイ システムに 異常び あると 点灯. 点滅し ます。 


■警告:): 了が 点滅す る 

•プ U クラッシュ シー ト ベルトび 短時間に 繰り返し 作動した とさに 警告 灯び 
点滅し ます。 この場合、 過熱 保護の ために システムの 作動び 停止し ますび、 
しばらく すると 復帰し ます。 

•カバー （次 ページ 参照） び 雪な どで 巧れ ている とさ、 警告 灯び 点滅し ます。 
この場合は、 カバーの 巧れ を やわらかい 布な どで 清掃し、 しばらく 走行す 
ると 復帰し ます。 

■警告な が 点な する 

プ IJ クラッシュ セーフ テイ システムに 異常び あると 警告 灯び 点灯し ます。 
警告 灯び 点灯して いると さ、 プ U クラッシュ シートベルトは 作動し ない こと 
びあります。 


プリ クラッシュ セーフ テイ システムを 過信し ないで く ださ 


>プ|」 クラッシュ セーフ テイ システムを 過信し ないで ください。 

運転す ると さは 常に 周囲の 状況に を 意し、 進行ち 向の 障害物な どを 確認して 安全運転に 必 
びけ て  <  ださい。 

> シートベルトを 着用して いないと プ IJ クラッシュ シー ト ベルトは 作動し ません。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


プリ クラッシュ セーフ テイ システム 


> プリ クラッシュ センサーに ついて 

SU 波 レーダーで 進路 上に ある 車両 や 障害物を 検 知して、 物体の 位置、 車 速 
や 進路から 衝突の 可能性を 事前に 判断し ます。 


r レーン キーピング アシス ト 装着 車 I 

SU 波 レーダー に加え、 白線 認識 カメラの 映像から わ 衝突の 可能性を 判断し 
ます。 

' - 知識 - ^ 

プリ クラッシュ センサー について 

♦ミ U 波 レーダーは、 フ □ン ト パンパ ー前 端の カバーの 内側に 装着され ています。 

♦ミ U 波 レーダーは、 パイ □ン 等の プラスチック 類は 検知 できません。 また、 人、 動物、 自 
転 車、 オートバイ、 立ち木な どは 衝突 物と して 検知 できない ことび あります。 

♦センサーの 取り扱いに ついては、 「レーダー センサー 前部の 取り扱い」 （P. 399 参照） を 
参照して ください。 

I レーン キーピング アシスト 装着^ 

白線 認識 カメラに ついては、 「白線 認識 用 カメラに ついて」 （P.422 参照） を 参照して くだ 
さい。 
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J プリ クラッシュ シートベルト （フ □ント 席） について ■ 

プリ クラッシュ センサー により 衝突 物び 検 知され、 衝突び 避けられな いと 判 
断した とさ、 衝突 前に フ □ント シートベルトを 巻 さ 込み、 プ U テン シヨ ナー 
の 効果を 高めます。 （P. 5] 日参 照） 

急 ブレーキを かけた とさ や、 車び コン ト □ー ルを 失った とさわ 同様に 作動し 
ます 0 


' - 知識 - 

作動 条件に ついて 

プ U クラッシュ シー ト ベル トは 下の 条件の とさ 作動 します。 

参 "エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とさ。 
参自車 速度び 約 己 km/h 1；( 上のと き。 

♦自 車から みた 対向車 や 障害物な どの 接近 速度び 約 3 日〜 4 日 km/hl； (上のと さ。 
♦シー ト ベル トを 着用 している とさ。 


プ u クラッシュ シー ト ベルトの 作動に より シー ト ベルトび 引 さ 込まれた 状 

A 

態で □ック した 場合、 すみやかに 安全な 場所に 停車して シー ト ベル ト をは 

w  曰 

ずし、 再度 装着して ください。 また、 シートベルトを ゆるませる ことび で 

さる 場合は、 少し 巻 さ 取らせる ことで □ック を 解除す る ことび でさます。 
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プリ クラッシュ セーフ テイ システム 


J プリ クラッシュ ブ レーキに ついて 

プリ クラッシュ センサー により 衝突 物び 検 知され、 衝突の 可能性が高いと 判 
断した とさ、 マスター ウ ォーニングの 点灯 および ブヴ ーび 鳴る と 同時に メー 
ター 内に ある マルチ イン フォ メー シヨ ン ディスプレイに、 「ブレーキ！」 を 
表示して、 運転者に 衝突の 危険を 知らせます。 さらに 衝突び 避けられな いと 
判断した とさは ブレーキを かけて、 衝突 速度を 低減し ます。 

■プリ クラッシュ ブレーキ OFF スイッチ 


作動 可能 状態 

停止が 態 

\  / 

u 

\  / 

\ _ 1 

プリ クラッシュ 
ブレーキ OFF スイッチ 

スイッチを 押す とプ U クラッシュ ブ レーキの 機能び 停止し、 機能 停止 中に わ 
ラー 度 押す と 作動 可能 状態に もどります。 

参プ U クラッシュ ブレーキの 機能を 停止させる とプ U クラッシュ セーフ テイ 
システム 警告 灯 （P. 348 参照） び 点滅し プ U クラッシュ ブレーキの 作動 
び 停止して いる ことを お知らせ します。 

♦プ U クラッシュ ブレーキ 作動 中に スイッチを 押して 作動を 停止 させた 場合 
は、 作動 終了後に プ U クラッシュ ブ レーキの 機能び 停止 します。 


-"¢1 知識 


作動 条件に ついて 

プ U クラッシュ ブ レーキは じ (下の 条件のと さ 作動 します。 

♦ "エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とさ。 
♦プ U クラッシュ ブレーキ 日 F  F スイッチび 押し込まれて いないと さ。 

参自車 速度び 約] 已 km/h じ (上のと き。 

♦自 車から みた 先行 車 や 障害物な どの 接近 速度び 約 1 已 km/hl； (上のと さ。 
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> プリ クラッシュ ブレーキ アシスト について 

プリ クラッシュ センサー により 衝突 物び 検 知され、 衝突の 可能性が高いと 判 
断した 状態で、 運転者び ブレーキ ペダルを 踏んだ とさ、 踏み込み に応じて 制 
動力の 補助を 行います。 

' 知識  、 

作動 条件に ついて 

プ U クラッシュ ブレーキ アシス ト はじ (下の 条件のと さ 作動 します。 

♦ "エンジン スタート ストップ" スイッチび イグ ニッシ ヨン ON モードの とさ。 

参自車 速度び 約 3 日 km/h  上のと き。 

♦自 車から みた 先行 車 や 障害物な どの 接近 速度び 約 3 日〜 4 日 km/hl； (上のと さ。 

♦運転者び ブレーキ ペダルを 踏んだ とさ。 
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プリ クラッシュ セーフ テイ システム 


マルチ イン フオ メー シヨ ン ディスプレイの 
表示に ついて 


■ 「ブレーキ！」 


プ IJ クラッシュ ブレーキび 作動して いると さに 表示され ます。 
♦同時に マスター ウ ォーニングび 点灯し、 ブヴ ーび 鳴ります。 


pr-Q 

現を 席 用 
できません 


「PCS 現在 使用で きません」 


liTF の 場合に 表示され ます D 

参 カバーの 前後 面 または レーダー センサー 前面び 巧れ ている とさ 

• この場合は カバ ー の 前後 面 および レ ー タ ー セン ヴ ー を やわらかい 布な ど 
で 清掃して ください。 

♦プ U クラッシュ シー ト ベルトび 短時間に 繰り返し 作動した とさ 

•この場合、 過熱 保護の ために システムの 作動び 停止し ますび、 しばらく 
すると 復帰し ます。 

同時に プ U クラッシュ セーフ テイ システム 警告 灯 （P.348 参照） び 点滅し 
ます。 


PCC 

システム 于 エック 


■ 「PCS システム チェック」 


プ IJ クラッシュ セーフ テイ システムに 異常び あると 表示され ます。 "ポー ン" 
とい ラ 音び 鳴る とともに マスター ウ ォーニングび 点灯し ます。 警告 表示び 出 
ている とさ、 下記の システムは 作動し ない ことび あります。 

参プ U クラッシュ シー ト ベルト 
参プ U クラッシュ ブレーキ アシスト 
参プ U クラッシュ ブレーキ 

同時に プ U クラッシュ セーフ テイ システム 警告 灯 （P.348 参照） び 点灯し 
ます。 
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> 衝突 似 外で 作動す る ケース について 

次の よう な 場面では、 プ U クラッシュ セ ンヴ ーび 検知 対象 物を 衝突 物と 判断 

し、 プ U クラッシュ セーフ テイ システムび 作動す る 場合び あります。 

•カーブ 入り □に路 側 物び ある 場合 

参 カーブで すれ違 ラ 対向 車両び ある 場合 

•狭い 鉄橋を 通る 場合 

•路面 上に 金属 物び ある 場合 

•ち 折 時に 対向 車両び ある 場合 

•前 走 車に 急 接 おした 場合 

•  E  T  C ゲー トを 通過す る 場合 


A 爵 プリ クラッシュ セーフ テイ システムを 過信し ないで く ださ 

L — ^  し、© 

•プ U クラッシュ セーフ テイ システムを 過信し ないで ください。 

運転す ると さは 常に 周囲の 状況に ミ 主意し、 進行ち 向の 障害物な どを 確認して 安全運転に 必 
びけ て  <  ださい。 

♦衝突を 避けられない 状況で プ U クラッシュ セーフ テイ システムび 作動 状態のと さで ち、 シ 
- ト ベル トを 着用して いないと プ U クラッシュ シー ト ベル トは 作動し ません。 

また、 ブレーキ ペダルを 踏まない とプ U クラッシュ ブレーキ アシストは 作動し ません。 


座 超 意 


衝突 物！; (外で 作動す る ケースの 場合、 衝突の 可能性び な < てち 下記の よ ラ 
な 作動を する ことび あ ります。 

♦プ U クラッシュ シー ト ベル トび 作動して、 シー ト ベル トび 引っ張られる。 
• シー ト ベル トび卷 さ 取られた 状態で □ック した 場合は、 車を 安全な 場 
所に 止めて シー ト ベル ト をはず し、 再度 装着して ください。 

参プ U クラッシュ ブレーキ アシスト び 作動 して 通常より ブレーキび 良く 効 
く。 

参プ U クラッシュ ブ レーキび 作動 して ブ レーキび かかる。 


538 


イン テ U ジェン ト A  FS  (ア ダプテ ィブ フ □ン トライ テ ィング システム) 
は、 さまざまな 走行 状態に 応じて、 最適な 配 光を 確保す る 装置です。 

ヘッド ランプ （下向 さ） 点灯 時、 車 速 および 八ン ドルの 操作 量に 応じて ラン 
プを 旋回 方向に 動かして 交差点 や カーブでの 視認 性を 向上させる ことび でさ 
よ 9  〇 


霞 扇 

雪 壁な どの ある 道では イン テ U ジェン ト A  F  S を 使用 しないで ください。 
雪の 斜面な どに へッ ド ランプび 反射して 運転の さまたげになる 可能性び あ 

ります。 

f — 知識 


作動 条件に ついて 

♦車 速び 1 日 km/hlU 上で 作動 開始と なり、 車 速び 己 km/h 未満に なると 作動は 停止し ます。 
♦左 旋回 時は、 左側 ヘッド ランプび 最大] 日 ° 、 ち 側 ヘッド ランプび 最大 己 ° まで 照射 軸び 
左へ 移動し ます。 

♦ち 旋回 時は、 ち 側 ヘッド ランプび 最大] 己 ° 、 左側 ヘッド ランプび 最大 7 .己 ° まで 照射 軸 
びち へ 移動し ます。 

♦  AFS  日 FF 表示灯び 点滅 （P. 331 参照） している とき、 イン テ U ジェン ト A  FS は 
作動し ません。 

作動 チェック について 

"エンジン スタート ストップ" スイッチを イグ ニッシ ヨン 日 N モードに すると、 ヘッド ラ 
ンプ （下向 さ） び 動 さます。 これは システムの 作動を チェックして いるので 異常では ありま 
せん。 

AFS  OF  F スイッチに ついて 

AFS  0  F  F スイッチで 作動を 禁止す る ことを でさます。 （P.379 参照） 

\ _ 

Adaptive  Front-lighting  System  の 略。 


インテ|JジェントAFS^^ 

し イン テ U ジェン ト AFS とは 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ ① 


H 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 
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MEMO 
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車との 上手な 
イ寸き 合い方 


雨の 曰の 運捉 について . 542 

雨の 曰の 運 乾  曰 42 

寒; を 時の 取り扱い . 543 

冬の 前の 準備- 点検  曰 43 

運輯 する 前に  曰 4 曰 

走行 するとき は  曰 47 

駐車ず ると きは  曰 曰 0 

経済的な 運輯 . 552 

環境に やさしく 経済的な 運輯 をす るた めに  曰 曰 2 

擇境 保護の ために . 555 


使用済み 部品- 廃 オイル 類は 適正な 処理を ずる 日 曰 曰 


員 


0 
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雨の 曰の 運 面に ついて 

(  雨の 曰の 運拓  ) 

> すべりやすい 路面は 慎重に 走行して ください 

雨の 曰は 視界び 悪くな り、 また ガラスび 曇ったり、 路面び すべり やすくなる 
ので、 慎重に 走行して ください。 

•雨の 降り はじめは 路面び より すべりやすい ため、 慎重に 走行して ください。 
•雨の 曰は 八イ ド □プレーニング 現象 ※で 八ン ドル や ブレーキび 効かな < な 
る おそれび あるので、 スピードは 控えめ にして ください。 

※雨天の 高速 走行な どで、 タイヤと 路面の 間に 水 膜び 発生し、 接地 力を 失って し 
ま 5 現象。 


すべりやすい 路面では、 慎重に 運 車ち してく ださい。 


♦すべりやすい 路面での 急 ブレーキ. 急 加速- 急八ン ドルは タイヤび ス U ップ し、 車両の 制 
御び でさ なくなり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦シフ ト アップ- シフ ト ダウンに よる エンジンブレーキ や エンジン 回転 数の 急激な 変化は、 
車び 横 すべりす るな どして、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦水たまり 走行 後は、 ブレーキ ペダルを 軽く 踏んで、 ブレーキび 正常に 働く ことを 確認して 
ください。 ブレーキ パッドび めれ ると、 ブレーキの 効 さび 悪く なったり、 めれ ていない 片 
ち だけび 効いて 八ン ドルを とられ、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


) 冠水した 道路は 走行し ないで ください 

大雨な どで 冠水した 道路では、 車両に 重大な 損傷を 与える おそれび あるので 
走行し ないで ください D 


冠水した 道路を 走行す ると、 エンスト する だけでなく、 電装 品の ショート、 

: 水を 吸い込んでの エンジン 破損な ど、 重大な 車両 故障の 原因と なるお それ 
びあります。 万一、 冠水した 道路を 走行し、 水中に 浸って しまった ときは 
必ず トヨタ 販売店で 下記の 項目な どを 点検して ください。 

^ 這^  ♦ブレーキの 効 さ 具合。 

♦エンジン- トランス ミッション- トランスファー (4WD 車）、 デイ ファ 
レン シャルな どの オイル 量 および 質の 変化。 （白濁して いる 場合、 水び 
混入して いますので、 オイルの 交換び 必要です。） 

•プ □ペラ シャフト （4WD 車） •各 ベア U ング •各 ジョイント 部な どの 
涵滑 不良。 
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J エンジン オイルを 交換す る 

外気 温に 応じた エンジン オイルに 交換して ください。 （P.614 の 「指定 エン 
ジン オイル」 参照） 


》 ウォ ッシャ ー 液の 濃度を 調整す る  1 

ウオッ シャー 液の 凍結を 防ぐ ために、 購入され た ウオッ シャー 液 容器に 表示 
して ある 凍結 温度を 参考に 希釈して 補給し ます。 


> 冷却水の 濃度を 調整す る 

冷却水の 凍結を 防ぐ ために 冷却水 濃度を 調整して ください。 


使用 地域 

希釈 割 台 

凍結 保証 温度 

温暖 地 

30% 

-12で 

寒冷地 

己 日％ 

一 3 己で 

アルコール 系 不凍液 や 真水 だけの 使用は しないで ください。 


>バッ テリーの 液量- 比重を 点検す る 

気温び 下び ると バッテ U —の 性能び 低下し、 エンジン 始動に 支障を さたす こ 
とびあります。 バッテ U —の 液量 •比重を 点検し、 必要に応じて 液の 補充 や 
充電を してく ださい。 


寒を 時の 取り扱い 

し をの 前の 準備- 点巧 ^ 


八！ 重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 
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> を 用 タイヤ、 タイヤ チェーンを 準備す る^^^ 

•タイヤを 取り替える とさは、 必ず P.82 の 「タイヤに ついての 注意」 を 参 
照して ください。 

•タイヤ サイズに 合った タイヤ チェーンを 準備して ください。 

•必ず エス ティ マ 指定の トヨ タ 純正 品を 使用 してく ださい。 トヨ タ純正品1^( 
外の タイヤ チェーンを 使用す ると 車体 側に 当たり 走行に 悪影響を およぼす 
おそれび あります。 詳しくは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

•  ]  8 インチ タイヤ 装着 車は タイヤ チェーンを 取りつ ける ことび でさ ませ 
ん。 詳しくは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


J 寒冷地 用 ワイパー ブレー ドを 準備す る 

降雪 期に 使用す る 寒冷地 用 ワイパー ブレー ドは、 雪び 付着す るのを 防ぐ ため 
に 金属 部分を ゴムで 覆って あります。 トヨタ 販売店で 各 車 指定の ブレードを 
お求めく ださい。 

•高速 走行 時は、 通常の ワイパー ブレードより ガラスび おさ 取りに くくなる 
ことび あります。 その場合には 速度を 落として ください。 

•寒冷地 用 ワイパー ブレードを 必要と しない 時季は、 通常の ワイパー ブレー 
ドを 使用して ください。 
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C  運 巧ず る 前に  ） 


) 屋根に 積もった 雪は 

走行 時に ガラス 面に 落ちた 雪び 視界の さまたげになります。 

走行す る 前に 取り除いて ください。 

> ガラスに ついた 雪 や 霜は 

ガラス 内外の 雪 や 霜を 落と して 視界を 確保 してく ださい。 

デフ □スターを 使 ラと、 ガラスを 傷つけずに 落とす ことび でさます。 


A  ^  フ □ント ウィンドウ ガラスに ついた 氷を 除去す るた めに、 たたいて 割らな 

いでく ださい。 フ □ント ガラスの 内側 （車内 側） び 割れる おそれび ありま 


》 ランプ 類に ついた 雪 や 霜は 

ランプ 類に ついた 雪 や 霜を 落としてから 走行して ください。 

夜間の 走行 時な どに 視界の さまたげと なったり、 後続 車な どへの 合図び わか 
りに くくなる おそれび あります。 また、 走行 中に わ、 とさ ど さ 安全な 場所 
に 停車して 点検して ください。 

) 足 まわりな どに ついた か 塊は 

車体な どに 傷を つけない よ ラに 取り除いて ください。 

> 外 気取り 入れ 口に 積もった 雪は 

フ □ン トウ イン ドゥ 前部の 外気 取り入れ □に 積もった 雪を 取り除い てから、 
エアコンの フアンを 作動 させて ください。 

雪び 積もった ままで 作動させる と、 フアンび 故障したり、 ガラスび 曇ったり 
する おそれび あります。 


) ワイパー などび 凍結した ときは 

ワイパー. ドアミラー. ドア ガラスな どび 凍って 動かない 場合は、 無理に 動 
かさないで  <だ さい。 

スイッチを 押し 続けたり すると、 装置を いためたり、 バッテ U — あびり を 起 
こす おそれび あります。 
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) ドアび 凍結した ときは 


お湯を かけて 氷を 溶かして ください。 なお、 すぐに 水分を 十分 拭 さ 取って く 
ださい。 無理に 開けよ ラと すると、 ドア まわりの ゴムび はがれたり、 損傷す 
る おそれび あります。 

) 靴 についた 雪を よく 落とす 


ペダル 類を 操作す ると さに すべったり、 室内の 湿気び 多くな り ガラスび 曇っ 
たり、 凍結す る ことび あります。 
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C  走行ず ると をは  ） 


> すべりやすい 路面では" 急" のつ く 操作は しない ■ 

急 発進- 急八ン ドル- 急 ブレーキ などは 車両び 思わめ 動 さを して 事故に つな 
びる おそれび あります。 ゆっくり 発進し、 控えめ な 速度で、 車間距離を 十分 
とって 走行して ください D 

橋の 上 や 日陰な ど 凍結し やすい 場所では あらかじめ 減速し、 慎重に 走行して 
ください。 


A 議 

シフ ト アップ- シフ ト ダウンに よる エンジンブレーキ や エンジン 回転 数の 

急激な 変化は、 車び 横 すべりす るな どして、 思わめ 事故に つなび る おそれ 

び あり 危険です。 

> フェン ダー裏側に ついた 氷は 

八ン ドル 操作に 影響し ますので、 とさ ど さ 確認し、 氷塊び 大 さくなる 前に 取 
り 除いてく ださい。 


J ブレーキ 装置に ついた 氷は 

ブレーキの 効 さび 悪くなる 場合び あります。 とさ ど さ 軽く ブレーキ ペダルを 
踏んで ブ レーキの 効 さ 具合を 確認して く ださい。 


》 すべり 止めは 早めに 

積雪 時、 凍結 路 では 早めに タイヤ チェーン、 または 冬 用 タイヤを 装着して く 
ださい。 タイヤを 取り替える とさは、 必ず P.82 の 「タイヤに ついての 注意」 
を 参照して ください。 


冬 用 タイヤ 装着 時は 下の 点を お守りく ださい。 


♦指定 サイズの タイヤを 使用して ください。 

•指定 空気 圧に 調整して く ださい。 

•お使いになる を 用 タイヤの 最高 許容 速度 や 制限速度を 超える 速度で 走行し ないで ください。 
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> タイヤ チェーン 


pi 8 インチ タイヤ 装着 車 I 

1 8 インチ タイヤ 装着 車は タイヤ チェーンを 装着す る ことは できません。 詳 
しくは トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


r 18 インチ タイヤ 装着 車を 除く  I 

•タイヤ チェーンは 前 2 輪に 取りつ けて ください。 

•タイヤ チェーンの 取り扱い 方法は タイヤ チェーンに 付属の 取り扱い説明書 
にした びって ください。 

•タイヤ チェーンは タイヤ サイズに 合った ものを 使用して ください。 

•必ず エステ ィマ 指定の トヨタ 純正 合金 鋼 チェーン スペシャルを 使用して く 
ださい。 トヨタ 純正 品 外の タイヤ チェーンを 使用す ると 車体 側に 当たり 
走行に 悪影響を およぼす おそれび あります。 詳しくは トヨタ 販売店に ご 相 
談 ください。 


■タイヤ チェーンを 取りつ ける 前に 

交通の じゃまに ならず、 安全に 作業で さる 平らな 場所に 移動し、 パーキング 
ブ レーキを しっかり かけます。 (下の 手順に より 準備 作業を 行います。 

〈手順〉 

7 エンジンを 停止し まず。 

シフト レバーを© にし、 エンジンを 止めます。 


三 車の 存在を 知 5 せます。 

必要に応じて 非常 点滅 灯 （P. 376 参照） を 点滅 させ、 人 や 荷物を おろ 
し、 停止 表示板 （または 停止 表示灯） を 使用し ます。 

〇 工具を 用意し ます。 

ジャッキ. ジャッキ 八ン ドル- ホイール キャップ 装着 車は ホイール ナ 
ッ トレンチを 用意し ます。 （P.622 の 「ジャッキ •工具の 格納 場所」 
参照） 


4 タイヤ チェーンを 用意し まず。 


548 


寒冷 時の 取り扱い 


5 輪 止めを 用意し まず。 

タイヤ チェーンを 取りつ ける 場合には、 輪 止めび 必要です。 

•輪 止めに ついては、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

•輪 止めび ない 場合は、 タイヤを 固定で さる 大 ささの 石な どで 代用で 
さます。 

6 ホイール キャップ 装着 車は、 ホイール キャップを はずします。 

P.647 の 「タイヤ 交換の しかた」 参照 


タイヤ チェーン 装着 時は 必ず 慎重に 運転して くださし、。 


•タイヤ チェーン 装着 時は 約 3 日 km/hlU 下、 または チェーン メーカー 推奨の 制限速度 下 
で 走行して ください。 また、 走行 性に 影響を 与える ため、 必ず 慎重に 走行して ください。 
•タイヤ チェーンを 装着して 走行す ると さは、 突起 や 穴を 乗り こえたり、 急八ン ドル や 車輪 
び □ック する ような ブレーキ 操作な どを しないで ください。 車両び 思わめ 動 さを して 事故 
につな びる おそれび あり ます。 


また、 A 目 S 作動 時で も 制動 距離び 長くなる 場合び あります ので、 慎重に 運転して くださ 
い。 


A 超 意 

タイヤ チェーンを 取りつ ける ときは、 ホイール や ホイール 
キャ ッ プに 傷を つけない ようま 意して く ださい。 

参 ホイール キャップ 装着 車は、 ホイール キャップを はずしてから タイヤ チェーンを 取りつ け 
てくだ さい。 ホイール キャップを つけた まま タイヤ チェーンを 取りつ ける と、 ホイール キ 
ヤツ プに 傷び つ くこと びあります。 


参 アルミ ホイール 装着 車は、 アルミ ホイールに タイヤ チェーンを 取りつ ける と、 ホイールに 
傷び つく ことび あります。 

♦ トヨタ 純正 品！; (外の タイヤ チェーンを 使用す ると、 車体 側に 当たり 走行に 悪影響を およぼ 
す おそれび あ ります。 詳しくは トヨ タ 販売店に ご 相談く ださい。 

♦  ]  8 インチ タイヤ 装着 車に タイヤ チェーンを 使用す ると、 車体 側に 当たり 走行に 悪影響を 
およぼす おそれび あります。 
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C  駐車ず ると をは  ) 


J エンジンを かけた ままに しない 

雪び 積もった 場所 や 降雪 時に 駐車す ると さは、 エンジンを かけた ままに しな 
いで  <  ださい。 


盛 響 営 


エンジンを かけた 状態で 車の まわりに 雪び 積もる と、 排気ガスび 車内に 侵 
入して、 重大な 健康 障害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび 
あります。 


J パ ー キング ブレ ー キ はかけ ない 

寒冷 時は パーキング ブレーキを かける と、 ブレーキ 装置び 凍結して パーキン 
グ ブレーキび 解除で さなくなる おそれび あります。 

■平! 5 な 場所に 駐車ず ると きは 

パーキング ブレーキを かけないで、 シフト レバーを© にし、 輪 止めを します。 


■やむ を 得ず 坂道に 駐車 するとき は 

下り坂では 前輪の 前 側、 上り坂では 後輪のう しろ 側に 輪 止めを して、 パー キ 
ング ブレーキを かけず、 シフト レバーを© にします。 

•輪 止めに ついては トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

•輪 止めび ない 場合は、 タイヤを 固定で きる 大きさの 石な どで 代用で きます。 


パーキング ブレーキを かけずに 駐車す ると さは、 必ず 輪 止めを してく ださ 
い。 輪 止めを しないと、 車び 動 さ 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険 
です。 
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J ボン ネッ ト 側を 風下に 向ける 

風の 当たる 部分は、 想像 (上に 低温と なります ので、 バッテ U — 性能 低下を 
防ぐ ために わ ボン ネッ ト 側を でさる だけ 風下に 向けて 駐車して ください。 


J ワイパー アームは 立てて おく 

降雪 時は、 寒さで ワイパーび ガラスに 凍りつ いたりし ます。 ワイパー アーム 
は 立てて 駐車して く ださい。 
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経済的な 運拓 

し 環境に やさし < 経済的な 運拓 をず るた めに） 


長時間 停車 するとき は、 エンジンを 停止し ます。 

己 分 間の アイ ド U ングを やめて、 ガソ U ン約 6 己 CC の 節約。 

►  C02 約 420 呂 削減 （10 回/月） 

不要な 荷物は おろして 走行。 

] 日 k 呂の 荷物を おろして 己 日 km 走る と、 ガソ U ン 約] 己 CC の 節約。 

►  C02 約 130 呂 削減 （目 曰 0  km/ 月） 

空ぶ かしは 禁物。 

空ぶ かしを] 回 やめて、 ガソ U ン約 6  CC の 節約。 

►  C02 約 11 日 Og 削減 （300 回/月） 

エアコンは 少し 控えめ に。 

エアコンを 6 分 間 停止して、 ガソ U ン約 7 日 CC の 節約。 

►  C  〇2 約 1 340  g 削減 （3 時間/月） 

タイヤの 空気 圧は、 こまめに チェック。 

適正 値で 己 日 km 走る と 己 日 kPa  {0.5  kg/cm} 減のと きに 比べて、 ガソ U ン 
約] 日日 CC の 節約。 

►  C02 約 1 2 曰 0  g 削減 （目 曰 0  km/ 月） 

発進- 加速は スムーズに。 

急 発進を] 回 やめて ガソ U ン 約]  7  CC、 急 加速を] 回 やめて 約]] CC の 節約。 

►  C02 約 360  g 削減 （各 20 回/月） 
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経済的な 運輯 


経済 速度で □ス なし 走行。 

一般 道路で 4 □〜 5 日 km/h、 高速道路では 8 日 km/h びべ スト。 

100  km/h を 80  km/h に して、 燃費が 約 1 〇〜 30% 向上。 

♦法定 速度を 守り、 安全運転を/こ \ がけて ください。 

たとえば 加速 

加速 終了 時には アクセルを 少し 大きめ にも どして みまし よう。 

シフ ト アップ や □ック アップび 確実に でき、 効率び 良くなります。 

たとえば 下り坂、 減速 

早めに アクセルを もどし エンジンブレーキを 使い ましよう。 

ガソ U ンエン ジンでは、 燃料 噴射の 停止に より、 燃費び 良くなります。 

平地 走行で も 

アクセル ペダル か 5 思いきって 足を 離して みて ください。 

思った ほど ス ピー ドは 落ちない ものです。 燃料 噴射の 停止を 上手に 活用し ま 
しよ ラ。 一定 走行なら アクセル ペダルの 踏み込み、 踏みち どし は 少ない ほど、 
低 燃費と なります。 
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知識 


no- 1 日モー ド」 とは 

車両 カタ □グに 記載され ている no- 1 己 モード」 燃費は、 一定の 条件に したびって 測定 さ 
れた 燃費です。 

この モードは 都市 内 走行 状態を 再現した もので、 図1のようにシャシーダイナモメーター上 
で 実際の 道路 上の 走行 状態を 再現し、 エンジン 暖機 後、 図 2 のよ ラな パターンを 走行す る も 
のです。 

♦図 1 .シャシ ー タイ ナモメ ー タ ー 


♦図 2. 「10  • 1 己モー ド」 


速度 （km/h) 

70' 


平均 速度 22.7  km/h 
走行距離 4.1 目 km 
走行時間 目 目 0 秒 


市街地 モード 
10 モード X3 サイクル 


高速 モード 
1 己 モード 


「1 日- ] 己 モード」 は、 都市 内 走行 状態を 再現した ものです び、 あくまでも 代表的な 走行 パ 
ターンです。 そのため、 実際の 走行とは 異なる 場合び 多く、 

例えば 

•走行 速度の 平均び 「1 日- ] 己 モード」 より 低い 
♦停車 比率 健 転 中に 車び 止まって いる 割合） び 高い 
•急な 加速を 行った 

など 条件の 違いに より、 燃費び 悪くな ります。 


※数値は、 2.0L クラスの 乗用車 （才ー トマ チック 車） の 燃費 11. 7  km/L  (10  - 1 己モー ド） を 基準に 計 
算 してあります。 （各 車両 型式の 燃費は、 車両 カタ □グを お読みく ださい。） 

※じ 日 2 排出 量 ま、 ガソリン 1 L あたりの C 日 2 排出 係数 0.64 で 計算して あります。 

参考資料 ♦(社） 曰 本 自動車 工業 会： 「あしたへ EC 日- MOTION」 

♦(社） 日本 自動車 連盟： に CO  MANUAL 車に 関する 環境 エコ 基礎知識 集」 
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環境 巧 護の ために 

Ci ま 用済み 部品- 巧 オイル 類は 適正な 処理を ずを 3 


•バッ テ U —は、 鉛 や 硫酸び 使われて いますので、 特定 産業廃棄物 として 適 
切な 処理び 法律で 義務付けられて います。 

バッテ U — 交換 時は、 購入 した 販売店で 処分を 依頼して く ださい。 
•タイヤは 個人び 燃やすな どす ると、 亜硫酸ガス など 有毒な ガスを 発生 させ 
ます 0 

購入した 販売店に 処分を 依頼して く ださい。 

•エンジン オイルは、 放置して おくと いずれ 流れ出し、 地下に 浸透したり、 
水に 浮 さ、 環境を 悪く します。 

購入した 販売店に 処分を 依頼して ください。 

•不凍 減 ま、 冷却水の 凍結 温度を 下げる エチレン グ U コールび 入って います。 
川な どに 流す と、 水質汚濁の 原因と なります ので、 不凍液の 交換は、 トヨ 
夕 販売店に ご 相談く ださい。 

参 エアコン 冷 媒用フ □ン ガス （特定 フ □ン ガス CFC12) は、 大気に 放出 
される と、 オゾン 層の 破壊を 進めます。 

トヨタでは、 オゾン 層を 破壊し ない 代替 フ □ン ガス (H  FC134a) に 全 
車 切り替えを 完了して います （93 年 完了)。 

それでも、 代替 フ □ン ガス (HFC134a) は 地球を 温暖 化する 働 さび あ 
ります。 

エアコンの 効 さび 悪い 場合、 ガスを 充填す る のみでな く、 ガス もれの 点検 
を 併せて 行い、 もれ 箇所を 修理した ラえ で、 ガス 充てん をして ください。 


目次 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵 備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


555 


MEMO 
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メンテナンス 


車の 手入れ . 

曰 頃の 手入れ 
外装の 手入れ 
内装の 手入れ 
エアコンの 手入れ 
タイ ヤの 点検 
キーの 電池 交換 
ヒューズの 点検 •交換 
外装の 電球 （バルブ） 交換 

曰 常 点検 . 

曰 常 点、 検 について 
エンジン ルームの 点検 
車の まわりの 点検 
運輯 席に 座っての 点検 
走行しての 点検 

メンテナンス データ . 

メンテナンス データ 
ユー ザー カスタマイズ 機能 
ユー ザ ー カスタ マイ ズ 機能 

初期設定 頃 目 . 
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車の 手入れ 

C 日頃の 手入れ  ) 


車を いつまでも 美しく 保つ ためには 曰 頃の 手入れび 必要です。 

> 洗車- ワックス 用品に ついて 

それぞれの 用品に 記載され ている 説明を よく 読み、 用途 や 注意事項 などを 必 
ず お守りく ださい。 


：> 月に 1 度は ワックスび けを 行って ください 

月に 1 度、 または 水のは じきび 悪く なったら 行って ください。 


J 保管- 駐車に ついて 

風 通 しの 良い 車庫 や 屋根の ある 場所を おすすめ します。 


▲を^ 胃 塗装の 劣化 や 車 化- 部品 （ホイール など） の 腐食を 防ぐ た 
を^な めに、 次の ことを お守りく ださい。 

♦塗装の 劣化 や 車体 •部品 （ホイール など） の 腐食を 防ぐ ために、 次の ような 場合は ただち 
に 洗車して ください。 

- 海岸 地帯を 走行した あと 
- 凍結防止剤を 散布した 道路を 走行した あと 

- コールタール、 花粉、 樹液、 鳥の ふん、 虫の 死骸な どび 付着した とさ 
- ばい 煙、 油煙、 粉 じん、 鉄粉、 科学 物質な どの 落下び 多い 場所を 走行した あと 
•ほこり、 ミ 尼な どで 激しく 巧れ たと さ 
- 塗装に ベンジン やガソ IJ ン などの 有機 溶剤び 付着した とさ 
♦塗装に 傷び 付いた 場合は、 早めに 補修して ください。 

♦ホイール 保管 時は 腐食を 防ぐ ために よごれを 落とし、 湿気の 少ない 場所へ 保管して くださ 
い。 
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車の 手入れ 


J 塗装に ついて 

♦飛び石 傷 やか さ 傷は、 腐食の 原因と なります ので、 見つけたら 早めに トヨ 
夕 純正 タ ツチ アツ プ ペイン ト などで 補修 してく ださい。 

♦ベンジン* ガソ U ンな どの 有機 溶剤び 付着した とさは、 塗装を 損傷し ます 
ので、 ただちに 拭 さ 取る、 洗車す るな どして ください。 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


559 


c  か 装の 手入れ  ) 


) 洗車す ると きは 

十分 水を かけな びら 巧れ を 洗い落とし、 洗い落とした あとは、 水を 拭 さ 取り 
ます。 

♦車体、 足 まわり、 下 まわりと、 上から 下の 順に 行います。 

参 車体は スポンジ や セー ム皮 のよ ラな 柔らかい もので 洗います。 

•巧れ の ひどい とさは、 カーシ ヤン プーを 使用し、 水で 十分 洗い流し てくだ 
さい。 

•はん 点び 残らない ように、 水を おさ 取ります。 

> 自動 洗車 機を 使う ときは 

•ミラーは 格納し、 前 側から 洗車して ください。 

•とさに より ブラシの 傷び つ さ、 塗装の 光 ミ 尺び 失われたり、 劣化を 早める こ 
とびあります。 

♦洗車 機に よっては、 U ヤス ポイ ラーび ひっかかり 洗車で さない 場合 や、 傷 
ついたり 破損す る おそれび あ ります。 


> 高圧 洗車 機を 使 ラと きは 

•ノズルの 先端を ドア ガラスな どに お づけす ざないで ください。 お づけす ざ 
ると、 水圧び 高いた め、 室内に 水び 入る おそれび あります。 

•駆動 系 部品 （デイ ファレン シャル ギヤな ど） の ベア U ングや オイル シール 
部品に 近づけす ざないで ください。 近づけす ざると、 水圧び 高いた め、 内 
部への 水入り やグ U ス 流出に より、 性能び 劣化す る おそれび あり ます。 


J アルミ ホイ ー ルの 手入れ 

•中性洗剤を 使用し、 早めに 巧れ を 落として ください。 研磨 剤の 入った 洗剤 
や 硬い ブラシは 塗装を 傷めます ので 使用し ないで ください。 

•夏場の 長距離 走行 後な どで ホイールび 熱い とさは、 洗剤は 使用 しないで く 
ださい。 

•洗剤を 使用した 後は 早めに 十分 洗い流して ください。 

•光 ミ 尺を 失 ラ おそれび あります ので、 スチーム 洗浄な どで 熱湯び ホイールに 
直接 かからな いよ ラに して < ださい。 
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車の 手入れ 


> ワックスび けを するとき は 

洗車 後、 車体の 温度び 冷えて いると さ （およそ 体温 ii (下を 目安と してく ださ 
い。） に 行います。 


、撥 水 機能 付 ガラス- レイン クリア リング 
^ ミラ-に 〇 いて 

手入れに ついては P. 5]  7 の 「レ インク U ア U ングミ ラー」、 P. 519 の 「撥 
水 機能 付 ガラス」 の 注意事項を 必ず 守って ください。 


エンジン ルーム 内に 水を かけないで ください。 


•エンジン ルーム 内の 電気 部品に 水な どを かけないで ください。 エンジンの 始動 不良 や 電気 
部品び ショートして、 故障 や 車両 乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 

♦寒冷 時に 洗車す る 場合は、 ブレーキに 直接 水び かからない ようにを 意して ください。 
ブレーキ 装置 内に 水び 入る と、 凍結して ブレーキの 効 さび 悪く なったり、 ブレーキの 固着 
につな びる おそれび あり、 走行で さなく なる 場合び あり ます。 

♦洗車 後は、 ブレーキ ペダルを 軽く 踏んで、 ブレーキび 正常に 働く ことを 確認して ください。 
ブレーキ パッドび めれ ると、 ブレーキの 効 さび 悪く なったり、 めれ ていない 片方 だけび 効 
いて 八ン ドルを とられ、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


♦排気管は 排気ガス により 高温になります。 洗車な どで 触れる 場合は、 十分に 排気管び 冷め 
てからに して < ださい。 やけどを する おそれび あります。 


A 超 意 

洗車を するとき は、 けがを しないよ うに 注意して ください。 

参 下 まわり、 足 まわりを 洗う とさは、 手に けび をし ないように ミ 主意して ください。 

参 洗車す ると さは、 硬い ブラシ やた わしな どを 使用し ないで ください。 塗装な どに 傷び つ さ 
ます。 

•ランプの レンズ 表面を ワックス、 ベンジン やガソ U ン などの 有機 溶剤で 拭いたり、 硬い ブ 
ラシな どで こすったり しないで ください。 破損したり、 劣化を 早める ことび あります。 
♦目地の ある 素地 部※ に 塗装 用 ワックスを 使用し ないで ください。 塗装 用 ワックスび 付着す 
ると、 目地に 入って 取れ なくなり、 白くなる ことび あります。 

※素地 部 = 塗装され ていない ドアミラー などの 樹脂 部分。 
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C  内装の 手入れ  ) 


J 室内の 清掃 

カーク U — ナーや 電気掃除機 などで ほこり を 取り除 さ、 水 またはめ る ま 湯を 
含ませた 布で 軽く おさ 取ります。 


来 車内に 水を かけない でく ださい。 


♦車の 清掃を すると さは、 車内に 水を かけないで ください。 オーディオ やフ □ア カーペット 
下に ある 電気 部品な どに 水び かかる と、 車の 故障の 原因と なったり、 車両 乂災 につな びる 
おそれび あり 危険です。 

•シー ト ベル トの 清掃に ベンジン やガソ IJ ン などの 有機 溶剤を 使用し ないで ください。 また、 
ベルトを 漂白したり、 染めたり しないで ください。 シートベルトの 性能び 低下し、 衝突な 
どのと さ 十分な 効果を 発揮せ ず、 生命に かかわる 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険で 
す。 清掃す ると さは、 中性洗剤 かめる ま 湯を 使用し、 乾く まで シートベルトを 使用し ない 
で  <  ださい。 

♦内装 （特に インストルメントパネル） の 手入れを すると さは、 離 だし ワックス や 離 だし ク 
U —ナ ーを 使用し ないで ください。 インス トル メン ト パネルび フ □ン トウ ィン ドウ ガラス 
へ 映り 込み、 運転者の 視界を さまたげ 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害 もしくは 死亡に 
およぶ おそれび あります。 


is 

ク リーナーに 含まれる 成分に ま 意して く ださい。 

♦内装の 手入れを すると さは、 ベンジン •ガソ U ンな どの 有機 溶剤 や 酸、 または アル カ U 性 
の 溶剤は 使用し ないで ください。 変色 やしみ の 原因と なります。 また、 各種 ク U —ナ ー類 
には、 これらの 成分び 含まれて いる おそれび あります ので、 よく 確認のう え 使用して くだ 
さい。 

♦芳香剤 （液体- 固体- ゲル 状- プレート タイプな ど） を、 内装 品 （エアコン や オーディオ 
など） に 直接 触れさせたり、 こぼしたり しないよ うを 意して ください。 含まれる 成分に よ 
っては 変色 やしみ- 塗装は びれ の 原因と なるお それび あります。 

•バック ドア ガラス やク オーター ガラスの 内側を 清掃す ると さは、 熱線 や アンテナを 損傷す 
る おそれび あるた め、 ガ ラスク U —ナ ーな どを 使わず、 熱線に そって 水 またはめ る ま 湯を 
含ませた 布で 軽く} 式いて ください。 

♦バック ドア ガラス やク オーター ガラスの 内側を 掃除す ると さは、 熱線 や アンテナを 引っ か 
いたり、 損傷 させない よう に 気をつけ てく ださい。 

♦ガラスの 内側を 清掃す ると さは、 コンパ ウン ドび 入った ガ ラスク U —ナ ーを 使用し ないで 
ください。 清掃は、 水、 またはめ る ま 湯を 含ませた 布で 軽く} 式いて ください。 

参内 装の 手入れを するとき は、 離 だし ワックス や 離 だし ク U —ナ ーを 使用し ないで ください。 
インス トル メン ト パネル やその 他 内装のは びれ- 溶解- 変形の 原因になる おそれび あります。 
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> 本 革 シー トの 取り扱い- お 手入れ 方法* 

■砂 •ほこりな どは、 掃除機な どで 吸い取って ください。 

シート 表面に ついた 砂 •ほこりな どは、 皮革 表面の 保護 膜を 傷つけ、 早期 摩 
耗の 原因と なります 。砂* ほこりな どは、 掃除機な どで 吸い取って ください。 

■サン シェード （日除け） を 使用す るな どして、 皮革を 直射日光 か 5 守って 
< ださい。 

皮革を 炎天下に 長期 間 さらす と、 色 あせ や 硬化の 原因と なります。 長期 間 炎 
天下に 車を 放置す ると さは ボディに 覆いを かけたり、 サンシェード （日除け) 
を 使用す るな どして、 皮革を 直射日光から 守って ください。 

■シー ト 表面に ついた 巧れ は、 次の 方法で 取り除いて ください。 

# 巧れ を 軽く 拭き取ります。 

ウール 用の 中性、 または 弱 アル カ U 性の 洗剤を 約 5% の 水溶液まで 薄め、 
ガーゼな どの やわらかい 布に 含ませて、 巧れ を 軽く おさ 取ります。 

三 洗剤を} 式き 取りまず。 

真水を ひたした 布を 固く しぼり、 シート 表面に 残った 洗剤を 拭 さ 取り 
ます 0 

〇 日陰で 乾燥 させまず。 

乾いた やわらかい 布で シー ト 表面の 水分を おさ 取り、 風通しの 良い 曰 
陰で 乾燥させます。 


A 超 意 蓋 農 S 胃な 水分び 残る と、 皮 細 合い 低下 亂 収縮) の 原 


. ^ ^ 知識 - 

本 革 シー ト について 

♦厳選され た 天然 素材を 使用して います。 外観 品質を 長く 保つ ために、 年に 2 回 程度は 定期 
的に お 手入れす る ことを おすすめ します。 

♦天然 素材の ため、 シボ （皮革 表面 肌の 凹 己） の不 均一 や、 牛皮 革 本来の 傷び わかる 場合び 
あります。 
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C エアコンの 手入れ  ) 


> エアコン ガス （冷 媒） の 点検 ■ 

冷媒び 不足して いると、 冷房 性能び 低下し ます。 
夏になる 前に 点検- 補充を してく ださい。 


J クリーン エア フイ ルターの 交換 


/  " エンジン スタート ストップ" スイ 

ッチを OF  F にします。 

と ピンと ツメを はずします。 

•グ □ーブ ボックスを 開け、 ダン パー 
ステ ーの ピンを はずします。 

•グ □ーブ ボックス 内側に 指を かけて、 
A 側 の 側面を 引っ張りた わ ませて、 
上部の ツメを はずし、 目 側の 側面を 
た わ ませて、 上部の ツメを はずし ま 
す。 


〇 グ □ーブ ボックスを はずします。 

•グ □ーブ ボックスを 軽く 手前に 引 さ 
なびら 徐 々に 下げ、 下部の ツメを は 
ずして 取りは ずします。 
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フイ ルター ケースの フタを はずしまず。 

フ タの 左側 にある ノブを つまみな びら 
手前に 引いて、 取りは ずします。 


〇 フィルター 交換 時の み フィ ルターを 交 
換 します。 

フィ ルターを 取りは ずし、 新しい フィ 
ルターに 交換し ます。 

参 フイ ルターに ある 「Oup」 の マー 
クの 矢印び 上になる よ ラに 確実に 取 
りつけ ます。 


6 


フイ ルター ケースの フタを 取りつ け ま 
す。 

フイ ルター ケースの 切り 欠 さに フタの 
ツメを あわせて 取りつ けます。 

•フタの 「Oup」 マークの 矢印び 上 
になる ようにして 確実に 取りつ け ま 
す。 
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7 グ □ーブ ボックスを 取りつ けます。 

グ □ーブ ボックス 下部の ツメの 切り 欠 
さを シャフ トの 面に 合わせて はめ込み、 
ダン パース テ ーに ピンを 取りつ けて か 
ら、 グ □ーブ ボックス 側面を 内側に 押 
して 上部の ツメを 片方ず つは めて、 グ 
□ーブ ボックスを 閉めます。 


▲が^ 胃 フイ ルターの 交換は、" エンジン スタート ストップ" ス 
を^な ぶ I イッチを OF  F にして か！ 5 行って ください。 

•フィ ルターの 交換は、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを 日 F F にしてから 行っ 
て  <  ださい。 

♦エアコンの 風 量び 著しく 減少したり、 ガラスび 曇り やすく なった とさは、 フィルターの 目 
詰まりび 考えられます。 フィルターを 清掃、 または 交換して ください。 なお、 フィルター 
の 清掃に ついては、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

♦フィルターの 裏と 表を 間違えない ように、 フィルターを 取りつ けて ください。 

♦必ず フィルターを 装着した 状態で、 エアコンを 使用して ください。 フィルターを 装着せ ず 
に エアコンを 使用す ると 故障の 原因と なること びあります。 


. ^ A 知識 - 

エア フィルターの 清掃- 交換に ついて 

♦エアコンには エア フィルターび 取りつ けられて います。 快適に お使いい ただく ため 定期的 
な 清掃- 交換を おすすめ します。 

♦エア フィ ルターの 交換は 工具な しで 行う ことび でさます。 

♦エア フィルターの 清掃、 交換 用 エア フィルターに ついては トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

清掃の 目 ま： 1 己， 000  km 【7, 己 00  km】 ごと。 

交換の 目 ま：  30,000  km 【1 己， 000  km】 ごと。 

【 】 は、 多 じん 地区 （大都市 •寒冷地な ど、 交通量 •粉 じんの 多い 地区） の 場合。 
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C  タイヤの 点検  ） 


> タイヤ □- テーシヨ ン （タイヤ 位置 交換）^^™ 

タイヤの 摩耗を 4 輪と わに 均等に し、 寿命を のばす ために、 日， □日日 km ごと 
に タイヤ □ー テ ー シヨ ンを 行います。 

•販売店 装着 オプ シヨ ンの スペアタイヤ 装着 車で、 搭載され ている ジャッキ 
を 使用 して タイヤ 位置 交換を 行う とさは、 スペアタイヤを 使用して] 輪ず 
つ 交換して ください。 

fTTTh  fTTTh 

前輪 

vLUJ/ 

IXi 

^TTTh  /fTPiv 

後輪 


A 超 意 曰 常 点検と して 必ず タイヤを 点検して < ださい。 


♦曰 常 点検と して 必ず タイヤの 点検を 行って ください。 (P.82 「タイヤに ついての を 意」 
参照） 

参 タイヤ. ディスク ホイール. ホイール 取りつ け ナッ トを 交換す ると さは、 トヨタ 販売店に 
ご 相談く ださい。 （P.9 己 「その他の 注意」 参照） 
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c キーの 電池 交換 ) 


7  メカニカル キーを 取り出します。 

ノブの キー マークの ある 側を 押しな び 
ら、 メカニカル キーを 引 さ 出します。 


三 キー カバー をはず します。 

市販の マイナス ドライバーの 先端を 電 
テキ ーの 切り 欠 さに 差し込み、 ひねり 
なびら カバーを はずします。 

•傷つ さ 防止の ため、 ドライバーの 先 
端に ビニール テープな どを 巻いて く 
ださい。 


〇 電池を はずします。 

市販の 精密 ドライバー などを 溝に 挿入 
し、 電池を 取り出します。 


4 新しい 電池を 取りつ けます。 

電池を 斜めに 挿入し、 上から 押さえつ 
け、 確実に 取りつ けます。 

•電池の© I 側を 上に して 取りつ けます。 
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5 キー カバー を 取りつ けます。 


ら メカニカル キーを 取りつ けます。 


/ 作動 確認を しまず。 

いずれ かの スイッチを 押した とさ、 本 
体の L  ED び 点灯す る ことを 確認し ま 
す。 


A 醫曽 

取りは ずした 電池 や 部品を （とくに お テ さまび） 飲み込まない ように ごを 
意く ださい。 飲み込む と、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

盛 超 置 

電池 および 取りは ずした 部品の 取り扱いには ご注意く ださ 
い。 

♦電池 交換 時には ネジ などの 部品を 紛失し ないよう にごを 意く ださい。 

♦電池の© 極と© 極は 必ず 正しい 向きに して 取りつ けて ください。 

•電池 挿入 部の 電極を a げたり、 モジュール 内部に ゴミや 油な どび 付着 しないよ ラに ミ 主意し 
て  <  ださい。 

参 基盤な どの 内部 部品を 取り出さないで ください。 


' — 知識 - 

電池に ついて 

使用 電池 …… リチウム 電池 CR1 目 32 

電池は トヨタ 販売店- 時計店- カメラ 店な どで お求めく ださい。 

電池 交換に ついて 

電池 交換は、 お 客 さま ご 自身で 交換す る ことび でさます び、 交換の 際に 破損な どの おそれび 
あるた め、 トヨタ 販売店での 交換を おすすめ します。 
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c ヒュ ーズの 点検 •交換） 


ランプび つかない とさ や 電気系統の 装置び 働かない とさは、 ヒューズ 切れ や 
ランプ 自体の 球 切れび 考えられます。 

次の 手順で ヒューズの 点検- 交換を 行って ください。 

•ヒューズに ついては トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

7  "エンジン スタート ストップ" スイッチを OFF にしまず。 


と ヒューズ ボックスを 開けまず。 

ヒューズ ラベルび、 カバー または フタに 表示して あります。 

■エンジン ルーム 内 ヒューズ ボックス 

ツメを 押しな びら カバーを 開けます。 


ヒューズ ボックス 巳 


•カバーを 取りつ けたと さは、 カバーび 確実に 固定され ている ことを 確認し 
てくだ さい。 
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ノブ 


■室内 運輯 席側ヒ ユー ズボ ッ クス 

運転席 側 席 インス トル メン ト パネル 下に あ 
ります。 

•ノブを 引いて カバーを 取りは ずします。 


カバ ー- 1 


■室内 助手席 側ヒ ュー ズボ ッ クス 

助手席 側 席 インス トル メン ト パネル 下に あ 
ります。 

•ツメ 3 ケ 所を 押して カバー ① をはず し、 ノ 
ブを弓 I いて カノ  く一⑥ をはず します。 
•ヒューズ ラベルは カバー ⑥に 表示して あ 
ります。 
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3 ヒューズの 点検を します。 

故障の 状況から、 点検 すべさ ヒューズを ヒューズ ラベルで 確認し、 ヒ 
ューズ を 引 さ 抜 さ、 ヒューズび 切れて いない かを 点検し ます。 
•ヒューズは ずしは、 エンジン ルーム 内 ヒューズ ボックス 目の 中に 入 
つてい ます。 （P.57 □参照） 

•ヒューズは 車の 仕様に よりない もの もあります。 

•ヒューズに ついては トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


4 ヒューズを 交換し ます。 

ヒューズび 切れて いたら、 ヒューズ ボックスの 表示に したびい、 規定 
容量の ヒューズに 交換し ます。 

•ランプ 類び 点灯 しないと さは、 電球 切れ わ 考えられます。 

•iu 下の 場合は トヨ タ 販売店で 点検を 受けて く ださい。 

•取り替えて わ 再び ヒュ ーズび 切れる とさ。 

•取り替えても 電気系統の 装置び 働かない とさ。 


規定 容量 外の ヒューズを 使用し ないで ください。 配線び 過熱- 焼 損し、 
srf  乂災 につな びる おそれび あり 危険です。 
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J ヒューズの 受け持つ 装置 

■エンジン ルー ム内ヒ ューズ ボックス A 


邑旨邑 § 


[©〕 ~ 
[©〕 [⑩〕 
[の [の〕 
[©〕 
因 [®〕 
[©〕 

[©〕 


* 車の 仕様に より 設定の ない ヒューズ もあります。 


ヒ ューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ まな 装置 名称 

〇 

H-LP  LH 

15  A 

へッ ド ランプ （左） 八イ ビーム 

〇 

H-LP  RH 

15  A 

へッ ド ランプ （ち） 八 イ ビーム 

e 

H-LP  L  L 

]已 A 

へッ ド ランプ （左） □- ビーム 

〇 

H-LP  RL 

]已 A 

へッ ド ランプ （ち） □- ビーム 

0 

ECU- 目 3 

7.5  A 

スマ ー ト エン ト U  —  & スタ ー ト 

〇 

ECU- 巨 2 

7.5  A 

パワー ウインドウ （運転席 スイッチ） 

〇 

S/HORN 

10  A 

スマ ー トキ ー 警報 

〇 

DEICER 

20  A 

熱線 式 ウイン ド シール ド デ アイサ 

〇 

FOG 

SO  A 

フォグ ランプ 

⑩ 

HORN 

10  A 

ホーン 

の 

STRG  LCK 

20  A 

ステア IJ ング □ック 

⑩ 

AMP2 

30  A 

オーディオ 

⑩ 

AMP] 

30  A 

オーディオ 
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■エンジン ルー ム内ヒ ューズ ボックス B 


n©u 

nou 


ns 

n©u 

0U 


0U 

neu 

yu 
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ヒ ューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

〇 

ABS  N0.2 

30  A 

A 目 S コンピューター 

〇 

DE  F 

25  A 

U ヤ ウインドウ デフ ォッ ガー 

e 

E  F  1 

20  A 

E  F  1 コンピューター 

〇 

ECU- 巨 

10  A 

メー ター 

0 

DOME 

7.5  A 

室内 灯 

〇 

RAD  N0.1 

15  A 

オーディオ 

〇 

MIR  HTR 

10  A 

ミラー ヒーター 

〇 

ST 

己 A 

スターター 

〇 

ETC-S 

10  A 

電子 制御 ス □ッ トル 

⑩ 

AM2  N0.2 

7.5  A 

"エンジン スタート ストップ" スイッチ 

の 

TURN  HAZ 

15  A 

方向 指示 灯 兼 非常 点滅 灯 

⑩ 

1  G2 

]已 A 

E  F  1 

⑩ 

AM2  N0.1 

30  A 

"エンジン スタート ストップ" スイッチ 

⑩ 

FR  DOOR 

30  A 

ドア □ック 

形 

A/F 

30  A 

E  F  1 

へ靈口 
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* 車の 仕様に より 設定の ない ヒューズ もあります。 
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■室内 運 輯席側 ヒューズ ボックス 


[©〕 


[©〕 

[〇〕 


ご a  Q  □ 己 Q 

ssss 


盖 盖盖黑 8 
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ヒ ューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

〇 

FR  W  1  P 

30  A 

フ □ント ワイパー 

〇 

SEAT  HTR  RH 

10  A 

快適 温熱 シート （運転席 側） 

e 

RH  ECU- 1 G 

10  A 

EPS 

〇 

P/P 日  1  NT 

15  A 

ア クセヴ U — ソケット 

0 

C  1  G 

15  A 

シガ レッ トライ ター 

〇 

RAD  N0.2 

7.5  A 

オーディオ 

〇 

ECU-ACC 

7.5  A 

シフ ト □ック 

〇 

1  GN 

10  A 

イグ ニッシ ヨン 

〇 

MET 

7.5  A 

メーター 

⑩ 

PS 巨 

30  A 

プ U クラッシュ セーフ ティ システム 

の 

RR  FOG 

7.5  A 

U ヤ フォグ ランプ 

⑩ 

P/W  F  R 

20  A 

パワー ウインドウ （運転席 側） 

⑩ 

P/SEAT  RH 

30  A 

パワー シート （運転席 側） 

⑩ 

AMI 

7.5  A 

"エンジン スタート ストップ" スイッチ 

形 

STOP 

15  A 

制動 打 

形 

0 巨 D 

7.5  A 

ダイア グノー シスコ ネクター 

の 

PSD  RH 

30  A 

パワー スライド ドア （運転席 側） 

⑩ 

P/W  RR 

20  A 

パワー ウインドウ （後 席ち 側） 

へ靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索 


* 車の 仕様に より 設定の ない ヒューズ もあります。 
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■室内 助手席 側 ヒューズ ボックス 


[の 

[の〕 

[の 

[の 

[©〕 

[®〕 

[©〕 

[の〕 


こ の 


[©〕 


こ の 


[©〕 

[©〕 

[の 

こ©〕 

[©〕 

[〇〕 
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車の 手入れ 


ヒ ューズ 名称 

アンペア 数 

ヒューズの 受け持つ 主な 装置 名称 

〇 

LH  ECU- 1 G 

10  A 

電動 格納 ヴー ド シート 

〇 

SEAT  HTR  LH 

10  A 

快適 温熱 シート （助手席 側） 

e 

GAUGE  N0.2 

10  A 

後退 打 

〇 

STP  RR 

7.5  A 

制動 好 （ち 側） 

0 

STP  HI  MT 

7.5  A 

八 イマ ウン トス トップ ランプ 

〇 

STP  R  L 

7.5  A 

制動灯 （左側） 

〇 

RR  W  1  P 

15  A 

U ャ ワイ パー 

〇 

GAUGE  N0.1 

10  A 

へッ ド ランプ オート レべ U ング 

〇 

PANEL 

10  A 

スイ ッ チ 照明 

⑩ 

TAIL 

10  A 

尾灯 

の 

WE  LCAB 

30  A 

サイド IJ フト アップ シート 

⑩ 

4WD 

7.5  A 

4VVD システム 

⑩ 

AC  1  N  V 

]已 A 

ア クセヴ U — コンセント 

⑩ 

DR  LOCK 

30  A 

電気 式 ドア □ック 

形 

P/W  F  L 

20  A 

パワー ウインドゥ （助手席 側） 

形 

S/R 

20  A 

電動 U ヤサン シェード 

の 

PSD  LH 

30  A 

パワー スライド ドア （助手席 側） 

⑩ 

P/W  R  L 

20  A 

パワー ウインドゥ （後 席 左側） 

⑩ 

P 巨 D 

30  A 

パワー バック ドア 

へ靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索 


* 車の 仕様に より 設定の ない ヒューズ もあります。 
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c が 装の 電巧 （バルブ） 交換） 


この 車の 外装には、 下図で 示した 電球 （バルブ） びあります。 

•ページ 数び 記載して ある 電球の 交換に ついては、 該当 ページを お読みく ださい。 
•※印び 記載して ある 電球の 交換に ついては、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 


番号な 己 92 

八 イマ ウン トス トップ ランプ※ 
尾な※ 
後退な 己 9] 
制動な/尾な※ 
リヤ 方向 指示な 兼 非常 点滅※ 


フ □ン ト 方向 指示な 兼 非常 点滅! 打 己 89 
へッ ド ランプ （ハ イビー ム）  己 84 

フ □ン トフ ォグ ランプ  己 86 

へッ ド ランプ （□— ビ ーム）  己 82- 

* デ イス チャージへ ッ ド ランプ 装着 車を 除く 

車 幅な  己 88 

サイ ド 方向 指示な 兼 非常 点滅な※ 
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車の 手入れ 


電球の 交換を するとき は 必ず 次の ことを お守りく ださい。 
お守りいた だかない と 重大な 傷害 ややけ どに つながる おそ 
れがあ 0 ます。 

> デ ィス チャージ ヘッド ランプを 交換す ると さ （電球 交換を 含む） は、 必ず トヨタ 販売店に 
ご 相談く ださい。 電球 ソケットに 触れた 状態で 点灯 操作を すると、 瞬間 的に 2 日， 日日 日 V 
の 高電圧び 発生し、 感電す る おそれび あります。 

> 電球を 交換す ると さは、 必ず エンジンを 停止し 各 ランプを 消灯 させ、 電球び 冷えてから 交 
換 してく ださい。 やけどを する おそれび あり 危険です。 


電球は 十分 注意 して 取り扱って くださし、。 


♦八 □ゲン 電球は ガラス 内部の 圧力び 高いた め、 落としたり、 物を ぶつけたり、 傷を つけた 
り する と 破損して ガラスび 飛び散る 場合び あり ますので、 十分を 意 して 取り扱って く ださ 
し、 また、 素手で 触れずに されい な 手袋を 着用して ください。 

♦必ず 同じ W 数の 電球を 使用して ください。 (P.61 ] 参照） 

参 電球 および 電球 固定 具の 取りつ けは 確実に 行って ください。 取りつ けび 不完全な 場合、 水 
入りな どに よる 故障 および レンズ 内面の 曇りに つなび る おそれび あります。 

♦電球の 交換を するとき は、 工具- 電球- 電球 固定 具- ソケッ ト などを 紛失し ないよう にを 
意して 作業して ください。 


- A 知識 


ランプの 腿り について 

へッ ド ランプな どの ランプは、 雨天 走行 や 洗車な どの 使用 条件に より レンズ 内面び 曇る こと 
びあります。 これは ランプ 内部と 外気の 温度 差に よる もので、 雨天 時な どに 窓ガラスび 曇る 
のと 同様の 現象で あり、 機能 上の 問題はありません。 ただし、 レンズ 内面に 大粒の 水滴び つ 
いている とさ や ランプ 内に 水び たまって いると さは、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

電球の 交換に ついて 

電球の 交換 作業を すると さに、 部品な どの 破損び む 配な ちは、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださ 
い。 


目次 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 
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J へッ ド ランプ （□ — ビ ー ム) 

L デ‘ イス チャージへ ッ ド ランプ 装着 車を 除く」 


■取りは ずし かた 

7 カバー を 取りは ずします。 

ク U ップ （2 本） と ボルト （2 個） をは 
ずし、 カバーを はずします。 

•ク U ッ プは 中/こ \ 部を 引き出 して □ッ 
ク をはず し、 引 さ 抜 さます。 

•助手席 側の ランプを 交換す ると さは 
八ン ドルを ち いっぱいに、 運転席 側 
の ランプを 交換す ると さは 八ン ドル 
を 左 いっぱいに まわして おくと スぺ 
ースび 広び ります。 


カバーを 矢印の 方向に まわして はずし 
まず。 

カバーに ある 兰角 マークを a から b に 移 
動し、 カバー 全体を 手前に 引 さはず し 
ます。 


《 図は 運転席 側で 説明して います。 
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車の 手入れ 


3 ツメを 押して ソケットを はずし、 電球 
を 矢印の 方向に まわして はずします。 


■取りつ け かた 

取りは ずした ときの 逆の 手順で 取りつ け ま 
す。 


カバーを 取りつ ける とさは、 カバー 全体を 
押しな びら、 カバーに ある 王 角 マークを りか 
ら a に 移動し 取りつ けます。 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索 一 


《 図は 運転席 側で 説明して います。 
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J へッ ド ランプ （A イビー ム) 


■取りは ずす 前に 

^^転席側を交換する場合は、 (下の 手順を 
行ないます。 


クリップ 


2 


- ボルト 


エンジン ルーム 前 側の カバーを はずし 
ます。 

ク U ップ （日本） の 中/こ \ 部を 市販 
の© ドライバーで ゆるめ、 エンジン 
ルーム 前 側の カバーを はずします。 


ウオッ シャー 液 ま 入口の フタを 開け、 
ボルトを 外します。 


〇 固定 具を 引き抜き、 ウオッ シャー 液 ま 
入 □をず! 5 しまず。 
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車の 手入れ 


■取りは ずし かた 

ソケツ トを 矢印の 方向に まわして 引き抜き、 
ツメを 押して ソケッ トか 5 電球を 取りは ず 
しまず。 


ソケット 


■取りつ け かた 

取りは ずした ときの 逆の 手順で 取りつ け ま 
す。 

運転席 側を 取りは ずした 場合は、 エンジン 
ルーム 前 側の カバーを 固定す ると さは、 ク 
U ップを 取りは ずした 状態で 差し込み、 中 
/こ\ 部を 押し込みます。 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 
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>フ □ン トフ オグ ランプ 


に エラスを 除く」  ■取 じは ずし かた 


クリップ （2 本） と ボルトを はずし、 
フェンダー ライナー をず 5 します。 

ク U ップと ボルトを はずし、 フェン ダ 
ー ライナーと バンパーの 間から 手び 入 
れられ るよ ラに、 フェンダー ライナー 
をう しろ 側へ ずらします。 

•ク U ッ プは 中/こ \ 部を 引き出 して □ッ 
ク をはず し、 引 さ 抜 さます。 


r ア エラス I 


《 図は 運転席 側で 説明して います。 
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車の 手入れ 


ア エラスを 除く 


2 ソケッ トを 矢印の 方向に まわして 引き 
抜き、 ツメを 押して ソケット か! 5 電球 
を 取りは ずします。 


ツメ 


ア エラス 


ソケット 


■取りつ け かた 

取りは ずした ときの 逆の 手順で 取りつ け ま 
ず。 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索 一 


《 図は 運転席 側で 説明して います。 
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J 車 幅 好 


■取りは ずし かた 

7 カバー を 取りは ずします。 


ク U ップ （2 本） と ボルト （2 個） をは 
ずし、 カバーを はずします。 

•ク U ッ プは 中/こ \ 部を 引き出 して □ッ 
ク をはず し、 引 さ 抜 さます。 

•助手席 側の ランプを 交換す ると さは 
八ン ドルを ち いっぱいに、 運転席 側 
の ランプを 交換す ると さは 八ン ドル 
を 左 いっぱいに まわして おくと スぺ 
ースび 広び ります D 


《 図は 運転席 側で 説明して います。 


と ソケッ トを 矢印の 方向に まわして 引き 
巧き、 ソケット か 5 電球を 取りは ずし 
まず。 


■取りつ け かた 

取りは ずした ときの 逆の 手順で 取りつ け ま 
ず。 
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車の 手入れ 


J フ □ン ト 方向 指示' 打 兼 非常 点滅 好 

■取りは ずす 前に 

運転席側を交換する場合は1^(下の手順を行 
ない ます。 


エンジン ルーム 前 側の カバーを はずし 
ます。 

ク U ップ （己本） の 中/こ \ 部を 市販 
の© ドライバーで ゆるめ、 エンジン 
ルーム 前 側の カバーを はずします。 


ウオッ シャー 液 注入 □の フタを 開け、 
ボルトを 外します。 


3 固定 具を 引き抜き、 ウオッ シャー 液 ま 
入 □をず! 5 しまず。 
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A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 


■取りは ずし かた 

# ツメを 巧して コネクターをはず します。 


cp  ク 


電球」 


L ソケッ I 


n? 電球を 取りは ずします。 

ソケッ トを 矢印の 方向に まわして 取り 
出し、 ソケットから 電球を 抜 さ 取り ま 
す。 


■取りつ け かた 


取りは ずした ときの 逆の 手順で 取りつ け ま 
す。 

運転席 側を 取りは ずした 場合は、 エンジン 
ルーム 前 側の カバーを 固定す ると さは、 ク 
U ップを 取りは ずした 状態で 差し込み、 中 
/こ\ 部を 押し込みます。 


《 手順 2 と 3 の 図は 運転席 側で 説明して います。 
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車の 手入れ 


後退 好 


■取りは ずし かた 


バック ドアを 開け、 カバーを 取りは ず 
しまず。 

カバーの 切り 欠 さ （1 力 所） に マ イナ 
ス ドライバーを 差し込んで 取りは ずし 
ます 0 

•傷つ さ 防止の ため、 マイナス ドライ 
バ ー の 先端に ビニ ー ルて ー プ などを 
巻いて ください。 


2 


電球を 取りは ずします。 

ソケッ トを 矢印の 方向に まわして 取り 
出し、 ソケットから 電球を 抜 さ 取り ま 
す。 


■取りつ け かた 

取りは ずした ときの 逆の 手順で 取りつ け ま 
ず。 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索 一 


《 手順 2 の 図は 運転席 側で 説明して います。 
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> 番号好 

■取りは ずし かた 


バック ドアを 開け、 内張りを 取りは ず 


します。 

内張りの 切り 欠 さ （1 力 所） に マ イナ 
ス ドライバーを 差し込んで 取りは ずし 
ます 0 

•傷つ さ 防止の ため、 マイナス ドライ 
バ ー の 先端に ビニ ー ル テ ー プ などを 
巻いて ください。 


三 電球を 取りは ずしまず。 

ツメを 押して コネクターを はずして か 
ら、 ソケットを 矢印の 方向に まわして 
取り出し、 ソケットから 電球を 抜 さ 取 
ります。 


電球^ 


■取りつ け かた 

取りは ずした ときの 逆の 手順で 取りつ け ま 
ず。 


超 意 

バック ドアの 内張りを 取りは ずす ときは、 内張りを 固定して いる ク U ップ 

の 破損 や 紛失に を 意 してく ださい。 
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車の 手入れ 
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曰 常 点検 

C 曰 常 点検に ついて J  

曰 常 点検 整備は、 お客様の 責任に おいて 実施して いただく ことび 法律で 義務 
づ けられて います。 日常 点樹 ま、 簡単に 点検で きる 項目に なって いますので、 
長距離 走行 前 や 洗車 時- 給油 時な どを 目安に 実施して ください。 

ここでは、 点検 内容を 簡単に 説明し ます。 

•基準 値に ついては、 P.6] 日の 「メンテナンス データ」 を 参照して くださ 
い。 

•点検 方法 および 実施 時の 注意事項は、 別冊の 「メンテナンス ノート」 を お 
読みく ださい。 
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日常 点検 


厂 エンジン ルームの 点 巧 j 

L2GR-FE エンジン 搭載 車 （3.5L ガソリン） J 


目次 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 
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[2AZ-FE エンジン 搭載 車 （2.4  L ガソリン）] 


点検 や 交換した あとは、 工具 や 布な どを エンジン ルーム 内に 置 さ 忘れて い 
ない ことを 確認して ください。 万一、 置 さ 忘れて いると、 故障の 原因に な 
つたり、 また、 エンジン ルーム 内は 高温になる ため 車両 乂災 につな びる お 
それび あり 危険です。 
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日常 点検 


> ブレーキの 液量 

ブレーキ フルードの 量び U ヴー バー タンクの MAX  (上限） と M  I  N  (下限) 
の 間にある かを 点検し ます。 


盛 


旨 回 


ブレーキ フルードび 不足して いると、 ブレーキの 効 さび 悪くな り、 思わめ 
事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


目次 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万一のと さ 


索引^ 
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J バッテリーの 液量 

バッテ U — 液面び 各液槽 とわ バッテ U —の UPPER  LEVEL  (上限） と 
LOWER  LEVEL  (下限） の 間にある かを 車両を ゆするな どして 点検し ます。 


座 超 意 


バッテ IJ 一 液び 不足す ると、 バッテ IJ 一 あびり やバッ テ U —  自体の 損傷に 
つなび る おそれび あるた め、 定期的に 点検して ください。 


. ^ A 知識 - 

バッ テリーについて 

UPPER  LEVEL  •  LOWER  LEVEL の 表示は 搭載され るバッ テ U —により、 意匠- 表示 さ 
れ ている 場所び 異なります。 
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日常 点検 


J 冷却水の 量 

冷却水の 量び U ヴー パータンクの FUL  L  (上限） と LOW  (下限） の 間に 
あるかを 点検し ます。 


冷却水の 量び 不足して いると ラジエーターの 腐食 や オーバーヒート による 
エンジン 破損の おそれび あるた め、 定期的に 点検して ください。 また、 水 
のみで 使用して いると、 寒; 令 時に 凍結し、 ラジエーター などに 損傷を 与え 
るた め、 必ず スーパー □ン グライフ クーラント （不凍液） を 適切な 濃度で 
ご 使用く ださい。 
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> エンジン オイルの 量 

エンジン オイルの 量び オイル レベル ゲージの 上限と 下限の 間にある かを 点検 
します。 


[2GR— F  E エンジン 搭載 車 


上限 


G2AZ— FE エンジン 搭載 車 


上限 


エンジン オイルを 点検 •交換 するとき は、 次の ことを お 守 
りく ださい。 お守りいた だかない と 重大な 傷害 ややけ どに 
つながる おそれが あ 0 ます。 


•エンジンを 停止して く ださい。 

•エンジン 回転 中に ベルト や ファンな どの 回転 部分に 触れたり 付近に いたりす ると、 手 や 
衣服- 工具な どび 巻 さ 込まれたり して、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
•エンジン オイルの 温度び 低い とさに 点検- 交換して ください。 

•エンジンび 停止して いても 冷却水 温び 高い とさは、 エンジン オイル も 高温に なって おり、 
やけどを する おそれび あり 危険です。 


エンジン オイルは、 定期的に 点、 検- 交換して ください。 

•定期的な 点検を 怠る と、 オイル 不足 や 劣化に より 回転 部分び 潤滑 不良に なり、 焼 さつ さな 
どを 起こして エンジンに 損傷を 与える ため、 定期的に 点検- 交換を してく ださい。 
•エンジン オイルは エンジン 内部の 涵 滑- 冷却な どを する 働 さびあります。 通常の 運転を 
していて を、 ピス トン および 吸- 排気 バルブを 潤滑して いる オイルの 一部び 燃焼 室な ど 
で 燃える ため、 オイル 量は 走行と ともに 減少し ます。 また、 減少す る 量は 走行 条件な ど 
により 異なります。 

> オイルを 補給 するとき は、 入れす ざない よ うにを 意して く ださい。 

> エンジン オイルを 点検 するとき は、 オイルび オルタ ネーター などに 付着し ないように、 布 
などを 当てて 点検して ください。 万一、 オイルび 付着した とさは、 完全に} 式 さ 取って くだ 
さい。 
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日常 点検 


> ウインドゥ ウォッ シャー の 液量 

ウォッ シャー 液 注入 □の キャップを 開け、 液面び NORMAL  (上限） と 
LOW  (下限） の 間にある ことを、 レベル ゲージで 確認し ます。 

•液面び L  0 W に 近づいた らウオ ッシヤ ー 液を 補給して く ださい。 


. ^ ^ 知識 - 

リヤ ワイパーの ウォ ッシャ ー 液の 補給に ついて 

U ヤ ワイパー 用 ウォッ シャー タンクは フ □ント ワイパー 用と 兼用です。 
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■ウオ ッシヤ ー 液を 補給す るには 


^ ウォッ シャー 液を 補給し ます。 

補給び 終わったら、 ウォッ シャー 液 注 
入 □の キヤ ッ プを 確実に 閉めて く ださ 
い。 


A 麗 

エンジンび 熱い とさ や エンジンび かかって いると さは、 ウォッ シャー 液を 
補給し ないで ください。 ウォッ シャー 液には アルコール 成分び 含まれて い 
るた め、 エンジン などに かかる と出乂 する おそれび あり 危険です。 

A 超 置 

ウォ ッシャ ー 液の かわり に 石けん 水な どを 入れない でく ださい。 塗装の し 
みになる おそれび あり ます。 

知識 


ゲージの 使い方 

ウォッ シャー 液の 膜び 張って いる ゲージの 穴 部の 位 
置を 確認して、 ウォッ シャー 液の 残 量を 判断し ます。 
残 量び ゲージの 先端から 2 つめの 穴 部よ り 下 まわっ 
たら （LOW の 位置まで 低下した）、 ウオッ シャー 液 
を 補給して ください。 
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C 車の まわ 0 の 点検 3 


日常 点検 


♦月に] 回 程度は 空気 圧 ゲージに よる 点検を おすすめ します。 
♦空気 圧び 適正で ない 場合は、 必ず 指定 空気 圧に 調整 してく ださい 


タイヤの 点検に ついては、 P.82 の 「タイヤに ついての 注意」 を 併せて お 読 
みください。 

> タイヤの 空気 圧 

タイヤび 冷えて いる （走行 前） 状態で タイヤの 接地 部の た わみ 状態 （つぶれ 
具合） を 見て、 空気 圧び 適正で あるかを 点検し ます。 


指定 空気 圧より 低い と、 車両の 走行 安定性を 損な ラ ばかりでなく、 タイヤ 

び 偏 摩耗し ます。 高速 走行 時に スタンディングウェーブ 現象^に より タイ 

ヤび バースト （破裂） したりして、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危 

謹呂 

険 です。 日常 点検で、 必ず タイヤ 空気 圧び 指定 空気 圧に なって いる ことを 

点検して ください。 

※高速で 走行して いると さに、 タイヤび 波う つ 現象。 

匿麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 
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' - 知識 - 

指定 空気 圧に ついて 

指定 空気 圧は、 運転席 ドアを 開けた ボディ 側に 貼られて いる 「タイヤ 空気 圧」 の 表、 または 
メンテナンス データ （P.6] 己 参照） で ご 確認く ださい。 

♦スペアタイヤ も 点検して ください。 （販売店 装着 オプションの スペアタイヤ 装着 車） 

♦指定 空気 圧での た わみ 状態を 確認して おくと、 タイヤを 目視 点検す ると さに 参考に なり ま 
す。 

♦指定 空気 圧の 調整は タイヤび 冷えて いると さに 行って ください。 
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日常 点検 


> タイヤの き 裂 •損傷 


タイヤの 側面 や 接地 部 全 周に 著しい 傷 やさ 裂び ないかを 点検し ます。 また、 
釘 •石* その他の 異物び 刺さったり、 かみ 込んで いない かを 点検し ます。 


タイヤの 側面な どに 傷 やき 裂の あるよう な 異常な タイヤを 
装着し ないで ください。 


♦異常び ある タイヤを 装着して いると、 走行 時に 八ン ドルび とられたり、 異常な 振動を 感じ 
る ことび あります。 

また、 バースト （破裂） など 修理で さない ような 損傷を タイヤに 与えたり、 タイヤび 横す 
ベり するな ど 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

走行 中、 異常な 振動を 感じた 場合は、 すみやかに トヨタ 販売店で 点検を 受け、 正常な タイ 
ヤに 交換して ください。 

♦異常び ある タイヤを 装着して いると、 車の 性能 （燃費- 車両の 方向 安定性- 制動 距離な ど） 
び 十分に 発揮で さない ばかりでなく、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 また、 
部品に 悪影響を 与えるな ど 故障の 原因と なること びあります。 


目次 


を 警告 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万一のと さ 


索引^ 


605 


> タイヤの 溝の 深さ、 異常 摩耗 


タイヤ 接地 面に 表示され ている ス U ップヴ イン （摩耗 限度 表示） び 現れて い 
ないかを 点検し ます。 また、 極端な 片 ベり などの 偏 摩耗び ないかを 点検し ま 
す。 

例の イラストは 説明の ためで あり、 実際とは 異なります。 


摩耗 限度を こえた タイヤは 使用し ないで ください。 タイヤの 溝の 深さび 少 
ない タイヤ やス U ップヴ イン （摩耗 限度 表示） び 出て いる タイヤを その ま 
ま 使用す ると、 制動 距離び 長く なったり、 雨の 曰に 八 イド □プレーニング 
現象^2 により、 八ン ドルび 操作で さなく なったり、 タイヤび バースト （破 
裂） したりして、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 ス U ップ 
サインび 現れたら、 すみやかに 正常な タイヤと 交換して ください。 

《 2 水の たまった 道路を 高速で 走行す ると、 タイヤと 路面の 間に 水び 入り込み、 タイ 
ヤび 路面から 浮いて しまい、 八ン ドル や ブレーキび 効かなくなる 現象。 


>口义 装置- 方向 指示 器の 巧れ- 損傷 

各 ランプの レンズに、 巧れ や 破損* ヒビ 割れな どび ないかを 点検し ます。 

' - づ^ム 知 識 - ^ 

ランプの 腿り について 

へッ ド ランプな どの ランプは、 雨天 走行 や 洗車な どの 使用 条件に より レンズ 内面び 曇る こと 
びあります。 これは ランプ 内部と 外気の 温度 差に よる もので、 雨天 時な どに 窓ガラスび 曇る 
のと 同様の 現象で あり、 機能 上の 問題はありません。 ただし、 レンズ 内面に 大粒の 水滴び つ 
いている とさ や ランプ 内に 水び たまって いると さは、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
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日常 点検 

し 運 巧庶こ 座っての 点 巧） 


》 パ ー キング ブレ ー キの 踏みし ろ 

パーキング ブレーキ ペダルび 止まる まで ゆっくりと 踏み、 "カ チカ チ" 音び 
基準 値の 範囲 （P.6] 日参 照） で 止まる かを 点検し ます。 


) エンジンの かかり 具合 

エンジン 始動の 際、 異音び ないか、 かかり 具合いは 良い かを 点検し ます。 
また、 アイド U ング 状態 および 少し 回転を 上げた 状態で、 異音び ないかを 点 
検 します。 


J ブレーキ ペダルの 踏みし ろ 

エンジンを 始動し、 ブレーキ ペダルを いっぱいに 踏み込み、 床板との す さ 間 
(P. 6] 日参 照） を 点検し ます。 併せて ペダルの 感触に 異常び ないかを 点検 
します。 
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> ウインドウ ウォッ シャーの 噴射 状態 

エンジンを 始動し、 ウインドウ ウオッ シャーを 作動 させ、 噴射 状態を 点検し 
ます 0 


> ワイパーの 払拭 状態 

エンジンを 始動し、 ウイン ドウ ウォッ シャーで ガラスを めら した 状態で ワイ 
パーを 作動 させ、 「間欠 作動」 「低速 作動」 「高速 作動」 「一時 作動」 の 各 作動 
び 良い か、 拭 さ 取り 状態び 良い か 点検し ます。 


>好义 装置- 方向 指示 器の 作動 

エンジンを 始動し、 各 灯火 装置 •方向 指示 器を 作動 させ、 ランプび 点灯 •点 
減す るか、 明るさび 不足して いない かを 点検し ます。 
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C  走行しての 点検  3 


日常 点検 


> ブレーキの 効 さ 具合 


通常 走行 時に ブレーキを かけた とさ、 効 さび 十分 か、 片効 さしない かを 点検 
します 0 


走行 中、 継続的に ブレーキ 付近から 警告音 （"キー キー" 音） び 発生した 
とさは、 ブレーキ パッドの 使用 限度です。 ただちに トヨタ 販売店で 点検を 
受けて ください。 警告音び 発生した まま 走行し 続ける と、 ブレーキ パッド 
び なくなり、 ブレーキ 部品を 損傷 させたり、 効 さび 悪く なって 思わめ 事故 
につな びる おそれび あり 危険です。 


) エンジンの 低速 および 加速の 状態 

通常 走行で 停車した とさ、 エンジン 回転に むらび あったり、 止まった りしな 
いかを 点検し ます。 また、 アクセル ペダルを 踏み込んだ とさ、 なめらかに 加 
速す るかを 点検し ます。 


> 前 曰 ま での 異常 箇所の, 点検 


前 曰までの 使用 時に 異常び あった 箇所に ついて、 運行に 支障び ないかを 点検 
します 0 
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メンテナンス デー タ 

C ゾンテ ナンス データ） 


> 点検 畐準値 


項  目 

メンテナンス データ 

ブレーキ ペダル 

遊び [mm] 

(負 圧な しの 状態） 

]〜6 

踏み込んだ とさの 
床板との すき 間 [mm] 

〔踏 力 己 日日 N  {50  kgf}] 
(エンジン 日 N の 状態） 

S-VSC 
装着 車を 除く 

921  ソ上 

S-VSC 
装着 車 

1 日 3iU 上 

パーキング ブレーキ 

踏みし ろ [ノッチ •司 
〔操作 力 3 日日 N  {30  kgfn 

4 〜 6 

V 

ベ 

ル 

オルター ネーター & 
A/C ベルト 

た わみ 量 

非 調整 式 

※ノッチとは、 パーキング ブレーキを かける ときの 節度 （"カ チッ" という 音） のこと です。 
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メンテナンス データ 


J 電球の ワット 数 


項  目 

メンテナンス データ 

電  球 

W  (ワット） 数 

へッ ド ランプ 

I 八 □ゲン ヘッド ランプ 装着 車 I 

•八 イビー ム . 60  W 

(バルブ タイプ： H 目 3) 

•  □- ビーム . 55  W 

(バルブ タイプ ： H] 1) 

1 デ ィス チャージへ ッ ド ランプ 装着 車 1 

•八 イビー ム . 60  W 

(バルブ タイプ： H 目 3) 

•  □- ビーム . 35  W 

(バルブ タイプ： D4S) 

車 幅 巧 . 5  W 

フ □ン トフ ォグ ランプ 

1 ア エラスを 除く  1  . 5 円 W 

(バルブ タイプ ： H] 1) 

1 ア エラス 1  . 円] W 

(バルブ タイプ： H 目 4) 
フ □ン ト 方向 指示 灯 兼 非常 点滅な 

(アン バー バルブ）※ 1 . 21 W 

サイ ド 方向 指示な 兼 非常 点滅な …… LED^2 

番号 巧 . 5  W 

制動 巧/尾 巧 . LED《2 

尾 巧 . L  ED《2 

U ヤ 方向 指示 灯 兼 非常 点滅 灯 

(アン バー バルブ）※ 1 . 21 W 

後退 灯 . 16  W 

フ □ン ト パー ソ ナル ランプ . 5  W 

U ヤ パー ソ ナル ランプ . 5  W 

フ □ント ドア カーテシ ランプ ★ . 5  W 

八 イマ ウン トス トップ ランプ . LED《2 

フ □ン トフ □ア まわり 照明 . LED《2 

ラゲージルームラン プ . 5  W 

アンバー バルブは オレンジ色の 電球です。 

《2  LED は、 Li 呂 ht  Emitting  Diodes  (発光 ダ イオード） の 略で、 半導体 発光 素 テです。 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 
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J 冷却水- 油脂 類の 容量と 

使用す る オイルの 品質に より、 自動車の 寿命は 著しく 左ち されます。 トヨタ 
車には、 最も 適した トヨタ 純正 オイル •液 類の ご 使用を おすすめ します。 卜 
ヨタ 純正 油脂 (外を 使用され る 場合は、 それぞれの 油脂に 相当す る 品質の わ 
のを ご 使用く ださい。 


項  目 

容量 [L] 

慘考 値） 

銘柄 

/ ち 却 水 

SGR-FE 

U ヤ エアコン 

付き 車 

10.6 

トヨタ 純正 

スーパー □ン グライフ 

クーラント 

参 凍結 保証 温度 
濃度 30%  -12°C 
濃度 己 0%  —  3 己で 

U ヤ エアコン 
付き 車を 除く 

8.7 

2AZ-FE 

U ヤ エアコン 

付き 車 

8.2 

U ヤ エアコン 
付き 車を 除く 

6.3 

才ート 
マチック 
トランス 
アクス ル 
フルード 
(F  F  車） 

トランス ミツ 
シ ヨン 

(フ □ント デイ 
ファレン シヤ 
ル 部ち 含む） 

SGR-FE 

目. 己 

トヨタ 純正 オート 
フルード VVS 

2AZ-FE 

8.4 

トヨタ 純正 

CVT フルード TC 

才ート 
マチック 
トランス 
アクス ル & 
トランス 

ノア ー 

フル ド 
(4VVD  車） 

SGR-FE 

6.7 

トヨタ 純正 オート 
フルード VVS 

2AZ-FE 

8.4 

トヨタ 純正 

CVT フルード TC 

トランスファー 

日. 4 己 

トヨタ 純正 八イポ イド 
ギヤ オイル SX 
(API  GL- 己、 
SAE85W-90) 

U ヤ 

デイ ファレ 
ン シャル 
(4VVD  車） 

日. 己 

ブレ ー キ 
フルード 

トヨタ 純正 ブレーキ 
フ J レー ド' 2 已〇 0H 
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メンテナンス データ 


S 


2GR-FE 


2AZ-FE 


容量 [L] (参考 値） 


オイルの み 
交換 時 
巧 てん 量 


オイルと オイ 
ル フイ ルター 
交換 時 
巧 てん 量 


銘柄 


5.7 


6.1 


トヨタ 純正 モーター オイル 
SM  5W-30 
(API  SM,  EC/ILSAC 
GF-4， SAE5W-30) 
トヨタ 純正 モーター オイル 
SM  1 0W-30 
(API  SM,  EC/ILSAC 
GF-4,  SAE  lOW-30) 
トヨタ 純正 モーター オイル 
S  L 己 VV-2 日※ J 
(API  SL.  EC 

SAE  己 W-S 日） 

トヨタ 純正 モーター オイル 
SL  1 0W-30 
(API  SL,  EC 

SAE  low -30) 


4.1 


4.3 


トヨタ 純正 モーター オイル 
SM 日 W-S 日※ 2 
(API  SM,  EC/ILSAC 
GF-4， SAEOW-20) 
トヨタ 純正 モーター オイル 
SM  5W-30 
(API  SM,  EC/ILSAC 
GF-4,  SAE  己 W -30) 
トヨタ 純正 モーター オイル 
SM  1 OW-30 
(API  SM， EC/ILSAC 
GF-4.  SAE  low -30) 
トヨタ 純正 モーター オイル 
S  L  5W-20 
(API  SL,  EC 

SAE5W-20) 

トヨタ 純正 モーター オイル 
SL  1 OW-30 
(API  SL.  EC 

SAE  low -30) 


己 W — 20 は 新車 時に 充 慎され ている、 最ち省 燃費 性に 優れる オイルです。 
0W — 20 は 新車 時に 充 慎され ている、 最ち省 燃費 性に 優れる オイルです。 


1 2 


エンジン オ V ル 


へ靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


議麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引 
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■指定 エンジン オイル 

API 規格 SM/EC、 SL/EC か、 ILSAC 規格 合格 油を おすすめし 
ます。 なお、 ILSAC 規格 合格 油の 吿 には ILSACCERTI 円 CATI 日 N  (イル 
サック サーティ フイ ケー シ ヨン） マークび ついています。 

L2GR— FE エンジン 搭載 車 I 


API  マーク  ILSAC  CERTIFICATION マーク 

•下記 表に 基づ さ、 外気 温に 適した 粘度の わのを ご 使用く ださい。 


か 気温 (で） 

《 己 W — 20 は 新車 時に 充填され ている、 最も 省 燃費 性に 優れる オイルです。 


r2AZ— FE エンジン 搭載 車 I 


•下記 表に 基づ さ、 外気 温に 適した 粘度の わのを ご 使用く ださい。 


《 0W — 20 は 新車 時に 充 慎され ている、 最ち省 燃費 性に 優れる オイルです。 


> ウオッ シヤー タンク 容量 


項  目 

メンテナンス データ 

ウォ ッシ ヤー タンク 

容量 [L] 

慘考 値） 

2.5 
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メンテナンス データ 


> 燃料の 量と 種類 


項  目 

メンテナンス データ 

燃料 

(フユーエル タンク） 

容量 

[L] 

(参考 値） 

2GR-FE 

無鉛 プレミアム 
ガソ リン 
(無鉛 八 イオ ク） 

65 

2AZ-FE 

無鉛 レギュラー 
ガソ U ン 

> タイヤ •ホイールの 仕様 


\  項目 

ホイール サイズ 

リム サイズ 

P.C.D. 

オフセット 量 

タイヤ ヴイズ 

スチール ホイール 

アルミ ホイール 

SO 己/ 6 己 R]  6  9 己 V 

]6x 目 1/ 吕 J  J 

39mm 

標準 

己/己 己 R]793V 

17X7J 

己 0mm 

タイヤ 

215/60R17  96H 

17X7J 

1 ]  4.3mm 

己/己 0R]895V 

18X7J 

X 己 （穴） 

己] mm 

応急 用 
スペア 
タイヤ 

T145/90D16 

106M  (販売店 装着 才 

プシ ヨン） 

16X4T 

\ 

SOmm 

タイヤの 種類 

タイヤが; ちえて いると きの 空気 圧 
[kPa  {kg/cm^}] 

標準 タイヤ 

]  7 インチ タイヤ 装着 車 

日 に. 4} 

]  7 インチ タイヤ 装着 車を 除く 

S3 日 に. 3} 

応急 用 スペアタイヤ （販売店 装着 オプ 

シ ヨン） 

が 日 {4.21 

早 基 
わ 本 
お、 操 
り 作 


取 運 
り 転 
扱 装 
い 置 
① 


取 室 
0内 
扱 装 
い備 
の 


のま 
解 全 
説. 

と 快 
ま 適 
意 装 


付 車 
さと 
合の 
い 上 
方 手 
な 


引 
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装着され ている タイヤ サイズ 1；( 外の タイヤを 装着し ないで くだい。 装着 さ 

A 醫曽 

れ ている タイヤ サイズ 外の タイヤを 装着す ると、 車の 性能 （車両の 安定 

性な ど） び 十分に 発揮で さない ばかりでなく、 思わめ 事故に つなび る おそ 

れび あり 危険です。 また、 部品に 悪影響を 与えるな ど 故障の 原因と なるこ 

とびあります。 

) 車両 仕様 


名称 

型式 

エンジン 

駆動 方式 

グレード 

GSR50W 

SGR-F  E 

ア エラス 

(3 .己 L ガソ U ン） 

G 

F  F 

(前輪駆動） 

X 

ACR50W 

2AZ-F  E 
(2.4  L ガソ U ン） 

ア エラス 

エス 了ィ 7 

G 

GSR55W 

2GR-F  E 

ア エラス 

(3 .己 L ガソ U ン） 

G 

4WD 
(4 輪 駆動） 

X 

ACR55W 

2AZ-F  E 
(2.4  L ガソ U ン） 

ア エラス 

G 
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ユー ザー カスタマイズ 機能 
し ユー ザー カスタマイズ 機能 J 

下の 機能を 変更す る ことび できます。 詳しくは、 トヨタ 販売店に ご 相談く  A 

ださい。  * 


項目 

機能の 内容 

設定 （太字び 初期設定） 

ワイヤレス 
ドア □ック 機能 
(P.204 参照） 

ドアを 施錠- 解 錠した とさの 
非常 点滅 巧の 点滅、 ブヴ ー音 

点滅す る、 ブザー 音 あり 

/ 点滅し ない、 ブヴ ー音な し 

解 錠 後の ドアを 開けなかった 
とさの 再 施錠す るまでの 時間 

約 30 秒/約 目 日 秒 

イルミ ネー テッド 
エン ト U — システム 
(P.476 参照） 

ドアを 開けてから 閉めた とさ 
の 消灯までの タイマー 時間 

約 1 日 秒/約 7 .日 秒/約 30 秒 

" エンジン スタート ストップ 
" スイッチを 0  F  F にした と 
さの 点灯、 消な 作動 

約 1 日 秒 間 点な/点 巧 しない 

" エンジン スタート ストップ 
’’ スイッチび 0  F  F のと さ、 
いずれ かの ドアを 解 錠した と 
さの 点な、 消な 作動 

約 1 己 秒 間 点な/点 巧 しない 

フ □ント ドア、 スライド ドア 
間接照明の 点な、 消な 作動 

点な する/点 巧し ない 

つ ンっイ 1'^ 

(P.363 参照） 

コン ライ ト センサーの 感度 調整 

レベル 3/ レベル 1 〜己 

コン ライ トシス テムび 車 幅 
巧- 尾な- 番号 灯を 点な する 
までの 時間の 調整 

標準/長め 

シフト 連動 オート 
□ック 機能 
(P. 168 参照） 

エンジン 回転 中で、 すべての ド 
アび 閉まって いると さに、 シフ 
トレバーを© から© じ (外にす る 
と、 すべての ドアを 施錠 

施錠し ない/施錠 する 

車 速び 約 2 日 km/hli (上になる 
とすべ ての ドアを 施錠す る。 

施錠す る/施錠 しない 

シフト 連動 オート 
アン □ック 機能 
(P. 168 参照） 

"エンジン スタート ストップ" ス 
イッ チび イ グニ ッシ ヨン 0  N モー 
ドで、 シフト レバーを© じ (外から 
©にす ると、 すべての ドアを 解 錠 
する。 

解 錠す る/解 錠し ない 

基本 操作 
早 わかり 


I 漏の 


關 if の 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のと さ 


索引^ 
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初期設定 頂 目 

C ~~ 初期設定 頃 目  ) 

じ (下の 項目は、 バッテ U —を 再 接続したり、 メンテナンスを 行った あとな ど 
に、 システムを 正しく 働かせる ため 初期設定び 必要です。 参照 ページを お 読 
みに なり、 初期設定を 行って ください。 


項目 

初期設定び 必要な とき 

参照 ページ 

パワー スライド ドア ★ 

バッテ U —を 再 接続した とさ、 バッテ 

U —び あびった とさ、 ヒューズび 切れ 
たと さな ど 

P.183 

パワー バック ドア 女 

バッテ U —を 再 接続した とさ、 バッテ 

U —び あびった とさ、 ヒューズび 切れ 
たと さな ど 

P.196 

パヮー ウィン ドゥ 

じ (下の 状態の ときに バッテ IJ 一を 再 接続 
したと さ、 バッテ U —び あびった とさ、 
ヒューズび 切れた とさな ど 
•パワー ウインドゥ 開閉 中 

P.199 

イン テ U ジェン トパ 
ー キング アシスト ★ 

バッテ U —を 再 接続した とさ、 バッテ 

U —び あびった とさ、 ヒューズび 切れ 
たと さな ど 

ナビ ゲー シヨ ン 
システム 取扱 書 
参照 

パック ガイド 
モニター ★ 

バッテ U —を 再 接続した とさ、 バッテ 

U —び あびった とさ、 ヒューズび 切れ 
たと さな ど 

ナビ ゲー シヨ ン 
システム 取扱 書 
参照 

サイ ド モニター ★ 

バッテ U —を 再 接続した とさ、 バッテ 

U —び あびった とさ、 ヒューズび 切れ 
たと さな ど 

ナビ ゲー シヨ ン 
システム 取扱 書 
参照 

サイド U フト アップ 

ソ ー ト ★ 

iU 下の 状態のと さに バッテ U —を 再 接 
続した とさ、 バッテ U —び あびった と 
さ、 ヒューズび 切れた とさな ど 
•サイ ド U フト アッ プ シー ト 操作 後] 日 
秒 iu 内 

•ブヴ ーび 鳴って から] 日 秒!;^ 内 
•スライド ドアを 開閉して から] 日 秒 じ （ 
内 

サイド IJ フト 
アップ シート 
取扱 書 参照 
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★EP は グレー ド 等に より 装着の 有無び 異なります。 


MEMO 


ネリ 期 設定 項目 


、夏 
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MEMO 
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巧 一のと き 


ジャ ッキ- 工具- スペアタイヤ- 発 炎 筒 . 622 

ジャ ッキ •工具- スペアタイヤの 格納 場所  目 22 

工具. ジャッキの 取り出し 方  目 2 曰 

発 炎 筒の 使い方  目 27 

故障した とまは . 629 

路上で 故障した ときは  目 29 

動け なくなった ときは  630 

パンクし たと をは . 631 

タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 使い方  目 31 

応急修理を する 前に  目 3 曰 

応急修理の しかた  637 

タイヤの 交換  646 

バッテ ij 一が あがっ たと をは . 656 

バッテリー あがりとは？  6 曰 目 

才 ーバー ヒート したと をは . 660 

才 ー バ ー ヒ ー ト とは？  660 

けん 引に ついて . 664 

けん 引の しかた  664 

事故が 起を たと をは . 668 

あわてずに 次の 処置を 行って ください  目 68 


台 


:呈ホ 操作 
早 わかり 


車との 上手な 

付を 合い方  メンテナンス 


万-のとを 
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ジャ ツキ • 工具 • スペアタイヤ ★ • 巧炎茵 

しジヤ ツキ •工具- スペアタイヤの 格納 場所 ) 

> ジャッキ. 工具の 格納 場所 


•ジャ ッキ、 工具 袋は ラ ゲージ ルーム 助手席 側に ある カノ く 一の 中に 格納され 
ています。 

•工具 袋には、 次の ものび 入って います。 


ホイール ナット レンチ  ジャッキ 八ン ドル  けん 引 フック  兰角 表示板 固定 用 ストラップ 

(P.664 参照）  （P. 480 参照） 


•ジャッキ、 工具 袋 (外に タイヤ パンク 応急修理 キッ トわ 格納され ています。 

タイヤ パンク 応急修理 キッ ト について は P. 631 を お読みく ださい。 
•ジャッキ、 工具の 種類、 発 炎 筒の 使い方な どは、 万一のと さ 困らない よ ラ 
にあら かじめ 確認して おさましよう。 
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★販売店 装着 オプション 


ジャッキ- 工具- スペアタイヤ- 発 炎 筒 


> スペアタイヤの 格納 場所 

販売店 装着 オプションの スペアタイヤ 装着 車 


販売店 装着 オプ シヨ ンの スペアタイヤを 装着され た 方は、 スペアタイヤび ラ 
ゲージ ルームに 格納され ています。 スペアタイヤの 取りは ずし 方に ついては 
付属の 取り扱い説明書を ご覧く ださい。 

•応急 用 タイヤは、 標準 タイヤび パンクした とさに 一時的に 使用す る タイヤ 
です。 でさる だけ 早く 標準 タイヤに 交換して ください。 


応急 用 タイヤの 空気 圧は 必ず 点検して くださし、。 


♦応急 用 タイヤの 空気 圧は 必ず 点検して ください。 空気 圧び 不足して いる 状態で 走行す ると、 
タイヤの 径の 違いび さらに 大 さくなる ため、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
応急 用 タイヤの 空気 圧に ついては、 P. 6] 己を ご覧く ださい。 

♦車に 搭載され ている 応急 用 タイヤは、 お客様の 車 専用です。 ほかの タイヤ や ディスク ホイ 
ー ルと 組み合わせたり、 ほかの 車に 使用したり、 ほかの 車の 応急 用 タイヤを お客様の 車に 
使用し ないで ください。 走行に 悪影響び 出て、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険で 
す。 


目次 


重 口 
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A 超 意 


応急 用 タイヤは、 標準 タイヤが パンクした ときに 一時的に 
使用ず る タイヤで ず。 標準 タイヤに 比べて 直径が ル さいの 
で、 次の 事項に ま 意して ください。 


♦応急 用 タイヤを 装着して いると きは、 ] 日日 km/hl^ (上で 走行し ないで ください。 思わめ 
事故に つなび る おそれび あります。 応急 用 タイヤは、 タイヤび パンクした とき、 一時的に 
使用す る タイヤです。 応急 用 タイヤは でさる だけ 早く 標準 タイヤに 交換して ください。 
♦応急 用 タイヤを 装着して 突起 物な どを 乗り こえる とさは、 標準 タイヤを 装着して いると さ 
と 同じ 感覚で 運転し ないで ください。 応急 用 タイヤ 装着 時は、 標準 タイヤ 装着 時に 対し 車 
高び 変化し ます。 同じ 感覚で 運転す ると、 車を ぶつける おそれび あります。 

♦応急 用 タイヤに タイヤ チェーンを 装着し ないで ください。 タイヤ チェーンび 車体 側に 当た 
つたり、 走行に 悪影響を およぼす おそれび あります。 雪道、 凍結 路で 前輪び パンクした 場 
合は、 応急 用 タイヤを 前輪に 使用せ ず 後輪に 使用し、 はずした 後輪を 前輪に つけてから 夕 
イヤ チェーンを 装着して ください。 

♦応急 用 タイヤを 装着して いると さは、 正確な 車両 速度び 検出で さない 場合び あり、 下記の 
システムび 正常に 作動し なく なるお それび あ ります。 

•  ABS 

•ブレーキ アシスト 

•  TRC  •  S-VSC 

• レーダー クルーズ コン ト □ー ル 

•クルーズ コント □ー ル 

•バック ガイ ド モニター 

•イン テ IJ ジェン トパー キング アシスト 

• ワイ ド ビュー フ □ン ト & サイ ド モニター 

•  GPS ボイ スナ ビ ゲー シヨ ン 
•プ|」 クラッシュ セーフ ティ システム 
• レーン キーピング アシスト 

•  NAVI  •  A  I  -  SHIFT 
•イン テ IJ ジェン ト AFS 

•ヒル スター ト アシスト コント □-ル （S-VSC 装着 車） 

また、 下記の システムは、 性能び 十分に 発揮で さない ばかりでなく、 駆動 系 部品に 悪影響 
を 与える おそれび あります。 

•アクティブ トルク コント □ー ル 4WD システム 
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G 工具- ジャッキの 取り出し 方） 


ジャッキ- 工具- スペアタイヤ- 発 炎 筒 


カバー をはず しまず。 

ツマ ミを 押しな びら、 カバーを 手前に 
引いて はずします。 


タイヤ パンク 応急修理 キット 


と タイヤ パンク 応急修理 キッ トを 取り出 
しまず。 

フックを はずして、 タイヤ パンク 応急 
修理 キッ トを 取り出します。 


〇 工具 袋を 取り出します。 

フックを はずして、 工具 袋を 取り出し 
ます。 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


證麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のとを 


索引 


625 


ブラケット 


4  ジャッキを 取り出します。 

ジャッキの A の 部分を まわして ゆる 
め、 ジャッキを 取り出します。 
•格納す ると さは、 ジャッキび ブラ ケ 
ッ トに 固定す るよう に A の 部分を 締 
めます。 


^爲 工具 や ジャッキを 使用した あとは、 確実に 格納して くださ 

♦工具 や ジャッキを 使用した あとは、 決められた 場所に 確実に 格納して ください。 室内な ど 
に 放置す ると 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦車に 搭載され ている ジャッキは、 お客様の 車 専用です。 ほかの 車に 使用したり、 ほかの 車 
の ジャッキを お客様の 車に 使用し ないで ください。 ジャッキの 取り扱いを 誤る と、 思わめ 
事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


♦車に 搭載され ている ジャッキは タイヤ 交換 や タイヤ チェーン 脱 着 外、 

A 約留 

使用し ないで ください。 

超 嵐 

♦ジャッキを 取り出す とさに、 目 部で 指な どを けび しないよ ラに ミ 主意し 

て  <  ださい。 

626 


ジャッキ- 工具- スペアタイヤ- 発 炎 筒 


発 炎 筒の 使い方 


> 格納 場所 


助手席 足元に 備えつ けて あり ます。 


> 発 炎 筒の 使い方 


7 発 炎 筒を 組み立てます。 

本体を ひねりな びら 取り出し、 逆にし 
て 差し込みます。 


着乂 しまず。 

キヤ ツ プの 頭部の す り 薬で こする と、 
着火し ます。 
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A 麗 

発 炎 筒は 正しく 取り扱って ください。 

•発 炎 筒を お テ さまには さわらせないで ください。 いたずら などに より 発乂 し、 思わめ 事故 
につな びる おそれび あり 危険です。 


•発 炎 筒を 使用 中は、 顔 や 身体に 向けたり、 近づけたり しないで ください。 やけどな ど 重大 
な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•発 炎 筒を 燃料な どの 可燃物の 近くで 使用し ないで ください。 引乂 して、 やけどな ど 重大な 
傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 


^ 於 尸 発 炎 筒を トンネル 内な どで 使用し ないで ください。 煙で 視界を 悪く する の 
^ で、 トンネル 内な どでは 非常 点滅 好を 使用して ください。 


' — Ai 知識 - 

発 炎 筒に ついて 

•発 炎 時間は 約 己 分 間です ので、 非常 点滅 好を 併用 してく ださい。 

♦発 炎 筒には 有効期間び あります。 本体に 表示して ある 有効期間の 切れる 前に トヨタ 販売店 
で お求めく ださい。 
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故障した とまは 

〔路上で 巧 障した とまは 


非常 点滅 灯 （P.376 の 「非常 点滅 灯 スイ ッ 
チの 使いち」 参照） を 点滅 させな びら、 車 
を 路肩に 寄せ 停車し ます。 

非常 点滅 灯は、 故障な どで やむ を 得ず 路上 
駐車す る 場合、 他 車に 知らせる ため 使用し 
ます 0 


高速道路 や 自動車 専用 道路では、 車両 後方 
に 停止 表示板 または 停止 表示灯を 置いて < 
ださい。 （法的に わ 義務付けられて います。） 


緊急を 要する とさは 発 炎 筒で 合図し ます。 
P.627 「発 炎 筒の 使い方」 参照。 
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c 動けな < なった とまは） 


> 踏切で 動け なくなった ときは 


シフト レバーを ⑩ にして、 付 おの 人に 安全 
な 場所まで 押して もらって ください。 

脱輪な どで 動け なくなった とさは、 ただち 
に 踏切の 非常 ボタンを 押してく ださい。 
緊急を 要する とさは、 発 炎 筒を 使用して く 
ださい。 


> 道路で 動け なくなった ときは 


シフト レバーを ⑩ にして、 付近の 人に 安全 
な 場所まで 押して もらって ください。 


•困った とさは、 トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 

「メンテナンス ノート」 の サービス 網/お客様 相談 テレホン 網を お読みく 
ださい。 
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八ンク したと をは 


C タイヤ パンク 応急修理 キッ トの ほい 方） 

エステ イマは、 工場 出荷 時の 状態では スペアタイヤび 搭載され ていません。 
パンクした とさは、 タイヤ パンク 応急修理 キッ トを 使用して ください。 

参 販売店 装着 オプションの スペアタイヤを 装着され た 方は、 P. 646 の 「夕 
イヤの 交換」 を 参照して ください。 

J タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 格納 場所 


タイヤ パンク 応急修理 キッ ト は、 ラ ゲージ ルーム 左側に 格納され ています。 


巧 又り 出す とさは、 ラ ゲージ ルーム 左側の 
カバー (P. 625 参照） を 取りは ずし、 夕 
イヤ パンク 応急修理 キッ トを 固定して い 
るス トラップの フックを はずします。 
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> タイヤ パンク 応急修理 キッ ト について^^^^ ■ 

タイヤ パンク 応急修理 キッ ト は、 パンクした とさに 最寄りの トヨタ 販売店 
まで 車両を 移動す るた めに パンクを 応急修理す るち のです。 

•タイヤの トレッド 部 （接地 面） にクギ やネジ などび 刺さった 程度の 軽度な 
パンクを 応急修理で さます。 （P. 635 参照） 

•タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 修理 剤] 本に つ さ、 タイヤ] 本を] 回 応急 
修理す る ことび でさます。 


タイヤ パンク 応急修理 キッ トで 応急修理した タイヤの 修理- 交換に つい 
ては、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

US 

タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 補修 液を 飲用し ないで く 
ださい。 

♦タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 補修 液を 飲用し ないで ください。 飲用す ると 健康に 害び あ 
ります。 もし 誤って 飲用した 場合は、 でさる だけ たくさんの 水を 飲み、 ただちに 医師の 診 
察を 受けて ください。 


♦タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 補修 液び 目に 入ったり 皮膚に ついた 場合は、 すぐに 多量の 
水で 洗 ミき してく ださい。 それでも 異常を 感じた とさは、 医師の 診察を 受けて ください。 

参 タイヤ パンク 応急修理 キットは、 指定の 格納 場所 （前 ページ 参照） など、 お テ さまの 手に 
届かない 場所に 保管して ください。 

•パンクの 応急修理を すると さは、 でさる だけ 平坦で 交通の さまたげに ならない 安全な 場所 
に 駐車して から 作業して ください。 

•タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 補修 液び 車体 や 衣服な どに 付着した まま 放置す ると、 シミ 
になるな どして 取れなくなる おそれび あります。 付着した 補修 液は、 すみやかに 布な どで 
おさ 取って ください。 


. — ^ 知識 - 

パンク、 バーストに ついて 

じ (下の ような とさは、 パンク や バース トび 考えられます。 

•八ン ドルび とられる とさ。 

♦異常な 振動び あると さ。 

♦車両び 異常に 傾いた とさ。 

パンク 応急修理 後に ついて 

ホイールは 付着した 補修 液を} 式 さ 取れば 再 使用で さます。 タイヤの バルブと 使用した 補修 液 
ボトルは 新品と 交換して ください。 こぼれた 補修 液は、 布な どで} 式 さ 取って ください。 
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パンクした ときは 


J タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 内容^^^^™ 


ノ  くンク 補修 液 ボトル  ノ  くンク 補修 液を 入 済み ラベル 


A 
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' - 知識 - 

補修 液に ついて 

有効期限 

•パンク 補修 液には 有効期限び あります。 有効期限は 容器に 表示され ています。 
♦有効期限を 過ぎて いると 応急修理び できない ため、 有効期限 内に 交換す る 必要び あります。 
交換す ると さは、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 

使用 環境 温度 . 一3 び C 〜 +6 び C 

(外気 温び 使用 環境 温度 外のと さは 使用で さません。） 
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パンクした ときは 


C 応急修理を ずる 前に ) 


タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 補修 液を 使用す る 前に、 タイヤの 損傷 状態を 
確認し ます。 

J 応急修理び 可能な 場合 

タイヤの トレッド 部 （接地 面） にク ギやネ 
ジ などび 刺さった 程度で あれば、 応急修理 
でさます。 


' - 1^1 知識 - 

タイヤに 刺さった クギ やネジ について 

タイヤに 刺さった クギ やネジ などは 取り除かずに 応 
急 修理して ください。 抜いて しま ラと、 タイヤ パン 
ク 応急修理 キッ トの 補修 液では 応急修理び 不可能に 
なる 場合び あります。 
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) 応急修理び 不可能な 場合 

(下のと さは、 タイヤ パンク 応急修理 キッ トの 補修 液では 応急修理で さませ 
ん。 トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 


•ほとんど 空気の ない 状態で 走行して タイ 
ヤび 損傷して いると さ 


♦サイ ドウ オール （タイヤ 側面） の 亀裂 •揚 
傷に よる パンク 


参 タイヤび ホイールから 明らかに はずれて 
いると さ 


♦タイヤに 4  上の 切り傷 や 刺し傷 

♦ 1 本の タイヤに 2 箇所 (上の 切り傷 や 刺し 
傷 


•ホイールび 破損して いると さ 


•2 本 じ (上の タイヤび ノ  くンク したと さ 

(補修 液] 本で 応急修理で さるのは タイヤ 
] 本 につ さ] 回です。） 
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C  応急修理の しかた  ) 


パンクした ときは 


7 応急修理が 可能 か、 タイヤの 状態を 確 
認 します。 

確認 方法は P  .63 己を 参照して ください。 


タイヤ パンク 応急修理 キットを ビニー 
ル 袋 か 5 取り出しまず。 

使用 後 わ ビニール 袋に 入れて 収納し ま 
す。 


3 タイヤ パンク 応急修理 キット か 5 差し 
込み パーツを 引き抜きまず。 


4 タイヤ パンク 応急修理 キッ ト 底面を 上 

に 向けて シールを はがし、 差し込み パ 
ーツを 押し込みます。 

パ チッと 音び する まで しっかりと 奥ま 
で 押し込んで ください。 

•一度 差し込んだら、 ただちに 使用し 
てくだ さい。 使用し なかった 場合は、 
放置せ ずに 補修 液ボ トルを 交換して 
< ださい。 
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5 スイッチの ある 面を 上に 向け、 スイ ッ 
チが OFF である ことを 確認し ます。 

応急修理 キットは、 必ず 立てて （スイ 
ツチび ある 面を 上に して） ご 使用く だ 
さい。 


6 タイヤ パンク 応急修理 キットの 電源 プ 
ラグを アクセサリー ソケッ ト 部に 挿し 
込みます。 

参ア クセヴ U — ソケットは、 ラ ゲージ 
ルーム 内に あります。 


/  ノり レブ か! 5 キャップを はずしまず。 


タイヤの バルブに ついている キャップ 
をはず します。 


S ホース か 5 空気 逃がし キャップを 取り 
はずします。 
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パンクした ときは 


9 ホースを パンクした タイヤの バルブに 
接続し まず。 

ホース 先端を 時計 まわりに まわして、 
しっかりと 最後まで ねじ 込みます。 


10 指定 空気 圧を 確認 します。 

指定 空気 圧は、 運転席 ドアを 開けた ボ 
ディ 側に 貼られて いる 「タイヤ 空気 圧」 
の 表、 または P. 6] 日で 正しい 空気 圧を 
確認の ラ え 調整 して  <  ださい。 


/  / 車両の "エンジン スター ト ストップ" 
スイッチを アクセサリー モードに しま 
ず。 （P. 137 参照） 


12 タイヤ パンク 応急修理 キッ トの スイ ッ 
チを ON にし、 パンク 補修 液と 空気を 巧 
填し ます。 

•作動 中は 大 さな 音び します び、 故障 
ではありません。 
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1 3 空気 圧が 指定 空気 圧になる まで 空気を 

巧 填し まず。 

田 スイッチ 日 N 直後は、 パンク 補修 液を 
注入す るた め、 一時的に 空 気圧計び 
300-450  kPa まで 上昇し ます。 

旦 1 分 程度で 実際の 空気 圧 表示に なり 
ます。 指定 空気 圧になる まで 充填し 
ます。 

参 正確な 空気 圧は、 タイヤ パンク 応急 
修理 キッ トの スイッチを 日 FF にして 
確認して ください。 空気の 入れ 過ぎ 
に 注意して、 指定 空気 圧になる まで 
スイッチの 日 N と 日 FF をく り 返し、 充 
填* 確認を してく ださい。 

•空気を 入れ 過ぎた とさは、 指定 空気 
圧になる まで 空気を 抜いて ください。 
(P.642 参照） 

•空 気圧計の 針び ホい ゾーン (450 
kPa じ (上） に 達した 場合、 タイヤ ま 
たは タイヤ パンク 応急修理 キットに 
異常び ある 可能性び あります。 ただ 
ちに 修理を 中止して、 トヨタ 販売店 
にご 連絡く ださい。 

参 1 日 分 (上 充填して わ 指定 空気 圧に な 
ら ない 場合は、 応急修理 びで さませ 
ん。 修理を 中止して トヨタ 販売店に 
ご連絡く ださい。 

/4 タイヤ パンク 応急修理 キッ トの スイ ッ 

チを OFF にした 後、 電源 プラグを アク 

セ サリー ソケット 部 か 5 抜き取り、 バ 

ルブか 5 応急修理 キッ トの ホースを 取 

りは ずします。 

•ホースを 取りは ずす とさは、 パンク 
補修 液の 飛散に 注意して く ださい。 
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パンクした ときは 


15 バルブ キヤ ッ プを 応急修理した タイヤの 

バルブに 取りつ けます。 

76いったんタイヤパンク応急修理キッ ト 
を 収納し ます。 

レ ただちに、 約 日 km、 速度 80  km/hlU 
下で 慎重に 運輯 します。 

走行す る ことで、 補修した タイヤ 内の 
ノ （ンク 補修 液び 均等に 広び ります。 

78走行後、 再度 タイヤ パンク 応急修理 キ 
ッ トを 接続し ます。 

作業 開始 時と 同様に、 安全な 場所に 停 
車した 上で 行って ください。 （P.638 
参照） 


79タイヤパンク応急修理キッ トの スイ ッ 

チを 数秒 間 ON にし、 OFF にして か! 5 正 
確な 空気 圧を 確認し ます。 

n 空気 圧び]  3 日 kPa 未満の 場合： 
応急修理び でさません。 修理を 中止 
して トヨタ 販売店に ご連絡く ださい。 
旦空 気圧び 13 日 kPal^( 上、 

空気 圧び 指定 空気 圧の 場合： 

手順 2 日から 行います。 

0 空気 圧び 指定 空気 圧の 場合： 

手順 21 から 行います。 
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20 タイヤ パンク 応急修理 キッ トの スイ ッ 
チを ON にして、 指定 空気 圧まで 再度 空 
気を 充填し、 約 曰 km 走行 後、 あ 5 ため 
て 手順 18 か 5 行います。 


Zd 良 


杉を を 

最局 速度 

SCkm/h 


‘按 か。 


速度制限 ラベル 


ご 7 タイヤ パンク 応急修理 キッ トを ビニー 
ル 袋に 収納し ます。 

ごこ 付属の ラベル 2 枚を 図の ように 貼りつ 
け、 トヨタ 販売店へ 移動し ます。 


速度制限 ラベルを 運転席から 見やす い 
ところに 貼りつ け、 急 ブレーキ、 急 八 
ン ドルを さけ、 8 日 km/hl^( 下で 慎重に 
運転して 最寄りの トヨタ 販売店まで 移 
動して ください。 タイヤの 修理 •交換 
について は トヨタ 販売店に ご 相談く だ 
さい。 


' — Ai 知識 - 

空気を 入れ 過ぎた ときは 

1 . タイヤの バルブから ホースを はずし、 ホース 先端 
に 空気 逃び し キャップを かぶせ、 キャップの 突起 
部を タイヤの バルブに 押し当て、 空気を 抜 さます。 

2 . 調整 後、 ホースから 空気 逃び し キャップを 取りは 
ずし、 再び ホースを バルブに 接続し ます。 

3 . 応急修理 キッ トの スイッチを 数秒 間 日 N にし、 
日 FF にしてから 指定 空気 圧に なって いるか 確認し 
ます。 空気を 抜 さ 過ぎた とさは、 再び 充慎 します。 
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パンクした ときは 


A 驅 

ノ  くンク した まま 走 しないで  <  ださい。 

♦パンクした まま 走行し ないで ください。 短い 距離で も パンクした まま 走行し 続ける と、 タイ 
ヤ および ホイールび 損傷したり、 タイヤ 側面に 円周 状の 溝び できるな どして、 応急修理 びで 
さなくな ります。 この 状態で 応急修理を すると、 タイヤび 破裂す る おそれび あります。 


♦タイヤ パンク 応急修理 キッ ト は、 指定の 場所に 収納して ください。 指定 外の 場所に 収納す 

ると、 急 ブレーキ 時な どに 応急修理 キッ トび 飛び出し たりして 損傷したり 乗員び 怪我を する 

など、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

♦応急修理を すると さは！; (下の 項目を 必ず お守りく ださい。 

• 車両を 安全で 平たん な 場所に 停止 させて ください。 

•走行 直後の ホイール や ブレーキ まわりな どに 触れないで ください。 

走行 直後の ホイール や ブレーキ まわりは 高温に なって いるた め、 手 や 足な どび 触れる と、 
やけどを する おそれび あり ます。 

•タイヤを 車両に 取りつ けた 状態で、 バルブと ホースを しっかりと 接続して ください。 

•タイヤとの 接続び 不十分な 場合、 空気び もれたり、 パンク 補修 液び 飛散した りする おそれ 
びあります。 

•ノ  くンク 補修 液のを 入 中に ホースび はずれる と、 圧力で ホースび 暴れて 大変 危険です。 

• 空気 充墳 後は、 ホースを 取りは ずす とき や 空気を 抜く ときに ノ くンク 補修 液び 飛散す る 場合 
びあります。 

•タイヤ パンク 応急修理 キッ トび 作動して いると きは、 タイヤび 破裂す る 危険び あるので、 
補修 中の タイヤから 離れて ください。 タイヤに 亀裂 や 変形び 発生して いる 場合は、 ただち 
に タイヤ パンク 応急修理 キッ トの スイッチを 切り、 修理を 中止して ください。 

•タイヤ パンク 応急修理 キッ ト は、 長時間 作動させる と オーバーヒート する 可能性び ありま 
す。 ] 日 分!; Lb 連続で 作動 させないで ください。 

•タイヤ パンク 応急修理 キットび 作動す ると、 部分的に 熱くな ります。 使用 中、 または 使用 
後の 取り扱い にはを 意して ください。 

•速度制限 ラベルは 指定の 位置！; (外に 貼らないで ください。 ステア U ング ホイールの パッ 
ド 部分な どの S  R  S エアバッグ 展開 部に 速度制限 ラベルを 貼る と、 S  R  S エアバッグび 
正常に 作動し なくなり、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あ 
ります。 また、 メーター や ドア ガラスな どの、 運転に 支障を きたす ところに 貼らないで 
ください。 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 
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A 驅 

補修 液を 均等に 広 ばる ための 運輯 について 

♦低速で 慎重に 運転して ください。 特に カーブ や 旋回 時は 注意して ください。 


♦車両び まっすぐに 走行し なかったり、 八ン ドルを とられた りする 場合は、 運転を 中止し、 次 
のこと を 確認して ください。 

•補修した タイヤを 確認して ください。 タイヤび ホイールから はずれて いる 可能性び あり 
ます。 

•補修した タイヤの 空気 圧を 再度 測定して ください。 ]3 日 kPa 未満の 場合は、 タイヤび 
大 さな ダメージを 受けて いる 可能性び あり ます。 


惠 J 

US 

応急修理を ずると きは 下の 項目を 必ず お守りく ださい。 

•タイヤに 刺さった 釘 や ネジを 取り除かずに 応急修理を 行って ください。 

取り除いて しまう と、 応急修理 キッ ト では 応急修理び でさなくなる 場合び あります。 

参 砂地な どの 砂埃の 多い 場所に 直接 置いて 使用し ないで ください。 

砂埃な どを 吸い込む と、 故障の 原因になります。 

♦タイヤ パンク 応急修理 キッ トび 倒れた 状態では 正常に 作動し ません。 必ず 立てて ご 使用く 
ださい。 
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パンクした ときは 


屋 J 

is 

タイヤ パンク 応急修理 キッ ト について 

•タイヤ パンク 応急修理 キットは、 この 車に 装着され ている タイヤ 専用です。 指定 タイヤ ヴ 
イズ 外 や 他の 用途には 使用し ないで ください。 

参 タイヤ パンク 応急修理 キッ トは DC]  2  V 専用です。 他の 電源では 使用で きません。 

♦タイ ヤノ くンク 応急修理 キッ ト には 防水 機能び あり ません。 

降雨 時な どは、 水び かからない ようにして 使用して ください。 

♦タイヤ パンク 応急修理 キットに ガソ IJ ン びか かると、 劣化す る おそれび あります。 ガソリ 
ンび かか らな いよ ラに して <  ださい。 

♦タイヤ パンク 応急修理 キッ トは ビニール 袋に 入れて、 砂埃 や 水を 避けて 収納して ください。 
♦タイヤ パンク 応急修理 キッ トは 指定の 場所に 収納し、 お テ さまび 誤って 手を 触れない よ ラ 
ごを 意く ださい。 

•分解 •改造な どは 絶対にし ないで ください。 また、 圧力計な どに 衝撃を 与えないで くださ 
し、 故障の 原因になります。 

♦ " エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセヴ U — モードに して 使用す ると、 バッ 
テ U —の 状態に よっては、 バッテ IJ 一び あびる ことび あります 
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タイヤの 交換  ) 


販売店 装着 オプションの スペアタイヤ 装着 車 


タイヤの 交換に ついては、 P.82 の 「タイヤに ついての 注意」 を 併せて お 読 
みください。 

> タイヤ 交換す る まえに 

7 平 5 な 場所に 移動し ます。 

交通の じゃま にならず、 安全に 作業で さる 地面び 平らで 固い 場所に 移 
動し ます。 


之 パーキング ブレーキを しっかり かけます。 


〇 エンジンを 停止し ます。 

シフト レバーを© にし、 エンジンを 停止し ます。 

4 車の 存在を 知! 5 せまず。 

必要に応じて 非常 点滅 灯を 点滅 させ （P. 376 参照）、 人 や 荷物を おろ 
し、 停止 表示板 （または 停止 表示灯） を 使用し ます。 

b ジャッキ- ジャッキ 八ン ドル- ホイール ナッ トレンチを 用意し まず。 

P. 622 参照 

b 輪 止めを 用意し まず。 

ジャッキ アップす る 場合には 輪 止めび 必要です。 

輪 止めに ついては、 トヨタ 販売店で 購入で さます ので トヨタ 販売店に 
ご 相談く ださい。 

なお、 輪 止めは、 タイヤを 固定で さる 大 ささの 石な どで 代用で さます。 

/ スペアタイヤを 用意し ます。 

P. 623 参昭 

•販売店 装着 オプ シヨ ンの スペアタイヤを 装着され た 方は、 付属の 取 
り 扱い 説明書を ご覧く ださい。 
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パンクした ときは 


J タイヤ 交換の しかた 


ジャッキを 置きます。 

取り かえる タイ ヤ におい ジャッキ セッ 
卜 位置の 下に 置 さます。 

地面び 平らで 固 <、 ジャッキび 安定す 
る ことを 確認し ます。 


輪 止めを しまず。 

ジャッキ アップす る 位置と 対角に ある 
タイヤに 輪 止めを します。 

前輪を 持ち上げる とさは 後輪のう しろ 
側に、 後輪を 持ち上げる とさは 前輪の 
前 側に 輪 止めを します。 （図は ち 側 後輪 
を 持ち上げる 場合を 示して います。） 

3 ホイール キャップを はずします。 

スチ ー ル ホイ ー ル 装着 車は、 ホイ ー ル 
ナッ トレンチの 先を ホイ ー ルと キャ ッ 
プの 間に 差し込み、 タイヤ 側に こじる 
とは ずれます。 （2 〜 3 力 所、 場所を か 
えて 繰り返す と 楽に はずせます。） 

傷つ さ 防止の ため、 ホイール ナット レ 
ン チの 先端に 布な どを 巻いて ください。 


4 ナッ トを ゆるめます。 

ホイール ナッ トレンチを 使用して、 図 
の 順序で ナットを 左に まわし、 手で 少 
しまわる <  らいまで ゆるめます。 
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5 ジャッキを 上 ばます。 

ジャ ッキの A の 部分を 手で ちに まわし 
て 車体の ジャッキ セツ ト 位置まで 上げ 
ます 0 


6 ジャッキ セット 位置 （切り 欠きの 間） 
に ジャッキを かけまず。 

取り替える タイ ヤに 近い ジャ ッキ セッ 
卜 位置に ジャ ッキを かけます。 

ジヤ ツキび 確実に 車体の ジヤ ツキ セツ 
卜 位置に かかって いる ことを 確認し ま 
す。 


7 


ジャッキ 八ン ドルを 取りつ けます。 

ジヤ ツキ 八ン ドルを ジャッキの 穴 部に 
確実に 差し込みます。 
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〇 ジャッキ アップし ます。 

ジャッキ 八ン ドルを ちに まわして タイ 
ヤび 地面から 少し 離れる まで ジャッキ 
アップし ます。 


9 ナッ トを 取りは ずします。 

手で ナットを 左に まわして、 取りは ず 
します。 


70タイヤを取りはずします。 

アルミ ホイールを 直接 地面に 置く とさ 
は、 傷び つかない よ ラに 意匠 面を 上に 
して 置いて ください。 
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11 交換す る タイヤを 取りつ けます。 

参 タイヤを 取りつ ける とさは、 デ イス 
ク ホイールの シー ト部や ホイール 裏 
側の 取りつ け 面の 巧れ を おさ 取つ て 
から 取りつ けて ください。 


•図の A • 目 面の 巧れ を 拭 さ 取ります。 


取りつ け 面 
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パンクした ときは 


12 ナッ トを仮 締めし まず。 

タイヤび びた つかない 程度まで、 手で ナッ トを ちに まわして 仮 締めし 
ます。 

ディスク ホイール 取りつ け ボルト、 ナットの ねじ 部 や、 ナットの テ ~ 
パー 部 （アル S ホイールの 場合、 座金の 裏側） の 巧れ、 異物を 取り除 
いて  <  ださい。 


■スチール ホイール か! 5 スチール ホイール し 眼 売店 装着 オプションの 応急 用 
タイヤを 含む） にかえる とき 

ナットの テーパー 部び、 ホイール 穴の 
シート 部に 軽く 当たる まで 仮 締めし ま 
す。 


■アルミ ホイール か! 5 応急 用 タイヤ （販売店 装着 オプション） にかえる とき 

ナットの テーパー 部び、 ホイール 穴の 
シート 部に 軽く 当たる まで 仮 締めし ま 
す。 


■アルミ ホイール か 5 アルミ ホイールに かえると き 


重 口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵 備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のとを 


索引 


651 


/  3 車体を おろしまず。 

ジヤ ツキ 八ン ドルを 左に まわ して 車体 
を おろします。 


/4 ナットを 締めつ けます。 

ホイール ナッ トレンチを 使用して 図の 
順序で ナットを ちに まわし、 2 〜 3 度に 
わたり 十分 締めつ けます。 

•締めつ け トルク： 

約] 日 己 N  •  m リ日己 日 k 呂 f .  cm} 

75ホィー ルキャップを取りつけます。 

ホイール キャップ 装着 車で、 ホイール 
キャップを 取りつ ける とさは、 タイヤ 
の バルブ （空気口） に 切り 欠 さを 合わ 
せて、 確実に ホイール キャップを 取り 
つけます。 

•応急 用 タイヤに ホイール キャップを 
取りつ ける ことは でさません。 


7  6 工具  . ジャッキ. タイヤを 片 づけます。 


はずした タイヤは、 巧れ 防止 シート 
(販売店 装着 オプション） にく るんで ラ 
ゲ ー ジル ー ム 内に 置いて く ださい。 


17 タイヤの 空気 圧を 点検して くださし、。 

P. 6 15 参照 
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パンクした ときは 


A 驅 

ノ  くンク した まま 走; 5 しないで く ださい。 

•パンクした まま 走行し ないで ください。 パンクした まま 走行し 続ける と、 走行 不安定と なり、 
思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 また、 タイヤ •ディスク ホイール •ヴス ペン 
シ ヨン- 車体に 損傷を 与える おそれび あります。 


•ジャッキ アップした 車の 下には 絶対に もぐらないで ください。 万一、 ジャッキび はずれる 
と、 身体び 車の 下敷 さに なり、 重大な 傷害に およぶ か、 最悪の 場合 死亡に つなび る おそれ 
び あり 危険です。 

♦ジャッキ アップして いると さは、 エンジンを かけないで ください。 エンジンの 振動で ジャ 
ッキび はずれたり、 車び 動 さ 出すな ど、 思わめ 事故に つなび り、 重大な 傷害に およぶ か、 
最悪の 場合 死亡に つなび る おそれび あり ます。 

♦必ず！; (下の ことを お守りく ださい。 お守りいた だかない と 車体を 損傷 させたり、 ジャッキ 
びは ずれ、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•ジャッキ アップ するとき は、 平らな 場所に 車を 止め、 対角の 位置に ある タイヤに 必ず 輪 止 
めを してく ださい。 また、 パーキング ブレーキを しっかり かけて ください。 なお、 輪 止め 
の 代わりに 石な どで 代用す る 場合、 タイヤを 確実に 固定で きる ことを 確認して ください。 

• 人を 乗せた まま ジャッキ アップし ないで く ださい。 

•ジャッキ アップ するとき は、 ジャッキの 上 や 下に ものを 挟まないで ください。 
•ジャッキび 確実に 車体の ジャッキ セッ ト 位置に かかって いる ことを 確認して ください。 
•車体は タイヤ 交換に 必要な 高さ だけ 持ち上げて ください。 

♦ジャッキ アップした 車体を おろす とさは、 作業 者 自身 やま わりの 人び 手 や 足な どを 挟み、 
重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です ので、 周囲を 確認し、 十分を 意し なびら 作業し 
て  <  ださい。 

♦ホイール 取りつ け ナッ トび 確実に 締まって いる ことを 確認して くださし、 確実に 締まって 
いないと、 ホイール 取りつ け ボルト や ブレーキ 部品を 破損したり、 ディスク ホイール びは 
ずれるな ど、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 タイヤ 交換 後は トヨタ 販売店 
で、 できるだけ 早く トルク レンチで 基準 値に ナッ トを 締めてく ださい。 

締めつ け トルク： 約] 日 己 N  •  m り 日 己 日 k 呂 f  •  cml 
•タイヤを 取りつ ける ナッ トや ボルトに オイル やグ U —スを 塗らないで ください。 ナットを 
締める とさに 必要 上に 締め付けられ、 ボルトび 破損したり、 ディスク ホイールび 損傷す 
る おそれび あります。 また、 ナットび ゆるんで 走行 中に タイヤび はずれる など、 思わめ 事 
故につな びる おそれび あり 危険です。 

参 タイヤの 取りつ けには、 ご 使用の ディスク ホイール 専用の ホイール 取りつ け ナッ トを 使用 
して  <  ださい。 

♦ディスク ホイール 取りつ け ボルト、 ナッ トのネ ジ部や ディスク ホイールの ボルト 穴に つぶ 
れ やさ 裂な どの 異常び ある 場合は、 トヨタ 販売店な どで 点検を 受けて ください。 

つぶれ やき 裂な どの 異常び あると、 ナットを 締めつ けても 十分に 締まらず、 ディスク ホイ 
ー ルび はずれる など、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 

•新品と 交換す ると さは、 4 輪と も 指定 サイズで、 同ー サイズ- 同ー メーカー- 同一 銘柄 お 
よび 同ー トレッド パターン （溝 模様） の タイヤを 装着して ください。 
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タイヤ 交換な どを ずると きは、 パワー スライド ドア メイン 
スイッチを OF  F にして < ださい。 


盛醫曽 


•タイヤ 交換な どを すると さは、 パワー スライド ドア メイン スイッチを 0  F  F にして ください。 
日 F  F に しないと、 誤って スライド ドア 八ン ドルな どに 触れた とき、 ノ （ワー スライド ドアび 
動 さ、 指 や 手な どを 挟んで けび をす る おそれび あり ます。 

♦車に 搭載され ている ジャ ッキ 外の ジャ ッキを 使用 して ジャ ッキ アップす る 場合は、 特別 
な 工具び 必要に なったり、 取り扱いに 特別な を 意び 必要になる ため、 誤って 使用す ると 車 
両を 損傷したり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 また、 IJ ヤヴス ペン シヨ 
ン部 などで ジャッキ アップす ると、 車両を 損傷す る ことび あ 
ります。 

車に 搭載され ている ジャッキ 1；( 外の ジャ ッキを 使用す る 必要 
び ある 場合は、 トヨタ 販売店に ご 相談く ださい。 また、 ガレ 
ー ジジ ャ ッキを 使用す ると さは、 必ず しっかりと した 傾 さの 
ない 平坦な 床 面で 使用 してく ださい。 下図の ガレー ジジ ャッ 
キ セット 位置に 当てて ください。 ガレージ ジャッキを 使用す ると さは、 必ず ガレージ ジャ 
ツキに 付属の 取扱説明書を 十分に 確認の 上、 使用 してく ださい。 


ガレージ ジャッキ 


FF 車] 
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パンクした ときは 


底 倫 白 ホイール ナッ トレンチは ホイール ナッ トに 十分 深く かけて 
mMISj  ください。 

•ホイール ナッ トレンチは ホイール ナッ トに 十分 深く かけて ください。 ホイール ナッ トレン 
チの かけち び 浅い と、 締めつ ける ときに レンチび はずれて けび をす る おそれび あります。 

•ホイール キャップは、 直接 手を かけて 取らないで ください。 また、 取り扱いには 十分を 意 
して  <  ださい。 けび をす る おそれび あります。 

•ホイール キャップ 装着 車の ホイール キャップを はずす ときは、 ホイール ナッ トレンチ 外 
は 使わないで ください。 ディスク ホイール- ホイール キャップび 損傷す る おそれび ありま 
す。 

♦ディスク ホイールの シート 部 や ホイール 裏側の 取りつ け 面び ほこりな どで 巧れ ている と、 
走行 中に ホイール 取りつ け ナッ トび ゆるみ、 タイヤび はずれる おそれび あります。 

♦アルミ ホイール 装着 車の ナットは トヨタ 純正 アルミ ホイール 専用 品！; (外を 使用し ないで く 
ださい。 走行 中に ナッ トび ゆるみ タイヤび はずれる おそれび あります。 

♦ホイール ナッ トレンチを 足で 踏んで まわしたり、 パイプな どを 使用して 必要 1；( 上に 締めつ 
けないで ください。 タイヤを 取りつ ける ボルトび 折れる おそれび あります。 

♦傷- 変形び ある ホイール 取りつ け ナット- ディスク ホイール などは 使用し ないで くださ 
い。 

参 タイヤ 交換 後、 走行 中に 八ン ドル や 車体に 振動び 出た 場合は、 トヨタ 販売店で タイヤの バ 
ラ ンスの 点検を 受けて く ださい。 

•タイヤ バルブ キャップを 交換す ると さは、 指定 外の バルブ キャップを 使用し ないで くだ 
さい。 ノ り レブ キャ ッ プび 固着す る おそれび あ ります。 
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パツ テリ ーび あびった とまは 

G バッテリー あび 0 とは？） 


次の ような 状態び、 バッテ U- あびり です。 
参 スターターび まわらなかったり、 まわっ 
てち 回転び 弱 <、 なかなか エンジン びか 
からない。 

♦へッ ド ランプび いつもより 暗い。 

参 ホーンの 音び ル さい、 または 鳴らない。 


》 処置の しかた 

押 しびけ による 始動は でさません。 

救援 車を 依頼し ブースター ケー ブ j レを 接続 して、 エンジンを 始動して く ださ 
し、 なお、 救援 車の バッテ U —は]  2 V を 使用して ください。 

7 ブースター ケーブル をつな ざまず。 

バッテ U —の© 端 テの カノ く 一を はずし、 ブースター ケーブルを 次の 順 
につな ざます。 

①自 車の バッテ U —の© 端 テ 
@ 救援 車の バッテ U —の 任) 端 テ 

③  救援 車の バッテ U —の© 端 テ 

④ 次 ページの 図で 指示して いる 箇所 （アースを とる。） 

r? バッテリーを 巧電 します。 

救援 車の エンジンを かけ、 エンジン 回転 数を 少し 高めに し、 約 5 分 間 そ 
の 回転を 保持し、 応急 的に 自車 （バッ テ U — あびり 車） の バッテ U — 
を 充電し ます。 


〇 自 車の エンジンを かけます。 
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バッテリーび あびった とさは 


4 ブースター ケーブルを はずしまず。 

ブースター ケーブルを つないだ とさと 逆の 順には ずします。 


アース ポイント 


2GR— FE エンジン 搭載 車 I 

自車 （バッテリー あびり 車） 


2AZ— FE エンジン 搭載 車 


目次 


A 


靈口 


基本 操作 
早 わかり 


誦① 


麗！ の 


壁麵備 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のとを 


索引 


657 


J バッテ リー あびり を 防 ぐた めに 

•エンジンを 停止した まま ランプを つけたり、 オーデ イオ- エアコン などを 
使わない ようにして ください。 

•エンジン 回転 中で わお滿 などで 長時間 止まって いる 場合は、 不必要な 電装 
品の 電源を切 つてく ださい。 


A 乂 気を バッテ リーに 近づけな いでく ださい。 


♦必ず！; (下の こ とを お守りく ださい。 お守り いただかない とバッ テ U -け ら 発生す る 可燃性 
ガスに 引乂- 爆発し、 やけどな ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 

•④の 接続は 自車 バッテ U —の© 端 テに つなび ないで くださし、 バッテ U —に 直接つな 
ぐと、 乂 巧び 発生し ます。 

•ブースター ケーブルを 接続す ると さ、 ©と© 端 テを 絶対に 接触 させないで ください。 

接触させる と 火花び 発生 します。 

•乂 気を バッテ U —に 近づけないで ください。 

•充電 中は バッテ U —に 近づかないで ください。 希硫酸の 含まれる バッテ U — 液び 吹 さ 出す 
場合び あり、 目 や 皮膚に 付着す ると、 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 万一、 
付着した とさは、 すぐに 多量の 水で 洗 ミき し、 医師の 診察を 受けて ください。 

•ブースター ケーブルを 接続したり、 取りは ずす とさは、 ファン や ベルトな どに 触れたり、 
近づいたり しないで ください。 手 や 衣服な どび 巻 さ 込まれた りして、 思わめ 事故に つなび 
る おそれび あり 危険です。 

♦バッ テ U —を 交換した とさは、 クランプの ナットを 確実に 締めつ けて ください。 確実に 締 
めつ けない と、 走行 中に クランプび はずれて、 ショート するな どして 車両 乂災 につな びる 
おそれび あり 危険です。 


救援 車の バッ テリーは 12  V を 使用して ください。 

♦他 車 （救援 車） の バッテ IJ 一は]  2  V でなければ なりません。]  2  V 用 バッテ U —で ある 
ことを 確認して から 行って ください。 

♦バッ テ U —び あびり やすい 場合は、 トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 
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バッテリーび あびった とさは 


' - 知識 - 

車両 バッ テリー脱 着 時に ついて 

♦車両は 常に" エンジン スタート ストップ" スイッチの 状態 （ア クセヴ U — モード また 
はイグ ニッシ ヨン 日 N モード） を 記憶して いるた め、 車両 バッテ U —を 再 接続した ときは、 

ノ くッテ U - をはず す 前の スイ ッチ 状態に 復帰し ます。 修理な どで 車両 ノ （ッテ U - をはず す 
ときは、 必ず スイッチを 0  F  F にしてから 行って ください。 

車両 バッテ IJ- あびり 時に、 バッテ IJ- び あびる 前の スイッチの 状態び わからない ときは、 
とくにを 意して ください。 

参 車両の バッテ IJ 一 脱 着 後、" エンジン スタート ストップ" スイッチを 一度 巧す だけでは 
エンジンび 始動し ない ことび あります。 その 場合は、 もう 一度 スイッチを 巧して ください。 
♦車両の バッテ U — 脱 着 後、 すぐには エンジンび 始動し ない ことび あります。 その 場合は、 
バッテ U — 接続 か ら約 T 日 秒 じ (上 待って から エンジンを 始動 してく ださい。 
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才一 八ー ヒー ト したと まは 

G 才 —バ— ヒ—卜 とは？^ 


次の よ ラな 状態び、 オーバーヒートです。 
•水温 計の 針び レッ ド ゾーンに 入ったり、 
エンジンの 出力び 低下す る。 

•ボン ネッ ト から 蒸気び 立ちのぼる。 


> 処置の しかた 

7 車を 止めます。 

車を 安全な 場所に 止め、 エアコンを 使用して いる 場合は、 OFF にし 
ふ! ^  〇 


三 ボン ネッ トの 確認を します。 

ボン ネッ ト から 蒸気び 出て いるか 確認し ます。 

■ボン ネッ トか 5 蒸気が 出て いない 場合 

ボン ネッ トを 開けて、 そのまま エンジンを かけて おさます。 

■ボン ネッ トか 5 蒸気が 出て いる 場合 

エンジンを 停止し、 蒸気び 出 なくなったら、 風通しを 良くす るた めに 
ボン ネッ トを 開け エンジンを かけます。 
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オー ノ  f— ヒートし たと をは 


3 冷却 用 フアンを 確認し ます。 

ラジエーター 冷却 用 フアンび 作動して 
いる ことを 確認して ください。 フアン 
び 作動して いないと さは エンジンを 停 
止して、 トヨタ 販売店に 連絡して くだ 
さい。 


4 エンジンを 停止し ます。 

水温 計の 針び 下 びって さたら、 エン ジ 
ンを 止めます。 


ら 冷却水 量な どを 確認し まず。 

ェンジン び 十分 冷えて から U ヴー バー 
タンクの 冷却水 量の 確認 および ラジェ 
一夕 ー コア 部 （放熱 部） び 著し < 巧れ 
ていない か、 ごみな どび 付着して いな 
いかな どを 確認し ます。 


^  00 


基本 操作 
早 わかり 


I 謂の 


車との 上手な 
付 さ 合い方 


メンテナンス 


万-のとを 


索引 


661 


目 冷却水を 補給し まず。 

冷却水 量び 不足して いたら、 ラジエーターと U ヴー バー タンクに 冷却 
水を 補給し ます。 

•冷却水び ない 場合は、 応急 的に 水を 補給し ます。 

/ トヨタ 販売店で 点検を 受けます。 

早めに 最寄りの トヨタ 販売店で 点検を 受けて ください。 

•移動 途中で 再び 水温 計の 針び 上昇して さたと さは、 空調の 温度 調整 
を 最大 暖房に し、 フアンを 最大 風 量に する ことで、 ヒーター 配管 内 
の 冷却水に より 水温の 上昇を 抑える ことび でさます。 
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オー ノ  f— ヒートした とさは 


》才 ー バ ー ヒ ー トを 防ぐ ために 

冷却水の 量、 地面に 水 われび ないか 日頃から 点検を してく ださい。 
点検 方法は 「メンテナンス ノート」 を お読みく ださい。 


^ やけどな ど しないよう に 十分 気をつけ てく ださい。 


♦ボン ネッ ト から 蒸気び 出て いると さは、 蒸気び 出なくなる まで ボン ネッ トを 開けない でく 
ださい。 エンジン ルーム 内び 高温に なって いるた め、 やけどな ど 重大な 傷害を 受ける おそ 
れび あり 危険です。 また、 蒸気び 出て いない 場合で も 高温に なって いる 部分び あります。 
ボン ネッ トを 開ける ときは 十分 注意して ください。 

•ラジエーター や 補助 タンクび 熱い とさは ラジエーター キャップを 開けないで ください。 蒸 
気 や 熱湯び 吹 さ 出して、 やけどな ど 重大な 傷害を 受ける おそれび あり 危険です。 キャップ 
を 開ける とさは、 ラジエーター や 補助 タンクび 十分に 冷えてから、 布され などで キャップ 
を 包み ゆっくりと 開けて ください。 


♦エンジンび まわって いると さは、 フアン や ベルトな どに 触れたり、 近づいたり しないで く 
ださい。 手 や 衣服な どび 巻 さ 込まれたり して 思わめ 事故に つなび る おそれび あります。 


冷却水は、 エンジンび 熱い とさに 入れないで ください。 急に 冷たい 冷却水 
を 入れる と、 エンジンび 損傷す る おそれび あります。 冷却水は、 エンジン 
び 十分に; 令え て か ら ゆっくり と 入れて く ださい。 
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けん 引に ついて 

(  けん 引の しかた  ） 

フ □ント のけん 引 フックは けん 引され る ことを 目的と して おり、 他 車を けん 
引す るち のではありません。 

けん 引しても らうと さは、 でさる だけ トヨタ 販売店、 または」 A  F などに 依 
頼して ください。 とくに 次の 場合は 駆動 系の 故障び 考えられ ますので、 けん 
引 前にまず トヨタ 販売店へ ご連絡く ださい。 

•エンジンび まわって いるのに 車び 動かない。 

•異常な 音び する。 

> けん 引して ちら ラと をは 

/ けん 引 フック、 ホイール ナット レンチを 取り出します。 

(P. 622 参照） 

nf けん 引 フック 取りつ け 部の フタを 取りは ずしまず。 

フタの 上、 または 下から 開いて はずします。 


※グレー ド 等に より、 けん 弓 I フック 取 りつけ 部の フタび 助手席 側に ない 場合び あ ります。 
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3 けん 引 フックを 取りつ けまず。 

ホイール ナツ トレンチを 使用して、 けん 引 フックを 確実に 取りつ け ま 
す。 


4  □ープ を かけまず。 

ボディに 傷を つけない よ ラに して、 □ープ を けん 引 フックに かけます。 
必ず けん 引 フックに □ープ を かけて 前進 方向で けん 引して ください。 
けん 引 □ープ には、 日. 3 メートル 平方 (0.3  mxo.3  m)  上の 白い 
布を □ープ 中央に 必ずつ けて ください。 
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5 エンジンを かけまず。 

エンジンを でさる だけ かけて おいて < ださい。 エンジンび かからない 
とさは、 "エンジン スタート ストップ" スイッチを ア クセヴ U  — f 一 
ド または イグ ニッシ ョン ONf —  ドに します。 

6 発進し ます。 

シフト レバーを ⑩ にして、 パーキング ブレーキを 解除し ます。 

7 前の 車に 注意し ます。 

けん 引 □ープ を たるませない ようにし、 前の 車の 制動灯に 注意して く 
ださい。 

けん 引び 終わったら、 けん 引 フックを はずし、 バンパーの フタを 確実に 取り 
つけて  <  ださい。 

•はずした けん 引 フックは、 工具 袋に 格納し ます。 

> 他 車 （故障車） を □ープ で けん 引 するとき は H 


U ヤ側 のけん 引 フックの 取りつ け 穴は、 U ヤ バン パー両端に あります。 けん 
引 フックの 取りつ け 方は P.664 の 「けん 引しても らうと さは」 を お読みく 
ださい。 

•けん 引 フックは、 一般 路上で 故障した 他 車 （故障車） を やむ を 得ず □ープ 
により けん 弓 I する ための ちので す。 

♦自 車より 重い 車の けん 引は できません。 自 車より 重い 車を けん 弓 I しようと 
すると、 駆動 系に 悪影響を 与えたり、 けん 引 フック や 車体び 破損す る おそ 
れびあ 0 ます。 
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けん 引され る 車は 慎重に 運輯 してく ださい。 

•けん 引され る 車は 慎重に 運転して ください。 エンジンび かかって いないと ブレーキの 効き 
び 悪く なったり、 八ン ドルび 重くなる ため、 通常と 同じ 感覚で 運転す ると、 思わめ 事故に 
つなび る おそれび あり 危険です。 

• " エンジン スタート ストップ" スイッチを 0 F F にしないで ください。 八ン ドルび □ 
ック され 八ン ドル 操作び でさ なくなり、 思わめ 事故に つなび る おそれび あり 危険です。 


♦けん 弓 I する 車は 急 発進な どけん 引 フック や □ー プに大 さな 衝撃び 加わる よう な 運転を しな 
いでく ださい。 けん 引 フック や □ープ び 破損す る おそれび あります。 また、 万一の 場合、 
その 破片び 周囲の 人な どに 当たり、 重大な 傷害を 与える おそれび あり 危険です。 


屋 J 

is 

長 坂路を 下る ときは、 レツ カー 車で けん 引して く ださい。 

•長 坂路を 下る ときは、 レッカー 車で けん 引して ください。 レッカー 車で けん 引 しないと、 
ブレーキび 過熱し 効 さび 悪くなる おそれび あります。 


参 4WD 車の 場合、 4 輪 接地で けん 引す るか、 4 輪と も 持ち上げた 状態で 運搬して ください。 
前輪 または 後輪 だけを 持ち上げ たけん 引は 絶対にし ないで ください。 駆動装置び 焼 さつ さ 
を 起こしたり、 車び トレッカー （台車） から 飛び出す おそれび あります。 

また、 駆動 系 部品び 故障した と 思われる とさは 必ず 4 輪を 持ち上げて 運搬して ください。 


♦けん 引 速度は 約 3 日 km/hlU 下、 けん 引 距離は 約 8 日 kmlU 内で、 前進ち 向で けん 引して く 
ださい。 この 速度、 距離を こえての けん 引、 または 後進ち 向での けん 引を すると トランス 
ミッションに 悪影響を およぼし、 損傷す る おそれび あります ので、 これを こえる 場合は 車 
両 積載 車な どに より、 4 輪と も 持ち上げて 運搬して ください。 

•スタック 脱出の ために、 他 車に けん 引しても らうと きは、 サスペンション アームな どに □ 
ープを かけないで ください。 サスペンション アームな どを 損傷す る おそれび あります。 
♦ワイヤー □ープ は 使用し ないで ください。 バンパーに 傷び つく おそれび あります。 
♦スタック^した ときは、 無理に けん 引せ ず、 トヨタ 販売店 や J A F などに 依頼して くださ 
し、。 けん 引 フック や サスペンション 部品な どに □ープ を かけて けん 引す ると、 けん 引フッ 
ク やヴス ペン ショ ン 部品を 損傷す る おそれび あり ます。 

《 めかる み- 砂地- 深雪 路 などで 駆動輪び 空転したり、 埋まり 込んで 動け なくなった 状態。 
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事 巧が 起を たと をは 

しあわて ずに 巧の 処置を 巧つ てくだ さい） 


7 続発 事故を 防止し まず。 

ほかの 交通の さまたげに ならない よう 
な 安全な 場所に 車を 移動し、 エンジン 
を 停止し ます。 


三 負傷を がいる 場合は、 応急手当を 行い 


ます。 

医師、 救急車な どび 到着す るまでの 間、 
可能な 応急手当を 行います。 

この場合、 とくに 頭部に 傷な どび ある 
とさは、 そのままの 姿勢で 動かさない 
ようにし ますび、 後続 事故の/こ 谓 己び あ 
ると さは 安全な 場所に 移動させます。 


警察への 届け出を します。 


4 相手方の 確認と メモ （氏名- 住所 •電 
話 番号） を 取ります。 


已 ご 購入され た 販売店と 保険会社へ 連絡 


しまず。 
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さく いん 


五十音 さ  <  いん . 672 

警告な さくいん . 680 
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さ  <  いん 

C 五十音 さくいん ~ ) 


症状から 調べたい とさ や、 万一のと さの 処置に ついては、 色付 さ 文字の 
項目を ご覧く ださい。 


アー ムレ スト . 224、 232 

アクセサリー コンセント . 490 

アクセサリー ソケット . 471 

アクティブ トルク コント □—ル 4WD  •••己 1 己 

4WD 才ー トモード 作動 表示な . 332 

4WD 才ー トモードス イッチ . 377 

アクティブへ ッ ドレ スト . 222 

アンチ □ック ブレーキ システム 

(ABS) . 曰に 

風 

ELR 機構 付シー ト ベルト . 己10 

ETC . 4 曰 0 

EBD の 働き . 己14 

I S0F I X 対応 
チ ャイ ル ド シー ト 固定 専用 バー & 

トップ テ ザーアンカー . 28 己 

イラスト 目次 . 8 〜 11 

イ ルミネーテッ ド エントリー システム …476 

イン ナー ミラー . 296 

インテリジェント A  FS . 已 39 

AFS  OFF スイッチ . 379 

(D 

ウインドウ ウ オツシ ャー 

液の 補給 . 目 02 

タンクの 容量 . 目14 

点検 方法 . 601 

噴射の しかた . 370 

をの 前の 準備- 点検 . 己 43 

ウインドウ デフ ォッ ガー （曇り 取り） 

スイッチの 使い方 . 374 

ウインドウ □ッ クス イッチ . 199 

ウォー ニン グラン プ （警告 好） . 33 己 

動け なくなった とさは . 巨 30 

運輯席 S  R  S エアバッグ . 496 

運転席 S  R  S 二ーエアバッグ . 497 


運転席 シー ト ベル ト非 着用 警告 好 . 352 

思 

エアコン 

ク リーン エア フイ ルターの 交換 . 已目 4 

フ □ン ト エアコン 使い方 . 426 

リヤ エアコン 使い方 . 440 

リ ヤクー ラー使い方 . 446 

プラズマ クラスターの 使い方 . 438 

エアコン ガス （冷 媒） の 点検 . 已目 4 

ABS、 ブ レーキア シスト . 己 12 

AB S & ブ レーキア シス ト 警告な …… 338 

ABS 警告 好 . 339 

EB D 付 A  B  S . ブ レーキア シスト 

について のま 意 . 目 3 

SRS エアバッグ . 496 

S  R  S エアバッグ 警告 口 . 340 

S  R  S エアバッグに ついての ミち 意 . 曰 目 

S  R  S 力ーテン シール ドエ アバ ッグ …… 497 

SRS サイド エアバッグ . 497 

SAE 粘度 （エンジン オイル） . 目 14 

S-VSC  . 己 27 

TRC  .  S-VSC について のま 意 …… 目 4 

VSC 警告 好 . 341 

LLC  (冷却水） 

タンク 容量 •濃度 . 目 12 

をの 前の 準備- 点検 . 已 43 

エンジン オイル 

オイル 量 . 目 13 

ま 入 □ . レベル ゲージ 位置 …… 己 9 己、 596 

点検 方法 . 目 00 

をの 前の 準備- 点検 . 己 43 

エンジン 回転 計 （タ コメー ター） . 324 

エンジン 警告な . 343 

"エンジン スタート ストップ" スイッチ 

. 137 

" エンジン スタート ストップ" スイッチび 
OFF にな 5 ない . 142 


672 


さ  <  いん 


エンジン のかけ 方 . 140 

エンジン ルーム 
エンジン ルーム か 5 

煙 （水蒸気） び 出て いる . 目 目 0 

点検 . 己 9 已、 己 9 目 

ボン ネッ トオー プナー . 21 1 

エンジン ルー ム内ヒ ューズ ボックス …… 曰 73 
エンス トで 始動で き なくなった ときは …630 

(g) 

オイル 類 

(メンテナンス データ） . 61 2 〜巨 14 

応急 用 タイヤ し 販売店 装着 オプション） 巨 23 

大型 ムーン ルー フ . 201 

オッ ト マン （フッ トレ スト） の 使い方 …234 

オー ト アラーム . 213 

オー トマ チック 車 

運転の しかた . 313 

才ー トマ チック 車に ついての ま 意 . 目 目 

オー トマ チック トランス アクス ル フルード 

フルード 量 . 612 

才 ー バ ー ヒ ー ト 

才ーバ ーヒー ト について のま 意 . 92 

才 ーバー ヒート したと きは . 目 目 0 

习 一つ ナー 

フ ュー  エル  リッ  ドオー プナー . 208 

ボン ネッ トオー プナー . 21 1 

お 子 さまを 乗せる ときの ま 意 . 38 

お出かけ 前の ま 意 . 15 

オ ドメーター （積算 距離計） . 32 己 

⑩ 

外気 温度 表示 . 433 

外装の 手入れ . 己 目 0 

快適 温熱 シート . 225 

買物 フック . 488 

ガソリン （燃料） 

使用 ガソリ ン / タンク 容量 . 目 1 己 

カップ ホルダー . 486 

花粉 除去 スイ ッ チの 使い方 . 436 

環境に ついて 

環境に やさしく 経済的な 運輯 をず るた めに… 日 己 2 
環境保護 のために . 己 己 5 


寒冷 時の 取り扱い . 

寒冷地 用 ワイ パー ブ レード . 

思 

キー 

キー  ナ  ンバ ープ レー ト . 

電子 キー . 

メカニカル キー . 

キー 閉じ込み 防止 機能 . 

キーな し 警告 . 

キ —バッ テリ— イ氏下 警告 . 

キー レス エン ト U  — 

(ワイヤレス ドア □ッ ク） . 

"キー キー" と 金属 音び タイヤ か 5 
聞こえる 〈ブレーキ パッ ドウ ェア 

インジケーター〉 . 

基準 値 （メンテナンス デー タ） ••… 
キック ダウン . 

の 

空気 圧 （タイヤ） . 

区間 距離計 （トリップメーター）" 
曇り 取り （リヤ ウインドゥ 

デフ ォッガ ー ） . 

クラクシ ヨン （ホー ン） . 

ク U- プ 現象 . 

ク リー ン エア フイ ルターの 交換 ••… 

クルー ズ コン ト □—ル . 

車の まわりの 点検 . 

グレー ド 名称 . 

グ □—ブ ボックス . 

⑥ 

警音器 （ホーン） . 

吕十器 （メー ター） . 

藝舒了 . 

警告 阿び 点! 打- 点滅した ときは ••… 

»告 表示 . 

経済的 r ょ運輯 . 

化粧 用 （バニ テイ） ミラー . 

けん 引に ついて . 
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工具 . 

光軸 上下 調整 ダイヤル . 

後 席 確認 ミラー . 

後退な 

電球 （バルブ） の 交換 . 

W  (ワット） 数 . 

コー トフ ック . 

故障した ときは . 

子供 専用 シー ト について のま 意 
コン ライト . 


〇 

サ ー ドシ ー ト 

へッ ドレ ストの 上げ下げ … •… 
リク ライニング 調整の しかた • 
サービス データ 

(メンテナンス データ） …… 

兰角 表示板 収納 スぺ ース . 

サンバ イザー . 

サンルーフ （大型 ムーン ルーフ） 


シー ト アレンジ 

最大 荷 室モー ドの つくり 方 . 

ヴー ド シー トを 格納す る/ 

テーブルに する . 

車両 中央部に スペースを つくる… 
スーパー リラ ッ クス モードの 

つくり 方 . 

フラッ トシートモー ドの つくり 方 

シー ト について のを 意 . 

シ ー トの 調整 

ヴ ー 。シ ー ト . 

セ カン ド シート . 

フ □ン トシー ト . 

シー トヒー ター （快適 温熱 シー ト） 


シー ト ベルト . 271 

アジ ャス タブ ル 

シー ト ベルト アンカー . 27 曰 

シー ト ベルトの 働 さ . 己 10 

シー ト ベル ト についての ミち 意 . 已〇 

シー ト ベル ト非 着用 警告な . 352 

着用の しかた 

3 点 式シー ト ベルト . 274 

2 点 式シー ト ベルト . 277 

分離 格納 式シー ト ベルト . 278 

シガ レッ トライ ター . 468 

シー ケン シャル シフ トマ チック 表示 丹 …329 

シー ケン シャル シフ トモード . 309 

事故び 起きた ときは . 668 

室内 装備 品の 使い方 . 468 

室内な . 473 

ドア カーテシ ランプ . 47 已 

フ □ン トフ □ア まねり 照明 . 47 己 

ラゲージルー ム ランプ . 474 

リヤ パー ソ ナル ランプ . 474 

ルー ムラン プ ー 体 

フ □ント パー ソ ナル ランプ . 473 

シフ ト ポジ シヨ ン 表示 好 . 329 

シフト レバー 

SuperECT 装着 車 . 307 

SuperCVT— i  装着 車 . 301 

シフト □ックシ ス テム . 30 巨、 312 

ジャッキ 

格納 位置 . 目 22 

ジャッキ アップ 

ジャッキ アップに ついての ま 意 . 89 

ポイント （セッ ト 位置） . 目 48 

ジャッキ ハンドル . 巨 22 

車 巾畐口 

車 幅な 表示な . 330 

電球 （バルブ） の 交換 . 己 88 

ライ トスイ ッチ . 363 

W  (ワット） 数 . 目 1 1 

車両 型式 . 目1巨 

収納 スぺ ース . 478 

収納 ポケット . 482 

初期設定 項目 . 目 18 

巧電 警告 丹 . 349 
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助手席 S  R  S エアバッグ . 496 

助手席 S  R  S 二ーエアバッグ . 497 

助手席 シー ト ベル ト非 着用 警告な . 352 

忠 

スイッチの 使い方 . 363 

Super  E  C  T  . 曰21 

A  I  —SHIFT の 働き . 曰21 

目 SuperECT とは . 己21 

登 降 坂 変速 制御システム . 己 22 

フレックス □ック アップ システムの 働を 

. 521 

Super  CVT-  i  . 曰 23 

Supe「CVT—iとは . 曰 23 

登 降 坂 変速 制御システムの 働き . 己 24 

無 段 変速 システムの 働き . 已 23 

□ック アップ システムの 働き . 已 23 

ステアリング スイッチ . 493 

スノー タイヤ （冬 用 タイヤ） . 已 44 

スピードメーター . 323 

スポーツ シーケンシャル 

シフ トマ チック 表示な . 329 

スポ ー ツシ ー ケン シャル シフ トモ ー ド … 303 
スマ ー ト エン ト U —  & 

スター トシス テム . 124 

警報音び 鳴って いると さは/ 

警告 好び 点な している ときは . 1 己 1 

作動 表示 打び 桓 色に 点滅して いる 

とさは . 155、 156 

作動 表示 好び 緑色に 点滅して いる 

とさは . 1 己已 

スマ ー ト エントリ ー & スタ ー ト 

システムび 作動 しないと さは . 1 己 9 

スマ ー ト エン トリー & スタート 

システムの 解除 . 129 

" エンジン スタート ストップ" スイッチ 

び OF  F にな 5 ない . 142 

スマ ー ト エントリ ー & スタ ー ト 

システム 警告な . 351 

スマ ー ト エン トリー & スタート 

システムに ついての ま 意 . 79 

スモール ランプ （車 幅な） 

電球 （バルブ） の 交換 . 己 88 


ライ トスイ ッチ . 363 

W  (ワット） 数 . 目 1 1 

スライド ドアの 開閉 . 172 

思 

セカンド シート 

アー ムレ スト . 232 

オット マン （フット レスト） の 使い方 …234 

サー ドシー ト への 乗り降り . 233 

シー ト 調整の しかた . 227 

ヘッド レス トの 上げ下げ . 230 

積算 距離計 （オ ドメーター） . 32 己 

セキュリティ 表示な . 330 

洗車 . 己 目 0 

前 照 好 （へッ ド ランプ） 

電球 （バルブ） の 交換 . 己 82 

ライ トスイ ッチ . 363 

W  (ワット） 数 . 611 

センター テーブル . 472 

走行に ついて 

走行しての 点検 . 目 09 

走行ず ると きの ま 意 . 22 

走行 中、 異常に 気づいた 5 . 30 

走行で をな < なった とさは 

(けん 引に ついて） . 目 目 4 

速度計 （ス ピー ドメーター） . 323 

& 

タイヤ 

空気 圧 . 目 1 己 

タイヤ チェー ン . 己 48 

タイヤの 点検 . 己 目 7、 603 

タイヤ/ホイール サイズ . 目 1 己 

タイヤ □ー テー シ ヨン 

(タイヤ 位置 交換） . 己 目 7 

冬 用 タイヤ . 己 44 

タイヤに ついての ま 意 . 82 

タイヤ パンク 応急修理 キット . 目 31 

タイヤを 交換ず ると さは . 目 4 目 

タ コメー ター （エンジン 回転 計） . 323 
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正しい 運転 姿勢 （シ ート） . 217 

正しい 着用 （シ ート ベルト） . 271 

思 

チェー ン （タイヤ チェー ン） . 己 48 

チ ャイ ル ド シート 

I SOF I X 対応 チャイルド シート 
固定 専用 バー & トップ テ ザーアン カー 

での 固定 . 28 已 

子供 専用 シー ト について のま 意 . 46 

シー ト ベルトでの 固定 . 291 

チャイルド プ □テク ターの 

使い方 . 184 

駐車 するとき は . 曰 曰 0 

駐車な （非常 点滅 好） 

スイッチ . 376 

電球 （バルブ） の 交換 . 已 89 

W  (ワット） 数 . 61 1 

駐車の しかた . 319 

駐車 ブレーキ （パーキング ブレーキ） …321 

点検 基準 値 . 目1〇 

駐 停車す ると きのを 意 . 33 

チル トス テア リング レバー 

(八ン ドル 上下 前後 調整） . 294 

あ 

TRC  (トラ クシ ヨン コント □— ル） •••己 2 己 
TRC  .  S-VSC について のま 意 …… 巨 4 
デ ィス チャー ジへッ ド ランプ 
才ー トレべ リング （上下 照射 方向 

自動 調整） システム . 己 31 

デ ィス チャー ジへッ ド ランプ 

才ー トレ ベリ ング 警告 好 . 344 

W  (ワット） 数 . 61 1 

ディ ファレン シャル オイル 

オイル 量 . 目に 

手入れ （車の 手入れ） . 己 己 8 

テールランプ （尾 丹） 

ライト スイッチ . 363 

デッキ フック . 488 

デュアル S  R  S エアバッグ . 496 

電球 （バルブ） の W  (ワット） 数 . 目 1 1 


点検 （曰 常 点検） . 曰 94 

点検 基準 値 （メンテナンス データ） …… 目 10 

点檢 整備 実施の お願い . 14 

点検- 手入れ 時の ま 意 . 80 

電子 制御 ス □ッ トル （ETCS— i  ) …529 
" エンジン スタート ストップ" スイッチが 

OFF にな 5 ない . 142 

電源 切り 忘れ 防止 機能 . 148 

電源の 切り替え 方 . 137 

電源の が 態 . 137 

電子 キー . 1 2 目 

電池 交換 . 曰 目 8 

電子 キーび 正常に 作動 しないと きは …… 1目1 

思 

ドア 

開閉 . 1 目 目 

ドア ガラス 

開閉 . 197 

ドア カーテシ ランプ . 47 己 

W  (ワット） 数 . 61 1 

ドア ミラー . 297 

ドア □ック . 1 目 目 

搭載 工具 . 目 22 

盗難 防止 システム . 213、 己 20 

時計 . 470 

登 降 坂 変速 制御システム . 己 22、 已 24 

トランス アクス ル フルード 

フルード 量 . 612 

トランスファーオイル 

オイル 量 . 612 

トリップメーター （区間 距離計） . 32 己 

〇 

内が 気 切り替え （エアコン） . 432 

内装の 手入れ . 己 目 2 

NAVI  •  A  I  -SHIFT . 己 30 

日常 点検 . 己 94 
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熱線 式 ウインド 

シー ルド デ アイサー スイッチ . 37 己 

燃料 

タンク 容量 . 目1曰 

燃料 計 . 323 

燃料 残 量 警告 丹 . 3 曰 1 

燃料 補給 □ (フユー エル リッ ド） …… 208 
燃料 補給 時の ま 意 . 20 

⑩ 

パーキング ブ レー キ ペダル . 321 

点検 基準 値 . 巨… 

排気ガスに 巧す る ま 意 . 35 

灰皿 . 469 

A イビー ム （へッ ド ランプ） 

操作 方法 . 3 目已 

電球 （バルブ） の 交換 . 己 84 

へッ ド ランプ 上向き 表示な . 330 

W  (ワット） 数 . 目 1 1 

A ザー ド ランプ （非常 点滅! な） 

スイッチ . 376 

電球 （バルブ） の 交換 . 已 89 

W  (ワット） 数 . 目 1 1 

挟み込み 防止 機構 182、 19 巨、 198、 203 

発 炎 筒の 使い方 . 巨 27 

バックアップ ランプ （後退な） 

電球 （バルブ） の 交換 . 己 91 

W  (ワット） 数 . 61 1 

バック ドアの 開閉 . 18己 

撥 水 機能 付 ガラス . 己19 

バッ テリー 

点検 方法 . 己 98 

バッテリーび あびった ときは . 巨已目 

バッテ リ ー についての ミち 意 . 87 

をの 前の 準備. 点検 . 己 43 

パッド ウェア イン ジケ ー タ ー （ブレ ー キ 

パッド ウェア イン ジケ ー タ ー ） . 32 

バニ テイ （化粧 用） ミラー . 468 

バルブ （電球） の W  (ワット） 数 . 目 1 1 

パワー ウインドウ 


スイッチ . 197 

パワー ウインドゥ び 動かない . 199 

パワー スライド ドア . 177 

パワー ステ アリ ング 警告な . 345 

パワー バック ドア . 192 

番号 好 

電球 （バルブ） の 交換 . 曰 92 

W  (ワット） 数 . 目 1 1 

半 ドア 警告な . 3 已 1 

八ン ドル 

位置の 調整 . 29 己 

八ン ドルび 重く なった . 24、 31 

パンクした ときは . 巨 31 

販売店 装着 オプションの スペアタイヤ •••目 23 

風 

"ピー" と 長い 音が 鳴り 続ける 

〈ライト 消し 忘れ 警告 ブザー〉 . 365 

"ピー ピー ピー" と 長い 音の 繰り返し 
〈リバース （後退） ブザー〉 

. 301、 307 

非常 点滅 好 

スイッチ . 376 

電球 （バルブ） の 交換 . 己 89 

W  (ワット） 数 . 目 1 1 

尾 丹 

ライ トスイ ッチ . 363 

ヒ ューズ . 570 

表示 好 （メー ター） . 327 

曰よ け （サンバ イザー） . 468 

ヒル スター ト アシス ト コン ト □—ル …… 己 28 

V ベルト 

点検 基準 値 . 610 

フ ォース リミッター機構 . 己 10 

フック （けん 引） . 目 22 

フューエル キャップの 開閉 . 208 

フュー エル メー ター （燃料 計） . 323 

フュー エル リッ ド （燃料 補給 □) の 開閉 

. 208 

冬の 前の 準備- 点検 . 己 43 
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を 用 タイヤ . 曰 44 

プラズマ クラスターの 使い方 . 438 

プリ クラッシュ セーフ ティ システム …… 532 
プリ クラッシュ ブレーキ 

OF  F スイッチ . 己 3 已 

プリ クラッシュ セーフ ティ 

システム 警告 丹 . 348 

プリ テン シ ヨナー機構 . 曰10 

プリ テン シヨ ナー 警告な . 340 

ブ レーキア シスト . 己12 

ブ レー キ 警告 好 . 346 

ブレーキ ペダル 

点検 基準 値 . 巨 10 

ブレーキ パッ ドウ エア インジケーター …… 32 
ブレーキ フルード 

点検 方法 . 已 97 

タンク 位置 . 己 9 曰、 己 9 目 

ブレーキを 踏む と "キー キー" と 

音び する . 32 

フレックス □ック アップ システム . 曰 21 

フ □ント シート 

アーム レスト . 224 

シー ト 調整の しかた . 219 

へッ ドレス ト 調整の しかた . 222 

フ □ント パー ソ ナル ランプ . 473 

W  (ワット） 数 . 611 

フ □ン トフ ォグ ランプ . 369 

電球 （バルブ） の 交換 . 己 8 目 

W  (ワット） 数 . 61 1 

フ □ン トフ □ア まねり 照明 . 47 己 

フ □ン トムー ン ルー フの 開閉 . 201 

分離 格納 式 シー ト ベル トの 使い方 . 278 

の 

へッ ド フン プ 

上向を 表示な . 330 

光軸 上下 調整 . 367 


電球 （バルブ） の 交換 . 曰 82 

ライ トスイ ッチ . 363 

W  (ワット） 数 . 61 1 

へッ ドレ ストの 調整 

サ ー 。シ ー ト . 239 

セカンド シート . 230 

フ □ン トシー ト . 222 

ホイール サイズ . 目 1 已 

ホイール ナッ トレンチ . 目 22 

ホイール （タイヤ） の 交換 . 目 4 目 

方向 指示な 

電球 （バルブ） の 交換 . 己 89 

方向 指示 表示 好 . 329 

方向 指示 レバー . 366 

W  (ワット） 数 . 目 1 1 

補助 確認 装置 . 300 

ホー ン . 378 

ボ トル ホルダー . 487 

ボンネット . 21 1 

ボン ネッ トか 5 煙 （水蒸気） 

び 出て いる . 目 目 0 

@ 

マルチ イン フ オメー シヨ ン 

ディスプレイ . 353 

万一の 事故のと きのを 意 . 93 


ミラーの 調整 

イン ナー ミラー . 296 

ドア ミラー . 297 

補助 確認 装置 . 300 


風 

ムーン ルーフ 

フ □ン トムー ン ルー フ . 201 

リ ヤサン シエー ド . 202 
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(S) 


メーター . 

メカ ニ カルキー …… 
メンテナンス データ 


油圧 警告な . 

ユーザー カスタマイズ 機能 ‘ 


.323 

.161 

•610 


•350 

•617 


4WD 

(アクティブ トルク コント □—ル 4WD) 

. 己 15 

4WD 才ー トモードス イッチ . 377 

4WD 車に ついての ま 意 . 70 


0 


•592 
•363 
•61 1 
•365 
•363 
•474 
•61 1 


ライセンス プレート ランプ （番号な） 

電球 （バルブ） の 交換 . 

ライト スイッチ . 

W  (ワット） 数 . 

ライ ト 消し 忘れ 警告 ブザー . 

ライ トスイ ッチ . 

ラゲージルー ム ランプ . 

W  (ワット） 数 . 

ラジエーター 

才 ーバー ヒート したと きは . 目 目 0 

タンク. キャップ 位置 . 己 9 己、 596 

冷却水 濃度 •容量 . 目12 

ランプ オー ト カッ トシス テム . 3 巨 曰 

思 

リバー ス （後退） ブ ザー . 301、 307 

リヤ エアコンの 使い方 . 440 

リ ヤクー ラーの 使い方 . 446 

リ ヤサン シエー ドの 開閉 . 202 

リヤ ウインドゥ デフ ォッ ガー . 374 

リヤ ディ ファレン シャル オイル 

オイル 量 . 目に 

リヤ パー ソ ナル ランプ . 474 

W  (ワット） 数 . 61 1 


思 

ルー ム ミラー （イン ナー ミラー） . 296 

ルー ムラン プ ー 体 

フ □ン ト パー ソ ナル ランプ . 473 

W  (ワット） 数 . 目 1 1 

冷却水 

才ーバ ーヒー ト したと きは . 目 目 0 

点検 方法 . 599 

濃度’ 容量 . 612 

をの 前の 準備- 点検 . 己 43 

リザー バー タンク 位置 . 己 9 已、 己 9 目 

レイ ン クリア リ ング ミラー . 曰 1 7 

レーダー クルーズ 

コント □—ル （ブ レー キ 制御 付） …… 380 
レー ンキー ピン グ アシスト . 412 

□ック アッ プ システム . 已 23 

□— ビーム （へッ ド ランプ） 

W  (ワット） 数 . 目 1 1 

路上で 故障した ときは . 目 29 

□ング スライ ド コン ソール . 483 

の 

ワイ パ ー & ウォ ツシャ . . 370 

ワイヤレス ドア □ック . 204 

ワックス . 曰 巨 1 

W  (ワット） 数 . 611 
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警告な さ < いん 


A BS& ブ レ-キア シスト 警告な 
ABS 警告 打 

P.338、 339 


SRS エアバッグ/ 

プ U テン シヨ ナー 
警告な  P.340 


プリ クラッシュ セーフ 
テイ システム 
警告な  P.348 


充電 警告 丹  P.349 


/ - >1 

♦ - N 

VSC 

VSC 警告な  P.341 

油圧 警告 好  P.350 


4WD 警告 丹 P.342 


エンジン 警告 丹 P.343 


デ イス チャージ ヘッド ラン 
プオー トレべ リング 警告 灯 
P.344 


パワーステアリング 
警告 丹  P.34 曰 


燃料 残 量 警告な P.3 已 1 


半 ドア 警告 丹  P.3 曰 1 


スマ ー ト エントリ ー 
& スター トシス テム 
警告 丹  P.3 己 1 


運転席 シー ト ベルト 
非 着用 警告 丹  P.352 


ブレーキ 警告 丹 P.346 


み 


PASSENGER 


助手席 シー ト ベルト 
非 着用 警告 丹 P.352 
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お問い合わせ、 ご 相談は 
下記へ お願いいた します。 

トヨタ自動車 株式会社 お客様 相談 センター 

全国 共通 •フリー コール 

踊 0800 ■700-7700 

才 ープン 時間 3 目 己 曰 9:00 〜 18:00 

所在地 干 4 日 0  -  0002 名ち 屋 市中が 区 名 駅 四 T 目 1 〇① 27 
第二 豊田 ビル 西 館 7 階 

「個人情報 保護 方針」 について は、 
http://www.tc)yc)ta.cajp にて 掲載 して おり ます。 
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1-3 巧 白 動 軍 巧 巧 会社: 

http://toyota.Jp 
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